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第 24 回 線 会 概 況 





期日 昭和 30 年 4 月 2 3, 4, 5 日 
会 場 一 毅 講 演 京都 府立 医科 大 学 講堂 
特別 講演 並 に 総会 議事 京都 市 立春 日 小学 校 


会 長 小 林 晴 治 郎 

第 1 日 4 月 2 日 (午前 8 時 15 分 開会 

開会 の 辞 小林 会 長 

演 説 1^23 

示 説 24^43 

評議 員 会 正午 より 

総会 議事 午後 1 時 

第 6 回 桂 田 賞 投 賞 式 (財団 法人 寄生 虫 奨励 会 ) 

受賞 者 横川 宗雄 氏 ( 公 抄 衛生 院 , 寄生 中 研究 室 ) 
「 ウ ェ エス テル マン 肺 吸 虫 に 関す る 研究 」 
第 2 回 小泉 賞 授賞 式 (財団 法人 東京 寄生 虫 予防 協会 ) 
受賞 者 松村 竜 雄 氏 (群馬 大 学 医学 部 教授 ) 
「 虫 の 予防 に 関す る 研究 」 

特別 講演 九州 大 学 教授 宮崎 一 郎 博士 「 額 口 虫 症 」 

映 画 ミ プ ョ モ ギ (天然 色 ) 日 本 新薬 株 式 会 社 提供 
第 2 日 4 月 3 日 (午前 8 時 15 分 開会 ) 

演 説 44<66 

示 説 67+88 
第 3 日 4 月 4 日 (午前 8 時 15 分 開会 ) 

演 説 89<113 

示 説 。 114~161 
第 4 日 4 月 5 日 (午前 8 時 30 分 開会 ) 

シン ボ ジ ウ ム 「 販 虫薬 に つい て 」 

開会 の 辞 語 会 宮川 米 次 博士 


薬理 作用 山崎 英 正博 二 
占 。 下 森下 莉 博 二 
釣 下 小宮 義孝 博士 
半 下 赤木 勝雄 博士 


閉会 の 矢 小 林 会 長 











昭和 30 年 6 月 (1955)〕 


総会 に 座り る 決議 事項 


規約 第 8 条 に ょ り 下 記 2 氏 を 新 評議 員 と する 。(ABC 順 ) 
大 稚 正 満 氏 . 横川 宗雄 氏 
雑誌 編集 委員 を 改選 し 次 の 6 氏 に 委嘱 する 。 (ABC 順 ) 
小宮 義孝 氏 , 松林 久吉 氏 , 宮崎 一 郎 氏 
森下 昔 氏 。 佐々 学 氏 。 山下 次 郎 氏 
昭和 31 年 に 日 本 寄生 虫 学会 第 25 周年 記念 事業 を 行 う 。 細 部 は 次 期 会 長 に 一 任 する 。 
次 期 総会 開催 地 東京 都 
次 期 会 長 宮川 米 次 博士 
会 に 座 務 委員 を お く 。 本 部 2 名 (会 計 , 綱 集 ). 支部 各々 1 名 宛 と する 。 








寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 4 徐 ・ 第 2 号 


日 本 和 奇 生 昌 学 会 規約 


本 会 は 日 本 寄生 虫 学会 と 了 す る 。 / 
ト 会 は 寄生 虫 及び 寄生 虫 病 に 関す る 学術 の 研究 進歩 を 図る を 目的 と する 。 
本 会 は 前 項 の 目的 を 達する 為 に 次 の 事業 を 行う 。 
学術 絵 会 及び 支部 大 会 を 開催 する 。 
機関 雑誌 を 発行 する 。 
会 員 た らん と する も の は 現 会 員 の 紹介 に ょ り 韓 事 会 の 承諾 を 経て 入会 する も る の と する 。 
本 会 に 次 の 役員 を お く 。 
会 長 1 名 評議 員 若干 名 幹事 6 名 総会 幹事 1 名 
会 長 は 本 会 の 事務 を 総理 する 。 幹事 は 会 長 を 補佐 し て 本 会 の 事務 を 処理 する 。 
評議 員 は 本 会 重要 の 件 を 審議 する 。 総会 幹事 は 総会 の 事務 に あたる 
全長 は 評議 員 会 の 推 度 し た 者 に つき , 総会 の 議 を 経て 芝 を 定め る 。 
評議 員 は 評議 員 会 の 推薦 し た 者 に つき , 総会 の 議 を 経て 之 を 定め る 。 
幹事 は 評議 員 の 互選 に よ つ て 定め る 。 総会 幹事 は 会 長 が 委嘱 する 。 
会 長 及び 総会 幹事 の 任期 は 1 ヵ年 と する 。 韓 事 の 任期 は 2 ヵ年 と する 。 但し 重任 は 妨げ な 
い 。 
ト 会 に は 名 誉 会 員 を 置く こと が 出来 る 。 名 誉 会 員 は 評議 員 会 の 議 を 経て 総会 に 於 て 推挙 す 
る 。 
. 本 会 は 総会 の 決議 を 経て 地方 部 を 設け る 事 が 出来 る 。 
会 計 
本 会 の 会 費 は 1 ヵ年 金 800 円 と する 。 
地方 部 会 は 者 会 費 を 別に 徴 履 する こと が 出来 る 。 そ の 額 は 各部 会 に 於 て 定め る 。 
会 員 若 し 引続き 会 費 を 納入 し な い 時 に は 会 員 の 資格 を 失う 。 
名 准 会 員 は 会 費 を 免除 せら れる 。 
会 計 年 度 は 1 月 1 日 より 12 月 31 日 迄 と する 。 
本 規約 は 総会 の 決議 を 経 ざ され ば 変更 する こと を 得 な い 。 
1. 本 会 の 事務 所 は 東京 都 品 川 区 上 大 崎 予防 衛生 研究 所 内 に お く 。 
2. 本 会 は 衛生 昆虫 学会 と 察 審 な 連繋 を 保つ て 運営 する こと ゝ する 。 
3. 本 会 及び 衛生 昆虫 学会 員 は 互 に 学会 に 出席 し て 研究 発表 を 行 ぅ 資格 を 有する 。 





第 23 回 ( 昭 29) 総 会 に お いて , 第 15 条 の 件 に つき , 会 費 未 納 の 猫 予 期限 を 2 ヵ年 と する こと が 決議 
きっ 
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創立 以来 の 物 正 


却 島 清太郎 
神保 孝太 郎 
川村 麟 也 
内 藤 和 行 
山田 信一郎 


稲 田 意表 
桂 田 富士 郎 
宮島 埋 之 助 
鈴 森 稔 


昭和 30 年 名 誉 会 員 及び 役員 (ABC 順 ) 


安 藤 が 
長野 寛 : 
横 有川 
小林 晴 治 馬 
3 や テ 
ん 
KR 木 難 
田 義 太 
井 
田 繁 
折 夫 
宮 崎 一 郎 
美 大 四郎 
森 南 三郎 
田 利 貞 
川 久 治 
川 宗 雄 
座 務 委員 本 部: 


支部 石 


日 本 医学 会 評議 員 小宮 
ク 連絡 員 石 崎 
学術 用 語 矯 議 会 委員 小 宮 


小林 晴 浴 郎 
中 川 幸 庵 
吉 田 貞 雄 


松 林 久 吉 
山 下 次 郎 
阿 部 - 康 男 
細 有川 修治 
一 色 於 葛 外 朗 
小林 芳 人 
苑 林 久 青 


井 洋 
義 孝 
達 
義 孝 


浅 順 
板 

小宮 義 孝 
松 村 竜 


閑 折 


大 
佐 


柳沢 利 喜 雄 


安 羅 岡 一 男 (会 計 ), 小 林 昭 夫 ( 編 集 ) 
一 (南部 ), 他 は 未定 . 


岡 都 洪 洋 
生 正 


 、 下 草 


江 ロ 季 雄 
石井 信太 郎 
田 正俊 


米 清 治 
崎 義 周 
長 花 操 
村 一 郎 
田 藤 一 郎 
消 水 重 矢 
下 次 郎 










第 1 回 
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第 3 回 
第 4 回 
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第 11 回 
第 12 回 
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ーー 


開催 地 

東京 市 
大 阪 市 
京都 市 
名 古屋 市 
福岡 市 
東京 市 
大 阪 市 
東京 市 
東京 市 
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員 
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京都 市 


第 1 回 総会 以来 の 開催 地 及 会 長 


開催 年 度 

昭和 4 年 
昭和 5 年 
昭和 6 年 
昭和 7 年 
昭和 8 年 


昭和 9 年 


昭和 10 年 
昭和 11 年 
昭和 12 年 
昭和 13 年 
昭和 14 年 
昭和 15 年 
昭和 16 年 
昭和 17 年 
昭和 18 年 
昭和 22 年 
昭和 23 年 
昭和 24 年 
昭和 25 年 
昭和 26 年 
昭和 27 年 
昭和 28 年 
昭和 29 年 
昭和 30 年 


会 長 
五島 清太郎 
桂 田 富士 郎 
藤 浪 鑑 

直 助 
平 得 三 
島 幹 之 助 
田 貞 雄 

泉 丹 
川 米 次 
ロ 左 促 


中 下 汰 芝 


w 
(この 
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送 層 蘭 線 菊 警 肖 肖 藻 各 詳 
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九州 大 学 教授 





PE 


演 説 
実験 的 寄生 虫 症 の 組織 学 的 知見 補遺 ・・………‥…… 〇 三浦 守 ・ 岡 村 一 郎 ・ 
広島 県 片山 病 流行 地区 住民 の 寄生 虫 検査 成績 ・‥…・ 
装 便 内 寄生 虫 卵 検査 た つい て (第 4 報 ) 
…… 杉 山 博 ・ 〇 守屋 何 二 ・ 福 島 淳 仔 ・ 福 田 正 道 ・ 磯 川 貞 和 ・ 佐 野 滝 蔵 
本 邦 産 そ ノア ラガ ィ 3 種 の 比較 解剖 に つい て ・・・ ・… 大 越 伸 ・ 
Fasciola 属 吸虫 の 中 間 宿 主 に 関す る 研究 , 


(大 阪 市 医大 ・ 


( 1). 日 本 産 サ カマ キ ガ イィ を 用 いて の 実験 成績 ・・ …・ 東 出 弘 ( 浪 大 ・ 農 ・ 獣 医 )・…・ 
岡山 県 下 マ メタ ニシ の 分 布 及 び 犬 猫 に 於 ける 肝 吸 虫 の 寄生 状況 
・…・ … 山 日 左 伸 ・ 〇 稲 区 成一 ・ 木 村 道志 (岡山 大 ・ 寄 生 昌 )・…・ 


木 赤 , 長良 川 流域 に 於 ける 住民 の 肝 ヂ スト マ 感 染 濃度 の 調査 報告 ・‥ 加 藤 俊一 (中 部 ・ 
肝臓 デス トマ の 神経 系 に つい て ・ … 〇 尾崎 佳 正 (広島 大 ・ ・ 理 ・ 動 物 ) , 
兵庫 県 但馬 地方 の 肺 吸虫 …・ 3 ・ 
藤田 裕 ( 京 府 医大 ・ 医 動物 ), 〇 小山 幸男 ・ 村 井 知也 (兵庫 ・ 豊 剛 保 健 所 ), 
山口 県 下 の 人 肺 吸虫 症 に 就 て , (1). 第 1 報 , 厚狭 町 に 於 ける 人 肪 吸虫 症 
Si … 綱 川 修治 ・ 内 野 文 形 ・ 宮 里 品 ・ 2 F 頁 司 ・ 高 橋 一 郎 ・ 
NE の (53 有人 ピ NR 

… 細 川 修治 ・ 


吉田 幸 奴 ・ 


RMEOEOSF 隊 する 寺 る 撤 原 の 検討 
・ ‥ 〇 袖 川 宗 共 ・ 大 島 智 夫 (公衆 衛生 院 ) , 
日 本 住 血 吸 虫 の 血液 型 物質 に 関す る 研究 ・‥ 
MRA 
5 …‥ 〇 大 田 秀 浄 ・ 佐 藤重 房 ・ 清 水 清 ク 
日 本 住 画 暖 虫 の 拡散 因子 ・ * 
Experimental Schistosomias is japonica に 於 ける 肝臓 機能 遼 害 の 細胞 化学 的 研究 
で … 沢 田 利 貞 ・ 〇 原 培 造 
ロ 洲 価 上 の 守る) 
MS ぱる Sh の 和 び で 人 8 か 


… 小 沢 塵 三 (甲府 病院 )・…・ 


作る 本 の 区 て POOL で まさ ミミ ミミ ミミ ミミ ャ ミミ ミミ ミミ すす 沢田 田 (奈良 学芸 大 ・ 生 物 )・…・ 
・・ ・ーーー・ … 内 田 正俊 (奈良 学芸 大 )・…・ 


大 複 殖 門 条 虫 と 鯨 条 虫 と の 形態 比較 ・・ を 
大 阪 市 内 学童 の 膜 様 条 虫 頻 の 分 布 状況 並 に 双 除 例 に つい て 
… 〇 出射 三郎 (大 阪 市 教育 委 ), 藤井 正男 ・ 


青森 県 2 本 od 





宮崎 一 郎 ・… 


菅原 謙次 ( 熊 大 ・ 寄 生 虫 )・…・ 
… "OO 沖 波 実 ・ 熊 沢 俊彦 (広島 県 ・ 衝 研 )・… 


公衆 衛生 )・…・ 
〇 板垣 博 (東大 ・ 農 ・ 普 医 )・…: 


寄生 虫 予 ・ 協 )・…・ 
尾 弘 行 (A.B.C.C.)・…・ 


訂 戸 孝 純 (兵庫 県 豊岡 病院 )・… 
関谷 透 ( 山 日 医大 ・ 病 理 )・…… 
内 野 文 開 ( 山 日医 大 ・ 病 理 )・… 


勝 呂 毅 ( 融 南 病院 )・…・ 
…・ 松 瀬 幹也 (久留 米 大 ・ 寄 生 虫 ) … 


・ 中 山 茂 (山梨 ・ 医 研 )… 
… 加 茂 正和 (久留 米 大 ・ 寄 生 曳 )… 


・ 岡 六 孝 ・ 布 施 正美 ( 群 大 ・ 医 )・…・ 
の 〇 伊藤 二郎 ・ 小 宮 議 孝 ( 予 件 ・ 寄 生 虫 )・…・ 


吉 矢 谷 (大 阪和 寄生 由 研 )・…・ 
・… 〇 北島 栄 太郎 ・ 高 松 功 (弘前 大 ・ 病 理 )・…・ 
四国 の 狂 日 明 …… パ ーー ドド ドド 山 日 富雄 (徳島 大 ・ 病 理 )・…・ 
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窒 主 の 組織 反応 (第 2 報 )……… ト (ーー ッッ 〇 羽田 野 邦 和 ・ 渡 辺 桂 吉 
糞便 内 暑 息 卵 検出 法 の 比較 研究 


〔 和 寄生 昌 学 雑誌 ・ 第 4 巻 ・ 第 2 区 





( 熊 大 ・ 寄 生 昌 )…… 


OPCPCECEEPPEPE 大 瀬 貴光 ・ 前 田 衛 門 ・ 〇 小原 寧 ・ 多 田 哲 夫 ・ 福 島 俊 定 (福井 県 ・ 笑 研 )…・40 
銘 昌 卵 検査 法 の 研究 (2), 釣 虫 E.R.D. の 再 検討 …… の ee 佐藤 澄子 ( 予 研 ・ 和 寄生 虫 )・…・・40 
試験 管内 壮 便 溶解 塗 株 法 に 依る 寄生 虫 卵 ( 線 虫 玉 ) の 検索 …………………… 川村 清 (岩手 大 ・ 内 科 )・・・41 
審 生 虫 卵 の 組織 化学 的 研究 ・… パー ツー 〇 村上 和 充 ・ 野 川 保 考 ・ 徳 永 達郎 ( 熊 大 ・ 和 寄生 虫 )・‥・・41 
感光 色素 に よる 寄生 虫 卵 の 染色 ・… バ ドー ス ル ん スーnu 和 ーーー 〇 岡村 一 郎 ・ 丸 田島 ( 熊 大 ・ 寄 生 虫 )・‥・・41 
中 国 の 東北 地方 に 於 ける 肝 蜂 症 の 疫学 的 研究 (〔((ー ド ドド ドド ドー 吉川 政 市 (広島 ・ 農 ・ 短 大 )・・・42 
北海 道 に 於 ける 家畜 家 調 寄 生 虫 病 流行 状況 実態 調査 IV. 牛 及び 細 羊 の 肝 久 症 調査 成績 ・ 
か 〇 山下 次 郎 (北大 ・ 工 ・ 動 物 ), 永田 俊郎 (北海 道庁 ), 渡辺 正雄 ( 北 ・ 農 試 ・ 宗 谷 支 場 )・・・42 
der (1), 皮 内 反応 に よる スク リー= ニ ング テス ト の 実用 価値 に つい て 
… 横 川 宗 雄 ・ 大 島 智 夫 (公衆 衛生 院 ), 須川 豊 (新潟 県 衛生 部 ), 〇 平野 多 開 (直江 津 保健 所 )・・・43 
愛 緩 県 及び 山口 県 下 「 モ クズ ガ =」 の 肺 吸虫 被 枯 幼 虫 寄生 状況 に つい て (第 2 報 ) 
ミド すす で アミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ まさ ます ミミ ミミ すき さま すま 高橋 一 郎 (山口 大 ・ 病 理 )・…・44 
実験 的 犬 肺 吸虫 症 に 関す る 研究 (第 3 報 )……… 季 レヒ レオ オツ 〇 O 位 坂 清光 ・ 松 岡 広 次 (大 阪 日 赤 )・…・44 
肺 吸虫 の 生物 学 的 研究 (2), 肺 吸 虫 幼 虫 の 体外 飼育 に つい て ・… バ バー 大 島 智 夫 (公衆 衛生 院 )・…・45 
肺 明 虫 の エメ チ ン , サル ファ 剤 治療 に 関す る 実験 的 研究 (第 1 報 ) 
介さ o6: さ な まさ で OSG 62 宮川 三男 ・ 中 瀬 勝 (徳島 大 ・ 内 科 ), 〇 田中 谷 (徳島 中 央 病院 )・…・45 
中 枢 神経 購 虫 類 症 ( 肺 吸虫 症 ? ) に お ける Diethy1l carbamyhmethylpi piperazine dihydrogen citrate 
に よる 治療 試験 ・・… 小野 典 郎 *・ 西 井 長 武 ( 阪 大 ・ 第 一 外科 ) 西村 猫 ・ 〇 荘 保 忠 三郎 (客員 ) ( 阪 大 ・ 微 研 )・ 
日 本 住 血 吸虫 症 に 於 ける 肝 生 検 の 診断 的 価値 
dw 和 半 かど 吉住 好夫 ・ 〇 渡辺 沙 見 ・ 織 田 卓 五郎 (久留 米 大 ・ 吉 住 内 科 )・・・47 
各種 寄生 虫 卵 の 物理 的 条件 に 対す る 抵抗 (2), 日 本 住 血 不 昌 卵 の 低温 に 対す る 抵抗 
0: 0:a 99 も / の や: も る ずる も 9 や の か 9 6 も すら 35 すか る が w も 79 と:9 So る で [な すす" が も が g 飯島 利彦 ・ 秋 山 洪 雄 (山梨 ・ 医 研 )・‥・47 
寄生 上 性 疾患 に 於 ける 帳 血 球 遊走 速度 及び 貧 食 能 に つい て (第 3 報 ) 家 亜 住 血 吸虫 症 の Sod oxianti- 
monic gluconate 治療 時 の 邊 血球 機能 に つい て ………………・ 〇 松岡 広 次 ・ 西 用 美 博 (大 阪 日 赤 )・…・47 
奄美 群島 , 鈴 之 島 に 於 ける 有 釣 条 虫 の 存在 に つい て ・‥………・・ ・ ed ( 福 簡 市 )…・48 
義 小 条 虫 の 代謝 に 関す る 研究 (第 5 報 )…・………・ 〇 守 屋 荷 二 ・ 佐 野 滝 蔵 (大 阪 市 医大 ・ 公 衆 衛生 )・…・49 
万 ye の 76 の ZS 26 (Siebold, 1852) Blanchard, 1891 及び . 万 ye の 76 の ZS 7277222472 eo 
1819) Blanchard, 1891 の 卵子 の 構造 並 に 豚 発 育 に 関す る 研究 …‥‥…・ 森 山 貞 信 (神戸 披 済 病院 )・・・49 
第 2 日 
ュ ト ン ラ ッ ト の フィ ラリ ア Litomosoides carinii の 実験 的 感染 に 関す る 基礎 的 研究 
ー EDE 基 杉 幹太 郎 ・ 杯 滋 生 ・ 田 中 寛 ( 伝 研 ・ 寄 生 上 )・…・50 
アカ ィ ェ エ カ 価 内 に 於 ける バン クロ フト 系 状 虫 幼虫 の 発育 と 温 湿度 と の 関係 
400et6eS な 党 ゃ boy が と 9 … 外 山 寛 樹 (鳥取 大 ・ 父 衆 衛生 )・‥・50 
フィ ラリ ア 仔 虫 に 対す る 13"C 及び 13 一 27?C 交代 温度 の 影響 に つい て (低温 の 影響 に つい て 
の 義 完 種 了 9 いい で の emonoescsrontscefpWyseteecso 技 放 寺 部 4 括 天 … 慰 間 い 間 還 < 撤 
フィ ラリ ア 症 の 血液 学 的 研究 ( 殊 に 白血球 人 に つい て ) 
1 ーー ドー 材 屋 富 一 ・ 〇 魚 島 実 俊 ・ 肥 後 正典 ( 遍 大 ・ 第 一 内 科 )・…・52 
フィ ラリ ア 症 の 血液 学 的 研究 (赤血球 父 に つい て )…・・……・ 樹 屋 富 一 ・ 〇 福元 務 ( 鹿 大 ・ 第 一 内 科 )・・・52 
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沖縄 本 鳥 , 石垣 島 の 糸状 虫 症 調査 成績 


6 ・ 佐 藤 入 郎 ・ 〇 米沢 藤 士 ・ 尾 辻 義人 ・ 花 城 清谷 ( 鹿 大 ・ 佐 藤内 科 )・…・ 
へ トラ ザン の 血 中 濃度 に つい て ・ ユミ KSK ミ XY … 〇 片 峰 大 助 ・ 藤 巻 博 教 (長大 ・ 風 研 )・…・ 
Rm IL ミミ 0eeA (日 大 ・ 酒 田 病 院 ) ・… 
Neroiw の eeMeizctsgdeeSS3 も Me 
ヒア ル ロ ニ ダー ゼ に よる 山 虫 卵 の 変化 ・… で トー ドー トド ーー ーー ーー 石川 道雄 (名 大 ・ 解 剖 )・・・ 
各種 化学 楽 品 処 理 弟 虫 卵 の 遠心 分 離 に よる 影響 …‥…・・‥‥………… 柳 沢 十 四 男 ( 予 研 ・ 寄 生 虫 )……・ 
二 確 化 炭 素 と 其 の 拡散 剤 に ょ る 美 池内 顕 虫 卵 の 死滅 試験 ・‥… 芯 田 敏子 ・ 〇 中 路 一 (日 大 ・ 赤 木内 科 )・…・ 


硫化 炭素 乳化 剤 その 他 の 鯛 虫 卵 殺 減 に 関す る 研究 


人 〇 森下 哲夫 ・ 小 株 瑞穂 ・ 永 田 二 朗 ・ ・ 水 野馬 電 ( 岐 医大 ・ 寄 生 虫 ) 
虫 卵 に 対す る 温 湿度 の 影響 (第 2 報 )・ スル ・…・ 森 正三 (鳥取 大 ・ 公 衆 衛生 )・…・ 


顕 仔 虫 の 物質 代謝 に 対す る 諸 種 楽 物 の 影響 に 関す る 研究 (第 1 報 時 化 条件 に つい て の 検討 


・ …・ 小 林 芳 人 ・ 大 家 裕 (東大 ・ 薬 理 ), 〇 板東 丈夫 (順天堂 大 ・ 薬 理 )・…・ 
家 各 腹腔 内 に 履 め た 容器 内 の 顕 幼 虫 の 発育 ( 顕 功 虫 の 培養 の 試み 続報 )…・ 吉 川 俊一 ( 阪 大 ・ 公 衆 衛生 )・…・ 
犬 昌 の 先天 性 感染 た ヒ つ いて (第 2 報 )…… 上 て … バ …… 清水 宣 矢 ・ 〇 堀 見 利 員 (日 獣 大 ・ 寄 生 虫 )…・・ 
虫 の 組織 化学 的 研究 (第 2 報 ) 9 リ ペー ゼ に つい て ・‥………… 〇 松下 文雄 ・ 鶴 田 貢 ( 熊 大 ・ 寄 生 虫 )…・・ 


大 腸 菌 の 争 虫 及び 釣 虫 飼育 液 の 抗原 性 に 及ぼ す 影 響 に つい て 


6coe ee で ooeec む る る ゃ る ooo な ae も で oeoeooooe 松本 普 三 ・ 〇 井 交 邦 男 ・ 半沢 久 次 郎 ・ 石 田 敏和 慈 大 ・ 林内 科 ) esse e 
人 昭 虫 と 豚 融 昌 の 異同 に つい て ・‥……・……… 谷川 久治 ・ 実 川 沙 ・ 〇 菊地 善 秀 ( 千 犬 ・ 衛 生 )・… 
鯛 虫 感染 の 様相 に つて 上 バー ん ヘム レツ リョ ヨ デー ニー スト ドド < ドド ドド ドッ トゥ トド トト レト ドド て 〇 今村 南 ・ 西 村 猛 ( 阪 大 ・ 微 研 )・・ 


初島 に 於 ける 駐 虫 不感 染 者 に 関す る 研究 (第 2 報 ) 


で で で めど どか な の の 〇 稲垣 元 博 ( 北 研 ・ 寄 生 虫 ), 布施 久雄 (東京 女医 大 ・ 寄 生 虫 )……・ 


示 説 
琉球 先 島 列 島 に お ける 人 の フィ ラリ ア 症 に つい て 


ee で os す ee です ゃ sa の 0 を を re See e 〇 佐 訂 孝 慈 ( 伝 研 ・ 寄 生 虫 ), 加納 太郎 (東京 歯 医 大 ・ 医 動物 )…・ 


了 旧 島 二 当 村 に お ける 未 状 中 の 敵 胡 と 系 折 皮 診 玉 と と アル ョ ュ デ ーー と の 関係 


に いと くみ で くも くら を る で を ん を る を を す あ を なお で みさ 各省 尾 汗 義人 ( 鹿 大 ・ 佐 藤内 科 )・ 


奄美 大 島 の 糸状 虫 症 調査 成績 


kereeercc を ee な 佐藤 入 郎 ・ 植 村 芳 郎 ・ 〇 福島 英雄 ・ 政 真哉 ・ 指 宿 英 造 ( 鹿 大 ・ 佐 藤内 笠 ) … 


MURA ニー ーー 


た くらい ん の しい て つこ 山代 義雄 (兵庫 ・ 浜 坂 保健 所 ), 〇 増田 陸 部 (兵庫 ・ 香 住 保健 所 )・… 
糸状 虫 症 の 血清 学 的 研究 (第 3 報 ) 抗 元 性 物質 の 尿 中 排 注 に つい て ・……・ 田辺 紀夫 (長崎 ・ 出 島 病 院 )・… 
ビ ベ ペラ デ ヂ ン 剤 投与 に より 発生 し た 精 系 汐 巴 管 腫 ・ 上 バー 上 t バ ーー ルト ーーー…ー… 藤巻 博 教 (長大 ・ 風 研 )・・ 
糸状 虫 症 の 撲滅 に 関す る 実験 的 研究 で ・ 馬 で で ドド ドド に に に 永 友 勇夫 (長大 ・ 風 研 )・…・ 
フィ ラリ ア 症 の 血液 学 約 研 究 ( 栓 能 系 に つい て )・…………・ 樹 屋 富 一 ・ 〇 春田 豊作 ( 鹿 大 ・ 第 一 内 科 )・… 


フィ ラリ ア 症 の 血液 学 的 研究 ( 二 ・ 三 の 生化 学 的 所 見 に つい て ) 


が: なか: る 、 す WSN.e ま ぼ 邊 が 寺 る! か e の gi の 江本 っ の を: 枝 屋 富 一 *・ 嘉 屋 武 朝 章 ・ 〇 門田 先 二郎 ( 鹿 大 ・ 第 一 - 内 科 )・・ 
乳幼児 に 於 ける 顕 中 感染 試験 (第 2 報 ・ 再 感染 )…………・ 氏 子 田 繁雄 ・ 〇 赤松 高 之 ( 慶 大 ・ 小 児 科 )・ 
都内 農家 の 顕 虫 感染 oooeoeeoeeeeeeeeeeoeoee 国井 喜 章 ・ 〇 池内 マキ 子 ( 農 ・ 技 ・ 研 )…・ 


農村 に 於 ける 釣 虫 及び 鯛 虫 の 撲滅 に 関す る 研究 (第 2 報 ) 虫 の 家族 感染 と 感染 源 と し て の 
土壌 内 虫 魚 に つい て ドド ドド ドド に に に に に 柳沢 利 喜雄 ・ 〇 内 田 昭 夫 ( 千 大 ・ 





公衆 衛生 )…・ 
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91 。 


92. 


94. 


95. 


97。 


98. 


100. 


101 . 


102. 


103. 


104. 
105. 


106. 





顕 虫 感染 予防 に 関す る 研究 (第 4 報 ) 野 茶 漬物 類 に 対す る 熱湯 女 理 に よる 顕 虫 卵 撲滅 の 効果 
PEPPYPFPPPPEPPPPPEPPCPCCPLLPCPLCLLCCCCCLCCCCPLECEPECPCCLLLEL 森 和 婚 夫 ( 九 大 ・ 第 三 内 科 ) 


鍋 虫 の 不 受精 卵 … バ バー ドド ドド に に 松崎 義 周 ・ 富 士 田 猛 (横浜 医大 ・ 寄 生 虫 )・… 
顕 虫 性 アレ ルギー, 特に Arthus 現象 に 於 ける 顕 虫 体腔 液 の 特異 性 に 就 て ・ 山本 好 明 ( 阪 大 ・ 微 研 )・… 
顕 虫 の 腸 内 菌 業 に 関す る 研究 〔( ぐー ー 和 ドド に に に ピー 山崎 芳 久 ( 千 大 ・ 衛 生 )・…・ 


顕 虫 の 抗原 性 に つい て (多糖 類 の 分 社 )・・・…・… 〇 井 ど 邦 男 ・ 半 沢 久 次 郎 ・ 石 田 敏和 ( 慈 大 ・ 林 内 科 ) 


Acridinorange 乏 光 処理 法 に ょ る 虫 卵 の 生死 の 判別 に つい て (2)……・……・ 剛 常 天 ( 群 大 ・ 医 )・… 
顕 虫 に 及ぼ す 駐 線 の 影響 (その 20…… で ドー ドド ドド に に に に に に に に にし 門田 和 ( 阪 大 ・ 微 研 )・… 
割 検 に より 確認 され た 胆 誠 顕 虫 定 ・………………・ 〇 神徳 南 ・ 宮 里 卓 ・ 山 下 貢 司 (山口 医大 ・ 病 理 )・… 


組織 内 虫 卵 , 特に 胆振 歴 内 顕 虫 卵 に 関す る 実験 的 研究 ………………・ 佐藤 浩平 ( 約 大 ・ 棋 外科 ) 
第 3 日 


演 説 
Entamoeba histolytica の 沖 胞 化学 的 和 観察 ・III. E. histolytica に 於 ける 核酸 及び 原形 質 内 塩基 


画 虫 の 後 感染 抵抗 性 に 関 る 研究 PO ミア ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ よき まま まま まま まま 水田 晴 重 ( 汰 医大 e 寄生 虫 ) PID 


性 物質 に つい て で ドド ドー 原 赦 三 ・ 況 田 利 貞 ・ 〇 岡 世 孝 ・ 布 施 正美 ( 群 大 ・ 衝 生 )・…・ 


Trichomonas muris の 各 分 裂 期 に 於 ける 核酸 , 多糖 札 , フォ オス フ ア タ ー ゼ の 消長 に 就 て 


PCIPCEYPPKYPPI すす すす ドミ で ミド すす ミミ ミド ミミ ミミ ミミ ミミ ナミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミ す すす ミ す すす 野村 弘 ( 塵 大 ・ 寄 生 虫 )・…・ 
膝 ト リュ モー ナス の 脱水 素 酵素 作用 に 就 て いて で … で ドド ドー 浅見 敬三 ( 塵 大 ・ 和 寄生 虫 )・…・ 


各種 Tifuram 化合 物 に よる 人 鶏 ユ コク シ ヂ ッ ウム ょ 殺虫 試 験 トバ ーーーーー…ー…ー 角田 清 ( 家 示 衛 試 )・… 


Trypanosoma gambiense の マウ ス に 訟 ける 免疫 抗原 変 虹 に 関す る 諸 考 察 


ちや る やる 生生 〇 尾崎 文雄 ・ 福 喜多 重光 ・ 中 林 敏 夫 ・ 猪 木 正三 ( 阪 大 ・ 徴 研 )・…・ 


Leishmania donovani の 電子 顕微 鏡 的 形態 (第 二 報 ) 


か あす が を や を か めか ゃ や 放 むる かる る あの 〇 中 西 健一 ( 阪 大 ・ 微 研 ), 西 義 美 ( 阪 大 ・ 電 顕 )・…・ 


ネズ ミ マ ラリ ア Plasmodium berghei Vincke et Lips, 1948 に 関す る 研究 , 特に 抗 マテリア 


剤 検定 法 に つい て て て トド ドド ドド に に に に ピー 田中 定 ・ 神 田 錬 蔵 ・ 著 杉 黄 太 郎 ( 伝 研 ・ 寄生 虫 )・‥・ 
鳥 マ ラリ アテ の 研究 (第 4 報 )… て で ドド ドド ドド ーー ドー 永井 利 承 (長大 ・ 風 研 ・ 病 理 )・…・ 
Toxoplasma と Encephalitozoon と の 交叉 免疫 実験 トバ バー…・………・ 田崎 光 ( 塵 大 ・ 寄 生 虫 )・…・ 


日 本 に 訟 ける トキ ソプラ スモ ー ジ ス に つい て (第 2 報 ) 


の 和 宮川 米 次 ・ 永 堀 善 作 ・ 〇 宮川 逸郎 * 篠 原 進 ・ 石 基 大 三 ・ 田 沼 息 正 ・ 美 田 秀 夫 ・ 稲 神 寿 志 (東生 病院 )・… 


多 虫 の 呼吸 及び 組織 呼吸 に 関す る 研究 る を が es om で e sosio ppeee@oeseeeoe な の る 福本 持 士 (大 阪 医大 ・ 内 科 ) 
鍋 虫 アレ ルギー に 関す る 研究 (1) , その 先 商 反応 に つい て (2②) 沈降 反応 に つい て (第 1 報 ) 

PPPPPPPPPPYTPYEPPTEYYYY ャ すす 柳沢 利 喜雄 ・ 〇 水野 哲夫 ・ 伊 佐 博 夫 ・ 片 桐 優 ( 千 大 ・ 公 衆 衛 生 ) 
釣 虫 体 エ ギ ス 並 に 銘 仔 由 培 養 渡 液 こ よる シュ ワル ッ マ ン 現 象 に つい て 


が も の sa る すく なので 2 の ea な で で の て の で の マズ の の で eco: プ ae 石原 国 ・ 〇 原田 義道 ・ 森 納 (鳥取 大 ・ 第 二 内 科 )・…・ 


銘 虫 仔 虫 の 行動 に 関す る 研究 (1) 犬 狗 虫 感染 仔 虫 の 温度 に 対す る 動 性 kinesis に つい て 


nero と いあ か の: 安 維 岡 一 男 ( 予 研 ・ 寄 生 虫 )・…・ 


銘 虫 仔 虫 の 発育 程度 と 感染 能力 並び に 感染 時 の 肺 の 組織 変化 に つい て 


の か か きき 〇 高林 良 光 ・ 北 後 良 男 ( 岐 医大 ・ 病 理 )・…・ 
犬 銘 虫 卵 に 関す る 実験 ドド 川本 真一 ・ 〇 川本 作 二 ( 京 府 医 大 ・ 医 動物 )・… 


広島 県 芦田 川 流域 に 於 て 圧倒 的 慕 延 を 見 る アメ リカ 銘 虫 の 分 布 推移 に 就 て 


rt 、 浅田 順一 ・ 旭 房子 ・ 青 景 金 理 ・ 〇 土 幸 枝 ・ 大 田 垣 博 狼 ・ 越 智香 一 (日 本 寄生 虫 研 )・…・ 
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山形 県 長期 積雪 地区 一 部 落 の 釣 昌 感染 と 冬期 間 の 駆虫 ・・…・ 〇 洋 田 隆 ・ 藤 波 浩 (日 医大 ・ 酒 田 病 院 )・・・88 
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多 虫 の 寄生 率 及び 種類 別 分 布 … よ ト … や ………ー ド ドド に に 〇 松崎 義 周 ・ 


富士 田 猛 ・ 中 条 民 基 ・ 三 原 唐 太 郎 * 石 轄 保 ・ 渡 辺 弘 夫 ・ 浅 野 清子 ・ 平 野 志 数 子 (横浜 医大 ・ 寄 生 虫 )…… 
鍋 虫 の 後 感染 抵抗 性 に 関す る 研究 改 上 に に に 永田 二郎 ( 鼓 医大 ・ 寄 生 昌 )…… 


釣 虫 carrier に 関す る 研究 (第 5 報 ) 寄生 数 と 貧血 発現 に 関す る 実験 的 研究 


で まして 柳沢 利 喜雄 ・ 〇 町 田 喜 一 ・ 矢 島 あ ふき ・ 五 十 必 和子 ( 千 大 ・ 公 衆 笑 生 )・… 


釣 虫 carrier に 関す る 研究 (第 6 報 ) 血清 鉄 量 に つい て 


OECDKYEKECRKKEK ミ さき さき 柳沢 利 喜 雄 ・ 〇 矢島 あき ・ 町 田 喜 一 ・ 五 十 履 和子 ( 千 大 ・ 公衆 衛 生 ) CD 


釣 虫 定 の 病 熊 生理 と 治療 に 関す る 研究 
POPRPREEHETEE 〇 中 村 旬 朗 ・ 三 浦 ・ 楼 ・ 好 井 敏 明 ・ 福 本 圭 士 ・ 科 形 一 保 (大 阪 医大 ・ 内 科 ) 
釣 虫 定 の 研究 , 其 一 , 体力 , 学力 へ の 影響 


ceoeeseoeeoeceeeeeeeeoeoooee 〇 丸田 喜 造 ・ 吉 仲 武 仁 (横浜 医大 ・ 寄生 虫 ), 高橋 正文 (魚沼 病院 ) esse 
釣 虫 保有 者 の 委 面 に つい て (②・・ ド ーー スル ーーー ーー で て 大 堆 正 満 (新潟 大 ・ 医 動物 )・…・ 


示 説 
赤痢 アメ ー バ の モル モッ ト 感 菜 試 験 特に 共存 細菌 変換 の 病 源 性 に 及ぼ す 影 響 


ao 合作 誠 税 ホ な の 9 を 本 ち が む 字 の の 科 9 松元 陽 郎 ( 塵 大 ・ 寄 生 昌 )・…・ 
「 歯 診 ア メー バ 」 の 動物 感染 実験 ・・・ バ ーーー 金子 信 ( 鹿 大 ・ 寄 生 昌 )・・…・ 
二 養 二 核 アメ ォ ー バ の 動物 接種 試験 ・…… バ バド ドー 三枝 重信 ( 慶 大 ・ 寄 生 虫 )……・ 
赤 狗 ア メー バ の 免 商学 的 研究 …… ド ドド ET 佐藤 礼 治 ( 塵 大 ・ 寄 生 虫 )‥…・ 
腰 ト リュ モー ナス の 小動物 接種 実験 ・ トト 有 ュ enue つ で iqGIe に に に に 岩井 洪 駿 ( 塵 大 ・ 寄 生 虫 )・… 
赤 狗 アメーバ の 検査 法 の 研究 … い ドド に に に TIT 竹本 毅 (広島 市 ・ 西 保健 所 )・…・ 
培養 赤痢 アメ ー バ と 米粉 と の 関係 ……… で で に に に 〇 鈴木 未 南 ・ 沢 田 利 貞 ( 群 大 ・ 医 )・…… 
超 薄 急 上 に よる 赤 独 アメ ォ ー バ の 電子 顕微 鏡 的 観察 ・ バ "長田 信 ( 塵 大 ・ 内 科 ) ・… 
広島 県 に 於 ける アメ ー バ 赤 狗 の 疫学 的 研究 ( 基 の 2)・……・………… ドー 熊沢 俊彦 (広島 県 衝 生 部 )・ 


諸 種 アミ ノ 酸 及び アミ ン の 菩 地 内 赤痢 アメ ー バ の 増殖 に 及ぼ す 彰 響 に つい て 


ささ 宙 あの: 机 . あ る の ゆあ 急 ゆ な を の の です: 事 机 28 ある 才 三 林 位 な の: ず 折 攻め 軍人 で の で 人 るる: の: 桜田 章 (東北 大 内 黒川 内 科 ) お 
口腔 トリ ュ モ ナス の 閑 光 法 に よる 観察 べ ぃ いて … で で に 〇 植田 恵 ・ 鈴 木 未 南 ( 群 大 ・ 医 )・ 


Trypanosoma の 感染 型 (III 報 ), 7. gg が zezse 及び 7. egz め ez79z74 の 和束 に 於 ける 感染 型 の 


比較 すす すす まま まま まま まま まま まま も まま まま まま まあ まま 石 墨 秀雄 (山口 大 e 農 ロ 微生物 ) DD 


zzco220Z の S 2gg7277S の 抗原 分 訓 の 性 質 に つい て 


ROCKEECECEKRKRKRLRLRKRARRRSRGSRRRRM 〇 浜田 義雄 ( 阪 大 微 研 ), 岡本 清 ・ ・ 杉 財 幸 夫 (武田 薬品 ) <・ 


コク シ ジ ウ ム オ ー 人 脱 殻 時 に お ける スポ ロ ゾ イト の 


0 で … 小 山 力 ( 予 研 ・ 寄 生 虫 )・・ 
者 の S お 12453 (第 6 報 )・ 富村 保 ( 浪 大 ・ 農 ・ 獣 医 )・ 


eowe rdf の 0 (サル ファ 剤 ) 投与 に よる 変化 に つい て 


* … 阿 部 道夫 ( 塵 大 ・ 寄 生 虫 ) ‥ 
臓 ト リュ モー ナス の 般 化 鶏卵 接種 実験 , 3. bk 本 0 る 影響 ……… 神 津 鉄平 ( 慶 大 ・ 寄 生 虫 )‥ 
ヂ テ ル ヂ ア ・ ラ ム プ ブリ ア の 人 体感 菜 実験 ・ 9 めす こわ 。 … 野 崎 蒸 勝 (久里 浜 病院 ) 
壮 腰 麻痺 に 対す る スパ トニ = 年 岡部 浩 洋 (久留 米 大 ・ 寄 生 昌 )・ 
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・102 
・103 


・104 
・104 
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・105 


負 虫 定 Carrier の 臨床 的 研究 (第 1 報 )・ さも 4 … 〇 石崎 達 ・ ュー の が か 


久 津 見 晴彦 ・ 小 宮 義 孝 ( 予 研 ・ 寄 生 虫 ), 小野 田 孝義 ( 衝 王 寺 保健 所 ), 永井 隆 吉 (横浜 大 ・ 医 )・ 


釣 虫 Carrier に 関す る 研究 (第 7 報 ) 五井 保健 所 受診 者 に 於 ける 血液 所 見 に つい て 山田 義雄 ・ 


・ 〇 五 十 履 和子 (千葉 ・ 五 井 保健 所 ), 柳沢 利 喜 雄 ・ 矢 島 ふ き ・ 町 田 喜 一 ( 千 大 ・ 公 衆 衛生 )・…・106 
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鍋 虫 アレ ルギー に 関す る 研究 (1) その 免疫 反応 に つい て ⑬) 沈降 反応 に つい て (第 2 報 ) 
こう … 柳 沢 利 喜雄 ・ 水 野 哲 夫 ・ 伊 佐 値 夫 ・ 〇 片桐 優 ( 千 大 ・ 公 衆 衛生 )・…・107 
136. AME に ひる 上 2 に いで 
… 柳 沢 利 喜雄 ・ 水 野 哲 夫 ・ 矢 島 あ ふき ・ 町 田 喜一 ・ 伊 佐 博夫 (千葉 大 ・ 公 衆 衛 生 )・・107 
137. 特殊 環境 下 に ある 釣 昌 キ ヤリ ヤー の 調査 ・・ ES ーーーー…・ 石 塚 達 ( 峰 之 沢 鉱 山 ) 108 
_ 138. 実験 的 釣 虫 症 , 特に 雌 手 性 器 と の 関係 ・…・‥・‥………………・ 〇 圭 尾 知道 ・ 市 村 平 ( 熊 大 ・ 寄 生 昌 )・・108 
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額 口 昌 間 


九州 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
宮 崎 一 了 


TI. は じ め に 

顕 日 虫 症 は , アジ ア の 熱帯 か ら 温 帯 に か け て 広く 分 布 
し て いる 寄生 虫 靖 で ある が , な か で も 昔 か ら 有 名 な の は 
タイ 国 で , 患者 も 多く , 研究 も さか ん で あつ た 。 ま た ビ 
ル マ で は ラン ゲー ン 腫 , 中 国 で は 長江 浮腫 と よ ば れ て い 
た こと は 周知 の と お り で ある 。 

わが 国 で も , か な り 以 前 か ら 存在 し て いた こと は 明 ら 
か で , 確実 な 国内 感染 例 も 現われ た の で ある が , 多く の 
患者 は クイン ヶ 浮 腫 と し て 片づけ られ た らし く , 医 人 の 
注意 を ひく に いた ら な か つた 。 と ころ が , 今度 の 戦争 で 
多く の 医師 が 国外 で 患者 を み , また 国内 で も 和 米 還 し た 患 
者 に 拓 す る 機会 が 多く な つて , よう や く 関 心 が た か まつ 
て きた と ころ に , 国内 で も 多数 の 患者 が 発生 する よ うに 
な つて , 佐 然 注目 され は じ め た の で ある 。 

即ち , 第 1 号 は 1944 年 佐賀 県 の 北方 町 で 確認 され た 
の で ある が , ひき つ ゞ き , 佐賀 , 福岡 両 県 の 有明 海 沿 単 
か ら 多 数 の 患者 が 発生 し , こと 福岡 県 柳川 市 (当時 は 
柳河 町 ) 附近 で は , 住民 4 万 の 中 , 3.2 多発 病 し た こと 
が 記録 きれ て いる 。 こ の 地 は “水郷 "と し て 名 高く , い 
た る と ころ に クリ ー ク や 池 が あつ て , 有力 な 感染 源 で あ 
る 雷魚 に と つて は , 絶好 な 住家 と な り , われ われ に と つ 
て は , 優秀 な 研究 材料 供給 地 で ある 。 さ ら 人 香川 , 兵庫 
の 諸 県 で も 多発 する よう に なり , 発生 地 は 次 第 に ひろ が 
りつ つ あ る が , 今日 まで の と ころ , 愚者 発生 の 報告 され 
た 所 は 佐賀 , 福岡 , 熊本 , 鹿児島 , 香川 , 愛媛 . 兵庫 , 
京都 , 奈良 , 東京 , 埼玉 の 諸 都 府県 で ある 。 

昔 . 病原 体 に つい て 

本 症 の 病原 体 を Gnathostoma.( 顎 口 束 ) と よび , 線 是 
類 の ユ 属 で ある 。 こ の 属 の 中 に , いろ いろ な 種類 が 含ま 
れ て いる が , 最初 に 発見 され た の は どど. sZ が ge 
Owen, 1836( 有 東 顎 口中 ) で も つた 。 その 後 , 多く の 種 
類 が 報告 され て , 現在 で は 18 種類 に 達し て いる が , シノ 
= ふと すべ きも の も 少な く な い 。 演者 は これ ら の 整理 を 
くわ だ て , 各地 か ら 標 本 を 集め て 比較 検討 中 で ある が , 
すでに 米国 の Chandler 教授 の お か け で , イン ド 産 の 
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有 球 顎 口 虫 , 北米 産 の G. sociale, G. didelphis 及び 
G. procyonis の 成虫 を , タイ 国 に 開業 の 和田 規 往 夫 博 
士 の お か げ で , バン コック 産 有 革 額 口 虫 の 成虫 と 幼 東 を 
また 昨年 中 国 国 鹿 節 に ゆか れ た 藤間 身 加 栄 博士 の お か げ 
で , 上 海 第 一 医学 院 徐 教 授 か ら ゆず られ た 有 球 顎 口 虫 と 
剛 隷 額 口 虫 の 成虫 を 観 窪 す る こと が で きた 。 結局 , 現在 
の と ころ , 明らか に 独立 の 種類 と いえ る も の は , つぎ の 
6 種 で ある 。 

1. . szzzge772 Owen, 1836 ( 有 直 顎 日 虫 ) 

選 . 太 s カ Zzz Fedchenko, 1872 ( 賠 東 顎 口 虫 ) 

選 . zzg77z72 Stossich, 1902 

選 . gg/ozes7 Tubangui, 1926 (ドロレス 妥 日 虫 ) 

選 . 7 の の 9z7c27 Yamaguti, 1941 (日 本 顎 日 虫 ) 

選 . ヵ ヶ ocy922S Chandler, 1942 
れ ら は , 成虫 の 体 に は えて いる トゲ の 分 布 と その 形 


索 
3. 
4. 
5. 
6. 

か ら 容 易 に 区 別 す る こと が で きる (第 1 図 )。 こ の 中 で , 


第 1 図 魚 口 虫 6 種 の 成虫 (?) 








有 技 turvdum 


PrOC7OWis 


病原 体 と し て 最も 重要 な 種類 は , 有 球 額 口中 で あ も つて, 
賠 来 宮口 足 の 人 体 寄生 例 も 少し は 報告 され て いる が , 括 
わし い 点 が 多い 。 

わが 国 に 分 布 す る 種類 は 3 種 , 即 ち 「 有 球 」「 ド ロレ 
ス 」, お よび 日 本 頻 口 虫 で も る 。 賠 球 額 口 虫 も , わが 国 
の デ プ タ と ィ イノ シシ か ら 報 告 さ れ て いる が , 最近 , それ ら 
は 「 ド ロレ ス 」 で あつ た と こと が 明らか に され た 。 ま た 人 
体 か ら も と り 出 され て いる が , お そら く < く 「 有 球 」 で あろ 
うぅ 。 そこで, 日 本 産 の 3 種 に つい て , の べ る こと に す 
る 。 

1. 有 末 馴 口 虫 

ひろ く ア ジア の 熱帯 か ら 温帯 に 分 布 し て お り , 医学 的 
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に 最も 重要 な 種類 で ある 。 北米 の Mustela vison か ら 

発見 され , G. sociale (Leidy, 1859) と 命名 され た も の 
人 は, 一般に 本 種 と みな され て お り , 演者 も 体 前 半 の こわ 
れ た 雄 (Carnegie Museum 所 蔵 の 標本 ) を みて , よく 
似 て いる こと を 知 つ た が , 「 有 球 」 が , は た し て アメ リ 
カ に 分 布 す る か ど うか は , 今後 の 研究 に また ね ば な ら な 
い 。 

わが 国 に お ける 最初 の 発見 は 1935 年 の こと で , 吉田 
等 が 大 阪 の ネ ュ か ら 成 虫 を えて いる 。 も つと も る , 1923 年 
に 東京 在住 の 日 本 人 か ら 幼 虫 が と り 出さ れ , 「 障 東 」 と し 
て 報告 され た も の も , 「 有 粘 」 と 思わ れる の で , 本 昌 は 相 
当 以 前 か ら 日 本 に も いた も の らし い 。 し ば し ば , 今度 の 
大 戦 に よ つ て 侵入 し て きた と 考え られ て いる が , それ は 
明らか に 間 違 で ある 。 

終 宿 主 一 一 日 本 で は 第 一 に ネ ュ , 第 二 に イヌ で ある 。 
な お 動物 園 の トラ や ヒ ョ ッ が 感染 し て いる こと は , 注意 
を 要する 。 タ ヌキ や キツ ッ ネ る も る 和 宿主 に な りう る と 思わ れる 
が , まだ 実験 的 に も , 自然 界 で も 証明 され て いな い 。 ィ 
タチ は , どう し て も 終 宿主 に な りえ な い 。 わ れ わ れ が 剖 
検 に よ つ て し ら べ た 成績 で は , 佐賀 県 の ネ ュ 6 中 3, ィ 
ヌ 581 中 26, 福岡 県 の ネ ュ 31 中 10, ィ ヌ 62 中 0, 熊 本 
県 の ネ ュ 22 中 3, イヌ 83 中 6 に 証明 し た 。 な お 香川 県 
で は イヌ 3 中 1 に (山口 ), 大 阪 で は ネ ュ 2 に (吉田 等 ), 
みとめ られ て いる 。 

成虫 の 寄生 部 位 は , 胃 胡 で も つて , 通常 , 噴 門 に 近い 
方 に , 1 コ の ュ ブ を 作り , その 中 に 空洞 が あつ て , 成虫 
は そこ に 尻 を 出し , 体 前 半 を 胃 歴 に 入れ て 寄生 し て い 
る 。 し た が つて , 虫 体 は ュ ブ の 外 か ら は 見 えな い の が 普 
通 で ある 。 空洞 と 胃 壁 と は , 1 ュ の 小 孔 で 変 通し , 卵 は 
この 孔 か ら 出 て くる 。 時 に は , コブ が 2, 3 ュ 出 来 て いる 
こと も ある 。 
成虫 と 卵 の 形態 一 一 構造 に つい て は 2, 3 の 点 だ け に ふ 
れ た い 。 ま ず , 伸縮 自在 の 頭 球 に は , 4 ュ の 球 ノ ウ が あ 
り , それ ぞ れ 1 本 ずつ の 吾 ノ ッ に 連絡 し て , 結局 4 = の 
「 球 ノウ 頸 ノ ウ 系 」 を 形成 する 。 こ れ は 頭 球 を ふく ら せ 
た り , ' ち ざめ た りす る 作用 を も ち , 昌 が 前 進 する 為 の 運 
動 器官 と いつ て よい 。 従来 , 吾 ノ ウゥ を 1 種 の 分 泌 腺 と 考 
えて いた の は 間 違 で ある 。 食道 は 大 き な 器 官 で , その 大 
部 分 を し め る も の が 食道 腺 で も る 。 3 本 の 導管 が 食道 膝 
に 開き , 分 泌 液 は か ら 外 に 出さ れ て , 腸管 外 消化 を い 
と な む よ ょ よう で ある 。 成虫 寄生 部 位 の 組織 中 に , エ オ ジン 
に 淡 染 する 均質 物 が み ら れ る の は , その 名 残り と 考え ら 
れる 。 ま た 食道 腺 か ら の 分 泌 液 は , 人 体 に 病変 を 起 させ 
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る 重要 な 因子 と な る よう で ある 。 

雄 の 尾 端 に は 4 対 の 大 乳頭 と , その 内 側 に 3 対 の 小 乳 
頭 , さら に 排 洪 孔 の 入口 に 1 対 の 小 乳 頭 が ある 。 こ の 中 
小 乳 頭 の 教 は 従来 , 種 の 区 別 点 の 1 つ に され て いる が , 
それ は , し ば し ば 見 落 さ れ た 為 で あつ て , 演者 の みた と 
ころ で は , どの 種類 も 同数 で , 区 別 点 に な りえ な いこ と 
が わか つた 。 

卵 は 元 来 無色 で ある が , 宿主 の 腸 を 通る 間 に 黄 褐色 に 
そま る 。 卵殻 に は 微細 な デュ ボ ュ が ある が , 決し て 成 書 
に 画 か れ て いる よう に 著しい も の で は な い 。 内 容 は 卵 細 
胞 1 つ , 時 に 2 つ に 分 割 し て いる 程度 で も あつ て, この 点 
も 成 書 の 記載 は 間 違 で ある 。 

発育 喝 一 一 卵 が 水 に 入る と 分 割 が は じ ま り , 27^C で 
は 5 日 後 位 か ら サ ヤ を か ぶつ た 第 一 期 幼 下 が 完 成 し , 7 
日 後 位 か ら サ ヤ を か ぶつ た ま ュ ょ フ 化 を は じ め る 。 そ し て 
活 洪 に , や すみ な く 水 中 を 泳ぎ まわ り , 第 一 中 間 宿 主 ヶ 
ン ミ ジン コ に た べら れ て , その 消化 党 で す サヤ を ぬぎ , 体 
腔 に 現われ て 成長 する 。 そ の 間 に 1 回 脱 記 し て , 完全 な 
第 二 期 幼 虫 に な る が , 最初 0.25mm あま り に すぎ な か 
つた 体長 は , 0.5mm に な り , 顎 口 虫 に 特有 な 体制 が で 
き あ が る 。 実験 的 に 確定 し た 第 一 中 間 和 宿主 は , 現在 の と 
ころ , Mesocyclops leuckarti, Eucyclops SerrulatuSs, 
Cyclops strenuus,C. vicinus の 4 種 で ある 。 

感染 し た ケン ミ ジ ン ュ が 第 二 中 間 和 宿主 に た べら れる と 
幼虫 は ケン ミ ジ ン ュ か ら 出 て , 新しい 宿主 の 消化 管 を 貫 
き , 筋肉 に 侵入 し て 成長 し , 夏 な ら ば 1 ヵ月 位 で , ほ ゞ 
完全 な 第 三 期 幼虫 に な る 。 体長 も 3 一 4mm に の び , や が 
て 宿主 の 方 か ら 作 つた 結合 織 人 性 の うす い フ クロ に つ ょ ま 
れ て し まう 。 こ うし て 第 二 中 間 和 宿主 が 第 一 中 間 和 宿主 を た 
べ て 感染 する 経路 , いい か える と , 第 二 期 幼 下 を の みこ 
ん で か か る の を , われ われ は 一 次 感 菜 " と よぶ 。 そ し 
て , 実験 的 に カム ル チ イ , ドジ ョ ウ , トノ サマ 
ガエル で は 成功 し た が , フナ , 金魚 な ら び 温 血 動 物 
へ の 感染 は な り た た な いよ う 5 で ある 。 と ころ が , カム ル 
チ ィ が ケン ミジンコ を た べ る の は 稚魚 の 時 代 に 限ら ちら れ て 
いる の に , 大 き な 個 体 ほど 濃厚 に 感染 し て いる 。 そ れ は 
カム ル チ ィ が その 條 食性 を 発揮 し て , 幼虫 を も つた 魚や 
カエ ェ ル を た べ る 結果 で あつ て , この 経路 , 即ち , 第 二 中 
間 宿 主 が 他 の 第 二 中 間 宿 主 を た べ て か か る , いい か えれ 
ば , 第 三 期 幼虫 を の みこ ん で 感染 する の を “ 二 次 感染 " 
と よん で いる 。 
そこ で , 第 三 期 功 昌 を と り 出 し て , つぎ に の べ る いろ 
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いろ な 動物 に あたえ て みた と ころ , すべ て 感染 し , や 
が て 筋肉 で フク ロ を か ぶる こと を 知り えた 。 即ち 甲殻 類 
で は アメ リカ ザリガニ =, サワ ガニ =, モク ズ ガ ニ , 魚類 で 
は カム スル チイ , ナマ ズ ,。 ドジ ョ ウ ,。 ウナ ギ ,。 コイ 。 フナ 
金魚 , 両 棲 炉 で は トノ サマ ガエル , ツチ ガエル , ヌ マ ガ 
エル , ニホン アマ ガエル , ニホン ヒキ ガエル , イモ リ , 
プチ サン ショ ウッ ウオ 。, 腸 虫 問 で は クサ ガメ , シマ ヘビ , 
ヤマ カ ガ シ , カナ へ ビ , ヤモリ , 鳥類 で は = ソト リ , 
イィ サギ, ミゾ ゴイ , 咽 乳 炉 で は ダイ ュ ク ネズ ミ , ナン キ 
ン ネ ズミ , テン ジ ク ネ ズミ , カイ ウサ ギ , イタ チ , ブタ 
と 合計 31 種 の 広範 囲 に わた る 動物 が , 二 次 感染 に よ つ 
て , 第 二 中 間 和 宿主 と な りう る こと が 明らか に され た 。 し 
か も , 第 2 図 の よ うに , 同じ 幼虫 が , いつ まで も 第 三 期 


第 2 図 幼虫 の 宿主 転換 
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幼 昌 の まま で , つぎ つぎ と 第 二 中 間 宿 主 を か えて ゆく こ 
と が で きる 。 こ れ ら の 実験 成績 か ら , 勇 肉 強 食 の 自然 界 
に お いて も , 第 二 中 間 宿 主 は 広範 囲 に わた る こと が 和 像 
され る の で ある が , は た し て , 第 1, 2 表 の よ うに, 自 
然 感染 が 証明 され た 動物 は , すでに , 魚類 6 種 , 両 楼 類 
2 種 , 往 虫 六 3 種 , 鳥類 16 種 , 路 乳 類 1 種 , 合計 28 種 
に 達し た 。 表 中 , 兵庫 と 四国 以外 は , すべ て 九州 の 成績 
で , 予想 以上 に , いろ いろ な 鳥 が 濃厚 に 感 し て いた 。 
フナ や ュ イ は よく 生食 され る の で , 注意 し て いる が , ま 
だ 自然 感染 は 証明 され な い 。 

幼 昌 は , ほとん どす べ て , これ ら 和 宿主 の 誠 肉 に 被 ノウ 
し , 肝 そ の 他 に は きわ め て 少な い 。 一 慶 第 ノウ し た 功 昌 
は いつ まで も る も, そこ に 寄生 し て いる と は 限ら ず , 何ら 
か の シゲ キ で フク ョ を 破り , 他 の 部 に 移動 し て , また フ 
クロ (に つつ まれ る も の も ある 。 

幼虫 の 体制 は , どの 宿主 で も ほとん と 差 は な い が , た 
だ , 温 碧 動物 に 寄生 し た も の は 冷血 動物 の も の より も , 
体 が 大 きく (数 mm), また 酸素 へ モグ ロビ ン の 色 を と つ 
て , 体 膝 液 の 紅色 が こい い 。 こ の 変化 は 主として 温 血 動 









筑 1 表 自然 界 の 第 二 中 間 宿 主 (1 ) 
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主 調査 数 | 陽性 数 ( 多 ) | 最多 





| カム ル テ ィ | 1246 | 160280) | 154 
| 
| 























ライ ヒエ イ 111 | 兵庫 16(14) 2 
包 |+ マメ 48 12(25) | 7 
6 | ドラ ジョ ッ 291 | 21(7) 2 
ド ン コ 95 | 4( ④ 1 
ウ ナチ ギ 33 10 (30 『 
本 Cy 50 9(18) "| 2 
棲 - ゥ ンカ ェ ル 40 615) 10 
人 シマ へ ビ 4 1 1 
ヤマ カ ガ シ ジ 7 | 四国 6 | 
取 | と ュー ゲラ 1 | 四国 1 | 10 
第 2 表 自然 界 の 第 二 中 間 和 宿主 (2) 
宿 主 調査 数 | 陽 侍 数 ( 多 ) | 最多 
ce 36 35 (97) | 36 
ア 攻 呈 3 3 : 、 人 
村人 ウ た っ 1 1 入 衣 - 
カイ ッ プ り ? 26 20 (77) 7 
Pa ヒ ルレ 2 必 4 
カ 間 - サ 学 旨 30 13(43) | 6 
ヘ シ ボッ ガラ メス 12 5(42) | 5 
16 | ハシ プ ト ガ ラス 4 2 | 3 
本 人 )> 寺 ii 議 45 6(13) | 2 
か 。 ゲト 午 』 3 1 (33) 1 
ヤ マ シシ ギ 2 1 1 
プル 導 と 交 ウ 3 1 (33) 2 
ト ビ | 四国 5 3(60) | 187 
ミ 。 ササ | 四国 1 1 | 201 
が モ 四 国 1 1 3 
オ オ タタ カ | 四 国 1 1 | 1 
晴 須 イィ タ チ | 430 | 69d6 | 13 


物 の 肝 で 行わ も れる も ゃ の で あつ て , 中 間 宿 主 で は , これ 以 
に 発育 する こと は で き な い 。 2 年 以上 ネズ ミ の 筋肉 に 
被 / ア ウッ し た も の で も , 肝 を 辞し た 直後 の 幼 昌 と , 全く 同 
じ で ある 。 (つい で に , 第 2 図 で 交 ら れる よう に , ネ ュ 
で 発育 し た 成 昌 で も , これ を ネズ ミ に あたえ る と , や は 
り , 筋肉 で 被 ノ ウタ し て し ま ぅ 。 之 に 反し て , ネ ュ の 体内 
で は , 死ん だ 幼 曳 以外 , まだ 被 ノウ し た も の を 見 た こと 
* な い 。 こ れ ら の 事実 は , 人 体内 で の 被 ノ ウ 現 象 と 関 了 
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し て , 興味 ある 問題 と いえ ょ よぅ 。) 要する に , 第 三 期 幼 昌 
に は , その 大 き さ と 色 の 差 か ら 温 血 動物 型 と 冷血 動物 型 
の 2 つが みみ られ る わけ で ある 。 

上 に の べた 第 二 中 間 宿 主 が ネ ュ や イヌ に た べら れる と 
幼 下 は フク ロ か ら 脱 し て , 胃 壁 , と き に 十二指腸 壁 を 貫 
いて 肝 に 入り , 一 程度 発育 し て か ら こ 
下 , 胸 了 膜 下 , 筋肉 内 な ど を 思い の まま に 移動 し な が ら 成 
長 し , 成虫 型 に な つて か ら , は じ め て 胃 に か えり , 胃 長 
の 外面 か ら 侵入 し て , 特有 な 寄生 状態 に 入る の で 多 和 w。 
その 際 , 樹 斉 膜 を つた つて くる よう に 思わ れる 。 ネ ュ カ 
幼虫 を た べ て か ら 大 便 に 卵 を 昌 eco 
か る 。 

日 本 に お ける 分 布 一 この 調査 に は いろ いろ な 方 法 が 
あろ う が , われ われ は 各地 か ら 主 と し て 雷魚 た と ディ サギ 
を 集め て , その 筋肉 に 被 ク アッ する 幼 昌 を さ が し た 。 そ れ 
に は サシ ミ を 作り , 2 枚 の ガラ ス 板 で 圧 平 し て , 透過 光 
ーー 
ば , 肉眼 で 充分 で ある が , 数 種 の 吸虫 が 同様 に 寄生 し て 
いる か ら , 注意 を 要する 。 こ れ ま で に 調査 さ Ya 
第 3 図 の と とおり で , 雷魚 に 幼虫 を みとめ た 県 は , 佐賀 , 


策 3 図 有 刺 社 口 虫 の 分 布 





信 守 に 人 の 中 sg 改 と め の た . 
トリ に の 呈 を みとめ た 
細 明 を る みとめ な か の > た 


福岡 , 熊本 , 香川 , 兵庫 , 大 阪 , 奈良 , 滋賀 .、 トリ に ス 


E 
と め た の は 佐賀 , 福岡 , 熊本 , 


鹿児島 , 香川 , 徳島 , 兵 
庫 , 滋賀 , 愛知 の 9 県 で も つた 。 EC 


島根 , 鳥取 , 京都 , 岐阜 , 千葉 , 茨城 , 栃木 , 新潟 で 
雷魚 や ディ サギ が 調査 され た が , 幼 昌 は まだ ta て 
いな い 。 今後 , 陽性 の 県 が 増加 し て ゆく こと で あろ う 5。 
2. ドロ レス 頸 口中 
これ は , フォ リッ ピン の ブタ か ら 発 見 され , 後 イ ンド 
と シン ガボール の ブタ に も み と め ら れ た が , 日 本 で は 


1950 年 に 演者 が 品川 層 場 の ブタ か ら みつ けた の が 最初 
で ある 。 と ころ が , 


その 後 の 再 検査 に よ つ て , 40 年 前 頃 








色 が な い の で , 
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賠 来 顎 口 虫 と 同定 され て いた も の も 本 種 で あつ て みれ ば 
古く か ら , 日 本 に も 分 布 し て いた と みて よい 。 

と ころ が , 日 本 の プ タ に は , きわ め て 少な く , 之 に 反 
し て イノ シシ に は , 非常 に 濃厚 に 寄生 し て いる 。 現在 ま 
で の 調査 成績 は , 第 4 図 の っ お り で , 鹿児島 , 宮崎 , 熊 
高知 , 芝 縮 , 徳島 , 山口 , 兵庫 , 大 阪 , 和歌 
山 , 岐阜 の イノ シシ か ら 誕 明 さ れ , こと に 九州 や 四国 で 


第 4 図 
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は , きわ め て 濃厚 で あつ た 。 他 の 県 の も の も 調査 すれ ば 
広く 濃厚 に 寄生 し て いる で あろ う 。 

成虫 の 寄 生 部 位 は , ブタ で も イノ シシ で も , 胃 長 で あ 
つて , 点々 と 1 匹 ず つ , ある い は 数 匹 か た まつ て , 体 前 
半 を 入れ , 後 孝 を 胃 礎 に 填 出 し て いる 。 胃 壁 は 寄生 孔 を 
中 心 に 肥厚 し て いる 程度 で あつ て , 「 有 東 」 の よ うに 著 し 
い コ プ は つく ら な い 。 種類 に よ つ て , 寄生 状態 が こん な 
に ちがう こと は 興味 ふかい 。 こ の 成虫 は 寄生 孔 か ら ぬ け 
や すい らし く , し ば し ば , 昌 の いな い 孔 だ けが み られ 
る 。 

卵 は 色 も , 卵 帝 も , 内 容 も ,「 有 球 」 と 同じ で ある が , 
た だ ちがう の は 小さ いこ と と , フク ラミ を 両極 に も つて 
いる こと で , 後者 は 他 種 に み ら れ ない 特徴 と いつ て よ 

o 発育 史 は 「 有 球 」 と 同じ で , 第 一 中 間 宿 主 も 共通 で あ 
る が , 第 二 中 間 宿 主 は , 現在 まで の と ころ , 2 種類 し か 
確認 さき れ て いな い 。 そ れ は プチ サン ショ ウ ウ オ と ベッ コ 
ウサ ン シ ョ ウ ウオ で あつ て , 前 者 で は 302 中 30 (9.9) 
に , 後者 で は 28 中 1 (3.6 ) ヒ 第 三 期 功 呈 を みとめ た 。 
この 他 に も , 第 二 中 間 宿 主 に な る 動物 が 存在 する こと は 
充分 考え を られ る 。 

幼 昌 は , や は り 筋 肉 内 で うす い フ クロ を か ぶり , 体 を 
まげ て 寄生 し て いる 。 体長 は 3mm 位 ち ある が , ほとん ど 
「 有 東 」 よ り も みつ け に くい 。 こ の 幼虫 を 
























紹 和 30 年 6 月 (1955)〕 
プ ブタ と イノ シシ に 食べ させ る と , 3 一 5 ヵ月 で , 卵 を み と 
め る よう に な る 
3. 日 本 上 口 虫 
本 種 は 1941 年 に , わが 国 の ィ タチ か ら 発見 され た の 
それ より 20 年 前 , すでに 研究 は 開始 され て 
トド 「 有 団 」 と 混同 され ん て いた た め に , 
世に 出る の が お くれ た の で あつ た 。 現在 の と ころ , 終 宿 
主 は 日 本 の イタ チ だ け で , 外国 か ら は 報告 が な い 。 日 本 
人 RAR 
る の で , な り 古 く か ら 分 布 し て いた も の と 思わ れる 。 
NARO 吉田 等 に よ つ て 1924 
年 か ら 1936 年 に わた つ て 行わ れ た の が , 最初 の も ゃ の で 
ちり , また 最も 広和 獅 な も の で ある 。 大 戦後 , 額 口 虫 研究 
の 再 放 と と も に , 各地 で 調べ られ た 結果 , 第 5 図 に 示す 
ょ うに , 熊本 , 福岡 , 佐賀 , 長崎 , 徳島 , 島根 , 上 息 , 
愛 弄 の 諸 県 に 分 布 す る こと が 証明 され た 。 本 種 だ け は , 
思 州 や 四国 より も , 近畿 , 中 部 の 諸 地 方 に 多い よ う で あ 


で ある が , 
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第 5 図 日 本 鍵 口 昌 の 分 布 
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成虫 の 寄生 部 位 は 特有 で , ィ イタチ の 食道 壁 に か た い ュ 
プ を つく り , それ に 体 前 半 を 入れ , 後半 を 食道 腔 に 填 出 
し て 寄生 し て いる 。 食道 に 寄生 する 顎 口 虫 は , 世界 を み 
わた し て も , 本 種 だ け で , 非常 に 面白 い 。 ュ ブ は 通常 1 

, 噴 門 か ら 2 一 3cm の と ころ に 多い 。 か た い の は , 
夫 生 了 の 周 囲 に 化 和 が 起 る た めで あつ て , イタ チ に 肺 吸 
虫 を 寄生 させ て も , 容 和 に 化 骨 が 起 る 事実 を あわ せ 考 え 
る と , イタ チ は な か な か 面白 い 動 物 で ある 。 

卵 は 「 有 球 」 の も の と , ほとん ど 同 じ で , た だ , 少し 
きい 。 発育 喝 も 同様 で あり , 第 一 中 間 宿 主 も , 前 2 種 
と 共通 で ある が , 第 二 中 間 宿 主 は , 実験 的 に も , また 自 
界 で も , 確認 され て いな い 。 実験 的 に トノ サマ ガエル 
か ふら , 発育 途上 の 第 三 期 幼 虫 を を た だ け で ある 。 












4. 日 本 産 顎 器 虫 3 種 の みわ け か た 

これ に つい て の 知見 は , 従来 きわ め て 不 充分 で あつ た 
た め に , し ば し ば 混同 され ん て いた の で ある が , 現在 で は 
成虫 で も , 幼虫 で も , 容 元 に みわ けら れる よう に なつ 
成虫 一 一 体 表 に は えて て いる トゲ の 分 布 と 形 を みる (第 
全身 に は えて いる の は 「 ド ロレ ス 」, 体 前 半 
に ある の は 「 有 球 」 と 「 日 本 」。 ic 後 の 2 種 
は た が く 混 生き れ て いた の で ある , 形 を みれ ば 朋 ら か 
に ちがう 。 トゲ の 形 は , 同 - 2 科 c 
な る が , 日 本 産 の 区 別に は , 先 が 3 つ に 分 れ た の が 最適 
で ある 。 ま た 「 有 東 」 で は 雌 の 尾 端 に 小さ な トゲ が 無数 
に 列 生 し て いる の に , 「 日 本 」 に は ほとん ど な いこ と , 
お よび 雄 の 尾 端 に は 両 種 と も トゲ が 守 生 し て いる が , 
「 有 一 」 に は Y 字 型 を し た , は げた 部 分 が あり , 「 日 本 」 
和 PM な PA 


1 図 参 照 O 


卵 一 一 不 受精 卵 | さも る 形 も 変 暴 が ひど い の で , 区 
別に は 役立た な い 。 や C 革 較 6 は 区 別 で きる 。 
こと に 「 ド ロレ ス 」 の は , フク ラミ が 両極 に ある の で , 


一 見 し て わか る が , 「 有 下 」 と 「 日 本 」 の は , 大 き さ が 
ちがう だ け で ある 。 平均 の 値 は ,「 日 本 」 が 最大 で , 72.3 
X42.1,「 有 球 」 が 69.3x38.5 ム ,「 ド ロレ ス 」 は 閉 し 
く 小 さく て , 58.7x33.34 に すぎ な い 。 

第 一 期 幼虫 一 一 実際 問題 と し て , この 時 期 に 区 別 する 
で あろ う し , また 形態 上 の 差異 余り 著 明 で 
な い 。 た だ, 体長 に 差 が みみ られ, 「 ド ロレ ス 」 が 著 し 
く 小さい 。 そ の た めか , 元気 の よい 幼 昌 で は ビッ チ が 早 
い の で , 泳い で いて も 見 当 が つく 位 で ある 。 サ ヤ を の ぞ 
いた 体長 の 平均 値 は , 「 日 本 」 が 272 4,「 有 球 」 が 269z 
「 ド ロレ ス 」 が 213 ん 。 

第 二 期 幼 虫 一 一 この 時 期 の 区 別 は , ケン ミ ジ ン ュ に お お 
ける 自然 感染 を 調べ る 場合 な ど に 必要 で , 特に 頭 球 に 著 
明 な 差 が 現われ て くる 。 まず , 体長 は 「 日 本 」 が 平均 
577 ム 「 有 球 」 が 505 ヵ 4 そし て 「 ド ロレ ス 」 が 3154 で 
や は り 著 し く 小 さい 。 つ ぎ に 頭 球 を みる と , 第 6 図 の よ 

Mony2 和 he 他 は 4 列 ち る 。 も つと . 
も , と きど き , 不 完全 な 環 を し た 5 列 目 や 4 列 目 が あつ 
た り , また 「 日 本 」 で は 完全 な 環 は 2 列 し か な い の や 
ラセン 状 に つづ いた の を 見 る こと も ある が , ここ で は , 
そん な 時 形 は 問題 に し な い 。 

「 有 隷 」 と 「 ド ロレ ス 」 は 同じ く 4 列 で も , 各 列 の 銘 
の 大 き さ を みる と , 前 者 で は ほとん ど 同 大 で ある の を 反 
し , 後者 で は 後方 の も る の ほど 大 きく な る 。 さ ら 人 各 列 の 


必要 は な い 
> キ 


W 











6 図 第 二 期 幼 虫 の 頭 球 比較 





wyvvyyyyvyy サ つう 5.0 
vVyy マ マッ yy ツー つう 6 5 


鍋 の 数 を か ぞ え る と , 前 者 で は 各 列 40 以上 で , 後 の 列 
ほ と 多 く な り 一 時 に 例外 は ある が 一 し た が つて , 第 1 列 
と 第 4 列 を くら べ る と , か な ら ず 後者 が 多い 。 之 に 反し 
て , 「 ド ロレ ス 」 で は , 各 列 40 以下, し か る 第 1 例 よ り 
第 4 例 に お いて 減少 す る の が 普通 で ある 。「 日 本 」 は 後 
方 に 増加 する が , 40 以 下 で ある 。( な お 図 中 の 数 字 は , 
それ ぞ れ 各 列 の 釣 数 の 平均 値 を 示し て いる 。) 

第 三 期 幼虫 一 一 この 幼虫 に な る と , 差 は 一 層 明 ら か 
ある 。 人 体 か ら 貝 体 が と り 出 Eo し ば し ば この 
時 期 に 近い の で , これ で 同定 する こと は , 医学 的 に も 必 
要 で ある 。 と ころ が , 従来 は 知見 が きわ め て 節 弱 で , か 
つ , まち が つた 点 も あつ た 。 最 近 に な つて , 日 本 産 の は 
時 区 別 で きる よう に な つた が , 外国 産 の 他 の 種類 で 
は , 全く 不明 で ある 

が か 
体 が 長く , こと に 食道 が 長大 で ある 。 色 は , 前 者 が 淡紅 
色 , 後者 は ほとん と 無色 。 体 表 に は 両 種 と も , 全身 に , 
トゲ が 環状 に は えて いる が , 前 者 に お いて 寄 で ある 。 し 
た が つて , トゲ の 列 数 を か ぞ え る と , 前 者 で は 20 列 を 
は る か に こえ る の に 反し , 後者 で は 200 に 達し な い 。 さ 
ら に 頭 球 に 著 し い 差 が み ら れ , 第 二 期 幼虫 の 特徴 が その 
まま 残 つて いる 。* 即 ち 第 7 図 の よ うに, と も に 4 列 の 釣 
を そなえ て いる が , 「 有 半 」 で は 多 の 大 き さ に 余り 差 が 

く , 数 は 各 列 40 以上 , か つ 後方 ほど 増加 する の に 反 
し , 「 ド ロレ ス 」 で は , 後 の 釣 ほど 大 きく な り , 数 は 40 
以下 , そし て 通常 , 第 1 列 よ り 第 4 列 が 少な い 。 さ ら に 








[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 4 徐 ・ 策 2 号 
第 二 期 功 虫 に み ら れ な か つた 特徴 と し て , 釣 その も の の 
形 に , 閉 明 な 差 が 現われ て くる 。 

「 昌 本 」 の 第 三 期 功 虫 は , 前 述 の よう に , 完成 し た の 
を みて い * の で , 最後 の 大 き さ や 色 は 不明 で ある が , 
NNC は 第 = - 期 幼虫 の 特徴 が その まま つた わ つ て , 釣 は 
や は り 3 列 し か な く , か つ , 形 に も 特色 が 現われ て く 
る 。 し た が つて , 将来 , 完全 な 幼 昌 を えた 場合 , 他 種 と 
の 区 別 は 容易 に で きる も の と 確信 し て いる 。 


第 二 , ある い は 第 : 期 幼虫 の 順 球 多 名 を か ぞ え を る に い は, 
頭 球 を 笑 出 し た 状態 で 固定 し , その まま ガム ・ ク ロラ ー 


ま よ い 。 舌 過 し て , トゲ が みや すく な る 。 
III. 患者 に つい て 

人 体 額 日 虫 症 の 病原 体 と し て は , 前 述 の よう に , 「 賠 
本 」 も 報告 され て いる が , 確実 と は いい が た く , また 1 
ノシ シ の 肉 や 肝 が し ば し ば 生食 され る 点 か ら , 
ス 」 の 感染 も 起り うる よう に 思わ れる が , まだ 実証 が な 

い 。 粘 局 , 現在 の と ころ で は , 患者 が 出 た 場合 , まず 


「 肝 」 紅 よ る も の と みみ な し て る, さしつかえ な いと 四 


ル に た 封入 す 】 


「 ド ロレ 


われ る 。 
1. 感染 源 の 問題 
前 に か か げた 第 1, 2 表 の 


- 
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よう に と, 第 二 中 間 宿 主 は 非常 
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に 広範 囲 に ち た つて いる の で , 感 菜 源 と し て 注意 すべ き 
も の も , な か な か 多い 。 ド ジョ ウッ を 生食 し て か か つた 実 
例 も あり , = ニワ トリ , カワ エビ, フナ な ど を 原因 視 し た 
例 も 報告 され て いる 。 エ ビ や フナ に は , まだ 自然 感染 の 
突 証 は な い が , 実験 的 に フナ は 勿論 , 甲殻 駐 に も よく 
次 感染 する の で ある か ら , これ ら が 人 体 へ の 感 菜 源 に な 
る 可能 性 は 充分 考え られ る 

し か し , 最も 重要 な も の は 埋 魚 で も や る 。 い ろ い ろ な 種 
日 本 に 分 布 し て いる の は 2 種 , それ は Op- 
hicephalus argus( カ ムル チイ ィ ) と O. tadianus (ライ ヒ 
ィ ) で ある 。 前 者 は 中 国 や 朝鮮 に も 分 布 し , 日 本 へ の 渡来 
は 30 年 余り 前 , 後者 は 台湾 の 原産 で , 約 50 年 前 に 渡来 し 
る が , 前 者 の 信 殖 力 が も の すご く , 各地 に 分 布 し 


畑 が 】 ちる が , 


芝 = ンー で コ 
だ た の で あ 
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る の に 反し , 後者 は 関西 地方 に み ら れ る に すぎ な い 。 
われ われ の 詩 査 で も ライ ヒ イ を みとめ た の は 兵庫 県 と 大 
阪 府 だ け で あつ た 。 区別 する # 1) セ ビ レ の 東条 数 
(2) シリ ビレ の 胃 条 数 , (3 ご YNK を か 
ぞ え た が , カム ル チ ィ で は , それ ぞ れ 5250 (平均 50.9) 
36 一 33 (34.1), 69 一 65 (67.6) と 多く , ライ ヒ ィ で は 45 
ーー41 (42.2) 29 一 26 (27.5), 57 一 52(55.0) で , どの 項 
る 前 者 より 少な か つた 。 結局 , 兵庫 県 だ に け は ライ ヒ ィ が 
有力 な 感染 源 に な つて いる が , 他 の 地方 で は すべ て ヵ カム 
ル チ ィ で ある 。 そこで , 最も 多数 を し ら べ た 福岡 県 産 に 
つい て 。 本橋 
年 以後 , 実験 材料 と し て の 雪 魚 は , 同一 地区 で 採集 し て 
いる が 。 欧 昌 の 寄生 率 と 1 尾 に お け る 平均 寄生 数 は 第 8 
図 の よ うに な り , 年 々 増加 し て いる 。 護 台 別 に は 差 が な 


8 図 カム ル チ イ 感染 の うろ つ り か わり 
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第 3 人 体長 別に みた 寄生 濃度 





体 長 了 性 数 寄生 率 ナヤ 1 





(cm) 調査 数 均 寄生 数 
2130 15 7(46.7 2.3 
31-40 210 160 (76.2) 二 ン 
41< こ 50 289 237 (82.0) 7.0 
51 一 60 139 123 (88.5) 10.5 
61 一 ?0 46 46(100.0) 15.6 
7 一 90 8 8(100.0) 18.8 


い が , 体長 別に みる と , 第 3 表 の よう に , 大 き な 魚 ほど 
濃厚 に 感染 し て いた 。 (19521954 年 に 採集 し た 707 尾 
に つい て の 成績 で ある 。 実験 材料 た る 幼虫 を うる の が 目 
的 で あつ た 為 , 小さ い 魚 は あま り 採 集 し て いな い 。) これ 
は , 前 述 の よう に , 二 次 感染 に よ つ て , 増加 し て ゆく も 
の と 考え られ る 。 寄生 部 位 は 筋肉 が 主 で ちあ つて , し ら ベ 








117 





た 幼虫 の 90 多 以 上 は 肉 の 中 に み ら れ , 筋肉 中 に 多い 場 
合 に の み , 肝 や その 他 の 臓器 に も みとめ られ た 。 こ の こ 
と は , 他 の 地方 の 震 魚 で も 同様 で , 分 布 調査 の 目的 に は 
筋 内 を みれ ば , まず 充分 で ある 。 筋肉 の 中 で は 第 9 図 の 
よう に ヒ , 腹 側 で 前 3 分 の 1. すなわち 魚の 腸管 が 分 布 し 
て いる 附近 に 多い 。 図 は 1315 匹 の 幼 了 に つい て , それ 
ぞ れ の 審 生 し て いた 位置 を 点 で 示 し た も の で ある 。 


第 9 図 カム ル チ イ 筋肉 内 の 幼虫 分 布 





の 1315 


ここ を 興味 ふか い の は , 中 国 の 上 海 附 近 に み ら れ る 顎 
口 虫 で も つて , 同じ カム ル チ ィ に 寄生 する の に , 筋肉 に 
は わずか に 1 を た ら ず で , 70 は 肝 に み ら れ る 。 種類 は 
有 球 蜂 口中 と みな され て いる が , 演者 に は 別物 の よう に 
思わ れ て な ら な い 。 そ れ で 標本 の 入手 を 切望 し て いた の 
で ある が , さい わい 前 記 藤 間 博 士 の お か げ で , ィ ヌ 寄生 
の 即 応 虫 を 1 匹 み る こと が で きた 。 し か し 。 それ で は 日 
本 産 と の 間 に 差 を 見 出し を な か つた が , な お 今後 , さら 
に くわ し い 比 較 研 究 の で きる 機会 を ね な ら つ て いる 。 

2. 症 光 

潜伏 期 , すなわち 雪 魚 を た べ て か ら , 皮膚 に 症状 が 肌 
る まで の 期間 は まち まち で , な が い の は 4 年 を と こす も の 
3 PMP 3 一 4 週 と いつ た と ころ で あ 
る ( 操 , 服部 )。 要 する に , の みこ まれ た 幼虫 は 胃 忌 を 貫 
CE 
に 出 て き て , は じ め て 目立つ た 症状 を 現 わ す の で ある か 
ら , 虫 の 好み に 応じ て , 潜伏 期 が 左右 さ れる こ と に な 
る 。 ま た ダイ コク ネズ ミ に カム ル チ ィ 和 寄生 の 幼虫 を あ た 
えた 実験 で は , 筋肉 に は 11 日 目 か ら , 皮下 に は 20 日 目 
か ら , 幼 下 を みとめ る よう に な つた の に , ネズ ミ 審 生 
し た 幼虫 を あたえ て みる と , すでに 40 時間 で 筋肉 に 現 
われ , 7 日 目 か ら 皮 下 に みとめ られ た 。 し た が つて , 和信 
間 が 温 重 動物 , た と えば = ニワ トリ や ブタ か ら 感 薬 し た 場 
合 は , 潜伏 期 の 短い こと が 考え られ る 。 

前 駆 症状 ., すなわち 皮膚 に 特有 な 症状 が 現われ る まで 
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の も の と し て は , 上 腹部 の 痛 , 悪心 , 盟 吐 な ど が し ば し 
ば みろ られ る が , これ か ら は 皮膚 に 症状 が 出る ころ に は , 
大 体 お さま る よう で ある 。 原因 は , 幼虫 が 胃 壁 を 貫い た 
り , 肝 に 侵入 し て 荒し まわ る た め と 考え られ る 。 こ の 幼 
由 は 温 血 動物 に 入 つた 場合 , 一 応 肝 に 侵入 し て 発育 する 
こと が 必要 らし く , ネコ ュ , イヌ , ウサ ギ , ネズ ミ に 経口 
感染 させ た 場合 は 勿論 ネズ ミ の 皮下 に うえ て みて も , 
肝 に 入る 。 し た が つて " 昔 科 は 虫 に よ つ て 破壊 され る 
ば か り で な く , 虫 か ら 出 され る 有毒 物質 の 影響 を うけ て 
肝 機 能 バ が な お か され る こと に な る 。 ウ サギ で の 実験 で , 供 
食後 1ー3 週 に 血清 高田 反応 が 陽性 に な つた り , 23 週 
に 血清 午 白 の 変動 (アル プ ミ ン 減 少 。 グ ロブ リン 増加 
が みみ られ る の は 肝 障 害 の 結果 と みて よい で あろ 5 。 人間 
で も 同様 な こと が 考え られ る が , 7 例 の 患者 を し ら べ て 

全 例 に 血清 高田 反応 陽 叶 と の 報告 が ある の は , これ を 雷 
書 す る も の と いえ る 。 

肝 を 荒らし た 幼虫 は 
その 後 は 虫 の 思い の まま で , いろ いろ な 道 を 通り , 
ーー hG 導 2A 
れ , ここ で は じ め て 特有 な 皮膚 の 症状 を みる こと に な 


や が て そこ を 辞 す る の で ある が 
に 3 
ご 


ま 


の 筋肉 で 


る 。 こ うし て , 虫 は か な ょ り の 如 度 で 一 ネズ ミ 
は 早い の は 時 速 5cm, 皮下 で は 10 cm 一 一 ー 埋 織 内 を 移 


動 す る の で ある が , それ に は 体 の 伸縮 運動 , こと に 頭 球 
か 大 きた 役割 を 演じ て いる 。 さ と に の 2 光導 
子 が 証明 され る 点 か ら , これ も また 大 い に 移 動 を た すけ 
て いる も の と 思わ れる 。 

皮膚 の 症状 は 顎 口 虫 症 を 特徴 づけ る も の で あつ て , 多 
く 8 は 遊 走 性 限局 性 皮膚 腫 眠 の 形 で 現われ る 。 初発 部 位 は 
箕 幹 こと に 腹部 の こと が 多い 。 通常 , 数 日 か ら 1 週 位 で 
EE 
お よぶ ーー 一 また , は れ て くる 。 虫 が ほとん どう ご か な い 
か , ある い は 早く 移動 する か に よ つ て , は れる 部 位 も さ 
ま ざ ま で ある 。 は れ た 部 分 は , 軽度 の 赤 味 を お びている 
こと が 多く 一 一 クイ ン ケ 浮腫 は 蒼白 一 し ば し ば 熱 感 を 
みとめ る 。 多く の 例 で カ ュ ミ を 誕 え , 通常 大 し た こと は 
な い が , な か に は ネム リ り を さま た げ ら れ た 者 も ある 。 痛 
み は 余 り 放 えな い が , 時 に は 義 痛 の た め 歩 け な か つた 者 
も あり , 虫垂 和 MM また 
は れる 部 位 に よる て は , た と 
ば 。 マ ブタ が は れ て 目 が あか な た く な つた り , 唇 や 百 
き て 会 話 の さま た げに な つた り , ノド に き て 呼吸 困難 を 
お こし た り , 陰部 が は れ て , 排尿 に さしつかえ た 者 も い 
る 。 虫 の 位置 が さら に 体 表 に 近く な る と , 皮膚 に 硬 結 を 
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つく つた り , さら に クリ ー ビ ピン グ ・ デ ィ ジ ー ズ を 起す よ 
うに な る 。 

病変 部 組織 に は 著 明 な 交 症 像 が ふみ られ, と く 人 好 酸 球 
の 浸潤 が も の すご い 。 こ の 変化 を ひき お こす 主因 は , 食 
道 腺 か ら の 分 泌 液 で は な いか と 思わ れる 。 と い 5 の は , 
幼虫 を 解剖 し て , 食道 , 腸管 , 体 璧 の 3 部 分 に わけ て 乳 
剤 を つく り , 健康 な 人 間 の 皮 内 に 注射 し て みる と , 食道 
乳剤 を 注入 し た 部 分 が 最も ひど く 反 応 し て , 発赤 , 腫 須 
硬 結 , 痛 な どの 諸 症 状 が 著しい 。 ま た 人 間 や ネズ ミ の 皮 
下 に 注入 し て , その 組織 父 を みて も , や は り 食 道 乳剤 注 
入部 の 変化 が 最も 著 明 で ある 

以上 は 普通 に み られ る 泥 傘 で ある が その 他 に いろ い 
ろ 興 味 ふ か いも の が 現われ る 。 こ れ ら は 則 が そこ に 侵入 
する た め に 起 る の で あつ て , た と えば , 脳 底 に いつ て 全 
腫 を 起 し た り , 眼球 に 入 つ て 盲 に し た り , 肺 や 腎 に 侵入 
し て 血 療 や 血尿 を 出し た り , ある い は 子宮 に 入 つ て ュ シ 
ヶ ケ を ひき お こし た りす る 。 ま た 腹腔 に か た い ュ ブ を 作 つ 
た 為 に , 手術 を 要 し た 例 も ある 。 

血液 像 の 特色 は , 白 正 球 増 多 と 著 
つて , 診 清 か 少な く な い 。 < 
腫 有 記 が お さま る と , だ ん だ ん 減少 し て くる 。 し ヵ 
か な か 正常 値 に は , か えら な い 。 ま た 好 酸 球 が へ る に つ 
れ て , 単 球 が 増加 する こと も 明らか に され た 。 こ れ ら の 
変化 は , 未 本 箇 に み ら れ る も の で ある が , 腫 眠 局所 の 血 
液 像 に も , 未 栓 以上 に 高度 の 白血球 お よび 好 酸 球 増 多 が 
認め られ る 。 圭 で ころ し た 功 昌 を , 人 間 の 皮下 と 筋 膜 下 
に 封入 し た 実験 で は , 末 柄 血 の 好 酸 球 は 一 時 減少 し た が 
2 日 後 位 か ら 増 し は じ め て , 9 日 目 に 最高 と な り (10.5 
), だ ん だ ん 減 つ て , 20 日 位 で 術 前 の 値 に か えつ た 。 
これ ら の 変化 を お こす 主因 は , や は り 食道 腺 か ら の 分 泌 
液 に ある の で は な いか と 想像 し て いる 。 血液 像 の 変化 も 
感染 後日 が た つ に つれ て , 軽度 と な り , だ ん だ ん 正常 値 
BPY られ る 
3. 中 の 発育 と 姓 命 

人 間 に 幼 虫 が 入 つ て か ら , どの 程度 に 発育 で きる も の 
2 な ど , 興味 ふか い 間 
題 で も る が , まだ 充分 に わか つて いな い 。 人体 か ら 昌 を 
と り 出 す 機会 が 非常 に 少な いか ら で あ る 。 そ れ で も , タ 
ィ 国 で は , 9 例 の 患者 か ら 9 匹 の 虫 を と り 出し , すべ て 
雄 成虫 で も つた と の 報告 も も あり, その 後 , さら に 17 例 
か ら 20 匹 の 虫 を と り 出 し て , 15 匹 は 幼虫 型 で 5 匹 が 成 
虫 型 , うち 4 匹 は 雄 で あつ た こと も 記録 され て いる 。 日 
本 で も 戦後 , 6 匹 の 虫 が と り 出 され た が , その うち , 4 


っ 
た だ 
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匹 は 明らか に 雄 成虫 で も つた 。 し て みる と , 人 体内 で も 
か な り の 下 が 成虫 に まで な りう る こと は 明らか で ある 。 
し か し , いずれ も ゃ 胃 以 外 の 部 位 か ら と り 出 され た も の で 
まだ 人 間 の 胃 歴 に 寄生 し た 例 は な い 。 ま た 人 間 の 大 便 に 
卵 が 現われ た 例 も な い 。 適当 な 終 宿主 で も る ネ ュ の 体内 
で は , 半年 も た ゝ ヽ な いう ち に 成 吉 す る が , 人 体 で は 北 分 
お くれ る よう で ある 。 演者 が えた 2 匹 の 虫 で は , 1 つ は 
1 年 余り 寄生 し て いた の に 幼虫 型 , 他 は 約 1 年 で 成虫 に 
な が つ ② つ 和正 た だ 。 

寿命 は か な り 長 く , 少な く と も る 数 年 は 生き て いる と み ス 
て よい 。 10 年 を こす 例 も あり , 演者 の 知 つ て いる 最長 は 
13 年 , いま だ に 腫 有 恥 を くり か え し て いる 。 多く の 虫 は 天 
寿 を 全う する まで , 人 体 に 寄生 し て いる の で あつ て , 少 
数 の 虫 だ けが , 手術 に よ つ て と り 出 され た り , 路 出 され 
た り , ある い は 自分 で 体 表 に 出 て きた りす る 。 大 部 分 の 
例 は 1 現 寄 生 で あつ て , 再 感 染 が な い 以上 , 体内 で ふえ 
る こと は た ない 。 

4. 診断 

流行 地 で は , 臨床 症状 で 大 体 見 当 は つく が , それ で も 
し ば し ば 医師 の 診断 を ま よ わす 。 血液 像 も 診断 の た すけ 
(に は な る が , これ ら の み で は 不 充分 で あ もつ て , 他 の 寄生 
虫 病 と 混同 され る 佑 険 が ある 。 な か で も , 注意 すべ きも 


の は 肺 吸虫 の 害 生 に よる 遊走 性 眼 局 任 肥 膚 腫 肛 で あろ 
う 。 こ の 鑑別 に は , どう し て も 免疫 学 的 の 診断 法 が 必要 
に な る が , 臨床 的 に 便利 で , し か も 相当 信頼 で きる の は 
皮 内 反応 で ある 。 挑 原 は 成 昌 か ら も , 第 三 期 幼 虫 か ら も 


つく る こと が で き , また 「 有 部 」 で も , 「 ド ロレ ス 」 で 
も よい 。 こ ころ み に , 成虫 を 体 歴 , 消化 管 , 生殖 器 の 3 
部 分 に わけ て 皮 内 に 注射 し て みる と , 消化 管 か ら つ くつ 
た の が 最も つよ く 反 応 す る 。 や は り , 食道 腺 と の 関係 が 
ふか いよ う で ある 。 し か し 実際 問題 と し て は , 分 ける 必 
要 な く , 体 全 体 を 用 いて よい 。 現在 われ われ は , ドロ レン 
ス 額 口 虫 の 成虫 を 材料 と し , 0.5 多 石 炭 酸 加 生 理 食 謝 水 
で 押出 ._5 万 税 に 5 すめ て 用 いて いる 。 その .0.05cc_ を 
皮 内 に 注射 し で, 15 分 後に 観察 ,_ 丘疹 が 対 妥 よ り 大 き - く 
周囲 に 発赤 の 現われ た 場合 を 陽 仁 と し て いる 。 

演者 は 昨年 , 臨床 的 に は 顎 口 虫 症 と 診断 すべ き 小 児 に 
ここ ろ み て 全然 反応 せ ず , 意外 に も 肺 明 虫 か ら つ くつ た 
撤 原 に 強く 反応 し た 例 を 経験 し た 。 そ の 後 は , 患者 発生 
の 通知 に 接し た 場合 , いつ も 両 種 の 診断 液 を 送る こと に 
し て いる が , その 成績 を みる と , 肺 吸虫 症 と 考え る べき 
例 が 少な く な い 。 要する に , 肺 暖 虫 の 皮下 寄生 は 従来 老 
えら れ て いた 以上 に 多い も の で あり , し た が つて , 新 し 
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い 地方 に 額 口 虫 症 ら し い 患 者 が 出 た 場合 は , 必ず 皮 内 反 
応 を ここ ろ み る べき で ある 。 

5. 治療 と 予防 

現在 の と ころ , 有効 な 楽 が な い 。 ヘ へ トラ ザン , スペ ト 
ニン , スチ プ ブナ ー ル , カル チュール, ネオ ミノ ファ ー ゲ 
ン C な ど が 効い た と い 5 報告 も も る が , 簡単 に は 承認 し 
が た い 。 楽 を 用 いな く て も , 多く の 場合 , 皮膚 の 腫 妥 は 
お さま る も の で ある し , また , つぎ の 再発 まで に は 相当 
な 日 数 を 要する 例 も る みみ られ る の で ある か ら , 楽 の 効果 判 
定 に は , 長期 間 の 観察 が 必要 で ある 。 ス ペ ト ニ ン る 試験 
管内 で は , た や すく 虫 を ころ し た が , ネズ ミ の 皮下 や 筋 
肉 に 寄生 し た 幼虫 に は , ほとん ど 効 果 が な か つた 。 レン 
トゲ ン も 腫 肥 を 早く へ ら す に は 役立つ が , 体内 の 虫 を こ 
ろ す こと は 不可 能 で ある 。 結局 , 現状 で は , 虫 が 体 表 に 
近付い た 時 , 摘出 する より 他 に よい 治療 法 は な い 。 し か 
も , その 機会 は きわ め て 少な い の で , 多く の 患 者 は 昌 の 
死ぬ の を また ね ば な ら ず , その 間 の 悩み は 決し て 少な く 
な い 。 そこで, 予防 が と くに 重要 と いう こと に な る 。 
予防 する に は , 感 菜 源 に な る よ うた 動物 の 生食 を や め 
ね ば な ら た な い 。 こ と (の 填 飲 < 注意 す ベ べき で あつ て , サシ 
ミ は 勿論 , アラ テイ や 酢 ノ モノ ゃ 危険 で ちる 。 しかし, 由 
の 寄生 し た 肉 も , 5 分 間 煮 沸 す れ ば , まず 安全 に な る 。 
二 魚 は し ば し ば カマ ボ ュ の 材料 に な つて いる が , これ は 
相当 熱 を 加 を る の で ある か ら , 感染 の 危険 は な いも の と 
思わ れる 。 タ イ 国 に は 魚肉 か ら 作 つた 各種 の 食品 が あつ 
て , それ か ら 感 染 す る 人 が 多く , こと に 女性 が 好む 関係 
上 , 女 の 患 者 が は る か に 多い と いう こと で ある 。 日 本 所 
そん な 食品 が な いこ と は 有 が た い が , その 代り 所, サシ 
や アラ イィ な どの 好物 が あり , これ ら を 食べ る 機会 は 男 
性 に 多い と みえ て , 日 本 で は 逆 に 男 の 患 者 が 多い 。 中 に 
は 雷魚 を た べた 記 培 は 全然 な い の に , 知ら ぬ 間 に か か つ 
て いた 人 も ある 。 お おそ らく, 宴会 な どの 席 で , サシ ミ と 
し て ぅ まい 宇 魚の 肉 を , 知ら ず に 食べ させ られ た 結果 と 
思わ れる 。 ま た 雷魚 を 直接 た べ な く て も , = ニワトリ や デブ プ 
タ を 介し て 感 琵 す る こと も あり うる 。 そ れ は , これ ら の 
飼料 と し て 雷魚 の 肉 を あたえ る 所 が あり , それ 作 幼 下 が 
お れ ば , た や すく 新しい 宿主 に うつ り ゆ く 人 能力 を も つて 
いる こと か ら , 許 分 考え を られ る 。 (ステ イィ ド 218 枚 使用 ) 
お わり に , 特別 講演 の 機会 を あたえ られ た 会 長 小林 晴 
治郎 提 士 に 敬意 と 謝意 を 表わす と と も に , 外国 産 社 口 下 
の 研究 に 絶大 な 援助 を あたえ られ た Asa. C. Chandler 
教授 , 和田 規 邊 夫 博士 , 徐 藤 得 教 授 , 藤間 身 加 栄 博士 , 
福田 昌子 博士 , 国内 の 分 布 調査 に 応 授 し て いた だ いた 大 


( 23 ) 
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枚 正 満 , 加納 六郎 , 熊田 信夫 , 森下 哲夫 , 佐藤 寿 員 , 山 
口 富雄 , 大 久保 直 勇 , 長 花 操 , 永井 利男 , 大 田原 文男 の 
各位 , な ら び に 教室 に あつ て , よき 協力 者 と し て 活躍 き 
れ た 梅谷 敬之 , 有田 道夫 , 江頭 正義 , 磁 部 光 , 相良 勇 , 
加 攻 雨 , 石井 洋一 , 森田 隆 , 菊池 正 , 長尾 正 業 , 清水 吉 


【 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 4 巻 ・* 第 2 号 


一 朗 , 磁 部 親 則 , 武市 件, 植木 倫 之 , 木 附 役 雄 , 片 峰 大 
助 , 山中 清 三 , 松田 是 充 , 安藤 哲郎 , 平川 光昭 , 魚住 浩 
策 , 西村 謙一 , 庵原 英子 , 中 江 昭 子 の 諸兄 姉 に 心から の 
感謝 を や ささげ る . な お , 文部 省 科 学研 究 費 の 補助 を うけ 
た と と を 深 席 する 。 











昭和 30 年 6 月 (1955)} 





1. 実 駿 的 短 生 下 症 の 組織 
。 少 信 知 見 穫 


医学 部 寄生 忠 学 教室 
三浦 守 ・ 岡 村 一 度 ・ 菅 原 議 次 


熊本 大 学 


Histological studies on experimental 
asc4riasiS and anchylostorniasiSs。 
Mamoru Miura, Ichiro Okarnura, 


Kenji Sugawara 


数 年 来 遇 虫 及び 釣 虫 の 乳剤 , 浸 剤 等 を 投与 する こと に 
導 大 上 選 さ れる 


生物 反応 を 広義 に 実験 的 に 検討 し て 来 





等 寄生 上 物質 を 動物 (は = と し て 家 各 ) に 投与 し , 一 定 
期間 後 臓 器 動脈 に 再 注射 すれ ! Fa 営 変化 を 基 と 
する 一 定 の 病変 を 招来 する ね こと を 知 つ た 。 例えば, 胃 動 
脈 へ の 再 注射 に よる 胃 粘 膜 の Erosion 又は 潰瘍 形成, 
肝 動 脈 , 門 脈 承 え の 再 注射 に よる 肝 実 質 の 公 血 性 出血 性 
壊死 の 出現 , 腎 動脈 え の 再 注射 に よる 糸 球 体 性 腎 導 或 は 
ネフ ロー で ぞ の 招来 等 で も る 。 本 回 は 之 等 実験 の 連続 と し 
の 


1) 実験 的 多 虫 症 に 訟 ける 心臓 の 変化 , 腫 臓 の 変化 


2 週間 10 倍 釣 虫 生理 食塩 水 乳剤 を 以 て 毎日 100 隻 含 . 


有 量 だ け 連 続 皮 下 注射 し , 1 週間 の 間 隔 を 軒 き 耳 静 脈 に 
1 回 同 量 だ け 再 注射 し て 心臓 の 組織 学 的 所 見 を 検 し た が 
心筋 の 脂肪 変性 , 心筋 姜 縮 等 の 比較 的 軽度 の 変化 を 認め 
る 他 殆 ど 無 変 化 で ある 。 腫 臓 は 腫 胞 姜 縮 し , Fibroade- 
nie の 所 見 を 呈す る 。 

2) 皮下 組織 球 次 喰 機能 の 検索 

家 凌 赤血球 を 白 渦 友 下 に 投入 し , これ を 偵 喰 する 皮下 
組織 球 の 数 , 被 資 喰 赤血球 数 を 数 え , 資 喰 子 を 計 出 し て こ 
れ に 及ぼ す 所 調 題 虫 毒 の 影響 を 観察 し た 。 魚 虫 全 乳剤 , 
体腔 液 , 駐 虫 飼養 液 を 0.5cc 乃至 5.0cc を 4 日 間 折 上 族 
皮下 に 注射 し , 注射 部 位 及び 反対 側 の 組織 球 性 細胞 の 貧 
喰 能 を 最終 注射 後 2 時 間 観 察する に , 無 処置 白 江 の 信 喰 
子 84, これ 対し , 乳剤 注射 白 厳 に 対 し て は 注射 部 位 に 
訟 て 479, 反対 側 に 訟 て 451 と 資 喰 能 の 元 進 す る の を 知 
や o 

体腔 液 注 射 白 厳 に 於 て 注射 部 位 に 於 て 396 迄 元 進 す 
る 。 反 対 側 に 於 て は その 度 低 く 157 で も る 。 顕 虫 飼養 液 





( 25 ) 






要 旨 





注射 白 厳 に 於 て は 注射 部 位 に 於 て 218, 反対 側 に 於 て 254 
と いずれ も 元 進 す る 。 勿論, 乳剤 , 体腔 液 注 射 白 上 注 射 
反対 側 に 訟 て 其 液 量 0.5cc の 場合 は 100, 88, 等 と 殆ど 
無 負 置 群 と 大 差 の な い 場合 も も る が , 所 詩 顕 虫 毒 の 或 量 
の 投与 は 白 厳 皮 下 組織 球 に 機能 上 の 影響 を 与え 得る こと 
を 赤血球 資 喰 能 より 推定 し た 。 


( 問 ) 山口 医大 病理 ) 細 川 修治 

巨 細胞 の 出現 あり や 

( 答 ) 三 。 洒 守 

本 回 の 実験 を 行 つた 子宮 に は 見 られ な い 。 肝 動 脈 再 注 


ez 1 例 見 られ た 。 人 告 お , 静脈 注射 を 3 ヵ月 連 
続 し た 場合 塩基 位 巨 細胞 出現 を 腎 に 見 られ た 。 











2. 広島 県 片山 病 流行 地区 住民 
の 答 生 皿 検査 成績 


広島 県 衛生 研究 所 
沖 波 実 ・ 肖 沢 俊彦 


Survey of intestinal parasites in endemic 
schistosorniasis areaS in 本 iroshirna . 


Minoru Okjnami, Toshihiko KKumazawa 


広島 県 に 於 ける 日 本 住 血 明 虫 症 (片山 病 ) の 分 布地 は 深 
突 郡 神辺 町 を 中 心 と し , 有 病 地域 は 約 909 町 歩 で あり , 
此処 に 居住 する 人 は 19779 名 で ある 。 往年 に 比較 し て 広 
島 県 の 片山 病 患 者 は 著しく 減少 し て いる 様 に 
る が , 実際 の 状況 は 明か で な い 。 大正 7 年 以来 生石灰 , 
呈 和 23 年 以来 石灰 窒素 に よる 宮入 内 殺 具 を 行い , 宮入 
具 の 兵 島 は 全般 的 に 著 減 し て いる が 或 場 所 に 於 て は 減じ 
て いな い 。 住民 の 検便 に より 住 血 吸虫 卵 陽性 者 が 北 何 あ 
る か を 知る こと は 今後 の 撲滅 作業 に 資す る 点 が ある と 考 
え , 余 等 は 昭和 29 年 9 月 か ら 有 病 地域 住民 9532 名 ( 男 
4573 名 , 女 4959 名 ) の 検便 を 行 つた 。 検 査 材料 は 5 倍 
預 局 ホ ル マ リ ン で 固定 し , 集 卵 予 研 法 に 準じ て , ガー ゼ 
1 枚 で 渡 過 , 水道 水 で 洗い , 各 検 体 で 標本 2 枚 (18mm*) 
を 作 つ た 。 そ の 結果 は 顕 虫 感染 者 が 最も 多く , 男子 25.8 
多め , 女子 28.8 を で あり , 次 が 銘 虫 (6.1 及び 7.3 ) , 
凌 虫 (4.1 及び 5.4 ), 住 血 吸虫 の 順 で あり , 住 血 吸 
虫 は 男子 2.? を , 女子 2.8 を で あつ れ 。 地域 別に は 魚 
銘 虫 , 界 虫 は 各地 域 及 び 男 女 共 に あま り 閉 明 な 差 は な い 
』 


られ て い 
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様 で ある 。 住 血 吸 虫 は 神辺 町 御 野地 区 及び 駅 家 町 以外 の 
地区 か ら 見 出さ れ た 。 神辺 町 神辺 地区 が 最も 多く 男子 
3.4 め , 女子 4.4 多 で あり , 次 が 神辺 町 道上 地区 , 同 湯 
田地 区 , 御幸 村 の 順 で あり , 其他 の 地区 は 稽 : ょ すく な 
。 神辺 地区 の 各部 落 別に 見 る と 片山 部 落 が 最高 で 男子 
18.1 (検査 人 員 72 名 ) 女子 19.2 (検査 人 員 78 名 ) で 
あり , 岩田 部 落 が 之 に 次 ぎ 男 子 8.5 多 (検査 人 員 82 名 ) 
女子 8.7 (検査 人 員 80 名 ) で ある 。 家庭 の 職業 別に 見 
る と 衝 生 虫 感染 は 農業 を 主 と す る 家庭 が 高く , 公務 員 , 
其他 , 商業 , 会 社員 の 順に 減じ て いる が , 然し 5 者 の 間 
に は 大 きか 半 員 は 認め られ な い 。 儲 下 下 は 虹 業 が 2.9 
, 商業 1.4 多 , 会 社員 2.0 , 公務 員 1.4 , 其他 
1.3 を で ある 。 昭 和 ea 20666 
人 の 検便 を 行い , 顕 虫 58.2 , 釣 虫 11.7 を , 凌 虫 17.3 
, 住 血 吸虫 0.8 を 示し て いる 。 戦後 は 小 地 域 で 検便 
が 行わ れ た が , 顕 虫 及び 釣 で 今回 の 余 
we と 顕 虫 , 釣 虫 , 鞭 虫 は 浅 じ て いる が 
住 血 吸虫 は 大 し た 差 が 認め られ な い 。 患者 が 減じ て いる 
様 に 認 > 9 が , 之 は 症状 が 軽く て 医療 を うけ な い 人 
が ある と 考え られ る 。 住 血 吸虫 症 の 撲滅 事業 は 更に 強力 
に ee ある と 思う 。 


3. 糞便 内 短 生息 卵 楼 査 に つい て 
( 4) 
大 阪 反証 立 医 笠 ーー 字 公 衆 1 衛生 学 教室 
杉山 博 ・ 守 屋 何 二 ・ 政 島 河 仔 
編 田 正道 ・ 磯 川 真 和 ・ 佐 野 滝 蔵 


On the current diagnostic methods for 
the identifcation of helminth eggs. (4). 
Hiroshi Sugiyama, Shooji Moriya, 
Jyunji Fukushima, Masamichi Fukuda, 
Sadarnicht Isokawa, Takiji Sano 


母 集団 に 於 ける 特定 寄生 昌 罪 陽性 群 の 割合 を eg, 陽性 
群 か ら の 義 便 試料 に つい て 作製 し た 浴 抹 標 本 1 枚 検査 に 
よる 恋 虫 卵 検出 系 を p と する 。 同一 人 の 義 便 に つい て 
何 枚 か の 繰り 返し 標本 検査 に こよ つ て eg と p の 推定 値 4 と 
p を 求め る に は Neyman の Best Asymptoxically No. 
rmal Estimate こよ れ ば よい 。 例え ば 2 枚 の 繰り 返し 
標本 を 検査 し て N 例 の 畑 便 試料 中 2 枚 共に 該当 する 忠 卵 
を 検出 し た 試料 数 を Ni, 1 枚 に の み 検出 し た 数 を Ni 


人 橋 1 


まず る と , 

















4 ニ ( 十 2 





4qs 
寺 > 、 時 ニー_Ni 
PT2qs 但し q = 
ー Ns 
ds 三 N 


か ら Z と p を 求め る こと が 出来 る 。 この 方 法 は 極め て 簡 
単 実 用 有 的 で ある が , 検定 が 出来 な い の が 欠点 で ある 。 こ 
れ に 対し て 3 枚 の 繰り 返し 標本 を 検査 し て , 3 枚 共に 該 
当 す る 東 卵 を 検出 し た 試料 数 を Ns, 2 枚 に 検出 し た 数 
を Ns, 1 枚 に の み 検 出 し た 数 を Ni, 3 枚 何 れ に も 検出 
し な か つた 数 を N。 と する 。 qk = っ (但し k=0, 1 
2, 3) と 置け ば a。 = 0, ai ニ 3qs, as ニー2qz, as 三 3qi 
ak, qk は 実測 値 か ら 求 め あら れる か ら ぉ 』 ャ デ qk ak が 求 
め ら れる 。 
従 つ て 

の a* ー デ qk ak” 一 * 

F*ー3q, qs 一 q:* 


更に Pk=qk 「 ュー F 


1 の 。* 

が 求め られ る か ら , 次 の 対立 方 程 式 の 何れ か 2 つ に , 上 
式 よ り 得 た Pk の 値 を 代入 し て 計算 すれ ば , 2 と p の 値 
を 得る こと が 出来 る 。 この g と p の 値 が 4 と p で ある 。 

Po = ニ c1 一 p)? 二 1 一 g 

] P」 ニ 3gp(1 一 p)* 

] =32p* ロ 1 一 p 

いし Ps 三 gp? 

委 くし て 得 た Pk 値 に N を 乗 ず れ ば (N. Po: N. Pi: N. 
Ps: N. P:) , 母 集団 に 於 け る 特定 虫 卵 出現 頻度 に 関す る 
理論 値 が 得 ら れる わけ で ある が , この 値 と 実測 値 8 
Ni: Ns: Ns) と の 比較 を 次 の 2 検定 に 従 つて 行 ぅ こ 
が 出来 る 。 

F *3 
但し 自由 度 (d.f.) ニ 1 
肖 岐阜 医大 ) 森 下 哲 夫 

銘 虫 未 受 精 卵 の 問題 に つい て 実験 的 に 経口 感染 2 日 目 
の 釣 仔 虫 の 雌 の ろ を 未 感染 犬 に 11 隻 か け 8 日後 に 割 見 
し て 4 を 得 た 。 大 さ は 9mm で oviduct 中 に は 多数 の 
卵 が ある が 受精 本 , 子宮 中 に は 全く 昌 卵 が な い 。 対照 の 
も の は る が あつ た ら 9mm で も 子宮 内 に 4 細胞 の 忠 卵 
が 両方 を 含め 50 個 以 内 入 つ て 居 の 何 お オバ ホル モン , 
エナ ル モ ン 等 は 銘 東 卵 仔 虫 培 養 を 含め て 性 に 影響 し な 
い 。 こ の こと は vertebrate FN ル モ ン と in verte- 
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brate の も の と は 異 る こと を 知 つ た 。 
( 傘 ) ・ 守屋 和 何 二 
検査 試料 中 卵 数 か ら 寄 生 虫 体 数 を 推定 する 方 法 を 得る 
こと を , さ し あ た り の 目標 に し て いる 。 御 追 加 の 点 も , 
今 公 参考 に し て 行き 鹿 い と 思 つ て いる 。 
6 (千葉 大 公衆 衛生 ) 矢 島 ふ き 
下 先 生 の 御 発言 に 追加 いた し ます 。 当 教室 で 行 つ た 
ann 含 の 虫 卵 検索 に つい て 4 日 ( 示 
説 ) 作 発 表 い た し ます が , 雌 価 の み の 寄生 の 場合 
内 に 忠 卵 は 発見 出来 ませ ん で し た ( 浮 漠 法 6 一 22 本 ) 。 
し 割 検 の 際 雌 虫 体 の 近傍 の 腸 内 容 物 を 本 補 に 某 検 鐘 し 
た 例 で は 数 箇 の 卵 内 に 細胞 質 が 充満 し て いる 多 虫 卵 を み 
て 居り ます 。 雌 礁 両性 寄生 の 場合 は 殆 ん ど 子 宮内 に 分 割 
し た 受精 卵 が 入 つ て いる こと を みて 居り ます 。 
容 守屋 何 二 


現在 は , 母 集 団 に 於 ける 特定 虫 卵 陽性 群 を 考察 の 対象 
し て いる が , 将来 , 御 質問 の 点 に も 考慮 を 払い 度 い と 思 
つて いる 


4. 本 邦 才 モラ フ ア ラ ガ ィ 3 種 
の 比較 解 前 に つい て 


テア っ ンー 
東 旨 4 大 学 を 農学 部 獣 医学 教室 


大 越 伸 ・ 板 垣 博 


Comparative anatommy of three cornmon 
pond-snails from Japan: ア 》72226 0/72/2, 
た. 76 カ g227c and . 7 の 72472. 


Sin Okoshi, Hiroshi Itagaki 


吸虫 天 の 中 間 宿 主として 重要 な モノ アラ ガイ ィ 属 の 中 で 
本 邦 で 普通 な る 種 (yzz264 0 . 76 の の 7CZ, ん 。7 が > 
cg747Z) (こつ いて 解剖 的 差 異 を を 主 と し て 述べ る 。 本 属 
は 殻 に 変異 が 著しく 之 に よ る 分 類 は 展 ぇ 混乱 を まね く 。 
産地 及び 貝 の 年 齢 に より 変異 が あり W/H, W/H, W/ 
W (H: 帝 高 , W : 鼓 径 , H/: 帝 ロ の 長径 , W/: 帝 ロ 
の 短 径 ) の 百 分 素 は た . 7g ヵ . で は 夫々 66-81, 73-87, 71 
-78 . の . で は 58-72, 59-74, 64-80, ん. zz.。 で は 
48-54. 46-50, 56-66 で ある 。 内 大 部 の 撰 れ に つい て も 
個体 差 が 多い 。 軟体 部 の 生 時 に 於 ける 色彩 は . 7 の. で 
は 間 褐色 , 他 の 2 種 で は 暗 褐色 で ある 。 歯 舌 の 中 歯 に 
は 余り 著 明 な 差 は 認め ら れ な い が 第 10 側 歯 以 下 に や ゝ 
基 明 な 差 が 見 られ る 。 貴 腺 は 左右 両 葉 が 食道 の 上 下 で 合 
し . の . で は 筒 状 で 食道 に 密着 し 他 の 2 種 で は 緩く 環 
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状 に 食道 を 取 巻 く 。 胃 の 後方 の 腸管 下面 に ある 盲 栓 は と - 
7 の 2 の. で は 極め て 長く 胃 の 下面 に まで 達する が . 9 の. で 
は 短く 先端 は や ヽ 膨 大 し と . zz.。 で は 短い 。 生殖 系 
で は 両性 腺 及 び 両 性 堂 脇 大 部 の 形状 , 貯 精 要 の 形状 及び 
陰茎 と これ に 附 基 する 索引 筋 の 状態 等 に 種 間 の 差 が 認め 
られ る 。 と . の, の 両性 腺 は 比較 的 突出 の 少 い 長 柄 円 形 , 
. 7 の. で は 複雑 な 多数 の 失 出 部 を 有 し と . zz. で は 
大 形 の 少数 の 球形 の 隆 越 を 有する 。 両 性 管 有 大 部 は ア . 
72 ヵ の . 及び . 9 の 7. で は 多く の 突起 の ある 不 規則 な 形 を 旦 
する に 反し . 7zz.。 で は 左右 に 対称 的 な 10 数 個 の 突 
起 を 有する 。 貯 精 妥 は 須 】 部 柄 部 に 分 か れ ん . の 7. で 
は 柄 が 短い に 反し 他 の 2 種 で は 本 が 長く 殊 に . 7zz. 
で は 非常 に 長い 。 陰茎 本 体 と 陰茎 の 長 さ は ん . 7. で は 
ほ ゞ 同 長 で 他 の 2 種 で は 陰茎 本 体 の 方 が 短 い 。 陰茎 索引 
筋 の 発達 は /. 7 の . で 最も 著 明 で 陰茎 の 側面 に 附 誠 し た 
樹 枝 状 の 筋肉 は 特徴 的 で ある 。 で は 側面 に は 
著 明 な 筋肉 は 認め られ な い 。 そ の 他 足 神経 節 の 形 熊 及び 
この 上 に 位 す る 平衡 胞 位置 並 に 形 に も ゎぁ 差 が 見 られ る 。 更 
に 卵 塊 の 性 状 及 び 卵 の 大 き さ に も 差 が 見 られ . 7 の. の 
卵 塊 は 昧 化 直前 の も ゃ の を 除け ば 卵 塊 の 寒天 質 は 硬い に 反 
し て 他 の 2 種 で は 産卵 直後 の も の で も 団 い 。 卵 の 大 き さ 
は . 7 の . で は 910x703() , . の 77. で は 824X602, 
で は 650X580 (何れ も 平均 値 ) で ある 。 以 上 
と し て 述べ た が 本 邦 に 於 て . 
る も の が 更 し て 欧洲 産 の 同種 と 同 
今後 の 研究 に 備 た ね ば な ら た な い 。 


。 た. 7 グ 77. 


た . 7 を 7。 
各種 の 解 割 学 
7 が.。 と 同定 され て い 
一 か 否 か に つい て は 


的 差異 を 主 


5. Fasciola 属 吸 是 の 中 間 宿 主 
に 関す る 研究 


(1 ) 日 本 産 サ カマ キ ガ ィ を 用 いて の 実験 成績 


浪速 ブ だ = 学 】 農学 部 湯 医学 教室 


東 刷 弘 


Studies on the intermediate host of Fasciolidae. 
( 1 ) Experimental studies with アア ん ysg sp. in 


Japan. Tanehiro Higashi. 


日 本 産 サ カマ キ ガ ィ ア / の sg sp. (京都 ) に つい て 杉原 . 
(1954) が 報告 し て いる と お り , 欧米 ・ 漂 洲 等 に は 広く 分 
布 し て いる が , 日 本 に は 黒田 ・ 波 部 に よる と 約 20 年 前 
に 侵入 し た らし く , 戦後 は 都市 附近 の 養魚 池 等 に ア - 
sg oz が 27S 類似 の も の が 見 ら なあ 90 増殖 
著しく , 関東 一 帯 か ら 関西 に お いて ゃ 京都 ・ 兵 庫 ・ 奈 劉 
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に 発見 され て いる 。 この ア /se sp. が 寄生 点 学 上 , 中 
間 宿 主 に な り 得 る 可能 性 に つい て は 予想 され る と ころ で 
ある が , Body (1920) は Physa の 一 種 に 肝 蜂 の レジ ア 
を 形成 させ た と 報 各 し て いる 。 演 者 は 奈良 県 高田 市 か ら 
採取 し た 左 巻 の 具 を , 故 尾形 博士 か ら 譲 られ た ア / め sg 
gcz72 及び どど /ysg /e7ezos77o ヵ ZZ の 標本 と 比較 し た 結 
果 , これ を ア / の ys gcz72 と し て 室内 飼育 を 続け , 1954 
年 7 一 9 月 間 に 肝 蜂 の 中 間 宿 主 実験 を 試み た と ころ , 
metacercaria (mtc と 略 ) を 形成 し , その mtc を モル モ 
ッ ト に 経口 投与 し た 結果 , 遂に 肝 軽 を 感染 せ し な る こと 
"が 出来 た 。 こ と こ に その 実験 の 大 要 を 述べ る 

I. 実験 材料 (4) ysg gczfg は 1953 年 9 月 , 奈 
良 県 高田 市 内 か ら 採 集 し , 室内 飼育 し た も の 30 匹 (室内 


生産 の も の を 含む ) (b) 肝 軽 の miracidum (mc) は 1954 
年 7 月 22 日 層 和 牛 胆 論 か ら 集 め た 肝 蜂 卵 を 室内 で 12 日 半 
筑 礁 し た も の 。 


II. 実験 経過 1954 年 8 月 2 日 mc を ア /ysg に 感 
染 し た 。 対照 に は 7y. og77472 を 用 いた 。 9 月 2 日 た - 
了 が 順調 に 発育 する の を 認め た 。 
ア /ysg gcg72 ( 2 匹 ) を 割 検 し た が 陰性 で も つた 。 これ ま 
で に 生き 残 つ た ア /ysg gcz7g 10 匹 を mtc 採集 装置 に 
移し た 。mtc の 発生 は 9 月 9 日 に 始 り 同 15 日 に 終 つ た 。 
この 経過 は 対照 と 略 * 一 致し て 39 一 43 日 で ある 。 動 物 
試験 , モル モッ ト 3 頭 に , 体重 に 応じ て 10 個 , 20 個 , 
30 個 の mtc を 経口 投与 し た 結果 , 55 日 , 67 日 及び 90 
日 の 経過 で 死 の 転 放 を と り , 夫々 の 肝臓 に 特異 の 病変 を 
認め , 内 2 頭 (67 日 , 90 日 経過 ) か ら 長 さ 1 一 2cm の 肝 
野 3 隻 宛 を 採取 し た 。 

結 言 se gcz72 が 肝 軽 の 中 間 和 宿主 の 役目 を な すこ 
と が 明らか に な つた が , Physa 体内 に お ける 発育 経過 , 
及び Physa の 種別 . Fasciola の 種別 間 に お ける 中 間 宿 
主として の 相互 関係 に つい て は , 将来 の 研究 に 侯 た ね ば 
な ら ぬ 。 


772. の 72472 に は レジ 


ゃ 
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6. 岡山 稀 下 マメ タニ シ の 分 布 太 び 
犬 猫 に 於 ける 肝 吸 是 の 短 生 状況 


岡山 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
答 臣 成一 ・ 木 村 道 也 


Distributon of 7222S S7772724724S の 2. 7 の 0- 

7CS and incidence of natural infection of 

dogs and cats with C7ozo7c/2S SZ26S2S 1n 
Okayama Prefecture.。 


Seiiti Inatomi, JIMitiya Kinmura 


岡山 県 は 元 来 肝 吸 虫 の 分 布地 と し て 有名 で , 25 年 前 長 
肢 寛治 氏 (1927) の 報告 が あり , 更に 稲 臣 (1950) の 児島 湾 
沿 崩 の 詳細 な る 分 布 の 報告 が ある が , 最近 分 布 状況 に 甚 
し い 変 動 が あり 採集 も 困難 と な つた の で , 本 年 又 全 県 下 
に わた り そ の 分 布 を 調査 し た と ころ 著しく 分 布地 区 は 減 
少 限局 し て いる の を 認め た 。 

双 こ れ ら 分 布地 区 内 の 野犬 野 鐘 に つい て 割 検 寄生 状況 
を 調査 し た と ころ , 犬 で 20.63 猫 で 45.54 に 寄生 し 
て いる の を 認め た 。 


( 問 ) ( 阪 大 微 研 ) 森 下 蘭 
一 時 行わ れ た 人 工 的 殺 具 法 が , 分 布 , 濃度 に 影響 し た 
こと は あり ませ ん か 。 其 の 法 は 現在 何 お 行わ れ て 居 ま す 
か 。 
答 ) 稲 臣 成一 
人 工 的 殺 具 法 は 現在 行わ て て いま せん の で その 影響 , 
な いも の と 考え ます 。 
加 ) 北里 研究 所 ) 長 野 寛治 


アメ リカ ザリガニ が マメ タニ シ を 捕 喰 する の は 両者 の 
成 惑 型 の 間 で は 顕著 で な い が 幼 基 型 の 間 で は 雌 る 顕著 で 
ある 。 休 お 重要 な こと は この 現象 は 魚の 場合 と は 異な り 
水草 繁茂 の 中 に 於 て も 行わ れる こと で ある 。 こ の 現象 は 
両者 の 棲息 する 所 で あれ ば 海水 や 家庭 乃至 工場 汚水 等 に 
関係 の な い 霞 ヶ 浦 や 琵琶 湖 た な どの 広大 な 地域 に 於 て も 見 
られ る 。 ホ リド ー ル の ザリガニ に 対し 有 審 な こと は 確認 
する が 私 の 観察 は ホリ ドー ル の 使用 され る 以前 の も の で 
ある こと を 追加 し て お く 。 


( 問 ) ( 予 研 寄生 虫 ) 小 宮 義孝 
農 楽 で バラ ヂ チオ ン は どう か ? 
( 答 ) 稲 臣 成一 


淡水 産 魚 具 類 に 対す る 「 ホ リド ー ル 」 の 影響 に つい て 
は 観察 致し ま し た が 「 バ ラチ オン 」 と し て は 観察 し て 居 
り ま せん 。 
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加 ) (鳥取 べべ 公衆 衛生 ) . 西 田 弘 
音 は 肝臓 デス トマ の 侵 漂 地 と され た 岡山 市 財田 地方 
旧 上 道 郡 ) で は 現在 は 住民 は 全然 本 虫 に 無関心 で 従 つ て 
何ら 予防 対策 は 講 ぜ られ て お ら ず 又 マ メタ ニシ も さがし 
て みた が 見 出さ れ な か つた 。 昭 29 年 5 月 と 9 月 に 西大寺 
市 君津 の 川 魚 か ら 本 虫 メ タ セ ルカ リヤ を 見 出し た 。 
答 ) 稲 区 成一 
1927 年 の 長野 先生 の 報告 で は 財田 地方 に も 分 布 し て 
居り まし た が 1950 年 の 私 の 調査 の 時 既に 同 地 区 に は 「 マ 
メタ ニシ 」 を 見 て 居り ませ ん 。 人 条 魚 か ら 「 メ タ セ ルカ リ 
ァ 」 を 検出 され た 西大寺 市 君 梁 で は 約 1 kms に り 「 マ て 
メタ ニシ 」 が 分 布 し て 居り ます が 此 の 地方 で も 年 々 減少 
し て いま す 。 


7. 木骨 , 長良 川 流域 に 於 ける 住民 
の 肝 ヂ デス トマ 感染 濃度 の 調査 報 知 


中 部 地方 寄生 虫 予防 協会 


加 藤 和俊 一 


Survey on Clonorchis infection in inhabitants 
along River Kiso and River Nagara. 


Toshikazu Kato 


本 部 に ぉ ける 肝 吸 虫 は , 岡山 児島 浴 地 方 が 極め て 濃厚 
人 体感 染 地 で あつ た 。 最近 で は 宮城 県 , 新潟 県 の 一 部 
所 能 代 八郎 濁 附 近 , 関東 地方 と り わ け 霞 ヶ 浦 , 
北浦 附近 一 帯 , 富山 県 の 一 部 , 滋賀 県 蓄 琶 湖畔 , 千葉 県 
の 佐倉 地方 , 岐阜 県 南 渡 地 方 , 広島 県 の 一 部 , 佐賀 県 筑 
後 川 流 戚 地方 な ど , 愛知 県 で は 木 協 , 持 斐 , 長良 の 三川 
の 下流 不 に 最も 多く 慕 延 し その 外 矢 作 川 流域 に も 少く な 
い , ここ に 木 協 川 デル タ 地 帯 9 ヶ村 の 肝 吸 虫 募 延 状 況 を 
調査 し た の で 報告 する 。 対象 と な つた の は 三重 県 の 長島 
村 伊 角島 村 , 七 取 村 , 楠 村 , 木 赤 岬 村 , 枝 阜 県 の 吉里 村 , 
西江 村 , 迫 知 県 の 市 江村 及び 立田 村 で あつ た 。 最も 保有 
率 の 高 か つ た の は 木 合 岬 村 の 7.9 次 が 長島 村 の 5.9 
E 取 村 の 5.1 の 順 で あつ た 。 最 低 で は 央 阜 県 側 の 吉里 
村 の 0.7 を で あつ た 。 こ の 地方 に は 肝 吸 虫 の 第 一 宿主 で 
ある 「 ま め た に し 」 が 多数 いる こと も 確認 し た が , 木 切 , 
長良 , 提 斐 三川 の 合流 点 附 近 の 水郷 及び これ に つづ く 支 
流域 で は 鯉 , 鯉 , 等 の 肝 吸 虫 の 第 二 宿主 と な りう る 淡 
水 魚 を 生食 する 事 が 多く それ だ け 感 染 率 も 高い も の と 考 
えら れる 。 肝 吸 虫 慕 延 状 況 を 年 齢 別に みる と 20 歳 以下 
で は 3 以下 の 保有 率 で ある が 21 歳 以 上 60 歳 は 5 以 


( 29 ) 
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上 を 示し 特に 40 歳 一 60 歳 迄 の 者 で は 6 一 10 の 高 率 で 
ある 。 こ の 地帯 で も 顕 虫 の 募 延 が 多く つづ いて 狗 虫 の 感 
業者 が 多い 。 デ ル タ の 中 央 に 位 す る 長島 村 で は 肝 吸 虫 感 
染 者 の 多い と 同様 に 顕 虫 , 釣 虫 の 慕 延 も 他 村 に 比 し 著 明 
で ある 。 立 田村 で は 肝 吸 虫 は 他 村 に 比 し 感染 者 は 少 いか 
虫 特に 釣 虫 の 25 を が 目立つ て いる 。 以上 で 検査 方 法 
は 集団 的 な 検査 を し な けれ ば な ら な い の で 塗 兵法 を 採用 
し た 。 人 条 お 此 の 調査 に 当り 名 古屋 大 学 阿 多 博士 , 京都 府 
立 小村 博士 の 城東 病院 戸谷 博士 等 の 御 指導 を 賜 
た 事 を 感謝 致し ま 
( 加 『* 研 寄生 昌 ) 小 宮 義孝 
1) 検査 方 法 は ? 
= 家 話 的 信和 ょ みとめ られ た か 
加藤 俊一 
つて 居る 塗 採 法 ( セ ロフ ァ 


ー 避 


) に 検査 方 法 は 当 協 会 で 行 
ン We も た 
2) て 肝 吸 虫 卵 は 家族 的 に 見 られ まし た 
8. 肝臓 チ デス トマ の 種 経 系 に つい て 


広島 大 学 理学 部 動物 学 教室 


尾 崎 佳 正 
(A.B.C.C.) 
尾 崎 弘 行 


On the nervous system of C/27zo を 7S S/7762SZS. 


Yoshimasa Ozaki, Hiroyuki Ozaki 


吸虫 の 排 港 系 の 中 へ 銀 ・ 水 銀 等 の 金属 を 沈 斉 せしめ る 
方 法 を 試み た 際 , 次 の 方 法 を 用 いて 作 つ た プレ パラ ー ト 
に 訟 て 神経 系 が よく 渡 金 され て いる も の を 見 出し た 。 

新鮮 な 虫 体 を 2 citric acid の 中 に 入れ 人 夫 分 
に の ば し て か ら , 虫 を Gilson 氏 液 の 中 へ 投入 する 。10 

日 以上 経過 し て か ら 取 出し , 信 水 で すす いで 1 め % の So- 
dium carbonate の 中 に 入れ , 直射 光線 に 明 ら oe 
を 還元 黒 化 せ し め る 。 水 い し て , 順次 高 濃度 の 酒 柄 で 
取 更 へ て 脱水 し xylol を 経て balsam で 封じ る 。 

cerebral ganglion は 隠 頭 の 直後 に 訟 て 両側 に あつ て 
これ を つら ね る commissure は 食道 の 背 側 に ある 。 脳 
神経 節 か ら 前 方 並 に 後方 へ 神経 を 出し て いる 。 前 方 へ 出 
て いる 神経 は 対 で あつ て antero-ventral, antero-late- 
ral 並 に antero-dorsal で ある 。 和 何 お antero-ventral 
か ら 咽 頭 へ 分 布 す る pharyngeal nerve が 出 て いる 。 
脳神経 節 か ら 後方 へ 出 て いる 神経 は postero-ventral 





126 





nerve の み が よ く 発 人 し て いる 。 postero-dorsal は 
antero-dorsal の 起点 に 接し て 起 る が 発育 微弱 で 発見 し 
難い 事 が ある 。 postero-lateral る 門跡 的 に 退化 し て い 
て 見 分 け 難 い 事 が 多い 。 両 者 共に 腹 吸 有 哀 の レベ ル に 達し 
な い 。 腕 神 経 か ら 後方 に 出 て いる 主幹 は postero-vent- 
ral で あつ て , 腸管 に 並行 し て その 外 腹 側 に 沿う て 走 体 
の 末端 に 達する 。 

肝臓 ディ トマ で は 体 を 縦 定 す る 神経 主幹 に 沿 つ て , そ 
の 外側 に て , 多く は 神経 主幹 に 近く , 縦 に 列 を な し て な 
らん だ , 大 き な 神 経 細胞 の 点 在 する の が 見 られ る 。 之 等 
の 神経 細胞 は 略 * 対 称 的 な 位置 を 占め て いる が , 必ず し 
ce 1 側 に 8 妃 
至 13 個 位 存在 する 。 之 等 の 神経 細胞 は 比較 的 大 で , 多 
極性 で 多く の 神経 繊維 を 四方 に 向 つ て 出し 双 神 経 主 刺 と 
連絡 を 保つ て いる 。 之 等 の 神経 織 維 は 次 ぎ 次 ぎ に 分 岐 し 
て , 内 方 に 於 て は 消化 器 , 生殖 器 , 排 浴 器 吸盤 等 に 分 布 
し , 体 表 に 達し た も の は , 細か く 分 上 し て 文 互 に 連合 し 
て 皮下 に 網 を 作 つ て 体 を 包む 。 

吸虫 で は 一 般 的 に は posterior nerve は 3 対 で , 3 
対 の 縦走 神経 主幹 が 多く 横 走 commissure で 連絡 き れ 
・ 2 多く の 枝 が 出 て 皮下 に 神経 網 を 作 つ て 
る の で ある WernercotAKAM 
と lateral と dorsal が 退化 し て , Postero-ventral の 
1 対 と な り , 横 走 commissure は 目立つ た 環状 に 発達 
せ ず し て 皮下 に 網状 神経 を 作 つ て いる 。 大 き な 神 経 細胞 
が 縦列 を な し て 点 在 する 事 は 本 種 に 特有 な 構造 で も る 。 


9. 兵庫 騨 但馬 地方 の 肺 吸 是 


京 府 医 大 医 動物 
吉田 幸雄 ・ 藤 田 裕 
兵庫 県 豊岡 保健 所 
小山 幸男 ・ 村 井 知也 


* 兵庫 県 豊岡 病院 
際 戸 孝 純 


On the distribution of lung-fHukes, 72go22- 

72S 2 の 6S7e7722277 ( 氏 erbert, 1878) Braun, 1899 

and ア . o77g7 ル 77ygzg を 1939 at the northern 

djtrict of Hyogo Prefecture. 

Y、Yoshida, 耳 . Fujita, Y. Koyarna, 
T. Murai, T. Fujito 


本 邦 に 於 ける 肺 吸虫 の 分 布 は 最近 その 方 面 の 調査 が 進 
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む に つ れ 更 に 広く 是 つ 明確 選 さ れ て きた 。 我々 も る それら 
調査 の 一 端 と し て 兵庫 県 北部 但馬 地方 に 於 ける ウェ ステ 
ルマン 肺 吸虫 及び 大 平 肺 吸 虫 の 分 布 に つい て 昭和 28 年 , 
29 年 度 に 調査 し た 成績 を 報告 する 。 

1) 第 一 並び に 第 二 中 間 宿 主 の 分 布 : 円 山川 沿 涯 に 於 
て カワ ニナ , テ シ オ カワ ザン ショ ウ ガ イ 並び に モク ズ ガ 
= ニ , サワ ガ = ニ 。 ペン ケイ ガニ 。 ヶ ィ 等 が 採集 さ 

も, 矢田 川 流域 に 於 て は カワ ニナ , モク ズ ガ ニ = が 採集 さ 
れ た 。 

2) モク ズ ガ = か ら 肺 吸虫 被 栓 幼虫 の 検出 成績 : (@), 
Mb ob 

本 和 29 年 度 は 112 匹 中 22 匹 陽性 (19.7 ) で 大 体 10 数 
乃至 20 用 程度 の 浸 半 で ある 事 が わか る 。 カ ヵ = 1 個体 
karte 最少 1 個 , 平均 5.5 個 で 

淫 程 度 は 余り 濃厚 で は な 涼 EiMUasa が : 

2 3 鯉 , に 肝 の 順 で ある 。 こ れ ら 
クズ ガニ か ら 採 取 し た 被 控 幼 昌 は その 大 さき , 形 等 か ら す 

べ て ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 の 被 栓 幼虫 及び その 効 型 と 
同定 し た 。(b), 矢田 川 流域 : 矢田 川 は 円 山川 の 西方 約 
20km の 所 を 流れ て いる が 清流 で モク ズ ガ = の 棲息 少 
な く 36 匹 を 検査 し た が 被 枯 幼 虫 は 陰性 で あつ た 。 

3) ベン ケイ ガニ , クロ ベン ケイ か ら 大 平 肺 吸虫 被 組 
幼虫 の 検出 成績 : 円 山川 河口 附近 産 の ベン ケイ ガニ 45 
匹 , タロ ベン ケイ 27 匹 を 検査 し た 所 後者 の 内 3 匹 に 大 
平 肺 明 虫 被 枯 幼 虫 と 考え を られ る も の を 検出 し た ( 答 生 率 
11.1 ) 。 そ の 大 さ は 平均 278X235 ヵ , 内 膜 の 厚 さ 平均 
3.2x で 宮崎 一 郎 氏 の 大 平 肺 吸虫 被 栖 幼 虫 に よく 一 致す 
る 。 採取 し た 被 襲 幼虫 数 は 123 個 で あり 肝臓 に 最も 多 か 
人 家 束 に 感染 せしめ 成虫 を 

得 て 大 平 肺 明 虫 で も る 事 を 確認 し た 。 従来 大 平 肺 吸虫 被 
拭 幼 虫 が 検出 され た の は 熊本 , 鹿児島 , 宮崎 , 三重 の 四 
県 の み で あつ た が 本 調査 に より 日 本 海 側 に も 分 布 する 事 
が 明らか と な つた 。 

(4) 野犬 及び 人 か ら 肺 吸虫 成虫 の 検索 : 当地 方 の 野犬 
25 頭 を 調べ その 3 頭 に 成虫 を 見 出 した, 又 肺 結核 と 肺 吸 
虫 症 を 合併 せる 患者 の 肺 より 手 術 に より 2 個 の 成虫 を 摘 
出し た , これ ら は いづ れ も ウ ェ ス テル マン 肺 吸虫 と 考え 
られ た 。 一 方 当地 方 の 肺 吸虫 症 患 者 は 現在 の 所 10 名 で 
ある 。 


クロ ベン 
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10. 本 日 泡 下 の 人 肺 吸 是 症 に 就 て 
) 厚狭 町 に 於 ける 人 有馬 吸 虫 症 


山口 医科 大 学 病理 学 教室 
細川 修治 ・ 内 野 文 瀬 ・ 宮 里 史 
山下 貢 司 ・ 高 橋 一 訪 ・ 関 谷 肖 


On ParagonirmiasiS of Yarnaguchi 
Prefecture. (1) Jnvestigationof 
paragonimiasis in Asa Town。. 
Syuji Hosokawa, Fumiya Uchino, 
Takashi Miyazato, Koshi Yamashita, 
Ichiro Takahashi, Tooru Sekitani. 


吾 々 は 先 年 来 相 国 地 方 の 肪 吸虫 の 墓 延 状態 に 関し て 調 
な を 進め た と ころ 予想 外 に 募 延 し て いる 現況 に 鑑み 。 山 
日 県 に 於 て も それ が 募 延 が 予想 され る と ころ で ある 。 従 
人 SA 
て 山口 県 の 肺 吸虫 に 就 い て は , 古く は 宮入 , 恩地 
Fe oc "な い 。 其処 で , 肺 吸 昌 症 
宜 の 一 端 と し て 被 要 幼 虫 の 募 延 状 態 を 調査 し 始め , 其 
eeeN シ ャ ーー 
に 慕 延 地区 で ある 厚狭 川 流域 の 厚 狂 町 の 侯 吸虫 症 の 夢 
延 状 況 の 検索 を 進め た 成績 を 報告 する 。 検 査 に 当 つ て は 
喘 芝 検査 , 皮膚 反応 検査 , レ 線 検査 等 を 行 つた 。 
調査 成績 は 別表 の 通り で ある 。 
要約 
1. 厚狭 川 流域 17 地区 に 就 いて 肺 吸 由 症 の 調査 を 行 


つた 。 但し 検査 に 当 つて は 5 歳 以 下 及 び 外 来 移住 者 は 除 


洒 も た 』 
2. 検査 成績 は 喘 療 検査 に て 卵 陽性 者 は 230 名 中 7 名 
2 め ), 皮膚 反応 陽性 者 は 117 名 中 11 名 (9.4 を ) で あ 
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3. 双 線 検査 上 大 部 分 の 患者 で は 結節 謀 腫 型 で も つた 
が , 一 部 に は 結核 の 合併 型 と 認め られ た 。 

4. 患者 は 胡 を 嗜 食し て いる か , その 時 期 は 冬 か ら 春 
に か け で て ゞ ある 。 双 調理 法 は 生 で つぶ し て 凍り 汁 と し て 
食す 様 で ある 。 

本 研究 は 文部 省 私 学研 究 費 の 補助 に より 行 つ た 。 

問 ) ( 九 大 医学 部 ) 宮 崎 一 郎 

皮膚 に 顕 口 虫 症 の 場合 の よ うな 症状 は み ら れ ませ ん で 
し た か ? 

肺 吸虫 流行 地 で は , か な りみ られ 
が いま す 。 

答 ) 山下 貢 語 

皮膚 に 以上 の 如き 症状 に は 出 会 つ て 居り ませ ん 。 

今後 注意 し て 見 ます 。 


ます の で , 御 注 意 ね 
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た | しま 当 遇 | 検 本 皮膚 反応 検 | 征 者 数 
旬 ント 衣 を 、| 陽 | 理 | 品 | 凌 | 腸 | 発 | 理 
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)11. 実験 的 肺 吸 虫 症 の 研究 
(③) MeeCen 注 人 に よる 
気管 支 及 び 形 態 学 的 研究 


山口 県 立 医科 大 学 病理 学 数 室 
細川 修治 ・ 内 野 文 


Studies on expermental paragoni- 

mniasis. (3) Morphological studies 

on bronchi and bood vessels by 
acrYljic resin cast. 

Shuji Hosokawa, Fumiya Uchino 


実験 的 肺 多数 の 研究 2 


吸虫 症 の 組織 学 的 研究 は , 


り 詳細 に 検索 され て 来 た が , 虫 肛 と 気 堂 放 と の 関係 

開 に 対す る 肺 血 管 系 の 態度 に 関し て は 何 お 不明 な 点 が 必 
く な い の で , 気管 支 及び 肺 血管 系 の 筆 型 標本 を 作製 し 
不明 な 点 の 北 分 か を 解明 し 得 た の で 報告 する 。 


実験 方 法 , 雑 犬 に 30. ュ の er 
し , 一 定期 間 後に 放 血 必殺 , 気管 支 及 び 肺 血管 系 に , 異 
つた メア アア リー タテ ァ HRI * 体 を 注入 し 得 
た 気管 支 血 管 暑 型 に 就 ryo し た 。 気 邊 支 の 変化 , 感 菜 
30 日 | ANo 病 3 部 を 除き , 末 栓 気管 支 と の 交通 
は な く , 40 ee の 躍 工 が 表 気 演 と 交通 す 
る に 至る 。 "70 日 月 頃 で は 虫 蔵 は 直径 1.01.5mm 大 の 
1 本 時 に は 数 本 の 気管 支 と 交通 し , 同時 に 関係 気管 支 
正常 の 約 1.5 一 2 倍 程度 に 拡張 する 。 肺動脈 の 変化 , 大 
な る 血管 は 変化 な く , 虫 半 に 接し た 少数 の 末 本 血管 に 破 
生か ある 是 基 難 に 於 け an 管 の 新生 は 極め て 僅か 
, 虫 蔵 周囲 の 末 栓 肺動脈 は むしろ 粗 で ある 。 1 例 で は 
貞昌 近 で 有 動 本 Se 大 の 物 合 が あつ た 。」 
肺 静脈 の 変化 " 虫 工 に よる 圧迫 屈曲 が ある 。 末 栓 肺 静 
脈 の 破綻 は 肺動脈 よ り 基 し い が , 肺動脈 と 同様 虫 蔵 周囲 
の 沖 静脈 は 粗 で 』 ちる 。 
気 員 営 文 動脈 の 変化 
1.8mm) に 近く 拡張 す , 





思 始 部 は 正常 の 略 ミ 2 倍 1.4 一 
" 肺 実質 内 の 各 気 管 支 動脈 支 も 
1.5 一 2 倍 大 に 拡張 是 つ 顕 著 に 蛇行 し つ ゝ 助 膜 に 達し , 1 
部 は 助 膜 面 で 放射 状 の 血管 評 を 形成 す 』 忠 工 に 関係 ある 

気管 支 に 随伴 する 本 血管 は 拡張 の 程度 が 特に 強い 。 50 日 
以後 で は , 正 状 壁 に は 網状 の 細 血 管 細 を 形成 し , 虫 襲 腔 
し を 凍 続 す る に 至る 。 本 所 見 は 極め て 特有 で , 肺動脈 の 能 
度 と は 全く 異 つた 人 衝 で ある 。 此 の 新生 血管 が 履 ょ 破綻 し 


-nmmwe 因 と な る 。 気管 支 動脈 と 肺動脈 の 物 合 
0 日 目 の 例 に 於 て , 


' 虫 工 附 近 で 1mm 大 の 両面 等 の 胸 








合 を 認め , 他 の 例 に 於 て も 両 血 管 物 合 の 存在 が 推測 され 
な が ら ゃ , 明か な 且 合 の 確認 は 不可 能 で あつ た 。 

上 述 の 諸 所 見 の 要約 , ① 虫 工 と 気管 族 の 交 通 は 感 薬 後 
30 一 40 日 頃 に 形成 され る 。⑤ め 3 月 経過 例 の 虫 臓 は , 1 ン 
1.5 mm 程度 の 気管 支 と 通 し , 気管 支 拡張 を 認め る 。 
中 肛 周 因 の 肺 動 静 脈 血 管 の 増生 は 少く , これ に 反し 気 
管 支 動脈 は 綱 状 の 絹 血 管 綱 を 新生 する 。④ 虫 諾 歴 の 血管 
ena ニー 性 細 血 管 に 認め られ , 肺 動 
脈 の 破綻 は 少 い 。⑤ 気 坊 管 支 動脈 は , 起 始 部 より 2 倍 程度 
に 拡張 還 つ 蛇行 し , 肺動脈 と の 生 合 も 認め られ る 。 

本 研究 は 次 部 省 科学 研究 費 の 援助 に 依る 。 

ぅ 12. 肺 吸 虫 症 皮 内 反 應 に 関す る 研究 
1) 拓 原 の 検討 


公衆 衛生 院 
大 島 告 夫 ・ 横 川 宗 雄 

豆 南 病院 

勝 呂 帝 
Skin-test for paragonirniasis. (1) Compara- 
tive studies on various antigens prepared 

frorn 272g0772224S 2 の 6S/@Z2727777. 
Muneo Yokogawa, Tomoo Oshima, 


Takeshi Suguro. 


肺 吸虫 症 の 皮 内 反応 の 抗原 と し て は , 

と し て ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 成虫 の 食塩 水 抽出 液 が 用 
いら れ て いた 。 然し その 反 eo \ は 抗原 の 種類 , 
温度 , 注射 量 , 判定 規準 , 反応 陽性 者 と 喘 療 或いは 装 便 
検査 に よる 肺 吸虫 卵 陽 性 0 と の 関係 な ど に 関し て は 明か 
で な い 。 著者 等 は 新潟 県 直江 津 地方 及び 静岡 県 狩野 川 流 
域 の 肺 吸虫 症 流行 地 に お いて , 主として 学童 約 6,.000 名 
に つい て , 上 述 の 点 に 関し 種々 の 検討 を 試み た 。 即 ち 

① 肺 吸虫 症 皮 内 反応 は , 即時 型 皮 膚 反応 の 中 Evane- 
scent cutaneons reactien に 属す べき も の で , 抗原 を 
皮 内 に 注射 後 数 分 以内 に (概ね 10 一 15 分 以内 ) 発赤 と 共 
に 注射 部 位 が 腫 須 (oedema) する 。 こ の 際 そ の oedema 
と 発赤 と の 関係 を 検討 する と , 本 反応 の 判定 に は 発赤 の 
大 き さ よ り も ふも oedema_ の. 大 き さ を 規準 と し た 方 が 信頼 
性 が 高い よ 5 に 思わ れる 。 

②③ 肺 吸虫 症 患 者 の 血清 を 健康 人 の 皮 内 に 0.1 cc 注射 
し て , 24 時 間 後に その 部 に 抗原 を 注射 する と 明か に 陽性 


反応 を 呈す る 。 (Prausnitz-KGstner reaction) 即 ち 


ウェ ステ ル マ ッ 














し 


AKA 


《 


WS 員 











昭和 30 年 6 月 (1955)} 


Passive transfer が 可能 で ある 。 

ウェ ステ ルマン 肺 明 虫 成虫 の 食塩 水 抽出 液 , Vero- 
nal buffer saline extract (エー テル に より 脂質 除去 ), 
ッ ウェ ステ ルマン 肺 吸 虫 成虫 体外 飼育 液 (分 泌 及び 排 浴 物 
質 ), ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 セル カリ ア の 食 話 水 抽出 液 
及び ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 メタ セル カリ ア の 食塩 水 抽出 
液 等 を 抗原 と し て , 肺 吸虫 症 患 者 に 試み その 成績 を 比較 
検討 し た 結果 何れ も , 同 似 の 反応 を 呈し た が , 成虫 食塩 
水 抽出 液 , V.B.S 抽出 液 及 び 成 虫 体外 飼育 液 の 3 者 が 特 
に 有効 で ある 様 に 思わ れ た 。 人 答 お ケリ ュ ッ ト 肺 吸虫 成虫 
の 食塩 水 抽出 液 を 抗原 と し て ウェ ステ ルマン 肪 吸虫 症 患 
者 に 試み , 矢 張り 陽性 成績 を 示し た 。 

③④ 拓 原 の 耐熱 性 及び 耐久 性 に つい て も 検討 を 試み , 成 
虫 食 塩 水 抽出 液 で は 100?C1 時 間 迄 の 加熱 に ょ る 影響 は 
見 られ な か つた が , 100*C 5 時 間 以 上 の 加 熱 で は 影響 を 
5 うけ る こと を 認め た 。 又 撤 原 作製 後 1 年 4 ヵ月 を 経過 し 
た も の で も その 効果 に は 影響 が 見 られ な か つた 。 何 お 本 
反応 を 流行 地 で 集団 的 に 行う 際 の 拓 原 の 量 , 測度, 判定 
規準 到 い は 喘 療 或いは 開 便 検査 に よる 虫 卵 陽性 者 と 本 反 
応 陽性 と の 関係 , その 他 に 関し て は 演題 82 に お いて 述 
べ て ある 。 


13. 日 本 住 面 吸虫 の 面 液 型 物 質 
に 関す る 研究 
久留 米 大 学 寄生 昌 学 教室 
松瀬 幹也 


Studies on blood type substances of 
Sc/zS/2S の 22 J2 の の 722C27777. 


Mikiya Matsue 


寄生 虫 に 於 け る 型 質 の 研究 は Oliver-GonzA4les 等 に 
より 追求 され 人 顕 虫 , 豚 顕 虫 , 釣 昌 , マン ツ ッ 住 血 吸虫 
及び 有 釣 条 虫 に A 型 質 及 び B 型 質 並 びに Forssman 抗 
原 を 認め 山口 は , 有 球 許 口 虫 幼 虫 に 4 型 質 の Arv と 
Forssman 抗原 を , 太田 は 人 顕 虫 に Arvy 及び C 型 質 並 
びに Brrr, Orrr も 含ま れ て いる 事 を 報告 し 更に 無 釣 条 
虫 及び 釣 虫 に A 型 質 の Ary 及び Brrr, Orrr が 含ま れ 
て いる 事 を 追加 し た 。 私 は 日 本 住 血 吸 虫 の 型 質 に つき 免 
疫 実験 を 行い 以下 の 如き 成績 を 得 た 。 

1) 日 本 住 画 吸 虫 を 流水 で 洗い 磨 砕 し 10 倍 量 の 生理 
的 食塩 水 を 加え その 上 清 を 用 いた 。 

2) 術 式 は 沈降 反応 に 於 ける 重層 法 を 用 いた 。 
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3) 抗 Arrr 沈降 素 血清 , 抗 Arv, 抗 Brr, 抗 Brrr, 
抵 Orr 及び 撤 Orrr 沈降 素 血清 を 作製 し , 完全 分 泌 弄 
の A 型 , B 型 及び O 型 の 人 嘘 液 で 夫々 反応 する 事 を 確 め 
て 用 いた 。 

4) 日 本 住 血 吸 昌 虫 体 に は A 型 質 の Ary の 部 分 が 32 
倍 ま で 陽性 を 認め , Arrr に は 陰性 で あつ た 。 

5) B 型 質 で は 拓 Brrr の 部 分 に 8 倍 まで 認め 抗 Br 
は 認め な か つた 。 

6) O 型 質 で は 撤 Orrr に 8 倍 まで 陽性 , 抵 Orr は 
証明 出来 な か つた 。 つ まり 日 本 住 血 吸 虫 々 体 に は A 型 質 
の Arv の 部 分 と B 型 質 の Brrr 部 分 及び O 型 質 の Orrr 
の 部 分 の 存在 を 認め た 。 


14. 日 本 住 血 吸 束 殿 患 者 の 体位 
及び 血液 の 生物 学 的 性 汰 に つい て 


山梨 県 医学 研究 部 
大 田 秀 浮 ・ 佐 藤重 房 
清水 清久 ・ 中 山 茂 


中 止 


15. 日 本 住 血 吸虫 の 拡散 因子 


久留 米 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
加 茂 正 和 


Spreading factor of Sc/zs/S の 92 7 の の の 7CZ772. 


Masakazu Kamo 


1928 年 Duran-Renals 及び McClean 等 に より 組織 
の 透過 性 を 高め る 拡散 因子 の 研究 が 行わ れ , この 因子 が 
細菌 感染 時 に 重要 な 役割 を 演ずる も の と 考え られ , 1948 
年 M. D. Levine 等 は マン ツン 住 血 吸 虫 セ ルカ リア に , 
ヒア ル ロ ニ ダー ゼ を 認め , この 吸 昌 の セル カリ ア 感 染 に 
役割 を な す の だ ろう と 報告 し た 。 私 は 第 7 回 南 日 本 支部 
大 会 で , 日 本 住 血 吸 昌 セル カリ ア に つい て , 家 束 皮 内 拡 
散 試験 及び 粘液 凝固 阻止 試験 を 行い ヒア ル ロ ニ ダー ゼ 
が ある こと を 報告 し た 。 

今回 は , 推定 3000 隻 の : 日 本 住 血 吸 虫 セル と カリ ア を 蒸 
溜 水 10cc に 抽出 し た 液 に 於 て , Oswald 米 度 計 , 血液 
兆 降 測定 用 恒温 装置 を 用 い , 37"C で 粘 艇 度 測定 法 を , 
0.198g の 乾 燥 し た 日 本 住 血 吸 虫 成虫 を 6 cc の 蒸溜 水 で 
抽出 し た 液 (30 倍 ) 及び 0.04g の 乾燥 し た 有理 額 口 由 被 
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狂 幼 昌 を 6cc の 蒸溜 水 で 抽出 し た 液 (150 倍 ) に 於 て 夫 
々 , 家 亜 皮 内 拡散 試験 , 粘液 固 阻止 試験 及び 粘 楓 度 測 
定 法 を 行 つ た 。 

日 本 住 血 吸 虫 セ ルカ リア 抽出 液 の 粘 竹 慶 測定 法 で は , 
9 分 と 12 分 の 間 で 半減 値 に 達し , 日 本 住 血 吸 虫 成虫 抽 
出 液 の 家 各 皮 内 拡散 試験 で は , 対照 に 比 し 差 が な く , 粘 
液 奨 固 阻止 試験 で は ヒア ル ロ ニ ダー セ 陰 性 , 六 生 度 測定 
法 で は 半 江 値 に 達し な い 。 

有 到 額 口 虫 被 要 幼 虫 抽出 液 の 家 束 皮 内 拡散 試験 で は , 

家 各 1, III は 対照 に 比 し 著 明 な 拡散 を 示し , 灯 液 凝固 
阻止 試験 で は , ヒア ル ロ ニ ダー ゼ 陰 性 , 、 殺 簡 度 測定 法 で 
は 60 分 後 も 半減 値 に 達し な か つた が , 半 減 値 近く な つ 
た 。 以上 の 実験 の 結果 , 日 本 住 碧 吸虫 セル カリ ア に , ヒ 
アル ロニ ダー ゼ を 含有 し , 日 本 住 血 吸虫 成虫 に は , ヒア 
ル ロ ニ ダー ゼ が 殆 ん ど な く , 有 球 額 口 貝 被 杖 幼虫 に は 音 
散 因 子 が 含ま れる よう に 思わ れる 。 


16. Experimental schistoso- 
miasisS jaopnica に 於 ける 肝 騰 
機能 障害 の 細胞 化学 的 研究 


沢田 利 頁 ・ 原 敬 造 
岡 息 孝 ・ 高 木 香 二 


Cytochemical study on liver damage 
of mice with Sc/Zs/ の s の 22 7 の の CZCZ272。 
T. Sawada, KK. Hara, S. Oka, 氏 . Takagi 


細胞 に 於 ける 核酸 の 消長 は 細胞 機能 と の 関係 に 於 て , 
双 , 結合 織 の 増生 に 於 ける 細胞 基質 の 酸性 多糖 玉 の 役割 

は , 懇 原 病 , 或 は allergy 性 疾患 の 観察 に 於 て 興味 あ 
ee し て いる 。 知 々 は マウ ス に に S. 72 の 9ZCZ2 
の cercaria を 感染 させ , 7ー9 週 後に 撲殺 し て 肝 実 質 
及び 間 質 に 見 られ る 絹 胞 化学 的 所 見 (methyl-green-Dy・- 
ronin, Feulgen, Brachets”test, PAS, colloidal iron, 
hyaluronidase, metachromatic staining, 是 -E, iro- 
n-H, Mallory, Bielschovwsky, sudan-IITI) に より 立 胞 
形態 と 機能 と の 関係 を 追求 し た 。 即ち, 淫 固 壇 欧 を 示さ 
な い 肝 実質 に 於 て は , 綱 胞 核 は 一 般 に 色 質 分 離 の 傾向 が 
強く , 之 等 細胞 め 核 で は 核 小 体 の 肥大 , 及び DNA の 
減少 を 認め , 又 , 之 等 細胞 の 間 に 種 々 の 割合 に zigsag 
等 の 核 で は DNA の 
上 記 2 種 の 細胞 を 通じ て 肥大 傾 


又は , pyknotic な 核 が 混在 し , 之 
増量 を 認め た 。 原形 質 は 


(34 ) 
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向 は 少く , 軽度 の 空 胞 形 成 。 glycogen の 高度 の 増加 , 
及び RNA の 減少 が あり , か ょ る 細胞 内 の RNA は 対 
こ 認め られ た 不 規 則 な pyronin 好 性 粒 に 比 し て 
pyronin 好 性 の diffuse た 淡 染 性 物質 と し て 認め られ , 
『 肪 染色 で は 高度 の 交ぜ 豊 性 脂肪 化 を 呈す る が , 個々 の 細 
胞 で は 著しい 細胞 内 周辺 脂 臣 化 の 所 見 を 認め た 。 mitoc- 
hondria は 概して 配列 が 乱れ , 大 小 不 規則 な 題 粒 が 混在 
し 膨 化 傾向 を 示す も の も あつ た 。 間 質 の 肉芽 性 病 寮 で は 
騰 原 , 及び 格子 状 繊維 の 増殖 に 比例 し て 細胞 問 基質 に 
Acid mucopolysaccharide (hyaluronic aciqd) の 著 明 
な 増量 を , onto 
少数 の 大 き な 類 円 形 , 淡 明 な 桜 と , 原形 質 に 好 pyronin 
性 粒 を っ a の 出現 を 語 め た 。 肛 瘍 部 で は 酸性 多 
糖 杯 を 認め ず , 多く の 低 分 子 化 DNA を 含む 核 破片 を 
認め た が 形 貿 細胞 と の 間 に 一 定 の 関係 は 見 られ な か つ 
た 。 攻 脈 壁 の 肥厚 , 内 友 會 離 等 を 示 し た 部 で は 中 , 外 膜 
に 互 つ て Acid Np の 増量 が あり , 星 
絹 胞 も 一 般 に 腫 大 及び , 脂肪 化 を 示し た 。 以上 の 所 見 よ 
り , 感染 後 7 週 一 9 週 に 互 つて 肝 実 質 細 胞 の 中 等 度 の 退 
行 性 変化 と 共に 核酸 の 減少 が あり , 肝 機 能 障 則 の 存在 が 
う か が われ る 。 文 , 結合 織 増 < 
之 等 物質 が 腸 原 及び , 格子 
接 な 関係 を 有する も の と 考え られ る 。 


部 に 訟 ける Acid muco- 
polysaccharide の 増量 は , 


状 緩 維 の 形成 と 突 


( 加 ( 熊 大 寄生 虫 ) 岡 村 一 郎 
震 魚の 顎 口 虫 cyste の 結合 織 に 於 て 大体 同様 所 見 を 


17. 日 本 住 面 吸虫 の 生体 外 飼育 
①) 


J F 防 衛生 研究 所 寄生 虫 学 教室 
伊藤 二 氏 ・ 小 宮 義 孝 


Survival test of Sc/s7 の so72 76 の の 2 と 272 1m Vitro。 (1) 


Jiro Ito, Yoshitaka Komiya 


日 本 住 血 吸虫 の 生体 外 飼育 の 試み は Lee and Chu 
(1935), Rass and Bueding (1950) 等 に 見 wo 
ある 。 筆者 等 は 一 方 に お いて 血清 飼養 液 を 用 い 他方 に 
いて 人 人 工 合成 飼養 液 を 考案 し て その 試み を な し た 。 Ma 
に お いて は 主として 血清 飼養 液 の 成績 を 報告 する 。 

飼育 容器 は 往 4cm 高き さ 2cm 日 径 1cm の 硬質 硝子 
製 カ ー レ ル 北 を 用 い , 飼養 液 6cc に 対し て 抱合 虫 体 3 対 
宛 を 1 っ = の カー レル 手 に 必 容 し て 生存 状況 を 観察 し た 。 
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操作 は 総 べ て 厳重 な 無菌 的 の 元 に 行 つた が 条 お 念 の 為 に 
マニ シリ ン 500 u/cc. スト レプ トマ イシ ン 5007/cc を 
添加 し た 。 実験 の 結果 は 次 の 如く で ある 

1. 肝 全 咽 液 (へ ペ 」 リン 加 ), 脱 織 血 , 球 江 及び 
血清 の 4 種 を 比較 する と 正 清 が 最良 の 成績 を 示 し た 。 

2. 大 清 は 馬 の 個 体 差 の 影響 が 大 きく , 液 不 換 の 際 は 
濃度 の 高い 程 生存 期間 が 延長 され , 飼育 温度 は 28*C が 
最良 で あつ た 。 

3. 上 述 の 最良 条件 を 具備 し た 飼育 例 の 生存 日 数 は 液 
不 換 例 で 最短 22 日 最長 45 日 平均 33.0 日 で あつ た 。 

4. 飼 全 液 更新 の 場合 は 正 清 濃 度 及 び 飼 育 温 度 の 影響 
は 顕著 で な く , その 生存 日 数 は 最短 17 日 最長 64 日 平均 

2 日 で あつ た 。 

5. 血清 飼養 液 内 で 雄 虫 が 1 ヵ月 以上 生存 する 場合 で 
る 雌 虫 は 最長 1 ヵ月 以内 で 死滅 し た 。 

6. 和牛 血清 アル プ ミ ン 溶 液 内 で は 平均 4.0 日 の 生存 日 
数 を 示 し た 。 血清 に 豚 及 抽 出 液 を 添加 せる 例 で は 正 清 と 
比較 し て 有意 の 差 は 認め られ な か つた 。 


( 加 阪 大 微 研 ) 森 下 嘉 
生死 の 鑑別 は 何 5 し ます か , 

容 ) 伊藤 二郎 
6 ら 虫 体 の 運動 有無 に よ つ た 。 判定 困難 の 際 は 5 分 以 


, 振 湯 , 加 温 た どの 刺 温 を 加え , 人 稚 お 不動 の 際 


34 の 反 応 に 


り 決 定 し た 。 


18. 日 本 住 血 吸 息 病 治療 に 関す る 
研究 (3), 諸 種 治療 法 に 於 ける Sb 
の 運命 並 に 体内 分 布 に 就 て 
甲府 病院 
小 沢 慶三 
Studies on the treatment of schistosormiasis 
japonica. (3) The fate of Sb and its distribu- 
tion in the body on various treatrmentS。. 


Keiso Osawa. 


現在 の 治療 法 の 改善 の 一 端 と し て , 前 報 に 引続き , 現 
在 主 に アフ リカ で 行わ れ て いる 各種 強力 療法 を 取上げ , 
その 中 2 日 韻 送 法 即ち stibnal 0.003g/kg を 1 日 4 固 
3 時間 間隔 2 日 間 連 続 静 注 , 12 日 間 療法 即ち 同 量 1 日 1 
回 12 日 間 連 日 注射 を 行っ た 際 , 次 の 成績 を 得 た 。 使用 
動物 は 成熟 駿 山羊 4 頭 , 成熟 家 各 6 羽 を 用 い , 半数 づ ゝ 
各 療 法 に 使用 し た 。 血 中 Sb 濃度 は 2 日 間 療 法 で は 山羊 


( 35 ) 
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に 於 て , 注射 後 の 時 間 と 共に 上 昇 し , 第 1 日 目 終了 時 は 
初回 の 2 倍 強 と な り , 2 日 目 全 注射 終了 時 に は 初回 の 約 
3 倍 と な つた 。 人 荷 お この 間 血 球 内 Sb 量 は 血 毅 内 より 多 
く , Sb 量 の 血球 対 血 毅 比 は 注射 直後 の 血 中 Sb 濃度 の 
高い 時 に は 大 で , 時 間 の 経つ の に つれ 小 と な り , 数 時 間 後 
に は 略 ょ 一 定 し て 1.7 位 と な つた 。 之 は 主 に 血球 内 Sb 
の 移動 に よ つ た 。12 日 間 療 法 の 血 中 Sb 濃度 は 日 と 共に 
上 昇 し , 全 注射 終了 時 は , 初回 の 2 倍 弱 と な り , 70 数 時 
間 後 も 3.47 の 高 濃度 を 維持 し た 。 臓器 内 Sb 分 布 は 肝 
甲状腺 , 額 下 腺 , 小腸 , 胃 内 容 等 の Sb 量 は 現行 法 実施 
に よ つ た 時 の 方 が 大 で , 一 方 腎 , 腫 , 副腎 , 肺 , 心 , 胆 
汁 は 何れ も 強力 療法 の 方 が 多く , この 間 大 脳 内 Sb 量 は 
全 療 法 を 通じ て 少く 耳 つ 略 ぇ 一定 し た 値 を と り , 生殖 腺 
で は 現行 法 が や ヽ 大 で ある 。 又 2 日 間 法 は 肝 , 腎 , 肝 , 
甲状腺 , ee き で 12 日 間 法 より Sb 量 少く , 一 方 宮 下 
腺 , 小腸 , 副腎 , 隙 , 心 , 内 丸 , 胃 内 容 等 で は 何れ も 多 
く , この 中 特に 副腎, い 等 の 中 誠人 現に 多 大 の 関 人 
が ある と 考え られ る 重要 臓 紗 に 於 て 顕著 で あつ た 。 結論 
た も 

(1 日 時 時 療法 の 血 中 濾 度 の 最高 値 は 現行 法 の そ 
れ の 約 3 倍 で , 終了 70 数 時 間 も 何 お 相当 の 高 濃度 を 維 
持 する 。 この 際 Sb は 血球 内 に 多く , 特に 高 血 中 Sb 濃 
度 の 時 に 明か で , Sb は 主 に 血球 内 の 移動 が 行わ れる と 
考え る 。 

(2) 12 日 間 療 法 の 箇 中 Sb 濃度 の 最高 は 現行 法 の それ 
の 2 倍 弱 で , 11 日 間 は 現行 法 以上 の Sb 濃度 を 繰 返 え し 
人 奴 そ の 間 現 行 法 の 2 時 間 値 を 維持 し た 。 

(3) 臓器 内 Sb 濃度 は 臓器 に ょ つて , 各種 治療 法 間 に 
相違 を 示し , 肝 以 外 は 概ね 強力 療法 の 方 が 大 で ある 。 2 
日 間 法 は 一 時 の Sb 濃度 が , 現行 法 並 12 日 間 法 の そ 
れ よ り 著 明 に 高く , この 関係 は 各種 療法 の 副作用 発現 に 
比例 し た 。 駐 大 脳 の Sb 量 は 各 療 法 に 殆 ん ど 差 が な く 略 
ぇ 一 定 し , 生殖 腺 に も 余り 差 が な 

(4) 騰 器 内 Sb 濃度 より みて , 2 日 間 強 力 療 法 は 生体 
に 有害 と 考え られ る が , 12 日 間 療 法 は , この 点 よ りみ て 
生体 に 対し , 現行 法 と 大 差 の な い 影 響 で ある と 考え られ 
る 。 


の つた だ 。 


( 加 ) 名 大 今 永 外科 ) 磯部 吉 了 


45 歳男 子 で 15 年 前 迄 本 寄生 虫 症 流行 地 に 住ん で いて 
Cruveilhier-Baumgarten 症候 郡 を 呈し た 1 例 を 経験 し 
た 。 主 訴 は 牌 用 , メ ヅ サ 頭 及び 貧血 。 上 腹部 に て 静脈 雑 
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音 を 聴取 し , 血液 像 で エ オ ジン 好 球 5.5 , 経 腫 的 及び 
上 腸 間 膜 静脈 経由 の 門 脈 撮影 に よ り 門 脈 左 枝 か ら Sap- 
pey 膳 労 静 脈 に 通ずる 巨大 た 副 行 路 を 認め , 門 脈 圧 414 
友 水 柱 , 開腹 に ょ り 肝 硬 変 腫 腫 ・ 勝 労 静 脈 膨大 ・ 門 脈 系 
静脈 藤 の 高度 の 石灰 沈着 を 認め た 。 門 脈 下 大 静 脈 ど 物 合 術 
を 試み た が 石灰 沈着 の た め に 血管 物 合 が 出来 な か つた 。 
患者 は 術 後に 脆弱 な 門 脈 藻 破 綻 に より 出血 死に 終 つ た 。 
肝 組 織 検査 に 於 て 肝 内 門 脈 末 栓 枝 内 に 死滅 せる 日 本 住 血 
明 虫 虫 卵 を 証明 し た 。 

( 加 ) ( 徳 大 内 ) 宮 川 三男 
われ われ は , 肺 吸虫 征 に 対し , エメ チン 単独 療法 と ェ 
メチ ン ・ サ ルフ ァ 剤 併用 療法 を 行い , 血 中 及び 臓器 内 濃 
度 を は か り ま し た 。 エメ チン 単独 療法 の 際 に は 唯 今 の 報 
告 と 同じ ょ うな 臓器 内 濃度 で あり 併用 の 際 に は それ と 異 
つた 成績 が 得 ら れ ま し た の で 追加 し ます 。 


19. 宿主 体内 に 於 ける 橿原 
條 虫 の 発育 に 就 て 


奈良 学芸 大 学 理学 部 生物 学 教室 
沢 田 易 
Studies on the poultry tapeworm, 2- 
ez (27 の 77e77Z) ん gs/720 の 7 を 2S7S。 in its host. 


Tsamu Savwada 


橿原 条 虫 擬 尾 虫 が 鶏 の 消化 管内 に 侵入 し て 成熟 条 息 
発育 する に は 大 よそ 15 日間 を 必要 と する こと は 既に 
演者 (1953) に より 明らか に な つて いる が , 擬 尾 虫 が 宿 
詩 の 消化 管内 に て 成 条 虫 に な る 発育 形態 に つい て は 今 ま 
で 観 察 する 機会 が な か つた 。 今回 肌 化 後 30 日 の 11 羽 の 
自 色 レグ ホン の 雄 に 中 間 宿 主 で も る オオ ハリ アリ の 腹腔 
内 より 採り 出し た 擬 論 尾 虫 を 100<55 匹 づ っ 試食 させ , 
夫々 2 日 , 3 日 , 4 日 , 5 互 , 7 日 , 9 日 , 11 日 , 13 日 
及び 15 日 後に 鶏 を 居 殺 し て 小腸 を 切開 し , 各 ス テー ジ 
に 於 ける 本 条 虫 の 発育 形態 の 比較 観察 を 行 つた 。 

2 日 後 の 形態 肉 良 で は 発見 出来 な い の で 小腸 壁 の 級 
毛 部 を 顕微 鏡 で 探索 し た 結果 , 既に 擬 論 尾 虫 の 外 細 体 よ 
り 頭 節 が 外 転出 し て 発育 を 開始 し た 幼 条 虫 を 発見 し た 。 

3 日後 の 形態 肉眼 で は 発見 困難 で ある が 切開 し た 小 
腸 片 を 微 温湯 内 に で 洗い 内 容 物 を 取り 除く と 1.75 一 4.5 
mm に 発育 し た 細 糸 状 の 幼 条 虫 が 多数 寄生 し て お り , 既 
に 吸盤 釣 及 び 額 北 釣 で 腸 壁 に 固く 釣 着 し て いる の が 見 ら 
れ た 。 併 し 未だ 片 節 の 分 化 は 開始 され て いな か つた 。 








[寄生 忠 学 雑誌 ・ 第 4 巻 ・ 第 2 号 


4 日 後 の 形態 片 節 の 形成 が 初 ま り 30 条 虫 最多 数 の 上 
節 を 有する も の で は 60 節 を 数 を た 。 併 し 各 片 節 の 両 後 
側 縁 は 未だ 鈍 鑑 歯 状 に な つて お ら ず , 内 部 に 於 て は 少数 
の 累 丸 が 散在 し て いる に 過ぎ な か つた 。 

5 日 後 の 形態 小腸 を 七 開 す る と 寄生 条 虫 は 容易 に 肉 
眼 で 認め ら れる よ う に な る 。 忠 体 の 長 さ は 6.5 一 11.5 
mm で 、 大 部 分 の 条 虫 に 片 節 の 分 化 が 認め られ た が 成 
競 片 節 は 未だ 認め られ な か つた 。 

7 日 後 の 形 態 すべ て の 個体 に 片 節 が 認め られ , 下 体 
の 長 さ は 1.3 一 1.6crn と な り , 後方 の 片 節 の 両 後 側 縁 
ょ すべ て 鈍 氏 歯 状 と な り , 次 片 節 の 両 前 側 縁 を 覆い , 成 
長 の 早い 個体 で は 成熟 片 節 が 認め られ た が 受胎 片 節 は 未 
だ 認め られ な か つた 。 

9 日 後 の 形態 すべ て の 個体 に 成熟 庁 節 が 認め られ る 
よう に より , 中 に は 受胎 片 節 の 形成 も 認め られ る よう に 
な つた も の も あつ た 。 

11 日 後 の 形 態 すべ て の 個体 に 成熟 片 節 , 受胎 片 節 が 
認め られ た が 老 熟 片 節 は 未だ 形成 され て いな か つた 。 

13 日 後 の 形態 老 腐 訂 節 が 認め られ , 内 部 に 成熟 し た 
六 銘 幼 昌 の 存在 が 認め られ た 。 面 し て 虫 体 に よ つ て は 老 
惑 片 節 の 境 が 非常 に 狭く な り 離 脱 直 前 の も の も あつ た が 
すべ て の 虫 体 に original terminal segment が 存在 し 
て いた の で 未だ 片 節 の 離脱 は 行 つ て いな か つた 。 

15 日 後 の 形 態 37 条 中 既に 32 条 の 虫 体 は original 
terminal segment を 失い , 老 誤 片 節 の 離脱 を 物語 つて 


ナチュ 
いた だ た 。 


20. 大 複 殖 門 條 束 と 鯨 條 下 
と の 形態 比較 
奈良 学芸 大 学 
。 岩 田 正俊 
Comparative anatomy of の の / の go の カ の 724S 


gy の 77S amd の . 2/2e24 の の /6Z の 6. 


Seishun Iwata 


述 者 は 1940 年 + ワ シク ジラ か ら 採 つた の め /ogozzo カ 9- 
ZS SD。 を 鯨 条 虫 と 命名 し , LG6nnberg の 原 記載 を 見 て 
其 後 の . 2272ezoZ/ezge と 同定 し , 昌 つ 日 本 に 於 ける 大 
複 殖 門 条 虫 の . gygzgzs の 諸 記 載 と 比較 し て , この 両 竹 
が 別種 で もち る か に つい て 多大 の 疑問 を 持つ 旨 を 報告 
た 。 (大 阪 医 事 新 誌 第 11 巻 第 6 号 ) 


其 後 1941 年 長崎 医科 大 学 衛生 学 教室 に て , 同 大 学 僚 
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尾 内 科 教 室 に て 患者 か ら 採取 され た の , gzgzgzs の 標本 
を 見 , 且つ その 片 節 の 一 部 を 分 与 さ れ た の で , 同 標本 の 
染色 圧 片 標 本 と 切片 標本 を 作り , また 大 阪 准 大 微生物 病 
研究 所 保管 の 吉田 貞雄 博士 採集 の . gygzgzs の 片 節 の 
標本 を 作る こと を 得 , 且つ また 上 記 鯨 条 虫 の 同様 な 標本 
を 作 つ て , この 両 種 の 形態 を 比較 し た 。 

大 複 殖 門 条 虫 の 形態 に つい て は 飯島 及び 和栗 本 両氏 の 記 
載 と , 長崎 医大 三浦 避 二 氏 の 詳細 な る 顕微 鏡 的 所 見 を 見 
一 方 Lonnberg の 記載 を 比較 検討 し た 。 

この 両 種 の 標本 の 圧 片 標本 を 見 る に , 何れ も 一 片 節 に 
生殖 器 の 3 或 は 4 個 の も の が ある が , これ は 成就 片 節 が 
更に 分 節 する 中 途 の も の で あつ て , 特に 暑 形 と し て 取 上 
ぐ べ きも の で な く , 分 節 が 終 れ ば 1 片 節 に 正常 の 2 個 の 
生殖 器 を 有する も の で ある 。 か ょ ゝ る 変遷 の 状態 に つい て 
は マン ソン 和 頭 条 虫 に 於 て 1 片 節 に 2 個 の 生殖 器 を 一 時 
有する も の が ある こと を か つて 著者 は 報告 し て いる の と 
同様 で ある 。 

内 部 の 構造 に つい て は 両 種 の 切片 標本 を 丸 念 に 検 鏡 し 
て 見 た の に , 特に 別種 と 認 む べき 形態 の 発見 が 出来 な か 
つた が , その 詳細 な 報告 に つい て は 他 日 に ゆず り た い 。 

鯨 条 虫 の 頭 節 は 未だ これ を 採取 出来 な い の で 果して 大 
複 殖 門 条 昌 の それ と 同形 態 な る か 否 か は 未明 で ある が , 
成熟 片 節 に つい て の み 両 種 の 形態 を 比較 し て 見 る と 別種 
と は 致し 難い 。 著 者 は 多年 鯨 条 下 を 得 て そ の 生活 史 を 究 
め , 人 体 寄 生 の 実験 を 行 つ て 両 種 の 異同 に つい て 確 め た 
いと 念願 し て いる が , その 生鮮 隊 本 を 未だ 得る こと が 出 
来 ず 遺 城 に 思 つ て いる 。 


21. 大 阪 市 内 学童 の 膜 様 條 忠 頻 
の 分 布 状況 並 に 駆除 例 に つい て 


大 阪 市 教育 委員 会 
出 射 三陸 
大 板 寄 生 虫 研究 所 
藤井 正男 ・ 吉 矢 佑 


Studies on the distribution of 耳 ymenole- 

pidae in the schoolboys of Osaka City and 
their anthelmintic therapy. Saburo 
Idei, Masao Fujii, Tasuku Yoshiya 


昭和 28, 29 年 度 に 香 々 が 実施 し た 塗 抹 一 枚 鏡 検 に 依る 
集団 検便 に 於 い て 得 た 約 35 万 人 の 成績 か ら 憩 小 条 虫 
(H.n.) 及び 縮小 条 虫 (H.q.) の 分 布 並 に 釣 昌 例 に 就 いて 報 
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告 する 。 
第 1 表 年 齢 別 分 布 表 





対象 群 検査 人 た 数 耳 .n, 保 有 者 数 H.d. 保 有 者 数 











幼稚 園児 4.060 28 (0.69 め ) 0(0 め ) 
小学 生 241,443 1726(0.71) 45(0.02%) 
中 学生 88,.486 252(0.28%) 2(0.002) 
高校 生 10,449 7(0.07) 0(0 め % め ) 
第 2 表 地域 別 分 布 表 

地域 群 検査 数 耳 .n. 保 有 者 数 H.d. 保 有 者 数 

中 ・ 重 工業 地区 34,411 240(0.70%) 18 

小 工 ・ 商 業 地区 76,113 683(0.90 め ) 12 

商 業 地 区 72,.748 460(0.63 め ) 3 

佳 宅 地 区 31.676 153(0.48 め ) 9 

農 業 地 区 26.495 190(0.72) 3 


地域 的 分 布 は 小学 生 の み を 対象 と し 大 阪 市 内 22 区 を 
上 記 の 如く 分 けた が 廿 .n. は 生活 環境 の 影響 が 大 きく , 
H.d. で は 殆 ん ど 見 られ ぬ 。 


第 3 表 媛 小 条 虫 駆除 成績 








使用 薬品 用 量 服薬 和信 急 陰 転 陰 転 
(T)  ( 抵 ) 日 数 者 数 者 率 
(1) 年 齢 球 ーーー 2 日 19 7 837 只 
(2) 一 一 年 齢 瓦 1 日 2 1 50% 
(3 一 7 年齢 琴 4 日 10 4 40 久 
ーー 年 齢 瓦 2 日 27 14 52 多 


(5) "年齢 球 十 / 年 齢 恥 1 日 47 25 53 
(⑥) 年 齢 球 十 s 年 齢 也 1 日 24 6 25 中 
(7⑦) 92 年 齢 球 十 り s 年 齢 瓦 2 日 51 32 63 
(8) り s 年 齢 球 十 年 齢 也 2 日 。 6 4  @ 叶 
(9) リ ぁ 年 齢 球 十 り 年 齢 瓦 3 日 11 9 82 多め 








使用 薬品 用 量 限 楽 人 陰 転 排 下 

(〒) (K) 日 数 者 数 匹 数 
(1) 年 齢 球 ーー 人 舞 。 。 背 。 。 間 1 4 
②⑫ 年 齢 球 一 一 1 日 4 4 ..1c27 
3) 7/。 年 齢 球 士 年 齢 了 世 1 日 2 2 1 一 2 
(4) 一 一 2 年齢 瓦 1 日 1 1 1 


上 記 成 績 中 (T) は 四 塩 化 エ チレ ン ( テ トレ ン ) を , (K) 
は カマ ラ ( 同 一 ロッ ト ) を 表す 。 満 15 歳 を 以 つ て 大 人 と 
し た 時 全員 15 歳 未満 で も つた の で 用 量 は 全て 満年齢 数 
を 基準 と し た 。 第 3 表 (1) で は 2 日 連用 の 第 2 日 は 第 1 
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日 の 1.5 倍 量 を 用 い (⑨) で は 2 日 連用 し , 10 日 後に 1 日 | 


反復 服用 せしめ ②) (3) (④) 以外 は 下剤 と し て 硫酸 ナ ト 


リウ ょ を 用 いた 。 此 の 結果 H.n. に 対し て は 四 塩 化 エチ || 


レン と カマ ラ の 併用 が 効果 的 で ある 様 に 思う 。 又 ⑨ の | 


如く 服 楽 時 腸 統 毛 内 に Cysticercoid の 存在 を 予想 し た 』 


服薬 法 が 高い 卵 陰 転 率 を 示し た が 例 数 が 少 い の で 決定 的 
な 事 は 言え ない 。 第 4 表 の 排 虫 匹 英 は 服薬 当日 の み の 調 
査 結果 で ある が 所 主 「 群 集 効 果 」 が 顕著 に 現れ て いた 。 
全 例 陰 転 か ら 見 て 廿 .d. の 双 除 は 容易 で ある と 言え る 。 
両者 と も 卵 の 自然 険 転 を 老 慮 し て 集団 検便 時 に 検出 し た 
も の に つき 服 楽 直前 に 再 確認 し , 最終 服 楽 日 よ は り 2 一 5 
週 に 1 週間 間隔 で 3 回 に 互 り 各々 次 拓 九 面 に つき 後 検査 
を 行い 3 回 と も (一 ) の も の を (一 ) と し た 。 

( 加 ) (日 本 寄生 虫 病 研究 所 ) 浅 田 順 一 
大 阪 地 区 に 於 て 検索 され た ナナ 条 虫 の 人 体 和 寄生 例 が 地 
区 的 に 濃 肖 が 認め られ て 居り ます が 感 機 転 上 何等 か の 
見 透 し が つい て 居り まし ょ うか , 又 家 葉 と の 関係 は 如何 
で あり ます か 御 見 解 を 伺い 度 し 。 

( 符 ) き 笑 何 
検便 成績 の みか ら 地 域 的 分 布 を 考察 致し ま し た 上 大 阪 
市 の 22 区 を 強い て 五 つの 地域 群 に 分 け ま し た の で , 此 れ 
は 御 参 考 に 留め て 置い て 頂き 度 い と 存じ ます 。 駐 江 と の 
相関 々 係 は 調べ れ ば 必ず 比例 し て 現れ る と 存じ ます が , 
汽 の 兵 島 数 及び 其 の ナナ 条 中 感染 度 等 は 残念 生 ら 未だ 調 
棚 致 し て 居り ませ ん 。 


22. 青森 抱 に 於 ける 多 房 性 包 了 症 


弘前 大 学 医学 部 病理 学 教室 
北島 栄 太 邸 ・ 高 松 功 


Multiple echinococcus in Aomori Prefecture. 


Eitaro Kitabatake, Isao Takarmnatsu 


青森 県 に 於 ける 多 房 性 包 虫 症 の 報告 は 余 等 が 始め て ゞ 
ある 。 北大 病理 学 教室 の 礼文 島 に 於 ける 包 虫 症 も 多 房 性 
名 虫 症 だ と い 5 。 礼文 島 の 住民 は 青森 県 人 が 多い と 聴 
く 。 我々 は 礼文 島 の 包 虫 症 と 青森 県 の 包 虫 症 が 何れ も 多 
房 性 な る こと に 興味 を 持つ て いる , この 地方 の 包 虫 症 に 
関 汰 価 が ある の で ほな いか と 考え ん させ られ る 。 青森 県 に 
於 ける 本 症 の 第 1 例 は 中 郡 大 浦村 に 検出 せら れ , 次 に 西 
郡 大 戸 瀬 村 の 住民 に 見 出さ れ た 。( 弘 大 副島 外科 ) 

我々 は 第 1 例 の 大 浦村 に 検出 され た 患者 に 就 て 簡単 に 
述べ る 。 
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患者 工藤 OO 〇 ェ , 25 歳 女 , 農業 。 大 浦村 に 生れ , 県 
外 に 旅行 し た こと な し 。 昭和 26 年 8 月 中 旬 に いた り 心 
軍部 に 圧迫 感 が 起り , 8 月 下旬 に 該 部 に 腫 閣 が 生じ た の 
に 気付 く 。 9 月 中 旬 弘 大 内 科 に 入院 し , 肝臓 韻 の 疑 で 制 
癌 療法 を 受け た が 腫 閣 は 縮 少 し な い 。27 年 12 月 外科 に 
転じ 開腹 手術 を 受 く 。 確 診 を 得 ず し て 昭和 28 年 7 月 死 
22 が Eo 

割 検 所 見 : 肝臓 は 腫 大 , 右 葉 は 殆 ん ど 腫 瘍 化し , 肝 包 
膜 下 に 多数 の 半 透 明 の 液 を 容れ た 詞 胞 が 見 られ る 。 肝 左 
葉 と , 右 肺 下 葉 に 転移 冬 を 見 る 。 強 く 疹 閉 し た 横隔膜 に 
も 抽 胞 が 見 られ る 。 

組織 所 見 : 妥 胞 群 を 検 鏡 す る と 多 房 性 名 虫 症 で , 各 房 
が 独立 し , 或 は 互 に 連絡 し , 敵 胞 内 に 頭 節 及び 釣 を 持つ 
て いる 繁殖 胞 が 多数 見 出さ れる 。 腫瘍 の 如く 見 える 部 は 
擬 固 性 震 史 に 陥 入り , その 中 に 角 皮 を 持つ 工 胞 が 散見 し 
ここ に は 頭 節 も , 釣 も 見 られ な い 。 

患者 の 生活 歴 : 患者 は 犬 や 獲 が 嫌い で ある 。 患者 の 晃 
か 23 年 復員 し , 犬 が 好き で 隣 村 か ら 小 犬 を も ら つ て 育 
て , 家屋 内 で 飼育 し た 。 

部 落 民 及び 犬 の 調査 : 部 落 民 197 名 の 中 4 名 に 肝 腫 大 
( 約 季 助 下 2 横 指 ) を 見 出し た が 包 虫 症 と 思わ れる 者 は な 
か つた 。 17 匹 の 犬 の 中 2 匹 に 旬 虫 卵 と 思わ れる も の を 
見 出し , 1 匹 の 犬 (患者 の 犬 ) の 小腸 上 部 に 成虫 を 検出 し 
た 。 成虫 は 4 節 よ りな り , 全長 10mm で , 頭 節 に は 釣 
と 吸盤 が 見 られ , 第 2 節 は 細く , 第 3 第 4 節 は 太く 卵 細 
胞 , 生殖 孔 が 見 られ た 。 

皮 内 反応 : フォ オ ル マ リ ン 人 固定 し た 認 胞 内 容 液 を 生理 
的 食塩 水 に 薄め (20 倍 , 40 倍 ) 皮 内 反応 を 試み た 。 部 落 
民 25 名 の 中 1 名 は 12mm x 12mm の 発赤 を 示し た 。 
マラ リア , 黄 症 , 肝 冶 の 患者 に は 陰性 で あつ た 。 皮 内 反 
応 を 更に 追及 し た いと 考え て いる 。 


W23. 四 國 の 顎 口 (2) 


徳島 大 学 医学 部 病理 学 教室 
山 ロ 富 雄 
On the Gnathostoma in Shikoku Island. (2) 
Tornio Yamaguchi 


四国 に も , 有 球 , 日 本 及び ドロ レス の 3 種 額 口 虫 の 存 
在 す る こと は , すでに 確認 し た が , さら に , その 3 種 に 
つい て 調査 を 行い , 特に 有難 閣 口 虫 の 第 2 中 間 宿 主 は , 
今 ま で に 報告 の な い 新 し いも の を 追加 る こと が で き 
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た 。 こ ゝ に は , 1953 年 1 月 か ら , 1955 年 3 月 まで の 2 
ヵ年 間 の 調査 成績 を 報告 する 。 

有 和 球 額 口 虫 : 成虫 の 検査 は , 香川 県 下 の イ ヌ 6 及 び ネ 
ュ 3 を し ら べ , その 中 , イヌ 1 ユ 頭 の 胃 有 壁 の ュ ブ か ら , $ 
3, 5 計 8 匹 の 成虫 を 証明 し た が , 徳島 県 下 の ィ ヌ 53 
ネ ュ 45 は すべ て 陰性 で あつ た 。 第 2 中 間 宿 主 は , 香川 , 
徳島 両 県 産 の 魚 類 , 両 楼 類 , 鳥類 な ど を 検索 し , 魚類 と 
し て , 香川 県 産 の カム ル チ ィ 46 中 34, ドジ ョ ウ 20 中 4 
ナマ ズ 8 中 4, ドン ュ 27 中 2 に 幼虫 を 証明 し , 両 接 類 

香川 県 産 の タン ガエル 3 中 1, トノ サマ が ガエル 17 

中 4, 鳥類 は , 香川 県 産 19 種 31 羽 中 , ゴイ サギ , カイ 
カワ セミ 。 ド ビ 。 ハシ グ ャ トカ ラテ ラス そ 学 さ ラコ 

ガ モ , アオ サギ , コサギ 及び オオ タカ の 10 種 , 徳島 県 
産 11 種 22 羽 中 , トビ に 証明 , 用 虫 類 は , 香川 県 産 の ヤ 
マカ ガ シ 7 中 6 及び シロ マダ ラ 1 に それ ぞ れ 幼虫 を 見 出 

し た 。 こ の 中 , ミサ ゴ 1 羽 か ら は , その 筋肉 内 か ら , 実 
に 201 匹 の 多数 の 幼虫 を 発見 し た 。 な お , オオ タカ は , 
こ ゝ に , 新しい 第 2 中間 宿主 と し て 報告 する も る の で あり 
また , 従来 , 香川 県 か ら だ けし か 判 つ て いな か つた 本 種 
吾 口 虫 の 分 布地 に , 徳島 県 が 加え られ た 。 

日 本 額 口 虫 : 1953 年 1 月 , 徳島 県 産 の ィ タ チ 1 頭 の 食 
道長 に , 四国 で は じ め て 成虫 を 証明 し た が , 今日 まで に 
香川 県 産 2 及び 徳島 県 産 78 を し ら べ , 上 述 の 1 頭 を 除 、 
いて すべ て 陰性 で あつ た 。 

ドロ レス 星 口 虫 : 今日 まで に 入手 , 検査 する こと の で 
きた 徳島 県 産 14, 高知 県 産 8 計 22 頭 の すべ て の ィ ノ シ 
シ の 胃 記 ま た は 胃 腔 内 か ら , 本 種 導 口 虫 の 成虫 を 証明 し 
最多 寄生 数 71 匹 で あつ た 。 

以上 の 成績 か ら , 有 球 額 口 昌 の 分 布 は , 香川 県 だ け に 
止 ら な いこ と が 判 つ た が , 日 本 額 口 虫 は , 余り 濃厚 に は 
分 布 し て いな いよ うに 思わ れる 。 ド ョ レス 額 只 昌 は 。 四 
国 山脈 の 南側 の 高知 県 。- 徳 島 県 に わた り ,- 極 め て 濃厚 に 
慕 延 し て いる 。 今後 は , 有 球 額 口 虫 の 終末 宿主 間 に お け 
る 自然 感染 の 状況 , 愛媛 及び 高知 県 な ど に お ける 3 種 客 
ロ 虫 の 分 布 状況 は じ め , な お 多く の 不明 の 点 を 追 完 す 
る 予定 で ある 。 

また , 香川 県 産 の カム ル チ ィ に 寄生 する 第 3 期 幼虫 を 
ネ ュ 及び イヌ に あたえ て , 有 可 額 口 虫 成虫 を , それ ぞ れ 
胃 忌 か ら 見 出す 実験 に 成功 し た 。 ネ ュ は 経口 的 に , イヌ 
は 腹腔 内 に 感染 させ た も の で ある 。 

( 加 ) (岐阜 医大 ) 森 下 哲 夫 

岐阜 県 下 の デ ィ サ ギ 初 め 野鳥 に 額 口 虫 幼 昌 な く 和 愛知 県 


( 39 ) 
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上 郷 村 の ゴイ サギ 1 に な く , 
仔 虫 が な か つた 。 

( 問 ) (坂出 市 立 病院 内 科 ) 石 橋 忠 男 
私 達 は 昭和 29 年 5 月 以来 , 香川 県 坂出 市 及び 丸 重 市 
附近 の 野犬 113 頭 を 検 し 同年 7 月 その 中 の 1 頭 の 胃 長 か 
ら 自然 感染 に よる 1 匹 の 客 虫 雌 成 虫 を 発見 し その 形 前 
学 的 特徴 か ら 有 料 額 口 虫 雌 成 中 と 同定 し た 。 

③④ 腹腔 内 に カム ル チ ィ の 第 3 期 幼 由 を 入れ た 時 肝臓 
を し ら べ られ まし た か 

② 何 日 位 で 胃 に 所 見 が 現われ まし た か 

答 徳島 大 病理 ) 山 ロ 富 雄 

③① 肝臓 に は 異常 を 認め ませ ん で し た 。 

⑧③ 119 日 で す 。 


カム ル チ ィ 10 頭 に 顕 口 虫 


24. 宿主 の 組織 反 鷹 (2) 


熊本 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
攻 田 野 邦 和 ・ 渡 辺 桂 吉 


Histochermnical studies on Cg2/os7222 S の 247ge- 


2.。 (The 3rd larva in O ヵ /ce の 2/24S 6Zg24S) . 


Kunikazu Hadano, Keikichi Watanabe 


昔々 は 第 1 報 に 於 て , 顎 口 虫 に 対す る 人 体 の 組織 反応 
検索 の 手始め と し て , 有 杯 額 口 虫 第 3 期 幼 昌 及び 1 吸 昌 
寄生 震 魚 の 組織 所 見 を 検討 し , 雷魚 は 明 虫 に は 非常 に 強 
い 生 活 反 応 を 示す が , 額 口 虫 に 対す る 其 は 非常 に 弱い 事 
を 認め た 。 今回 は 更に 無機 物質 , 酵素 , 多糖 類 , 核酸 に 
就 て 検討 し た 成績 を 報告 する 。 

無機 物質 : 無水 アル ュー ル 固 定 標本 に 訟 て , 吸虫 で は 
扱 胞 区 に Ca. 及び Fe 反応 陽性 物質 (ホル マリ ン 固 定 標 
本 で も 陽性 ) を 認め , 虫 体内 に は Mg 呈 色 反応 を 示す 径 
約 3ー15 4 の 上 灯 を 多数 認め , 該 題 粒 は 有機 溶媒 室温 24 
時 間 稀 理 後 も る 陽性, アル ヵ り 性 液 (pH 約 10), 酸性 液 
(pH 約 3), 溜 水 , 60C 水 等 の 前 女 置 に 依り 全て 陰性 
と な る 。 之 に 反し , 顎 口 虫 に は か ヽ る 所 見 は 全く 認め ら 
れず , 唯 Dithizon 法 (Zn, Co, Hg 証明 法 ) に 於 て , 腸 
上 皮 に 赤 紫 色 一 紫 紅 色 粒 , 側線 に 同じ く 赤 紫色 一 紫 紅 
色 細 顎 粒 を 認め る の み で , 該 題 粒 も 有機 落 媒 多 理 で は 陰 
転 せ ず , 他 の 前 処置 後 は 陰性 と な る が , ホル マリ ン 固 定 
標本 で も 陽性 で , 1 多 NHLC1 液 及 び 1 多 炭 酸 ア ン モ = 
ァ 液 一 Dithizon 法 は 何れ も 陰性 で あつ た 。 か ょ ヽ る 所 見 
より 以下 主として 額 口 虫 幼虫 に 就 て 組織 化学 的 検討 を 加 
えた 所 , 次 の 様 な 所 見 を 認め た 。 
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酵素 : 食道 下部 に リパーゼ セ 反 応 陽 性 頼 粒 が , fa 
び 内 容 に は 酸性 フ オ ス フ ァ ター で 
を 。 

多糖 : 角 友 下層 , 頸 栓 , 側線 , 体 壁 筋 層 , 腸 上 友 及 
び 食 道 下部 に 微細 頼 粒状 の 反応 物質 が 認め られ , 之 等 は 
査 液 消化 試験 後 は 陰性 と な る 。 詞 胞 壁 に は 紗 供 型 の 陽性 
物質 が あり , 之 は 同 試 験 後 も 依然 陽性 で ある が , ヒア ル 
ロニ ダー ぞ 消 化 試験 後 は PAS 反応 陰性 と な る 。 一 方 大 
野 氏 法 に 於 て pH 4.1 で は 当 胞 歴 , 誠 胞 内 容 は 紅 紫 色 , 
pH 7.0 で は 同 部 及び 皮 較 , 側線 , 食道 の 一 部 は 紫 紅 色 
を 呈す る が , pH 2.5 で は 陰性 で あつ た 。 

核酸 : 謀 胞 歴 , 腸 上 反核 , 皮 寺 , 食道 に は ぇ チル 緑 可 
染物 質 が , 襲 胞 壁 , 食道 , 腸 上 肥 に は ピロ ニン 可 染 物質 
が 見 られ , Feulgen 反応 , 業 谷 氏 メタ クロ マジ ア 反応 
で も 大 体 同様 の 所 見 を 認め た 。 


25. 糞便 内 暑 吾 卵 和 出 法 の 比較 研究 


福井 県 衛生 研究 所 
大 瀬 貴 光 ・ 前 田 嘉 衛門 ・ 小 原 寧 
多田 哲夫 ・ 編 島 俊 定 


AA comparative study of the exarnination rne- 


thods for helminthic ova in hurman feceSs. 


Takateru Ohse, Kaemon Maeda, 
Yasushi Ohara, Tetsuo Tada, 


Toshisada Fukushirma 


1。 目的 検査 室 に 於 て 実際 に 映 虫 卵 の 集団 検査 を 実 
施す る に 当り , 何 如 な る 忠久 に 対し て 何 如 な る 検査 法 が 
適当 で ある か を 各種 検査 法 に よる 貝 卵 検出 実数 の 算定 か 
ら 比 較 吟 味 し , 以 て 目的 に よる 信頼 すべ き 実 施 法 の 選定 
を 具体 的 に 確認 せん と 試み た 。 

2. 検査 材料 集団 検査 の 結果 陽性 で あつ た 顕 虫 , 内 
虫 , 鞭 虫 , 東洋 毛 様 線 虫 , 肝 吸 虫 , 横川 吸虫 , 打 小 条 虫 
及び 広 人 節 裂 頭 条 虫 の 8 種 の 卵 保 有 者 の 可 及 的 新鮮 便 を 使 
用 し た 。 

3。 手技 

i) 直接 沙 抹 法 便 の 各部 分 か ら 小 量 宛 の 検体 を 採り 
充分 混和 後 其 の 200mg を 衝 り , 25 枚 の 載 物 硝子 に 均等 


に 分 け , グリ セリ ン ゼ ラチ ン 液 1 滴 を 加え 充分 混和 検 鏡 
ji) 飽和 食塩 水 浮 漠 法 20g の 検体 を 20cc の 水 に よ 
一 層 の ガー ゼ で 潤 過 し た 渡 液 15cc を 遠 沈 管 


く 深 か し , 
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に 採り , 2,.500r.p.m 2 分 間 遠 沈 後 上 澄 を 捨て , 比 二 
の 飽和 食塩 水 を 加え て 30 分 毎 に 1 枚 宛 検 鏡 。 温度 は を て 
6*C。 

ii) AMS-III 法 , 比重 1.080 の 塩酸 硫酸 席 達 混 液 を 
用 い , 遠心 回 転 は 2,.500r.pm 2 分 間 。 

iv) ie ] 転 は 2,500 r.pm 1.5 分 
間 。 前 記 所) iv) 両 遠 沈 法 共 , 採 便 量 , 溶解 液 量 , 潤 過 
法 。 洒 液 量 等 は すべ て 飲 和 人 放水 洛 法 の 場合 と 同位 
双 集 卵 法 は 何れ も 由 卵 が 検出 され な く な る 途 検 鏡 し た 。 
カバ ー グ ラス は 全 検 査 共 に 22 mm を 用 いた 。 








4. 総括 対象 と する 暑 虫 に よる 検査 法 の えら び 方 は 
区 表 の 通り 。 
還 衣 | | 半 広 人 肝 横川 
受精 不 受 示 受 肝 京 字 欄 居 頭 内 * 吸 
| 了 箇 | 条 点 | 条 昌 | | 忠 吸 邊 
直接 次 拓 法 |O 〇 |Olxlx|Olxlxlxlx 
浮 渡 法 |OlxIOIOlx|IOlxlxlx 
AMS 法 | 〇 |OIOIOIOIOIOIOIO 
MGL 法 |O|OIOjOIOlolololo 





浮 江 法 . 遠 沈 法 は 1 枚 目 に 総 検出 数 の 半数 以上 が 世 現 
する の で 1 枚 の 検 納 で よい が , 直接 法 は 虫 卵 測度 に より 
在 検 出 の 事 が ある か ら 占 虫 卵 を 目的 と する 場合 以外 は 朝 
沈 法 を 実施 し た 方 が 検出 素 か ら 見 て , すぐ れ , 又 時 間 的 
に も ゃ 実用 的 で ある と 考え られ る 。 

な お , 前 記 直 接 塗 抹 法 実施 中 に 同時 に 期待 値 の 小 な る 
虫 , 釣 虫 , 鞭 虫 卵 の 糞便 内 に 於 ける 分 布 型式 が ポア ッ 
ン 分 布 に 一 致す る か 否 か を 検 し た 所 , ポア ソン 分 布 で な 
いと する 時 の 危険 率 が 何れ の 場合 も >0.50 で , 近似 的 ポ 
テッ ン 分 布 に 一 致す る も の と 考え られ る 結論 を 得 た 。 


26. 物 昌 卵 概 査 法 の 研究 (2) 
釣 下 E.P.D. の 再 松 対 


予 研 寄生 忠 
佐 朋 澄子 
Studies on the fecal examination for hook- 
worrm Ova in human feces. ( 2 ) The course 
of the daily egg output. Sumiko Sato 
ヅ ビ ニ 久 虫 , アメ リカ 釣 昌 そ れ ぞ れ の 単独 感染 者 1 例 
づつ と 混合 感 業 者 1 例 に つい て 約 3 週間 連続 全便 を 採取 
し て 1 日 の 排卵 量 の 動き を 週 べ て みた 。 1 日 排 浴 全 展 の 
各所 か ら 任 意 に 一 定量 10 標本 本 づ つ 作 つて その 平均 値 



















EK) - - 軸 4 











和 30 年 6 月 (1955)〕 


を 全 検 査 期間 に つき 通 和 観 す る と , 混合 感染 の 排 罰 量 の も 
つと も る 少 い 例 (10mg 殿 内 平均 排 馬 数 0.7) に お いて は , 
毎日 の 排便 量 , 便 性 状 の 動揺 に も 関 ら ず 毎日 の 一 定量 殿 
内 排卵 数 に 有意 の 差 を 認め 得 ず , 他 の 排卵 量 の や ヽ 多 い 
2 例 (10mg 殿 内 平均 排卵 散 1.5, 3.3) に お いて は , 検 
査 全 期間 を 通じ て の 一 定量 愉 排卵 数 の 均 斉 性 は 推計 学 
的 に は 一 応 和 否定 され た が , その 動き は 特に 各々 の 毎 集団 
平均 値 を 考え る 時 顕著 な も る の で は な か つた 。 


27. 試 際 管 内 倫 便 溶解 塗 抹 法 に 
依る 呑 生 束 卵 ( 線 虫 天 ) の 検索 


岩手 犬 内 科 
川 村 清 


28. 寄生 下 の 組織 化学 的 研究 


熊本 大 学 医学 部 寄生 忠 病 学 教室 
村上 和 充 ・ 野 川 保 孝 ・ 徳 永 達 了 


Histo-chemical studies on the parasitic eggS. 
Distribution of nucleic acid in ascais-eggS。 
氏 azumitu Murakami, Yasutaka Nogaw3 
Taturo Tokunaga 


顕 虫 子宮 内 卵 に 就 い て , フ オ イル ゲン 反応 及び ピロ ニ = 
ン メ チー ル グ リ ー ン 染色 に より 核酸 の 検出 を 試み , 大 要 
欧 の 如き 結果 を 得 た 。 

1) 算 白 膜 及び , 卵殻 は メチ ー ル グリ ー ン に だ 濃 柴 し , 
フ オ イル ゲン 反応 陽 任 を 呈す 。 時 に 子宮 下部 の 受精 罪 程 
強く 反応 する 傾向 に ある 。 

2) 卵細胞 は メチ ー ル グリ ー ン に 染色 され ず , 淡い ピ 
ロニ ン の 色調 を 呈す 。 卵細胞 内 の 一 部 及び , その 周辺 部 
に メチ ー ル グリ ー ン 記 濃 楽 す る 部 分 が ある 。 

3) 卵細胞 核 内 の 仁 は 構造 鮮明 に し て , メチ ー ル ダリ 
ー ン 区 対 する 反応 弱く , 核 内 全体 と し て 均等 に メチ ー ル 
グリ ー ン に 肖 色 され る 。 核 内 に は メチ ー ル グリ ー ン 人 濃 


染 す る 小 頼 粒 を 点 在 す る 。 楼 の フ オ イル ゲン 反応 は 全体 


に 陽性 で あり , 特に 受精 卵 に 訟 いて その 傾向 は 強く な 


ー 
る 。 
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29. 感光 色素 に よる 答 生 虫 卵 の 染色 


大 学 医学 部 寄生 躍 学 教室 
- 財 ・ 丸 田 繁 


Staining of the egg of parasites 
by photosensitizing-dyeS. 
Ichiro Okarnura, Shigeru Maruta 


Cyanin 系 感光 色素 NK. No. 6 以下 50 種 に つい て 銘 
虫 , 顕 昌 卵 の 各種 状態 下 の も の を 染色 し , 且つ その 個々 
を 至 適 温度 に 於 て 塔 養 し , 大 略 下記 の 結果 を 得 た 。 

Cyanin 系 感光 色素 は 現在 其 合成 数 , 数 百 に 及び 其 の 
中 に は 特異 た 生物 学 的 作用 を 有する こと が 知ら れ , 抗 フ 
ィ ラ リア 性 , 抗 マ ラリ ア 性 の も の あり と 云わ れ 我国 に 於 
て も Poscyanin 系 色素 の 如く 抗 釧 由 性 の も の あり と せ 
れる ヽ に 至 つ た 。 我々 の 実験 は 先 に 教室 の 梶原 等 が 行 つ 
た 本 色素 液 が 特に 顕 虫 , 釣 虫 卵 の 発育 を 抑制 し な い 事 実 
に も と づき , 且つ 虫 卵 細胞 の 或 条 件 下 に 於 て 可 楽 性 を 有 
する こと 着目 し て 行 つ た の で ある 。 

1) 使用 色素 50 種 の 中 で 例外 的 数 種 を 除い て は 水 に 
溶解 し て 鮮 美 な 溶 破 と な る 。 

2) 人 釣 虫 卵 を 加熱 死滅 せ し むれ ば 51 種 の 色素 中 18 
種 は 閉 明 に , 10 種 は 比較 的 著 明 に , 11 種 は 系 角 卵 細胞 
を 項 せしめ る 。 最も 著 明 に 楽 着 せ し む る 色素 は NKK, 
79, 2, 12, 25, 91, 96, 267, 271, 287, 259, 364, 248 


等 で ある 。 
3) テル ヵ り 性 液 は 菜 着 力 を 増し , 酸性 液 は 抑制 す 
る 。 


4) 落着 は 注 液 直 後に 起り 次 第 に 濃度 を 加え 10 分 後 
に は 菜 , 不 染 の 判定 に 充分 で ある 。 

5) 犬 釣 虫 卵 , 豚 玉 昌 受精 卵 に つき 加熱 条件 の 差異 に 
より 可 染 卵 , 不 染 卵 の 両者 を 生じ , 培養 に より 可 染 卵 は 
死滅 卵 な る こと を 確実 に し た 。 不 染 卵 と 調 も , 同 液 中 に 
て 匿 養 中 死滅 すれ ば 卵細胞 は 染 着 され て 来る 。 

6) 豚 問 虫 子宮 内 生 卵 に は 不 染 罰 , 可 染 基 の 両者 混在 
する 。 

7) 前 項 不 沙 卵 は 菩 養 に より 発育 可能 で あり 薬 著 卵 は 
発育 し な い 。 染 閉 卵 は 未 受精 卵 及び 未完 成 卵 で ある 。 

8) 感光 色素 の 染 着 性 , 不肖 陸 は アン チ ホ ルミ ン 及 び 
食塩 水 で 影響 を 受け な い 。 
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30. 中 国 の 東北 地方 に 於 ける 
肝 蜂 症 の 疫学 的 研究 
広島 虹 業 短期 大 学 
吉 川 政 市 





Studies on the epidemiology of fascioliasis 
in the north-eastern parts of China. 


Masaichi Yoshikawa 


数 年 来 農 民 は “ 南 風 味 又 疫 病 "” と 称え て 早春 南 風 吹く 
頃 に 至れ ば 和牛 ( 在 来 種 ) の 下 額 が 作 大 小児 頭 大 に 浮腫 を 
来 し 貧 面 王 弱 し て 多く 死亡 る の で 之 が 発生 に 大 恐怖 心 
を 拘 い た 。1950 年 の 発生 は 特に 甚大 で 大 東 省 ( 旧 安 東 
省 ) の 発生 9,018 頭 に 対し 4,278 頭 (47.4 用 ) の 爆発 死 
を 見 る に 至 つ た 。 そ こ で 中 国人 民 中 央 政府 農林 部 は 科学 
陣 を 動員 し て 解決 に 当 つ た が 私 は 後期 に 至 つ て 参加 し 本 
症 の 生体 検査 と 割 検 の 結果 , 本 症 に は 奏 弱 占 下 浮腫 , 筆 
功 (Hb. 22ー50, 赤血球 207 一 400 万 ) の 外 一 般 伝染 病 の 
病変 並 病原 菌 を 認め ず , 肝 蜂 を 主体 (寄生 率 100 , 濃 
厚 感染 63 並 に 本 虫 特有 の 強 病変 あり ) と し 多数 の 挨 転 
胃 虫 , 住 肉 胞子 虫 及び 双 口 虫 其 他 を 併発 する 寄生 虫 病 で 
ある こと を 有明 か に し た 。 割 検 27 例 の 肝 蜂 及び 其他 寄生 
関係 は 次 表 の 如く で ある 。 





寄生 率 寄生 濃度 (% 
寄生 虫 の 種類 ーーーーー ーーーーーー 
多 ) | 持 症 ず ーー 





Zsczo7Z /e カ 77cZ | 100 | 40.5 22.2 37 .3 0 
SG7 と の CYS77S 

FT 100 | 38.5 46.1 15.4 0 
ルル ecZS/ の c77724S た 。 

icio な xs 85.2 | 51.9 18.5 14.8 14.8 
ア gzgz の 4S7 の が 0 | 80.1 | 18.5 29.6 33.3 18.5 
C@ グ 22 | 

2 の S/ の 722472 7.4 | 0 32.7 3.7 92.6 
ヵ //e の 2o707222  ・ 3 RS 5 

Oeso ヵ ん 2gos/ の 277 | 

ene | 37.0 | 3.7 18.5 14.8 62.9 
の 4c の gcgz/zzs | 

の 7 の の 794S | 59.2 | 7.4 25.9 25.9 40.7 


調査 の 結果 本 症 は 平坦 の 混 地 ば か り で な く 山 岳 地 帯 で 
も 河川 の 水辺 地域 に 放牧 し 該 地 で 給水 し た も の に 感染 し 
(主として 夏 一 初秋 ) 殊 に 今回 の 多発 並 爆発 死 は 枯草 する 
科 季 か ら 早 春 に り 特に その 間 Vitamin C 及び 和 看 白 質 
給 源 に 乏しい 粗飼料 で 養 わ れ た 場合 (特に 飼料 事情 の 悪 
い 場合 ) に 発生 し た 。 


( 多 ) 





重体 の 抵 拓 性 は 未成 生 が 弱く , 次 で 老 牛 て 成 生 の 順 で 
あつ た 。 本 症 の 防 過 上 四 謝 化 灰 素 乳剤 吉川 : 1939) にょ 
る 集 体 的 駆除 と , 中 間 宿 主 ヒ し メモ ノア ラ ヒ 員 の 生 援 する 
水辺 の 放牧 を 禁止 は 著 効 を 奏し た 。 







31. 北海 道 に 於 ける 家 赤 家 和合 
寄 生息 病 流行 秋 況 実態 調査 
(④). 生 及 び 編 羊 の 肝 蜂 症 調査 成績 


北海 道 大 学 虹 学 部 動物 学 教室 





山 下 菊 馳 
北海 道道 店 
永 田 俊 郎 
北海 道 農 業 試験 所 宗谷 支場 
渡 辺 正 雄 


Epidemiologic Survey of parasites of dormne- 
stic animals in Hokkaido (4) . A survey 
of fascioliasis of cattle and sheep. 
Jiro Yamashita, Toshiro Nagata 
Masao Watanabe 


北海 道 各地 の 和牛 及び 細 半 の 肝 軽 症 流行 の 実態 を 把握 す 
る た め の 第 1 段階 と し て 宗谷 支庁 管内 及び 厚 洋 , 八雲 の 
和牛 410 頭 , 細 羊 106 頭 に つい て 義 便 検査 を 行い , 又 450 
頭 に つい て 皮 内 反応 を 実施 し た 。 義 便 検査 で は 平均 牛 6 
, 細 羊 17.9 の 寄生 率 を 示し , これ ら 17 地 区 の 中 , 
和牛 で は 天塩 の 33.3 ダ , 半 で は 厚 潤 尾 幌 東 部 地区 の 60 
が 最高 で あつ た 。 和 牛 で は 4 歳 以上 , 細 羊 で は 2 歳 以上 
の も の に と 寄生 率 が 高い 。 肝 軽 の 生理 的 食塩 水 抽 地 液 を ア 
ンチ ゲン と し た 小野 氏 友 内 反応 で は 和牛 28.4 が 肝 蜂 陽 
性 で , 概して 3 る , 4 歳 后 に 陽性 率 が 高い 。 又 凌 便 検査 に よ 
つて 肝 蜂 又は 双 口 吸虫 卵 を 確認 し た 和牛 に 就 て 皮 内 反応 を 
実施 し た 結果 , 肝 時 の み 和 寄生 し た 和牛 で は 過半 数 が 陽性 , 
双 日 吸虫 寄生 和牛 で も 半数 が 陽性 を 示し た 。 又 両 明 虫 の 重 
複 感染 盾 で も 過半 数 陽性 に 止 つ の た 。 こ の 例 数 は 未だ 少数 
の 為 , 将来 の 検討 を 要する の で ある が , 今回 の 調査 成績 
か ら す れ ば , 肝 蜂 アン チゲ ン は 双 日 吸虫 に 対し て も 反応 
を 示す 傾向 が 見 られ た 。 双 重複 感染 牛 が 特記 すべ き 反 応 
を 示す 傾向 は 認め られ な か つた 。 

湧 知 管内 及び 長万部 管内 の 貞 死 牛 及 び 銅 死 細 羊 に つい 
て 調査 し て ろ みる と , 湧 衝 で は 昭和 21 年 か ら 昭和 29 年 ま 
で と 和牛?7 頭 , 細 羊 75 頭 が 肝 蜂 に よる 難 死 例 で あり , 長 1 
万 部 で は 細 羊 85 例 以 上 が ある 。 こ の よ ? 父 北 海道 で は ) 















昭和 30 年 6 月 (1955)〕 





肝 蜂 は 特に 細 壮 に 被害 が 大 きい 。 

中 間 和 宿主 ヒメ モノ アラ ガ ィ は 従来 北海 道 で は 確認 し た 
報告 が な か つた が , 我々 が 現在 確認 し て いる 地方 は 三石 
伊達 , 時田 , 長万部 , 銭 史 で ある 。 他 の 肝 蜂 症 発生 地方 
に 於 て も 将来 の 調査 に よ つ て 当然 確認 され 得る も の と 信 
する 。 

最近 2 年 間 の 北海 道 の 居 場 統 計 に よれ ば , 和牛 の 肝 能 寄 
生 は 約 10 で , 我々 の 糞便 検査 成績 より 高 率 を 示し て 
いる 。 この こと は 肝 蜂 卵 検出 が 常に 必ず し ゃ 容易 で な い 

と を 物語 る も の で , ここ に 皮 内 反応 の 補助 診断 的 価値 
か ある も の と 云え よ 35。 又 居 場 統 計 で は 細 壮 の 肝 蜂 寄生 
率 は 1.1 一 3.1 めで , これ を 我々 の 調査 成績 17.9 (和装 
便 検 査 ), 28.4  ( 皮 内 反応 ) に 比較 すれ ば 著しく 低い 。 
この こと は 細 寺 に 於 ける 肝 蜂 症 は 急性 に 経過 し , 般 死 率 
が 高い 為 に , 層 場 検査 前 の 負 死 例 が 多く , 舟 死 を 免れ た 
軽度 感染 又は 健康 な も の の み が 居 場 に 送ら れ て いる 結果 
か と 思わ れる 。 

北海 道 の 肝 星 症 は 従来 悪 角 軽 祝 さ れ , 殆 ん ど 調査 の 対 
家 と され な か つた の で ある が , 実際 に 調査 を 進め て みる 
と , 特に 細 壮 の 被害 が 大 きく , 和牛 と て も 実際 に は 本 調査 
成績 又は 必 場 統計 を 上 鋼 る 寄生 率 が 推定 され る 和 希 か ら , 
将来 肝 軽 症 は 北海 道 に 於 て も 赤 重 視 す る 必要 が あり , 我 
々 は 更に 全 道 に る 調査 を 目指 し て いる 。 


の 32. 新潟 弁 下 に なけ 3 る 肺 吸 和 症 流 
行 (1) 皮 内 反 鷹 に よる スク リー 
= ニング テス ト の 実用 條 値 に つい て 

公衆 衛生 院 
横川 宗雄 ・ 大 島 智 夫 
新潟 県 衛生 部 


須 川 翌 
直江 津 保健 所 
王 野 多 開 


Paragonimiasis in Niigata Prefecture. 
1) Effectivity of skin test as scree- 
ning method for paragonirniasiS. 
Muneo Yokogawa, Tomoo Oshima 
Yutaka Sugawa, Tamon Hirano 


直江 津 地区 中 小学 生 に 食塩 水 抽出 虫 体 抗原 と 脂質 除去 
後 等 浸透 圧 ズ ビ ナ ー ル 緩衝 液 に て 抽出 し た VBS 拓 原 を 
用 いて 肺 吸虫 症 ス クリ ニー ング テス ト を 施行 し た 所 次 の 
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如き 利点 を 有する 実用 に 供し 得る 能率 的 方 法 で ある 事 を 
知 つ た 。 

③④ 少量 の 原料 で 多量 の 抗原 が 出来 る ( 東 体 1 匹 当り 
約 1 万 人 分 ) 0 

② 往時 間 で 極め て 多 人 数 を 検診 出来 る 。 注射 施行 者 
1 名 で 1 時 間 約 300 一 400 名 , 

③ 結果 が 信頼 出来 る 。3) 非 特異 的 反応 少く ( 味 に VBE 
S 技 原 ) 特異 反応 を 呈す る も の の 10 が over up する 
に 過ぎ ない 。 b) 他 の 寄生 虫 病 と の Cross reaction は 殆 
ど 見 られ な い 。 梅毒 ,、 結 桜 等 の 朝 引 疾 患 に も 影響 され た 

c) 陰 性 者 か ら 晶 卵 が 証明 され な い 。(Randum sam- 
pling に より 抽出 した) 陽性 者 に は 37.5 に 叶 療 式 は 甘 
便 中 より 昌 卵 を 証明 出来 る 。 

③④ 何等 の 副作用 な く _ 30 分 に て 消失 する 。 殊 に VBS 
拓 原 は 無痛 で ある 。 

⑤ 拓 原 は 安定 で 長期 の 保存 に 耐え 効力 が 落ち な い 。 

⑯ 殆ど 費用 が か か ら な い 。 

以上 で ある が 直江 津 市 に 於 て は 統計 5.290 名 の 中 小学 
生 を 5 日 間 に て 検診 し , 陽性 者 男 87 名 , 女 36 名 計 123 
名 @.3 多 ) を 見 出し , これ の 療 及び 糞便 を 精査 し て そ 
の 7.5 多 に 忠 卵 を 確認 し 陰性 者 101 名 に は 全く 忠 卵 を 
見 出せ な か つた 。 

術 式 は 有 物 原 0.02cc を 4 X 4mm の 丘疹 を 作る 如く 
皮 内 に うち, 15 分 後に 丘疹 の 直径 の 膨大 差 を 測定 し (前 
後 径 横 径 を mm 単位 で 測り 加え て 2 分 し て , 以 下 を 4 捨 
5 入 す る ), 同様 に 食塩 水 マ ント ロール を うち 15 分 後に 
疹 直径 差 を 示す も の は それ を 減ずる 。 3mm 以下 を 陰 
性 , 4mm 以上 を 陽性 と する 。 陽性 群 は 直径 差 7.3mm 
を モー ド と する 統計 学 的 集団 を 作る (恐らく 対数 正規 分 
布 ) 昌 卵 の 確認 率 は 反応 の 大 き さ に は 関係 が な な い 。 順序 
と し て 先ず 陽性 者 の 踏 検 査 を 行い 虫 卵 陰性 者 を AMS 
III 法 に より 間 を 置き 尼 同 繰 返 す 』 (今回 は 1 回 目 の 成 
績 ) 
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33. 愛媛 騒 及 び 山 品 駿 下 「 モク 
ズ ダ ガ =」 の 肺 吸 息 被 糧 幼 是 答 生 
術 況 に つい て (2) 
山口 大 学 医学 部 病理 学 教室 
高橋 一 防 





































On the distribution of Paragonimnus meta- 
cercariae in 万 77oc/e2 ア 7 の の CZ4S in Ehirme 
and Yamaguchi Prefectures. (2) 

Ichiro Takahashi い 


昭和 29 年 4 月 第 23 回 日 本 寄生 虫 学 会 総会 に て 愛媛 県 
下 「 も くず 骨 」 の 肺 明 虫 被 開 幼虫 寄生 状況 に 就 い て 発表 
し た が 其 の 後 引続き 柚 を 調査 し た の で 第 2 報 と し て 報告 
する 。 人 お 山口 県 下 の 「 も くず 骨 」 を 調査 し た 成績 を 併 
せ て 報告 し た い 。 昭和 29 年 10 月 上 旬 よ り 昭 和 30 年 3 
月 上 旬 の 間 , 愛媛 県 豚 川上 流 と 山口 県 下 吉田 川 , 栗野 川 , 
佐 流川 , 伯 川 を 調査 し た 。 検 査 方 法 は 既に 第 1 段 と し て 
報告 し た も の に 従 つ た 。 

検査 成績 

愛媛 県 に 於 いて は 豚 川 の み で ある が 検査 衣 数 43 匹 
対し て 寄生 率 は 95.3 めで ある 。 被 枯 幼 虫 最多 寄生 数 は 
332 箇 , 最少 は 1 筒 で ある 。 

検査 衣 数 に 対し 1 匹 平均 寄生 数 は .26.3 簡 で 何 お 検出 
被 朋 幼 虫 総数 は 1131 筒 で 其 の 中 , 赤色 上 粒 を 含む 成熟 
型 は 総数 対し 72.0 , 占 粒 を 含ま な い 成 熟 型 は 20.3 
, 未熟 型 は 3.0 め , 幼 弱 型 は 4.7 で ある 。 被 寄 生 衣 
41 匹 に 対し 各 型 被 要 幼 虫 が 混合 寄生 の 胡 は 41.5 め , 赤 
色 占 粒 を 含む 成熟 型 の 寄生 の 骨 は 56.1 , 幼 弱 型 の 
み 寄 生 の 胡 は 2.4 で ある 。 尾 体 内 分 布 ば 鈴 に 寄生 し て 
いる 禁 が 最多 て 検査 骨 数 に 対し 95.35 , 以下 体 関節 部 

_ 足 関節 部 等 の 順 で ある 。 次 に 検査 磐 数 に 対し 1 匹 平均 寄 
生 数 は や は り 鯉 に 和 鐘 く 12.58 箇 で 以下 体 関節 部 , 足 筋肉 
の 順 で ある 。 山口 県 で の 寄生 幸 は 吉田 川 (検査 磐 数 27 
匹 ) は 88.9 を 栗野 川 (60 匹 !96.7 を , 錦 川 (52 匹 ) 7.69 
, 佐波 川 (67 匹 ) 86.4 で ある 。 最多 寄生 数 は 吉田 川 
の 152 筒 が 最も 多く , 最少 は 各 河 川 共に 1 筒 で も ある 。 1 
匹 平均 寄生 数 は 吉田 川 15.2 簡 , 栗野 川 25.3 箇 , 錦川 
0.21 箇 , 佐波 用 4.11 和 位 で ある 。 何 お 検出 し 得 た 各 河 川 
の 寄生 被 要 幼 虫 総数 夫々 に 対し 赤色 上 粒 を 含む 成熟 型 は 
吉田 川 93.2 を , 含ま な いも の は 粟野 川 の 18.4 , 未 替 
型 は 吉田 川 1.2 , 幼 弱 型 は 吉田 川 3.4 が 最も 多い 。 
文 各 河 川 被 和 寄生 衣 数 夫々 に 対し 各 型 被 抵 幼虫 混合 寄生 衣 


( 香 ) 
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: は 和栗 野川 69 , 赤色 眠 粒 を 含む 成 誤 型 の み 和 寄生 磐 は 錦 
川 75.0 多 , 幼 弱 型 の み 和 寄生 和 は 佐波 川 3.6 用 が 最も 多 
く , 眠 粒 を 含ま な い 成 熟 型 の み 寄 生 衣 は 佐波 川 1 匹 (1.8 
), 未 熱 型 の み 寄 生 衣 は 吉田 川 1 匹 (4.2 用 ) だ け 認 め 
た 。 菜 体内 分 布 は 鯉 に 寄生 し て 居 た 租 が 最も 多く 検査 岩 
総数 ( 各 河川 計 204 匹 ) に 対し 57.8 で 以下 体 関節 部 の 
順 で ある 。 又 1 匹 平均 寄生 数 は 鯉 に 多く 4.08 箇 で 次 い 
で 体 関節 部 の 順 で ある 。 特 に 錦川 に 於 ける 寄生 が 非常 に 
低 率 で ある 事 は 今後 の 追試 に 待ち 度 い 本 調査 に 於 ける 肺 
吸虫 は 全 べ て ウ 肺 明 虫 で あつ た 。 
本 研究 は 六部 省 科 学研 究 費 の 補助 に 依る 。 


34. 実験 的 犬 肺 吸虫 症 に 関す る 
研究 (3) 


大 阪 日 本 赤十字 病院 
位 坂 清光 ・ 松 岡 広 次 
Experimental studies on paragonirniasiS of 


dog. (3) Histochemical studies. Kiyomitsu 
Isaka, Hiroji Matsuoka 


肺 吸虫 症 の 肺 病変 に 就 い て は 極め て 詳細 に 研究 され て 
いる 故 , 今回 は 組織 化学 的 検査 肥 ち 「 フ ォ ス ファ ター ゼ 」 
検索 を 試み た の で 報告 する 。 

成熟 雑 犬 に 肺 吸虫 被 要 幼 虫 を 感染 せ し め て 3 て 4 ヵ月 
後に 割 検 し て 組織 学 的 検索 を 試み た 。 アルカリ り 「 フ ォ ス 
ファ ター ぞ 」 の 検査 は 久保 , 高松 氏 法 に より 行 つ た 。 

肺 に は 特有 な 病巣 形成 が あり 。 由 体 周明 に は 肉芽 組織 
が 新生 し , 一 部 に 線維 化 が あつ て 汐 巴 球 ,「 デ ラス マ 」 綱 
胞 等 の 浸潤 が ある 。 病巣 に は 細胞 の 環状 浸潤 も る ある 。 

「 フ ォ ス ファ ター ゼ ぞ 」 

肺 胞 上 皮 : 原形 質 反 応 及 び 核 反応 も 共に 陽性 で ある 。 
浸潤 細胞 も 赤 原 形質 及び 核 反 応 共 に 陽性 で ある 。 病巣 近 
く の 実 質 の 反応 は 僅 に 強い 様 に 思わ れる 。 
気管 支 上 皮 : 病巣 内 の 気管 支 粘膜 上 上 肥 の 原 質 質 及 び 核 
反応 は 強 陽性 で ある 。 細胞 浸潤 巣 の 気管 支 上 皮 も 赤 陽 性 
を 示す 。 其 他 結 合 織 及び 肉芽 組織 等 て 周囲 の 肺 実質 に は 
出血 或 は 脱落 細胞 、 心 臓 弁膜 病 細胞 等 の 浸潤 の 外 に 「 デ プ 
ラス マ 」 絹 胞 の 油 性 浸潤 が ある 。 そ の 間 に 卵 の 栓 塞 が 
ある 。 肺 胞 璧 は 細胞 浸潤 の 外 に 毛細 管 の 拡張 及び 結合 織 
増生 の 為 肥厚 する も の が ある 。 気管 支 は 上 皮 の 増生 , 克 
の 肥厚 が あり , 細胞 浸潤 が ある 。 筋肉 の 増生 も 認め られ 
る 。 呼吸 小 気 管 赦 O の 上 皮 の 増生 が ある 外 , 璧 の 筋肉 の 増 
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生 が ある 。 肉芽 組織 に は 血管 の 多数 認め られ る 外 , 気管 
支 動脈 の 拡張 も 認め られ る 。 双 円形 細胞 は 「 フ 」 反 応 陰性 
で ある 。 

本 研究 は 女 部 省 の 科学 研究 費 (細川 教 授 担 当 ) の 補助 を 
受け た 。 


35. 肺 吸虫 の 生物 学 前 研究 (2) 
肺 吸 息 幼 是 の 体外 飼育 に つい て 
公衆 衛生 院 
大 島 智 夫 


Biological studies on 72g の 77722S 2 の の S7@77727727. 


2 ) In vitro culture of excysted 1arvae. 


Tomoo Oshima 


幼虫 の 飼育 を 試 る に は 先ず 幼虫 を 自然 の 状態 に 近く 最 
も 能率 的 に 採取 する 方 法 を 検討 せ すね ば な ら な い 。 従来 の 
8 ee 統計 学 的 os ーー 
し い の で 缶 来 る だ け 多 く の 新 鮮 テ メタ セル カリ アテ を 集め て 
種々 の MMHAy メア ャ ャ タリア 容 撮 に 
脱 要 する が 極め て 不 均一 で 幼 昌 の 生活 力 が 劣る の で 実験 
か ら 除 外し た 。 ベ ロナ ー Berry 

hw る に 37" より 40* 及び 43* が 脱 状 率 高く 407 


び 43? の 間 に 有 意 差 は な い が 43" は 脱衣 後 高価 の 影響 
て 早く 死滅 する か ら 340 が が 最適 思わ れる 。 pH は い ず 
れ も 7.5 と 8.0 と の 間 に 閉 明 な 開き が 見 られ アル ヵ カリ 性 
に 傾く と 極め て 脱 状 容易 と な る 。 但し 8.0, 8.5, 9.0 に 
は 有意 差 が 認め られ な い 。 
仮に 40? pH 8.5 を 最適 と し て 58 ュ を 用 い て 脱 誠 経 
週 5 を 印 縛 半 こわ た り 見 る に 3 時 間 前 後に 50 9 時 間 に 
て 80 多 脱 姜 し 以後 20 時 間 に も 87 に と ど ま る 。 時 間 
民間 休 数 は 正規 分 布 とも 対 数 下 規 分 布 と も 合致 し な 
rr で あつ た 。 モク ズ ガ ニ 血清 は 平均 p 是 
7.75 で 放置 する と 7.9ー8.0 に な る か ら これ を 40” に 加 
温 し て 脱 要 率 を 見 る に 12 時 間 に し て 18 多 に 過ぎ ず 面 も 
脱 壮 後 の 生存 は 短い 。 飼育 に 用 いる に は 出来 る だ け 体 液 
に 近い Medium が 望ま し い が ら 0 氏 液 を pH 
8.1 に 調製 し 密栓 容器 中 に メタ セル カリ ア 94 ュ を 用 い 
て 観察 する に 40”" で は ベロ ナー ル 緩 衝 液 と ほぼ 同 結果 で 





あつ た 。 

Trypsin の 影響 は 甚だ 不定 で 特別 の 促進 作用 は 認め ら 
れ な い 。 機械 的 振 湯 は 短 時 間 に は 脱 要 を 早め る よう で あ 
る が か が 10 時間 後 は 幼虫 は 大 部 分 死亡 する 。 以上 の 結果 を 
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加味 し 飼育 に は 必ず 新鮮 メタ セル カリ ア を 用 い , 先ず 14 
倍 マ ー ゾ ニン 水中 に 510 時間. 浸し て .pH 8 一 8.5 の 減 
菌 タ イロ ー ド 液 中 に 40* 10 時 間 ( ほ ゞ 8 割 脱 械 ) 保つ て 
幼虫 を 集め る 。 

これ を 血清 と Trypin 氏 液 又は Hanks 氏 液 の 混合 
液 に 抗生 物質 を 加え て 337” に 飼育 する と 馬 血 清 の 場合 混 
合 比 1: 1.5 が 最も 長く 生存 し 平均 18 日 を 記録 し た 。 
(Medium1cc 当り 1 匹 の 割 


36. 肺 吸虫 の エメ チン サル ラフ ア 何 
治療 に 関 る 実験 的 研究 (1 ) 


2 短 
便 


島 大 学 医学 部 内 科 
宮川 三男 ・ 中 瀬 勝 
間島 中 央 病院 


田 中 休 


Experimental studies on lung fuke disease 
ア Z7Zg の 7227224S 2 の の S7e7977777) treated with 
sulfonamide and emetine hydrochloride. (1) 


Mitsuo Miyakawa, Masaru Nakase, Susumu Tanak: 


我国 で は 肺 吸虫 症 に 対 し て 横川 等 (1939) の 提唱 し た ェ 
メチ ン ・ サ ルフ ァ 剤 (以下 ェ ・ サ ) 併用 療法 が 広く 用 いら 
れ て いる 。 併用 療法 が エメ チン (以下 ェ ・) 単独 療法 より 
何故 すぐ れ て いる か , 同 療法 実施 後 果 し て 肺 吸虫 は 死滅 
し て いる か 否 か を 検討 する 為 に 本 実験 を 行 つた 。 

先 づ ェ ・ 単 独 使用 の 場合 と エ ・ サ 併用 の 場合 の 血 中 及 
び 騰 器 内 エメ チン 濃度 を 測定 し た 。 

エ ・ 単 独 と し て は 実験 大 デビ ロ キロ 10mg の 信 酸 エメ 
チン (エメ チン 中 毒 贅 量 ) を 1 回 注射 し , = ェ ・ サ 併用 犬 と 

て は エ ェ 注射 後 直ちに 複合 イル ガ フェ ン 注 射 液 5cc 筋 
志 じ だ 

単独 犬 も 併用 犬 も ぃ 血 中 エメ チン は 注射 直後 最高 で 以下 
滞 次 減退 し , 濃度 及び 減退 の し か た に 差 は 認め られ な か 
つた 。 注射 24 時 間 後 臓器 内 エメ チン を 定量 の 結果 両者 
と も 肝 , 肝 , 肺 , 腎 の 順に 高い 値 を 示し た 。 こ の 事 か ら 
エメ チン は 注射 後 速やか に 血 中 より 排出 され 騰 器 内 に 著 
積 す る こと が 明か と な つた 。 赤 ェ 単独 に 比 し , エ ・ サ 佐 
用 が より 高い 臓器 内 濃度 を 示 し た 。 次 に 体重 55 kg の 人 
体 に 4 多 人 塩酸 テ エメ チン 1cc 注射 を 14 日 間 実 施す る 場合 
肺 吸虫 に 如何 な る 影響 が ある か を 検討 する 為 , 8kg の 
肺 吸虫 択 患 大 に 対し て , 作 酸 テ エメ チン 毎日 5.7mg を 注 
射 し , エ ・ サ 併用 療法 の 犬 に は 毎日 イル ガ フ ェ ン 未 を 内 
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了 さ せ , 15 日 目 に 割 検 し た 。 

臓器 内 ェ 濃度 は 牌 , 肪 , 肝 , 膝 の 順 で , エ ェ ・ 単 独 に 比 
し ェ ・ サ 併用 犬 の 方 が 臓器 内 濃度 の 高値 を 示 し た 。 母 虫 
の 生死 鑑別 は 割 検 直 後 37"ー40?C の 生理 的 食塩 水 に 投 
じ て 運動 の 有無 に よ つ て 鑑別 し た 。 エ ・ 単 独 で は 15 虫 
体 の ぅ も 活動 虫 体 12, 不 活 動 虫 体 3 で , =・ サ 併用 で は 
昌 体 の うち 活動 虫 体 15, 不 活動 虫 体 3 で , 両 療法 と も 殆 
ん と 無効 で も つた 。 

火 に 上 記 人 体 に 朝夕 回 の テ メ チ ン 注 自 を する と し て 
肺 吸虫 殺 串 犬 7 8kg に 対し て 塩酸 テ メ チ ン 11mg : 
he : 射 し , 併用 療法 犬 < に は イル ガラ ェ ン 未 を 毎日 内 
服 さ せ 


RE - 際 


割 検 後 母 虫 の 生死 鑑別 を 行う 3 に, エ ・ 単 独 で は 20 虫 
体 すべ て 活動 , 併 月 は 19 貝 体 中 活動 18, 不 活 
動 1 で 両 療法 と も 無効 で も つた 。 

以上 実験 に より , 1) エメ チン 療法 の 有効 な の は , エメ 

チン の 須 内 著 積 が 肺 吸虫 に 対し て 影響 を 及ぼ す 為 で あ 
う と 考え られ る 。 

2 エメ チン ・ サ ルフ ァ 剤 併用 療法 が エ ュ チン 単独 療法 
より 有効 な の は 併用 の 方 が エメ チン の 及 内 蓋 精 を 高め る 
為 で も ろう と 考え られ る が , エメ チン に 対す る 感受 性 に 
は 相当 の 個体 差 が も る か rs ea 
e3) 現今 行わ れ て いる エ ・ サ 併用 療法 で は 肺 吸 虫 を 


に 死滅 させ る こと は 出来 な い 。 


27. 中 枢 征 経 由 虫 類 症 ( 肺 吸 是 
症 ? ) に な ける Diethyl carbaym- 
Imethylpiperazine dihydrogen 
citrate に よる 治療 試験 
大 阪 大 学 医学 部 第 
小野 典 度 ・ 西 井 長 武 





大 阪 大 学 医学 部 微生物 研究 所 
に 
西村 猛 ・ 工 保 忠 三郎 


Therapeutic trial ofa spinal hehminthiasis 
(Paragonimiasis?) with 1-diethylcarbamy1l-4 
-methylpiperazine dihydrogen citrate. 
N. Ono, N. Nishii, T. Nishimura, C. Shoho 


中 枢 神経 肺 吸虫 症 は 過去 に 於 ける 先 人 の 経験 に 照 し て 
も 明 な る 如く 往々 に し て 死後 割 栓 に こよ つて 始め て 明 と 
な る 例 が 多い 。 幸 本 例 で は 家族 の 大 半 が 肺 臓 型 友 下 織 弄 
の 肺 吸虫 症 に 机 号 し て 居る こと が 入院 中 (診断 前 ) 明 と な 


( 46 ) 
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つた の で , 本 虫 に よる 中 枢 神 経 症 の い が 濃厚 と な り 
更に 後 皮 内 反応 (横川 , 大 島 抗 元 ) に ょ り 其 の 大 い が 一 層 
強め られ た も の で ある 。 

本 剤 を 用 いて 治療 を 試み る に 至 つた 動機 は , 手術 前 の 
最後 の 試み と し て , 家畜 の 脳 脊 儲 モ タリ ア 症 に 訟 ける 経 
験 か ら 本 剤 の 中 枢 神経 へ の 浸透 力 の 大 な る 点 を 応用 する 
に あつ た 。 幸 2 回 の 大 量 投薬 後日 余 を 経て , 第 6 胸 笠 以 
下 の 完 全 麻痺 は 滞 次 と け , 1 月 後に は 不全 麻痺 は 殖 ん ど 
消失 , 知覚 の 復 以 も 肛門 居 囲 , 生殖 器 , 肝 の 高 さ の 帯状 

の 腹 璧 部 に 見 られ る に 至 つた 。 勿論 後者 は 温 容 刺 半 を 痛 

覚 で 感知 し 得る 程度 で も る 。 反面 レン トゲ ン 検 査 た に よ つ 
て 第 6 胸 部 に 認め られ る 上 虫 体 と 覚 し きも の に 本 剤 が 何 
ら か の 影響 を 与え る か , ある い は それ を 死滅 な せしめ る か 
を 確 め る た め 家 族 の 一 員 で 療 中 に 虫 卵 を 出す も の に も 投 
写 され た が か が, 投 楽 後 の 虫 卵 数 は 著しく 減少 , 又 投 薬 後 の 
功 中 エ オ ジノ フィ リア の 増減 も 著しく 本 剤 の 中 枢 神経 内 
に 在 る と 覚 し い 虫 体 へ の 影響 は 裏書 き さ れ た と 解せ られ 
る 。 

其 の 後 導 中 の 虫 卵 減少 は 一 時 的 に し て 数 日 を 出 ず し て 
投 楽 前 の 状態 に 復 居 する 事実 より 完 全 に 死 減 な せしめ 得 な 
い 事 を 知り , 中 枢 神経 内 虫 体 に 必要 な 一 時 的 大 量 投与 
MP に 伴 ぅ 副作用 ( 路 吐 ) を も 考慮 し 40 日 

こ 及 ぶ 良 好 な る 経過 に も 不 拘 , 投薬 を 変更 し , エメ チ 
ン ・ ス ルフ ォ ン ッ 剤 併用 に 移行 し た 。 

更に 3 山 後 , 患者 は 硝 髄 の 手術 を 受け た が , 硬 硝 芋 膜 
外 に 異常 組織 (組織 像 で は エ オ ジン 嗜好 細胞 を 主体 と す 
る グラ ニュ ロー ム 様 変化 で , 中 央 に 空洞 が あり 寄生 虫 に 
よる 疑い 濃厚 な る 病変 が 認め られ た 。 還 者 は 葛 に 1 月 
後 死 去 し た が 割 検 は 行わ て ん な か つた 。 

ー 郭 。 打ち か の を 与え , 移動 せしめ 
た 為 め 春 丹 局所 へ の 圧迫 が 解け , 炎 神 反作用 の 作 誠 を 
招来 し た 様 で ある が , 何 分 本 剤 が 肺 吸 虫 に 試み られ た の 
は 初め て で ある か ら 楽 効 に 就 い て は 近 き 将来 動物 実験 に 
より 確 め る 計 弄 で ある 。 
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38. 日 本 住 面 吸 下 症 に 於 
ける 肝 生 概 の 診断 的 債 値 


久留米 大 学 医学 部 吉住 内 科 
吉 佳 好夫 ・ 渡 辺 浩 見 ・ 織 田 卓 五 度 


Diagnostic value of needle biopsy of 

the liver in schistosomiasis ja4ponica。 

Yoshio Yoshizumi, Hiromi Watanabe, 
Takugoro Oda 


日 本 住 血 吸虫 症 は 日 本 の 特定 の 地 で 見 られ る 地方 病 で 
あぁ つて, 種々 の 症状 を 呈し , 諸 疾 患 と の 鑑別 に 困難 な る 
場合 が 多い 。 面 し て 之 の 確実 な る 診断 は 患者 の 糞便 中 に 
mA ーー 
な し 得 て も 糞便 中 に 卵 を 発見 し 得る 場合 が 比較 釣 すく な 
い 。 

セル カリ ア が 人 体 に 感染 し て 門 脈 に 達し , 産卵 する 迄 


に に 4ー5 週間 を 要する と され て いる 。 面 し て 卵 の 一 部 
壁 ea 便 中 に 排出 さ 。 文 他方 肝臓 の 小葉 
嫁 部 に も 栓 塞 す る 。 重 , 還 , 及び 犬 等 の 動物 で は 腸 粘 


膜 搬 柚 法 に よ つ て 直接 虫 卵 を 発見 する こと が 価値 多い と 
大 越 伸 教授 は 述べ られ て いる 。 然し この 方 法 は 人 体 に 於 
て は 臨床 上 の 診断 に 実行 し 難い 。 

肝臓 の 生 検 泌 は 1895 年 に Lucatelle に よ つ て 創 め ら 
よ つ て 肝臓 の 諸 疾 患 の 検査 に 用 い 
て い 。 に 失 て らい 得 た 肝 
片 を 固定 し , 染色 を 組織 学 約 に 検査 し 奴 そ の 組織 
中 1 eeー は な され て いる 。 然し 余 等 
が 今回 発表 する よう な 簡 抑 法 は まだ な され て 居 な い 様 で 
も る 。 方 法 。 糞 便 中 に 日 虫 卵 を 認め な い 日 虫 侵 淫 地 の 患 
者 の 肝臓 の 一 定 場所 を 密 刺 し 得 た 肝 片 を 直ちに ステ イド 
に の せ 之 を 蓋 い 硝子 に て 圧 し て 顕 鏡 す る と 極め て 鮮明 な 
視野 中 に 多数 の 卵 の 存在 を 認め 得る (仮称 一 生 肝 スティ 

ド 法 と する ) 。 肝 窪 球 を 始め て 卵 発見 迄 に 僅か 数 分 で た 
り る 。 文 得 た 残り の 肝 片 は 固定 し , 染色 し て 組織 学 的 検 
査 及 び 由 卵 発見 に も 用 いら れる が , この 方 法 は スラ イド 
法 が その 卵 発見 迄 の 操作 の 簡易 な る こと 及び 卵 発見 率 の 
高い こと に 比 す れ ば は る か に ヒ 劣 つて 居る 。 

肝 究 刺 の 場所 , 適応 症 , 光 刺 前 後 の 処 置 を あや ま ら ね 
ば いむ べき 副作用 は な い 。 た と えば 窪 刺 前 に カチ ー フ の 
注射 及び 冠 刺 針路 に 直ちに ベ = シ リン 注射 を 行う な ど 。 

余 等 は 現在 迄 に 111 例 に 120 回 少 素 を 行 つ た が 1 例 に 
も いむ べき 副作用 を 認め て いな い 。 


れ て 以来 , 多く の / 


( 47 ) 
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叉 多量 の スチ プ ナ ー ル 注射 1 年 7 ヵ月 を 経過 し 其 間 
確実 に 感染 の 機会 な く 双 常に 虫 卵 を 糞便 中 に 認め な い 加 
peareorentn と を 顕 鏡 的 に 確認 

更に 財 化 の 可能 な る こと を 知 つ た 。 

2 
久留 米 市 附近 及び 佐賀 県 三養基 郡 等 の 日 虫 侵 淫 地 よ り , 
諸 症状 を 訴え て , 人 
法 で 検査 し 66 人 (59 ) に 日 虫 卵 を 認め た 。 然し 66 人 
中 人 糞 便 に 日 虫 卵 を 認め 得 た も の は 14 人 (12.6 多 ) で あ 
る 。 人 久留米 地 方 の 日 虫 症 患者 の 実数 は 従来 の 検便 法 に よ 
つて 得 た 数 の 約 5 倍 が 考え られ る 。 同 地 方 の 羽 の 肝 隊 中 
こも 日 虫 卵 の 多い こと を 最近 教室 の 田中 , 渡辺 が 発表 し 
て いる 。 

生 肝 スラ ティ ド 法 は 人 の 日 虫 症 の 診 数 に 価値 ある も の と 
信ずる 。 


39. 各種 寄生 下 卵 の 物理 的 
條 件 に 対す る 抵 抗 
2) 日 本 住 血 吸 虫 卵 の 低温 に 対す る 抵 撤 
飯島 利彦 ・ 秋 山 浴 雄 
中 止 


40. 寄生 邊 性 疾患 に 於 ける 白 血 
球 遊走 速度 及び 貧 食 能 に つい て 
(3 ) 家 兎 住 血 吸虫 症 Sod. 
oxiantimonic gluconate 治療 時 


の 白血球 機能 に つい て 


大 阪 日 本 赤十字 病院 
松岡 広 炊 ・ 西 川 美 博 


On migration velocity and phagocytosis of 
leucocytes on variouS pa2rasitic disease. 
(3) On leucocyt function in experimental 
rabbit schistosomiasis treated with sodiurm 
oxiantimonic gluconate. Hiroji Matsuoka, 


Yoshihiro Nishikawa 
日 本 住 血 吸 虫 定 の 本 態 に 関す る 研究 は 古く か ら 行 われ 
て 居り , 治療 に 就 て も 諸家 に ょ り 閥 多 の 研究 業績 が 発表 
され て 居る 。 現在 三 価 及 び 五 価 の アン チ モ ン 剤 が 特 効 的 
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で ある こと が 知ら れ て いる が , 落 干 の 中 毒 症状 が 時 に よ 
り 発 現す る 様 で ある 。 我々 は Sodium oxiantimonic 
gluconate で 家 更 日 本 住 血 吸虫 症 の 治療 を 行い , その 白 
血球 機能 を 検査 し た の で 報告 する 。 
実験 動物 は 25 一 4 kg の 家 各 。 宮入 上 内 内 セル カリ ア を 
腹壁 に 経 友 感染 せ し め た 。 薬剤 は Sodium oxiantimmonic 
gluconate を 生理 食塩 水 に 1 cc 当り 0.01 
g の 割合 に 溶解 , 1 回 量 pro. kg.0.01g で て" ト 
注射 回 数 20 回, 総量 Pro. kg. 0.2g So- 
dium oxiantimonic gluconate の 化学 構 EN pu 
造 は 右記 の 通り で ある 。 ay 
検査 は 好 中 球 遊 走 速度 (N.M.V.) 及び 好 Joon。 
酸 球 遊 走 速度 (E.M.V.) 並び に 好 中 球 墨 粒 
資 喰 能 に 就 て 治療 前 , 10 丘 注射 後 及び 20 回 注射 後に 於 
て 観察 し た 。 そ の 成績 は 次 の 通り で ある 。 





て 実 腺 番 号 | 
| 62 63 69 70 71 | 平均 
検査 時 期 | な | 
好 中 球 平均 遊走 速度 (min.) 
注 射 前 | 17.05| 20.08| 18.56| 11.74| 16.29| 16.74 
10 回 注射 後 | 20.08 17.42| 16.57」 16.29 11.74| 16.42 
20 回 注 身 後 | 24.24| 24.62| 13.64 14.68 死亡 | 19.3 
好 酸 球 平均 遊走 速度 (min.) 
注 射 前 | 8.33 10.42 7.58 7.76 10.04| 8.83 
10 回 注射 後 | 14.68 11.36 5.87| 10.98 7.58 10.09 
20 回 注射 後 | 15.91| 7.39 6.E2 9.09 死亡 | 9.73 
好 中 球 平均 墨 信 只 


注 射 前 | 2.42 1.94 2.42 2.15| 2.37 2.26 
10 回 注射 後 | 2.08 2.04| 2.24 2.72 1.6 2.14 
20 回 注射 後 | 2.86 2.58 2.62 3.06| 死亡 2.7 


N.M.V. は 治療 前 より 元 進 を 示し た も の 及び 減退 を 来 
し た も の が ある が , 元 進 型 は 組織 学 的 に 治療 効果 の 認め 
られ た も の で あつ て , その 遊走 能 が 正常 状態 に 復 糖 し た 
科す 。 ・ 


E.M.V. よそ の 肛 且 は 多く か omkmr の RhNo 


全 例 の 平均 値 に 於 て は 元 進 を 来 し た 。 即 ち 感 染 前 に 眉 復 
O ま と と ジ 才 朱 す る 本 oxiantirnonic gluconate 治 
療 は 住 血 吸 虫 症 に ceore 村 和 つて 治療 に より 白血球 機能 
ゃ 正常 状態 に ま で 検 復 す 





ー 太 び 百分率 
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41. 徳之 島 に 於 ける 有 釣 


條 是 の 存在 に 就 て 
福岡 市 
古 賀 元 上 晃 


On the incidence of 7gezZ 
so7zz2 in Tokunoshirma. 


Gencho Koga。 


有 釣 条 昌 は 世界 各地 に 分 布 し , 東洋 に 於 て も 中 国 , 漠 
洲 , 朝鮮 , 台湾 , 沖縄 より 報 結 せら れ て 居る が , 我が国 
に 於 いて は 稀 に し て 最近 外地 より の 帰国 者 に 時 々 見 られ 
る 程度 で ある 。 私 は 昨年 8 月 徳之 島 に 渡り , 島民 の 診療 
並び に 寄生 虫 調査 に 際 し , 伊仙 村 に 於 て 高度 の 有 釣 期 虫 
ーー 
度々 同島 産 の 豚 ( 黒 豚 ) を 食し て 居り , 本 病 の 診察 以外 に 
島 よ り 出 た こと は な い 。 

患者 の 訴え 及び 所 見 : 約 半年 前 より 全身 修 怠 を 覚え 全 
身 皮膚 に 多数 の 小 腫 癒 を 生じ , 又 眼 球 突 出し 上 腹部 膨れ 
王 弱 し て 来 た 。 二 , 三 の 医 師 に 診断 を と い 癌 の 末期 な ら 
ん と 芸 わ れ て 居 た が その 後 王 弱 が 加わ る こと も な く 最 近 
は 少し 元気 に な っ て 来 た 由 。 誠 発 作 は 一 度 も な い 。 
体格 栄養 中 等 度 に し て 節 血 あり 。 両 眼球 突出 しぶ バ セ ド ー 
氏 病 を 思わ し むる も 甲状腺 腫 は な い 。 全身 皮膚 に 多数 の 
大 豆 大 軟骨 様 の 腫 閣 を 認 む 。 肝 は 腫 大 し や ゝ ヽ 硬く 愉 も 肝 
交 の 様 で あり 諸 所 の 小 腫 閣 は 其 の 転移 と 考え を られ る の も 
も つと も と 思わ れる が , 有 釣 護 虫 の 腫 閣 と ほ ゞ 同 大 で あ 
る 。 是 つ , 豚 を 食し て 居り 苗 つ て 肛門 より 条 虫 様 の も の 
が 下 つ た こと が ある と 芯 ぅ 。 右 前 有 か ら そ の rh 
し 持 誠 り て 精査 し た る に 写真 の 如く 有 釣 肛 昌 で ある こ 
を 認め た 。 表 は 当時 調査 し た 検便 成績 の 概要 で ある 。 





へ 、 調 査 地 及 び 北 部 地 区 南部 地区 
検便 人 員 |- ー! 天 壮 桂 朋 東 天 寺 村 7 |( 伊 仙 村 ) 


寺野 | 松原 | 花 徳 | 金 見 | 伊 仙 
虫 の 種類 ーー トド ーー トー だ マー テバ 
53 人 | | 68 人 | | 39 人 | | 79 人 | | 214 人 














釣 東 153 を 146% | | 46 を | 58 | 33 
映 表 | 25 ダ 37 | 17 | 42| 48 多 
姜 線 虫 | 2 有 | 8 を |12 を |15 を | 2%% 
を の 他 | 宙 久 | 3 を | 6 を | 6| 8 
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多 . 条 小 條 虫 の 代謝 に 関す る 研究 
(5 ) 


大 阪 市 立 医科 大 学 公衆 衛生 学 教室 
守屋 何 二 ・ 佐 野 滝 基 


Studies on the metabolismm of 
万 yze0/e カ ZS 72 の: (5)。 
Shooji Moriya, Takizo Sano 


衝 小 条 虫 の Dehydrogenase activity を 2, 3, 5-Tri- 
phenyltetrazolium chloride (TTC) を 指示 薬 と し て 定 
性 定量 し た 。TTC は 無色 , 水溶 性 の 物質 で ある が , 選 
元 さ れる と 赤色 , 水 に 不溶 , 有機 沙 嫌 に 可 溶 の 物質 , 
Formazan に な る 。TTC の 酸化 還元 電位 は 約 一 0.08 V 


で ある 薦 に , Methylene blue を 用 いる 時 の 様 に 嫌気 状 . 


態 に 保つ 必要 が な い 為 に , 本 実験 の 指示 薬 と し て 好適 で 
ある 。 

衝 小 条 虫 は 明か に Succinic dehydrogenase 作用 を 保 
有 し て いる 。TTC 選 元 曲線 は 他 の 殆ど 総 て の 酵素 反応 
の それ に 類似 し て いる 。 嬢 気 的 状態 で は , 最初 は , 好 気 的 
状態 に 稚 さ っ より , Succinic dehydrogenase 作用 が よ 
り 顕 著 で ある が , 時 間 の 経過 と 共に より 急速 に 減弱 す 
る 。Krebs の 3- カ ル ボ ン 酸 環 に 関 昌 を 持つ <-Ketoglut- 
aric acid, Citric acid, Cis-aconic acid, Oxyalacetic 
acid 及び Pyruvic acid を substrate と し た 場合 に も 
殆ど 同様 な 現象 が 認め られ る 。 

小 条 虫 の これ ら Dehydrogenase activity は , 同 
ー 昌 体内 に 於 て も 片 節 に よ つ て 相違 する 。 

この 原因 に 関す る 種々 の 可能 価 に つい て 実験 し た 結 
柴 , 環境 pH に 対す る 片 節 の 適応 性 に 相違 が ある た めで 
な いか と 考え る に 至 つ た 。 

息 小 条 虫 の 虫 体 Ca 量 は 0.0472 一 0.0535 mg/mg ( 新 
鮮 重 量 ) で , 極め て 大 量 で も る 。 こ の Ca が 緩衝 剤 的 役 
割 を 徐 じ て いる と すれ ば , この 問題 を 追 来 す る 事 に よ ょ つ 
て , 所 詩 「 石 灰 小 体 」 の 実態 解明 に , 何ら か の 手 掛 り が 
得 ら れる の で は な いか と い う 期待 の 下 に , 目下 実験 を す 
すめ て いる 。 

な お , 従来 , 牙 虫 の 生死 の 判定 は , 主として 運動 性 を 
目 栖 に し て 行わ れ て いた が , TTC を 指示 薬 と し て , 例 
えば 由 体 の Succinic dehydrogenase activity (殆ど 総 
て の 肉 昌 は , この activity を 保有 し て いる 様 で ある ) 
を 見 る こと に よ つ て , より 確実 且つ 簡単 に 行う こと が 出 
来る 。 こ の 方 法 に よる と 駆虫 剤 の 殺虫 効果 を 定量 する こ 


( 49 ) 






と が 出来 る 。 


~43. 万 yze7o7e の ZS 7 の (Siebold, 
1852) Blanchard, 1891 及び 太 - 
2267207 の ZZS の 2722227Z (Rudolphi, 
1819 ) Blanchard, 1891 の 卵子 の 
構造 並 に 腔 発育 に 関す る 研究 
神戸 披 済 病院 
森 山 真 信 
Studies on the structure and emnbryological 
development of the ovurm of 刀 yzezo/e の zS 
ZZ の (Siebold, 1852) Blanchard, 1891 and 
万 yze7o/e カ ZS 22772 (Rudolphi, 1819) 
Blanchard, 1891, 


Sadanobu Moriyama 


先 に 昨年 第 10 同日 本 寄生 虫 学会 西日本 支部 大 会 に 於 
て , 縮小 条 虫 卵 の 卵殻 内 及び , 仔 虫 帝 内 に 夫々 卵 帝 膜 及 
び 仔 虫 帝 膜 と 称す べき 装置 の ある 事 を 報告 し た が , その 
後 衝 小 条 虫 卵 に も か ヽ ょ る 装置 の ある 事 を 発見 し , 更に か 
ヽ る 装置 が 如何 に し て 発生 する か を 検索 し , 略 ょ 其 の 目 
的 を 遂行 し 得 た の で , 之 を 報告 する 。 以下, A は 縮小 条 
虫 B は 憩 小 条 虫 と す 。 

之 等 両者 の 卵子 は , 卵殻 , 卵殻 膜 , 透明 層 , 仔 虫 殻 
仔 虫 殻 膜 , 線 条 体 (A 卵 に は 欠如 ) 及 び 太 釣 幼 虫 の 諸 部 分 
より 成 つ て 居る 。 

卵 帝 は 夫々 内 外 2 層 に て , 母体 側 より 発生 し , 他 の 終 
て の 部 分 を 包容 し , 之 を 保護 す 。 卵殻 膜 は , 卵 帝 の 直接 
内 側 に 位 す る 厚 き 蔵 状 の 装置 に て , 卵細胞 より 初め て 分 
化 せる 単 層 の 細胞 群 か ら 成り , 此 の 細胞 は , 仔 虫 殻 質 , 
及び 透明 層 の 濃 科 な る 物質 を 分 泌 す 。 

仔 昌 帝 は , A 卵 に て は 類 球形 , B 卵 に て は 不 整 球形 , 
且つ 其 の 両極 に 小 孔 を 有 す 。 之 は , 卵殻 膜 より 分 泌 せ ら 
れ た る 仔 虫 殻 質 が , 仔 虫 殻 膜 で 覆 れ た 仔 昌 を 原形 と し 
その 表面 に 配列 , 更に 卵殻 膜 の 緊縮 にょ より 圧着 され る 事 
に より 形成 され る 。 
透明 層 は , 仔 貝殻 形成 後 , 卵殻 有 膜 より 分 泌 さ れ た 測 租 
同質 性 無色 透明 な る 物 劉 を 満た せる 層 こ て , B 卵 で は 内 
に 線 条 体 を 封入 す 。 

仔 虫 帝 膜 は 仔 貝殻 の 直接 内 側 に あり , 成 革 卵 で は 薄 き 
膜 械 に し て , B 卵 に て は その 一 部 は 仔 虫 殻 両極 の 小 孔 よ 
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り 鈍 円 氏 形 に 膨 出 し , 全 形 「 レ モン 」 形 を 呈し , 此 部 よ 
り 線 条 体 発生 す 。 此 膜 は 桑 実 期 に 卵細胞 群 の 外 表 より 分 
化 せ る 細胞 より 成り , 初め は 桑 実 状 卵 細胞 群 を 単 層 に 被 
包 し て 居る が , 成 難 する に つれ 核 及 び 細 胞 の 境界 消失 し 
薄 き 膜 拓 と な る も の な り 。 

B 卵 の 線 条 体 は 仔 貝殻 膜 の 膨 隆 部 より 発生 し , 其 の 数 
6 条 , 緩く 波状 に 屈曲 , 主として 仔 虫 帝 両極 の 外側 に て 
互 に 級 密 に 錯 続 し , 仔 虫 殻 を 卵 内 中 心 部 に 固定 する 役 を 
な す 。 

仔 虫 は 成熟 卵 に て は , A 卵 で は 鈍 稼 せ る 骨 子 形 に て 前 
端 丘 状 に 膨 隆 し , 3 対 の 釣 は , 前 体 部 に 於 て 放線 状 に 配 
列 , 先端 は 仔 虫 体外 に 霊 出 す 。B 卵 に て は , 類 球形 に て , 
その 前 緑 は 軽く 丘 状 に 膨 隆 し , その 縦 軸 は 卵子 の 長径 に 
一 致し , 3 対 の 釣 は 虫 体 の 中 央 部 に 発し , 互 に 平行 し て 
先端 は 虫 体 の 前 方 に 填 出 せり 。B 未 熟 卵 に て は , 仔 虫 縦 
軸 は 卵 の 横 径 に 一 致し , 仔 虫 全 形 は 鈍 稼 せる 般 子 形 に て , 
3 対 の 多 の 内 中 央 の 1 対 は 仔 昌 縦 軸 に 一 致す る も , 両側 
の 2 対 は 180 度 に 近 き 鈍 角 , 一 真 線 , 或 は それ 以上 に 散 
開 し て 存 す 。 


円 。 コネ ト ャ ジン ラッツ トド の フラ オラ リア 
7ZZo229s92es cgZ22277 の 実験 的 
感染 に 関す る 基礎 前 研究 


伝染 病 研究 所 寄生 下部 
若杉 電 太 度 ・ 林 滋 生 ・ 田 中 寛 


Preliminay report of the studies 
on the life history of ZZ の 2 の S の es 
c677277 (上 ravassos, 1919) . 
Mikitaro Wakasugi, Shigeo Hayashi, 
Hiroshi Tanaka 


2o2 の SO の es cg42227 (Travassos,。1919) は 野性 の 小 
敵 晋 類 に 寄生 する 。 こ の よ 5 な 小動物 を 宿主 と する こと 
は フォ ラリ ア 症 の 研究 及び 抗 フ ィ ラ リア 剤 の 追求 上 , 実 
験 動物 と し て 極め て 便利 な 存在 と な る 。 我々 の 研究 室 は 
テキ サス 大 学 の Dr. Allen Scott の 厚意 に より 米国 より 
1 昨年 本 種 に 感染 し た イエ ダニ ア め oxysszs gco7 の 送 
附 を 受け , 本 邦 で 飼育 繁殖 せしめ た Cotton rat(Szgyzo- 
gz s が Zs) に 感染 せしめ , 実験 室内 飼育 の オ エダ = 
を 用 いて 生活 環 を 繰返し , スタ ム の 保存 に 成功 し た 。 成 
東 は 主として Cotton rat の 胸腔 内 に 見 出さ れる 。 我々 
の 材料 で は 雄平 均 19.7 mm, 雌 平 均 70.5 mm の 綱 長 な 
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由 体 で 前 後に 細 ま つて いる 。 約 204 の 細長 な 口腔 は よ 
く 発 達し キチ ン 質 の 厚い クチ クラ に 被 は れ て , 本 属 の 著 
し い 特 色 と な つて いる 。 雌 是 の Vulva は 中 央 より 前 に 
位置 し , 厚い 筋肉 質 に 包ま れ た Ovejector を 持つ , 雄 
東尾 部 は 数 回 失 回 し , 2 妃 至 6 対 の 尾部 乳頭 を 有する 。 
1 対 の 交接 刺 は , 著しく 不 等 不 同 で , 夫々 平均 271 ぁ 及 
び 85 。 の 長 さ を 有する 。 その 他 形 序 上 の 特色 は , 従来 
の Travassos, Mazza, Ochoterena ら , Chandler, 
Vogel, Vaz 等 の 記載 と よく あい , と くに Vogel の 徴 
細 た な 観察 と 大 部 分 に 於 いて 極め て よく 一 致し た 。 た だ 
Vogel の 言 ふ ぉ 口 部 の キチ ン 環 は 認め られ な い 。 こ れ に よ 
つて 本 種 は 正しく Zooso77es cg722 で ある こと を 確 
め た 。 な お フィ ラリ ア に 感染 せしめ た 5 群 の イエ ダニ を 
用 い 感 染 の 各 時 期 に Cotton rat に 吸 落 せしめ る 事 に よ 
り , 各 群 が 感染 能力 を 得る 迄 の 日 数 を 観察 し た 。 こ れ に 
より , ダニ = 体内 で フィ ラリ ア が 完 吾 し 感染 人 性 を 有する の 
に 2 力 至 3 週間 を 要する こと を 和紙 つた 。 又 Cotton rat 
(に フィ ラリ ア を 感染 せしめ て か ら , 流血 中 に mf が 出現 
する まで の 時 間 は 5 例 に つい て 計測 し , 平均 51.3 一 65.5 
日 , 即 ち 約 2 ヵ月 を 要 し て , Cotton rat 体内 で フィ ラ 
リア が 始め て 成 熱 に 達し , 従 つ て イエ ダニ = を 介し て 次 代 
に 感染 せしめ 得る よう に な る こと を 知り 得 た 。 精 し いこ 
と は 人 条 実 験 中 で ある が , これ で スタ ム 保 存 上 必要 な , 実 
験 感染 の 基礎 知見 を 得る 事 が 出来 た 。 

( 加 ) ( 伝 研 ) 林 滋 生 

7Z79720s の 77es cg77277 は フィ ラリ ア の 研究 上 便利 な 実 
験 動物 に な る も の で , 当 教 室 で 輸入 し 得る , 順調 に 生活 
環 を 繰返し 得る よう に な つた の で , 大 方 の 御 利 用 に お わ 
か ち で きる よう に な つた 。 


45. アカ イエ テカ ヵ 体 内 に 於 ける マン クセ 
フト 系 状 目 幼 是 の 発育 と 温 混 度 と の 関係 


鳥取 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 


外 山 寛 樹 


Relationship between the development 
of the larvae of 政 zzcZeze72Z の 274CZ の 7 が 
in the body of Czez 777e725 and the 
temperature and the hurnidity。 
Hiroki Toyama 


アカ イエ カ の 体内 に 於 ける ベン クロ フト 系 状 虫 功 是 の ・ 


発育 に 及ぼ す 温 度 の 影響 に 就 て は , 既に 有 昨 29 年 9 月 の 
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日 本 衛生 動物 学会 西日本 支部 第 9 回 大 会 に 於 て 報告 し た 46. フィ イラ リア 仔 昌 に 対す る 13"C 
Pre 隊 aero と or ーー 有 友 び 13~27?C 交代 温度 の 影響 に つ 
告 ま ア 宇 行 つ 蓄 。 る (< 加 の バン 、 テ て 低 過 の 影 績 に ン 2 

ケロ フト 仔 虫 保有 者 の 静 朋 血 を 夜間 採血 し て , 脱 維 素 いて (低温 の 影響 に つい て の 研究 1) 






































操作 直後 の 血液 を 吸わ せる 方 法 と , 夜間 皮膚 を 刺 毅 し て 長崎 大 学 風 土 病 研 究 所 衛生 動物 学 教室 
吸血 させ る 方 法 と に より , 25?C の 恒温 器 で 幼虫 を 飼育 大 森 南 三郎 
し 羽化 さ せ た C, が が exs の ? に 吸血 させ た 。 これ ら の On the infence ofa temperatrue of 
和 を 0, 20, 40, 60, 70, 80, 90, 100 と 8 区 の 悟 混 13?C. and an alternating one of 13 
容器 に お さめ , 更に 30?C, 25 “C, 207C の 3 つの 恒温 and 27"C. on the development of the 
器 に お さめ て 飼育 し , 一 定期 間 後に 割 検 し て 糸状 昌 幼 昌 Filaria Jarvae in the mosquito. 
の 検索 を 行い , 発育 を 観察 し た 。 結果 は 次 の 通り で あつ の 入 作 さら 
た だ っ 。 

1. 30?C の 実験 に 於 て , か er 発育 を 完了 する 迄 の 各 発 育 期 の 幼 是 は 13?C 接触 中 殆 
ふ の は , 観察 骨 数 195 匹 の 中 25 匹 に 感染 幼虫 を 認 ん と 完全 に 発育 を 停止 し 運動 不 活 洪 と な り , 1 ヵ月 以上 


経過 する と 適温 に 戻し て も その 後発 育 を 続け する こと は で 
き な い 。 然し 1 期初 期 の も の は 比較 的 抵抗 性 強く 35 日 
間 の 接 扱 後 適温 に 戻し て 例外 的 に III 期 幼虫 に な る も の 
が ある が 極め て 不 活 濾 で あつ て 財 の 吸血 時 皮膚 感染 を 起 
し 得る と は 到底 考え を られ な い 。 交代 温度 (12 時 間 毎 に 13 
SC と 27"C 又は 27*C と 13?C と に 交代 接 和 能 せ し め る ) 
下 で は 22 日 で 感染 幼 虫 と な る 。 こ の 半分 即ち 11 日 間 は 
13“C に 明 さ れ 発 育 が 完全 に 停止 し て いた と する と 史 り 
の 11 日 間 (27"C) で 発育 を 完了 し た 事 と な り , 27“C 内 
で は 12 日 間 で 感染 幼 昌 と な る 事実 と 大 差 の な いこ と か 
ら 考 える と 短 時 間 の 低温 (13?C) 2 
中 の 幼 昌 も , その 発育 は 阻止 され る が , 寄 作用 は 全 く 蒙 
ら な い 事 が 分 る 。 
に 編 め て 舞 床 の ある と と は 放 和 交 箕 ( 革 寿 を 先 
に III 期 幼 虫 ) の 場合 に は 事情 が 異な つて くる こと で あ 
る 。 即ち 感染 幼 昌 を 13*C に 接触 せしめ て も 63 日 又は 
69 日 間 元 気 で 生存 する も の が あり , 更に 興味 の ある こと 
に は , 42 日 目 に 適温 に 戻し た も の と 引続き 13?C に 接触 
せしめ た も の と の 間 に 大 差 は 認め ら れ な い 。 この 事 は 
13?C な る 温度 は 感染 幼虫 に 対し て の み は , 例え 長期 間 
作用 せしめ て も , 害 作 用 を 及ぼ し 得 な た いこ と を 意味 する 
も の と 解す べき で あろ 5 。 以 上 の こと か ら 極 端 な 低温 或 
は 高温 を 除け ば , 感染 幼虫 は 環境 温度 に 関係 な く , 適温 
下 で は の 寿命 と 運命 を 共に し , 低温 時 租 が 越 年 に 入る 
場合 に は 自ら の 寿命 に よ つ て 表 の 越 年 中 に 死滅 し て 行く 
も の と 想像 され る 。 
過去 3 年 間 の 実験 的 研究 の 結果 か ら 発育 途上 に ある 幼 
昌 と 完全 に 発育 を 完 了 し た 所 詩 感 染 幼 虫 と で は 低温 に 対 
する 抵抗 性 が 顕著 に 相違 する こと が 完 明 され た 。 従 つて 


0 一 100 の 何れ の 混 度 区 に 於 て も , Wh 
幼 果 が 認め られ た 。 末 椅 血 を 吸わ せ た 実験 で は 18 史 の 
観察 般 中 , 各 湿 度 区 何れ も 1 一 2 匹 宛 , 計 11 匹 の 骨 に 感 
染 幼 虫 が 認め られ た 。 

2. 25"C の 実験 で は 感染 幼虫 を 認め た 敷 数 が 少く 
20 , 40 , 90 の 各 湿 度 区 に 於 て 夫々 1 匹 宛 の 到 に 
湿度 100 で 2 匹 の 表 に 感染 幼 昌 が 認め られ た に 過ぎ な 
か つた 。 し か し 同じ く 25?C で 湿度 80 に 保存 し た 実 
験 で は , 150 匹 中 25 匹 と 比較 的 多く の 表 に 感染 幼 果 が 
認め られ た 。 

3. 20“C の 実験 で は , 20 を 除く 他 の 湿度 区 で は 夫 
ぇ 1 一 6 匹 の 到 に "感染 幼 昌 を 認め , 観察 敷 数 150 匹 の 中 
25 匹 の 表 か ら 感 染 幼 果 を 証明 し た 。 

4. 各 温 度 で 発育 完了 に 要する 日 数 は , 前 回 の 実験 の 
結果 と 思い 合わ せ て , 30"C で は 11 日 前 後 , 25?C で は 
15>17 日 , 20"C で は 23 一 27 日 と 考え られ る 。 

以上 の 結果 か ら , 財 の 体内 に 於 ける バン タロ フト 系 状 
虫 幼虫 の 発育 に は , 湿度 の 影響 は 区 ん ど 認 め ら れず , 温 
度 は 30"C, 25"C, 20?C と 比較 的 広い 徳 囲 の 条件 で , そ 
の 発育 を 完了 する 事 を 認め た 。 


( 51 ) 
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可能 臨界 温度 及び ? 成虫 の 吸血 停止 , 越 年 中 の 吸血 更に 
は 越 年 か ら 覚め る 時 の 吸血 可能 臨界 温度 の 決定 に つい て 
で ある が , これ ら の 事 に つい て は 今後 の 研究 に よ つ て 明 
ら か に したい 。 


47. ライ ラリ ア 症 の 血液 学 的 研究 
( 殊 に 白血球 像 に つい て ) 


鹿児島 大 学 医学 部 第 一 内 科 
枝 屋 富 一 ・ 矢 島 実 俊 ・ 肥 後 正典 


Haematological studies on filariasiS. 
(Leukocytes series) 
Tomiichi Masuya, Sanetoshi Sameshirna, 


Masanori Higo 


余 等 は 昨年 本 学会 に 於 て 本 症 の 血液 像 , 骨 笠 像 並び に 
骨 笠 塞 刺 液 中 仔 虫 出現 に 就 て 述べ た が , 今回 は 仔 虫 の 
turnus と 面 液 像 と の 関連 を みる た め 昼 夜 , 並び に 楽 物 
投与 に より turnus を 乱 し た 場合 の 昼夜 像 に 就 て 比較 
観察 し た 。 

1) 健康 人 は 症例 の 50 に 夜間 白血球 増加 を 認め そ 
の 主体 を な す も の は リン バ 球 で ある 。 本 症 患 者 で は 有 症 
77 , 無 定 66 に 夫々 夜間 白 増 を 認め その 主体 を な す 
も の は 好 中 来 で ある 。 夜間 に 於 ける 好 中 球 核 分 布 を みる 
に 健康 人 で は 昼間 と 異 る と ころ な く , 本 症 で は TU 核 性 増 
加 が 著 明 で あり , 杏 状 核 も 軽度 増加 し た 。 又 骨 笠 好 中 球 
核 分 布 を みる に 症例 の 78 に 分 葉 核 球 夜間 減少 , 52 
に 於 て 杏 状 核 , 後 辿 笠 球 が 夜間 増加 し た 。 

(2) 好 酸 球 数 は 健康 人 で は 夜間 の 増減 相 半 し , 本 症 で 
は 症例 の 61 に 夜間 増加 し た 。 骨 簡 好 酸 球 系 は 健康 人 
に 比 し 全 例 高値 を 示し て いる が , 夜間 増加 が 著 明 で な く 
昼夜 異 る 所 が 殆 ん ど な い 。 

(3) リン バ 球 数 は 健康 人 と の 間 に 有 意 の 差 を 認め ぬ 。 
唯 乳 膝 尿 患者 で は リン バ 球 数 減少 を みる 。 本 症 で は 直径 
大 な る も の が 多く 特に 乳 膝 尿 患者 に 大 きく , 胞体 好 塩 基 
性 臣下, 空 胞 形 成 を みみ る も の も あつ た 。 平均 ミト 数 , ミ 
ト 指数 は 共に 健康 人 に 比 し 減少 し , 殊 に 乳 府 尿 患者 に 最 
低 値 を 示し た 。 因 ち 本 症 患 者 に 於 て は 老 吾 リン バ 球 が 多 
い ( 殊 に 乳 麻 灰 患者 に ) と 考え られ た 。 昼夜 の 差異 は 検討 
中 で ある 。 

(④ . 薬物 投与 (hetrazan 6 Tabx10) に 依り , tu- 
rnus を 乱 し た 場合 は 白血球 数 は 夜間 増減 相 半 し , 好 中 





丈 に 問題 に た る の は 瑞 体内 の 感 菜 幼虫 の 運動 或 は 移動 の 
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球 , 単 球 は 夫々 症例 の 69 , 50 多 に 夜間 減少 , 好 酸 球 , 
リン バ 球 は 夫々 症例 の 54 め , 62 に 夜間 増加 を 認め 
5 

(5) 夜間 本 症 の 好 中 球 増 加 の 原因 を 単に 骨 科 か ら の 動 
員 に 求む べき か , 他 の 臓器 ( 肝 , 腸 , 肺 ) か ら の 遊 届 , 駆 
i に 帰す べき か は 検討 中 で あり , 又 之 等 の 変動 と 末 栓 血 
液 中 , 肖 笠 液 中 の 夜間 仔 虫 出現 と の 関連 に 就 て は 未だ 明 
言 出来 ぬ が 本 所 見 は 本 症 病 上 生 理 考 窪 の 上 一 つの 示唆 を 
与え る も の と 考え る 。 

( 問 ) 右 井 進 
Filaria 症 に 訟 て Neutrophile Kern の Rechtsver- 
schiebung が 認 と め ら れる その MMechanism に つい て 
( 符 ) ( 家 才 衛 生 試験 場 ) 村 屋 富 一 
本 症 患 者 は 夜間 白血球 増 多 を 示し その 増 多 の 主体 を な 
す も の は 好 中 球 で あり , 核 の 左 備 が みとめ られ た 肖 笠 で 
は 多核 白血球 が 減じ て 居る の で 夜間 骨 笠 か ら 比 較 的 未 熱 
の 白血球 が 遊 出す る と 解せ られ る 。 之 を Turnus と の 
関係 に つい て は 検討 中 で ある 。 


48. ライ ラリ サリ ア 症 の 血液 学 的 研究 
(赤血球 像 に つい て ) 


鹿児島 大 学 医学 部 第 一 内 科 
樹 屋 富 一 ・ 引 元 務 
Haematological studies on filariasis。 


(Erythrocyte series) 


Tsutomu Fukumoto, Torniichi Masuya 


余 等 は 本 症 患 者 の 約 半数 に 筆 血 を 認め た の で , その 筆 
の 種類 , 赤血球 像 の 昼夜 の 相 異 , Hetrazan 投与 後 の 
変動 に つい て 追求 し つつ ある 。 

1) 赤血球 数 : 90 例 中 40 例 (44.5 ) に 筆 血 を 認め 
た 。 新鮮 症例 で は 38.5 に 節 血 を 認め る に 対し , 陳 旧 
症例 で は 52.6 と 高 率 に 且つ 高度 の 貧血 を 認め た 。 昼 
夜 を 比較 する に , 症例 の 90 に 於 い て 夜 は 昼 よ りゃ 減 
少し , 白血球 数 と 逆 の 関係 を 示し た 。「 へ 」 投 与 に 佐 り 
Turnus が 和 基 れ る と 昼夜 の 差 が 僅 小 と な つた 。 有 症 仔 虫 
陰性 者 で は 昼夜 ,「 へ 」 投 与 前 後に 大 差 を 認め な か つた 。 

(2) Hb : 赤血球 数 と 略 々 同様 の 変化 を 示す 。 

(3) F.I : 症例 の 75.6 が 正 色 性 乃至 は 高 色 性 を 呈し 
新旧 症例 間 に 大 差 を 認め ず 。 

(④) MCD : 症例 の 79.3 は 正 球 性 で , 昼夜 余 で は 一 
定 の 傾向 を 見 ず 。 
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(5) MCV : 症例 の 82 が 大 球 仁 。 昼 夜 像 ,「 へ 」 投 与 
に 偽 り 一 定 の 傾向 を 検出 し 得 ず 。 

6) 赤血球 抵抗 , 碧 清 BIb は 略 々 正常 。 

(7) 網 赤血球 : 1 例 以 外 は 10 多 以 下 , 甚 し き は 0%, 
鍵 血 を 認め る 者 で も 正常 以下 で あり , 筆 血 症例 に 還元 鉄 
1 日 1g 宛 連日 投与 す る も 全 例 に 分 利 を 認め ず 。 血清 鉄 
は 正常 入 朋 の 上 限 を 示し , 鉄 欠 乏 性 筆 血 は 否定 され る 。 
昼夜 の 差 異 に つい て は 何 検 討 中 で ある 。 

(8⑧) 骨 笠 像 : 新鮮 定例 で 未だ 筆 下 の 見 られ な い 例 で は 
有 核 細胞 数 及び 赤 芽 陸 数 共に 正常 動 挿 範囲 を 示し , 企 血 
を 呈す る に 至れ ば 減少 の 傾向 あり 。 陳 旧 症 例 で は 有 核 綱 
胞 数 及び 赤 芽 球 数 が 各 成 熟 過程 に 於 いて 減少 し て 居る 。 
殊 に 多 楽 性 の 減少 は 著しく , 赤血球 造血 の 減弱 と 赤 芽 奈 
の 成熟 抑制 が 見 られ た 。 

⑨) 以上 の 如く で , 約 半 数 に 大 小 の 特に 陳 旧 症 例 に は 
高 率 , 高度 の 筆 血 を 認め , 面 も 本 貧 は , 非鉄 欠乏 性 の 
高 色 性 , 大 球 性 委 血 で 骨髄 に 低 形成 を 認め た 。 但 し 白 血 
球 , 栓 球 の 減少 を 認め な い 。 昼夜 及び Turnus 混乱 時 
の 赤血球 像 の 変動 の 細部 は 荷 検 討 中 で ある 。 

( 問 ) ( 家 衛 生 試験 場 ) 石井 進 
Filaria 症 に 於 て neutrophiler Kern の Linksver- 


schiebung が 認め られ る その 機転 に 就 いて 御 訴 ね し ま 
す 。 
人) 餅 島 定 俊 
吾 々 は , 末 醒 血 好 中 球 の 夜間 増加 , 面 も 杏 状 被 , 1 核 


好 中 球 の 増加 著 明 一 即ち 核 左 方 移動 着 し い 事 を 認め た 。 
又 骨 内 父 に 於 て も 夜間 は 分 葉 信 は 症例 の 78 に 於 て 減 
少 す る に 反し , 後 骨 丹 球 及び 西 状 核 は 症例 の 50 ン 56 
に 於 て 増加 する を 認め た 。 之 等 末 栓 血液 像 と 骨 科 像 と の 
所 見 を 直ちに 関連 ず け る に は 症例 を 重ね て 検討 中 で ある 
が , 夜間 末 栓 碧 , 好 中 球 の 核 左 方 推移 は 1) 骨 儲 か ら 誘 
出 か , 或 は (2) 内 臓 ( 肝 , 腸 , 肺 ) 領 域 か ら の 駆 出 , 遊 出 
か , (3③) 之 等 (1) と (2) と 同時 に 起 つ て 来 た も の か の いづ 
れ か で あら うと 思わ れる が 仙 追 求 中 で ある 。 何 父 之 等 の 
変動 と 末 本 血 中 , 骨 笑 液 中 の 仔 虫 夜間 出現 と の 関連 に 就 
て は 未だ 明言 出来 ぬ が , か ヽ ゝ る 事実 は 本 症 の 病態 生理 考 
窪 の 上 に 少く と も 一 つ の 示 明 を 与 へ る も の と 考 へ る 。 






49. 沖縄 本 鳥 , 石垣 島 の 系 大 
申 症 調査 成績 
鹿児島 大 学 医学 部 佐藤 内 科 
佐藤 八 度 ・ 米 澤 藤 士 
尾辻 義人 ・ 花 城 清 番 
Survey of filariasis in Okinawa-Island 
and Ishigakizirma。 

H. Sato, . Yonezawa, 


YOtsuji, 氏 , Hanashiro 


今 次 大 戦後 , 沖縄 の 糸状 虫 症 分 布 に つい て は 今 倍 明 ら 
か で ない 。 私 共 は 1954 年 夏 , 琉球 政府 社会 局 の 招 際 に 
より 戦後 の 沖縄 に 於 け る 本 症 調査 を 行 つ た の で 報告 す 
る 。 
調査 地 , 調査 方 法 : 沖縄 本 島 に 於 て は 南部 は 三 和 村 喜 
屋 武部 落 を 中 部 は 読谷 村 高 志保 部 落 を , 北部 は 東村 平良 
部 落 を , 叉 石垣 島 で は 川平 部 落 及 び 新川 部 落 を , 夫々 各 
部 落 に 於 て , 任意 の 調査 区 を 選定 し , その 調査 区 の 可 及 


的 全員 を 調査 し た 


調査 成績 

ij) 沖縄 本 島 有 症 者 : 三 地区 に 於 ける 有 症 者 の 総数 

は 63 例 で , その 中 熱発 作 の 患 者 38 例 が 最も 多い 。 次 に 
陰 開 水腫 (17 例 ) 象 皮 病 ( 9 例 ) で 乳 膝 尿 (2 例 ) 及び リン 
メ 腺 炎 (2 例 ) は 最も 少な か つた 。 此 の 中 , 象 友 病 を 各部 
沙 別 に みる と , 喜屋武 部 落 が 5 例 で 最も 多く , 之 を 後述 
する 仔 昌 保 有 率 と 併せ 考え る と , 私 共 の 調査 し た 範囲 に 
於 て は 最も 濃厚 な たこ と を 示す も の で あろ うと 思わ れる 。 

仔 虫 保有 素 : 喜屋武 部 落 が 25.6 (277 例 中 72 例 陽 
中 で. = た 9 で を (64 
陽性 ) 平良 部 落 12.8 (242 例 中 31 例 陽 性 ) で あつ た 。 
Mugen 
12 例 (6.3 め )10 歳 代 41 例 (21.1 ) で あり 活 洪 な 新 感 薬 
の 行わ れ て いる こと を 知 つ た 。 仔 虫 を 誕 明 し た 世帯 数 を 
みる と 同一 世帯 に 5 人 以上 の 仔 虫 保有 者 を みた も の が 3 
世帯 あり , 夫々 6 人 家族 , 7 人 家族 , 9 人 家族 で 著 明 な 
家族 感 の ある こと を 示し て いる 。 

敷 の 発生 状況 : 糸状 虫 症 伝 描 に 最も 適当 と され て いる 
アカ イエ カ が 80 多 以 上 に み ら れ , これ が 本 島 に 於 ける 
本 症 伝播 に 有力 な 役割 を 演じ て いる も の と 思わ れる 。 

ii) 石垣 島 有 症 者 は 川平 部 落 で 15 例 を 調査 し 2 例 
の 陰 状 水腫 の 外 13 例 は 熱発 作 患 者 で も つた 。 新川 部 落 
で は 有 症 者 5 例 を 調査 し 1 例 険 水 用 で 外 は 熱発 作 患 者 
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で あつ た 。 

仔 昌 保有 率 は 川平 で 216 例 中 5 例 で 2.3 新川 で 111 
例 中 10 例 9.0 ダ で あつ た 。 以上 の 5 地区 に 於 ける 仔 虫 
検査 の 結果 で は バン クロ フト 種 で ある 。 

総括 : 以上 の 戦後 沖縄 に 於 ける 糸状 虫 症 調査 成績 を 戦 
前 の 成績 と 比較 し て みる と , 本 島 に 於 て は 著 明 な 減少 を 
示し て いな い が , 石垣 島 に 訟 て は 閉 明 な 減少 が 認め られ 
る 。 輝 は 石垣 島 に 訟 ける 戦後 マラ リア ヵ ス 
ず , 現在 マラ リア 対策 に 懸命 の 努力 が 払わ ん て いる 為 て 
ある と 思わ れ , IN 状 虫 対策 上 参考 に な る こと 
で ある と 考え て い * 


50. へ トラ ザン の 血 中 濃度 に つい て 


長崎 大 学 風土 病 研究 所 


片 峰 大 助 ・ 藤 巻 博 孝 


Determination of hetrazan in blood. 


Daisuke Katamine, Hironori Fujimaki 


戦後 ば さ ラ ヂ ン 剤 の 出現 に より 和 糸状 虫 症 特に 糸状 虫 に 
対す る 治療 に 禄 期 的 な 伏 歩 を も た らし た が , その も つと 
も 効果 的 な 投与 方 法 に つい て は 未だ 決定 を 見 て いな い 。 
Lubran が 記載 し た 方 法 に 準じ て , 光電 比 色 計 
用 い , 極 く 微量 まで へ トラ ザン の 血 中 濃度 を 測定 し 得 
こと を 知 つ た の で , へ トラ ザン の 血 中 濃度 を 測定 する 
と に よ つ て , 仔 虫 誘 出 現象 と の 関係 , 販 虫 効果 と の 関 
係 を 追求 し し ひい て は も つと る 効果 有 的 な ば ベラ ヂ ン 剤 の 
投与 方 法 を 決定 し た いと 思い , 2 3 の 予備 実 ぽ 
) 
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を 行っ 


測定 方 法 : M. Lubran (1950) の 記載 し た 方 法 に 準じ 
て 行 つ た 。 

成績 : 

(1) ヘ ト ラ ザン の 吸 改 及 び 排 注 に つい て 

ィ ) 2meg/kg 1 回 近 と の 場合 の 面 中 濃度 の 消長 は 個人 
に よ つ て 甚だ し い 差 が 見 られ ます 。 血 中 出現 は 10 分 
30 分 の 間 に す で に 認め られ (微量 一 0.88 4g/cc 平均 0.40 
cc), その 大 部 分 は 23 時 間 に 最 高値 に 達する (0.68 
Zg/cc 一 2.55 zg/cc, 平均 1.35 zg/cc)。 4 例 に つい て 血 
中 か ら の 消失 時 間 を 追求 し た が , 1 例 で は 6 時 間 で 既に 
0 と な つて いた が , 1 例 で は 24 時 間 に 到 る も 和合 お 0.14 
Ag/cc の ヘ へ トラ ザン を 血 中 に 認め た 。 

=) 6mg/cc 1 回 投与 例 に お いて は 血 中 出現 及び 最高 
値 に 達する 時 刻 は 前 者 2mg/kg 投与 の 場合 と 変り は な 
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い が , 正 中 か ら の 排 浴 は 24 時 間 刀 至 48 時 間 に 至 る $ 何 
お 0.20 一 0.26 4g/cc の 存在 を 認め た 。 この 場合 の 最高 
値 は 1.42 zg/cc 一 2.02 gg/cc, 平均 1.72 g/cc で あつ 
た 。 

ス へ) 2mg/cc を 1 日 3 回 5 時 間 お き に 投与 し た 3 例 に 
つい て 見 る と , 3 例 と も 第 3 回 目 投与 以後 は 翌朝 まで , 
即ち 第 1 回 目 投与 後 24 時 間 目 ま で 一 定 の 濃度 を 維持 し 
て いた 。 

(2) 碧 中 濃度 と 仔 昌 読出 と の 関係 に つい て , 仔 虫 誘 出 
は 血 中 削 度 を 測定 し 得 な い 程 の 極 く 微量 の ヘ へ トラ ザン の 
存在 で 認め られ , 血 中 濃度 の 消長 と , 誘 出 仔 虫 数 と は 必 
ず し も 平行 し な い 。 


51. 暁 是 の 経 肛 威 肖 の 有無 
に 関す る 実験 (続報 ) 
日 本 医科 大 学 酒田 病院 
本 間 誠 
Experimental studies on Der anQuS 
infection of oxyuriS. 
Makoto Honma 
1. 肛門 周囲 に 検出 され る 時 由 卵 及び 仔 昌 を テー プ 肛 
検 注 と が ー ゼ で 工 き 取り 遠心 沈 滅 せしめ る 方 法 で 比較 し 
て 見 る と , 自然 産 卿 で は テー プ 肛 検 で は 仔 由 及 び ぬ け 帝 


は 赤 無 で , すべ て 仔 虫 期 で も や る の に 対し , some 
総数 の うち , 仔 虫 期 卵 21 に 対し , 仔 昌 2 隻 ぬ け 帝 1, 


頭 部 の み を 卵 帝 か ら 和 突出 し た 昌 卵 2 の 成績 を 示し , 人 放 
的 に 仔 虫 期 卵 を 附 誠 せ し め た 例 で も テー プ 肛 検 で は 仔 昌 
を 検出 し な い 。 

IT. 前 述 の 様 に 人 体 の 肛門 周囲 に 於 け る 暁 昌 卵 は 自 
然 0 し な い が , 仔 虫 期 卵 が 肛門 周 上 半 に 於 て 脱 殻 し 
腸 を 上 行 し て 感染 する と 仮定 し て , 仔 虫 期 卵 を 肛門 周囲 
に 放置 する と , 4 例 中 2 例 の 陽性 率 を 示し た が , 対照 と 
し ry 仔 了 期 卵 を 投与 し , 39 日 か ら 52 日 迄 の 聞 

, 肛門 に 出 た 時 昌 を 取り 去 つ て も 千 お , 78 日 か ら 103 

時 の 関 4 例 中 4 例 肛 門 に 暁 昌 を 発見 し た 。 こ の 経 ロ 
感染 実験 か ら 見 て , 肛門 周囲 に 仔 虫 期 卵 を 放置 し た 実験 
で も , 経口 的 に 成 染 し た 事 を 否定 来 な い 。 

III. 人 の 腸 内 に 肛門 か ら 細 い ビ = ュー ル 管 を 挿 

し て 直腸 内 に 生理 的 食塩 水 と 共に 仔 虫 期 卵 及び 脱 殻 仔 
em 入 す る と , 虫 卵 , 仔 虫 共に 時 間 的 経過 と 共に 検出 
減少 する 。 こ れ は 対 妥 と し て 直腸 内 に 「 バ リュ ー ム 」 
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を 注入 し て 時 間 的 に 排出 の 状態 を 観察 し た 例 と ほ ゞ 比例 
する 成績 を 示 し た 。 注射 器 を 使用 し 圧力 を 加え て , 腸 内 
に 生理 的 食塩 水 と 共に 虫 卵 或 は 仔 虫 を 注入 する と , 盲腸 
まで 達する が , 時 間 的 に 直腸 及び 盲腸 を 摘出 し , 検出 し 
た 実験 に 於 て も 由 卵 及び 仔 虫 は 時 間 と 共に 減少 の 成績 を 
示し , 12 時 間 後 の 1 例 に 於 て 多数 の 組織 急 片 標本 中 , 
盲腸 の 1 枚 に , 発育 し な い 仔 虫 を 1 隻 だ け 検 出し た 。 

人 体 の 直腸 内 に 各 時 期 の 虫 卵 及 び 仔 虫 を 挿入 し て 観察 
し た 実験 に 於 て , 経 肛 的 に 仔 虫 か 腸 内 を 上 行 す る 事 に つ 
いて 下 定 的 な 成績 を 得 た 事 は 既に 報告 し た 所 で ある が , 
この 実験 も その 成績 と 矛盾 し な い 。 

IV. 以上 の 実験 か ら シ ェ フ ナー 説 の 皮 虫 の 経 肛 感染 
は 不可 能 で ある と は 断 じ 得 な た い に し て も , 其 意 義 が 非常 
に 少な いと 芯 い 得る 。 

( 問 ) (名 大 解 ) 石 川 道雄 

昌 卵 を マウ ス に 経口 的 に 注入 され た 場合 , 検出 率 が 甚 
だ 少 い の は , 卵 が 排出 され た た め , の み で は な く , 体内 
で 消化 され た と は 考え られ な いで し よ ょ うか 。 

( 答 ) 本 間 誠 

バリ ュー ム を マウ ス の 腸 内 に 肛門 か ら 注入 し て 排出 の 
状態 を レン トゲ ン 写 真 に て 観察 し た 成績 と ほ ゞ 比例 し て 
居る 点 か ら , 排 山 され た も の と 考え ん た の で す が , 消化 さ 
れ た か 和 否 か に つい て は 不明 で す 。 


( 加 ) (日 医大 酒田 病院 ) 岩 田 府 
経 肛 感 染 肥 ち Schuffner の 芯 5 Retrograde Infekt- 


デミ ラム 


ion (Retrofektion) を 認め る 彼 の 実験 並 に 論説 内 容 に 育 
定 出 来 か ね る 点 が ある の で , 彼 の 実験 要点 を 説明 し , 本 
間 君 の 発表 報告 に 追加 補足 し て 置く 次 第 で ある 。 

I) 3 人 に 経 肛 的 に 明 昌 の 幼 昌 を 注入 し て 1 人 は 76 
日 目 に , 1 人 は 同じ < く 76 日 目 に , 1 人 は 最初 14 日 間 に 
4 同 に 幼 昌 を 分 注 す る 事 に より 感染 を 容 直 な らし め た 結 
果 43 日 目 に 肛門 に 卵 を 証明 し た と 革 5 。 即ち 2 人 は 経 
日 感染 試験 より も 遅れ て 陽性 と な る が , 1 人 は 反 衝 経 肛 
注入 に より 感染 を 早め た と 結論 し て いる が , 其 の 間 に 経 
日 感染 が 絶対 に 無 か つ た か 否 か 不明 で ある 点 。 

II) 9 人 に 経口 的 に 時 虫 卵 を 忠 下 せしめ た 実験 で あ 
る が , 卵 数 が 少く 40 て 80 ュ で あり , 2 人 は 感染 な く , 
2 人 は 51, 54 日 に 陽性 , 1 人 は 早く 37 日 より 陽 作 , 1 
人 は 41 日 より 陽性 , 残り の 3 人 は 夫々 2 日 , 6 日 , 21 
日 に 陽 吐 で 更に 夫々 37 日 , 63 日 , 52 日 より 陽性 の 結果 
で , 2 日 , 6 日 , 21 日 に 陽 作 に 出 た の は 実験 前 の 感染 と 
推定 し , 37 日 以降 より の 陽性 を 実験 の た め の 成 績 と 球 つ 
て 弁解 し て いる が , 実際 は 37 日 目 陽性 も 疑問 と な る の 
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は 香 々 の 今 迄 や つた 人 体 実験 で も 早 過ぎ る 点 。 

III) 更に 本 間 君 の 追試 実験 に も ある 如く , 肛門 を 拭 
いた も の を 洗 准 し 遠心 沈 滅 する と 卵 の 脱穀 及び 幼虫 が 認 
め ら れる に 反し , 私 も 今 迄 何 万 回 に わた る 肛門 直接 塗布 
の テー プ 標 本 で は 今 迄 唯一 個 の 脱 殻 及び 仔 昌 を 見 た に す 
ぎ づ 明か ら に 事後 の 機械 的 操作 に よる 脱 殻 と 考え て よ 
い 。 

IV) 又 仔 虫 の 液体 中 で 動く 速度 を 推計 し て 1 分 に 6 
mm と 仮定 し , 口 よ り 7m, 肛門 より 1m の 盲腸 に は 
夫々 21 時 間 3 時 間 で 発育 し な が ら 到 達し 得る の で 幼 昌 
が 経 肛 的 に 感染 し 5 る と 推論 する が 推論 に すぎ な い 点 。 

以上 の 4 点 よ り SchGffner の 実験 方 法 及び 結果 その 
も の が 自ら の 説 を 育 定 し 難く , 本 間 君 の 実験 で も 分 る 様 
に 経 肛 感 染 の 可能 性 は 否定 的 で ある 。 


52. 学童 財 是 の 管理 


広島 県 寄生 虫 予防 協会 
松 田 鎖 雄 


Control of oxyuriasis of school pupils。 
Sizuo IMatuda 


昭和 24 年 9 月 , 広島 市 立 桶 郡 小学 校 全 児童 約 300 名 
を 対象 に 寄生 虫 症 管理 を 始め て か ら 6 ヵ年 に な る が , 今 
回 は 其 中 核 を な す 明 昌 症 の 管理 に 就 て 述べ る 。 其 方 法 は 
検 卵 ( 肛 半 の モロ ファ ン 洗 拭 法 と 工 便 塗 抹 法 ) の 結果 陰 
陽 の 成績 如何 に 関 せ ず , 年 間 3 一 4 回 ( 毎 学期 1 回 , 出来 
う れ ば 夏 休 暇 中 1 回 ) 全 児 童 に , 年 齢 に 応じ て 同一 楽 用 
量 の 務 虫 薬 (主として サン トニ ン ) を , 下剤 を 添加 せ ず に 
服用 させ る 事 に よ つ て , 時 虫 感染 率 の 消長 を 追及 し た 。 

① 当 初 26.6 の 感染 率 が 昭和 29 年 9 月 現在 で は 其 半 
分 の 13.4 と : い う 低 感染 率 に 通 減 し , 更に 性 別に 関し 
て は 女児 が 男児 より も 毎 常 高 率 と な つて いる 事 は , 瞬 昌 
の 習性 上 興味 深い 所 見 で ある 。 更 に 之 の 付 け と な る 事 
実は , 卒業 児童 の 感染 率 が 央 和 24 年 度 34.8 め , 昭和 25 
年 度 23.2 , 昭和 26 年 度 21 め , 昭和 27 年 度 18.1 狐 , . 
呈 和 28 年 度 2.1 と 乏 年 的 に 階段 状 に 遍 減 し て いる 事 
で ある 。 

⑧ サ ント ニン 未 の 有効 な 最低 楽 用 量 は 1 一 2 年 0.025g 
3 一 4 年 0.035g, 5 一 6 年 0.045g で , 之 れ 以 下 で は 薬効 
は 望ま れ な い 。 

③⑬ 週 間 4 回 以上 清潔 な ペン ッ の 窪 換え を 行う 事 は , 薬 
剤 に よる 時 虫 感染 率 の 低減 を 一 層 効 果 的 な らし め る 。 
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④ 他 の 寄生 虫 特に 顕 虫 と 鞭 虫 と の 混合 感染 の 有無 が , 
鞍 虫 卵 陰 転 地 に 及ぼ す 影 響 に 関し て は , 単独 84.6 名, 
混合 722.2 あと な つて いる 所 か ら , 他 の 寄生 虫 の 存在 に 
よ つ て 何等 か の 約 を 受け る も の ヽ 様 で ある 。 


53. 海 人 草 の 硫 量 成分 の 薬理 学 的 観察 


藤沢 薬品 工業 株 式 会 社 
田 村 三朗 


Pharmacological observation of anthelmintic 
principles of の zgezeg SZ22 の /g 々 aq. 


Saburo Tamura 


海 人 草 か ら 分 離 抽 出せ られ た 成分 , カイ ニン 酸 (2-ca- 
rboxy-3-carboxymethy1l-4-isopropenyl pyrrolidin) , 
揮発 油 ., グリ セリ ン 酸 ウー ダ の マン ノ サ イド の 楽 理 作用 
に 就 い て は 昨年 の 本 学会 で 報告 し た が , 其 の 後 カ イィ ニン 
酸 合 量 既知 の 海 人 草 水 製 エ キス と カイ ニン 酸 結 晶 と に 就 
いて カ ィ ニン 酸 濃度 を 中 心 に し て 比較 検討 し た 移 , 単位 
容積 中 の 等 カイ ニン 酸 量 で は シマ ミュ ズ 神 経 筋 標本 及び 
豚 題 虫 神経 筋 標本 に 対す る 作用 並 に 豚 虫 筋 ホ モジ ネー 
ト の 酸素 摂取 及び メチ レン 青 脱 色 阻 害 作 用 に 一 致し な い 
点 が ある の を 認め た 。 即 ち カ イィ ニン 酸 は 豚 普 虫 の 運動 を 
頭 著 に 麻痺 し 筋 綴 緩 を し な い が 水 製 エ キス は これ 等 の 作 
用 が 顕著 で あり , pH 7.2 の 婚 酸 緩衝 浴 液 (中 性 と し た 
も の ) で は カイ ニン 酸 は 豚 融 虫 筋 ホ モジ ネー ト の 酸素 摂 
取 を 抑制 し たい が 水 製 エ キス は 顕著 に 抑制 する の で 海 人 
草 水 製 エ キス 中 に は そう し た 作用 の ある 成分 の ある 事 が 

えら れる 。 先 〇 海 人 草 水 製 エ キス の 無機 成分 に 就 い て 
検索 し た 穏 マ ダグ ネ シ ウ ュ 塩 が シマ ミュ ズ 神 経 筋 標本 の 自 
動 運 動 を 最も 良く 麻痺 する の で 海 人 草 中 に 含ま れ て 居る 
乳酸 マグ ネ シ ウ ム に 就 い て in vitro 及び in vivo の 
由 作 用 を し ら べ た 。 そ の 結果 は 作用 は 余り 強く は な い が 
豚 虫 神経 筋 標本 の 自動 運動 を 麻痺 し , 豚 融 虫 筋 ホ モジ 
ネー ト の 酸素 鬼 取 普 に 脱水 素 酵素 の メチ レン 青 脱 色 を 阻 
害する の で 仔犬 に 50mg/kg を 経口 投与 し た 多 駆 虫 作用 
を 認め た 。 海 人 草 の 駆 虫 成分 と し て (その 含量 並 に 作用 
の 強 さ か ら 判 断 し て ) カ ィ ニン 酸 は 主要 成分 と 言い 得る 
が 他 に 揮発 油 , 乳酸 マイ マグネシウム , グリ セリ ン 酸 ツ ソーダ 
の マン ノ サ イィ ド 黄 他 未知 の 補助 的 駆虫 成分 が ある 様 に 思 


われ る 。 
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54. ヒア ル ロ ニ ダー ゼ に よる 
銅 是 卵 の 変化 


名 古屋 大 学 解 前 学 教室 
石 川 道 雄 


Influences of hyaluronidase on 
the egg of the pig ascariS。 
Michio Ishikawa 


顕 虫 卵 ( 豚 ) か が ヒ アル ロニ ダー ぞ (H) に よ つ て 変化 する 
か 否 か は , 耳 の 作用 する 基体 で も る ヒア ル ョ ン 酸 が 卵 内 
に 存在 する か 否 か に 係る 。 演 者 は 卵 内 に ヒア ル ロ ン 酸 が 
存在 する の を 大 有野 氏 法 に よ ょ つて 確認 し た の で , HH に よる 
卵 の 変化 は 容易 に 想像 し 得 た が , その 変化 が 形態 学 的 に 
甚だ 興味 が ある の で , 革 に 報告 する 。 

(Ii) 受精 卵 を HH 液 中 に 浮遊 させ て 観察 する と , 卵 重 
白 膜 は 膨 化 し , 卵 内 容 と 卵 毅 と の 間 に 間隙 を 生じ , 卵 内 
容 は 透 化 し , 粗大 球 で 満た され , 蜂 軍 状 を 呈す る 。 次 で 
卵殻 の 1 部 は 窪 乾 し て , 内 容 を 放出 する 。 対照 の 生理 的 
食塩 水中 の 卵 に は , か よう な 現象 は 認め られ な い 。 

(II) 顕 虫 (?) に 古 を 注射 する と , 顕 虫 子宮 下部 内 の 
受精 卵 は , 著しく 膨 化 し , 罰 帝 は 非 薄 と な り , 卵 内 容 に 
大 小 不同 , 粗大 液 胞 を 生ずる 。 各種 の 染色 に よ つ て , 之 
を 観察 する と , 

(1) と アル ョ ン 酸 の た め の 大 野 氏 法 
甚 内 の ヒア ル ョ ン 酸 は , HH に よ つ て 消化 され て , トル 
ィ ヂ ン 青 に よる メタ クロ マジ ア 反 応 は 陰性 と な る 。 

(2) HX-E 落 色 
膨 化 し た 卵 の 内 容 は 液 胞 に 満 さ れ て 明る く , 塩基 性 の 
沖 胞 頼 粒 は 溶解 し , 核 は 不 著 明 と な る 。 

(3) ムチ カル ミン 染色 
膨 化 し た 卵 の 内 容 は , 正常 卵 と 同様 に . ムチ カル ミン 
に よ つ て 抹 色 され , 核 は 不 著 明 と な る 。 

(4) 鉄 へ マト キシ リン 染色 
正常 卵 内 容 中 の 糸 粒 体 は , 細 杜 状 . らせん 状 を 呈す る 
が , 膨 化 卵 で は , 糸 粒 体 は 触 合 し て , 大 小 不同 の 題 粒状 
を 呈す る 。 

(II) 多量 の 顕 虫 卵 含有 生理 的 食塩 水 を , マウ メス 腹 
腔 内 に 注入 し , 卵 を 観察 する に , 10 一 20 分 後 , 卵 は 膨 化 
し , 衝 拍 膜 も 光 膨 化 し , 30 一 120 分 後 , 卵殻 と 内 容 と の 
間 に 間 隙 を 生じ , 卵 内 容 は 透 化 する 。 120>180 分 後 , 卵 
殻 の 1 部 が 宗 也 し て 内 容 が 放出 する 。 腹腔 液 内 に , 球状 
の コア セル バー ト が 多数 出現 する 。 放 出 後 の 卵 殻 は 多種 
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多様 に 分 解 変形 し , 逐 に 溶解 する 。 こ の 所 見 に よ つ て , 
マッ ス 腹 腔 内 に は , 卵 を 拡散 膨 化 し , 溶解 する 物質 が あ 
る こと が 判る 。 

(IV) 顕 虫 卵 腹腔 注入 マウ ス に , 耳 を 皮下 注射 する と 
久 の 変化 は , (III) と 同様 で も る が , その 速度 が 迅 速 で , 
数 分 以内 に 卵 は 膨 化 し , 20 一 30 分 で 溶解 する 。 

(V) 是 を 腹腔 内 に 注射 し た 場合 は (IV) の 場合 より 
も 更に 迅速 に 卵 は 変化 する 。 

(V1) (V) の 所 見 か ら , H は , 生体 内 に 存在 する 台 虫 
邸 拡散 浴 解 作用 を 促進 せしめ る 作用 が ある こと を 示す 。 
( 問 ) ( 予 研 寄 ) 柳沢 十 四 男 
1) hyalouronidase 作用 虫 卵 の 子宮 内 虫 卵 の 中 に 
stage の 異 る る の が ある 様 に slide の 図 よ り 考 ん えら れる 

』 が ? 
2) 卵殻 が 上 記 酵 素 で 非常 に 薄く な る 様 な slide の 図 
が ある が , その 虫 卵 は 受精 卵 で は な いか ? 

3) 私 共 の 所 で も 卵 殻 最 内 層 に 於 て 上 記 酵 素 に 依り 消 
失 す る 層 を 認め た 。 

( 答 


ヽ ン 


石 川 道雄 
1) 子宮 下部 の 卵殻 形成 完了 し た 受精 卵 を 用 いま し 
2) H に より 膨 化し た 受精 卵 で す 。 

3) 膨 化 著 明 の た め 1 見 不 受精 卵 の よう に 見 えま す 。 

( 加 ) (家畜 衛生 試験 場 ) 角 田 清 

1953 年 度 関 東部 会 で の 当 場 上 野 等 の 報告 の 通り , 組 
織 化学 的 に ヒア ルウ ョ ン 酸 等 の 酸性 多糖 天 の ある こと が 
判明 し た 。 

( 問 ヒア ルウ ロニ ダー ゼ は , ヒア ルウ ロン 酸 以 外 の 
コンドロイチン 硫酸 等 の 酸性 多糖 預 も 同時 に 分 解す る 傾 
向 が ある の で , 本 酵素 を 用 いて の 実験 で 他 の 酸性 多糖 類 
の 存在 は 如何 で すか ? 

( 符 ) 石 川 道雄 

ヒア ル ョ ロン 酸 の た め の 大 有野 氏 涼 を 応用 し た の で , 他 の 
多糖 類 と の 関係 は 実験 し て あり ませ ん 。 


速 心 分 離 に よ る 形 故 


予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
柳澤 十 四 男 


Effect of centrifugal force on aScariS 
ova treated with various chemicalS. 


Toshio Yanagisawa 


燃 虫 卵生 死 判 定 の 重要 性 に 関し て は 多く の 説明 を 要 し 
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な い が 其 の 判定 の 規準 は 各 研 究 者 に 依っ つて 必ず し ゃ 一 定 

し て 居 な い 。 現在 行わ ん て いる 最も 確実 な 方 法 は 変性 の 
形態 的 特徴 の 長期 培養 観察 で ある 。 し か し 此 の 方 法 は 余 
り に 長 時 間 を 要する 点 , 変性 の 形態 的 特徴 と 変性 機構 に 
関し て は 殆ど 不明 で ある 事 等 が 難点 と し て 挙げ られ る 。 
筆者 は 薬剤 負 理 変性 虫 卵 に 遠心 力 を 働か せる 事 に 依り よ 
り 早 期 に 虫 卵 生死 の 判定 を 下 し 且つ 変性 機構 の 一 端 を 知 
る 事 が 出来 た の で 報告 する 。 

豚 顕 虫 子宮 内 成熟 卵 を 草子 油 硫化 炭素 等 の 楽 剤 に 10" 
C, 7 日 浸漬 後 水洗 遠心 分 離し 塔 養 28*C で 其 の 後 観察 を 
符 つ た 。 

先 つ 基礎 的 実験 と し て 正常 単細胞 昌 卵 の 発育 に 対す る 
各種 遠心 力 (3.000 一 8,000 R.P.M.) の 影響 を 見 た 。 全 下 
卵 は 三 層 に 層 化 さ れ 菩 養 後 18 時 間 の 観察 で は 細胞 質 の 
層 化 は 全く 消失 し 其 の 後 分 裂 を 始め た 。 二 養 11 日 目 の 
仔 虫 形成 卵 は 対照 実験 と 比較 し て 各種 遠心 力作 用 虫 卵 に 
於 て 差 を 認め 得 な か つた 。 

次 に 各種 測度 の 楽 剤 処理 虫 卵 に 培養 直前 に 3,000 R.P. 
M. の 遠心 力 を 動か せ た 結果 を 見 る と , 高 濃度 薬剤 和 理 
に よる 変性 甚 し き 虫 卵 の 細胞 質 は 層 化 が 見 られ ず 細 胞 質 
重 白 の 凝固 を 推察 させ られ る 。 変性 の 軽度 な る 東 卵 ( 低 
濃度 処理 ) は 上 記 遠 心 力 に より 層 化 が 起 成 し 一 部 は 短 時 
間 後 の 二 養 で 消失 せ ず 長 時 間 層 化 が 残存 する 。 他 の 一 部 
は 層 化 起 成 後 往時 間 で 層 化 消失 し 単細胞 の ま ゝ 分 像 せ ず 
残存 する も の と 其 の 後 分 像 し て 発育 異常 に 陥る る の と が 
ある 。 楽 剤 の 影響 な き 稀 薄 漠 度 処理 虫 卵 は 層 化 現象 を 起 
成 し 後 消失 し て 正常 分 製 を 行い 仔 虫 を 形成 する の は 対照 
群 と 同一 で ある 。 層 化 消失 後 の 単 細胞 変性 卵 も 其 の 後 培 
養 を 継続 し も ちる 時 期 に 再び 遠心 力 を 働か せる と 層 化 が 起 
ら な く な る 。 る 虫 卵 は 正常 単細胞 卵 と 形態 的 区 別 は 困 
難 な る も , 此 の 層 化 不 起 より 昌 卵 の 細胞 質 凝固 を 知り , 
二 者 を 区 別 す る こと が 出来 る 。 猛 変性 虫 卵 に 対す る 遠心 
力 (3,000 R.P.M.) は 其 の 後 の 仔 虫 形成 率 及び 変性 率 に 
殆ど と 影響 を 及ぼ さ な い 。 

以上 の 結果 より 従来 行わ れ て いる 変性 の 形態 的 観察 と 
併行 し て 虫 卵 に 遠心 力 を 作用 させ る と , より 早期 に 変性 
の 程度 と 其 の 機構 の 一 端 を 知る 事 が 出来 る 。 








56. 二 硫 化 角 素 と 基 の 拡散 剤 に 
よる 開 池 内 虫 卵 の 死滅 試 双 


日 本 大 学 医学 部 赤木 内 科 
際 田 敏子 ・ 中 路 一 


・ Ovocidal effect on ascaris ova in 
feces and urine by means of CS。 

with spreading chemicalS. 
Toshiko Fujita, Hajime Nakaji 


夏季 に 於 ける 開 池 内 頭 虫 卵 の 撲滅 に 対す る CSs 及び 
その 披 散 剤 の 効果 に つい て は 先 に 第 14 回 日 本 寄生 虫 学 
会 東日本 支部 大 会 に 於 いて 発表 し た が , 今回 は 拡散 剤 と 
し て 前 より 安価 な る 「 拡 散剤 R.T.」( 仮 称 ) を 使用 し 氷 
室内 及び 冬季 戸外 開 池 に て 実験 し 次 の 如き 成績 を 得 た 。 
即ち 氷室 内 (6.0"C 一 4.0"C) 実験 で は , 水中 で は 0.1 
CSs 填 R.T. で 5 日 後 , 0.05 を CS。 十 R.T. で は 15 日 後 
に 完全 死滅 を 見 る 。 尿 中 で は 0.2 CSs 十 R.T. で 15 
日 後に 完全 死滅 を 見 , CS, の み で は 15 日 後 で 条 お 発育 
卵 を 認め て いる 。 
戸外 義 池 内 (19.0?C 一 4.5?C) で は 0.2 ぢ CS: 十 R.T. 
で は 10 日 後 0.1 CSz 十 R.T. で は 40 日 後 で 完全 死滅 
を 見 る , し か し CSgs の み で は 0.2 で も 50 日 後に 始め 
て 完全 死滅 を 見 る 。 0.1 で は 60 日 後 で も 条 お 発育 卵 
を 認 む 。 
以上 冬季 で は 0.1 め , 0.2 を 使用 する こと が 適当 と 
思う が , 和 何 お 現在 都 下 某 女 子 農学 園 に て 野外 実験 を 実施 
中 で ある 
( 問 ) (国立 衛生 試験 所 ) 佐渡 正四 郎 
私 も 同様 な 実験 を し て いま す が , R.T. 以外 の 数 信 の 
表面 活性 剤 を 使用 する と 何れ も 芝 力 が 江 じ て い ます 。 之 
は 舌 験 の 方 法 が 上 虹 る 為 で も る か と 思う が , R.〒. は 何 所 
で 製造 され ます か 。 
( 答 ) 中 路 ーー 
「 拡 散剤 R.T.」 とい 5 名 称 は 現在 仮り に 付け た 名 称 で 
す が , 製 楽 会 社 は , 第 一 工業 製薬 株 式 会 社 で す 。 
( 追 ) (群馬 大 学 小児 科 ) 友 新 五 
二 硫 化 炭 素 と 二 硫 化 炭 素 乳剤 の 肥 溜 内 に 於 ける 効力 比 
eu その 詳細 は 4 月 4 日 の 示 : ee に か 
る 成績 の 大 要 を 述べ れ ば 乳剤 の 方 が 効果 が 比較 的 星 く 
Re よる 殺 卵 力 の な ら が な いよ 5 な 傾向 が 
みみ ら れる 。 
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57. 二 硫 化 胡 素 乳化 剤 を の 他 の 
員 是 卵 殺 滅 に 関す る 研究 


岐阜 医学 大 学 寄生 下 学 教室 
森下 哲夫 ・ 小 林 喘 穂 
永田 二 明 ・ 水 野 晴 重 


Studies on the eradication of ascarid 
eges with CSs eznulsion. 
T. Morishita, M. Kobayashi, 
J. Nagata, 是 . Mizuno 


二 硫 化 炭 素 に 佐 る 顕 虫 卵 殺 減 実験 で 充分 提 拓 すれ ば 
0.1 及び 0.05 で 殿 尿 中 の 人 昭 虫 卵 を 殺 減 出来 る こと 
を 知 つ た 。 こ の 実験 は 11 月 中 の 室温 に 於 ける も の で あ 
る 。 須 阜 の 1 山村 で 住民 2500 を 対 陣 に 1953 年 7 月 以来 
検便 駆虫 を 繰り 返 え し 更に 2 カ ヵ月 置き に CSs 殿 尿 釣 理 
Dio 二 ポ の 54 の 寄生 率 を 20 用 に 下げ る こと 

来 た 。 こ の 間 8 月 の 検査 で は 殿 尿 中 の 顕 虫 卵 は 死滅 
ie 11 月 の も の は 全部 生存 し て 居 た 。 この こ 
と は 温度 に 依る 影響 も ある が CSs の 凡 虫 卵 に 対す る 接 
触 度 に 依る も の と 考え 飛騨 の 山奥 の 神岡 鉱山 で 10 月 に 
尿 尿 吸引 車 に CSs を 応用 し て 充分 な 提 捧 を 行 つ た 処 
0.05 で も 12 日 後 で 全 卵 は 死滅 し て 居 た 。 この 
こと か ら CS。 の 乳化 剤 を 考 ん Benzal konium chlori- 
de, Tween 80, Span 8O 等 を VN て 種々 の 実験 を 行い 
NN る こと に 信 つて 経済 的 に も い ヽ し , 殺 滅 力も 


0.1 めで 6 日 後に 全 減 させ る こと を 知 つ た 。 時 肥 メ 町 の 50 
石 入り 貯留 槽 で 1 Woo 1 CS 乳剤 で 顕 虫 
卵 を 12 日 後に 完全 に 殺 減 し 得る こと を 知 つ た 。 


別に 0 の WP 訟 0 還 を 机 必 の medium と な る 魚 
是 雅 含有 物 に 混 ず る と 0.2 に 混 じ て 顕 虫 卵 を 殺 滅 し 得 
る こと を 史 つ た 。 


58. 上 虫 卵 に 対す る 温 温 度 の 影響 
2 
鳥取 大 学 公衆 衛生 学 教室 
森 正 三 


Influences of the temperature and humidity 
on the eggs of 4sc2zzs 7 の 77cO7 の es : (2) . 


Shozo IMori 


温度 20"C, 30?C, 35?C の 場合 0 用 より 100 に 至る 


各 湿 度 下 で 鯛 虫 卵 が 如何 な る 影響 と も た えら れる か に つ 
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昭和 30 年 6 月 (1955)〕 


いて は 第 22 回 寄生 虫 学会 に お いて 報告 し た が , 本 年 は 
同様 に 40"*C, 45?C, 50?C の 場合 の 各 湿度 が 人 顕 虫 卵 に 
対し 如何 な る 影響 を あたえ る か に つい て 報告 する 。 
40*C を 保つ た 悟 湿 容器 で 一 定時 間 保護 し た 場合 。 
1) 人 顕 虫 単 綱 胞 卵 の 場合 
0 乃至 20 の 混 度 下 で は 6 時 間 保 護 す る と 既に 全 
卵 仔 由 を 形成 し な い 。 40 で は 12 時 間 , 60 を で は 48 
時 間 , 80 用 で は 72 時間, 100 用 で は 120 時 間 で 夫々 全 
卵 仔 虫 形成 能力 を 失 5 。 
2) 人 顕 虫 仔 虫 包 臓 卵 の 場合 
0 多 及 び 20 の 湿度 下 で は 5 時 間 で 全 卵 死滅 する 。 
40 で は 10 時 間 , 60 で は 24 時間, 80 用 で は 72 時 
間 , 100 用 で は 120 時 間 で 夫々 全 卵 死滅 する 。 
45? 保つ た 恒 混 容器 で 一 定時 間 保 護 し た 場合 。 
1) en 
0 の 湿度 下 で は 5 時 間 で 全 罰 仔 虫 形成 能力 を 失 5 。 
20 ダ で 6 時 間 , 40 及び 60 で は 7 時 間 , 80 で 9 
時 間 , 100 用 で 12 時間 で 夫々 全 鉱 仔 虫 形成 能力 を 失 ? 。 
R 人 台 虫 仔 虫 包 蔵 卵 の 場合 
My 20 で 5 時 間 
RE で 9 時 間 , 100 で 12 
時 間 で 夫々 全 卵 死滅 する 。 
50?C を 保つ た 恒 混 容器 で 一 定時 間 保 護 し た 場合 
1) 人 
0 及び 20 の 混 度 下 で は 20 分 , 40 で は 40 分 , 
60 で 50 分, 80 多 で 70 分 , 100 で 120 分 便 混 容器 
に 保護 する こと に より 各々 < tf 形成 能力 を 失う 5。 
2) 人 顕 昌 MPP 2 
0 及び 20 の 温度 下 で は 10 分 , 40 で 30 分 , 60 
で 40 分 , 80 で 0 分 , 100 で 120 分 で 夫々 人 
減 する 。 
以上 の 実験 成績 より 40*C, 45*C, 50?C 下 で は 如何 
な る 湿度 の 下 で も 鯛 虫 卵 は 発育 を 遂 び る こと が 出来 ず , 
仔 虫 名 蔵 卵 は 死滅 する 。 低 湿度 下 で は 高 湿度 下 に 比 し 非 
人 る 。 単細胞 卵 は 仔 虫 包 蔵 卵 に 比 し 低 
量 度 に 対す る 抵抗 力 が 著 干 強い が , 高 湿度 下 で は 両者 の 
拭 近 力 に 差 が 認め られ な い 。 
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59. 久 仔 是 の 物質 代謝 に 対す る 諸 
種 薬物 の 影響 に 関す る 研究 (1 ) 
騙 是 卵 解 化 條 件 に つい て の 検討 


東京 大 学 医学 部 薬理 学 教室 
小林 和 工人 ・ 大 家 裕 
順天堂 大 学 薬理 学 教室 
板 東 元夫 


Studies on the infhnences of several 
drugs on the metabolism of ascaris 
larvae. (1) On the factors concerning 
with the hatching of ascaris eggS. 
Yoshito Kobayashi, Hiroshi Oya, 
Takeo Bando 


虫 卵 塔 養 基 に 生ずる ヵ ビ 其他 微生物 の 発育 を 抑制 す 
る た め に と に, 防 ヵ カビ 剤 Dehydroacetic acid (D 古 A), 及 
び 拓 生 物質 Dihyqrostreptomycin (SM), Penicillin G 
(P) を 用 い , これ ら が 久 発 育 に 及ぼ す 影 響 を 知る た め に 
本 実験 を 行 つ た 。 

実験 に は , 数 十 の 豚 題 虫 の 子宮 下部 より 採取 し た 受精 
卵 を 用 い , 一 半 は 5 Antiformin で 前 和希 置 し , 他 は 和 無 
多 署 の 伴 よ ょ く 混 ぜ 合 わせ た 。 

突 験 は 次 の 三 項 目 に つい て 行っ た 。 (1 DHA 100 7/cc 
SM 50 7/cc, P 10u/cc を 含む 蒸溜 水 と , 乾 戸 水 単独 と 
の 場合 の 卵 発育 状態 の 比較 。(II) SM の 添加 量 を 50, 
100, 200 7/cc の 3 段階 と し ( 各 DHA 100 7/cc, P 10u 
/cc 宛 を 含む ) 各 群 で の 罰 発 育 状態 の 比較 。 (TI) DHA 
の 添加 量 を 100, 200, 400, 800 7/cc の 4 段階 と し ( 各 
SM 507/cc, P 10u/cc 宛 を 含む ) 各 群 で の 卵 発育 状 能 
の 比較 。 

玉 養 法 は シャ ー レ 内 カワ ラ ヶ 培養 法 に 準じ た が , 市 販 
陶工 板 を 以 て カワ ラ ヶ に 代え , 要因 分 析 人 に 適し た 実験 計 
画 を た て た 。 1 細胞 一 仔 虫 期 の 7 段階 に つい て , 各 段 階 
の 間 の 移行 状態 を 観察 の 対象 と し た 。 実験 調 始 後 , 各 移 
行 期 毎 に 数 回 の 観察 を 行い , 移行 を 終了 し た 卵 数 の 百 分 
率 を 求め る と 共に , その 時 間 的 経過 を 百分率 果 積 曲線 に 
表わし , これ に 統計 的 処理 を 加え て , 被 検 卵 50 が 移 
行 を 終了 する まで の 経過 時 間 (Us。), 及び 該 曲線 の 不偏 
分 散 (⑳) を 算出 し た 。 こ ょ に , Uso は 尋 発 育 の 速度 の 遅 
速 を 表わし , 9 は 各 和 群 内 の 発育 の 均一 性 を 示す も の で あ 
る 。 

各 実 験 に 於 て 得 ら れ た Uso 及び @ に つき , 要因 分 析 
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を 行 つ た 結果 は 欠 の 如く で ある 。 第 一 の 実験 で は , 楽 剤 
添加 群 で 4 一 多 細 胞 期 に 発育 の 遅延 を 見 , 盟 射 一 仔 虫 其 
に 発育 の 不 均一 性 が 増大 し た 。 又 Antiformin 前 筑 置 
に より , 昭 昧 一 仔 虫 期 に 発育 の 促進 を 見 , Antiformin 
多 回 と 薬剤 添加 の 交互 作用 は 何れ の 場合 に も 見 られ な か 
つた 。 第 二 の 実 験 で は , 身 卵 器 内 の 培養 器 の 位置 に よる 
影響 も し ら べ た が , 外界 に 近い 列 で は , 発育 が 全 期 に 理 
り 遅 延 し , 後期 で は 発育 の 不 均一 性 が 増大 し た 。SM 添 
加 量 の 影響 は , 発生 後期 に 著しく , 桑 棋 一 昭 時 期 で は 
SM の 増量 に ょ り , 発育 は 促進 され , 照 庄 一 仔 虫 期 で は 
100 7/cc で 最も 均一 な 発育 を 示 し た 。 2 日 毎 に 培養 液 を 
交換 する と , 交換 の 影響 は 後期 に 現れ 交換 し た も の で は 
発育 遅延 し sd 
卵 器 [ の 位 詐 の 影 き 実験 に 同じ く , DHA 添加 量 
人 me の 且 誠 決 革 辻 の 補 
進 を 見 , 800 7/cc で 逆 に 発育 の 遅延 を 示 し た 。 又 100 一 
200 7/cc で は 不 均一 性 洒 次 増大 し , 400 一 800 7/cc で は 
ei 

以上 の 結果 に よ 演者 等 は Antiformin 前 処 回 , 
並び に 薬剤 添加 等 カ 9 卵 発育 の 速度 及び 均一 性 に 影響 


を 及ぼ すこ と を 推計 学 的 に 証明 する こと が 出来 た 。 
( 問 ) ( 阪 大 微 研 ) 伏 見 純 一 
素 焼 抜 を お 使い に な つた 理由 は どの 様 な も る の で すか ? 
( 答 ) 板 東 丈夫 


種々 の 培養 法 を 検討 し た 後 , 素 焼 板 を えらび, 材料 入 
ww 点 。 等 質 性 等 の 点 か ら 市 販 陶 土 板 を 用 いる こ 
と し まし た 。 

( 加 ) (日 本 寄生 虫 病 研究 所 ) 和義 田 順 一 
私 は 顕 虫 卵 の 培養 に 広く 応用 せら る ゝ 素 焼 皿 培養 法 を 
提案 せる 関係 上 一 言 追 加 す 。 近 来 女 化 が 進 だ 為 め 素 焼 皿 
が 入手 困難 と な つた が , 広島 県 の 宮嶋 に は 優 護 な も の を 

売 つ て 居る 今後 の 研究 者 の た め お 絡 ら せ す る 。 
60. 家 兎 腹腔 内 に 収め た 容 人 内 の 昭 
幼虫 の 発育 ( 映 幼 虫 の 培養 の 試み 続報 ) 


大 阪 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 
吉 川 俊一 


Development of ascarisS larvae in 
the container inserted into the 
peritoneal cavity of rabbitSs。 
Shuniti Yoshikawr 


昭和 27 年 第 21 回 寄生 虫 学会 に 於 て , 私 は “ 顕 幼 昌 の 
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二 養 の 試み "” と 交 し て 報告 し た 。 そ の 折 に 述べ た が , 無 
菌 操作 の 下 に 随時 に 菩 地 交換 を 行 5 装置 を 組立 て ヽ , 負 
化 幼 果 及 び モ ル モ ッ ト の 肺 の 感染 幼 果 を 資料 と し て 種々 
の 菩 地 を 用 いて 塔 養 を 試み た が , 肺 の 感 菜 幼虫 に 於 て 生 
存 期間 を 約 20 日 に 延長 する 事 が 出来 た に に すぎ な か つた 。 
そこ で 更に 生物 学 的 な 要因 に 近接 する 為 に 半 透 膜 の 隔 壁 
を も つた 小 容器 内 に 上 述 の 資料 を 入れ て 家 兎 の 腹腔 或 は 
胸腔 に 挿入 し て 実験 を 反復 し た が , 生存 期間 が 3 週間 位 
に 延長 され た が 矢 張 明瞭 な 発育 の 跡 を 認め る 事 が 出来 な 
か つた 。 

し か し 生 ら この 実験 を 更に 続け た 結果 , 身 化 幼虫 を 資 
料 と し た 場合 に , 20 余 例 中 僅か に 2 例 で は ある が , 明 央 
に 発育 の 跡 の 認め られ る 生存 を し て いる 幼 昌 を 得 た 。 

この 幼虫 の 一 つ は 30 日 目 に 生存 し て いて , 体長 , 体 
幅 に は 明か に 発育 し た と 考え られ る 測定 値 は 得 ら れ な か 
つた が , 形 毅 構 造 に 於 いて 口 居 部 , 食道 部 , 直腸 部 に 於 
て 項 干 発育 の 跡 が 認め られ た 。 

又 他 の 1 例 は 40 日 目 に 矢 張 生 存 し て いて 明瞭 に 発育 
し た と 認め られ る も の で あつ た , この 体長 , 体 幅 は 英 化 
幼虫 の 最大 の も の より 大 きく , 平均 値 の 約 2.4 倍 を 示し 
体長 609 み , 最大 体 幅 35.3z で あつ た 。 形態 構造 に 於 い 
て も 明瞭 な 発育 の 跡 を 認め , 口唇 部 に 於 て 口腔 の 両側 ク 
チク ラ の 上 に 短い 円 丘 状 を 呈し た 部 が 現れ , 食道 は 所 詩 
ラブ チ デ ヂ デス 型 を 呈し て お り , 食道 壁 及 び 食 道内 腔 も 又 明 
【 で ある 。 腸管 も 又 分 化し て 腸 忌 は 厚く な り , 体長 と の 
区 別 が 明か で ある 。 肛門 直腸 部 も 発達 し て 肛門 部 の 隆起 
も 明か に 示し て いる 。 又 腹 側 に 生殖 原 基 が 識別 出来 る 。 
この 幼虫 の 像 は , 動物 感染 幼虫 の 肺 に 見 出さ れる も の に 
対す る 先 人 達 の 記載 の 共通 点 の み に 比 較 し て も , それ に 
一 致し て いる 。 

以上 の 実験 成績 に 於 て 明瞭 な 発育 が 認め られ た 由 体 が 
唯 2 匹 で ちる と ゆう 不 十分 な 成績 で ある が , 至難 と され 
て いる 人 工 塔 養 え を の 一 つの 端緒 を 与え る か も 知れ ぬ と 考 
え に 報告 する 。 
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61. 大 鍋 虫 の 先天 性 感 落 に つい て 
で る ) 


日 本 獣医 大 学 寄生 虫 学 教室 ・ 
清水 重 矢 ・ 堀 見 利 昌 


On the intrauterine infection of 
dog ascarids, oocozZ CS ・ (2) 


Shigeya Shimizu, Toshirmasa Horimi. 


さき に 私 共 は , 自然 の 状態 に お いて 犬 虫 の 幼虫 が 胎 
盤 を 介し て 胎児 に 移行 する 事実 に つい て 調査 し た 結果 を 
報告 し た の で ある が , 今回 は その 後 引 続い て 行っ た 調査 
成績 と 前 回 の それ と を 1 括 し 絶 合 し た 結果 に つい て 報告 
する 。 

検査 し た 仔犬 は 生後 3 日 以内 の 統計 70 頭 で , 肺 臓 , 胃 , 
腸 和 堂 の 3 種 の 臓器 に つい て 上 幼 昌 の 検索 を 行っ た 。 そ の 
成績 を 総 合 す る と 次 の と お り で ある 。 

1. 仔犬 70 頭 中 幼虫 を 検出 し た も の が 66 頭 で 他 の 4 
頭 は 陰性 に 終 つ た 。 発見 率 は 94.28 めで ある 。 

2. 生後 10 時 間 以 内 の も の で は 幼虫 は 肺 臓 内 に の ス 
発見 され れ が , 24 時 間 刀 至 72 時 間 の 各 例 に お い て は 
肺 , 胃 , 腸 の いづ れ の 臓器 か ら も 検出 され た 。 併 し 全般 
的 に みる と 肺 臓 か ら 見 出さ れる 頻度 が 比較 的 に 多い 。 従 
つて 肺 か ら 腸 え の 幼虫 の 移行 が 完了 する の は 生後 3 日 後 
で あ る と 思わ れる 。 

3. 同 腹 の 仔犬 か ら 発 見 され る 幼 昌 数 に は 可 な り の ひ 
らき が 見 られ る が , 臓器 別に みた 検出 率 に は 閉 る し い 差 
異 は な い 。 

4. 3 種 の 臓器 を 通じ て 見 出さ れ た 幼虫 の 5 ち 最小 の 
も の は 1.128x0.048mm 最大 の も の は 2.088x0.064 
mm で あつ た 。 

5. 例 数 が 少 い の で 不 充 分 で は ある が , 東京 地方 で は 
年 間 を 通じ て 犬 題 虫 の 胎盤 感染 の 事実 が 存在 する も の と 
考え られ る 。 


( 間 ) (岐阜 医大 ) 森 下 折 夫 
Baermann で 仔 貝 採集 を し た の で すか 
( 答 ) 堀 見 利 草 


Baermann 氏 法 は 用 いま せん , 臓器 を 指先 き で 潰し て 
細 砕 し 37*C 位 の 湯 中 に し ば らく 放置 , 細目 の 金 あ み で 
演 し , 沈 溶 を 数 回 涯 つて か ら 幼 東 を 検索 し まし た 。 

( 問 ) (日 医大 ) 赤 木 晴 生 

生後 直後 より 気管 内 に 昇 つ て 来る と 思 つ て いま す が 気 
管内 の 幼虫 を 調べ られ し や 
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( 答 ) 堀 見 利 遇 
否 
( 加 ) (浪速 大 獣医 ) 野 田亮 二 


生後 1 日 に 於 て 腸 より 仔 虫 を 得 て 居 られ る が 余 等 の 例 
で は 此 の 時 期 に は 肺 の み に 認 め た , 

赤木 先生 に 

余 等 の 例 で は 生 直 後に は 肝臓 の み に 仔 虫 を 認め , 問 も 
な く 肺 に 移行 する が 食道 に は 認め な か つた 


62. 玉虫 の 組織 化学 的 研究 
(2 ) 酸性 クラフ オス フ ア タ ー ゼ 
ょ りう リバ ー ゼ の 分 布 に 就 て 


熊本 大 学 医学 部 寄生 虫 病 学 教室 
松下 文雄 ・ 鶴 田 貢 


Histochernical studies on 244scgzs 
7zzz の yzcogzes. (2) The distribution 


of acidic phosphatase and 1ipase. 


Fumio Matusita, Mitugu Turuta 


吾 々 は 先 に 豚 虫 の 中 腸 組織 に 於 ける リパーゼ の 分 布 
に つき 報告 し た が , 更 人 顕 虫 の 酸性 フォ ス フ ァ ター ゼ 
(酸性 「 フ ォ 」 と 略す ) と り バ ペー ゼ の 分 布 を 観察 し た 。 

材料 は 豚 題 東 を 24 時間 37"C の 遇 卵 器 内 で 0.9 多 生 
理 的 食塩 水中 に 飼養 せる も る の を 用 いた 。 

酸性 フォ は 武内 氏 の 方 法 に 従い ゲ リ セ ロ 燃 酸 ソ ー ダ を 
基質 と し て アン モニ = ヤ 銀 で 柴 色 し た 。 対照 は 一 つ は 基質 
を 除い た 液 に 浸し 他 は 同様 に 操作 し , 他 の 一 つ は 脱 ベ ラ 
後 直ちに アン モニ ヤ 銀 染色 を な し た 。 リ ペー ゼ は 武内 氏 
法 に 従い 基質 と し て Tween 60 と 40 を 用 い =ー ル 青 飽 
和 浴 液 で 染色 後 , 1 多 酷 酸 沙 液 で 分 別 し た 。 対照 は 基質 
を 除い た 液 に 浸す 外 は 全く 同様 に 操作 し た 。 
酸性 「 フ ォ 」 の 分 布 
体 芯 部 の 留 皮 層 , 筋肉 細胞 は 陰性 で ある 。 角 皮下 層 で 
は 全 周 に 也 り 黒 褐色 に 濃 染 する 陽性 粒 を 認め た 。 側線 
で は 中 央 案 線維 群 , 周囲 組織 , 中 央 索 分 上 部 の 下方 の 各 
部 に 強い 陽性 昨 粒 を 認め た 。 側 線 の 側 管内 , 腰 道 構造 内 
及び 和 柔 組 織 に は 反応 陰性 で ちあ つた 。 正中 線 の 角 友 下層 と 
連 る 茎 状 部 , 体腔 中 に 和 突出 せる 遊離 部 も 陽性 題 粒 を 含ん 
で いる 。 消化 管 の 中 腸 組 織 で は , 条 線 層 に 於 ける 反応 最 
も 強く 潮 募 性 に 黒褐色 を 呈す 。 次 いで 占 粒 層 の 反応 強く 
透明 層 , 基底 部 に ぁ 陽 性 題 粒 散在 す 。 絹 胞 核 , 基底 層 に . 
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は 認め な い 。 食道 及び 直腸 組織 に も 反応 は 認め な か つ 
た 。 精子 は 未成 歌 の も の 陰性 で 成 難 する に 従い 染色 性 を 
増し , 完全 成 難 せる も る の で は 強い 陽性 反応 を 示し た 。 子 
宮内 膜 , 卵殻 , 卵 巣 及び 精巣 の 上 皮 に 極 く 軽い 陽性 反応 
を 認め た 。 体腔 組織 , 花房 状 器 官 に は 反応 を 認め な か つ 
だ っ 

リバ ー ゼ の 分 布 

体 璧 部 の 角 皮 上 剛 の 中 層 に 少数 例 で は ある が 陽性 頼 粒 を 
認め た 。 然し 大 多数 例 に て 陰性 で あつ た 。 角 皮下 層 及 び 
その 連続 た る 側線 , 正中 線 に も 酸性 「 フ ォ 」 と 同様 に 陽性 
頼 粒 を 認め た 。 中 腸 組織 の 透明 層 , 占 粒 層 , 基底 部 に 赤 
紫色 陽性 題 粒 を 認め , 条 線 層 , 基底 慎 及 び 食道 , 直腸 組 
織 は 陰性 で あつ た 。 細胞 核 は すべ て 陰性 で あつ た 。 弁 巣 
精巣 の 実質 部 に 陽性 燥 粒 を 認め , 花房 状 器 官 も 強い 陽性 
昭 粒 を 示し た 。 

何 お り リパーゼ の 高 の Gomori の 方 法 で は 中 腸 の 題 粒 
層 に 対照 に も 褐色 上 粒 出現 し 判定 困難 で も る 。 ア ルカ リ 
性 「 ラ フォ 」 は 現在 の 所 , 反応 陰性 で 更に 検討 を 要する も の 
と 思わ れる 。 


63. 大 腸 菌 の 遇 下 及 び 釣 是 飼 育 液 
の 抗原 性 に 及ぼ す 影 響 に つい て 


慈 恵 会 医科 大 学 林内 科 
松本 晋三 ・ 井 名 邦 男 
半沢 久 次 郎 ・ 石 田 敏和 


On the effect upon the sntigenicity of 
the cultural medium for ascariS and 
hookworm by coli bacillus. 

S. Matsumoto, 氏 . Imawari 
氏 . Hansawa, Isida 


1. 緒 論 我々 は 先 に 大 腸 菌 の 顕 虫 餅 育 液 に 対す る 感 
作 原 性 抑制 効果 を 寄生 虫 学会 関東 地方 会 , 内 科学 会 関東 
地方 会 に 太 て 発表 し た が , 今般 は 大 腸 菌 の 生体 腸管 内 に 
於 ける 作用 , 抗生 物質 で ある SM の 腸管 内 に 於 ける 作用 
及び 顕 虫 飼育 液 に 対し て SM の 及ぼ す 影 響 を 観察 し 次 に 
同様 に 大 腸 菌 の 釣 虫 飼育 液 の 抗原 性 に 及ぼ す 影 響 に つい 
て 考察 し た の で こ ょ に 報告 す 。 

2. 実験 方 法 及び 成績 感 作 原 と し て 昭 虫 の 場合 は 4 


群 に 分 けた が 要約 すれ ば 大 腸 菌 生 菌 と 同時 に 飼育 液 を 経 
授与 し た 場合 , 飼育 液 と 共に SM を 投与 し て 海 拓 腸 管 
内 の 大 腸 苗 を 抑制 し た 場合 と SM を 生食 水 に 入れ 24 時 
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間 飼 育 し た 場合 に 分 けら れる 。 釣 昌 の 場合 は 犬 釣 還 を 10 
時 間 飼 育 し た 液 と 生食 水 に 大 腸 菌 を 入れ , それ 人 多 虫 を 
入れ て 約 10 時 間 飼 育 し た 液 と に 分 けた , 

成績 (第 1 表 ) 顕 虫 皮 内 反応 SM 混入 24 時 間 飼 育 液 
に て 感 作 し た 群 の ろ み 陽 性 度 の 低下 を 認め る 。 

(第 2 表 ) 沈降 反応 大 腸 菌 混入 飼育 液 こ て 感 作 し その 
後 も 2 週間 つ ヾ け て 大 腸 菌 を 経口 投与 し た 場合 , SM 加 
入 24 時 間 飼 育 液 に て 感 作 し た 群 に 於 て 沈降 価 の 低下 を 
認 む 。 

(第 3 表 ) 腸管 反応 
すべ て 陰性 で あつ た , 

(第 4 表 , 第 5 表 ) 銘 虫 皮 内 反応 、 沈降 反応 を 示す , 生 
食 水中 に 大 腸 菌 生 菌 を 入れ それ に 狗 昌 成 虫 を 入れ て 10 
時 間 飼 育 し た 液 は 撤 原 性 の 低下 を 認め る 。 

3. 結語 (A) 顕 虫 の 部 大 腸 菌 を 人 工 的 に 海 導 腸 乏 
内 に 投与 し て も , 又 SM を 加え 大 腸 菌 を 抑制 し て も 抗原 
性 の 低下 は 著 明 で な か つた 。 

(B) 多 昌 の 部 大 腸 菌 を 生食 水 に 入れ 釣 虫 を 約 10 時 
間 飼 育 し た も の に は 前 回 久 昌 に つい て 発表 し た 如く 拓 原 
性 閉 明 低下 を 認め た , この 事 は SM 大 腸 菌 共に 数 時 間 以 
上 寄生 虫 の 代謝 過程 に 直接 関 司 する 事 を 要する , か ゝ ヽ る 
抗原 因子 破 沖 過程 は 不明 で ある 。 


SM 加入 24 時 間 飼 育 液 感 作 群 は 


64. 人 昭 虫 と 豚 山 上 是 の 異同 に つい て 


千葉 大 学 医学 部 衛生 学 教室 
谷川 久治 ・ 実 川 沙 ・ 菊 地 准 秀 


On the problem of difference between 
hurman and Dig aSCariS。 
H. Tanikawa, W. Jitsukawa, Y. Kikuchi 


人 豚 顕 昌 異同 に 関し て 多く の 研究 か ら 見 る と 変種 と 見 
る の が 適当 で ある が 実際 的 に 豚 が どの 程度 に 信 虫 症 夢 
延 に 関係 ある か , 即ち 豚 展 尿 処 理 問題 が いか 程 重 要 で あ 
る か の 確 説 が な い 。 著 者 は 免疫 学 ・ 疫 学 ・ 感 菜 試験 より 検 
し た 。 沈降 反応 ・ 免 疫 用 抗原 製法 : 両 種 虫 各 40g 計り 
10 倍 量 生理 的 食塩 水 加 え 100"C 60 分 で 加熱 抽出 し ザ ィ 
ッ 氏 アス ベス ト フ ィ イル ター に て 渡 過 し 注 液 を 凍結 乾燥 機 
で 粉末 と し た 。 試 験 用 原 製法 : 100 倍 量 生理 的 食塩 水 加 
え 100"C 60 分 で 加熱 抽出 渡 過 し 0.5 加 石 炭酸 液 と し 
た 。 術 式 : 重層 法 及 び 輸 環 法 倍数 稀 息 法 に よ る 。 判定 は 
37*C 昧 卵 器 を 用 い 15 分 300 分 の 成績 を 見 , 瀬 濁 度 に 
依り 圭一 迄 5 段階 と し た 。 成績 は 免疫 血清 は 春秋 に は 
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両 種 共 高価 な 平均 し た 成績 を 得 た が , 夏 冬 に は 不定 で 二 
者 間 の 差 を 認め 季節 的 影響 有る を 知 つた 。 交 受 試験 に 於 
て 抗 元 価 か ら は 22 例 中 3 例 に の み 差 を 認め た に 過ぎ な 
か つた が 抗体 価 か ら 見 る 時 差 を 認め た 。 即ち 拓 原 価 高く 
抗体 価 少 き 例 に 特異 性 が 見 られ た 。 次 に 両 種 虫 夫々 11 
隻 を 1 隻 毎 に 抗原 作製 し て 反応 を 検 し た が か な り の 個体 
差 有 る を 知 つ た 。 和 何 同 種 聞 の 反応 は 陽性 度 急 激 に 低減 
し 異種 間 の 反応 は 導 減 的 消失 で あつ た 。 即ち 沈降 反応 に 
よ つ て は 両 種 聞 多 少 の 差 は 認め られ る が 確 然 た る 鑑別 は 
困難 で あつ た 。 次 に 疫学 的 観察 は 28-29 年 に 万 り 行 つた 
が 25 里 , 村上 で は 豚 顕 虫 寄 生 率 大 な る に 比 し 人 虫 寄 
生 率 少く , 芋 つ 一 般 住 民 成績 と 養豚 家族 成績 問 に 差 が 見 
られ な か つた 。 栃木 県 親 園 村 は 豚 虫 50 , 農村 省 農業 
技術 研究 所 も 殆 ん ど 同 様 で も つた 。 こ れ を 統計 的 に 見 る 
と 人 台 虫 に 地域 差 見 られ 豚 題 虫 に は 地域 差 殆 ん ど 見 られ 
ぬ 。 即ち 豚 虫 と は 無関係 に 人 顕 虫 寄 生 率 が 高低 し 居 
る 。 感染 試験 は 人 に 豚 頭 虫 感染 可能 な る か を 検 し た 。29 
年 5 月 21 日 教室 ・ 実 川 ・ 斎 藤 各 100 ュ , 菊地 500 ュ 試飲 
し た 。 3 日 目 迄 頭痛 ・ 修 間 感 の 為 レ スタ ミン 0.5g ピラ 
ビタ ー ル 1.0g 服用 し た 。 11 日 目 不快 感 ・ 激 頭痛 ・ 軽 悪 
朱 ・ 軽 発熱 ・ 粘 液 迷 ・ 明 了 ・ 胸 痛 有 り , 17 日 目 以後 正常 
と な つた が 大 な る 頭痛 に 注目 し た 。 他 2 氏 は 翌日 不 快感 
の みろ , 由 卵 排出 な か つた 。 猿 に 豚 虫 卵 写 肺炎 症状 起 
来 せ し が 排卵 な し , 農 研 と 協力 し 豚 6 頭 に 豚 顕 虫 卵 500 
ュ 以 上 数 回 与え た が 失敗 せり 。 豚 名 虫 卵 の 感染 困難 を 知 
る 。 教室 高橋 の 成績 と 対比 し 両 虫 は 感染 に 於 て 差 有 る 
を 認 む , 結論 と し て 免疫 学 的 に は 近 縁 な れ と 疫学 及び 感 
染 試験 成績 より 差 有 る 様 で も り , 人 の 顕 虫 予防 上 豚 開 便 
多 理 を 人 選 程 重視 し な く て 可 と 考え る 。 

( 加 ) ( 慶 大 寄生 下 ) 松 林 久 吉 
豚 題 虫 卵 を 人 に の ませ る 実験 は 我々 の 所 で 行 つ て お り 
19 人 中 7 人 に 排卵 を 見 た ( 昭 27 年 ) 。 併 し これ ら の 7 人 
に お いて も ゃ 早く は 1 週 後 , 長き も 100 日 以内 に 排卵 が 見 
られ な く な つて いる 。 要する に 人 及び 豚 昌 は 互 に 極め 
て 近い も の で あり , 具 , 豚 六 虫 は 人 体内 で は 豚 体内 に 比 
し て 策 ょ その 生存 に 不適 当 な 点 が ある と 蓋 5 程度 の 差 が 
あぁ る と 思う 。 





65. 顕 虫 威 染 の 様相 に つい て 


大 阪 大 学 医学 部 微生物 研究 所 
今村 興 ・ 西 村 猛 
Studies on the aspect of hurnan 
ascariS infection. 


Hajime hmnamura, Takeshi Nishirnura 


虫 感染 の 様相 を 知る 為 , 大 都市 (大 阪 市 ), 衛星 都市 
(守口 市 ), 純 農 村 ( 庭 窪 町 ) に お いて , 下記 の 方 法 に より 
実験 を 行 つた 。 

(イィ ) 実 験 対象 

小学 校 学童 の 検便 を 行い , その 虫 卵 陰性 者 中 より , 
ラン ダム に 対象 を 選出 し た 。 

() 実 験 方 法 

対象 者 を 1 年 間 毎月 検便 し , 顕 昌 卵 の 陽 転 を 観察 し , 
ヌス トー ル 氏 法 に より 卵 数 を 計算 し た 。 

(^) 実験 結果 
純 農 村 に お いて は , 果 積 陽 転 率 65.9 , 衛星 都市 で 
は 負 .9 , 大 都市 で は 32.9 を で あつ た 。 E.P.G。 は 1 
例 平均 純 堪 村 で は , 約 2 万 , 衛星 都市 で は 約 7 千 , 大 都市 
で も 約 7 千 で ある 。 未 受精 卵 の 総 卵 数 に 対す る 比 は 農村 
(18.6 衛星 都市 (35.7 多 ) 大 都市 (42.2 あ ) と な つて い 
る 。 毎月 の 陽 転 者 の 総 陽 転 者 に 対す る 比 を 見 る と , 大 
都市 に お いて は , 冬 か ら 春 に か け て 上 昇 し , 衛星 都市 で 
は 春 と , 夏 の 末 か ら 秋 に か け て 上 昇 し て いる 。 純 農 村 で 
は , 春 か ら 夏 に か け て 上 昇 を 見 せ て いる 。 自然 陰 転 が 相 
当 に 見 られ る が , 陰 転 する まで の 排卵 継続 期間 は 短い も 
の が 多い (4 月 以内 の 者 が 72 ダ と な つて いる ) 。 双 感 
量 は , 卵 数 か ら 見 て も , 未 受精 卵 数 の 総 卵 数 に 対す る 比 
か ら 見 て も 非常 に 少 い も る の と 芯 え る 。 最小 自 乗法 で 推定 
し た 感染 速度 直線 の 勾配 は 大 都市 (一 151.8) 衛星 都市 
(一 212.0) 純 農村 (一 251.8) と な つて いる 。 

(=) 千 論 
大 都市 は 科 春 型 の 1 山 型 で あり , 純 農 村 は 春 夏 型 の 1 
山 型 と な つて いる 。 衛星 都 市 は , その 中 間 の 2 山 型 と な 
つて いる 。 又 感染 量 に お いて も ゃ , 感 薬 速度 に お いて も , 
衛星 都市 は 大 都市 と 純 堪 村 の 中 間 型 を 示す も の と 広 え 
る 。 

( 間 ) ( 予 大 寄生 昌 ) 小 宮 義孝" 
演者 の 「 自 然 険 転 」 中 検査 洩れ に ょ る 見 か け の 陰 転 の 
在 に つい て の 注意 は ? 

( 答 ) 今 村 南 
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陰性 者 に 対し て は 特に 注意 し て 検査 し て 居り ます の で 
その 検査 も れ に 対し て の 失敗 は 殆 ん ど な い も の と 考え ら 
れ ま す 。 

( 加 ) (北里 研 寄 生 虫 ) 長 野 寛治 

目下 埼玉 県 下 の 1 部 落 で 全 住民 に 駆虫 剤 を 与え て 実験 
し て お る の で あり ます が , 1954 年 4 月 に 検便 し て その ま 
ゝ 放置 し て 同年 12 月 に 再び 同一 人 が 同一 方 法 で 検査 し 
た の に 約 10 以上 の 低 率 を 示し た の で 私 共 ゃ 自然 陰 転 
が 相当 に ある と 思 つ て お り ま す の で 追加 いた し て お きま 
す 。 


66. 初島 に 於 ける 名 是 不感 上 者 
~ に 関す る 研究 (2 ) 
北里 研究 所 寄生 忠 部 
答 垣 元 博 
東京 女子 医科 大 学 寄生 虫 学 教室 
布 施 久雄 


Studies on the noninfested people 
of ascariS: (2) 


Motohiro Inagaki, Hisao Fuse 


香 々 は 1951 年 7 月 より 3 年 間 に 渉 り , 熱海 市 初島 に 
於 て , 顕 虫 撲滅 作業 を 続け て 来 た が , 当初 268 名 の 島民 
に 就 て 3 ヵ月 毎 の 全員 検便 を 行い , その 他 随 時 必要 に 応 
じ て 検便 を 行 つ た 。 検 便 は 塗 抹 3 枚 の 他 , 飽和 食塩 硫 麻 
水 に よる 浮 流 法 (松崎 氏 法 ) を 併せ 行 つ て 来 た が , 3 年 間 
を 通じ て 1 一 15 同 , 1 名 平均 13.7 回 の 検便 で 常に 昌 
卵 陰性 を 示し た も の が 23 名 (8.6 用 ) あつ た 。 但し この 
中 3 名 は 既往 に 顕 虫 を 口 より 吐出 又は 肛門 より 排出 し た 
と 訴 を て いた が , 少く と も この 3 年 間 に 於 ける 顕 虫 不感 
染 者 と 思わ れる 者 に 就 て 各種 調査 を 行い , 性 別 , 戸主 を 
中 心 と する 続柄 別 , 年 齢 別 , 同一 家族 の 感染 状況 , 他 種 
寄生 虫 の 感染 状況 等 に 就 て は 1954 年 11 月 の 第 14 回 日 
本 寄生 虫 学会 東日本 支部 大 会 に 於 て 発表 し た 。 

其 の 後 君 々 は 之 等 不感 染 者 と 思わ れる も の ヽ 中 か ら 
既 住 に も 昌 を 口 より 吐出 又は 肛門 より 排出 し た こと が 
な く , 明 昌 を 除く 他 種 寄生 虫 卵 を も 検出 せ ず , 顕 昌 剤 を 
投与 し て 1 週間 観察 し た が , 雄 虫 の 排出 を みな か つた 5 
名 を 選び , 同時 に 過去 3 年 間 に 初 感染 を 含め て 4 回 軟 上 
再 感 染 し た 者 5 名 を 対照 と し て 次 の 如き 検査 を 行 つた 。 

(1) 顕 虫 感染 状況 : 陰性 群 の 5 名 は 15 回 に 渉 る 全員 
検 時 何れ も 顕 虫 卵 陰性 を 示す の に 対し , 陽性 群 は 4 て 5 
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回 の 再 感染 を みて いる 。 

(②) 嗜好 物 に 対す る 傾向 : 陰性 群 に 於 て は 刺 戦 物 , 動 
物性 蛋白 , 麺類 を 特に 好む の に 対し , 陽性 群 で は 甘味 類 
及び 生野 茶 を 特に 好む 傾向 が 顕著 な の は 興味 ある 現象 で 
あぁ る 。 就 中 陰性 群 の 内 の 2 名 は うど ん , そば が 米飯 より 
好き だ と 誕 え て いた 。 

(③) 血液 検査 成績 : 両 群 共 5 名 の 平均 値 を と つて 比較 
し て みた が , 血色 素 , 赤血球 , 白血球 , 赤 沈 , 梅毒 血清 
反応 , 血液 像 等 何れ も 顕 閉 な 差 は み ら れ な か つた が 単 球 
は 陰性 群 に 於 て 増加 し て いる 。 

(4) 橋 圧 , 尿 , 貴 液 pH, 等 何れ も 顕 閉 な 差 は み ら れ 
な い 。 血清 の 豚 頭 虫 体腔 液 に よる 沈降 反応 , 及び 同 液 に 
よ つ て 感 作 され た 白 渦 の 腸管 反応 は 目下 実験 中 で ある 。 

(5) 胃液 検査 成績 : 総 酸度 ・ 遊 離 塩 酸 共 に , 両 群 5 名 
の 平均 値 を と つて みる と , 陰性 群 は 陽性 群 に 比 し て 酸度 
が 低い 傾向 を 示し て いる 。 

以上 の 成績 か ら 顕 虫 不感 染 者 の 本 熊 に 関す る 結論 を 出 
すこ と は 勿論 不可 能 で あり , 和 吾 々 は 之 等 不感 染 者 の 鯛 虫 
感染 実験 , 消化 液 柄 素 の 分 析 , 腸 内 細菌 の 分 類 及 び 顕 虫 
免疫 の 有無 等 に 就 て 今後 何 お 検索 を 続け て いく 予定 で あぁ 
る が 顕 虫 不感 染 の 要素 と し て は , 体質 的 , 免疫 学 的 素因 
の 他 に 食 生 活 そ の 他 の 習 圭 に よる 特殊 な 生活 環境 が 一 つ 
の 因子 に な つて いる も の と 思わ れる 。 


67. 球 球 先 島 列 島 に な ける 人 の 


フラ オラ 9 リ 9 ア 症 に つい て 


ーー テテ ナー トー レー 3 
東京 医 秋 大 医 動物 


加 納 六 郎 
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68. 鹿 見 島 坊 之 津 村 に なけ る 系 
状 和 正 症 の 調査 並 に 糸 炊 時 症 感 打 
と ヒア ル ロ ニ ダー ゼ と の 関係 


鹿児島 大 学 医学 部 佐藤 内 科 
尾 辻 義 人 
Survey of filariasis in Bonotsu-village, 
Kagoshima Prefecture and on the effects 


of supatonin for hyaluronidase. 
Yoshihito Otsuii 


[I〕 鹿児島 県 下 の 糸 状 虫 症 は , 先 人 に より 種々 調査 
され て いる が , それ 等 の 多く が 仔 虫 保有 者 の 調査 と か 或 
る 特定 年 齢 層 に 偏 し た 調査 で も ある た め , 糸状 虫 症 の 浸 肖 
状況 を 疫学 的 に 考察 する う え に 幾 分 不明 剛 な 点 が ある 様 
で ある 。 私 は 鹿児島 県 芯 摩 半島 西南 坊 津村 の 部 落 を 選 
び 戸 別 訪 門 に より 全員 の 検 血 及 び 有 症 者 の 調査 を な し た 
の で 報告 する 。 

1) 調査 人 員 1367 名 , 仔 虫 保有 者 182 名 (13.3 ), 
有 症 者 111 名 (8.1 ) で 感 菜 者 は 270 名 に 及び 感 肖 率 は 
19.8 の 高 率 で あつ た 。 

2) 部 落 別 仔 虫 検出 率 は 草野 22.2 め , 茅野 15.8 を , 
平原 8.5 , 鎧 迫 6.4 で 地震 , 風土 , 生活 環境 , 習慣 
共に 殆 ん ど 同 一 の 条件 に ある に も 拘わら ず 浸 淫 状 況 に 濃 
肖 が み ら れ た 。 有 症 者 に つい て は 部 落 別に 余り 大 差 は 
られ な か つた 。 

3) 男女 別 で は 仔 貝 検出 率 は 余り 差 は な い が , 症状 具 
有 率 で は 女 が 高 率 で あつ た 。 

4) 年 齢 別 感染 状況 は 9 歳 以 下 で は 4.0 の 低 率 で あ 
る が , 10 歳 代 か ら 20 歳 代 に な る と ぐん と 増え , 以後 年 
齢 と 共に 増加 し , 40 歳 以上 に な る と 住民 の 約 3 が 感染 
し て いる 。 怒 仔 昌 検 出 率 と 症状 具有 率 と の 関係 を みる と 
20 歳 代 迄 は 仔 昌 保有 者 が 有 症 者 よ り 断 然 多 い が , 30 歳 
代 に な る と 其 等 の 差 は 接近 し , 50 歳 以上 な る と か えつ 
て 有 症 者 が 多く な つて いる 。 

5) 家族 感染 は 浸 逢 の 甚だ し い 部 落 程 濃厚 で ある 事 は 
勿論 で ある が , 調査 戸数 の 約 半数 が 糸状 虫 感染 者 を も つ 
て いた 。 浸 淫 状 況 を 各戸 別に 調査 し て みる と , 同一 部 
落 内 で も 患者 は 或 る 箇所 に 集 ま つ て いる 傾向 が あつ た 。 
6) 有 症 者 で は 熱発 作 が 最も 多く , 陰 誠 水 腫 , 乳 麻 尿 
, 侍 病 の 順 で あつ た 。 又 有 症 者 の 仔 昌 検出 率 は 熱発 作 
が 最も 多く , 陰 要 水腫 , 乳 其 尿 が 之 に 次 ぎ , 象 皮 病 が 最 
ぁ 低 率 で あつ た 。 男女 別 で は 有 症 者 は 女 に 多い が , 之 は 
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当地 方 で は 荷物 を 頭 部 に 載せ て 運ぶ 和 慣 ( 女 の み ) が ある 
た め , 俗 に クビ クサ と 呼ば れる 頸 部 の 熱発 作 が 女 に 多い 
た めで ある 事 が , 原因 及び 誘因 等 の 検討 より 分 か つた 。 
誘因 に つい て は 過労 が 大 部 分 で , 外傷 は 比較 的 少な か つ 
た 。 双 熱発 作 初発 年 齢 に つい て は , 何等 か 器質 的 障 旭 を 
来 し た 患者 で は , 割合 に 早い 10 一 20 歳 代 に 発病 し て い 
る 者 が 多 か つ た 。 

[II] 糸状 虫 感染 と ヒ アル ロニ ダー ゼ と の 関係 で ある 
が , 今回 は スペ トニ ン の ヒア ル ロ ニ ダー ゼ 及 び 抗 ヒア ル 
ロニ ダー ぞ 因 子 に 及ぼ す 影 響 に つい て 述べ る 。 即ち スペ 
トニ = ン 投 与 に より 系 状 虫 感染 者 の 皮膚 拡散 は 抑制 され る 
し , 是 久 血清 中 の 抗 と ヒア ル ロ ニ ダー ゼ ぞ 因 子 が 増加 し て く 
る 。 健康 家 各 に つい て も スバ トニ = ニン を 腹腔 内 に 注入 する 
と , 血清 中 の 抗 と アル ロニ ダー ゼ ぞ 因 子 が 数 時 間 内 に 増加 
し て 来 た 。 之 等 の 事実 は スパ トニ ン の 仔 虫 殺 滅 作用 機転 
と は 直接 関係 は な いか も 知れ な い が , スペ トニ = ニン が 熱発 
作 に 非常 に 良く 効く 事 か らし て , スペ トニ = ン の 作用 機転 
の 一 面 を 示す も の で は な いか と 考え られ る 。 


69. 奄美 大 鳥 の 系 貞 忠 症 調査 成績 


鹿児島 大 学 佐藤 内 科 
佐藤 八 了 ・ 植 村 芳 尋 ・ 訪 島 英雄 
政 眞 哉 ・ 指 宿 英 造 
On the result of filariasis in 
the islands of Amami Oshima. 


Hachiro Sato, Yoshiro Uemura, 
Hideo Fukushirma, Shinsai Tsukasa, 
Eizo Ibusuki 


奄美 大 島 の 糸状 虫 症 に つい て は 昨年 の 本 学会 に お いて 
既に 一 部 は 報告 し た が これ も 含め て 現在 まで に 得 た 成績 
を 報告 する 。 

奄美 大 島本 島 , 加計 呂 麻 島 , 与 路 島 , 請 島 , 喜界 島 の 
5 島 に お いて , 昨年 1 月 か ら 7 月 まで 調査 し た 。 

1. 調査 人 員 1577 名 中 仔 昌 陽性 者 326 名 ( 仔 束 検 出 幸 
20.6 ) で あり , 6 歳 か ら 79 歳 まで の も の に み ら れ た 
が , 10 歳 以 下 11.8 , 10 歳 代 16.5 を , 20 歳 代 24.1 
30 歳 代 23.4 , 40 歳 代 22.0 を , 50 歳 代 29.5, 60 
歳 代 24.1 , 70 歳 代 37.5 を , 80 歳 代 O を と な り , な 
お 新 感染 が 青少年 層 に 起り つつ ある こと を 示し て いる 。 
この うち 有 症 者 334 名 を 認め , 熱発 作 277 名 , 乳 魔 ( 血 ) 
尿 27 名 , 陰 誠 水腫 72 名 , 象 皮 病 58 名 で あつ た 。 有 症 
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皮 病 4 名 (11.5 用) で ある 。 


仔 虫 保有 者 は 71 名 (31.4 め ) で , 熱発 作 66 名 (33.5 ) 


乳 護 ( 血 ) 尿 4 名 (30.7 ), 陰 姜 水腫 20 名 (45.4 め ), 象 


2. 被 検 者 1552 名 の ぅ も 症状 具有 者 235 名 (症状 具有 














率 15.1 め ), 感染 者 490 名 (感染 率 31.5 ) で , これ を 
地区 別に 表示 すれ ば 次 の よ うに な る , 
sm 人 中 仔 虫 症状 症状 感 感 
調査 地 > 言 保有 検出 具有 只 有 上 楽 失 
者 者 率 昔 
信 美 大 鳥 本島 
科 利 村 100 15 15.022 49 49.0 め 56 56.0 め 
者 SW 舞 : 机 、s96 24.2 が .0 0 0 の 223 
三方 村 178 53 29.6 46 25.8 83 46.6 
小 宿 100 35 35.0 22 22.0 47 47.0 
小湊 78 18 23.0 24 30.7 36 46.1 
8 用 3 桂 パ 905 村 7.6 すず 2.7 32 956 
古 佐屋 町 "83 22 26.5 13 15.6 31 37.3 
西方 村 54 8 14.8 11 20.3 17 31.4 
宇検 村 241 43 17.8 28 18.9 62 21.5 
た 和 村 348 79 22.7 25 7.1 92 26.4 
名 音 134 42 31.3 17 12.6 51 38.1 
思 勝 214 37 17.2 8 3.7 41 19.1 
鎮西 村 285 56 19.6 14 4.9 67 27.5 
加計 呂 麻 島 
8 208 0007 6 ご の 6 8 25.0 
与 路 鳥 
与 路 59 10 16.9 6 10.1 15 25.4 
請 時 92 2 2 3 (133 22.2 
NE =80 01 お 07 39 .24:1 
請 阿 宣 6 9 50.0 1 16.6 3 50.0 
喜 符 鳥 
喜界 町 48 18 37.5 345 93.3 47 97.9 





下 


中 


これ を 年 齢 別に 見 る と 症状 具有 率 は 年 齢 と 共 


代 49.1 , 70 歳 代 87.5 を と な つて いる 。 
3。 現在 まで に 鈴 察 し た も の は すべ て バン 


あう た > 。 





† 1552 316 20.3 235 15.1 490 31.5 


に 上 昇 し 


70 歳 代 50.0 用 と な り , また 感染 率 も 同様 に 上 昇 し 40 歳 


クロ フト 種 


( 66 ) 
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70. 兵庫 上 美 方 郡 照 来 村 に 於 ける 
フラ イラ リア の 流行 調査 (2 ) 


兵庫 県 浜坂 保健 所 
山 代 義 雄 
兵庫 県 香 佳 保健 所 
増 田 陸 計 


Studies on filariasiS (Bancroffti) -epidemnic 
in the Teragi District, Mikatagun, Hyogo 
Prefecture. (2 ) 


Yoshio Yarmnashiro, Rokuro Masuda 


発表 者 の 1 人 増田 は 昨年 の 本 学会 に 於 て 同村 ( 現 温泉 
町 照 来 地区 ) 多 子 部 落 255 名 検 血 13 名 に フィ ラリ アテ ア 仔 
虫 ベ バン クロフト 型 を 認め た こと を 報告 し た 。 其 の 後山 代 
は 照 来 地区 全 7 部 落 1853 名 検 血 50 名 に バン タロ フト 仔 
虫 を 確認 , 前 記 調 査 と 併せ て , 切 畑 0.6 , 多 子 4.7 
丹 上 6.8 め , 桐 剛 1.5 め , 飯野 2.2 , 狼 山 1.9 , 中 
辻 0.7 で 平均 3 に 達し た 。 此 の 中 最初 か ら 乳 麻 血 尿 
患 者 の 見 出さ れ た 多 子 (4 名 ), 吸 土 (1 名 ) に 何れ も 5 多 
内 外 の 仔 昌 陽 仁 者 を 出し た こと は 興味 深い 。 此 の 両 村 の 
仔 昌 陽性 家 攻 は 約 4 軒 に 1 軒 の 割 に 平均 分 布 し て 居 た 。 
家族 感染 例 は 陽性 53 家庭 の 内 4 人 1 家庭 , 2 人 5 家庭 
MM 3 人 1 家庭 (以上 飯野 ) で 僅か 12 に 過ぎ 
な カ ヵ 。 之 等 の 部 落 は 特に 感染 が 活 洪 な 地区 と 考え ら 
れる 。 

年 齢 別に は 総計 と し て 20 歳 代 と 40 歳 代 に 仔 虫 陽性 者 
の 山 が あり , 30 歳 代 に 谷 が ある 。 性 別 的 に は 女 は 10 一 
20 歳 代 , 40 歳 代 に 陽性 率 が 高く , 男 は 年 齢 と 共に 陽性 
率 上 昇 し , 特に 40 歳 代 , 50 歳 代 に 高い こと が 仔 虫 陽性 
者 家庭 の 分 析 で 注目 され た 。 

仔 虫 陽 仁 者 に つい て , 山代 は スパ トニ = ニン 1 日 量 第 1 群 
(9 名 )0.15g, 第 2 群 (19 名 )0.3g, 第 3 群 (8 名 ) 0.45g 
第 4 群 (4 名 ) 0.6g を 計 40 名 に 連続 10 日 間 投 与 , 各 群 
共 3 日 , 7 日 , 10 日 , 14 日 , 1 ヵ月 後に 検 血 , その 仔 
虫 数 を 見 た の に , 早 き は 3 日 , お そく と も る 14 日 後に 仔 
虫 は 消失 する 。 検査 前 の 仔 虫 散 の 多い 程 消失 は 遅れ た 。 
服用 後 2. 3 日 頃 か ら 頭 重 , 全身 供 怠 , 食 思 不 振 を 訴え る 
も の が ある が , 投与 を 続行 し て も 3, 4 日 で 消失 , 格別 の 
障害 を 認め な か ゝ つた 。 

本 流行 の 疫学 的 調査 に つい て は , 其 の 孤立 的 村落 で あ 
る の と , 全般 的 流行 の 事実 より 明 に よる 散布 の 他 に 保則 
者 の 婚 銅 に よる 移動 が 考え られ , 現在 此 の 方 面 の 詩 査 中 
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で ある 。 増田 が 城崎 郡 北部 の 孤立 的 通称 平家 部 落 の 3 ヶ 
所 一 奥 竹野 村川 南谷 (52 名 ), 竹野 村田 久 日 (34 名 ), 奥 
佐津 村 三 川 (19 名 ) 一 の 検 血 で は 何れ も 陰性 に 終 つ た 。 
敷 相 の 予備 調査 で は , ライ トラ ッ プ に よる 昭 29 年 6 
月 27 日 より 8 月 18 日 まで の 調査 は , 4zope/es szze- 
2S2S 6229230. Czex 7 の 7ezS 6 4, ? ゃ 58 C. 7Z72- 
e72 の 7 が ys 層 C. 27sZ27 3 0,?288 が 主 で 其他 C. 
2ygs/。 4e の es 675o が 2c7s, C. 0622e7 の 7y2c7S や 侍 
少 に 見 られ た 。 従 つて , 其 の 主要 媒介 敷 は 前 3 者 で あろ 


う と 推定 され た 。 


71. 系 潜 虫 症 の 血清 学 的 研究 (3 ) 
抗 元 性 物質 の 大 中 排 注 に つい て 


長崎 出島 病院 
田 辺 紀 夫 


中 止 


72. ビ ペ ラ デ ン 剤 投 奥 に よ 5 
発生 し た 精 系 光世 管 腫 
長崎 大 学 風土 病 研究 所 
藤 巻 博 数 


Four cases of filarial 1ymphangitis occured 
during treatment with supatonin。 


Hironori Fujimaki 


我々 は ピ ベ ペラ ヂ ン 剤 投与 に より 発生 し た 糸状 虫 性 精 系 
汐 巴 管 原 の 4 症例 を 経験 し た 。 

[症例 1 S.K. 30 歳 , 自衛 隊 々 員 , 無 症状 仔 虫 陽性 
者 で , 既 住 及び 現 症 に 糸状 虫 症 は 全く 認め な い 。 最高 仔 
昌 数 は 午前 2 時 275 隻 (60mm) で あつ た 。 務 虫 の 目的 で 
ヘ へ トラ ザン を 毎回 0.1 gr 1 日 3 回 投与 し , その 経過 を 観 
察 中 , 服薬 2 日 目 夕刻 か ら 軽度 の 発熱 , 頭重 感 を 訴え , 
6 日 目 夕刻 か ら 下 腹部 索引 感 が あり , 8 日 目 に 右 陰 尊 皮 
翌 の 発赤 , 腫 眠 に 伴い , 精 系 汐 巴 管 腫 閣 を 発生 し た 。 こ 
の 腫 疾 は 日 を 遂 つ て その 大 いさ , 数 を 増し , 左 精 系 汐 巴 
管 に も 同様 な 腫 疾 の 発生 を 見 た の で , 11 日 目 手術 的 に 処 
出 し た 。 小豆 大 か ら 小 指 頭 大 迄 の 7 個 の 腫 韻 で 。 いづ れ 
も 多数 の 糸状 虫 成虫 を 発見 し 組織 学 的 所 見 と し て は , 
可 成り 大 き な 汐 過 管 の 中 に 無 構造 物質 に 埋 つて 糸状 虫 に 


価 の 断面 が 見 られ , この 汐 巴 管 の 内 臓 は 可 成り 高度 に 肥 


( 67 ) 





厚 , 増殖 し て いて , 汐 巴 球 , 好 酸 球 の 浸潤 が 見 られ る 。 

好 酸 球 の 浸潤 は 昌 体 か ら や , 離れ た 部 に 於 いて 著 明 で あ 
る 。 昌 体 を 中 心 と し た 汐 巴 管 以外 の 組織 に 於 いて は , 細 
胞 浸潤 , 主 細 汐 巴 管 の 新生 が 盛 に 見 られ た 。 此 の 所 見 を 
一 般 の 糸状 虫 性 精 系 汐 思 管 号 の それ と 比較 し て 見 た が , 

新旧 の 差 こ そ あ れ , 本 態 的 に は 何等 の 差異 も 見 出し 得 な 
か つた 。 

〔 症 例 IT] T.〒T. 28 歳 , 寺 夫 , 駆 昌 の 目的 で ヘス トラ ザ 
ン を 投与 , 5 日 目 に 前 症例 と 同様 の 腫 銘 を 発生 , 手術 的 
に 久 出 し た が , 同様 の 糸状 虫 成虫 を 発見 し た 。 

[症例 III〕 Y.Y. 30 歳 , 農夫 . くさ ぁ ふるい 熱発 作 が 
あり , スペ トニ ン の 内 服 ( 毎 日 0.3 gr) を 始め て か ら 7 日 
人 
に 本 学 に 入院 , 手術 的 に 娘 出 し た が , 多数 の 仔 虫 を 有 す 
る を 発見 し た 。 

[症例 IV〕 A.T- ろ 放 学生 , 乳 共 尿 の た め ス パト 
= ン の 内 服 を 開始 し た が 3 日 目 に 至り 同様 腫 銘 を 発生 し 
本 学外 来 に 来 診 , 人 院 MH {を すゝ ヽ め た が , その 後 来 院 せ 
ず 経 過 不 明 。 


73. 系 和装 是 症 の 反 滅 に 関す る 
実験 的 研究 


長崎 大 学 風土 病 研 究 所 
氷 友 明 夫 


Filaria control experiment with hetrazan 
in a farm village at Nagasaki Prefecture. 


Isao Nagatomo 


昭和 28 年 以来 長崎 県 西彼杵 郡 の 天久 保 部 落 で hetra< 
zan に よる フィ ラリ ア の 携 滅 実験 を 行 つ て いる の で 現在 
迄 の 経過 に つい て 報告 する 。 

本 部 落 で は 昭 和 28 年 8 月 に 村民 の 一 部 に つい て 検 血 
を 行 つ た 結果 18.4 の 高 率 に 本 症 が 侵 浴 し て いる 事 が 
分 つた の で , 10 月 全 村 民 630 名 の 検 血 を 行い 92 名 (14.6 
を ) の 仔 由 保有 者 を 発見 , PR 7 月 第 3 回 
の 全 村 採血 の 結果 更に 夫々 11 名 誠 び 6 名 が 追加 発見 さ 
れ 仔 虫 保有 率 は 夫々 16.3 及び 17.3 と な つた が , 第 
1 回 の 全 村 検 血 後 直ちに 撲滅 治療 を 始め た の で 第 2 回 及 
び 第 3 回 の 検 碧 時 に 於 ける 全 村民 に 対す る 実際 の 仔 昌 保 
有 幸 は 5.2 及び 1.9 々 と たり, 29 年 12 月 未 現在 で は . 
0.3 と な つて いる 。 本 部 落 で の 浸 洲 の 特徴 は , 患 家 が 
集団 を な し , 家族 感染 例 が 多く , 男子 が 著しく 高 率 を 示 
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す , 年 齢 的 に は 30 一 39 歳計 と 70 一 79 歳 選 が 特に 多く 50 
ー59 歳 層 で 谷 を な し て いる こと な ど で あ る 。 本 部 落 は 純 
農村 で 佐世保 市 及び 崎戸 , 大 島 炭 玩 等 か ら 大 量 の 人 義 を 
舟 で 運搬 し て , 野 茶 を 作る た め に 海光 近 くに 貯え , 家屋 
周辺 に も 多数 の 肥料 が メ を 備え を て いる が これ ら が アカ イ 
ェ カ の 好適 発生 場所 と な つて いる こと , 男子 青年 団 の 合 
宿 が 極め て 厳格 ( 防 敷 的 で は な い ) で ある 事 な ど は 附近 の 
部 落と 異な る 所 で あつ て , これ ら が 本 部 落 で 特に 濃厚 に 
浸 淫 し , 男子 に 高 率 で ある こと の 原因 の 一 部 だ と 思わ れ 
る 。28 年 10 月 第 1 回 の 全 村 採 血 以来 , 仔 虫 保有 者 に つ 
いて は 1 一 4 回 hetrazan を 投与 し な が ら 13 回 に 理 つ 
て 検 血 を 行い 死亡 及び 永久 転出 者 を 除く 109 名 中 98 名 
は 治 疹 (12 月 末 現 在 ) し た 。 そ の 内 1 回 の 投薬 (総量 3.0 
4.5 gr) で 治療 し た も の 48 名 , 2 回 (7.59.0 gr) 及び 
3 回 (10.5 一 12.0 gr) で 治療 し た も の 夫々 45 名 及び 5 名 
で 残り の 2 名 中 1 名 に は 延 25 日 間 に 9.0gr を , 他 の 1 
名 に は 延 45 日 間 に 16.5gr を 服薬 せ し め た が 全治 し て 
いた ない 。 本 実験 に 於 て 採 箇 の 量 と 回 数 を 増す に 従 つ て 老 
年 者 の 仔 昌 保有 者 が 特に 多く 追加 発見 され た 事 は 特記 す 
べき 事 で ある 。 これ ら の 事実 と 仔 虫 の 固 に 消滅 し な い 
例 の ある 事 及 び 本 症 の 潜伏 期 が 特に 長い 事 な ど を 考え る 
と 1 集団 か ら 完 全 に 本 症 を 撲滅 する た め に は 如何 に 強力 
な 撲滅 法 を 実施 し て も , 少く と も 2 年 或 は 3 年 の 年 月 が 
必要 で あ る 。 


74. フォ ラリ ア 症 の 血液 学 的 研究 
( 殊 に 栓 球 系 に 就 て ) 
鹿児島 大 学 医学 部 第 一 内 科 

春 轟 作 ・ 接 屋 富 一 


Haematological studies on filariasiS. 
(Thrombocyte series) 


Hoshaku Haruta, Tohmiichi Masuya 


・ 余 等 は 昨年 本 学会 に 於 て 本 定 の 血液 固 時 間 は 短縮 し 
出血 時 間 中 等 度 延 長 する 事 を 報告 し た 。 今回 は 栓 球 数 , 
栓 球形 態 に つき 昼夜 の 変動 を 追求 する と 共に , 出血 背 固 
に 関す る 諸 因 子 に つい て も 検索 し た 。 

(1) 栓 球 数 症例 の 27 ぉ は 正常 値 を 示し , !。 は 軽度 増 
加 す 。 新鮮 感 菜 例 で は 未 栓 血 単位 容積 中 の 栓 球 数 は 昼夜 
の 増減 一 定 せ ぬ が , 赤血球 数 1,000 個 当り の 栓 球 数 は 全 
例 夜間 増加 を 認め た 。 薬 物 投与 に 依り 仔 昌一 部 死滅 すれ 
ば 更に 著 明 に 増加 し た 。 赤 白血球 と 異 る 所 見 を 呈し た 。 





陳 旧 症 例 で は 昼間 値 は な し ろ 正 常 よ り 低 値 を 示す が , 夜 
間 は 軽度 増加 し , 唯 乳 膝 尿 症例 は 夜間 全 例 減少 し た 。 薬 
物 投与 後 も 同様 の 関係 を 示し た 。 

(②) 栓 球 の 大 さ 本 症 患 者 の 昼間 に 於 ける 栓 球 の 大 さ 
(形態 ) は 健康 人 の 夫 れ と 大 差 を 認め ぬ が か, 夜間 は 大 型 栓 
球 (2.5 3.6 / 及び 3.7 4 以上 の も の ) が 増加 し , 区 
に 夜間 栓 球 数 増加 の 著しい も の に 著 明 で ある 。 薬物 投与 
後に 於 て は 大 型 栓 球 の 増加 が 殊 に 閉 明 で ある 。 人 和 お 鉱 小 
型 栓 球 (1.8z 以下 ) も 楽 物 投与 後 は 増加 し た 。 

(3③) 巨核 球 森田 氏 に 従い OIV 型 及び 裸 核 の 5 種 
に 分 類する に 本 症 患 者 (成人 ) で は O 型 が 正常 人 より 少く 
IV 型 , 裸 核 が 増加 し て いる 。 昼夜 化 於 て は 著 明 な 差異 
を 検出 し 得 な か つた 。 | 

以上 答 球 は 由 血 , 赤 庫 球 と は 屋 撤 の 態度 を 時 に し 
血球 , 血 毅 分 布 の 昼夜 の 変動 に 興味 ある 所 見 を 呈し た 。 
その 機 序 に 就 て は 今後 の 研究 に 待ち た い 。 荷 お 出血 時 間 
央 時 間 , 色素 拡散 速度 プロ トロ ン ビ ン 時 間 値 等 に つ 


いて も 検討 し た 。 





に 


75. ラ ィ ォ ラ リア 症 の 血液 学 前 研究 
二 * 三 の 生化 学 的 所 見 に つい て ) 


鹿児島 大 学 医学 部 第 一 内 科 
柳屋 富 一 ・ 坪 屋 武 朝 章 ・ 門 田 先 二 度 


Haematological studies on filariasiS. 
(Serum protein and Serumn iron) 
Tomiichi Masuya, Tomoaki Kiyatake, 
Kojiro Kadota 


余 等 は フィ ラリ ア 症 の 血液 像 が 未 栓 血 仔 下 出現 を みる 
夜間 と , これ を みる こと の 少 い 昼夜 と に 於 て , 著 干 の 変 
動 を 示す こと を 認め て いる が , 本 報 に 於 て は 血清 蛋白 , 
血清 鉄 等 に つき , 昼夜 像 の 比較 並び に 「 ヘ へ トラ ザン 」1 日 
6 錠 10 日 間 投与 の 前 後 の 値 こ に つき, 推計 学 的 に 比較 検 
討 を 行 つ た 。 血清 総 看 白 量 は 屈折 計 法 に より , 蛋白 分 割 
は 斎藤 吉川 氏 法 に より , 血清 鉄 は g,g/-Dipylidil 法 に よ 
り 測 定 し た 。 

赤 沈 は 患者 18 例 中 47 多 は 軽度 乃至 中 等 度 促 進 し , 平 
均 値 は 21.2mm で 健康 者 と 有意 の 差 (危険 率 0.1 狙 以 
下 ) を 認め た 。 谷 お 昼間 に 比 し 夜間 促進 す る も の 76 
ある が , 昼間 及び 夜間 の 値 に 有意 の 差 な し 。 

総 重 白 量 は 平均 値 7.39g で 正常 値 の 範囲 内 に ある 
も , 健康 人 平均 値 7.88g と の 間 に 有 意 の 差 (危険 率 1 
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多 以 下 ) を 認め た 。 昼間 に 比 し 夜間 は 減少 し , 昼間 値 


7.39g と 夜間 値 7.04g の 間 に 有 意 の 差 (危険 率 5 
多 以 下 ) を 示す 。 


血清 蛋白 分 視 (1) アル プ ミ ン は 平均 値 58.8 で 正常 
値 の 範囲 内 に ある が , 健康 人 平均 値 58.0 と の 間 に 有 


意 の 差 (5 以下 の 危険 率 ) あり, 夜間 は 昼間 より 減少 す 
る が 両者 の 間 に 有 意 の 差 な し 。(2) < 及び グロブリン 
は 夫々 正常 値 の 範囲 内 で 生 ょ 低 値 を 示す が 著 変 な し 。 
(3③ 7 グロ ブリ ン は 平均 値 25.6 で 健康 人 平均 値 21 .3 
より 増加 し , 両者 の 間 に 有 意 の 差 (危険 率 1 以下 ) あ 
り 。 夜 問 は 昼間 に 比 し 増加 する が , 昼 , 夜 の 値 に 有意 の 
差 な し 。7 グロ ブリン と 仔 虫 数 は 正 の 相関 を 認め た 。 駐 
7 グロ ブリ ン と 末 本 血 リン メ 球 数 の 聞 に 相関 々 係 は 認め 
られ な か つた 。 由 簡 形 質 細 胞 と の 関 肝 に つい て は 更に 症 
例 を 重ね て 検討 し た い 。 
血清 鉄 は 正常 値 か 又は 軽度 増加 の 傾向 を 示し , 平均 値 
134.5 7 で 健康 人 平均 値 95.57 と の 間 に 有意 の 差 
(危険 率 0.1 以下 ) あ り , 昼間 と 夜間 の 値 の 変動 に は 特 
に 一 定 の 傾向 を 認め ず 。 
赤 沈 , 血清 看 白 , 血清 鉄 共に 「 へ トラ ザン 」 投 与 前 の 昼 
間 と 投与 後 の 昼間 の 値 を 比較 し 何れ も 有意 の 差 を 認め 
ず 。 


76. 鍋 幼 見 に 於 ける 台 皿 感染 
試験 (2 ) 再 感染 


慶応 義塾 大 学 医学 部 小児 科 教 室 
船 子 田 繁 雄 ・ 赤 松 高 之 


Study on experimental ascaris infection 
in babies and infants. (2) Re-infection 


Shigeo Fushita, Takaguki Akamatsu 


感染 可能 な 鯛 虫 卵 20 ュ を 以 つ て , 1M よ り 7M の 乃 
児 5 例 に 初 感染 を 行い , 同じ 児 の 1j2M より 1j10M 
の 時 に 再 感 染 を 行 つ た 。 そ の 結果 

1. 全 例 に 認め られ る 症状 は な か つた 。 

2. 臨床 症状 は 軽微 で も つて , 大 部 分 は 虫 卵 投 与 後 10 
日 以内 に 一 過 性 に 現われ る 。 

3. 消化 器 症状 は 初 感染 時 に 多く 認め た が , その 出現 
の 時 期 は 症例 に より 区 々 で ある 。 

4. 細部 の 臨床 症状 は 次 の 通り で ある 。 (分 母 実 験 例 
数 , 分 子 認め た 例 数 を 示す )。 





165 


i 発熱 は 初 5 再 5, i 不機嫌 は 初 /。 再 の 5, iii 食欲 
不振 は 初 5 再 75, iv 嘱 吐 は 初 /5 再 5, vY 下痢 は 初 
5 再 5, vi 肝 腫 大 は 初 ?75 再 り 5, vi 胸部 理学 的 所 見 
初 %』 再 5, vi 江 吸 は 初 り 5 再 75, ix 胸部 双 線 写真 像 
上 の 有 所 見 初 5 再 り 5, x 赤血球 減少 は 初 3 再 3/5, xi 
ェ オ ジン 増加 は 初 5 再 で 持続 は 昌 卵 投与 後 1 刀 至 
10 過 , 

5. 忠 卵 排 浴 請 始 は 初 再 感染 共 62 日 より 84 日 の 間 で 
あつ た 。 

6. 寄生 期間 は 初 感染 群 で は 短く , 再 感染 群 で は 長い 
向 が 明らか に 認め られ る が , 之 に は 年 齢 の 問題 が 関与 
する 事 も 考え られ る 。 

7. 未 受 精 卵 より 受精 卵 に 移行 し た 3 例 に つい て は , 
その 未 受 精 卵 排 注 の 期間 は , 3 日 , 11 日 , 21 日 で あつ 

8. 忠 卵 排 注 の 終了 後 , 虫 体 排 浴 迄 の 期間 は 計 4 例 の 
中 , 2 例 に 於 て 0 日 , 2 例 に 於 て は 23 日 で あつ た 。 

9. 排 洪 を 確認 し た 虫 体 は 7.8cm より 15.6cm で 
0.4g より , 1.2g の 間 で あつ た 。 


77. 都内 農家 の 昭 東 感 柴 


農業 技術 研究 所 
国井 坪 章 ・ 池 内 マキ 子 


Ascaris infection in Tokyo 
District, esp. farrn families。 
Yoshiaki Kunii, Makiko Ikeuchi 


最近 東京 都内 で は 耕地 の 宅地 化 が 各所 に 拡 り つ ゝ ある 
が , これ に つれ て 都内 農家 も 兼業 の 形 か ら 商 人 勤 人 へ と 
移り 変 つ て 行く も の が 多く な つて 来 て いる 。 人 義 施 肥 に 
よ ょ つて 汚染 し た 耕地 の 上 に , 家 が 建て られ て 新しい 生活 
環境 が 発展 する の で ある が , この よう な 状態 の 都内 農家 
を 取り 上 げ て その 顕 昌 感 染 を みる こと に よ つ て , 顕 昌 の 
感染 系 形成 の 過程 と 農家 の 生活 型 の 間 に 何 ら か の 関係 が 
見 出し 得る の で は な いか と 考え , 次 の ょ うぅ な 考察 を 行 つ 


検査 対象 は , 都内 各区 に 存する 農家 と その 農家 と 同一 


地域 内 に ある 非 農 家 で あ る 。 


検査 方 法 は , 直接 塗 抹 法 に より 18mmx18mm デ ッ 
キ 3 枚 を 検 鏡 し た 。 
ま づ , 郡 内 農家 の 顕 虫 感染 率 を 地域 別に 比較 検討 


7 こ o 














表 1 

地 域 名 | 検査 人 員 | 感 栄 人 員 | 感染 率 
高 飾 区 水 元 | 66 名 | 46 名 | 70% 
練馬 区 石神 井 | 134 | 100 75 
世田谷 区 字 奈 根 | 149 | 87 58* 
目黒 区 宮前 | 36 | 26 72 
中 野 区 直 宮 | 14 | 9 64 
大 田 区 大 森 | 44 | 35 80 





= 均 443 | 303 68 
* %%ー6.02 >0.02 
表 1 に 示す 通り , 都内 工 家 の 平均 問 虫 感染 率 は 68 
で あつ た 。 こ の 結果 を 2 検定 法 に より 検定 し て みる と , 


証 田 谷 区 宇 奈 根 の 58 2 = は 且 の 溢 が あっ た か 他 の 
地域 に は 差 を 認め な か 

丈 に 農家 と , その 農家 と [ し 同一 地 域内 に ある 非 農家 と の 
間 の 久 虫 感染 率 を 比較 し , 葉 家 平均 68 に 対し , 非 諾 


同一 地域 内 に 於 いて も 虚 


ある? の る こと が わか うか た 。 更 


家 平 均 30 と 革 5 結果 を 得 , 
家 は 非 則 家 の 約 2 倍 竹 の 高 率 で 
に 虹 家 の 生活 型 を 年 齢 及び 性 別に より 分 け て , 夫々 の グ 
ルー プ の 顕 虫 感染 率 を 比較 し た 。 








表 2 

> 。 KW 90. に RW 感 

年 齢 双 | oe 正和 較 険 村 感 | FT 
は 竹 別 グル ー プ の 生 洛 型 員 人 人員 | 次 
歳 名 | 名 | 多 

2ー 6 終日 家 の ま わり で で 遊ん で ぃ る 子供 | 68 5378 和 も 





7ー19 小学 校 , 中 学校 , 高校 の 生徒 61 3862 
上 盾 事 者 ょ 一 朗 の 学生 | 

20-99 人 人 を 130 8568 

40 一 59 主として 】 ここ 139| 9770 

60 以 上 | 老 人 42| 2457 

男 子 主として 農業 に 従事 する | 109 7670 ち 


| 
女 子 農 業 の か た わら 家事 に も 従事 する | 149 10671 


* 2 一 3.12 >0.10 *。 メニ 0.077 >0.70 


年 齢 別 の グル ー プ の 場合 に は , 2 て 6 歳 が 最も 高 率 で , 


60 歳 以 上 が 最低 で ちあ つた 。 こ れ を 検定 し て みる と , 2 ン 
6 歳 の 78 に は や ゝ 有意 の 差 が 認め られ , 特に 世田谷 
区 宇 奈 根 に 於 いて は 明らか で あつ た 。 また, 性 別に よる 
と 男子 も 女子 も 約 70 で 全く 差 Ac 科 EK の つた 。 
以上 , 都内 農家 の 虫 感染 に つい て 取り まとめ て みる 
と , 照 虫 の 感染 系 形成 は , 


よ つ て 左右 され 得る の で は な いか < 


農家 の 生活 環境 と , 生活 型 に 
と 考え て いる 。 
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78. 農村 に 訟 ける 多 是 及び 山 是 
の 撲滅 に 関す る 研究 (2 ) 鯛 忠 
の 家族 威 染 と 感 要 源 と し て の 土 
壌 内 是 卵 に つい て 
千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 
柳沢 利 富 雄 ・ 内 田 昭 夫 


Studies on the eradication of hookworm 
(2) On 


familiy infection of ascaris and distribution 


and ascariS in the rural district。 


of ascariS eggS in Soil. 


Rikio Yanagisawa, Akio Uchida 


群馬 県 吾妻 郡 名 久田 村 高津 部 落 (23 戸 170 人 ) に 導 て 
銘 昌 並 に 久 虫 の 撲滅 作業 を 央 和 28 年 7 月 よ り 現在 迄 二 
硫化 災 素 に よ る 展 尿 処理 , 台 虫 卵 陽性 者 に 対し て 集団 肛 
虫 の 反復 を も つて 実施 し て 来 た 。 この 間 の 検便 回 数 は 
15 固 , 検便 方 法 は 硫 苦 加 食塩 水 浮 流 法 1 本 値 , 落 抹 法 
2 っ 3 枚 値 に よ つ た 。 表 1 に 部 落 全 員 170 人 の 月 別 陽 性 
者 率 推移 を 示す 。 毎月 の 販 虫 作業 を 29 年 8 月 より 年 4 
回 に し た 所 ,` 29 年 10 月 に 陽 作 者 率 が 非常 に 高く な つて 
いる 。 (第 1 表 を 参照 ) 

表 2 は 23 戸 各 家族 別 28 年 8 月 の 第 1 回 駆虫 実施 後 30 

年 1 月 迄 の 月 平 蘭 陽性 者 率 を 示す 。 各 家族 に より 非常 に 
差 が ある こと が 認め られ る 。 (第 2 表 を 参照 ) 

上 記 月 平均 陽性 者 率 (100 Person Months) を 高度 感 
染 率 家族 (7 戸 47 人 ) 中 等 度 感 染 率 家族 (9 戸 71 人 ) 低 度 
感染 率 家族 (7 戸 52 人 ) に 分 け て 観察 すれ ば 初 検便 時 成 
債 は 夫々 陽 性 者 率 に 於 て 39/47 (82.9 ), 49/71 (69.0 
め ), 26/52 (50.0 ) で 14 回 検便 の 100 P. M. は 272/ 
658 413. 198/994 19.9, Ne 7.4 と な る 。 即ち 各 感 
染 群 の 間 に 100 P.M. は Z? 検定 で 1 以下 の 危険 率 を 

つて 有意 で あり ・ MM ホー 
が 認め られ る 。 表 3 は 月 別 全 陽 性 者 に 対す る 各 感 染 群 の 
占め る 割合 を す 。 高度 感染 率 家族 7 戸 の 陽性 者 率 が 全 
ae i こ 於 ける 陽性 者 率 の 4060 を 占め て いる 
(第 3 表 を 参照 

初 検便 より の 継続 陰性 者 は 21 人 で ある が , その ぅ うち の 
18 人 (85.7 め ) が 低 感染 率 家族 に よ つ て 占め られ て いる 。 
第 4 表 は 土壌 内 顕 虫 卵 数 を 各 群 に 従 つ て 分 けた も の で 高 
感染 率 家族 群 が 他 の 二 者 に 比 し て 著しく 多い こと が 分 
る 。( 第 4 表 を 参照 
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表 1 
1954 
1 





年 月 2 生生 2 


[ 1955 
| 1 
陽性 者 数 | 114 45 29 46 45 19 34 32 35 33 31 27 35 66 52 
| 
! 


1953 
7 


同上 易 67.0 26.5 17.6 27.1 26.5 11.2 20.0 18.8 20.6 19.4 18.2 15.9 20.6 38.8 30.6 
表 2 


家 番 | 18 2 5 14 4 15 7 10*。 
月 平均 陽性 者 率 | 50.0 47.6 41.4 40.5 37.5 35.7 33.3 27.3 26.2 25.0 23.2 20.2 16.3 15.1ss 











ly 12 13 17 3 1 9 6 2 11 
も | 14.3 14.3 11.2 10.7 10.7 5.2 48 ん 48 3.6 











表 3 
ソワン ウツ いよ 122 人 2 の 1955 
検索 年 導電 和正 = 休ま Duz 暫 5 
PP Pr た TSC 間 間 ey 
本 修 者 数 | 14 45 29 46 45 19 34 32 35 33 31 27 35 66 5 
高 感染 家 | 1 夫 既 -。 和 電 衝 引 : 2 先 | 漆 : き 
疾 陽 條 数 39 20 18 25 24 13 7 


同上 | 34.2 44.4 92.1 54.3 53.3 68.4 44.1 46.9 42.9 48.5 45.2 55.6 57.1 53.0 51.9 
人 3 人 





同上 % 43.0 44.4 31.0 37.0 42.2 21.1 35.3 46.9 37.1 30.3 38.7 29.6 31.4 40.9 40.4 

















> 
同上 | 22.8 11.1 6.6 8.7 4.4 10.5 5.8 6.3 20.0 21.2 16.1 14.8 14.4 :6.1 7.6 
| 土 間 ・ 台 所 出 東 藤 畑 | 自 藤 燥 大 根 畑 
陽 條 率 | ーー 一 ーーーーー ーーーーーーー ーー ニーーー 一 
| | 29 年 7 月 (10g) 30 年 1 月 (5g) 30 年 月 (5g) 29 年 6 月 (20g)| 29 年 10 月 (10g) | 29 年 10 月 10g) 
高 感染 率 家族 | 41.2 を | 111(45) 41 (12) 51 (20 387 (232) 100(82 71(60) 
| | 
中 感染 率 家族 | 20.3 を | 50(18 23(10) 23( 9 57( 22 45(34 61 (47) 
低 感 染 率 家族 | 7.4 め | 11( 1) 6( 5 9( 0 | 6( 0 11( 7 7( 3 


1! 


( ) 数 は 仔 曳 卵 数 を 示す 


結び 1. 本 部 落 1 年 半 に 古 る 顕 虫 感染 状況 は 極め て 


家族 内 集積 性 が 明瞭 で ある 。2. 感染 源 と し て の 土壌 内 79. 環 虫 の 後 威 菜 抵 抗 性 に 関す る 研究 
顕 昌 卵 の 検索 に 於 いて 虫 数 と 家族 内 集積 と は 明瞭 な 比 
例 関係 が 認め られ る 。 


岐阜 医科 大 学 寄生 虫 学 教室 
水 田 晴 重 
Experimental studies on resistance 
against repeated infection of ascaris. 


Harushige Mizumachi 


島 仔 虫 包 有 卵 100 個 を マウ ス に 経口 投与 を する と 第 
3 日 迄 に 約 55 仔 虫 包 有 卵 を 排出 する 。 感染 し た マウ 
ス を 24 時 間 毎 に 区 切 つ て 殺し ベー ルマン 氏 法 に より 各 


( 2 ) 
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臓器 中 の 生存 仔 虫 を 検査 する と 次 の 表 の 様 に な る 。 


6 日 8 日 9 日 
体長 体長 体長 
仔 忠 数 体 幅 仔 中 数 体 幅 仔 虫 数 体 幅 
0.535 
頭 筋 1 X 
0.0265 
0.98 1.035 
肺 ン ※ 1 2 
0.0401 0.044 
0.625 0.7462 0.7489 
肝 4 し < 8 家 二 あ 。- s 容 
0.03332 0.03781 0.03813 
0.307 
食道 ほっ 
0.055 
0. 285 0.9885 
胃 1 3 
0. 041 0.044 
0.754 0.74 
小腸 1 9 1 メ 
0.0367 0.0265 
0.527 
家 , 騰 , 壮 等 1 4 
0.0205 
1。115 
横隔膜 1 ※ 
0.03565 


感 菜 後 5 日 迄 は マウ ス の 体内 か ら 仔 虫 が 見 出さ れ 難 い 
以上 の 結果 か ら , 感 菜 後 6 日 有 目 の も の と 8 日 , 9 日 の 
も の と は 移行 部 位 及び 体長 体 幅 に 相当 な 差 が ある 様 に 見 
受け られ る 。 

この こと を 利用 し て 信 虫 仔 虫 包 有 卵 を 30 個 づ つ 連 
日 投与 , 1 週 の 後 , 1 週間 投与 を 停止 し , 人 顕 虫 仔 虫 包 
有 卵 を 2000 = 与え し 再 感染 し 6 日 目 に 殺し て 検査 を 行 


% う だ 。 


第 1 例 で 13 個 体 , 第 2 例 で 15 個体 の 生存 仔 虫 を 得 
た 。 これ に つい て その 体長 , 体 幅 を 求め る と 前 表 の 6 日 


目 の 仔 虫 の 示す 様 た 体長 , 体 幅 を 有する も の は 第 1 例 で 


1 個体 , 第 2 例 で 1 個体 で あつ た 
此 の 事実 は 前 感染 に 佐 り マッ ウス 体 内 に 抵抗 性 を 得 た 結 
る と 推定 され る 。 


果 で あ 
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80. 遇 是 感 染 予 防 に 関す る 研究 
(4 ) 野 茶 漬物 類 に 対す る 熱湯 処 
理 に よる 魚 虫 卵 撲滅 の 効果 


九州 大 学 医学 部 第 三 内科 
森 交 夫 
Studies on the simple practicable method 
of preventions of ascaris infection. 
(4) . An effect of soabing vegetables with 
fully embryonated eggs in boiling water. 
Yoshio Mori 


当 教 室 で は 虹 了 防 対策 と し て 福岡 衝 衣 
町 で 野 茶 漬物 類 の 熱湯 処理 を 実施 させ 非常 に 好 結 果 を 現 
し て いる 。 教室 の 大 場 に 佐 れ ば 実態 調査 の 結果 顕 虫 感染 
率 は 熱湯 負 理 実施 の 程度 に 比例 し て 低下 し , 完全 に 熱湯 
多 理 を 行 つ て いる 家庭 で は 第 1 年 目 27.3 狐 , 第 II 年 目 
16.3 の 陽 転 率 を 示し , 熱湯 希 理 を 行わ ぬ 家 庭 に 比較 し 
て 約 40 の 陽 転 幸 の 低下 を 示し て いる 。 

Ne 
に 於 て も 好成績 を 示し た 。 本 回 は 当 農 村 で 実際 に 行 つ て 
いる 熱湯 多 理 法 の 2, 3 に 就 いて 実験 を 行 つ た 。 

実験 法 A) 半 湯 負 理 法 1) 第 I 法 300500g の 
高 茶 漬 を 約 57 入 = ュー ム ュ 性 樋口 入れ た 約 3 7 の 熱湯 に 
約 10 秒間 浸け , 良く 手 混ぜ る 。 以下 熱 と は 封 く て 手 が 
浸け られ ぬ 程 度 ( 約 7090"C) の も の を 球 5 。 2) 第 TI 法 
高 茶 濱 を 葉 毎 に 1 枚 1 枚 に 分 け , 第 1 法 と 同様 熱湯 に 浸 
ける 。3) 第 III 法 高 楽 漬 を 1 枚 1 枚 に 分 け , 引 板 の 上 
に 拡げ , 柄本 ( 約 700cc) で 表 婁 各 1 杯 宛 熱 湯 を 丹念 に 
区 け る 。 吉 湯 刀 理 に 使用 せる 高 茶 漬 に は あら か じ め 一 定 
日 数 培養 し , 感染 能力 を 有する 顕 仔 虫 包 蔵 卵 を 着け て お 
く 。B) 成績 判定 法 , 以上 の 方 法 に 佐 っ つて 熱湯 処理 を 施 
し た 高 茶 漬 を 良く 水 に て 洗 党 し , その 洗 浴 液 を 遠心 沈 湯 
( 毎 分 1000 回 転 5 分間) し , 顕 虫 卵 を 集め , 之 を 2 匹 の 
マウ ス に 飲ま せ た 。 約 1 日 経過 後 マ ウッ ス を 殺し , 胸腔 , 
腹腔 を 生理 的 食塩 水 に て 良く 洗 光 し た 。 再 に 心 , 気管 , 
肺 , 肝 を 乳鉢 に 取出 し , 生理 的 食塩 水 を 加え つつ 魔 砕 し 
その 洗 漂 液 並 磨 砕 臓器 を 2 枚 重 ね の が ガーゼ で 渡し , その 
潤 液 を 遠心 沈 湯 ( 毎 分 1000 回 転 5 分 ) し , 沈 溶 撫 中 の 顕 
幼虫 数 を 数 を に 数 を , 飲ま せ た 顕 虫 卵 数 で 補正 し , 対 事 
と 比較 し た 。 対照 と し て は 同じ 顕 虫 卵 を 無 委 理 の ま ヽ マ 
ス に 飲ま せ た 。 
成績 以上 の 実験 の 結果 , 第 I 法 で は , 葉 の 部 分 と 葉 
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と 茎 の 附 計 内 側面 と に 分 け , 両者 の 騙 中 卵 死亡 率 は 全く 
異 の て いる 。 即ち 葉 の 部 分 で は 70, 80, 90*C の 各 温 度 
に 於 て 完全 に 死滅 し て いる 。 

葉 と 茎 の 附 着 内 側面 で は , 70“C で 61 を , 80*C で 65 
, 90"C で 21 の 死亡 率 を 示 し た 。 第 II 法 で は 70"C 
で 99.3 め , 80"C で 99.6 ぢ , 90?C で 99.9 の 死亡 率 
を 示し , 第 III 法 で は 70?C で 96.6 , 80?C で 99.3 
多 , 90?C で 99.4 の 死亡 率 を 示し て いる 。 

粘 論 

① 以上 の 成績 か ら 野 茶漬 物 類 に 対す る 熱湯 処理 が 台 
由 感 染 予 防 と し て 非常 に 有効 で も る 。 

② 野 楽 , 漬物 を 葉 1 枚 1 枚 に 分 け て 熱湯 負 理 を 行 5 
こと に ヒ 依 つて 完全 に その 目的 を 達成 し 得る も る の と 思う 。 


81. 釣 虫 の 不 受精 卵 


横浜 医科 大 学 寄生 虫 学 教室 
松崎 義 周 ・ 富 士 田 猛 ・ 中 条 眉 基 
吉 仲 武 仁 ・ 丸 田 坪 造 ・ 浅 野 清子 " 

On unfertilized eggs of Wec/ の 7 772677C の 724S。 
Gishu Matsuzaki, Takeshi Fuiita, 
KKoremoto Nakajyo, Takeshi Yoshinaka, 
Kizo Maruta, Keyoko Asano 


松崎 は 貼 和 4 年 大 宮 実 験 所 使 耳 の 1 人 が 毎日 東洋 毛 様 
線 虫 卵 の 変性 せる も の を 排 注 せ る も の を 見 , 培養 し て も 
感染 仔 昌 を 得 た か つた 。 之 を 不 受精 卵 と 考え た が 確証 を 
得 な か つた 。 

28 年 11 月 30 日 学生 山内 勝久 氏 に 実験 的 に ア 狗 虫 感 
染 仔 虫 を 経口 感染 せしめ , 113 日 目 に 変性 多 虫 卵 卵 細胞 
は (黄色 に 変性 , 収縮 ) を 発見 し た 。 駆虫 し た る に ア 狗 虫 
鞭 1 隻 を 得 た 。 ア 釣 虫 不 受 精 卵 と 考え て 差 災 え な いと 思 
う 。 其 形状 は 上 に 述べ た 東 様 毛 様 線 昌 の 変性 卵 と 全然 同 
じ で あつ た 。 








82. 玉虫 性 アレ ルギー, 特に 
Arthus 現象 に 於 ける 怠 体 
腔 液 の 特異 性 に 就 て 
大 阪 大 学 微生物 研究 所 
山 本 好 明 


On the alllergy of ascaris, especially 
on the specificity of coelomic fuid of 
aScariS in arthus phenornenon。 


Yoshiaki Yamamoto 


既報 の 如く 豚 曳 体腔 液 を 10 日 , 2 週 或 は 3 週間 隔 
で 反復 皮 内 注射 を すれ ば , 家 各 で は 第 3 回 より , 海 爵 で 
は 第 2 回 より 肉眼 的 に 出血 斑 の 明瞭 な Arthus 現象 が 認 
め ら れる 。 今回 は 虫 体腔 液 で 感 作 し た 家 束 並 海 手 に 豚 
鯛 虫 , ヅ ビ ニ = 銘 昌 , 犬 糸 状 虫 , 肝 腰 , ベネ デン 条 昌 の 全 
虫 体 よ り 夫 々 抽出 し た 抗原 に よる Arthus 現象 及び 沈 閣 
反応 を 行 つて , 顕 虫 体腔 液 の 特 暴 性 を 比較 検討 し た 。 

顕 虫 体腔 液 は 当日 豚 腸 内 よ り 採取 し た 生き た 斑 虫 25 
人 以上 を 1 回 に 用 いて , その 慣 端 を 切り 滴下 する 透明 の 
液 を 集め Seitz 演 過 器 に より 無菌 と な し 氷室 に 貯え 1 月 
以内 に 使用 し た 。 和 寄生 虫 拓 原 は 虫 体 を 生理 食 閣 水 で 充分 
に 洗 つ た 後 細 切 し 虫 体 湿 量 の 10 倍 の 生理 食 括 水 を 加え 
乳鉢 次 に homogenizer に より 泥 状 と な し , 凍結 人 触 解 
後 遠 心 し 上 清 に 0.01 を に マー ゾ = ェ ン を 加え pH 7.0 に 
修正 し た 液 で ある 。 銘 虫 抗原 の み は 由 体 1 隻 に つき 生理 
食塩 水 0.1 cc の 割 に 加え た 。 拓 原 の 皮 内 注射 量 は 0.1 cc 
で , Arthus 現象 の 判定 は 家 下 で は 8 時 間 後 . 海 狂 で は 
6 時間 後 の 価 で 行 つ た 。 沈降 反応 は 重層 法 に より 室温 2 
時 間 後 の 拓 原 価 , 抗体 価 で 示し た 。 

顕 虫 体腔 液 で 感 作 し た 動物 の 他 種 寄生 貝 抗原 に 対す る 
Arthus 現象 を 観察 する に 丘疹 は 条 虫 抗原 に は 見 られ な 
い が 肝 時 抗原 に は 半数 に , 糸状 虫 抗原 , 釣 虫 抗原 に は 更 
に 多く 見 られ る 。 珍 の 中 心 部 位 に は 久 虫 体腔 液 に よる 
強度 の 出血 斑 に 比較 し て 明らか に 識別 せら れる 微弱 な 出 
血 斑 が , 釣 虫 抗原 で は 家 各 38 を , 海 洗 100 を に 見 られ , 
率 状 虫 原 で は 1 例 の み に , 条 晶 撤 原 , 肝 蜂 抗原 に は 見 
られ な い 。 虫 抗原 の 場合 丘疹 は 全 例 に 出現 し , 微弱 な 
出血 斑 は 家 束 80 , 海 手 100 に 出現 し て いる 。 

之 を 要する に 顕 虫 体腔 液 に よる Arthus 現象 は 出血 交 
を 判定 規準 と すれ ば 特異 的 と 考え られ る が 条 お 其 の 他 の 
寄生 虫 殊 に 釣 昌 抗原 と は 類 属 反応 が 見 られ る 。 

顕 虫 体 台 液 を 抗原 と する 沈降 反応 は 抗原 価 , 抗体 価 共 
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に 高く 現れ る が 他 の 和 寄生 虫 拓 原 で の 反応 は 極め て 弱い 。 
以上 の 如く 顕 虫 体腔 液 は Arthus 現象 並 に 沈降 反応 よ 

り 観 窪 し て 他 種 寄生 虫 に 対し て 特 的 軸 抗 原 を 有する も の 

と 考え られ る 。 


83. 銅 虫 の 腸 内 菌 叢 に 関す る 研究 


千葉 大 学 医学 部 衛生 学 教室 
山 崎 芳 久 


Studies om intestinal HHora of ascariS. 


Yoshihisa Yamazaki 


腸管 内 寄生 虫 の 腸 内 細菌 は , その 特殊 な 生活 環境 か ら 

て , 自由 生活 を な す 他 の 動物 の それ に 比較 し て 極め て 
特 暴 的 な も の が ある 。 これ を 究明 し , 宿主 の 腸 内 細菌 と 
RPM 
大 な 課題 で あり , 又 不 明 の 点 の 多い 腸管 内 寄生 虫 の 栄養 
生理 の 解明 に も 寄与 する 所 が ある と 思わ れる 。 こ ょ に 於 
て 私 は , 顕 虫 の 腸 内 細菌 を 採り 上 げ , 夫々 宿主 を 異 に す 
る 25 隻 の 豚 六 虫 と , 20 食 の 人 昭 虫 に つい て , その 腸管 
を 培養 する と 同時 に , 各 顕 虫 の 宿主 の 寄生 局所 に 於 ける 
RM 
て 培養 実験 を 行い , 総 菌 数 ・ 調 種 及 びそ の 分 布 状態 を 追 
及 し た 。 そ の 結果 炊 の 如き 結論 が 得 ら れ た 。 

1) 豚 炉 中 の 腸 内 綱 菌 は , 寄生 局所 に お ける 宿主 の 腸 
内 細菌 と 略 ょ 同様 の 菌 種 分 布 を 認め る が , 数 的 に は 審 接 
な 関係 を 認め 得 ず , 一 般 に 寄生 局所 の 宿主 腸 内 細菌 数 よ 
りゃ 少数 で ある 。 

2) 誠人 
ぇ 同様 で も ある が , その 分 布 状態 は 審 接 な 相関 関係 な く , 
湘 菌 数 は 極め て 少数 で ある 。 

3) 顕 虫 の 腸 内 細菌 の 菌 種 は , coli group が 最も 多く 
euterococcus group, た. gc の o ヵ 7zs 及び 偏 性 嫌気 性 
菌 群 こ れ に 次 ぐ 。 

4) coli group は , sceZzcz co77 が その 大 部 分 を 
占め , 他 に 万 sc/ezzc2 ze の 77, Aerobacter, Beth- 
esda-Ballerap group, Arizona group, Proteus 等 が 存 
在 し た 。 

5) 偏 性 嬢 気性 菌 は 比較 的 少 その 大 部 分 は Bact- 
eroides で あり , 主 な た 菌 種 は , . es IT, . /e/- 
ooz, た . 2 が 77 の 5 で ある 。 

6) 顕 虫 の 腸 内 細菌 は , 顕 虫 の 飼養 日 断 に 略 ょ 比例 し 
て その 菌 数 が 増加 する 。 
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84. 駐 虫 の 抗原 性 に つい て 
(多糖 頻 の 分 割 ) 


悪 恵 会 医科 大 学 林内 科 
井 加 邦 男 ・ 午 沢 久 次 了 ・ 石 田 答 和 


On the antigenicity of ascasiS. 
(polysaccharide fraction) 
Kunio Imawari,。IKujiro Hanzawa, 
Toshikazu Ishida 


1. 緒 論 
含水 炭素 分 害 が 寄生 虫 ア レル ギー の 抗原 と し て 主要 な 
役割 を 示す と の 報告 は 森下 , 沢田 氏 等 より 発 表 さ れ て い 
る 事 で ある 。 我々 は 今回 題 是 体 腔 液 , 飼育 液 , 生理 的 食 
塩水 中 に SM 加入 し 24 時 間 飼 育 し た 液 の 各 3 群 の 含水 
炭素 分 宮 を 抽出 し その 単 糖 構成 に つい て 比較 検討 し 併せ 
て 各種 分 社 の 抗原 性 因子 の 追試 を 行 つた 。 

2. 実験 方 法 及び 成績 

抽出 方 法 * 体腔 液 (飼育 液 , SM 加入 飼育 液 ) を トリ ク 
ロー ル 酷 酸 に て 除 和 蛋白 し アル ヵ リ 移 置 し その 上 清 を N/ 
10 酷 酸 に て 軽く 加水 分 解す 。 その 上 清 を アル ュー ル を 
以 て 沈降 し 粗 多 糖 預 を 得 た 

a 粗 多糖 類 粉末 の 定性 反応 (第 1 表 ) 

ヒー リッ シュ 反応 陽性 . ミニ イン ヒド リン 反応 偽 陽 性 で 
あつ た 。 

b 各 粗 多糖 類 粉 末 の ベイ パー クロ マト グラ ム ( 第 2 表 ) 
確認 し 得 た も の は グル コー ス , マン ノー ス , ラク トー 
ズ で その 他 未 知 の 六 点 を 認 む 。 た だ SM 加入 飼育 液 に 
て は グル ュー ス の ふ ス 確認 し 得 た が 単 糖 構成 に 差 を 認め 
c 皮 内 反応 (第 3 表 

d 沈降 反応 (第 4 表 

e 腸管 反応 (第 5 表 ) 

SM 加入 飼育 渡 よ り 得 た 含水 炭素 分 太 は 拓 原 性 歌 失 を 
思わ し め る ぇ % 
3。 結語 

含水 炭素 分 罰 は 挑 原因 子 の 一 端 を な す も の の 様 で あ 
る 。 

b SM 加入 飼育 液 よ り 得 
い 且 つ 単 糖 構成 に 


き 果 を 得 た 。 


た 含水 炭素 分 罰 は 抗原 性 を 失 


て も ゃ 差 を 認め た 

















昭和 30 年 6 月 (1955)〕 


85. Acridinorange 常光 処理 法 に よ 
る 昭 虫 卵 の 生死 の 制 多 に つい て (2②) 


群馬 大 学 医学 部 
岡 常 晴 


Observation on the vitality of ascaris 
egg with acridinorange. 
Tuneharu Oka 


前 回 に お いて 人 昭 虫 卵 の 熱処理 に 佐 る 生死 の 判定 が 本 
法 に 偽 つ て 明か と な つた , 次 いで 多数 の 薬品 を 用 い 死 に 
至ら し め た 時 の 徹 光 色調 が 生死 の 判 絢 に な る か どう か 検 
し て 見 た 。 自然 便 の 虫 卵 を 各種 楽 品 混 今 液 と し て 身 罰 器 
に 投入 し , 一 定時 に アン チ ホ ルミ ン を 持つ て 算 白 膜 を 除 
き 数 回 水洗 後 2000xAcridinorange 溶液 を 等 量 混合 し 
て 鏡 検 し た 。 

即ち Acridinorang 4000X, アン モニ ア , フェ ノー ル 
右 灰 窒素 100x に 訟 て は 対照 と 色調 が 変ら ちず 量 紫 色 を 殆 
ど 2 週 一 4 週 に 渡 つ て 表し , 培養 に 於 て 殆ど が 仔 虫 を 形 
9 
殆ど 表し , 中 に は 福 色 及 Ne 更に 2 硫化 炭素 
100X で は 2 週 目 以後 , 棒 色 , 黄色 , オレ ン ヂ 色 , 褐色 
赤色 等 , 様々 な 称 k 光 を 発し た 。 菩 全 の 結果 共に 仔 東 の 形 
成 は 全く 見 られ な か つた 。 
生存 仔 虫 名 有 卵 を 55^C, 60?C で 名 理 し た も の に つい 
て も $ 下 卵 と 同様 な 撤 光 を 発する 。 


86. 虫 に 及ぼ すえ 線 の 影響 (2 ) 
大 阪 大 学 微生物 研究 所 
門 多 起 


Effect of 双 -rays on 4scgs 7 の 077co7es ・ (2) 
Kai Kadota 


私 は 先 に 昭和 29 年 度 西日本 部 会 に 於 て in vitro で 豚 
久 虫 に 駐 線 を 3,0007 一 時 照射 し た 場合 その 生存 並び 
に 産卵 能 に 及ぼ す 影 響 に 就 て 発表 し た 。 今回 は 5,500 7 
及び 11,000 7 一 時 照射 時 の 成績 を 報告 する 。 

新鮮 な 豚 顕 虫 510 隻 を 1 群 に と り 水 道 水 で 良く 洗 涯 


後 大 型 シ ャ ー レ に 入れ 叉 線 一 時 照射 を 行 5 。 駐 線 装置 は 
島津 , 博愛 号 ( 定 電圧 ) を 使用 し 照射 条件 は 管 電圧 164 
Kvp. 管 電流 6mA. 無 江 過 板 , 毎 分 X 線量 は 管 焦点 台 
虫 距 離 15cm に 訟 て 2267 で ある 。 照射 後 虫 は 1 隻 
り 1 多 食 塩水 を 入れ て 38“C に た 保温 


宛 同 刑 シ ャ ー レ に と 


( 75 ) 
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飼育 する 。 飼育 液 の 換 は 毎日 行い 産卵 数 計算 は 毎 24- 
時 間 と し て スト ル 法 に 則り 行 つた 。 実験 の 結果 は 次 の 妃 : 
く で ある 。 

1) 1 多 食塩 水中 で の 平均 生存 日 数 は 5,5007 照射 例 : 
で は 5.9 日 (34 例 ), 11,000 7 照射 例 で は 4.4 日 (47 例 ) 
を 示し 非 照射 例 7.7 日 (15 例 ) に 比べ 後者 は 相当 に 短縮 
も 3 

2) 同 液 中 で の 産卵 状況 は 平均 産卵 持続 日 数 前 者 5.0: 
日 30 例 ), 後者 3.3 日 (40 例 ) を 示し 非 照 射 例 5.6 日 (14. 
例 ) に 比べ 後者 は 相当 に 短縮 し 又 同 時 に 平均 産卵 数 減少 
(前 者 は 611,783 (産卵 例 ) 及び 539,809 ( 全 例 ), 後者 は 
314,498 (産卵 例 ) 及び 267,657 ( 全 例 ), 非 照 射 例 は 
472,464( 産 卵 例 ) 及び 440,967 ( 全 例 ) ) 及び 無産 卵 例 増 加 
(前 者 は 11.8 (34 例 中 ), 後者 は 14.9 (47 例 中 ), 非 
照射 例 は 6.7 (15 例 中 )) を 認め た 。 即 ち 5,500 7 照射 
例 で は 非 照射 例 と の 間 の 差異 は 明らか で な か つた が , 
11,000 7 則 電 全て は 怠 虫 は 相当 に 生存 力 の 表 退 を 表す 

と 共に 産卵 能 も 或 る 程度 抑制 され た と 見 な され る 。 


87. 剤 概 に より 確認 きれ た 
胆 細 遇 虫 症 


山口 医科 大 学 病理 学 教室 
締 徳 赤 ・ 宮 里 兄 ・ 山 下 責 司 


Ascariasis on gall bladder 
comfirmed by autopSsy. 
Hajime Kotoku, Takashi Miyazato 


Koshi Yamashita 


臨床 的 に 診断 を 迷わ し た 種々 の 右 問 ある 症状 を 呈し た 
一 女 慣 を 娘 検 し た と ころ , 胆 間 内 に 黒 変 木 乃 伊 化し た 凡 
虫 快 を 発見 し , 生前 の 臨床 所 見 が 首 衣 され た 一 症例 を 経 
験 し た の で 報告 する 。 

視 検 所 見 

外 的 に は , 腹部 は 生 ょ 膨 放 し, 右 助 弓 下 に 約 3 横 指 
肝 を 触れ , 何 お 有 部 左 に 縦 に 数 糧 の 硬 結 物 を 索 状 に 触れ 
る 。 其 の 他 異 常 所 見 は 認め 得 ず 。 腹 腔 内 所 見 と し て , 黄 
色 透 明 の 液 腹 水 を 中 等 量 認め , 肝 , 有 , 腸 間 膜 区 巴 腺 の 
腫 大 を 認め る 。 特に 胆 要 所 見 は , 大 いさ 肝 と 共に 大 と な 

, 歴 は 肥厚 し , 厚 さ = 0.5cm に 達 す 。 粘膜 は 黄色 調 強 
く 。 ビ ョ ー 状 を 呈す 。 内 に は , 稀 薄 な 少量 の 胆汁 を 客 
れ 内 部 に は 長 さ 14 cm 程 の 黒 緑色 の 経 状 異 物 を 認め た 。 
局 平 化し , 全体 が 胆汁 に 染 着 され て 硬化 肥 弱 感 が ある 。 
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横 鍼 衣 の 認め られ る 点 か ら 顕 虫 慣 と 考え られ る 。 胆 紅 内 
胆汁 を 遠心 分 離し て 卵 の 有無 を 検 し た が , 由 卵 は 認め な 
95 ウ So 

其 の 他 の 臓器 に は , 夫々 , 腸 間 膜 汐 巴 腺腫 大 に 依る 該 
変化 を 認め る 他 , 肺 の 結核 性 病変 を 除き , 原発 性 の 変化 
は 認め て いな い 。 

組織 学 的 所 見 と し て 胆 襲 に は 粘膜 組織 本 ょ 壮 縮 し , 粘 
膜 下 組織 が 肥厚 し , 絹 胞 浸潤 閉 明 で ある が , 好 酸 球 増 多 
或 は 卵 結節 , 卵 栓 夫 等 は 認め な い 。 又 肝 内 に も 其 れ 等 の 
反応 は 認め な い 。 

考 投 

患者 の 既 住 歴 に 胆石 症 が 妖 わ れ ヵ 
を 誕 明 し 得 ず し て , 該 遇 虫 選 の み 発見 され , 生前 の 胆石 
痛 様 発作 が 迷 入 駐 虫 選 に 因 る も の と 推論 し 得る と 思う 。 
何 お 又 , 患者 が 幼児 時 代 よ り 顕 虫 保持 者 で あつ た 点 か ら 
し て も 胆 開 内 顕 虫 迷 入 と 関係 が 極め て 深い も の で ある と 
と が 誠 解 出来 る 。 昌 内 紹 計 の 光 洪 の 検索 に て は 。 台 虫 
卵 は 発見 され 得 ず , 又 藤 内 , 肝 内 に も 卵 の 存在 を 認め ら 
れ な い 。 其 の 他 好 酸 球 の 反応 も 著 明 で な い 。 臣 六 は 軽度 
生 ら 認め られ た 事 は , 胆道 殴 肥 厚 の 存在 と 久 虫 尾 の 存在 
の 為 胆汁 通過 に 支障 を 生じ た 為 に 起 つ た 如く 思考 され 


る 。 


Me に 拘 わ ら ず , 胆石 


以上 の 事 よ り 本 症 は EKc ポ SR 
条 お 本 例 に は 他 に 腫瘍 が あつ た 関 衝 で 汐 巴 腺腫 大 が 

られ , 了 つ 贅 を 早め た も の と 思う 。 
総括 1 
生前 不明 な 腹痛 に 悩ま され た 28 歳 の 女 尾 の 割 検 に 当 
り 胆 襲 内 に 胆汁 色 に 菜 着 し た 14cm 大 の 顕 虫 選 を 発見 


し た 1 例 を 報告 し た 。 


88. 組織 内 遇 虫 卵 , 特に 胆 避 壁 
内 串 是 卵 に 関す る 実験 的 研究 
弘前 大 学 医学 部 榎 外 科 


佐藤 浩生 


Experimental study on eggs of 4scgzzs 
7 の ZZco77es invaded in various tissues 
esp. in the gall bladder-wall. 
Kohei Sato 


em し 各種 組織 内 に 履 ょ 玉 虫 卵 が 発見 され る 。 
この 際 に 於 ける 顕 虫 卵 が 顕微 鏡 下 に 如何 な る 形状 
が \ さ を 示す か を 観 窪 し , 特に 胆道 題 虫 症 に 際 し て , 
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胆道 内 に 産卵 され た 顕 虫 卵 が 胆 掴 壁 内 迄 浸 人 し うる や 否 
や を 追求 し た 。 

即ち 犬 胆道 及び 騰 管 内 に 有 看 白 膜 受精 生 玉 虫 卵 を 注入 

し , 又 犬 腸 壁 , 膝 実 質 , 胃 壁 及び 十二指腸 壁 に も 直接 
に 同様 の 頭 虫 卵 を 注入 し て 実験 を 行 つ た 。 そ れ 等 の 結果 
を 要約 すれ ば 以下 の 如く で ある 。 

1. 顕 虫 卵 の 大 さ 及 び 形 状 は 日 常 組織 標本 作製 過程 に 
使用 する 各種 楽 品 に よ つ て は 甚 し い 影 響 は 受け な い 。 

2. 組織 内 に 見 られ た 忠 卵 の 蛋白 膜 は 大 部 分 消失 し て 
お り , これ を 認め た 虫 卵 は 多数 標本 中 僅か 2 個 に すぎ な 
か つた 。 実験 的 に 血液 及び celloidine に 固定 し た も の 

で は 算 白 膜 が よく 保持 され て いる 点 か ら , 上 述 看 白 膜 の 
釧 脱 は 菜 色 過程 に 起 あ も る の で は な いと 思わ れる 。 卵 鼓 , 
卵細胞 共に 物理 的 様 作 又 は 虫 卵 の 切断 部 位 及び 方 向 に よ 
つて 欠損 し 或 は 不明 瞭 と な つて いる も の が あり , 更に 組 
織 内 侵入 後 7 妃 至 10 日 以後 は 組織 の 器質 化 も 加 つ て 一 
層 不 明 須 な も の の > 数 を 増す 様 で で ある 。 

3。 組織 内 顕 虫 卵 の 大 さ 及び 形 状 は 周囲 組織 の 圧 飼 , 
器質 化 等 に も 影響 され る が , 特に 昭 虫 卵 の 切断 部 位 , 切 
断 方 向 に よ つ て 著 朋 な 変 ま 化 を 呈す る 。 そ の 示す 大 さ は 6 
g 切片 に 於 て 0.064x0.050 mm 妃 至 0.020x0.016 mm 
で あり , 形状 で は 円 形 , 椿 円 形 , 三 ヵ 月 形 そ の 他 長 短 各 
Me も の が み ら れ た 。 そ れ 故 組織 切 版 に 認め ら 

た 異物 が 虫 卵 で ある か 否 か を 決定 する 際 は , 1 枚 の 切 
に 現われ た 虫 卵 の 遇 2 形状 を 問題 と する の みな ら ず 
連続 切 廊 に よ つ て 観察 すべ き で ある 。 5 

4。 胆 押 内 腔 に 注入 され We ts 人 め yh 

choff 管 に 関係 な く 胆 引 壁 内 に 侵入 し 得る こと を 確認 L 


了 チェ 
/ーo 


5. 組織 内 頭 虫 卵 は 切断 の 部 位 , 方 向 に て その 大 
さ 及 び 形 状 が 著 明 に ー ャ kygAPnyP 電 0 
る 形 汰 券 が 多い 。 但し 先 に 大 内 の 発表 せる (東北 医 
誌 , 第 46 巻 , 第 273 頁 ) 大 内 型 の ある こと も 実験 的 に 証 
明 し た 。 

6. 犬 膝 管 に 顕 虫 卵 を 注入 し , 胆汁 及び 膝 液 の 鬱 滞 を 

め 


図り 魚 昌 卵 を 中 心 と せる 急性 及び 慢性 膝 炎 を 臣 起 せ し : 


7. 置 壁 , 十二指腸 胆 警 , 朋 及 び 膝 組織 に 直接 多数 
貝 卵 を 注入 せる も の で は , 多数 昌 卵 を 中 心 と し て 高度 の 


組織 反応 が み ら れ 特に 異物 結節 の 形成 も 久 ら れ た 。 但 し 
胆道 内 に 虫 卵 を 注入 し 胆 謀 内 腔 か ら 胆 襲 壁 に 侵入 し た 数 
個 の 虫 罪 の 場合 で は , 卵 周囲 に 特別 強い 組織 反応 が 和み 


コ ナ 。 m 
られ な か つた 。 








し 


1 


5 


y 


の 1 


ナチ で 
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89. Entamoeba histolytica の 細 

胞 化 学 的 観 窒 (3). E. histolytica 

に 於 ける 核 酸 及び 原形 質 内 塩基 性 
物質 に つい て 


群馬 大 学 医学 部 衛生 学 教室 
原 敬三 ・ 沢 田 利 貞 
岡 男 孝 ・ 布 施 正美 


Cytochemical observation on 72 の 6 の Z 
/s7oy7 が cg (3). The relationship between 
cytoplasmic basophilia and the nucleic 
acid content of 万 Zzzoe の 2 /zs7o/y77c の 。 
Keizo Hara, Toshisada Sawada, 
Suketaka. Oka, Masami Fuse 


原形 質 の 好 塩 基 性 と , 核酸 含有 量 の 関係 に つき 実験 を 
行い , 基 干 の 知見 を 得 た の で 報告 する 。 即 ち 赤 狗 アメ ー 
バ は Haematoxylin-eosin 染色 に より 強い 好 塩 基 性 を 
呈す る が , 此 の 好 塩 基 性 の 性 格 , 構成 要素 , Gram 反応 
と の 関係 を 明 に し , 堪 養 各 期 の ア ォ ー バ の 核酸 量 の 変動 
を アセ トン , シヤ ウデ ヂ デン, カル ノア 等 の 固定 を 用 い 追求 
に だ 。 

実験 方 法 : 1. 先 づ 此 の 好人 塩基 性 が Lison 等 の 球 5, 
相対 的 好 塩 基 性 か 総 対 的 好 塩 基 性 か を 決定 する 為 め Pi 
schinger の 方 法 に より アデ アメーバ の 酸性 並 に 塩基 性 色素 
に 対す る 親和 性 を 測定 し , 之 よ り そ の 見 か 上 の 等 電 点 を 
測定 し た 。 

2. 好 塩 基 性 構成 要素 の 決定 に は Serrer's test, メ 
チル グリ ン , ピロ ニン 染色 , Brachets の Ribonuclease 
test trichlor aceticacid 等 の 処置 を 行 つた 。 

3. Grsm 染色 と アメ ー バ の 好 塩 基 性 の 関係 は Gram 
染色 , Brachet's test に より 明 な 関係 を 得 た 。 

4. 培養 アメ ー バ の 増殖 曲線 と 核酸 含有 量 の 関係 は 
15, 24, 30, 48, 60, 72 二 養 時 間 の ア ォ ュー バ を 使用 し 
Feulgen 反応 , メチ ル グ リ ー ン , ピロ ニン 染色 , Brac- 
het's test に より 明 に し た 。 

以上 の 結果 は 次 の 様 に 要約 出来 た 。 

1. 赤痢 アメ ー バ は 総 対 的 好人 塩 基 性 を 示し , その 見 か 
け 上 の 等 電 点 は pH 4.0 一 4.5 の 間 に あ る 。 

2. 此 の 好 許 基 性 の 要素 と し て 硫酸 多糖 類 と 共に RN 
用, 及び アルギニン 含有 アミ ノ 酸 の 存在 が 確認 され た 。 

3. 秋 狗 アメ ー バ は Gram 陽性 で , 之 は Celhmem- 
brane に 訟 ける アル ギ ニ ン 結合 の RNA の Magnesium 


( 77 ) 
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塩 に よる も の で あり , 双 Gram 反応 物質 は アメ ュー バ で 
は Endoplasrm に も 認め られ た 。 

4. 核酸 含有 量 の 変動 は アデ メー バ の 増殖 と 平行 関係 を 
菩 も や だ: 

( 間 ) ( 阪 大 微 研 ) 浜 田 義雄 

核酸 量 の 動態 は 落 色 の み し か みて お られ ませ ん か 

分 像 期 の 核酸 は 分 興 前 に 比較 し て RNA, DNA の ど 
ちら が 増え ます か 

( 問 ) (岐阜 医大 ) 森 下 哲夫 

DNA, RNA と 定め る 場合 に は ase を か け て 定め る 
こと か 必要 で ある 。 

( 答 ) 原 赦 人 造 

1) Feulgen 反応 は アメ ー バ 二 養 の 最高 増殖 を 示す 時 
期 , 即ち , 24 一 48 時 間 に 於 て 陽性 を 示す が , 各 時 期 に 於 
て も アメ ー バ 個々 の メタ ボリ ズム は 異 る 高 , 必 し も ph- 
osphatas 活性 時 期 と は 一 致し な いと 思い ます 。 

2) 核酸 の 定 重 は E. hist. で は 今 の 所 , マイ ク は ス 
ベク トロ メー タ 等 利用 出来 ませ ん の で 和香 々 は Brachet 
等 の 云 5 氷 色 濃度 と 含有 量 の 併行 関係 を 示す 実験 に 基 奉 
を お きま し た 

3) Feulgen 反応 は 高 重合 DNA に 特異 的 で あり , 
Methylgreen 反応 と 共に DNA の 確認 に 応用 し 得る 
Ribonuclease test に は Brachet's test で 代用 出来 る 
と 思い ます 。 

( 問 ) ( 家 才 衛 生 試 験 場 ) 角 田 清 

1) 核酸 の 活性 と , 昌 体 の 分 抽 と が 平行 する と いう の 
は , 分 裂 直前 に 増す の で すか , 又は 虫 が 王 弱 する 時 に 平 
行 し て 減少 する の で すか , 

2) 核酸 の 活性 と acid phosphatase と の 活性 に も 平 
行 関係 か あり ます か 

( 答 ) 岡 証 孝 

1) 実際 問題 と し て 有 間 的 に 行わ れる アメ ー バ の 核 分 
裂 を つか まえ る の は 困難 で す の で 最大 の 核 分 興 期 に 相当 
する 細胞 増殖 期 を 問題 と する 理由 で す が 此 の 時 期 に DN 
A, RNA と も に 増加 し , 核 分 殖 前 期 及 び 核 分 像 を 示さ 
な い 接 分 裂 後期 に は 核酸 は 減少 乃至 は 陰性 を 示す と 球 5 
意味 で す 。 で すか ら 細 胞 増殖 と 核酸 は 併行 関係 を 示す と 
考え て いま す 。 

2) 核酸 の 活性 と acid phosphatase の 活性 に つい て 
特に 実験 し ませ ん で し た が , 此 の 際 , 固定 法 が 問題 に な 
り ま す の で , 即ち , Enzyme で は Aceton が 良く , 桜 
酸 で は Carnoy を 使い ます 関係 上 , 多少 の ズレ は ある 
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も の と 思わ れ ま すか が 酵素 活性 と 核酸 活性 は 
を 示す も の と 考え て 居り ます 。 


90. 


77zcZo72 の 2 の S 277S の 各 分 

に 於 ける 核酸 , 多糖 類 , フォ 
ネス フ アタ ー ゼ の 酒 長 に 就 て 

鷹 応 義 鞭 大 学 寄生 忠 = 

野 村 弘 


字 教 室 

On the aspect of nucleic acids, polysac- 

charides and phosphatases in the cell of 
7 の 42S 22277S during diviSiOn. 


Hiroshi Nomura 


7. 24227S を 材料 と し nucleic acid, polysaccharid, 
分 殖 進 行 と 共に 如何 に 変化 する 
所 見 に 依る 考察 を 試み た 。 

acid 共に Gomori の 


並び に phosphatase が 
か を 観 窪 し て , 
phosphatase 反応 は 
変 法 に 従い , polysaccharid 反応 は Hatchikiss Mc 
Manus の 変 法 , D.N.A. ふ R.N.A. は 
pyronin-methyl green NCP PT 久能 
ae て は Heidenhain's iron haematoxylin で 観察 
2 ぇ に 就 て は 充分 な 対照 並び に 消化 試験 を 施し , 固 
も 2 種 (上 を 使用 し て その 反応 を 比較 検討 し た 。 
akali phosphatase の pH は 常に 9.4 incubate は 2 
6 時間, は pH 4.8 と し 24 時 間 
作用 させ た , Feulgen 反応 の 加水 分 解 は 1 N HC1 8 一 10 
分 間 投 入 が 最良 で あり , leuco-fuchsin は pH 3.0 に 
調節 し polysaccharid 反応 と 同様 icebox 中 1 昼夜 放 
は pH 4.7 が 良好 で あ 


その 反応 


a1kali. 


は Feulgen 反 


acid phosphatase 


四 し た 。 pylonin-methyl green 
り , 24 時 間 投 入 後 正確 な 時 間 に 依 つ て 分 別 , 脱水 , 圭 入 
を 行 つ た 。 phosphatase 反応 は alkali 及び acid の 反 
応 部 位 に 多少 の 相違 点 は 存在 する が 静止 期 に 於 て は 軸 索 
核 , 波動 膜 等 の 周辺 部 に 強い 反応 を 示し て 常 り , glyco- 
gen は 軸 索 に 充満 し 騰 志 と る 。 桜 後 端 部 粒 混 
棒 様 の glycogen 集合 物質 も 明確 に 観察 され る 。 この 
時 期 に 於 ける DNA は 高 重合 を 示し て お り , 7 一 10 個 の 
大 き な 吾 粒 と し て 認め られ RNA も 桜 周囲 に 強い 反応 所 

見 が 観察 出来 る 。 こ の 時 期 に 於 ける 虫 体 は 体 表 より 自己 
の 周囲 に 存する 諸 種 の 徴 粒 子 を 吸収 摂取 し て , glycogen 
を 合成 し 軸 索 璧 より 吸 必 貯 蔵 が 行わ れる と 同時 に 桜 後 敵 
部 の glycogen 物質 も 占 粒 と し て 甘え て いる の で は な い 
か と 芯 5 こと が 考察 され る 。 分 裂 前 , 中 後 各 期 に は 軸 索 


な つて 居る 














【 和 寄生 


虫 学 雑誌 ・ 
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に 貯蔵 され た glycogen が 分 裂 energy の 源泉 と な り 
中 心 部 より 軸 索 璧 に 偉 わ つて 消耗 し て 行く , その 部 分 に 


最も phosphatase 
い 裏 附 と な る 
い 低 
に な る 。 phosphatase 反応 は 核 及 び 
の 周辺 部 に 一 層 著 明 な 反応 所 見 が 
され 難く な る 。 恐らく 
し て 極度 に 細長 と な り , 検出 
され る と 同時 に 退行 変性 し , 
と 芯 5 こと が 推察 出来 る 。 
為 観察 し 難い 。 
を 貯蔵 し 始め , 


合 を 示し て 来る 眠 粒 の 数 は 増加 し 後に 


認め られ , 


新旧 の 還 索 の 前 端 部 より 再び 
それ は 欄 状 で 太く 短い , 


paradesrmoSe 


わた っ 


の 活性 度 の 高い と 広 う こと は その 良 
。 分 裂 末期 に 於 ける nucleic acid は 著 し 


こ 潮 農 性 稀 洪 


2 の * 


phosphatase 


軸 索 は 観察 
内 腔 の glycogen を 損耗 し つく 
され な い の で あろ うと 想像 
消滅 し て 仕舞 5 の で は な い 
分 裂 終期 の も の は 非常 に 少 い 
glycogen 


反応 は 新旧 軸 索 , 桜 , paradesmose 等 の 居 辺 部 に 顕著 
で ある 。 か 、 ヽ る 週 期 を 或 る 好 条 件 下 に 於 て 急速 に 繰返し 
活 洪 な る 分 裂 増殖 を 行 つ て 居る も の と 思わ れる 。 
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腔 トリ ュ モ ー ナ メス の 肌 水 


素 酵素 作用 に 就 て 


慶応 義 功 
浅 見 敬 


ーー 


寄生 虫 学 教室 
大 学 寄生 忠 学 教 


径 


Dehydrogenase activity in 772c/7 の 20 の S 27927777S. 


Keizo Asani 


Thunberg の メチ レン ブル ー 脱色 戻 応 法 を 


いて , 


膝 ト リコ モー ナ : ^ の 持つ 数 儲 の 朋 】 * 素 酸素 の 作用 を 検討 


た 。 基質 を リン ゲ ルー で 多 再 緩和 液 3 


ee M 
に 溶解 せしめ た も の 2. と ニー ニーー 
午 解 せしめ 7 40000 


gr. 時.> 昌 ーッ を リー 
等 量 混合 液 に 


M 


液 2.0cc と 二 故 朋 トリ り リュ モー ナス の 漠 厚 懸 濁 液 0.5cc 


と を Thunberg 管 に 収め , 
た 後 37"C に 保ち , 
で 測定 し , 時 間 と 色素 濃度 と 
質 は ュ ハ ク 酸 ツ ソーダ, 
蝶 表 ノ ソーダ , 
ルー を 溶解 せ し 


し め 
め ナ 


リン ゴ 酸 ソーダ , 
乳酸 リチウム で ある 。 基質 並 に メチ レン プ 
こ リ ン ゲ ルー 燃 酸 緩衝 液 の Ph を 


100 
デブ ルー 溶 


真空 ポン プ で 空気 を 排除 し 
メチ レン プ ブルー の 色調 を 光電 比 色 計 
の 関係 を 求め た 。 用 いた 基 
クエ ン 酸 ツー ダ 


5.0 


<-8.0 の 数 段階 に 分 ち , 各 Ph で の 基質 に 対す る 酵素 の 


作用 を 観察 し , 至 適 Ph を 求め た 。 
用 い ぇ 
培養 し た も の で , 之 を リン ゲル 溢 
中 に 500 万 の 虫 体 が ao 『 
菩 養 の 古 さ と ュ ハ ク 酸 脱 ガ 








し た 。 





氷 素 酵素 活性 度 と の 間 に 著 及 


0 か 0 ン 2A 
で 3 回 遠 沈 し , 0.5cc 





dB 


YAS 0 て 0 


ン 


ン 
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な 関連 が あり , 活 に 増殖 し つ ヽ ある 時 期 の 虫 体 で は 強 
い 作用 が 認め られ る が , 増殖 を 終了 し た 時 期 の 生 昌 体 に 
は 殆 ん ど そ の 作用 が 認め られ な い 。 

用 いた 5 種 の 基質 に 於 て は , 強弱 の 差 は あれ , 何れ も 
対 了 照 の も つ endogenous な 作用 を 差引 いて も 明 時 期 
と 共に メチ レン 青 が 退色 する の が 認め られ た が , クエ ン 
本 ツー ア と 弄 有 サ チッ ム を 基質 と し た も の で は 作用 は 層 
い 。 

以上 は 全て 酵素 を 純粋 に 抽出 し て 行 つ た 実験 の 結果 で 
は な いか ら , 種々 の cofactor を 考慮 に 入れ ね ば な ら ぬ 
が , 広い 意味 で の 夫々 の 脱水 素 本 素 の 存在 を 明 に し 得 た 
も の と 思う 。 

令 , リン ゴ 酸 , クエン 酸 , コハク 酸 脱 水素 酵素 が 存在 
する こと は 腰 ト リュ モー ナス が 代謝 過程 に 於 て Krebs 
の TCA cycle を 通過 し 得る こと を 強く 考え さ せる 。 
阻止 剤 を 用 いて の 検討 を 現在 行 つ て いる 。 

( 問 ) (大 阪 市 大 ) 守 屋 答 二 

1) Buffer 濃度 

2) 至 適 pH が 酸性 に 傾い て いる 点 に 関し て 気付 か 
れ た 点 

3) 他 の トリ ュ モ ー ナ ス に 関す る デー ター, 礎 ト リュ 
モー ナス と の 異同 

( 傘 ) 義 見 殴 三 

1) - 寺 獲 又 組 流 を 使 用 し た 。 

2) 2 
いう 酸性 域 で ある 為 か と 思う 。 

3) 7. gg/72zee の コハク 酸 脱 水素 酵素 活性 度 は 礎 ト 
リュ モー ナス の それ に 比較 し て 著しく 高い 様 で ある 。 
7. 7oc7zs は 未だ 試み て いな い 。 


92. 各種 Thiuram 化合 物 に 
る 鶏 ユ クシ デ ッ ゥ ュ 殺 邊 試験 
家 衛 生 試験 所 
角 田 清 


Thc anticoccidia] ef 括 ects of thiurarm comnDoundS. 
Kiyoshi Tsunoda 


m, m'-Dinitro dipheny1 disulfde 及び furacin の 
各種 異性 体 に 就 い て は 既報 (1953 年 度 寄 生 虫 学会 報 各 ) 
の 如く で ある が , 之 れ 等 化合 物 と 類似 の 構造 を 有する も 
の と マイ 病 陸 才 て いち れ ゃ 人 陣 導 時 
。 我々 は 本 剤 及び これ と 類似 の 構造 を 有する 4 系 統 の 
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Peas その 結果 thiuram 系 
化合 物 中 に 殺虫 力 の 大 な る も の の ある 事 が 判明 し た 。 効 
Mo 認め ANN は (1) Tetramethy1 thiuram 
monosulfide, (2)Tetra methy1 thiuram disulfde, (3) 
Tetraethy1 thiuram disulfde, (4)Zinc dnmethy1 dit- 
hiocarbamate, (5) Natrium dimethyldithiocarbarmmate 
(6)Ferric dimethy1 dithiocarbamate で 類似 の 他 の 5 
種 は 全く 無効 で ちあ つ た 。 こ の 内 (1), (4) は 毒 力 大 で 何れ 
も 凌 は 中 毒 を 起 し た が , 他 は 有効 濃度 の 範囲 で は 中 毒 は 
認め られ な か つた 。 (2) の LDs。=124.9mg/100g, (3) 
の LDi。 ニ 140.9 mg/100 g, (5) の LD。。 ニ 225.0 mg/100g 
(6) の LDs。= ニ 310.2mg/100g (計算 は Thompson の 
便 法 に 佐 る ) で 殺 昌 力 の 強 さ は (2) > (6) > (5) > (3). 
順 で あつ た 。 (2②) の 有効 時 は 108mg/100g で 1 日 3 丘 
分 与 連続 うー5 日 飼料 に 混入 し て 与え て る ゃ 同様 の 結果 が 
得 ら れ た 。 (③ は antabuse と 同一 物 で (5), (6@) は 体内 
で 酸化 され て disulRde と な り 効 力 を 発する こと が 想 空 
され た 。(⑤), (⑥) は (2) の 略 * 2 倍 量 を 使用 し な いと 有 
効 で な か つた 。 之 れ 等 は 何れ も ュ ク シ ヂ ウム の 発育 環 中 
スポ ロ ゾ イト 及び 初期 メロ ゾ ィ ト に の みろ 有効 で も ある が , 
感染 末期 の メロ ゾ ィ イト 及 び ガ メー ト サ イ ト に は 無効 で あ 
つた 。 従来 の スル ファ 剤 , ナイ トロ フェ ナイ ド 等 は メロ 
ゲイ ト 及 び ガ メー ト サ イ ト の 一 部 に の み 有 効 で スポ ロ ゾ 
ィ ト に は 殆 ん と 無効 で ある 事 か ら 作用 機構 は 可 な り 異 る 

と が 考え られ る 。 ep の 剤 は 感染 前 又は 
感染 と 同時 に 投 楽 を 開始 し た 場合 に は 有効 で も ある が , 感 
人 時間 以降 に : 示 を 始 し た 合 に は , 急激 に その 効 
力 は 減少 し , 殆 ん と 無効 と な る こと が 判明 し た 。 

( 問 ) ( 慶 大 寄生 虫 ) 松 林 久 吉 

Coccidium に 対す る 殺 昌 力 は 如何 に て 検査 せ られ た 
カ ゝ 

( 答 ) 角 田 

疫 化 後 5 て 7 日 の 雛 に 約 20,000 個 の . 7eze77Z の 
cysts を 感染 させ , 移 定 の 楽 剤 投与 を 行い 生存 せる も の 
は 効果 あり と し , 更に 投薬 量 , 時 期 を か えて 各 発 育 期 に 
対す る 作用 を 検査 し た 。 


避 


( 79 ) 
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93. 7 ァ y カ の S の 2 の 774 の 7622S の (の 
ィ ッ ウス に 於 ける 免疫 及び 抗原 変 
異 に 関す る 諸 考 祭 
大 阪 大 学 医学 部 微生物 研究 所 
尾崎 文雄 ・ 誠 喜多 重光 
中 林 敏 夫 ・ 猪 木 正三 


Considerations for the inmmunity and 
the antigenic variatiOnS in ブ ァ y カ 7 の - 
S の 2 72 の 67S@ 1m rmniCe. 
Humio Ozaki, Shigemitsu Fukukita, 
Tosio Nakabayasi, Shozo Inoki 


本 原 昌 は マッ ウス 継 代 に 当り 抗原 型 を 変化 する 事 な く 保 
た れ , 治 疹 マウ ス が 再発 を 起 せ ば 既に 型 質 の 異 つ た も の 
と し て 表 わ れ , 更に その 株 か ら の 再発 は 原 株 に 復 太 する 
点 よ り 定 方 向 性 は 

R 
の R。 く 


OSsi と O 


な る 新 変異 系 を 想定 し 23 種 の R を 得 た 。 夫々 の 型 質 か 


ら 再 発 に より 表 わ れ る 型 質 に は 一 定 の 制約 が 見 られ , 同 
ーー マウス が 再発 を 繰 返 す 場合 も 同型 質 の 重複 出現 する 事 
な く , 系 の 前 半 即 ち OーR は 一 見 不定 方 向 性 の 様 で ある 


が 2 種 の 型 質 を 混合 し て 継 代 し た も の の 再発 に は その 2 
種 の 何れ か ら の 再発 に 見 られ る べき 型 質 を も 表 わ さ な 
い 。 

一 方 治療 後 再発 迄 の 間 に マ ウッ メス の 騰 器 乳剤 を 用 い 変 異 
経過 を 辿る に 原虫 数 の 最も 少 い 第 2 一 4 日 頃 に 抗原 型 の 
変異 が 起 る 事 が 推定 され 是 同じ マウ ス の 各 臓 器 か ら は 常 
に 同じ 抗原 型 の 原虫 が 見 出さ れる 。 

又 抗 血清 の 感染 マッ ウス 注射 は 感染 マッ ス の 温度 委 
理 等 に より 変異 を 誘発 し in vitro に 於 け る 諸 現象 に 確 
証 を 支え た 。 

炊 に 感染 , 治療 マッ ス に 於 ける 拓 体 価 の 消長 を 追究 し 
か ss 記 暗 カー プ を 画 き 1 週 前 後 よ り 瀬 次 下降 

を 示し な が ら 約 250 日 以上 の 後に 於 て も screening に 
より 発病 が 阻止 され 250 一 360 日 或 は 200 日 に 於 て も 抗 
体 価 の 弱 化し once screening に 於 て 発病 は 
阻止 され ぬ 場 合 も 出現 する 原虫 は 既に 接種 原虫 と 異な つ 


た 型 質 と な つて いる 。 
何 お s 或 R 株 は 継 代 中 O の 芳 型 質 を 帯び る 


Screening の みみ に より 剖 定 


事 が あり 輝 に 
され る る も の と 北 塊 反応 に も 表 


( 80 ) 


+ 


[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 4 巻 ・ 第 2 号 


われ る も の と あり 之 等 の 期間 中 は RーO の 復帰 現象 も 
two steps 以上 を 要 し 半 に 於 て 単 一 拓 原 系 , 複合 抗原 系 
更に 後者 を 主 , 潜在 抗原 系 及び 主 副 抗原 系 に 分 析 し た 。 
如 航 抗原 型 が 構内 遺伝 子 の 変化 に 基く も の で な い に し 
て も 一種 の 遺伝 形質 を 外部 条件 に より 変化 させ る ada- 
ptive な 諸相 の 機 序 の 究明 に 当り た いと 思 つ て いる 。 


94. ルル es の 7227 の の 7202727 の 
電子 天 微 鎧 的 形態 (2 ) 


大 阪 大 学 微生物 研 究 所 
中 西 健 一 
大 阪 大 学 電 世 顕 後 鏡 
西 義 美 


On fine structures of es 
go の 2 の 7 8S Shown by electron 
microScoDe. (2) 

Kenishi Nakanishi, Yoshimi Nishi 


材料 は 昨年 岐阜 医大 に 於 ける 第 10 回 日 本 寄生 虫 学会 
西日本 支部 大 会 で 述べ た 如く , 阪 大 病院 入院 患者 より 得 
た 北川 株 を 用 い , 培養 7 乃至 12 日 有 目 の も の を 観察 し た 
電子 顕微 鏡 は 日 立 製 作 所 製 HU 6 型 加速 電圧 50K. V. 
の も ゃ もの, 超 薄 切片 作成 に 当 つ て の ミク ロト ー ム は Spen- 
cer の 820 型 , 或いは 日 本 ミク ロト ー ム 製作 所 製 pH 型 
を 使用 し , ナイ フ は 専ら 硬質 が ラス の 破片 を 用 いた 。 

1 オ スミ ッ ク 酸 pH 7.4 燃 酸 緩衝 液 で 30 分 固定 し 
た 標本 で は Emmel 等 の 云え る 如く 電子 線 通 過 に は 原 

1 は 余り に 厚く , た で ヾ さそ の 輪 記 を 表わす だ け で 殆ど と 内 部 
の 構 叶 は # 分 ら な い 。 そ ご で オス ミッ ゥ ク 酸 の 濃度 を 0.5 
と する と , 原虫 全 体 が 薄膜 で 蔵 ち われ て いる の が 見 られ 

此 の 様 人 l は + Meyer 等 が 7 ァ y カ 427 の 5 の 72 の C77722 
ah も 観 窪 し て いる 。 

所 で 原虫 を 生理 食塩 水 で 洗 つ た 後 乾燥 固定 し , 1 規定 
塩酸 60"C 30 分 処理 し て みる と , 昌 体 の 長 軸 に 平行 に 走 
つて いる 幅 約 20mz の 繊維 が 多数 見 られ , その 或 る 標 

本 で は 約 80 本 を 数 える 。 此 の 繊維 は 本 原虫 が 大 体 紗 鍵 
形 を な し て いる こと , 及び 本 原虫 の 運動 等 に 関係 ある と 
思わ れる 。Das Gupta 等 及び 山口 医大 吉井 氏 も 此 の 
維 を 認め, TDas Gupta 等 は 之 を myoneme fbrils と 
呼び , . 7o が cg に 之 と 同じ よう な 構造 を 認め た Lob- 
gren は elasticmembrane を 此 の 繊維 が 形成 す る と 迷 


べ て いろ る 。 
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圭 毛 は 幅 約 50m の 織 維 の 東 よ り 成り 之 が 給 毛 中 を 
縦 赴 し, その 数 は 我々 の 得 た 多 で は 7 一 11 本 , Das Gu- 
pta 等 は 5<9 本, 吉井 氏 は 7 一 9 本 と 芸 つ て いる 。 

更に 同様 に 原虫 を 乾燥 固定 後 0.3 ダ ベ プシ ン 生 理 食 伯 
水 pH 1.8, 38"C 30 分 処理 する と 鞭毛 は 殆ど 消化 され 
その 損 跡 を 残し , 虫 体 も 可 成り の 変化 を 来 す 。 核 は 周辺 
部 が 非常 に 影響 を 受け た と 革 う か , 或いは ベア シン の 作 
用 に 佐 り 核 中 の 或 る 成分 の みみ 核 の 中 央 に 索引 凝固 し た か 
の 観 を 呈す る 。 但し Kinetoplast は 和 祭 お 明瞭 で な い 。 

超 薄 切片 像 で は 2 を オス ミッ ク 酸 生理 食塩 水 固 定 し た 
も の と , 1 多 オス ミッ ゥ ク 酸 pH 7.4 燃 酸 組 衝 液 で 固定 し 
た も の と で は , その 像 に 多少 の 違い が 見 られ る 。 後者 で 
は 細胞 質 に 空 胸 ら し いも の が 少 い が 種々 の 時 粒 , 或いは 
線 状 物 , 更に は 不 規則 な 形 で 比較 的 dense な 像 等 を 認 
め , 之 等 より 本 原虫 の 細胞 内 は 可 成 り 複 雑 な 構造 を な し 
て いる こと が 狼 わ れる 。 

( 問 ) ( 慶 大 内 科 ) 長 田 計 

内 容 の 脱出 し た と 思わ れる 標本 ( 切 訪 で な い 標 本 ) に 存 
在 する 多数 の 細 織 維 に 相当 する 像 は , 超 薄 切片 に し た 場 
合 も 認め られ ます か 。 

( 答 ) 中 西 健 一" 

認め られ ます 。 然し スラ イド で お 目 に か ける に は 困難 
0 の TO も 


95. ネズ ミ マ ラリ ア アア 72sZ207Zz772 
の ezgez Vincke et Lips, 1948 に 
関す る 研究 特に 抗 マ ラリ ア 剤 概 定 法 


に つつ 4 で 


伝染 病 研究 所 寄生 下部 
田中 宮 ・ 締 田 錬 蔵 ・ 若 杉 幹 太 度 


Studies on ア /2s2zog272 の eZge7 : methods of 
the screening test for antimalarjal drugs. 
Hiroshi Tanaka, Tozo Kanda, 
Mikitaro Wakasugi 


ネズ ミ マ ラリ ア で 抗 マ ラリ ア 剤 の 発症 予防 効果 及び 治 
療 効果 の 試 査 法 を 検討 し な が ら , 効果 未知 の 薬剤 の 検定 
を 行 つ た 。 発症 予防 試験 と し て は , マテ リア 被 寄生 血球 
240 万 っ ュ を マウ ス 腹腔 内 に 接種 し , 6 種 の 薬剤 を 連続 3 
日 皮下 注射 し て 潜伏 期 の 延長 を 調べ た 。 各 薬剤 濃度 4 段 
階 で 1 段階 5 匹 の マウ ス (d.q. 系 ) を 用 いた 。 試 査 し た 薬 


! ( 81 ) 
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剤 は キ ニ ー ネ , アテ ブリ ン , クロ ロキ ン , ダイ アデ ヂ デン , 
効力 未知 の トリ ュ マ イィ シン (細谷 ), ア ヂ サ ィ か ら 抽 出し 
た アル カロ イド A( 楽 田 ) で ある 。 予備 実験 で 各種 楽 剤 を 
別々 に 実験 し た 結果 を 比較 する こと は 困難 で あつ た の で 
6 種 を 同時 に 実験 し た 。 2 週間 の 観 窪 で マウ ス 5 匹 中 2 
現 以 上 発症 を 防い だ 濃度 で 比較 し た 。 又 その 楽 剤 の 致 犯 
量 を 老 慮 に 入れ て 治療 係数 = 中 央 致死 量 / 最 小 有効 濃度 
を 以下 に 記す (薬剤 mg/ 体 重 g) キュ ェ ー ネ 30.4=0.76/ 
0.025, テテ ブ リン 37.5<=0.3/0.008>, クロ ロ キン 
18<=0.045/0.0025, ダ ィ アデ ヂ ン 10000<= 1</0.0001 
>, トリ ュ マイ シン 16.7> 0.05 (皮下 )/0.003<, ア 
ルカ ロイ ド A7 >0.7/0.1< と な つた 。 さ ら に トリ ュ 
マイ ィ イシン (腹腔 内 ) と キュ ー ネ ( 皮 下 ) を 比較 する 為 , 原虫 
10 万 ュ っ を 接種 し て 試験 し た 所 , 薬 弄 量 の 対数 と 潜伏 期 の 
間 に 直 線 関係 が か あり, 2 つの 回 米 直 線 よ り , 潜伏 期 を 1 
日 の ば す 濃度 と 治療 係数 を 記す と , キュ ー ネ 4.22=0.76 
/0.178, トリ ュー マイ シン 4.39=0.0025/0.000578 と な り 
ほ ゞ 同 程度 の 効力 を 示 し た 。 この 様 に 接種 原虫 数 を 少な 
くす る と 薬剤 の 濃度 に より 潜伏 期 の 差 が 開き , 前 の 試験 
で あま り 効 力 を 示さ な い 薬 剤 の 比較 に は 便利 で ある 。 治 
療 効 力 試 験 に は 原虫 200 万 ュ を 接種 し た マウ ス , 及び こ 
れ に 前 方 同様 に キ =ー ネ を 接種 し た 場合 を 比較 し な が ら 
赤血球 数 . 被 寄生 血球 幸 , 原虫 率 の 経過 を 調べ た 所 , 楽 
剤 に よる 原虫 率 の 抑制 度 の 経過 は 被 寄生 血球 率 で 調べ た 
経過 と ほ ゞ 同じ な の で , 被 寄 生 血 球 幸 の 経過 を みる と 

接種 後 5 日 有 目 の キ ニー ネ 0.1mg/g の 抑制 率 は 3 回 の く 
り 返 し で 各々 90.7 多 , 90.6 , 93.0 多 で 変動 が 一 番 少 
な か つた 。 次 で キ ニ ー ネ と アル カロ イド A を 比較 し た 所 
5 日 目 の 抑制 率 P と 薬剤 濃度 と と の 関 係 は キミ ニー ネ で は 
P =34.42 logioC 填 84.14,。 アル カロ イド A は Pー7.81 
logio C 十 17.46 と な つた 。 治療 実験 で は 1 群 内 の 被 寄生 
血球 率 に 変動 か か な りあ る の で 未だ 完全 に 統計 的 に 扱え 
な い が , 以上 の 2 種 の 比較 に お いて は アル カロ イド A は 
キ ニ ー ネ より 効果 が 少な か つた 。 


( 間 ) ( 阪 大 微 研 ) 中 林 敏夫 
薬 剤 机 性 に つい て 何 か 知 見 を を られ まし た か 。 
( 符 ) 田 中 寛 


主として 抗 マ ラリ ア 剤 の 検定 及び その 方 法 を 検討 し て 

まい り ま し た の で , 未だ 耐性 の 実験 は し て お り ま せん 。 
( 問 ) ( 阪 大 微 研 ) 浜 田 義 
使用 マウ ス の 系 統 別 , 年 齢 , 性 に 特別 の 考慮 を 払わ れ 
まし た か 。 













178 


( 答 ) 田 中 寛 
1 回 の 実験 に 1 系 統 (d.q., 或 は q.d.D) の 同年 齢 , 同 
性 を 用 いて , その 実験 内 だ け で 比較 し て お り ま す の で , 
特に 系 統 , 年 齢 , 性 別 の 変位 に つい て は 実験 いた し て お 
り ま せん 。 


96. 鳥 マ ラリ アァ の 研究 (4 ) 


長崎 大 学 風土 病 研究 所 病理 学 教室 
永井 利 承 
Studies on avian malaria (2) : A study on 
the respiration of chicken erytrocytes 


infected whith ア /Zs22o772 772722C624772 。 


Toshitsugu Nagai 


前 田 は ア /2szogzz2z go772z2cez22 抽出 物質 の 過敏 抗 
原 性 の 存在 を , Shwartzman 現象 , Arthus 現象 , Sch- 
ultz-Dale 反応 及び 沈降 反応 の 実験 を 通じ て 確 め 得 た が 
今回 は 正常 鶏 , マラ リア 急性 感染 鶏 及 び 慢 性 感染 鶏 赤 血 
球 の 酸素 消費 を 測定 し , 次 の 如き 成績 を 得 た 

37.5"C の 食塩 - 燃 琶 塩 液 中 に 於 いて , 正常 を 和仁 の Qos 
は -0.1 一 -0.44, 感染 慢性 期 の Qos は -0. 41…-0. 60, 感 
上 染 急性 期 (0.2 ター86 寄生 ) の それ は -0.25 一 -1.82 で 
あつ た 。 


97. Toxoplasma と Encephali- 
tozoon と の 交叉 免疫 実験 


慶応 義塾 大 学 医学 部 寄生 中 学 教室 
田 崎 光 


Expertmental studies on the cross-inmunity 


between Toxoplasma and Encephalitozoon. 
Hikaru Tazaki 


険 索 の 目的 で 雀 の 脳 を マウ ス に 接種 継 代 
し た 結果 , Toxoplasma 様 虫 体 を 発見 し た 事 は 既に 発表 
し た が , 其 の 後 伝 研 の 御 好 意 に より 分 与 し て も ら つ た 
RH 株 Toxoplasma と 比較 検討 し , 形 角 学 的 , 病原 性 
及び 最も 決定 的 な グラ ム 楽 色 等 か ら 此 の 虫 体 が Encep- 
halitozoon で 有る 事 が 解 つ た 。 

し か し 此 の 両者 の 間 に は その 感染 部 位 , 感 菜 経過 , 増 
殖 の 状況 等 の 点 で 常に 類似 し た 性 質 が 見 られ る 
Encephalitozoon と Toxoplasma と の 関係 に 就 て は 


Toxoplasma 
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Perrin (1943) が 研究 し て 居る が , 免疫 学 的 関 水 性 に は 全 
く 触れ て 居 ら ぬ 。 そ こ で 私 は 此 の 問題 に 就 て 研究 を 行 つ - 
で 旋 た 。 

(a) あら か じ め Encephalitozoon を 感染 さき せ て 14 
日 60 日 経た も の に と, RH Toxoplasma を 感染 後 3 日 
目 の マ ウス 腹水 を 20 倍 に 稀 羽 し , 被 検 マ ウス 1 匹 に 対 
し 健康 マッ ウス 1 匹 を 対照 と な し 各 0.15cc 当 腹 腔 に 接種 
両 マ ウス の 生存 日 数 を 比較 し た 。 

其 の 結果 , 何れ の 例 に 於 て も , 被 検 マウ ス の 方 か 対照 
に 比 し わずか な が ら 生 存 日 数 延長 を 認め た 。 

以上 の 様 な 事 か ら , 両者 の 間 に は 或 る 程度 免疫 学 的 共 
通 性 が 有る 様 に 思わ れる と 先 の 第 14 回 東日本 支部 会 に 
於 て 発表 し た 。 し か し 此 の 生存 日数 差 は 非常 に わずか な 
も の で 有り , 之 れ が 有明 ら か に 共通 免 商 に よる も の か ど 5 
か 疑問 に 思わ れ た の で 再び 次 の 如き 方 法 で 再 検討 し た 。 

(b) 実験 方 法 は ほ ゞ 前 者 と 同じ で ある が 唯 接種 To- 
xoplasma 虫 体 数 を ずつ と 少く (8,000 ン 10,.000 の も の と 
4,000<6,000) し た 。 

紫 の 事 に より 生存 日 数 は 前 回 より は 延長 し た が 被 検 マ 
ッ ウス 及び 対照 の 日 数 差 の 開き は 大 きく は な ら な か つた 。 

2. 中 和 試 験 

Encepialitozopn 接種 後 40 一 50 日 の マウ ス の 新鮮 
正 清 と Toxoplasma 虫 体 と を 混和 し て 家 各 皮 内 に 接 
種 し た 。 Toxoplasma は 接種 後 3 日 月 マッ ウス 腹水 を 生 
理 食塩 水 で 稀釈 し , 1cc 店 の 申 体 数 が 100,.000,000 一 
80.000.000 と な る 様 に し 更に 其 の 50 倍 , 500 倍 , 5000 
倍 の 各 稀 釈 液 を つく り , その 各々 を 上 記 マ ウス 血清 と 混 
和 , 室温 に 30 PACoef cc 
お いて 1 列 に 皮 内 に 接種 し た 。 対照 と し て 健康 マウ ス 血 
清 を 用 いて 内 toe 94 夫 St: 
同じ 束 の 背 中 に 前 記 の 接種 部 位 に 並べ て 接種 し た 。 1 週 
間 後 に 接種 部 位 に 出来 た 丘疹 の 大 き さ を 素 較 し て 結果 を 
判定 し た 。 

此 の 結果 は 何れ の 例 に 於 - 
何等 差 を 認め 無 か つ た 。 

以上 の 様 な 試験 成績 か ら 考 え , Toxoplasrmna と Enc- 
ephalitozoon の 間 に は , 種々 類似 点 が 有る と は 革 い , 
免疫 学 的 に は 全く 異 る る の で 有る 事 が 解 つ た 。 


て も る 徹 検 側 と 対 妥 側 と の 間 に 
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年 6 月 (1955)〕} 


98. 日 本 に 於 ける トキ ッ プ ラス 
モー ジス に つい て (2) 


東生 病院 
宮川 米 次 ・ 永 堀 蓄 作 ・ 宮 川 逸 了 
篠原 進 ・ 石 若 大 三 ・ 田 沼 息 正 
美田 秀夫 ・ 租 旨 書 志 


On the toxophasmosis in Japan. 
Y. Miyagawa, . Nagahori, 
1. Miyagawa, S. Shinohara 
D. Ishiwaka, Y. Tanuma, 
量 . Mita, 廿 . Inagarmni. 


私 等 は 昨年 脳 水腫 選 及 び 羊 水 過多 の 胎児 快 の 脳 の 脈絡 

に 於 て 注目 すべ き 小 体 を 発見 し 塗 抹 標 本 検査 に 偽り 又 
マッ ウス 継 代 接種 に 依り 注目 すべ き 小 体 を 発見 し た 旨 を 報 
告 し た 。 其 の 後 新 た に 2 例 の 脳 水腫 科 ぴ 液 より 又 2 例 の 病 
凌 脳 より も 同一 の 小 体 の 分 離 が 出来 , 其 の 小 体 に つい て 
種々 の 検索 を 重ね か な り 性 状 が 明らか に な つた と 思う の 
で , これ を 報告 し ます 。 

鍛 液 より の 小 体 検出 成績 

脳 水腫 患者 の 秋 液 を 遠 沈 沈 溶 の 沙 抹 染色 に 偽 り 第 1 例 

より 6 は 遊離 状態 の 小 体 を 極め て 小数 な が ら 発見 し た が , 
第 2 例 よ り は 発見 出来 な か つた 。 

マウ ス 接 種 に 依る 小 体 分 離 

此 の 科 液 を マウ ス に 接種 し た 結果 , 
芝 し た 。 

病 鶏 より の 小 体 分 離 

ュ ク チ ヂ ウ ム メ 症 と 異 つ た 脳症 を 起 し た 病 鶏 の 脳 其 の 他 
の 臓器 の 秒 抹 鏡 見 並 に 脳 乳剤 の マウ ス 接 種 に 依り 上 述 と 

さく 同一 性 状 の 小 体 を 脳 に 発見 し , 中 の 鶏 系 と 人 系 と に 
交叉 感染 を 検 し た 移 , 両者 が 同一 で ある 事 を 知 つ た 。 
形態 は 細胞 外 に 単 在 し て 居る も の を 本 来 の 形 と する と 
軽度 の 弧状 で 細胞 内 に 密 在 し て 居る も の は , 短 柄 円 形 , 
円 形 , 不正 形 で ある 。 

大 さ は 正常 形 と 思わ れる 
z 位 で , 繝 胞 内 の 小 体 は 一 般 に こ 


両 例 共 に 分 離 に 成 


も の は 長 さ 4.5<3.0 z 幅 2.5 
れ よ りか た なり 小さ い 。 


毒 力 は 私 等 の 手許 に は 現在 8 系 ある が 其 の 中 人 系 2 株 
は 毒 力 が 弱い が 他 の 人 系 2 株 鶏 系 2 株 は 毒 力 が 強く 継 代 
3 一 4 代 で マウ ス は 元気 を 湯 宮 す る 。 然し 此 の 強弱 2 系 
の 交叉 感 菜 は 成立 する 。 

私 等 の 小 体 と 脳 水腫 と の 関係 

等 は 脳 水腫 の 髄 液 内 に あ 


る 小 体 が マウ ス 内 で 接種 増 


( 83 ) 
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殖 し て 来 た も の と 信ずる 。 其 の 理由 は 血液 の 直接 塗 抹 禁 
本 下 に 小 体 を 見 出し た 場合 は 常に マウ ス 分 離 が 陽性 で あ 
る か ら で あ る 。 符 液 の 直接 所 見 陰性 で も , マッ ウス 分 離 腸 
性 の 場合 も ある 。 正常 マウ ス の 腹水 中 に は 小 体 を 見 出さ 
な い 。 然し 私 等 の 鍛 液 接種 10 回 中 8 回 迄 中 の 小 体 を 見 


出し て 居る こと か ら , 偶然 自然 感染 の 混入 と し て は 偶然 
が 多 す ぎる と 思う 
( 加 ) (東生 病院 ) 宮 川 米 次 


入 液 か ら 小 体 の 検出 は 即 つ て 困難 で ある 。 日 本 に 腕 水 
性 患者 は ある 。 従来 は 梅毒 と いわ れ て いた が , その 外 に 
ToxophasrmosisS の ある こと は 考え て よい と 思う 。 

我々 の 見 て いる 体 は RH より 策 ぇ 小さ い Encephali- 
tozoon より 逢 か に 大 きい , 感染 性 は Toxo. に 大 体 一 
致し Enceph. と は 一 致し な い 点 が ある 。 臨床 家 と し て 
は Toxo. に よる 病 症 が ある か 否や 特に その 不 顕 性 感染 
が 大 問題 た る こと は 日 本 脳炎 と 同様 で ある 。 

寄生 虫 学者 と し て は この 小 体 の 所 属 が 重大 問題 で あろ 
うと 思う か ら 各 位 と 共に この 問題 特に 我々 の 小 体 を 充分 
に 研究 し て ゆき た い 。 現在 知ら れ て いる 原虫 と し て は 我 
ぇ の 見 て い る 小 体 は 最も Toxo に 近い も の と 思 つ て い 
る 。 

( 加 ) (東大 農 ) 山本 作 太 郎 

昨年 夏 釘 の 1 例 を 見 て 東部 地方 会 に 報告 し た が , その 
後 犬 の 2 例 を 見 て その 犬 の 1 例 か ら 1 本 の Toxoplasma 
の 系 を 分 離し た 。 

肺 の 塗 捧 で Toxo. 虫 体 を 認め マッ ウス 腹腔 内 接種 で 1 
週間 以内 で 腹水 難 苑 す る 毒 力 の ある も の を 初代 か ら 分 離 
し た 。 犬 の 継 代 切 片 で は 心筋 , 肺 , 肝 , 膝 , 勝 氷 壁 脳 , 
iipr、 和 2 
い 色 素 試験 で 猪 株 等 と も 同定 出来 る 。 

( 加 ) ( 慶 大 寄生 虫 ) 松 林 久 吉 
脳 水腫 児 18 例 に つい て Sabin-Feldman 反応 を 検 し 
6 例 に 陽性 , その 母 3 例 に も る 陽 価 で あつ た 。 こ の こと か 
ら 日 本 に お いて も Toxoplasma に よる 脳 水 用 が か か な り 
ある と 思わ れる 
宮川 氏 の 得 ら れ て いる 下 体 は 形態 で は Encephalito- 
まき さ で は Toxoplasrna と Encephali- 
染色 性 で は Gram 陰性 と 蓋 
点 で Toxoplasma に 近く 毒 価 で は Encephalitozoon 
に 近く , 宿主 の 点 で は 人 間 か ら 未 だ Encephalitozoon 
が 見 出さ れ て いな い 点 で Toxoplasma らし いと 考え る 
可 き か も 知ら れ な い 。 併 し 宿主 の 点 は 区 別 の 標準 を する 
わけ に は ゆか め ぬ 。 要する に 未だ 何れ と も ゃ 決定 出来 な いも 


zoon に 近く , 


tozoon の 中 間 に あり , 














の と 思う 。 


99. 物 是 の 呼吸 及び 組 繊 呼吸 
に 関す る 研究 


大 阪 医科 大 学内 科 
編 本 圭 士 


Studies on the respiration and 
tissue-respiration of hookworm. 
Keishi Fukumoto 


い 

私 は 銘 虫 の 浅 紙 培 養 法 に 聞か 改良 を 加え 大 量 の 純粋 な 
釣 仔 昌 懸 濁 液 を 作り , 之 を 用 いて ワー ルプ ブル タダ 検 圧計 に 
より 狗 仔 虫 の 呼吸 に 及ぼ す 各 種 楽 物 の 影響 を 検討 し た 。 

1. 実験 材料 及び 実験 方 法 

a 実験 材料 : あら か じ め 銘 虫 に 濃厚 感染 せ し め 犬 の 義 
便 よ り 演 紙 培 養 法 に より 集め た 多 仔 昌 を , 水道 水 に て 3 
4 日 間 飼 育 し , 其 間 1 日数 回 水道 水 に て 洗 六 し , 仔 昌 
の 運動 の 活 肖 と な つた フィ ラリ ヤ 型 仔 虫 を 用 いた 。 答 お 
使用 に 際 し て は 更に 1000 加 テ 転 約 3 分 間 遠心 沈 注 に ょ り 
蒸溜 水 で 4 回 洗 准 し , 後に 仔 虫 が 活 洪 に 運動 し て いる 事 
を 充分 に 確か め て か ら 使 用 し た 。 

楽 物 と し て は 今回 は 各種 銘 虫 駆除 剤 , 農薬 を 使用 し 
だら 

2. 実験 方 法 

上 述 釣 仔 懸 濁 液 に つい て ワー ル ブ ル ダ 氏 恒温 醒 を 利 
用 し て 釣 仔 虫 の 酸素 摂取 量 を 測定 し た 。 温度 37.5*C 


0.1"C, 振動 回 数 60/min, Sorensen 緩衝 液 , pH 7.4, ` 


仔 由 乾 燥 量 30mg 

使用 する 薬物 は 略 々 化学 的 に 分 類 し , 夫々 -35.: 濃度 の 
溶液 と し て , 仔 昌 懸 濁 液 を よく 混 浦 し て 各 等 量 に 分 割 し 
た も の に 加え , これ を 同時 に 振 柚 し て 夫々 の 酸素 摂取 量 
を 測定 比較 し た 。 水 に 不溶 性 の も の は 1 に な る 様 に 
Tween 20 を 加え 乳剤 と し て 用 いた 。 勿論 tween 20 
の 1 多 溶 液 は 釣 仔 虫 の 呼吸 に 何ら 影 細 4 を 三 え ぬ 事 を 確か 
め た 。 

1. 基礎 実験 と し て M/10 及び M/100 の 攻 交 精 溶 液 
を 作用 させ た 所 。 鋼 仔 昌 の 呼吸 作用 を 著しく 促進 する 事 
を 認め た 。 

2. 各種 釣 虫 有 激 除 剤 の 中 で は 1-bromonaphthol-2 が 
最も 強く 呼吸 を 抑制 し , 其 の 他 上 -naphthol, naphthalin 
4-bromonaphthol-1, が -naphthol も 抑制 作用 を 認め た 。 
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レゾ ル シ ジン, チモール , へ ヘ ノ ボ ポジ 洒 に は 殆 ん ど 抑 制作 用 
は 認め られ な か つた 。 

3. 農 楽 で は B.H.C は 抑制 作用 強く , 其 の 他 zink- 
dimethyldithiocarbamat, tetramethylthuramdisulfd 
tetramethylthiurarmmanosulfd (こも 可 成 り の 抑制 作用 
を 認め た 。 


( 問 ) ( 予 研 寄生 虫 ) 安 羅 岡 一 男 

用 いら れ た 楽 剤 の 浴 解 の 方 法 に つい て お 尋ね いた し ま 
す 。 

( 答 福本 圭二 

1 用 に な る 様 に tween 20 で 溶解 し た 。 

( 問 ) ( 予 研 寄生 虫 ) 小 宮 義孝 

四 堀 化 エ チレ ン は 試み て みた か ? 

( 答 ) 福本 . 吾 土 


四 塩 化 エ チレ ン , 四 塩 化 炭 素 は alkalimediurn で ガ 
ス 体 を 発生 し , 酸素 摂取 量 の 測定 は 出来 な か つた の で 除 
外し た 。 

( 癌 ) (長崎 大 学 風 土 病 ) 長 肢 康之 

1. 楽 物 の 濃度 は ? 

2. 同一 の 濃度 で は 諸 種 楽 物 の 呼吸 に 対す る 作用 を 比 
較 す る の は 都合 が 悪い の で は な いか ? 

( 傘 ) 福本 寺 主 

1. すべ て M/20 と し た 。 何 お と け に くい も の は , 
界面 活性 剤 tween 20 を 加え 等 質 な も の と し た 。 

2. 今回 は 各種 合成 剤 中 呼吸 阻害 作用 の 強い も の を と 
り 出 す た め 同一 濃度 と し た 。 


( 問 ) (大 阪 市 大 ) 守 屋 条 
bromnaphthol 添加 後に 於 ける 浮 渡 液 pH の 変化 に 
つい て 

( 答 ) 福本 圭 士 


Sorensen 緩衝 液 pH 7.4 を 用 い bromnaphthol を 
添加 60 分 振 湯 後 の ベッ セル 内 の pH は 7 一 6.9 で あつ 
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100. 多 是 アレ シル ギー に 関す る 研究 
(1) その 免疫 反 應 に つい て (2) 沈降 
反 磨 に つい て (1 ) 


千葉 大 学 公衆 衛生 学 教室 
柳沢 利 喜 雄 ・ 水 野 哲夫 
伊佐 博夫 ・ 片 桐 優 


Studies on the allergy of hookworrm. (1) 
especially onthe precipitation. (Rept. 1 ) 
Rikio Yanagizawa, Tetsuo Mizuno 


Masaru Katagiri 


ヅ ビ ニ 狗 虫 虫 体 成分 と アメ リカ 多 虫 虫 体 成分 と の 間 に 
血清 学 的 反応 上 に 於 て 差 暴 が ある や 否や を , 今回 は 沈降 
反応 を 用 いて 銘 虫 卵 陽性 者 人 血清 に 就 て 行 つ て みた 。 

撤 原 液 は 駆虫 に よ つ て 得 た 虫 体 を , ヅ ビ = 釣 虫 , 及び 
アメ リカ 多 虫 が , 生理 的 食塩 水 1cc 中 に 各々 10 筐 を 含 
む な が 如く に 作製 し た 。 併 し て その 液 中 に 於 ける $ 対 の 
比 は 各々 1 :1 に と し た 。 

ヅ ビ ニ 釣 昌 保 有 者 血清 に ヅ 液 を 重層 せしめ た 場合 と ア 
液 を 重層 せしめ た 場合 と で は 沈降 反応 の 場 の 形 は 相似 の 
場合 と 生 ょ 暴 つ た 場合 と が あつ た 。 又 吸 必 試験 を 行 つ た 
千 果 は ヅ 液 を 重層 せしめ た 場合 は 陰性 , ズ ア 液 を 重層 せ 
し め た 場合 も 今回 の 判定 で は ( 4 時 間 目 迄 判定 ) 陰 性 で あ 
つた 。 以 上 の 事 より , 特異 性 の 強い 価 の 高い 血清 を 得る 
な ら ば , 可能 な らん と 考え 動物 実験 を 施行 中 で ある 。 


101. 釣 是 体 テ キス 並 に 釣 仔 下 培 養 濾 
液 に よる シュ ウル シッ マン 現象 に つい て 


鳥取 大 学 医学 部 第 二 内 科 
石原 国 ・ 原 田 義道 ・ 森 納 


On the Shwartzman phenomenon by 
filtrate of hookworrmn and culture- 
filtrate of hookworm larvae. 
KKuni Ishihara, Yoshirnichi Harada 


Osamu Mori 


E に 香 々 は 若葉 病 の 本 交 完 明 の 為 , 犬 釣 虫 仔 中 を 犬 に 
感染 させ , 人 工 的 若葉 病 の 作為 を 試み た 。 そ の 際 初 感染 
犬 に も , 再 感染 大 に も 内 臓 諸 器官 に 強い 出血 傾向 を 認め 
殊 に 再 感染 時 肺 に は 出血 の みな ら ず , 壊死 を 認め , 十 二 
指 腸 に も 出血 , 附 乱 , 震 死 を 認め た 。 か ょ る 出血 傾向 が 
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何故 起 る か を 考 究 し , 釣 虫 体 成分 及び 釣 仔 虫 基 養 落 液 を 
以 て する 家系 シュ ワル ッ マ ン 現 象 を 試み た 。 

潤 液 の 作製 

釣 虫 体 抽出 液 は 駆虫 に よ つ て 失 た 銘 成 虫 を 0.5 カル ボ 
ー ル 加 生 理 的 食塩 水 で 充分 に 洗い , 更に 生理 的 食塩 水 で 
よく 洗 つ て 磨 砕 し , 1cc の 生理 的 食塩 水中 2 隻 を 含む 
割合 の 乳剤 を 作り , 之 を ザ ィ ッ 潤 過 管 を 通し 得 た 江 液 を 
使用 し た 。 多 下 仔 虫 培養 減 液 は 私 共 の 仔 虫 径 集 培 養 法 に 
ょ つて 集め た 釣 仔 由 を 0.5 ダ カ ル ボー ル 加 生理 的 食塩 水 
と 生理 的 食 水 で 交互 と 充分 洗い , 1cc 中 5000 袋 を 含む 
様 に し て , 度々 雑菌 試験 を 行い 無菌 な る こと を 確 め , 温 
度 2030“C の 保温 箱 の 中 で 10 日 間 共 養 し た も の を 一 


旦 浅 過 し , その 滅 液 を が ザ ィ ッ 演 過 管 を 通し て , 無菌 な る 
こと を 確 め た も の を 使用 し た 。 
実験 成績 


家 各 腹 麻 及 び 耳 上 肥 内 に 上 記 虫 体 成分 及び 二 養 沙 液 を 準 
備 注射 し , 24 時 間 後に 惹起 注射 を 行う と , 3 時 間 後 に 度 
内 注射 部 位 に 出血 , 充 碧 を 見 た 。 対 品 と し て 生理 的 食塩 
水 を 友 内 注射 し た 部 分 に は 出血 を 見 な か つた 。 組織 学 的 
に は 真皮 層 の 浮腫 , 静脈 の 破綻 , 出血 を 認め た 。 仔 虫 
養 小 液 を 使用 し た 20 例 に 全 例 陽 性 , 虫 体 成分 を 使用 し 
た 2 例 に ゃ 陽性 , 又 菩 養 沙 液 を 各 分 視 に 分 け 使用 し て , 
重 白 分 訓 に 最も 強く , 糖 質 及 び 脂 質 分 視 で は 僅 に 陽性 で 
あつ た , 之 は 更に 追及 中 で ある 。 

皮膚 に 於 ける グロ スー 縮 方 氏 抑 制 効果 試験 を 行う と 5 
例 中 5 例 に 陽性 で あり , コン ム ニ = ン で も 抑制 出来 る こと 
を 確 め た 。 

公家 各 を 開腹 し 十二指腸 粘膜 下 に 該 液 を 注射 し , 24 時 
間 後 惹起 注射 を 施す と , 原液 , 稀釈 液 と 濃度 に 応じ て 
強い 出血 を 認め , 生理 的 食塩 水 で は 現われ な か つた 。 組 
織 徐 に は 粘膜 下 に 赤血球 浸潤 を 認め , 対照 に は 変化 は 認 
ぬら れ な か つた , 十二指腸 で も グロ スー 緒方 氏 の 抑制 効 
果 は 見 られ な か つた 。 

家 兎 の 一 眼 の 結膜 下 に 仔 虫 養 濾液 を 注射 し , 24 時 間 
後 そ の 10 倍 液 を 静 注 する と , 2-3 時 間 後 閉 明 な 結膜 下 
の 出血 を 認め , 対照 に は 出 な か つた 。 

以上 より 吾 々 は 銘 虫 体 生 理 的 食塩 水 抽出 成分 及び 銘 仔 
虫 培養 沙 液 の ザ ィ ッ 潤 過 管 通過 液 を 用 いて 家 各 友 膚 及び 
十二指腸 粘膜 下 及び 眼 結 膜 に シュ ワル ッ マ ン 現 象 を 試み 
シュ ワル ツマ ン 現 象 は 何れ も 陽性 に 現われ る こと を 認め 


= 
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( 加 ) (長大 風土 病 研 ) 長 野 康之 
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腹 散 で 皮膚 反応 を 見 る 場合 , 写真 の 都合 で 反応 が あま 
り 強 く な い 場 合 が 非常 に ある も の で す が , 皮 を 飼い で 透 
過 光 線 を 利用 する と 比較 が 容易 に 出来 る よ う で す 。 
( 問 ) (長大 風 研 ) 永井 利 承 
ProcGwato Ka 
管 破 綻 の 率 が 高い 。 準 備 注射 後 惹起 注射 まで の 毒素 
owa ? 

( 答 ) 原 田 義 二 
耳 条 を 予め 透過 光線 で よく 調べ 血管 の 少 い 部 分 を 選 の 
準備 注射 し , 寂 起 注射 迄 度々 検査 し て 出 面 な きこ と を 確 
め て か ら 著 起 注射 を 行 つ た 。 又 対照 と し て 生理 的 食塩 水 
を 準備 し 対照 部 に 出血 な きも の を 陽性 と し た 。 透過 区 線 
で 判定 する 為 成績 判定 が 正確 で 写真 撮影 に 便利 で ある と 

皿 5。 


102. 勉 仔 遇 の 行動 に 関す る 研 
完 (1) 大 釣 加 感 菜 仔 是 の 温度 に 対 


ユ ーー 


する 動 性 kinesis に つい て 


予防 衛生 研究 所 寄生 忠 部 
安 維 岡 一 男 
Behavior of hookworm larvae. (1). 
Thermo-kinesis of infective larvae 
of 42cy/os/2722 と 7477427777。 


Kazuo Yasuraoka 


(1) 仔 昌 の 運動 の 量 的 把握 

銘 東 仔 虫 の 運動 を 量 的 に 把 掘 する こと は , 仁 貝 の 行動 
機構 を 知 つ て 更に その 感染 機構 を 明らか に する た め に 極 
め て 重要 な こと で ある 。 そこ で 仔 虫 の 頭 端 の 博 動 10 回 
に 要する 時 間 を 測定 し , これ を 運動 量 と し て あら わす こ 
と に し た 。 運動 量 と し て あら わす た め に は この 運動 が 不 
規則 な で た ら め の も の で な いこ と を 確 め ね ば な ら た な い 。 
そこ で 個体 に お いて , 又 集 団 に お いて , 提 動 所 要 時 間 の 
度数 分 布 表 を 作り , これ に 相当 する 正規 分 布 の 期待 度数 
を 算出 し て 実測 度数 と の 適合 度 を 検定 し た が , 何れ も 1 
牙 は 5 多 の 人 危険 率 で 正規 型 と 見 区 ナ こと が 出来 た 。 す 
な わ ち 銘 虫 仔 虫 の 周期 は 正規 分 布 に 避 れ ん する の で , こ 
の 運動 は 安定 し た 律動 叶 の ある も の と 見 役 す こと が 出来 
し た が つて 頭 端 の 提 動 を 運動 量 と し て 表現 する こと が 可 
能 で ある こと を 知 つ た 。 

(2) 動 温 性 thermokinesis. 

前 述 の よう に 銘 虫 仔 虫 の 運動 を 量 的 に 表現 する こと が 
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出来 た の で , この 運動 が 各 温 度 段 階 で どの よう な 量 的 変 
化 を 示す か 一 Thermokinesis 一 に つい て 維 察 し た 。 

その 結果 温度 16"C ン 32?C の 範囲 内 で は 温度 と 運動 量 
の 間 に 相関 関係 が 認め られ , 10 回 提 動 に 要する 時 間 の 対 
数 値 を Y と し , 温度 を 双 と する と , 両者 の 間 に 直線 関係 
が 認め られ た 。 こ の 直線 の 実験 式 は Y =2.2166 一 0.0545 
文 で あら わ さ れ , 相関 分 析 の 結果 1 の 危 険 率 で 回 居 は 
有意 で あつ た 。 仔 虫 は 捜 動 に よ つ て 体 の 前 進 移動 を 行 5 
の で , 温度 の 上 昇 は 単位 時 間 に お ける 仔 虫 の 運動 距離 を 
増大 させ る と いう こと が 出来 る 。 

丸 , 仔 虫 は し ば し 生前 変換 を 見 せる これ も 
温度 上 昇 に と も な つて 変換 量 の 増大 する Jet る の を 
認め た 。 

すなわち , 温度 の 上昇 は 仔 虫 の kinesis を 高め る の 
で あつ て , これ は 仔 虫 が 定 温 動物 で ある 宿主 の 皮膚 に 接 
近 附 装 す る た め に 極め て 重要 な 役割 を 演じ て いる と 考え 
られ る 

( 問 ) (府立 医大 医 動物 ) 三 谷 合 

① 運動 状 能 を カバ ー・ グ ラス で お さえ て 観察 され た 
と する と , と つて も 違 つ た 結果 が 出る と 思い ます が 。 

⑧ 仔 昌 は 自然 界 に 於 て は 原則 と し て その 環境 は 土壌 
で あり ます が , この 間 の 差違 に つい て は 如何 御 考 え で し 
よう か 。 

( 符 ) 安 紋 岡 一 男 

① カバ ー・ グ ラス は 用 いな い 。 2 cc 入り の ブロ ッ 
了 oSrkoo 
1 た 結果 が 出る だ ろ う 5 こと は 当然 考え を られ る 。 

行動 の 分 析 を する た め に は , 水中 に お いて の 方 ヵ 
人 KK 

る 体位 置 の 移動 で あり , 体 還 方 向 の 変換 も 水中 に 
ける と 同様 に 当然 革 壌 中 で も 起 る と 考え る 。 


左 
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103. 釣 是 仔 上 の 発育 程 康 と 
感 菜 能力 並 に 感染 時 の 肺 組織 
変化 に つい て 
岐阜 医科 大 学 病理 学 教室 
高林 長 光 ・ 北 後 長 男 


On the development of larvae of 4. 

cG222772 and its infectious capacity 

and also hystological view of lungs 
at the tirme of infection. 


Yoshimitsu Takabayashi, Yoshio IKKitago 


犬 釣 虫 仔 虫 は 卵 養 後 既 に 3 日 で フィ ラリ ア の 差 , 経 
日 , 経 友 感 染 に よる 感染 度 , 並び に 感染 後 の 発育 の 差 , 
釣 玄 エキス 注 射 に よ つ て 後 感染 に 影響 あり や 否や , 又 感 
染 実験 に よる 肺 の 組織 変化 を 調べ た 。 

3 日 二 養 仔 虫 感染 群 ( 甲 ) と 10 日 培養 仔 虫 感染 群 () 
を 各種 割 検 日 で 比較 する と , 腸 内 発見 率 は 経口 感染 の 場 
合 , 4 日 54.6 : 66.0 , 7 日 39.2 : 38.8 , 15 日 58.7 
: 41.9 で あり , 経 皮 感 染 で は 4 日 3.2 :9.5 多 , 7 日 
21 .8 : 20.6 , 15 日 25.1 : 17.4 で あ つ て , 仔 是 の 成 
就 話 で は 大 差 な く , 両者 と も 経口 感染 の 場合 が 経 皮 感染 
に 比 し 常に 高 率 で ある 。 

感染 虫 体 の 発育 状況 は , 1 週 , 2 週 後 の 体長 は 30 隻 宛 
の 平均 値 で , 経口 感染 の 場合 , 甲 群 は 1 週 後 8 2.48 mm 
土 0.02, 2.96mm 土 0.02, 2 週 後 $ 7.67 mm 土 0.07, 
e 9.61 mm 土 0.10, 乙 群 は 1 週 後 8 2.95 mm 土 0.04, 
e 3.02 mm 土 0.05, 2 週 後 8 8.07 mm 土 0.07, * 9.40 
mm 圭 0.10 で あり , 経 友 感 染 の 場合 , 甲 群 は 1 週 後 
2.18 mm 土 0.03, ? 2.62mm 土 0.02, 2 週 後 $ 6.99 mm 
士 0.06, 8.91mm 土 0.09, 乙 群 は 1 週 後 8 2.65 mm 
0.05, 2.73mm 土 0.02, 2 週 後 8 7.25 mm 土 0.06 
e 8.54mm 土 0.06 で あつ た 。 即ち 経口 感 菜 群 の も の は 
経 皮 感 染 群 に 比 し て 雌 共 と も 大 きく , 有意 の 差 が ある 。 

肺 の 組織 変化 は 経口 の 場合 に も 項 干 好 酸 球 の 浸潤 かみ 
られ る が , 経 肥 の 場合 で は 常に 変化 が 前 者 に 比 し 強く , 
好 酸 球 を 主 と す る 肺炎 巣 , 気管 枝 周囲 小 肺炎 旧 , 結節 形 
成 , 気管 枝 汐 巴 小節 内 好 琶 球 浸潤 等 か み ら れ , 芋 つつ 感染 
1 週 後に 強い 。 予 め 釣 昌 エ キス を 注射 し た 例 で は 後 の 経 
皮 感 染 で 常に 顕著 な 好 酸 球 の 浸潤 が あり , 病巣 も 広範 と 
な り , 単純 感染 に 比 し 組織 所 見 が 強い 。 之 れ は 肺 組織 の 
テレ ルギー 性 反応 と 考え られ る 。 併 し 釣 昌 エキ ス 注 射 例 
に 経口 感染 を 行 つ た も の で は 強い 変化 は み ら れ な い 。 


( 8Z ) 





104. 犬 釣 虫 卵 に 関す る 実験 


京都 府立 医科 大 学 医学 動物 教室 
川本 眞一 ・ 川 本 徐 二 


Unfertilized eggs of 42cy/os7oyzZ の zezg/ 


Shinichi Kawamoto, Shuji Kawamoto. 


従来 私 共 は 一 般 検便 中 に 時 々 銘 虫 の 変性 卵 を 見 出し た 
が , 之 が 受精 卵 の 変性 か , 或 は 又 不 受精 卵 で ある か 不明 
で あつ た 。 之 を 解決 する 目的 で 犬 に 犬 釣 虫 卵 を 以 て 実験 
を 行 つ た 。 即 ち 多 虫 未 感染 の 幼 犬 の 腹腔 を 手術 的 に 開き 
その 十二指腸 に 小 孔 を あけ て 他 犬 の 塗 腸 よ り 取 り 出 し た 
犬 釣 昌 の ぅ ち 雌 の み を 注入 し た 。 実験 を 完了 し えた 2 例 
に つい て 芯 え ば , 注入 し た 翌日 より 犬 は 多 虫 の 受精 卵 を 
排出 し た が ( 浮 渡 法 並 に 二 養 法 陽性 ), 16 日 目 よ り 排 軸 は 
止ん だ 。( 浮 洪 法 並 に 草 養 法 陰 任 ) 之 は 銘 虫 の 子宮 内 の 受 
精 卵 が 全て 排 注 さ れ る の に 15 一 16 日 か ゝ る 事 を 示す も 
の と 思わ れる 。 こ の 様 に 忠 卵 陰性 と な つた 後 , 犬 の 空腸 
内 の 犬 釣 虫 を 取り 出し て 検査 する と 子宮 内 に は 精 虫 は 見 
られ ぬ が 東 卵 は 認め られ , 卵 毅 の 大 さ , 形 に は 異常 は 見 
られ ぬ が , 卵細胞 の 周辺 粒 は 一 部 触 解 し , 耳 鞭 縮 状 を 
呈し て いる 。 之 か が 不 受精 卵 で は な か ろう か , この 時 の 犬 
の 小腸 及び 大 腸 内 容 物 に は 貝 卵 険 性 の 点 よ り 不 受精 卵 を 
思わ れる 卵 は 産出 され な いか , 或 は 産出 され て も 義 便 内 
で 破 壊 され て , 惑 らく 外界 に その ま ょ ヽ の 形 で 排 注 さ れる 
も の は 甚だ 少 い の で は な か ろう か , 更に 実験 を 続行 し て 


結論 を 得 た い 。 


105. 広 鳥 騒 芦 田川 流域 に 於 て 
圧倒 的 延 を 見 る アメ リカ 釣 東 
の 分 布 推移 に 就 て 
日 本 寄生 虫 研究 所 
浅田 順一 ・ 梶 房子 ・ 青 景 金 吾 
土肥 幸枝 ・ 大 田 垣 博 殺 ・ 越 智香 一 
Changes on the distribution of 人 ecg7 の アァ 
72672C の 2224S in the district of Asida River 
in Hiroshima Prefecture. 

Junichi Asada, Fusako Kaii, 
KKingo Aokage, Sachie Dohi, 
Hiromasa Otagaki, Goichi Ochi 


我々 が 調査 研究 の 対照 と せる 広島 県 芦田 川 流 城 地方 4 
ヵ 村 の 村民 1149 名 中 に は 釣 虫 保有 者 331 名 28.8 を 朗 














め た 。 そ の 内 208 名 の 入院 駆虫 者 に つき 銘 虫 の 種別 的 維 
察 を 行い た る 結果 は アメ リカ 釣 虫 69.7 ヅ ビ = ニー 銘 虫 
11.5 両 種 混 合 感染 18.8 の 比率 を 示し 該 地方 に 於 け 
る 成人 農業 従事 者 に 於 て は 前 者 アメ リカ 多 虫 は ビニ ー 
鉛 虫 に 比 し 圧倒 的 に 優位 な る 事 を 確認 し た 。 然るに 同 地 
域 に 於 け る 小学 校 7 校 の 児童 4491 名 の 寄生 虫 検査 の 成 
績 に 就き 特に 釣 虫 を 引用 する に 多 虫 保有 者 は 198 名 4.5 
多 に し て 其 の 内 入院 駆虫 者 90 名 に つき 検索 し た る 銘 東 
の 種別 的 所 見 は アメ リカ 狗 虫 43 名 47.7 ダ ヅ ビニ ー 急 
45 名 51.1 を に し て 両 種 釣 虫 の 答 感 関係 は 区 ん ど 大 券 を 


認め 得 ら れ な か つた の で ある 。 この 事実 は 同 地 方 に は ア 


ォ メリカ 銘 虫 及 び ヅ ビニ =ー 魚 虫 の 両 種 が 正しく 実在 し 其 の 
感染 型 仔 虫 は 各 村 落 に 基 な か ら ず 侵 鯨 せる も の と 思考 せ 
ら る 。 か ヽ る 状況 下 に 於 て 小学 校 児 童 と 村民 成人 悦 と の 
間 に 於 て 負 虫 権 感状 態 殊 に 釣 虫 の 種別 関係 に 格段 の 相違 
を 見 る 事 は 実際 面 に 於 ける 狗 虫 麺 の 感染 機転 が 本 能 的 に 
差 暴 あ る に 因 る も の で ある みか 双 宿 主たる 人 々 の 食 生活 及 
び 日 常 の 農耕 作業 に 従事 する 頻度 に 重要 な る 関係 が 潜在 
する に 因 る な らん か , 此 の 見 解 よ り 更 に 学童 と 成人 村民 
と の 生活 環境 を 考察 する に 農村 に 於 ける 食 生 活 は 殆 ん と 
著 し き 差異 を 認め ず 之 を 換言 せ ば 農村 に 於 ける 一 般 家庭 
に 於 て は 児童 と 成人 と の 間 に は 銘 下 の 感染 を 大 きく 支配 
する も の あり と は 首 育 し 難い 所 で ある 。 さ れ ど 農家 の 成 
人 に 訟 ける 農耕 作業 は 前 者 児童 の 上 比 に あら ず 銘 虫 類 感染 
型 仔 虫 に 接触 する 機会 頻繁 な る 事 周 知 の 事実 で ある 。 近 
来 欠 昌 の 感染 機 曳 に つき 上 記 両 種 魚 最 は 何れ も 経 日 的 , 
経 計 的 感染 を 営む こと は 既に 内 外 学 者 の 承認 せる 所 で あ 
る が 其 の 重要 感 菜 経路 に 就 て は 必ず し ゃ 一 致し た 見 解 に 
達する に 至ら ず 今 後に 残さ れ た 問題 で ある 。 近 時 アメ リ 
ヵ 銘 虫 に つき , 横川 定 , 永吉 康誠 氏 等 は 其 の 主要 感染 経 
路 は 経 上 的 で あり 経 日 的 感染 は 副 感 染 経路 と 主張 され て 
居る , 之 を 要する に 余 等 が 広島 県 芦田 川 流域 に 於 て アメ 
リカ 銘 虫 の 濃厚 間 延 地帯 を 証明 し た 事実 に 徴 し 本 狗 虫 の 
皮膚 的 感染 経路 は 主要 な る 感染 進入 経路 と 看 舌 す 見 解 を 
深め た も の と 思う 。 

( 加 ) (日 本 寄生 号 病 研究 所 ) 北 田 順 一 
今回 の 調査 研究 に は 各 村 婦人 会 が 積極 的 に 協力 され 入 
院 駆 虫 を 行い 得 た も の で あり ます 。 

テア メリ メカ 殺虫 が 何故 に 同 地方 に 濃厚 な る 浸 淫 を 来 し た 


か と 評 5 う 事 が 残る 二 要 な 問題 で も あります 。 其 の 主要 な る 
成因 は 次 の 諸 項 が 考え られ ます 。 
1. N.a は A.d に 比較 し 自覚 症 が 軽く 診察 を 受け る 


( 88 ) 
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事 が 等 閑 視 され て 居る こと 。 

2. 医療 を 受け る も 自宅 肛 虫 を 行う も の が 多い 事 , 従 
つて 鱗 虫 の 種別 的 観察 が 殆ど 不明 裸 に 経過 し て 居る 事 。 
3. 美 便 の 処理 が 依然 と し て 行わ れ て 居 ら ぬ 事 。 
之 等 の 諸 因 子 に より か ヽ る 濃厚 な る 慕 延 を 醸成 し た も 

の と 考え ます 。 - 

( 問 ) ( 北 研 ) 長野 寛 治 

1) 入院 し て いる も の が 非常 に 多い 様 で す が 症 状 の 様 
子 は どん な の で し よう か ? 

(2) 入院 の 費用 は ど うな つて いる の で し よう ? 

( 答 ) 土肥 幸枝 

(1) 大 し た 自覚 症 を 誠 え ませ ん 。 

(2) 入院 料 駆 虫 料 こめ て 300 円 程度 で 冬 衝 的 に や つて 
いる 。 

( 加 ) (横浜 医大 ) 松 時 義 周 
. ge72C の 2S が 主として 経 謀 感染 し , 4. zoge- 
ze が 其 の 逆 で ある と 蓋 う 説 に は 胡 成 し か ね る が , 目 
下 調 査 中 で ある か ら 其 上 確 言 し た い 。 

( 加 ) (岐阜 医大 ) 森 下 折 天 
Ancylo. の 感染 は 実際 的 に は 経 劇 が 多い 様 で ある 。 

(追加 ) ( 予 研 寄生 下 ) 小 宮 義孝 
成人 の 感染 率 と 幼 若 年 (15 歳 以 下 , 主として 小 中 学 生 ) 
の 感染 率 と の 間 に は 軽 感染 地 一 濃 感 菜 地区 と な る に し た 
が つて 両者 の 比 に 一 点 の 関係 か ある よう で ある 。 こ れ は 
結局 は 感 染 の 場 と 感染 の 機会 の 問題 で 説明 し う 5 る も の で 
あろ うか , 如 上 の 比率 的 関係 の 規則 性 が 求め られ れ ば , 
成人 の 感染 率 の 推定 上 便利 で ある と 思う 。 


106. 山形 騒 長 其 積 雪 地 区 一 部 落 
の 釣 是 威 染 と 冬期 間 の 又 虫 
日 本 医科 大 学 酒田 病院 
岩田 隆 ・ 藤 波 造 
On the hookworm infections in a 
village ofaheavy snowy district 
of Yamagata Prefecture and their 


treatment in the winter season. 
Takashi Kishida, Hiroshi Fujinami 


既に 第 21 回 の 本 学会 に 於 て 山形 県 下平 野 部 一 部 落 に 
於 ける 銘 虫 感染 と 反 覆 駆虫 に 関し , 反 覆 駅 虫 に より 釣 虫 
の 感染 量 を 著しく 減少 せしめ る 事 よ り , 該 法 の 徹底 が 望 
ま し いと 報告 し た が , 更に 場所 を 変え て 新 に , 毎年 12 
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月 下旬 より 翌年 5 月 上 旬 迄 積雪 あり 元 余 に も 及び 山形 県 
で も 屈指 の 深雪 一 山村 長倉 部 落 を 選び 昭和 28 年 1 一 3 月 
上 旬 の 間 , (但し 半身 不 簡 者 1 名 の みろ 29 年 7 月 ) 釣 虫 感 
染 者 の 全員 駆虫 を 実施 し た 。 釣 虫 卵 及 び 幼 虫 が 低温 に 対 
し 抵 抗 の 弱い 実験 成績 に 基く も , 冬期 間 駆 中 の み に て は 
釣 昌 感染 予防 は 容易 な ら ざ る 事 を 辻 つ て の べた の で , 弟 
か る 特殊 な 地域 に 於 て 冬期 間 完全 駆 昌 に より 鍋 虫 の 再 新 
感染 予防 実験 を 徹底 的 に 実施 し 好 結 果 を 得 た の で 報告 す 
る 次 第 で ある 。 当初 7 戸 60 名 中 , 釣 虫 卵 保有 者 31 名 
51.6 め の 濃厚 感染 あり , 虫 は 50 名 83.3 ダ で あつ た 。 
その 後 , 釣 , 融 虫 駆除 を 全員 実施 し , 不 完全 駆虫 の 場合 
は 3 回 に 理 り 実施 し た 。 昭和 29 年 12 月 15 日 , 昭和 30 
年 1 月 27 日 現在 ( 約 2 年 後 ) で は , 当初 60 名 の 中 不在 2 
名 , 新生 1 名 , 新 転入 1 名 で 引続き 観察 出来 た 58 名 中 , 
殺虫 卵 保 有 者 は 1 名 も な く , 顕 昌 卵 保有 者 は 37 名 63.7 
で ある 。 即ち 少く も 長期 間 積 雪 地 区 に 於 て は , 完全 釣 
虫 駆除 に より 2 年 間 は 釣 虫 感染 無き が 立証 され た 。 之 に 
反し 顕 虫 は 再 感染 が 繰 返 さ れる の で , 他 の 積雪 地区 の 改 
良 便 所 普及 部 落 に 於 て 実験 中 で ある 。 銘 虫 感染 有無 の 判 
定 は 惹く 飽和 食塩 水 浮 灘 法 に 従い , 陰性 の 場合 は 二 養 法 

を 採用 し 決定 し た 。 

以上 より 長期 積 雪 地 域 に 於 て は , 冬期 間 に 釣 虫 駆 除 を 
完全 に 実施 する 事 に より 感染 予防 の 目的 を 果 し 得 る 事 を 
実証 出来 た も の と 考え る が , 一 般 的 に は 冬期 間 駆 虫 の 
に て は 感 楽 予防 の 徹 区 は 容易 で な く , 反 覆 駆虫 に よる 感 
染 量 減少 に 役立た し め る 考え 方 を 持た ざる を 得 な いも の 
と 考え る の o 

( 加 ) ( 千 大 公衆 衛生 ) 内 田 昭 天 

群馬 県 名 久田 村 の 純 農 村 部 落 (現在 23 戸 175 名 ) に 於 
て 銘 虫 並 に 顕 虫 の 撲滅 作業 を CSs に よる 殿 展 多 理 と 集 
団 駆 虫 で 実施 し て きた 。 釣 虫 は 28 年 2 月 に 第 1 回 駆 昌 
を 行 つて より 駆虫 回 数 8 回 29 年 7 月 に は 全員 陰性 に な 
つた (この 間 の 陽性 者 率 33 ) その 後 10 月 本 年 1 月 に 浮 


流 法 2 本 , 陰 転 者 に は 互 に 培養 を 2 回 行 つ た が 陽性 者 な 


し , それ に 対し て 顕 虫 は 始め 1 年 は 毎月 検便 , 販 虫 第 2 
年 目 は 年 4 回 の 検便 , . 駆 昌 を 行 つ て いる が 現在 な お 30 
めで 銘 昌 に く ら べ 撲滅 す る こと は 稀 に 難し い と 思わ れ 
( 問 ) ( 北 研 ) 長野 寛治 
(1) 下剤 を 用 いて も 住民 は 文 名 を 申し ませ ん か ? 

(2) 再 感染 

( 答 ) 岸 田 府 
1) 遠路 わざ わざ 行く の で 感謝 し て の む 。 






(2) 成績 より 再 感染 無き も の と 考え る 。 


107. 釣 是 の 寄生 牽 及 び 種 類別 分 布 


横浜 医科 大 学 寄生 虫 学 教室 
松崎 義 周 ・ 富 士 田 猛 ・ 中 条 履 基 
三原 席 太 了 ・ 石 幡 輝 保 ・ 渡 辺 弘 夫 
浅野 清子 ・ 下 野 志 数 子 


Incidence and distribution of ん W. 
72672C の 424S and 4. の ec。 
YY. Mastuzaki, T. Fujita, 氏 . Nakajyo, 
Y、 Mihara, T. Ishikata, H. Watanabe, 
K. Asano, S. Hirano 


昭和 22 年 12 月 より 30 年 3 月 に 渉 り 約 20 万 名 の 検便 
を な し た 。 其 内 の 初回 の 検便 成績 ( 有 激 虫 の 影響 た きもの) 
を 集め , 釣 虫 の 寄生 率 を 考察 し , 更に 培養 を な し た も の 
に 就 いて 釣 虫 の 種類 別 を な し , 分 布 の 状態 を 見 た 。 一括 
し て 報告 すれ ば 次 の 如く に な る 。 

A. 寄生 率 


検査 は 25 年 頃 迄 は 塗 抹 法 で 行い , 以後 は 沈 湿 法 , 26 


年 12 月 より 当 教 室 考案 の 食塩 ・ 硫 苦 浮 渡 法 で 行 つた 。 
第 1 表 に 一 括 し た 成績 を 示 し た 。 調査 の 一 部 は 浮 洪 , 菩 


第 1 表 釣 虫 寄生 率 
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対 内 | | | 職業 
期 日 | 康 検査 数 | 銘 虫 寄 生 率 暫 英 








ト 音 上 自 22.12 月 h4| < 9, 857| 270(2.7 多 ) | 2| 5 


至 25 .11 月 「 


| 自 22.12 月 | | 
lm. 月 ヶ 1.531| 85(5.64 alsh 


、 細 四 25 7 月 4| 3 472 901 (26.2 %)|4|9|9| 
El 計 | 4, 8601. 256(8.5 多 ) 


| * 
| 学 学 目 学 ss26, 0571,444(5.5)| 民 217| 6.9 多 


中 学 和 26. 2 9.698 554(5.7% lghl 13 7.1 を 
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卵 | 至 29. 12 月 " | | 








自 25.8 月 > 2718, 1723559(19.5)| 9 ! Le 4 ダ 


一 般 計 30. 3 月 


| 53,9275,557(10) レ 2 6 ! 13 を 








養 併用 法 を 行 つた 。 食塩 硫 苦 浮 洪 法 の 実際 寄生 数 に 対す 
る 検出 率 は 約 80 % 
ある か ら 推 定 実数 は 表 に ある 如く , 
生 7.1 , 一 般 24.4 多 , 
場合 は 小学 生 15 , 


ヶ (29 年 秋季 東部 支部 学会 演説 参照 ) で 
小学 生 6.9 名 , 中 学 
平均 13 ダ と な る 。 農村 だ け の 
中 学生 18 多 , 一 般 25 多 , 推定 実 
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調 胡 地 域 ADINAIAD| | ApD|lKN A 
一 | | INA | 合計 | | | 備 考 
都 ・ 県 ・ 市 | 郡 ・ 区 町 ・ 村 | 単独 | 単独 | 混合 | | 実数 ・ 外 | 実数 ・ 久 | 
| | | ーー 
神奈 川 県 中 郡 | 城 島 村 | 37| 109| 25| 171| 62(36) | 134(78) | 農 , 一 般 及 び 小学 生 





愛 甲 郡 高 蜂 村 | 91 4 0| 95| 91095) 4(4) | 同 同 
| 同 小 鮎 村 29 5 34 29(85) 5(15) | 同 小学 生 
| 高 座 郡 海 老 名 町 | 30| 95| 42| 167| 72(43) | 137(82) | 同 一 般 
同 | 大 和 町 | 5 8 2| 105| 9792 10(10) | 農 , 商 , 小学 生 
| 局 | 有 局 村 | .5| 31| 18| 54| 23(43) | 49⑲1) | 農 , 一 般 
横浜 市 西 区 | 14 21 6 | 241 | 220(91) 27(11) | 小学 生 
| 南 区 | 142| 8! 3| 153| 145(95) | 11(7) 同 
| ッ ル ミ 区 | | 25[. 26| 6| 107| 81(76) | 32(30 同 
| 神奈 川 区 | | 89| 22| 3| 114| 92(81) | 25(②2) 同 
金 沢 区 | 129! 12 1 | 142| 130(92 13( 9 同 
| 港 北 区 | 33 5 6 44 39 (89 11 (25) 同 
| 保 土 ガ 会 区 | 55| 11| 4| 270| 59(84) | 15(21) 同 
| 南 区 | 浦 舟 町 | 18 6| 0| 24| 18(75 6(25) | 商 , 一 般 
川崎 市 南 加 瀬 | 66| 12| 24| 102| 90(88) | 36(35) | 農 , 商 , 一 般 
| 宮 前 | 127| 22| 46| 195| 173(89 68(35) | 農 , 一 般 
| 野 川 | 161| 18| 44| 223| 205(92 62(28) | 同 同 
本 | 104| 48| 116 268| 220(82) | 164(@1) | 同 同 
| 井 田 | 37| 12| 27| 76| 64(84 | 39(51) | 同 同 
| 上 麻 生 | 29| 26| 18| 73| 47(6④⑫ | 44(60) | 同 同 
| の 戸 | 13| 14 6| 23| 19(83) | 20(87) | 同 同 
| ニ 子 | 18| 10| 0| 23| 137) | 10(⑳⑬| 同 同 
| 基 の 他 | 57| 35 6| 98| 63(64 41(42) | 農 , 商 , 同 
氏 倉 市 た 稚 町 | 16| 6| 2| 24| 18(75)| 8(33)| 同 同 
浦賀 市 清 賀 中 | 24 0 0 24 | 24(100 中 学生 
六 玉 県 入 間 郡 | 毛 曲 山 町 | 91 83 18 | 192 | 109(57 101(53) | 農 , 一 般 
同 | 秩 多 郡 | 大 滝村 中 津川 | 25| 0| 0| 25| 25(100) 同 , 同 
共 城 県 東 茨 城 郡 西 郷 村 | 11| 106| 12| 129| 23(18) | 118(91) | 農 , 一 般 及 び 小 学生 
同 | BN 村 | 23| 294| 32 349| 55(16) | 325(93) | 農 , 同 
千葉 県 東 高 飾 郡 | 我孫子 町 新 田 3 15 10 28 13(47) 25(89) | 同 , 一 般 
栃木 県 那 須 郡 | 新 賠 村 字 田 用 5 | 128 3! 136 8( 6 131 (96) | 同 , 同 
| 


| 
北魚沼 郡田 導 山 村 | 203 38 16 | 257 | 219(85 54(21) | 同 , 一 般 , 小 学生 , 中 学生 


/ 
新潟 県 ) 
刈羽 郡上 小国 村 61 





| 
| 
同 ′ | 1 62 | 62(100 1( 2) | 同 , 小学 生 
富山 県 婦 負 郡 入 尾 町 | 229| 1| 5| 235| 23499 6( 3) | 商 , 一 般 小学 生 
同 | 野 積 村 36| 30| 7 73| 43(59) | 37(51)| 農 , 一 般 , 小 学生 
東 京都 | 鐘 紡 女工 員 | 68| 22 5 95| 73(77 27 (28) 『 
横浜 市 と 旭 が ラ ぇ エ 員 | 44| 48| 11| 103| 55(53) |・ 59(57) 
同 | 水道 局 従 業 員 | 81| 14| 8| 103| 89(86)| 22(② 
数 は 夫々 19 , 23 , 31 と な る 。 以 て 全日 本 の 銘 虫 寄生 率 を 律する 訳 に 行か ぬ が 決し て 鈴 
集 卵 法 の 一 般 が 沙 抹 法 の それ より も $ 衝 生 率 の 低い の は 虫 寄生 率 が 低い ゃ の で な い 事 が 分 る で あろ う 。 ' 
対象 が 藩 抹 法 で は 全部 農村 で あつ た か ら で あ る 。 以上 を B. 種類 別 分 布 


(90 ) 




















昭和 30 年 6 月 (1955)] 


便 の 塔 養 に より 感染 仔 虫 を 得 , 之 が 鑑別 に より 種類 別 
の 分 布 を 観察 し た 。35 地区 , 3 会 社 で あつ て , 35 地区 は 
基地 区 の 種類 別 分 布 を 代表 し 得る 例 数 の も の で ある 。 

例 数 4437 名 , 其 内 ヅ 釣 虫 の ア 多 虫 よ り 多き 地区 は 28 
アァ 釣 虫 の 多き 地区 は 7 で あつ た 。 参考 と な れん ば 幸 で あ 


( 間 ) (大 阪 医大 内 科 ) 岩 田 僅 雄 
1. 釣 昌 卵 の 区 別 は 浮 江 に よる 形 骨 で し ょ うか 。 

2. N.A が 少く て 比較 的 混合 感染 が 多い の は 何故 で 
すか 。 
( 答 ) 松 時 義 周 

1. 二 養 に より 得 た る 感 菜 仔 昌 に よれ り 。 
2. 理由 は 分 ら ぬ が 混合 感染 は 濃厚 感染 地区 に 多 か つ 


ナ - 
ムーo 


108. 多 虫 の 後 威 染 抵抗 性 に 
関す る 研究 
岐阜 医科 大 学 寄生 虫 学 教室 
氷 田 三 其 
Studies of the resjstance against 
repeated infection of the hookworrn. 


Jiro Nagata 


P3% 独 置 に よる 釣 仔 虫 を 握 患 免疫 し た 電 日 汽 に 再 感染 
さして 放射 能 の 測定 に より P33 多 置 釣 仔 虫 初 感染 の 填 日 
肖 の それ と 比較 し た 。 著 し い 差 異 は 経口 感染 の 場合 に 経 
日 初 感染 経口 再 感染 だ と 肺 心臓 の 放射 能 の 多い こと で 経 
悦 初 感染 経口 再 感 染 の 場合 に は この 様 な 現象 は 認め られ 
ず 対 照 に 近い 数 値 が 出 た 。 経 唐 初 感染 経 席 再 感染 の 場合 
に は 感染 局所 の 放射 能 が 多く 明か に 局部 に 後 感染 抵抗 性 
の 発生 する こと を 証し 得る し 消化 管 に 侵入 する 仔 虫 は 皆 
無 の 様 で ある 。 経 昌 初 感染 経 計 再 感染 の 場合 に は 局所 の 
抵抗 は 余り な く 肺 心臓 の 放射 能 は 多く 消化 管 中 に も 仔 昌 
が 侵入 する 様 で ある 。 以上 の 実験 は 初 感染 後 7 日 で 再 感 
染 し て 4 時 間 の 成績 で ある 。 被 要 仔 虫 の 口 は 廿 日 厳 胃液 
中 に 被 要 仔 虫 を 入れ 室温 (18"C) で 30 分 後に は 開口 し て 
居る か ら 恐 らく 早期 に 体内 の P3? は 排 山 され 初め る も の 
と 考え られ 4 時 間 後 の 仔 虫 中 の P% も 幾 分 の 減少 が 考え 
られ る 。 以上 の 様 な 実験 成績 を Baermann 変 法 に よる 
仔 虫 算 集 法 で 臓器 中 の も の を 検索 し て 比較 し て 見 た 。 和 札 
患 1 週 と 4 時 間 の 仔 昌 で は 形 区 的 に 著 し い 差異 が あり 体 
長 前 者 0.697, 後者 0.587mm 生殖 原 基 も 前 者 に 著 明 で 


( 91 ) 


187 





あり 消化 管 麻 の 眠 粒 も 前 者 は 小さ い の が 均一 に 分 布 し 一 
部 に 内 容 物 を 有する が 後者 は 粗大 な 題 粒 が 消化 管 下部 に 
至る 程 著 明 で ある 。 生体 染色 も 後者 の 方 が し 電 い 。 こ の 
様 に し て 区 別して 後 感染 し た 4 時 間 後 の 仔 虫 数 を 求め る 
に PS3 各 軒 仔 虫 で 実験 し た 場合 と 似 た 様 な 成績 を 得 た 。 

( 加 ) (北里 研究 所 ) 長 野 寛治 

私 共 も 目下 犬 に 雌 中 の み を 移植 し て 未 受精 卵 に 就 て 調 
べ て お る の で あり ます が 移植 後 11 日 後に も 義 便 内 に 由 
卵 を 認め て お り ま す 。 菩 養 で は 陰性 で あり ます が 形態 的 
の こと は 追 つて 報告 いた し ます 。 

( 加 ) (日 本 寄生 虫 病 研究 所 ) 淫 田 順 一 

銘 昌 不 受 精 卵 の 問題 は 私 共 既 に 数 年 来 研究 に 当 つ て 居 
り ます 。 森下 教授 (岐阜 医大 ) は 犬 釣 虫 に 就き 動物 実験 で 
は 未だ 御 証 明 に な つて 居 ら な い 趣 き で あり ます が , 私 共 
は 人 体 の 義 便 中 に 正しく 不 受精 卵 と 思わ れる 下 卵 を 認め 
て 居り ます , 然し 未だ 形 肖 学 的 に 充分 の 自信 を 得 て 居 9 
ませ め ぬ の で 鋭意 目下 研究 中 で あり ます 。 

次 に A.q と N.a の 混合 感染 例 に 於 て 両 釣 虫 共 雌 由 
の みみ の 混 合 寄生 を 認め た 例 で 未 受 精 で ある 事 を 培養 試験 
で 認め て 居り ます 。 

( 加 ) ( 季 大 公衆 衛生 ) 伊佐 博夫 

犬 の 割 検 に より 犬 釣 虫 雌 虫 単独 寄生 例 7 例 の 中 , すべ 
て に 於 て その 子宮 腹 内 に 虫 卵 を 認め た 。 文 , 直腸 便 , 空 
腸 内 容 中 に 虫 卵 を 認め た が , これ が 果して 不 受 精 卵 な り 
や 否や 及び その 形態 に つい て は 次 の 機会 に 発表 する 予定 
で ある 。 

( 加 ) (大 阪 医 大 内 科 ) 岩 田 信 雄 

1. 釣 虫 受精 卵 に つい て 。 ス ライ ド で 示す よう に 須 
永 の 方 法 で 卵 の 朋 化 を 観察 し て み ま す と 確か に 未 受精 卵 
が ある と 考え られ る 。 併 し 我々 は 之 を 一 応 発育 不能 卵 と 
し て 今後 更に 検討 し た い 。 

2. この 問題 と 関連 し て 殺 罰 な る 概念 の 中 に 卵 の 般 化 
過 太 の 如何 な る 相 に 作用 し て 殺す か 。 又 銘 東 六 剤 の 中 
に 殺 釣 虫 仔 虫 剤 も も りう る と 考え る 。 
















109. 物 虫 carrier に 関す る 研 
究 (5 ) 寄 生 数 と 貧血 発現 に 関す 
る 実験 的 研究 


千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 
柳沢 利 坪 雄 ・ 町 田 喜 一 
矢島 ふき ・ 五 十 嵐 和子 


Studies on the hookworm-carriers (5) 
Especially on the number of hookwormns 
and the occurence of anernia. 
Rikio Yanagizawa,。 Kiichi Machida 
Fuki Yajirmna, fKazuko ITgarashi 


釣 最 Carrier の 血液 所 見 は 我 < の 調査 で は 網 赤血球 
の 軽度 増加 , 好 酸 球 の 増加 特に ヅ ビ = 種 寄 生 の 場合 は 可 
成り 明瞭 な 増加 が 見 られ る 他 は 殆 ん ど 正 常 血 液 所 見 と 大 
差 な い 様 で ある 。 我々 は 正確 な 寄生 数 と 血液 所 見 と の 関 
係 を みる 為 に 犬 を 用 いて 調査 を 行 つた 。 犬 は 野犬 の 雑種 
で 一 見 健康 に し て 青 壮 年 期 に 属す る も の を 46 頭 選び 血 
液 検査 後 電 殺 し 割 検 に より 釣 虫 を 採集 し た 。 体重 は 4.5 
kg か ら 15 kg で ある 。 寄生 貝 の 種類 別に 感染 率 を 見 る 
と , 釣 昌 80 ダ フィ ラリ ヤ 72 史 虫 寺 中 の 28 瓜 実 条 
昌 26 ダマ ン ツ ソン 条 虫 2 多 肺 吸虫 は な く , 寄生 虫 を 全く 
認め な いも の は 1 頭 で 2 用 で あつ た 。 銘 虫 の 寄生 状況 は 
第 1 図 の 通り で ある 。 

釣 虫 寄生 数 を 1 一 9。 10 一 29( ? は 10 一 31) 30 以上 の 3 
群 に 別 ち 夫 々 の 血液 所 見 を 第 2 図 , 第 3 図 に 示し た 。 $ 
の 網 赤 血球 の 19 群 * の 赤血球 10 て 31 群 は 可 成り 陰性 
群 と 差 が ある が これ は 陰性 群 の 例 数 が 少く 文 個々 の 値 の 
動揺 の 幅 が 非常 に 大 きい の で 特に 釣 虫 寄生 の 影響 と は 思 

い 難 い 。 

千 論 

1. 釣 虫 の 感染 は 80 の 高 率 を 示し た に も ' か ょ わら 
ず 個 え の 感 菜 匹 数 は 10 匹 以内 が 圧倒 的 に 多く 極め て 小 
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数 寄生 例 で あつ た 。 

2. 釣 虫 陽性 群 37 頭 中 11 頭 29.7 め 
以上 で 虫 卵 を 発見 出来 な か つた 。 

3. 犬 の 血液 所 見 は 個体 差 が 大 きい 。 

4. 犬 釣 昌 Carrier の 血液 所 見 は 殆 ん ど 変 化 な く 僅 
か に 好 酸 球 の み が や ょ ヽ 増加 の 傾向 を 示し て いる 様 で あ 
る 。 


5. 今回 の 調査 は 極め て 小数 寄生 例 で あつ た の で 勿論 
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110. 多 昌 carrier に 関す る 研 ls 了 
究 (6 ) 血 清 鉄 量 に つい て | 人 
千葉 大 学 公 和 衛 生 学 教室 | 作 和 険 條 覆 | 1 | ? 多 | 4se sg | 4 0.99 。 
沢 利 ロ \ ) | 記 
ed | 「 ッ =」 閣 5 | | 急 87 | 16 09.90 
町 田 喜 一 ・ 宝 二話 邊 了 チ 6 | 「 ァ メリ カ 」 群 | 6| 88451|88|t50O.97|8 
Studies on the hookworrm-carriers (6) 癌 | 「 両 種 」 群 | 9 | 84 458 87 | 12 0. 95, 
呈 ) | 
On serum iron quantity。 間 昌 作 | 20 | 89 | 462 87 | 14 0. .95| 9 
Rikio Yanagisawa,。 Fuki Yajima, 革 和 ンタ 計 導 (e | 」 
桂 | 多 玩 険 任 群 | 3 121 演者 較 あ 2 
Kiichi Machida, Kazuko Igarashi 事 | 
6 学 | 卵 用 葬 | 3|185 | | 。 
釣 虫 症 患 者 に 於 ける 血清 鉄 量 に つい て は 従来 諸氏 の 報 - RE で 
告 に よ つ て 赤血球 数 , 血色 系 量 の 低下 に 伴っ て 泊 少 する 反 | 生 三才 
- と が 認め られ て いる 。 我々 は 血清 鉄 量 を 人 及び 犬 の 釣 財 | 物 東 定 号 者 | 4| 4l29251 290. 96 8 
carrier に つい て 判定 し た の で 報告 する 。 測定 法 は 健 康 者 |10|133 49594 0.95| 8 
o-phenanthroline 法 に より 波長 510 mz の 干 小 filter 野 | | 
を 用 いて 光電 比 色 定 量 に よ ょ つて 測定 し た 。 対象 は 千葉 県 | 釣 虫 症 患 者 5 | 110 232 54 0.66 @ 
市 原 一 高 男 生徒 31 人 , 群馬 県 桂 管 中 学校 男 生徒 6 人 , 
又 犬 に つい て は 先 の 町 田 が 発表 し た 46 頭 を 用 いた 。 多 策 3 表 
虫 寄生 数 に つい て 容 馬 に 示し た 何れ も 少数 寄生 群 で 0 赤 血 必 全 民 球 色素 
あ つた だ 。 っ 際 球 数 | ミ 量 数 | 指数 
ーー ユー ーー トーーー ト ーー ドイ ーー 
第 1 表 区 東 陰 際 倫 群 | 4| 96 615 | 78 | 2 | 1.90 
| 12 | 
| 1 拓 同数 群 別 | 寄生 数 検索 法 | 欠 束 (数 1ー 9 攻 | 奉 276 615 | 82 | 15 | 1.34 
陰 PP: 結 トー 凍 $ 10 一 29 天 | 5| 97 613 | 80 30 | 1.30 
ー] 二 回 駆 虫 後 24 時 | 30 - ン 99 大 | 4 | 38 666|86|23|1.28 
に 抽 か で 6 ば リ 種 便 濾 便 採 虫 | の 群 近 k 沿 。 | | 
| 也 | 1628 釣 東陽 性格 |21 75 624|-82|21[1.32 
権守 | る | 3 | 両 Stoh 法 E.P.G| ア 260 に ] 
計 | | 計 1888 釣 虫 陽性 郡 | 5| 115 512 | 69 31 | 1.38 
|12| 1 ンー 9 群 3.5 ES CE 
本 還 1 要 7 の Ne | 17.6 0 1ー 9 群 |2 49 532 7 39|1.84 
犬 | | 4| 30-99 ヶ | | 55.7 10 一 29 群 | 4| 89 663|77|12|1.16 
| el12| 1 て 9 笠 | 弧 | 2.9 | | に ドッ 
に し 釣 虫 陽 侍 若 16| 58 565|72|32|1.30 
市 原 一 高 に 於 け る 血清 鉄 値 は 最小 397 多 , 最高 1877 | 一 | eg 
めで, 急 虫 寄生 の 有無 に よ ょ つて 平均 値 を 算出 する と 多 [ 
群 が 陰 性 群 に 比 し 僅か に 低く , 陰性 群 の うち 東毛 単独 寄 こ は 著 変 は 認め な か つた 。 
生 群 が 虫 卵 (一 ) 群 に 比 し 僅か に 高 か つ た 。 何れ も F-test 血清 鉄 は 陰性 群 に 比べ て 多 虫 群 の 平均 値 は か な り 低 く 


に よ つ て 有意 差 は 認め られ な か つた 。 この 釣 虫 群 は 好 酸 中 秦 共同 傾向 で あつ た 。 寄生 釣 虫 数 と は 必ず し ゃ 比例 し 
球 の 増加 が 明 上 隊 で あつ た 外 , 赤血球 数 , 網 赤 正 数 , 白 。 て 居 な い 様 で ある 。 犬 の 血清 鉄 値 の 動 拒 囲 は 人 の より 
血球 数 血色 素 量 の 問 に は 特別 の 変化 は 認め られ な か つ 更に 広く 最低 77 多 以下 より 最高 2017 に 及び 変動 が 


・ 大 きい 。 両 群 の 差 を F-test で 検定 し て みる と 雄 で は 危 
馬 桂 芝 中 学生 に つい て は 例 数 が 少 い が 之 ま た 有意 差 険 率 5 一 10 多 に 於 いて 有意 差 が 認め られ , 此 で は 危険 率 
了 ew 5 一 10 に し て も 有意 と は 認め られ な か つた 。 雌 礁 合計 


犬 に つい て は 町 田 が 発表 し た 如く , 他 の 血液 所 見 の 間 し て みる と その 差 は 37.77 と な る が これ 又 5 一 10 多 


( 98 ) 
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の 危険 率 で 有意 で あつ た 。 

以上 を 火 合 する と 銘 虫 症 に よる 筆 面 時 血清 鉄 量 は 著 明 
に 減少 する こと は 先 人 の 業 晴 で 明らか で ある が , 所 詩 釣 
虫 carrier に 放 い て は や ょ 減少 す る 傾向 が 認め られ , 
Heilmeyer に よる 前 貧血 状態 の 存在 を 想 像 させ る も の 
で あつ た 。 


111. 多 虫 症 の 病態 生理 と 治療 
に 関す る 研究 


大 阪 医科 大 学内 科学 教室 
中 村 逸 明 ・ 三 浦 本 楼 ・ 好 井 敏明 
編 本 圭 士 ・ 緒 形 一 保 


Clinicopathological changes and 
treatment of hookworm disease. 
Itsuro Nakarmura, Goro Miura 
Toshiaki Yoshii, 氏 Kazuyasu Ogata 


Keishi Fukumoto 


昨年 度 に 引続き 釣 昌 症 患 者 及び キャ リヤ ー の 病態 生理 
に つき 観察 し た 。 

1. 患者 に 於 ける 銀 察 : 自 賞 症 と し て 全身 悠 30.7 , 
頭痛 36.3 用 , 不眠 15.3 , 肩 凝 13.2 用 , 下 肘 條 人 感 
16.5 多 等 の 症状 が あり , 後 圭 は 体温 計測 60 例 の /s の を 
占め , 平均 36.8*C で あつ た 。 双 消化 器 症 状 と し て 食 思 
不振 27.4 め , 嘱 気 12.1 , 嘱 吐 6.6 め , 膨満 感 15.3 
の 他 喧 難 , 呑 酸 . 暴 味 症 等 を 認め , 下痢 6 多 , 便 和 15 
多 で あつ た 。 腹痛 は 心 審 部 痛 23.0 で 中 腹部 痛 17.7 
之 に 次 ぎ , 空腹 時 痛 を 訴 5 者 は 4.4 あ で あ つた 。 筆 血 症 
状 と し て 皮膚 の 蒼白 に 気付 いた も の は 9.8 に 過ぎ ぬ が 
粘膜 の 節 箇 は 38.5 に 認め られ , その 大 部 分 (34.1 ) 
に 独楽 音 を 聴取 し , 6.6 に 各 血 性 雑音 を 有 聴取 し た 。 浮 
腫 を 認め た も の 4.4 め , 爪 甲 変形 は 1 例 の み で あつ た 。 
皮膚 の 蒼白 以外 の 自覚 症 と し て は 心 尾 元 進 34.1 名, 肢 早 
18.7 め , 呼吸 困難 3.3 , 耳鳴 2.2 を が あつ た 。 之 等 の 
患者 の 筆 血 は 強度 の も の より , 極め て 軽度 の も の 人 迄 種々 
で あつ た 。 

尿 ツ ウロビリノーゲン 反応 は 34.1 に 陽性 で , 肝 を 触 
知 し 得る る の は 41 多 , その 内 肝 機能 検査 の 結果 C.C.F. 
475 本..T. 5756, Co.R. 755, Gross R. /55, 高田 反応 
75s に 陽性 で , か な り の 肝 議 害 状況 を 示 し た 。 清 モイ 
レン グラ ハト 値 は 全 例 正 常 値 を 示し た 。 

2.。 キャ リヤ ー に 於 ける 観察 : 小 , 中 学生 を 対象 と し 


( 94 ) 
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1 日 入院 の 上 問診 , 理学 的 検査 の 後 採血 し 正 液 学 的 検査 
肝 機 能 検査 を 行 つ た 。 キ ャ リヤ ー の 自覚 症 は その 程度 は 
軽度 の も の が 多い が , 頭痛 , 腹痛 等 が 案外 に 多く , 又 理 
学 的 検査 に より 粘膜 の 貧血 , 独楽 音 の 聴取 も 約 22 に 
認め られ た 。 之 は Hb 70 以下 , 赤血球 数 350 万 以下 
の 者 の 数 と 略 ょ 一 致す る 。 好 酸 球 は 32.1 に 著 明 な 増 
多 を 示 し た 。 網 赤 血球 数 や 血清 看 白 量 に 著 変 を 認め な 
い 。 心 割 部 痛 , 中 腹部 痛 を 示す も の が 多い 。 肝 を 触 知 し 
た 者 は 7 尿 ア ロビ リノ ー ゲ ン 反 応 1976s で , 肝 機 能 検 
査 は C.C.F. 9s。, T.T.T. 7 高田 反応 ss が 陽性 で 
あつ た 。 

3. 患者 と キャ リヤ ー の 相違 : 以上 の 如く 患者 に は 種 
々 の 肥 放 及び 検査 所 見 が 認め られ , 殊 に 肝 障 害 は 案外 に 
多く 認め られ る 。 之 等 の 所 見 か ら 釣 虫 症 の 治療 は 駆虫 , 
外 箇 治療 の 他 に 肝 底 護 に つい て も 考慮 が 必要 で あろ ぅ こ 
と は 病理 組織 学 的 な 裏付け と 共に 考え ね ば な ら な い 。 更 
(に キャ リヤ ー に つい て も 思 者 と 唯 単に 症状 の 軽重 の 相違 
で あり , 程度 の 差 こ そ あ れ , か な り の 症状 , 貧 面 , 肝 機 
能 障 審 等 が 認め られ る の で ある か ら , 速 か に 完全 駆虫 を 
行わ ね ば な ら な い 。 

4。 治療 に つい て : 1 プロ ム 2 ナ フト ー ル (Br) を 単 
独 で 使用 し た 41 例 で は 4.0 一 8.0g を 使用 する と その 大 
半 が 販 虫 出来 る 。 又 テト レン (Tr) 10 一 15 球 単独 使用 例 
は 11 例 で , その 他 に 13 例 は Br と Tr と の 併用 療法 
を 必要 と し た 。Tr(10>15 ヶ ) と Br 4.0 一 8.0 で 大 体 難 
治 の も の る も 務 虫 出来 た が , 中 に は Tr 15 ヶ ケ x3 十 Br 8.0 
を 使用 し た 例 , Tr 10 ケ ※2 十 Br 8"0 十 チモール ・ ナ フ 
タリ ン 販 虫 し た 例 , Tr 肛 昌 2 メキ アス キス 双 虫 2 メ 十 
Br 9.0 を 使用 し 尊 く 駆虫 を 完了 し た 例 が あつ た 。 

( 加 ) (千葉 大 公 衛 ) 矢 島 ふ き 

当 教 室 五 十 履 が 具 今 示説 で 発表 中 で あり ます が , 五井 
保健 所 管内 の 外来 馴 者 及び 健康 相談 者 中 より , 無 作為 に 
抽出 , 血液 所 見 を 検査 し ま し た が 忠 卵 保有 者 中 所 主 ca- 
rrier と 釣 虫 症 患 者 出現 の 割合 は 略 * 同率 で あり , 又 銘 
虫 症 と し て の 自 他 覚 症 状 の 発症 は 寄生 中 数 約 30 ( 排 虫 数 
に て 推定 ) を 境 と し て 発現 する 如く で あり ます 。 御 批判 
を 願い 度 い と 存じ ます 。 

( 問 ) (横浜 医大 寄生 虫 教室 ) 山 時 俊幸 
1) 駆虫 前 の 肝 機 能 障害 者 の 有 虫 後 の 影響 如何 
2) 又 虫 剤 投与 に 於 け る 肝 機 能 へ の 影響 は 私 の 約 70 
例 に つい て の 10 種 に 及ば ず 肝 機能 検査 で は 駆虫 前 約 27 
多 に 肝 機 能 障 害 が あり , 又 駆虫 剤 投与 に より 全 例 約 り 4 に 
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ー 過 性 の 肝 機能 障害 を 認め て お り ま す 。 

( 答 ) 中 村 人 逸 良 

1) 駆虫 後 の 肝 機 能 に つい て は まだ 少数 例 し か 検索 し 
て お ら な い の で 今後 の 観察 に 待ち た い 。 

2) 務 虫 剤 中 1Broxne 2Znaphthol に つい て は 務 昌 
剤 投与 に 偽る 肝 障 害 は 認め られ ぬ 。 叉 心電図 その 他 の 影 
響 も な か つた 。 

( 間 ) (北里 研究 所 寄生 虫 ) 稲 垣 元 博 

微熱 が 約 30 に 出 て いる と いう が 結核 性 疾患 , 婦人 
の 排卵 期 に 於 ける 後 熱 と 如何 に 区 別して いる か 


( 答 ) 中 村 人 逸 衣 
鍋 虫 症 以 外 の も の は 除い た 。 
( 問 ) ( 北 研 ) 長野 寛治 


1) 徴 圭 の 平均 か 36.8?C 位 と の こと で すか 最高 は ど 
の 位 で し よう ? 

(2 販 虫 困難 な も の に 対し て は 本 日 の 示説 を 御覧 いた 
ゞ きた い 。 

( 答 ) 中 村 逸 】 

1) . 微熱 の 最高 は 37.6*C で あつ た 。 男 よ り 女 の 方 が 
高い 傾向 に ある 。 


112. 多 昌 症 の 研究 , 共 一 , 体 
カ , 学力 へ の 影 故 


横浜 医科 大 学 寄生 虫 学 教室 
丸田 坪 造 ・ 吉 仲 武 仁 
高 括 正 文 


Studies on ancylostomiasis (1) . Mental and 
physical effects of ん ecg/Oz 72677C の 3。 
Yoshizo Maruta, Takeji Yoshinaka, 
Masahumi Takahashi 


A. アメ リカ 多 虫 が 小 , 中 学生 の 体力 , 学力 に 及ぼ す 
影響 , 

調査 対称 は 茨城 県 竹村 小 , 中 学生 に し て , 29 年 7 月 の 
浮 渡 , 二 養 併用 に ょ る 検査 で は 小学 生 334 名 中 , 釣 虫 寄 
生 者 188 名 (55 多 ), 中 学生 202 名 中 109 名 (54 ) の 高 
度 寄 生 率 を 示し て 居 た 。 大 部 分 は アメ リカ 釣 虫 で あつ 
た 。 本 調査 で は アメ リカ 多 虫 単独 寄生 者 , ア 釣 虫 と 虫 
の 混合 , 顕 虫 単独 , 全然 寄生 虫 の 無き 者 及び 鞭 虫 , 瞬 昌 
の みみ の 者 を 対照 と し た 群 と の 4 群 に 分 け 学 力 と 体力 へ の 
影響 を 調べ て 見 た 。 


(95 ) 


(1) 学力 へ の 影響 。 

小 , 中 学生 の 学力 を 上 , 中 , 下 の 三 階級 に 分 け 上 述 の 
4 群 に つい て 考察 する に , 成績 優良 の 上 に 属す る も の は 
小 , 中 学生 を 通じ 対照 に 最多 く , 顕 虫 と ア 鍋 虫 の 混合 寄 
生 者 之 に 次 ぎ , 次 で ア 狗 虫 単独 寄生 者 , 顕 虫 寄 生 者 の 順 
で , 推計 学 的 に 見 て 顕 虫 , 釣 虫 混合 群 , ア 銘 虫 群 何れ も 
有意 の 差 が 見 られ た 。 顕 虫 寄生 者 も 多少 の 影響 が 見 られ 
る 。 学力 を 思考 力 と 記 培 力 に 分 け て 見 て も 同様 な 傾向 で 
あつ た 。 

(2) 体力 へ の 影響 

釣 虫 寄生 の 体力 へ の 影響 は 之 等 の 対照 で は 比較 的 弱き 
も の の 如く 思わ れ た 。 然し シュ ナイ ダー, テス ト に より 
駆虫 前 後 の 点数 の 増減 を 見 れ ば 上 明 に 駆虫 後 点数 の 増加 す 
る も の 多く , 12 点 以上 の 者 は 駆虫 前 68 ダ で あつ た が , 
販 虫 後 78 に 増加 し , 推計 学 的 に も 有意 の 差 が 認め ら 
た 。 

体格 へ の 影響 は 釣 虫 に よる も の より も 他 の 諸 因子 に よ 
る も の の 方 が 強い 為 と 思わ れ , 認め られ な か つた 。 

B. 高熱 下 に 於 て ア 銘 虫 寄生 の 体力 に 及ぼ す 影 響 。 
旭硝子 工場 従業 員 ( ア 銘 虫 寄生 者 ) に 就 て 室温 及び 高 
圭 下 で シュ ナ ィ ダー, テス ト を 行い , 次 の 如き 結果 を 得 
た 。 調査 人 員 22 名 の 少数 で あつ た が 明 な 影響 が 看 取 さ 
析 写 > 
駆虫 前 の 室温 下 で は 12 点 以 上 の 者 は 86 多 , 高熱 下 
(38^C43?C) で は 32 に 減じ た 。 然し 駆虫 後 で は 室温 
下 95 に 増加 し , 高 圭 下 で も 63 の 多数 の 者 が 12 点 
以上 を 占め , 販 虫 に より 高 圭 に 対す る 抵抗 の 増加 する 事 
が 明 に 認め られ た 。 

(追加 ) (横浜 医大 ) 松 時 義 周 
高橋 君 バ 4. 2xogezg/e 寄生 者 に つい て 同様 な 調査 
を 行 つ て 居る が が . gze7cg7s (こよ る より も 強い 傾向 
を 示 し て 居る 。 目下 続行 中 で 昭 年 度 発表 出来 る 予定 で あ 


る o 


( 問 ) (神戸 大 教育 学部 ) 桶 渡 志 良 
駆虫 後 , 学力 好転 の デー タ は あり ませ ん か ? 

( 答 ) 丸 田 喜 冶 
具 今 手持 が 有り ませ ん 。 

( 加 ) (日 本 寄生 虫 病 研 究 所 ) 北 田 順 一 
教育 学部 の 方 へ 


鍋 虫 を 凡 除 する 事 に より 学力 の 向上 する 事 は 私 共 が 常 
に 経験 し て 居る と ころ で あり ます 。 即ち 多 虫 が 寄生 し て 


居り ます と 傘 介 感 が 強く 一 面 に は 精神 力 が 弱く な り 気 が 
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王 え る の で 積極 的 に 勉強 し な く な る 之 等 の 障害 が 除 苑 さ 
れる 為 め 自然 体力 , 学力 の 向上 が 常 角 に 復 する 結果 に 因 
る も の と 考え ます 。 

( 問 ) (宮城 県 庁 衛生 部 予防 課 ) 鈴木 陽太 郎 
当 県 で も 一 村 全 村 2,000 名 を 対称 と し て 全 村 集団 釣 
検査 に 検診 。 肛 虫 を し まし た (陽性 者 400 名 ) その 環境 調 
査 を し 度 い の で す が そ の 一 端 と し て 学力 , 体力 に つい て 
絢 り 度 い の で す が , 成人 の も の を し り 度 い 。 成人 を 券 様 
の 様式 で する と 時 間 も か ょ ヽ り 不能 の 状況 で す , 何 か 府 動 
日 数 の 減少 , 体力 の 減少 (atent の も の を 特に ) 等 を 知 
る 様式 が な いも の か , この 点 御 高 説 を 何 い 度 い 。 

是非 この 詩 査 様式 を 御 通知 し て いた ゞ き 記 いと 思い ま 
す 。 そ の 他 環 境 調査 の 様式 も あれ ば 幸い で す 。 


113. 釣 下 保 有 者 の 貧 箇 に つい て (2) 


新潟 で 学 医学 j 部 医 学 動物 教室 
大 鶴 正 洒 


On the anemia of hookworm carriers (2 ) 


Masamitsu Otsuru 


こ ゝ 数 年 来 , 私 達 は , 一 般 の 集団 検便 の 際 に 多数 見 出 
され る 銘 昌 卵 排出 者 ( 釣 虫 保有 者 ) に つい て , その 症状 程 
度 を 測る 1 指標 と し て 末 本 血液 の 生化 学 的 検査 を 実施 し 
て きた 。 今 加 は , 福岡 県 炭鉱 地方 の 1 部 落 を 対照 と し て 
炭鉱 の 稼 弄 者 を 除く 家族 の で きる だ け 全 員 に つい て 調査 
RS か 
1g 内 の 虫 卵 数 , EPG) お よび 洒 紙 試験 管 二 養 法 に よ 
急 仔 虫 の 鑑別 , 検 血 に は 光電 分 光 測 光 法 に よ Ha 
量 ( シ アァ アン ュ メト ヘモグロビン 法 ), 墨 田 氏 の 硝子 毛 綱 管 法 
に よる 血液 水分 量 , 赤 沈 値 ) 中 間 値 ) な どの 測定 かそ れ ぞ 
れ 適用 され た 。 前 報 に ひき つ ゞ き , 主として 殿 便 内 の 釣 
昌 卵 数 の 多 宴 と 上 記 血 液 所 見 と の 関連 性 を 追求 し た の で 
ある が , 今回 は 釣 虫 , 占 虫 の 同時 寄生 者 お よび 上 忠 単独 
寄生 者 の 血液 所 見 に つい て も 同様 に 整理 検討 し て みた 。 
受検 者 約 950 名 の 中 , 検便 と 検 血 の 両 成績 の そろ つた 者 
は 上 そ 600 名 で , 釣 昌 保有 者 は 全て ヅ ビ = 釣 虫 の 単独 寄 
生 者 も し く は 優 占 寄 生 者 で あつ た 。 な お 全 被 検 者 の 貞 そ 
40 を 占め る 1 和 を 歳 以 下 の 年 齢 相 に は , 釣 虫 寄生 者 が 極 
め て 少な か つた の で , 今回 の 統計 的 多 理 か ら は 一 応 除 外 
され た 。 成 貫 を 要約 する と 次 の 通り で ある 。 

1) 今回 も 血色 素 量 と 血液 水分 量 に つい て , 多 東 卵 陰 
性 者 群 を 起点 と し て 銘 虫 EPG 100ー900, 1000 一 4900, 
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5000 以上 の 各 和 群 (以上 何れ も 此 虫 保有 者 を 含む ) に 分 け 
て 比較 し て みる と , EPG 1000 個 以上 の 群 か ら 血 色素 量 
の 減少 , 水分 量 の 増加 が 著 明 で あつ た 。 赤 沈 値 に つい て 
も , 大 体 同様 の こと が いえ る よう で ある 。 

2) 顕 虫 保有 者 ( 負 虫 保有 者 を 除く ) に つい て は , 血色 
素 量 , 正 液 水 分 量 , 赤 沈 値 共 に 顕 虫 卵 数 の 増加 に 伴う 変 
動 は 殆 ん ど 証 明 さ れ な か つた 。 

3) 次 で 銘 虫 の 単独 寄生 者 と 釣 虫 , 顕 虫 同時 寄生 者 の 
血液 所 見 を 上 記 釣 東 卵 数 の 各階 級別 に 比較 し て みた が , 
顕 虫 の 同時 寄生 が 釣 虫 保有 者 の 筆 血 傾向 の 増悪 ( 正 色素 
量 の 減少 , 液 水分 量 の 増加 , 赤 沈 値 の 増加 ) を 招来 し 
て いる よう で は な か つた 。 


114. 赤痢 アメ ーママ の モル モッ ト 
感染 試 ! 夫 特 に MWhea0 
性 に 及ぼ す 影 響 


慶応 義塾 大 学 寄生 虫 学 教室 
松 元 陽 朗 


Experimental infection of 722 の 6 の の 
/zs7o/y の cg in guinea Djg with special 
reference to the effect of alternation 
of associated bacterial fHora upon the 
pathogenicity。. 


Haruo Matumoto 


赤痢 アメ ー バ の 病原 性 に は 共 在 細菌 の 影響 する こと が 
報告 され て いる 。 私 は 88 頭 の 犬 の 盲腸 内 容 を 検索 し て , 
その 2 頭 に 赤痢 アメ ー バ を 見 出し た 。 此 2 株 の アメ ー ベ 
は 何れ も 琴 養 可 能 で あり , カリ オ ゾ ー ム は 核 の 中 心 に あ 
る の で 秋 狗 アメ ー バ と 確定 し た 。 そ こ で 先 づ 白 厳 を 用 い 
て 二 つ の 株 の 病原 性 を 比較 し た が 帳 肖 は 容易 に 潰瘍 を 形 
成 し な か つた 。 次 に モル モッ ト の 玄 腸 に 開腹 し て 接種 し 
た 所 , 一 つの 株 (A 株 ) は 強い 病原 性 を 示し , 他 の 株 (B 
株 ) は 甚 し く 弱 か つた 。 そ こ で 網 菌 よる Preconditi- 
onipg を 応用 し て , B 株 の 生 菌 の な い 培 養 を 得 た 後 , そ 
れ に A 株 の 共 在 細菌 を 加え て 培養 し た 。 こ の 様 に 共 在 綱 
菌 を 置換 し た B/ 株 の 病原 性 が B 株 に 比較 し て どの 様 に 
変化 し た か を 検討 し た 。 

病原 性 の 強い A 株 を 接種 し た 3) 頭 の 中 16 頭 が 感染 し 
10 頭 は 潰瘍 を 形成 し て いた が 6 頭 に は 病変 は な か つた 。 

病原 性 の 弱い B 株 を 接種 し た 場合 は 27 頭 の 中 5 頭 が 
感染 し , 1 頭 は 潰瘍 を 形成 し て いた が 4 頭 に は 病変 は な 
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か つた 。 

共 在 細菌 を 変換 し た B/ 株 は 20 頭 に 接種 し た 所 3 頭 
に 感染 し た が , 沖 瘍 を 形成 し た も の は 1 頭 も な か つた 。 

以上 の 実験 よ り 考 察する と , 4A 株 の 感染 率 の 高い こと 
の 原因 が その 共 在 細菌 に ある も の な ら ば B 株 の 共 在 細菌 
を A 株 の も の と 変換 すれ ば 当然 感染 率 の 増加 する こと が 
考え られ る 。 

実験 の 結果 は その 様 に な ら な い の で あつ て , 壮 に 用 い 
た 4 株, B 株 の 病原 性 の 相 暴 は , 夫々 の 株 の アメ ー ボ 自 
身 に 備 わ つ た 性 質 の 相 異 と 見 る 可 き で ある 。 


115. |「 秋 龍 アメ ー バ | の 動物 
感染 実験 に つい て 


慶応 義塾 大 学 寄生 虫 学 教室 
考 .: 本 信 


Experimental infection of the animal 
with 万 722206 の 2 g724g7 の 77S。 
Makoto Kaneko 


歯 際 ア メー バ の 動物 感染 実験 は 1916 年 以来 数 氏 に よ 
り 報 告 さ れ て 居る が , 未だ 確実 に 感染 増殖 せしめ 得 た と 
いう 報告 は な い 様 で ある 。 若 し 本 原虫 を 容易 に 動物 に 感 
染 さ せる 事 が 出来 る 様 に な れ ば , その 感 菜 経路 や 病原 性 
等 , 本 原虫 の 未 解決 の 面 に 於 ける 知見 を 発展 し 得る の で 
は な か ろう か と 考え 本 実験 を 行 つた 。 実験 動物 に は ラッ 
テ , マウ > 家 各 を 用 い , それ ら の 皮下 , 筋肉 , 腹腔 , 肺 , 
肝 , 歴 , 口腔 Dobell に 培地 に て 継 代 塔 養 し た 虫 体 を 接 
種 し , 各 接種 部 位 か ら ア ュー バ を 検出 し 得る か 否 か を 直 
接 沙 抹 標本 及び 培養 法 に よ つ て 検査 し た 。 又 随伴 細菌 の 
影響 を 可 及 的 除く た め , 遠心 洗 交 及び 拓 生 物質 を 添加 し 
本 原虫 の 感染 性 及び 病原 性 に つい て 観察 し た 。 . 

その 結果 本 原虫 の 生存 期間 は 皮下 に 於 て 最も 長く , 12 
日 一 15 日 間 は 生存 し , 次 で 筋肉 で は 8 一 9 日 に 耳 り 検 出 
され る が , 他 の 組織 に 於 て は いづ れ も 3ー6 日 の 短期 間 
の み 検 出さ れる 丈 で 特に 礎 接 種 が 最短 で あつ た 。 又 度 下 
接種 の 場合 に 於 て は 随伴 細菌 と 同時 に 接種 し た る も の が 
最も 長く 生存 し , 以下 遠心 洗 交 を 行 つ た も の , 接種 に よ 
り 形成 され た 臓 瘍 内 より 得 た る 本 原虫 を 更に 接種 し た る 
も の, 抗生 物質 を 添加 し 随伴 細菌 を 抑制 し た る も の の 順 
と な つて いる 。 各部 位 各 方 法 を 通じ て 接種 後 す みや か に 
又 高 率 に 肛 瘍 形成 が 行わ れ た 場合 に の み , 本 原虫 の 検出 
率 も 高 謀 で あつ た 。 
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以上 に より 接種 され た 本 原虫 の 生活 力 の 吐 盛 な る 期間 

中 に 随伴 細 苗 に より , すみ や か に 騰 瘍 形成 が な され た 場 
合 に の み 比 較 的 長期 に 互 り 生存 し 得る る の で あろ うと 考 
えら れる 。 


116. 菩 養 二村 ア メー ダマ の 
動物 接種 試験 


慶応 義塾 大 学 寄生 忠 学 教室 
三 枝 重 信 


Experirnental の ez/27z06 の 2 ZZg772S 


infections in laboratory anirnalS。 


Shigenobu Saegusa 


二 核 アメ ー バ は 人 に か な り 広 く < 寄生 し て 見 られ る も の 
で ある 。 こ の 原虫 の 感 菜 経路 は , その 生活 更に チ ス テ の 
な いこ と か ら , 依然 と し て 今日 条 お 不明 で ある 。 こ の 問 
題 の 解決 の た め に は , この 虫 体 が 容 得 に 感染 し 得る 適当 
な 実験 動物 を 見 出す 事 が 望ま し い 。 そ こ で 培地 内 に 増殖 
し て いる アメ ー バ を 自 ネ ズミ , モル モッ ト , 及び 雛 の 盲 
腸 , 小 賜 或 い は その 他 に 接種 し た 。 又 先 化 夷 卵 内 に も 注 
入 を 試み た 。 接種 する 前 に , 予め 培地 に 随伴 する 細菌 群 
を 夫 ぇ の 実験 動物 の 賜 内 細菌 群 と 転換 し て , 動物 の 腸 の 
環境 に 馴れ させ る 様 に し た 。 結果 は どの 動物 に 於 て も , 
永続 的 な 感染 を 得る 事 は 出来 な か つた 。 併 し 白 ま ズミ 1 
頭 の 糞便 中 に 接種 5 日 後に 虫 体 が 見 られ , その 外 , 2 羽 
の 雛 の 便 中 に 接種 6 日 目 , 以後 数 日 間 , 継続 的 に 虫 体 
が 検出 され た 。 昧 化 鶏卵 で も 実験 的 宿主 の 衝 得 に は 不 成 
功 で あつ た 。 唯 ど ちら か と 芯 え ば , 二 核 アメ ー バ が 喧 乳 
類 よ り も むし ろ 鳥 類 の 方 に , 不明 確 で は ある が , 多少 親 
和 性 を 示し た 事 は 注目 す 可 き で ある と 思 うぅ 。 人 答 お 細菌 群 
を 転換 し て も る 著 明 な 効果 は な か つた 。 


117. 赤痢 アメ ー マ の 移 疫 学 的 研究 
慶応 義塾 大 学 寄生 虫 学 教室 
佐 共 和 坊 治 
Immunological studies on 万 z/yzoe の 2 /s7o/y77c の . 
Reijii Sato 
培養 赤痢 アメ ー バ 及び 共 接 細菌 を 以 て 別々 に モル モッ 


ト を 免疫 し , 更に 該 そ を ル ん モッ ト の 免疫 反 応 を 検 し , 後 盲 
腸 内 に 赤痢 アテ アメーバ を 接種 し て , その 感染 及び それ に よ 
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る 潰瘍 の 形成 状態 を 無 処置 の 対照 動物 に 於 ける 感 菜 と 比 
較 検 討 し た 。 

免疫 を 与え る に は 3 一 5 回 の 免疫 操作 を 腹腔 又は 皮下 
に 行 つ た 。 こ れ に 用 いる 撤 原 は , 

1) 葵 養 基数 本 か ら 得 た アメ ー バ を 56 回 後 速 遠心 
沈 滅 し , 共 楼 細菌 を 洗い 流 し て 出来 る だ け 細 菌 数 の 少 い 
沈 溶 を 得 , これ を 5 倍 稀 羽 の 懸 濁 液 と し , その 0.5cc 
及び 0.25cc を 1 回 の 免疫 操作 に 用 いた 。 (但し 0.25 cc 
は 腹腔 免 商 に の み 使 用 し た ) 

2) 共 接 細菌 の み の 弄 養 液 0.5cc を 1 回 量 と し て 使 
用 し た 。 ・ 

この 挑 原 を 5 日 間 毎 に 3 一 5 回 注入 し て , 後に アメ ー 
ぷ 感 業 実 験 を 行 つた 。 結果 は 次 の 如く で ある 。 

1) 感染 率 は 腹腔 内 免 深 で は アメ ー バ 抗原 で 18.2 
及び 32.0 , 細菌 抗原 で 40.0 多 , 皮下 免 腔 で は アメ ー 
バ 抗 原 で 38.5 多 , 細菌 抗原 で 45.5 を で あつ た 。 対照 動 
物 へ の 接種 で は 46.4 の 感 菜 率 で ある の で , アメ ー バ 
挑 原 に よる 免疫 に よ つ て 或 る 程度 感染 を 阻止 し た と 芯 5 
事 が 出来 る 。 

2) 洒 瘍 は 対照 で は 感染 し た も の ヽ 69.2 に 認め ら 
れ た の に 対し て , アメ ー バ 抗原 の 腹 腔 内 免 商 で は 0 及び 
37.5 で あり , 細菌 抗原 で は 50.0 で ある 。 皮下 免 
で は アデ アメーバ , 細菌 何れ の 抗原 で も 40.0 ダ で あつ た 。 
此 の 場合 に も アメ ー バ 抗原 に よる 腹腔 内 免 商 で 潰瘍 形成 
阻止 作用 が 認め られ る 様 で ある 。 

3) 免疫 反応 は 赤血球 凝集 試験 30 , 沈降 反応 20 
に 陽性 で , 補 体 結合 反応 は 1 例 る 陽性 に 出 な か つた 。 


118. 膝 ト リュ モー ナス の 
小動物 接種 実験 
慶応 義 藝 大 学 寄生 虫 学 教室 
岩 井 澄 雄 
Experimental 7zcO7 の 6S の の 277672S 


infection in nnice, rats and guinea-DigS. 


Surmio Iwai 


歴 ト リュ モー ナス の 無菌 培養 上 体 を リン ゲル メ 氏 液 で 洗 
い , マウ ス , ラッ ゥ 旭 , モル モッ ト の 胎 部 皮下 , 大 服 筋 , 
腹腔 内 及び 肝 ( ラ ッ テ ) に 接種 し 騰 瘍 形成 を 感染 の 標示 と 
し て 観察 し た 。 

マッ ウス で は A 株 の み を 使用 し , 筋肉 接種 で は 4 週間 観 
察し , 虫 数 25.5X10* 以上 で は 腰 瘍 形成 は 95 (5 匹 中 5 
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贅 )/, 12.75x10* で 3/。』。 6.375x10* 以下 は の 』 で , 皮下 
接種 で は 25.5x10* 以上 で は 55, 12.75x10* で 35 
6.375X10* 及び 3.1875x10* で は 夫々 !/5 で あつ た 。 騰 
瘍 は 全て 無菌 で 鏡 検 , 養 に より 生 虫 を 検出 し 得 た 。 腹 
腔 内 接種 で は 550 一 600 10* 接種 し 35 日 観察 し 28 匹 中 
18 匹 に 腹 瘍 を 形成 し 膜 瘍 に 細菌 混入 し た も の は 3 例 で , 
225X10* で は 20 日 観察 し 16 匹 中 10 匹 , 綱 菌 混入 9 例 
150>180x10! で は 11 匹 中 3 匹 , 絹 菌 混入 は 2 例 で あ 
つた 。 以上 の 腹腔 内 接種 55 史 の 実験 例 に 於 て は 腹水 は 
認め 得 た か つた 。 ラッ テ で は 4A 株 250 メ 10* 接 の 5 現 中 
1 週 後に 2 例 に 0.5cmx0.2cm の 紗 鍵 形 臓 瘍 を 認め そ 
の 1 例 だ け に 二 養 で 生 虫 を 検出 し 得 た 。 1 株 285 メ 10* 
接種 の 4 匹 中 3 匹 に 2 日 , 4 日 , 7 日 後 の 割 検 で 米粒 大 
か ら 1cmx0.3cm の 紡 細 形 騰 瘍 を 認め 何れ も 培養 で 生 
虫 を 検出 し 得 た が 28 日後 割 検 の 1 例 は 米粒 大 騰 瘍 を 認 
め た が 琴 養 成績 は 陰性 で あつ た 。 B 株 6.25X10*%>100X 
10* を 各 2 下 宛 5 群 に 分 け 3 週 後 割 検 し 膜 瘍 形成 , 培養 
成績 は 何れ も 陰性 で あつ た 。 皮下 接種 で は 1 株 258X10* 
接種 の 2 匹 を 7 日 , 14 日後 割 検 し 0.5 cm 径 の 球形 騰 瘍 
を 認め た が 琴 養成 績 は 7 日後 割 検 例 の み 陽 性 で あつ た 。 
A 株 250X10* 接種 の 4 匹 中 3 現 に 7 日 後 割 検 で 肛 瘍 形 
成 を 認め 何れ も 肛 瘍 の 二 養 で 生 虫 を 検出 し 得 た 。 以 上 の 
ラッ テ の 筋肉 , 皮下 膜 瘍 は 発展 の 傾向 は 認め られ な か つ 
た 。 肝 内 接種 (A 株 , 10X10*! 10 匹 , 2 週 後 割 検 ) 腹腔 
内 接種 株 (A 株 , 400x10% 2 匹 宛 , 5 日 , 10 日 , 15 日 
21 日 後 割 検 ) は 陰性 成績 に 終 つ た 。 モ そ モルモット で は 皮下 
接種 (A 株, 250x10?, 7 匹 2 日 , 6 日 , 7 日 , 15 日 
後 割 検 , B 株 , 300x10!, 4 匹 , 4 日 , 6 日 後 割 検 ), 腹 
09548eaedtxtdh。 1 日, 2 日 , 6 日 , 14 
日 後 割 検 ) は 陰性 成績 で あつ た 。 筋肉 接種 は A 株 200 一 
MORAWpiae 7 日 , 12 日 後 割 検 の 各 1 匹 宛 
に 小 騰 瘍 形成 を 認め 膜 瘍 の 培養 は 陽性 で , B 株 300X10* 
接種 の 6 匹 は 5 日 迄 の 割 検 で 何れ も 陰性 成績 で あつ た 。 
以上 の 実験 より 膝 ト リュ モー ナス に 対し て マウ ス は 著 
し い 感 受 性 を 有する が , ラッ テ , モル モッ ト で は 極 く 軽 
度 か , 全く 感受 性 を 欠く も の と 考え られ る 。 
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119. 赤痢 アメ ー バ の 検査 法 の 研究 


広島 市 西 保健 所 
租 本 毅 


Studies of laboratory techniques for 


detection of intestinal Entarmoebae。 


Tsuyoshi Takernoto 


腸管 寄生 原虫 類 殊 に 赤 多 アメ ー バ の 検査 法 は 生鮮 標本 
検査 , 激 度 染色 標本 検査 及び 混 潤 固 定 染 色 標 本 検査 の 3 
方 法 が 用 いら れ , 菩 養 検査 法 及び 血清 学 的 検査 法 に つい 
て は 未だ 確実 な 検査 成績 が 得 ら れる に 至 つ て いな い 。 標 
本 に よる 検査 は 検査 回 数 を 重ね る ほど と 陽 性 率 が 増加 する 
こと は 既に 諸家 の 研究 する 多 で ある 。 余 は 広島 市 内 の 基 
集団 86 名 に つい て 上 記 3 種 の 標本 を 作り , 赤 獅 ア メー 
バ 及 びそ の 他 の 原則 の 検出 状況 を 調査 し た 。 前 2 者 を 併 
用 し た 場合 , 赤 卿 アメ ー バ は 8 名 見 出さ れ た が , 後者 に 
より 3 名 増加 し , 計 11 名 に な つた 。 即ち 此 の 集団 で 9.3 
多 の 保有 率 が 12.8 多 に 高く な つた 。 他 の 原虫 類 に 於 て 
も , 何れ も 湿潤 固定 染色 標本 検査 に より 陽性 数 が 増加 し 
て 来 た 。 

即ち 赤痢 アメ ー バ の 検査 は 全員 の 固定 染色 標本 を 作る 
こと が 理想 的 で ある と 思わ れる が , 実際 に は これ の 実行 
は 種々 な 点 か ら 固 難 で ある 。 生鮮 及び 激 度 楽 色 標本 で 原 
虫 ( チ ステ を 含む ) 又は 原虫 に 似 た も の を 見 出し た 時 に 固 
定 染 色 標本 を 作る 場合 は , 赤 独 アメ ー バ は 前 2 者 で は 5 
名 見 出さ れ , 後者 に より 3 名 増加 し て , 計 9 名 と な つ 
た 。 即ち 保有 率 は 7.0 が 10.4 に 高く な つた 。 他 の 
原虫 類 に 於 て も 固定 染色 標本 検査 に より 何れ も その 陽性 
/ 率 が 増加 し て いる 。 

別 の 集団 50 名 の 人 口 , 日 を 隔て ヽ 連 続 6 回 検査 し た 
が , 秋 独 アメ ー バ は 第 1 回 が 3 名 (6 ) で あつ た が , 第 
2 回 は 4 名 , 第 3 回 は 7 名, 第 4 困 は 7 名 , 第 5 回 は 8 
名 , 第 6 回 は 8 名 (16) に 増加 し た 。 大 腸 ア メー バ は 
第 1 回 の 9 名 が 6 回 検査 を 完了 し た 時 は 12 名 と な り , 
徐 小 アメーバ は 10 名 が 18 名 に 増加 し た 。 他 の 原則 類 も 
略 ょ 同じ 様 に 増加 し た 。 

余 の 結果 で は すく な く と も 4 回 検査 すれ ば 存在 する 赤 
北ア メー バ の 大 多数 が 検 負 され る こと が 認め られ た 。 同 
一 人 も 6 回 検査 し た 場合 , 原虫 類 の 検出 され る 状況 は 回 
に より 異な つて いる 。 秋 独 ア メー バ は 6 回 検査 の う ち で 
1 回 陽性 3 名 , 2 回 陽性 2 名 , 3 回 陽性 1 名 , 4 回 陽 作 
2 名 で あつ た 。 大 腸 ア メー バ , 和 畠 小 アメ ー バ も 略 * 同 様 


( 99 ) 





195 





で あつ た 。 其 の 他 の 原虫 類 は 1 回 乃至 2 回 陽性 で あつ 
2 


120. 培養 赤 導 アメ ー ズ と 
米 紛 と の 関係 


群馬 大 学 医学 部 
鈴木 未 赤沢 田 利 貞 


Signification of rice powder in the 
culture of 万 7272 の 6 の 2 7S/o7y72cg.。 
Ineo Suzuki & Toshisada Sawada 


赤痢 アメ ー バ の 塔 地 に は 米粉 が 殆ど 不可 欠 の 要素 と さ 
れ て いる が , 之 は 米粉 が 他 の 単純 な 糖類 と 異な たり, それ 
自体 の 中 に 和 蛋白, リボ ィ ド , 発育 素 , 無機 物 等 を 含ん で 
いる 点 で , 又 ア メー バ の 喰 作用 に は 米 濃 粉 粒子 が 最も 適 
し た 大 き さ で ある こと , 更に 単なる 糖 額 は 。 ア メー バ が 
利用 する 前 に 共 棲 菌 に より 利用 され 分 解 さ ん て し まう 5 点 
等 で , 優れ た 意義 を も つて いる も の と 考え られ て いる 。 

舞 に 大 島 及び 私 共 は , 米粉 複 粒 の 散 解 が 共 棲 菌 に ょ つ 
て 行わ れ , 単 粒 と な つた 米粉 が アメ ー バ に 摂取 され る こ 
と , 二 地 中 に 於 る 米粉 の 激 度 反応 は , 120 時 間 後 に 於 て 
る 褐色 を 呈す る 程度 で ある の に 反し , 可溶性 滅 稔 で は 8 
時 間 で 既に 反応 の 消失 を 見 , 粒子 型 の 米 油 粉 が 細菌 に よ 
り 分 解 を 受け 難い こと を 報告 し た 。 通常 二 地 に 投入 され 
る 米粉 は 殆 ん ど 複 粒 の 状態 で ある が , 今回 は 之 を 更に ボ 
ー ル ミル に よ つ て 破砕 し , 米粉 粒 径 の 大 小 と アメ ュー バ の 
増殖 と の 関係 , 並 に 米粉 の 量 的 関係 を 追求 し た 。 
米粉 は ボー ルミ ル に よ つ て 夫々 3, 8, 12, 16, 25, 35 
時 間 破 砕 し た も の 及び 対照 と し て 普通 用 いら れる 乳鉢 に 
よ つ て 座 際 し た 米粉 を 用 意 し , ゴ H-C 培地 (田辺 一 葉 二 地 
の 固形 部 に 生ずる 凝固 水 を 液体 部 に 加え た 液体 培地 ) を 
用 いて 検討 し た 。 
米粉 粒子 が 過小 に な る と 同一 量 で 明か に アメ ー バ の 増 
殖 は 抑制 され , 又 普 通 の 米粉 で も 一 定 限 度 の 量 を 越す と 
増殖 が 抑制 され る が , 米粉 粒 竹 の 小さ いも の で は 更に 小 
量 で 増殖 が 抑制 され る こと を 知 つ た 。 こ と の こと に つい て 
は 種々 複雑 な 因子 が 影響 する も の と 思わ れる が , ボー ル 
ミル に よ つ て 米粉 が 破砕 され て 細か い 燈 子 が 出来 る ば か 
り で な く , 油 粉 の ミセ ル 構 造 に も 何等 か の 影響 を 受け , 
共 楼 菌 に よる 分 解 も 生じ 易く な り , この こと が ア ォ ー バ 
の 増殖 を 抑制 する 一 因 を 示し て いる の で は な いか と 考え 
られ る 。 
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121. 超 薄 切片 に よる 赤痢 アメ ー 
マ の 電子 題 微 鎧 的 観察 
慶応 義塾 大 学内 科学 教室 
長 田 信 


An electron microscopical Study of 万 70- 


@ の 2 /s79/y7zcZ by the ultra thin sectioning. 
Makoto Osada 


上 養 時 体 を ペロ ナー ル 緩 箇 (pH 7.4) 1 ダオス ミッ ク 

酸 溶液 に て 30 分 間 固 定 , エタ ノー ル 和 列 に て 脱水 , 30 
40 ダメ チル ・ メ タ ア クリ レイ ト , 正 プ ブチ ル ・ メ タ ア ク グ 
- サリ レイ ト 混 合 物 に 包 埋 , 55?C, 6 時間 重合 , ガラ ス ・ ナ イ 
フ を ュ ン グ 型 緩 傾斜 式 ミ タク ロト ー ム に 装 若 し て , 切断 し 
所 

核 は 明瞭 な 核 膜 を 持ち , 原形 質 の それ より 審 な 綱 状 構 
造 を 呈し , 中 心 に は 核 小 体 が 存在 する 。 核 膜 に 近く , 大 
さ 略 ょ 等 し い , 中 心 部 の 明 い 認 状 の 小 体 が 数 知 を な し て 
存在 する 。 光学 顕 微 鏡 に ょ る 場合 は , 中 の 群 が 個 の 染色 
質 粒 と し て 認め られ る の で あろ うと 思わ れる 。 

分 裂 期 の 虫 体 で は その 核 中 に 菜 色 体 様 の 小 体 が 数 個 認 
め ら れ た 。 

綱 胞 質 は 内 肉 と 外 肉 と に 区 別 さ れる が 境界 に 膜 は 認め 
られ な い 。 内 肉 は 綱 状 構造 が 粗大 で , 種々 の 摂取 物 , 空 
胞 を 含み , 外 肉 は 此 の 構造 が 微細 で ある 。 

外 肉 の 最 外側 に は 膜 が 認め られ , これ は 摂取 物 , 空 胞 
を 取り まく 膜 様 の 父 よ り 了 厚く 見 える 。 

何 お 包 埋 に セロ イジ ン , バラ フォ ン 二 重 名 埋 法 を も 試 
みた が , 薄い 切片 を 得難い 。 


122. 広島 双 に 於 ける アメ ュー 
赤痢 の 疫学 的 研究 (2 ) 
広島 県 衛生 部 
熊 沢 俊彦 


Epidemiological study of amoebic dyse- 


ntery in Hiroshima Prefecture. 


Toshihiko Kumazawa 
計 


広島 県 内 で 任意 に 抽出 し た 10 地区 で 赤 史 アメ ー ボ 感 
薬 状 況 を 調査 し (検査 人 員 2530 名 ), アメ ー バ 保有 者 106 
名 (4.1 ) 即ち 男子 43 名 女子 63 名 を 見 出し た 。 そ の 人 
さ の うち で 臨床 的 に 調査 が 出来 た 91 名 (男子 36 名 , 女 
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子 55 名 ) に つい て の 検診 結果 を 報告 する 。 何等 か の 自覚 
症状 を 有する 者 は 男子 18 名 , 女子 41 名 , 計 59 名 (64.8 
) で あり , 現在 症状 を 認め た 者 は 男子 12 名 女子 25 名 
計 37 名 (40.6 用 ) で ある 。 自覚 症状 の 主 な も の 及び それ 
を 誕 え た 人 は , 疲労 感 36 名 , 便 28 名 , 嘱 気 16 名 , 
下痢 15 名 , 体重 減少 12 名 , 腹痛 13 名, 下痢 と 便 科 の 
交替 4 名 , 食 多 不 振 3 名 で あつ て , 主として 消化 機 系 に 
暴 常 が か ある こと を 思わ せる 。 検診 の 結果 現 症 の 主 な も の 
及び それ を 有する 人 は , 腹部 圧痛 18 名 , 得 血 15 名 , 肝 
肥大 6 名 , 浮腫 6 名 , 顔貌 蒼白 5 名 , 肝 触 知 2 名 で あ 
る 。 腹部 圧痛 の うち その 部 位 が 明か に 出来 た も の は S 宇 
状 部 4, 友 助 部 3, 横行 結 腹部 2, 肌 こ 盲 部 1 で ある 。 肝 
肥大 6 名 は 男子 2 名 , 女子 4 名 で あり , 之 等 の 人 が 多く 
訴え る 症状 は 便 税 , 疲労 感 , むね や け , 腹痛 等 で その 他 
の 前 記 各 症状 も いずれ も 多少 共 あ ら わ れ た 。 特 に 1 名 に 
は 軽度 の 黄 間 が あつ た 。 駐 男子 の 2 名 は いずれ も 外地 居 
住 の 経験 者 で ある 。91 名 中 外国 に 滞在 又は 旅行 し た こ 
と の 有る 人 は 男子 14 名 , 女子 11 名 計 25 名 (27.5 多 ) で 
あつ て , その 外国 は 朝鮮 1 名 , 満 洲 8 名 , 北 支 8 名 , 中 
支 6 名 , 南 支 1 名 , ビル マ 2 名 , ジャ ワ 1 名 ,。 スラ バ ヤ 
1 名 , (同一 人 で 2 ヵ所 以上 に 旅行 し た 者 が ある ) で あつ 
て , 何れ も る アメーバ 赤痢 が 濃厚 に 分 布 し て いる 地区 で あ 
る 。 ア メー ツバ 保 有 者 の 排 軸 し た チ ス テ の 大 き さ を 測定 し 
之 を 大 小 の 二 種 類 に 大 別 す る と 一 般 に 大 型 チ スネ テ を 有 す 
る 人 に 自覚 症状 を 訴え を る 人 が 多く , 又 現 症 を 有する 人 が - 
多い 様 に 認め られ た 。 


123. 諸 種 アミ ノ 酸 の 培地 内 赤痢 ア 
メー の 増殖 に 及ぼ す 影 響 に つい て 


東北 大 学 黒川 内 科 
桜 田 章 


Effect of amino acids upon the growth 
of 万 . /s/o/yc6 in vitro. 
Akira Sakurada 


赤痢 アメ ー バ の 田辺 千葉 塔 地 の 変 法 田辺 河野 境地 に 就 
て , 其 の 固形 部 の アス ペラ ギン の 濃度 を 種々 変え た た も の 
を 調製 し 之 に 一 定数 の アメ ー バ を 移植 し , 24 時 間 毎 
に 其 の 液体 部 を 駒込 の ピペット を 用 い て 売 分 捜 振 し て 
Fuchs-Rosentha1l 計算 毅 で 算 え , 之 を 7 日間 に 互 つ て 
比較 し て みた 。 ア スパ ペラ ギン の 濃度 は 0.1 め よ ょ り も 高い 
方 が 増殖 が 良く , 特に 0.45 が 最も 成 病 が 優 つ て いた 。 














で Yo 貴 


人 


し 
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次 で アス ペラ ギン の 代り に 諸 種 アテ アミノ酸 を 各々 0.4 
0.2 , 0.1 め , 0.05 , 0.025 の 測度 に 培地 に 加え 
て アメ ォ メー バ の 増殖 に 及ぼ す 影 響 を 観察 し , 良好 な 成績 を 
得 た 場合 は 更に 種々 の 濃度 の 培地 を 作り , 繰返し 実験 を 
し て 最適 濃度 を 追求 し た 。 DL- 人 塩酸 オル ニシ ン は 0.5 
に , グル タ ミ ン 酸 ソ ー ダ は 0.4 多 に 用 いた 場合 対照 に 勝 
る アメ ー バ の 増殖 を 示 し た 。 DL- 塩 酸 アル ギュ ニン は 0.1 
で , クレ アチェ ニン は 0.2 多 で 可 な り 良 好 な 増殖 を 来 た 
し た 。 グ ダリ シン は 0.9 多 が 和 精 ょ 良好 な 結果 が 得 ら れ , 且 
他 の アミ ノ 酸 の 場合 より ア ォ ュー バ の 最高 値 を 示す 日 が 遅 
れ , 4ー9 日 平均 6.3 日 後 が 最も 多く 認め られ た 。 即ち 
グリ シン を 利用 する と , 対照 の 如く 3 日毎 に 継 代 移植 す 
る 手数 が 省け , 6 日 内 外 に 下 期 出来 る の で は な いか と 思 
われ た 。 DL-Alanine, DL-e-Aminobutylic acid。 DL-- 
Amninoisobutylic acid, DL-Aspartic acid, DL-Citrul- 
jin, Cysteine HC1, 革 -Cystine, DL-Dopa, L-glutarnic 
acid, L-Histidine HC1, 上 L-Isoleucine, 上 L-Leucine, 上 上 - 
Lysine HC1, L-Methionine, DL-Norleucine, DL-Ph- 
enylalanine, L-Proline, Sarcosine, Taurin, LD-Thr- 
eonine, DL-Valine は 概して 不良 の 結果 に 了 つ た 。 

次 に 田辺 河野 境地 の 卵黄 成分 を 除き , アス パラ ギン シ , 
DL 塩酸 オル = ニシン, グル タ ミ ン 酸 ツ ー ダ , DL 塩酸 ア 
ル ギ ニ ン , クレ アチェ ニン 及び グリ シン の 6 種 の み を 固形 
部 に 種々 の 濃度 に 配合 し て 加え て みた が 満足 すべ き 結 果 
に 到 ら な か つた 。 

更に 統合 アミ ノ 酸 剤 な る ポ り タ ミ ン と プレ アミ ン に 就 
て 検討 し し. ポリ タ ミ ン は 固形 部 に 卵黄 を 含む 場合 は 0.2 
を . 合 ま ぬ 時 は 0.5 が 良く , プレ デミ ン は 同じ く 0.2 
と 0.6 と が 最も 増殖 が 良い 傾向 が 認め られ た 。 特 に 
固形 部 に 卵黄 を 入れ ず に プレ アミ ン を 0.6 多 , アス パラ . 
ギン を 0.05 に 用 いれ ば , 所 主 無 蛋白 培地 と し て 患者 
凍 か ら の 分 離 と 継 代 培養 に 使用 出来 る 事 を 確 め た 。 


124. 口腔 トリ ュ モ ナス の 
掌 光 法 に よる 観 付 
群馬 大 学 衛生 学 教室 
鈴木 未 南 ・ 植 田 副 


Observation of 77c ん oz の 22S の / の 2g272 by 
meanS of acridinorange fluorescent 
vital staining. 


Ineo Suzuki, Megurnu Ueda 


acridinorange 生体 袋 光 負 理 法 は 1940 年 に 主として 
植物 細胞 に つい て 報告 され , 近年 次 第 に 細菌 学 , 組織 学 
に も ゃ 応用 し 得る こと が ほぼ 明か に な つた の で ある が , 之 
を 原虫 類 に 応用 し た 報告 は 殖 ん ど 無 く , わ づ か に に Stru- 
gger が 血 中 Trypanosoma の 検出 に 本 法 を 応用 し た 報 
告 が ある の み で あつ た 。 革 に 小 机 ・ 鈴 木 は 本 法 に よ つ て 
ど %727 の 6 の 2 7/s/O7y72cZ 及び 7 ァ yc ん 9 の ZS の の 7 の 72S 
を 観察 し , 之 が 極め て 優れ た 生体 観察 潜 で ある こと を 報 
吾 し た 。 

今 軸 は 更に 7 の cozozgs e/ozgg7Z (に つい て 同様 の 
方 法 で 観察 を 試み た 。 acridinorange は pH 3.5, 5, 
6, 7, 8, (濃度 は 1 : 10.000) の 5 段階 の 沙 液 を 用 意 し , 
スラ イド グラ ス 上 で 略 ょ 同 量 の 色素 液 と 境 養 原虫 浮 渡 液 
と を 混和 し , 紋 光 法 及び 普通 光源 に より 透過 光 に よる 観 
究 も 行 つ た 。 7 ァ . e/gzg272 は 7 ァ . 2ggz2272S より も 生 
活 する medium の 至 適 pH が 均 基 性 で ある の で , 中 性 
前 後 の acridinorange 溶液 で 一 層 有 利 に 維 察 する こと 
が 出来 た 。 典 型 的 な 活 濾 に 運動 する 生体 信 は , 弱 緑 色 の 
原形 質 内 に 大 小 種々 な 機 赤色 の 自 光 を 発する 上 粒 が 輝き 
核 は 緑色 に 認め られ る 。 之 が 時 間 の 経過 と 共に 運動 性 が 
減弱 し て 来る と 次 第 に 赤色 の 題 粒 は 輝き が 弱く な り 減 数 
し 遂に は 消失 し , 次 いで 虫 体 が 円 み を 帯び 表 光 色 は 強 緑 
色 , 色 を 通じ 棒 色 か ら 遂 に は 銅 赤 色 の 均一 な 引 光 を 発 
する に 至る 。 こ の 推移 は 7 ァ . zzgzzg77s の 場合 と 略 ぇ 同 
様 で ある が 経過 時 間 は 比較 的 速 か で , 最初 管 光 処理 直後 
活 肖 に 運動 し て いた 上 遇 体 も , 2ー3 時 間 内 に は 運動 を 停止 
する も の が 多く , 万 72zoe の g /zs/o7y7cZ 及び 7 ァ . 2 の <- 
gz の 72S より も acridinorange に 対す る 抵抗 性 が 弱く , 
或いは 光 力 学 的 害 作 用 を 受け 易い も の と 思わ れ た 。 何れ 
に せよ 多様 な 銘 光 色調 の 変化 を 通し て , 虫 体 の 磐 光 像 を 
観察 する こと が 出来 , 優れ た 生体 観察 活 で ある と 考え 


る 。 
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125. Trypanosoma の 感 上 型 3) 
7. gg の eSe 及び 7. 6922 の eZ の zz272 
の 兎 に 於 ける 感 菜 型 の 比較 


山口 大 学 獣医 微生物 
石 黒 秀 雄 


Study on the infective types of Trypano- 
soma.( 3 ) Comparison of the infective type 
Of アァ y カ 2 の S の 22 7 の 7624S の 6 and ブ ァ y カ . 
697 の @7222 With rabbit。 

Hideo Ishiguro 


一 般 に Trypanosoma の 貴 乳 動物 に 対す る 感 菜 型式 
は 種類 に よ つ て parasitemia と 組織 内 寄生 tissue inv- 
asiveness を 示す も の と ある 。 感 抹 経過 は 原虫 の 生活 喝 
寄生 場外 , 流血 内 出現 の 様相 に より 居 復 型 感染 , 連続 弄 
感染 , 再発 型 感 菜 , 組織 内 感染 の 4 型 に 区 別 さ れる 。 


gg の 26S の 6, 7. 6927 の 7722 は マウ スス, ラッ テ の 感染 に 
於 て 連続 型 感染 を 示す が , 犬 の 感染 は 再発 型 感染 を 示 し 


馴 の 感染 は 通常 長い 経過 (前 者 最長 186 日 , 後者 223 日 ) 
を と り , 経過 中 流血 内 は 原虫 は 出現 し な い 。 面 し て 両者 
ドド YRSYRPRYRWE の 人 4 
その 洪 思 液 中 の 原虫 の 出現 , その 部 の 脱毛 , 炎 性 腫 須 壇 
の ire 侵 舞 は 著 明 で あ 
る 。 内 丸 副 加 丸 炎 は 後者 に 著 明 。 更 に 7. gg の zezse 感 
楽 束 の 3 ち に は 硝 最 長 筋 線維 の 間隙 に 多数 の 原虫 の 集 塊 
が 存在 し , 間 質 網状 織 細 胞 の 増殖 , 高度 の 汐 思 細胞 の 浸 


潤 が 認め られ る 。. ezz の ez の 7 の 感染 東 に 於 て も 同 
筋 に 高度 の 絹 胞 浸潤 及び 増殖 が 存在 する が 原虫 を 確認 す 
る に 至 つ て いな い 。 之 等 の 事実 か ら 皮 下 織 病変 の ある が 
流血 中 原虫 不 出現 の 和束 の 感 染 は 第 4 の 筋 内 寄生 感染 型 に 
近い 型 を 示す も の と 考え る 。 
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126. ZZzc/o22 の 42S の 2g724772S の 
拓 原 分 割 の 性 質 に つい て 


大 阪 大 学 微生物 研究 所 
浜 田 義雄 
武田 薬品 工業 株 式 会 社 
岡本 清 ・ 表 野 幸夫 


Chemical and inmunological characteristics 
Of . 2gg24272S residue antigen. 
Yoshio Hamada Kiyoshi Okamoto 
Yukio Sugino 


7. zggzg77S の 純二 養 増殖 原虫 を 洗 准 し て 乾燥 し , ト 
リク ロー ル 酷 酸 で 抽出 す る と , Molisch 反応 陽性 分 誕 
と Biurett 反応 その 他 和 蛋白 反応 陽性 部 に 分 れ , その 内 洗 
溶 分 宮 , すなわち F.E 一 (Ns= テ 6 一 10.0 ) と 全 虫 体 を 
察 台 の 皮下 及び 血管 内 に 免疫 する こと に よ つ て 産生 され 
た 淫 塊 , 凝集 反応 陽性 を 示す 抗体 と で は 沈降 反応 が あら 
われ る 。 

全 虫 体 免疫 法 に よる 抗体 は veronal 緩衝 液 を 用 いて 
の 電気 泳動 で は た ゲロ ブリ ン 特 暴 像 を 示す 。 ま た 家 束 肝 
臓 よ り 抽出 され た RNA を 毎日 10ー40 mg/222.5 kg 
量 注射 し て も 抗体 価 お よび 7 グロ ブリ ン に 変化 が な い 。 

次 に 抽出 撤 原 F.E. 100mg を trypsine1mg で 37”* 
C 下 に 作用 させ 消化 する と , 抗原 性 は 失わ れ , か つ 透 析 
後 の Ns 量 が 全く 失わ れ て いる こと が 確認 され た 。 


127. コク シ ジ ウ ゥ ム オ ー シ ス ト の 人 
工 培地 内 で の 股 殻 に 関す る 研究 (1) 
朋 殻 時 に な ける スポ ロ ゾ イト の 行動 
予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
小山 カ 

Studies on the excystation of coccidial 

oocySt in artificial media。 (1) Behabior 
of sporozoite in the course of excystation. 


Tsutomu Koyama 


ュ ク シ ヂ ウム オー シス ト の 脱 殻 に 於 て 使用 し た 人 工 培 
地 は , 2 多 前 後 の ペ ンク レ ア チ ン 水溶 液 に 重大 酸 ソー ダ 
を 加え て pH 7.6 と し , 水溶 液 100cc に つき ベニ シリ 
ン の カリ ウム ュ 作 結 卓 2 万 国際 単位 を 溶解 し た 人 工 腸 液 で 
ある 。 
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解す る よ うに 思わ れる 。 


きり 認め た 。 


を 確認 し た 。 


浪速 大 学 農学 部 獣医 学 教室 
富 村 保 


in dogs and cats (6 ) 


Tamotsu Tormirnura 











使用 し た オー シス ト は すべ て 2 多重 クロ ム 酸 カ り 水溶 
液 肉 で 胞子 形成 を 完了 し た も の で , 観察 は いずれ も 顕微 
鏡 加 温 醒 内 で 行い , 温度 は , 鶏 ユ クシ ヂ ウ ム の 場合 は 
40?C, 家 兎 及び 山 美 コタ クシ ヂ ウ ム の 場合 は 37?C と し 


以上 に ょ より, 家 各 コク シ ヂ ウム オー シス ト の うち >- 
2 の 6777 22547, 万 . S77e92e, 万 . ze772 等 ミク ロバ イル 
の ある も の で は , 先ず ボロ ゾ ィ ト が スポ ロ シ ス ト を 脱出 
し , 次 に オー シス ト の ミク ロ パ イル を 通過 遊山 する の を 
認め た 。 凌 コク シ ヂ ウム の 場合 は , . 7/eze7/Z で ,。 オー 
シュト か ら は 膨 出し な い が , オー シス ト を 破 震 し て 取り 
出し た スポ ロ シ ス ト か ら の 遊山 は 認め た 。 此 の 際 ス ポロ 
ゾ ヴイ ト は , スポ ロジ シス ト の ミク ロバ イル 肥 厚 部 を 通し て 
脱出 する 事 を つき と め た 。 こ の 肥 斉 部 は 酵素 の 作用 で 深 


山羊 コク シ ヂ ウム の 場合 は , 万 . 27797gy, 万 . ZZ7 の 2 
等 で ,。 オー シス ト よ り の 脱出 及び スポ ロ シ ス ト よ り の 脱 
出 は 共に 認め な か つた 。 ス ポロ ゾ イ ト は 脱出 前 に , オー 
シス ト 及 び ス ポロ シス ト 内 で 活 濃 な 回 転 運動 を 行い , オ 
ー シ ジ シス ト の ミク ロバ イル と スポ ロジ スト の ミク ロバ パイル 
肥厚 部 通過 時 に は , 体 に くびれ を 生じ , 遊 軸 後 は 虫 体 の 
末端 部 振動 , 屈曲 , 反転 , 垂直 上 昇 , 前 進 後退 等 の 運動 
を 活 肖 に 行 5 の を 認め た 。 又 この 脱 殻 実験 の 経 果 , 従来 
存在 し な いと され て きた ど . 7exe//z の 内 部 残 体 を は つ 


in vivo の 脱 殻 に 於 て は , 機械 的 作用 が 重要 な 影響 を 
与え る と 考え られ る が , 今回 の 実験 で は , 単に 人 工 腸 液 
内 に オー シス ト 又 は スポ ボロ シス ト を 投入 する だ け で 脱 殻 


128. 犬 及 び 獲 に 於 ける Coccidium 
症 に 関す る 実 駿 的 研究 (6 ) 


Experimnental studies on coccidiosis 


従来 大 及び 猫 に 寄生 する な os ヵ ozZ SDpD. に つい て は 
詳細 な 発育 環 の 検索 また 交叉 感染 試験 に 関す る 記載 に 
し い 。 そ の 分 類 は 主として oocyst の 大 き さ に よ つ て な 
され , 犬 ・ 猫 に 寄生 する 7fsgs ヵ ozg は 大 型 7. を /zs 中 型 
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7. zz2972 小型 7 が geyzzg の 3 種 か ある も の と 見 敏 さ 
れ て いる 。 

報告 者 は さき に 第 4 及び 5 報 に お いて Wenyon(1923) 
Andrews(1926) 等 が 行 つ た 発育 環 と 感染 試験 に 関す る 
追試 結果 を 述べ , 猫 か ら 見 出し た 大 型 種 は 7. 7/s と 同 
定 す べき で ある こと , 本 虫 は 犬 に 感 さ せる こと が で き 
な いこ と を 確認 し た 。 そ れ 故 欧米 の 研究 者 等 が 犬 か ら 見 
出し た 大 型 の oocyst を 普通 772s と いつ て いる こと 
に 対し て 疑 を 抱く に 至 つた 。 し か る に , 最近 米国 より 輸 
入 直 後 の シ ェ フ ァ ー ド 大 (生後 5 ヵ月 ) の 凍 か ら 上 述 の 
7. 7e/7s に 酸 似 し た 大 型 の oocyst (従来 尋 Zs と いわ 
れ て いる ) を 分 離し , 宿主 体外 に お ける 発育 (sporogo- 
ny) 並 びに 体内 に お ける 発育 (schizogony, garnetogony) 
その 他 の 観察 を 行 つて Ss の それ 等 と 詳細 に 比較 
し た 。 そ の 成績 の 大 要 は 次 の 通り で ある 。 

1. 犬 系 の 大 型 ISospora は 猫 に 感 委 さ せる こと が 測 
来 な い 。 

2. 犬 系 の oocyst の 大 き さ は 平均 38.8X30.2 ム ん, 猫 
系 は 43.5x32.94 で ある 。 “ 

3. 両 系 の oocyst は 共に 卵 円 形 を 呈 し 一 端 が 他 端 に 
比 し 僅か に 和 失 つ て いる 。 し か し 猫 系 の oocyst は 犬 季 に 
比べ その 笑 り 方 が や ヽ 鋭 い 。 

4. 犬 承 の oocyst に お ける sporoblast と sporoc- 
Yst は 概ね 縦 (9 字形) に 配列 する 。 し か る に 猫 系 の それ 
等 は 横 ( ニ 字形 ) に 配列 する 。 

5. 犬 系 の sporulation time は 28?C で 16 時 間 を 
要 し , 猫 系 の それ は 14 時 間 で ある 。 

6. 犬 系 の prepatent period は 11 日 , 猫 系 の それ 


は 8 日 で あ る 。 
7. 犬 系 は 腸 の 上 皮下 組織 (結合 織 細 胞 内 ), 猫 系 は 腸 
の 上 皮 交 胞 内 で 発育 増殖 する 。 


8. 宿主 体内 の 発育 環 (schizogony, gametogony) に 
お いて も $ ゃ 両者 間 に か な り の 差異 が 認め られ る 。 

以上 の よ うに 両 系 に は 分 類 上 重要 な 諸点 に お いて 開 暴 
が 認め られ た 。 それ 故 報 告 者 は 犬 ・ 猫 両 系 の 大 型 Isos- 
pora を 海外 の 研究 者 等 が いつ て いる よう に 同一 種 と 見 
人 芝 し 得 ず , 全く 別種 と 認め る べき で ある と 信ずる 。 よ つ 
て 犬 系 の 大 型 種 は 新種 と 認め る が その 命名 は 後日 に ゆず 
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129. 7oxo7/ZsyzZ go の 2 の 細胞 
化学 的 検索 並 に 薬剤 (サル シラ ア 剤 ) 
投 奥 に よる 変化 に つい て 


慶応 義塾 大 学 寄生 躍 学 教室 
阿 部 道夫 


Cytochemical investigation on 7ozo- 
の 72s22 022 and on the effect of 
sulfadrugs upon the armnount of R.N.A. 
and glycogen in the organisrnS. 
Michio Abe 


Toxoplasma R.H. 株 感染 マウ ス の 腹腔 内 の 虫 体 を 材 
料 と し て 検討 し た 。 

先 づ Heidenhain の Iron-haematoxylin 染色 (H.I. 
是 .) に て 充分 に その 一 般 形 態 を 観察 後 RNA は pyronin 
methyjgreen (P.M.G.) DNA は Feulgen 反応 , 多糖 
類 は Hotchkiss, McManus の 変 法 。 ホ ォ ス フ ァ ター ゼ 
は 酸性 テル カリ 性 共 , Gomori の 変 法 を 用 いて 菜 色 を 行 
つた 。 人 条 お 固定 に は 二 種 以上 の 固定 液 を 使用 し た 。 廿 .1. 
古 . で は 核 は 中 央 より 稽 ょ 鈍 端 に 偏在 そ の 略 ょ 中 央 に 大 
小 不同 の 楽 色 質 が 数 個 の 粒 と な つて 環状 を 呈し , 核 小 体 
を 中 に 入れ る 。 一 般 に siderophile granules は 大 きく 
原形 質 全 体 に 散在 , 核 の 周囲 に 密 集 す る 場合 を 多く 見 
る 。 Cross の 所 詩 Cytosty1l 様 の も の は 存在 す る が , 
数 ヵ所 に て 分 岐 する 如く 観察 され た 。 鋭 端 は 履 ょ 明る く 
抜け , Phlange な る も の も 観察 で きた 。RNA は 核 の 周 

に 於 て 最も 反応 強く , Cytostyl, Phlange, 空 胞 を 除 
き 一 様 に 反応 が 現れ た 。DNA は 三日月 型 の 静止 核 と 思 
われ る 虫 体 に て 環状 を 呈し , HIH の 朱 色 質 よ りゃ 比較 
的 小さ く 多 少 不 揃え の 粒 が 珠子 状 に 環 列 する が 如き 感 を 
懐く 。 核 小 体 は 反応 し な い 。 人 条 お 一 様 の 分 裂 型 と 思わ れ 
る 像 も る 観 窪 で きた 。 多糖 類 反応 は 後 , 貴 液 消化 試験 実施 
glycogen 後 な る 事 を 確認 . 是 glycogen は 占 粒 と し て 
存在 , 大 部 分 は 鋭 端 ご 大 きたな 円形 或 は 随 円 形 の 名 粒 と 虫 
体 全 体 に 散在 する 数 個 の 眠 粒 を 認 む 。 ホ ォ ス ファ ター ゼ 
反応 で は 酸性 アルカリ性 共 核 附近 , 鋭 端 等 に 中 等 度 陽性 
その 他 は 僅か に 反応 を 認 む る の み で ある 。 以上 glycog- 
en に 就 て は , Westphal の 報告 (1953) の 如く , 運動 が 
主として 忠 体 の 鋭 敵 で 行わ れる 事 , Bringmann u. Holz 
の 電子 顕微 鏡 的 鈴 察 (1953) に より , その 運動 性 繊 維 の 

Basale KOrnchen が その 鋭 端 に 存する 事 , 並 に Gusta- 
fson, Agar, Cramer 等 の 報告 する Conoidq 等 の 所 見 か 
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ら , こ ゝ に 展 * 見 出さ れる glycogen の 大 き な 眠 粒 は 
この 部 の 比較 的 活性 度 の 高い ホ * ォ ス フ ァ ター ゼ に よ つ て 
glycogen の 分 解 合成 が 行わ れ , その エネ ルギー 源 と な 
る の で あろ 5 。 人 和仁 お 虫 体 30 万 接種 し た マウ ス (15 一 7g) 
は 治療 し な い 場 合 6 日 迄 に 死亡 , 治療 例 (1 日 10mg づ 
つ 2 回 計 20mg 筋肉 内 注射 ) で は 少数 例 で ある が 約 40 一 
60 用 の マウ ス が 10 日 迄 生命 延長 し , この 際 RNA は 3 
4 日 で 朱 色 性 を 減少 し , glycogen も 一 部 の 虫 体 に 於 
て 著 減 し て いる の が 見 られ た 。 


130. 腔 トリ ュ モ ー ナ ステ の 解 化 鶏 卵 
接種 実験 3) 細菌 の 共 棲 に ょ る 影響 


慶応 義塾 大 学 寄 生 虫 学 教室 
紳 津 鉄 下 


Inoculation of アァ zco720242S の 6g272S in develo- 
ping chicken embryo. (3). Effects of bacteria 
upon the growth of the trichommonad. 


Tetsuhei 民 ozu 


著者 は 先 に 無菌 的 腰 ト リュ モー ナス (以下 略し て T. 
V. と 称す ) を 磐 化 鶏 卵 の 各部 に 接種 し , T.V. の 生存 及 
び 増 殖 の 傾向 を 報告 し た が , 今回 は 無菌 的 T.V. に 特定 
の 瀬 菌 一 種 を 共存 せ し め , 輝 を 豚 化 鶏卵 の 各部 ( 毅 尿 膜 
腔 , 壮 膜 腔 , 卵黄 論 ) に 接種 し V.V. の 増殖 の 傾向 を 見 
た 。 

その 結果 は 次 の 通り で あつ た 。 

1. 使用 し た 細菌 は SZ2 カ /. 2z7e24S。.S72 カ ん. c777e745, 
S727.。g7 の SS7. 2272747S, 7. ec の 77S, S7. eg720/ ツ - 
7 が czS, S7277. 6 の eZ772777S。C7 の 7 の / の 7c7S$。 gc70- 
の gc7zzs の 9 種 で あつ た 。 

2. 卵黄 凌 内 に て は , C4zd772 2/ の cgZS, S72 の ん . 26- 
ZS$, SZ2 カ . c272e24S$, S7. gecg7S と の 共存 の 場合 に 著 
明 に T.V. は 増殖 の 傾向 を 示 し た 。 

3. 羊 膜 腔 に て は , T.V. は 明 に 生存 し た が , 
亡 が 速 か な 為 に 増殖 は 確認 し 得 な か つた 。 

4. 毅 尿 膜 腔 に て は , T.V. は 増殖 の 傾向 を 示し , 
SZZ の 7。g7 の xs。 Cgz の 7 27 の cg2S, S/Z の 7。c277eS, 7. 
げ 2ecg77s の 場合 に 著 明 で あつ た 。 

5. 各部 を 通じ 明か に T.V. の 増殖 を 共存 に より 助長 
する 細菌 は S 刀 の が. 227ezS, SZ2 カ ん . cZ が 7e24S7 Cg の 77 
6752c22S, S7. 2ecg77s で あつ た 。 


卵 の 死 
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131. デア ル ヂ デア *・ ラ ム ブ リア の 
人 体 威 染 実 駿 


久里 浜 病 院 
野 崎 蒸 勝 





Hurnan infection experirnents 
of CZ2722 722 の 22 


Yasukatgu Nozaki 


20 名 の 結核 性 疾患 を 主 と す る 患児 及び 2 名 の 健康 小 
児 に 対し て 経口 的 に デア ル ヂ ア ・ ラ ム ブ リア の チ ス テ を 
与え た 。 投 与 方 法 は 寄生 便 を 水道 水 に て ガー セ 消 過 遠 沈 
を 繰 返 え し て 洗 滋 し 油 粉 末 を 加え , スト マイ , ベニ シリ 
! ン を 添加 し て カプ セル 中 に 封じ て 投与 し た 。 そ の 結果 , 

結核 性 患児 の 5 名 と 白血病 患児 1 名 と に 感染 し た 。 
感染 児 は 全て 軟便 に 傾き , 潜血 は 感染 4 ヵ月 迄 は 全て 

陰性 で あり , 便 の 脂肪 量 は 正常 穫 囲 内 で あつ た が 感染 後 

期日 の 経つ の に つれ て 増量 の 傾向 が か ある か に 思わ れ た が 少 

あき ボド 

氏 反 応 は 長期 間 の 寄生 に より 陽 転 率 が 高い 。 即 ち Ren- 

Se より 感染 の 如何 を 論じ て 

いる が , 此 の 実験 に て は 一 様 に 大 量 の チ ス テ を 与え た に 

拘ら ず 実験 対照 の */ 強 に 当る 16 名 に は 感染 し な か つ 

た 。 こ れ は 感染 に 関 司 す る 多く の 要因 が ある こと を 想像 

され る 。 更に 感染 者 の 便 に つい て 脂肪 量 を 測定 し て 感染 

後期 日 の 経過 こつ れ て 増量 の 傾向 が ある 様 に 思わ れ た 。 

即ち 腸管 の 脂肪 吸 必 能力 の 減退 を 来 し て 来る 様 に 想像 さ 

れ Veghelyie の 小 喝 の 発育 に 影響 が ある と 球 5 事 も 3 

な づ 又 ト リブ プレー 反応 及び 浅羽 氏 反 応 よ り 長 期間 
・ の 寄生 は 腸管 内 の 秋 症 , 魔 閥 , 等 の 存在 を 思わ せる 。 


132. 縮 羊 腰 席 痺 に 対す る スズ 
トニ ン の 予防 内 服 と 沈降 反 應 
久留 米 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
岡 部 浩 洋 
Prophylaxis of lumbar-paralysis of sheep 
with supatonin and precipitation test. 
Koyo Okabe 
昭和 28 年 夏 の 実験 に より スペ トニ ン 内 服 に より 細 壮 
| 腰 麻痺 の 予防 が 出来 る 事 は 判 つ た が , この 無 発病 が セタ 
リ ア 了 感 染 が な か つた も の か ), 感染 は あつ た が え ス 2 ぶよ ホ ニン 
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内 服 に より 死滅 し た も の か 決定 出来 な か つた 。 昭 和 29 
年 夏 は スベ トニ ン 内 服 前 後 の 沈降 反応 を 検査 する こと に 

より 予防 内 服 の 効果 を 比較 せ ん と 試み た 。 昭 和 29 年 8 
月 17 日 より 22 日 まで スペ トニ ン 1 日 3 鋼 宛 3 日 間 及 び 
6 日 間 三 部 落 の 細 羊 に 投与 し た 。 対象 は 福岡 県 三井 郡 大 
橋村 の 細 壮 頭 で 全て 長野 県 よ り 28 年 12 月 及び 29 年 3 
月 導入 し た も の で ある 。 

予防 内 服 前 の 沈降 反応 は 71 頭 (43 多 ) が 陰性 で あつ 
た 。.- 上 記 予 防 内 服 後 の 成績 は 全部 発病 し な か つた 。 こ の 
内 42 頭 に つい て 沈降 反応 を 試験 し た 。 抗原 は 馬 和 糸状 虫 
成 中 を ュ ヵ 氏 液 で 抽出 し , 重層 法 を 行 つた 。 

42 頭 中 16 頭 (38 ) が 陰性 で あつ た 。 100 倍 14 頭 , 
200 倍 8 頭 , 400 倍 1 頭 , 800 倍 3 頭 で 全般 的 に 力 価 が 低 
く な つて いた 。 力 価 が 上 昇 し た も の 4 頭 , 下降 し た も の 
7 頭 で あ る 。42 頭 中 29 頭 (69 を ) は 変化 な た か つた 。 全般 
的 に は 反応 は 変化 な た か つた と 考え られ る 。 

スパ バト ニン 内 服 の 場合 無 発病 が セタ リア に 感染 し た が 
スパ トニ ン 内 服 に より 幼 昌 が 死ん だ た め に 発病 し な か つ 
た も の か , スペ トニ ン 内 服 と 関係 な く 感染 が な か つた か 
批判 せん と 試み た が , 内 服 前 後 の 反 応 は 大 差 な く , 新 し 
い 感 業 は 行わ れん な か つた と も 考え られ る が , 適当 な 対照 
を お く 事 が 出来 な か つた し , 同じ 村 の 山羊 の 発病 な く , 
スペ トニ ン に より 腰 麻 痺 の 発病 を 予防 出来 た と 千 論 す る 
こと は 差 控 える 







































133. 物 下 carrier の 臨床 的 
研究 (1 ) 


予 研 寄生 虫 
石橋 達 ・ 佐 藤 澄子 
久 津 見 晴彦 ・ 小 宮 義 孝 
八 王 寺 保 健 所 
小野 田 孝 義 
横浜 大 学 医学 部 
永井 隆 吉 


Clinical studies on the hookworm carriers (1). 
Tatsushi Tshigaki, Sumiko Sato, 
Haruhiko Kutsum, Yoshitaka Kormniya, 
Ryukichi Nagai, Takayoshi Onoda 


東京 都 入 王子 保健 所 管内 及び 茨城 県 石岡 保健 所 管内 の 
農村 部 落 で 検便 を 行い 釣 虫 卵 保有 者 142 名 に 就き 集団 度 
由 を 行 つ た 。 そ の 際 同 時 に 問診 表 に より 自覚 定 と 釣 虫 性 
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皮膚 妖 を , 打 聴 診 に より 循環 器 消化 器 等 の 症状 を , 耳 梁 
採 箇 に より 血色 素 量 (塩酸 ヘマ チン 法 16 g/k1 ニ 100 ) 
好 酸 球 , 網状 赤血球 %% を 検査 し た 。 完 全 に 駆虫 され た 
116 名 に つき 成績 を 整理 し た 。 その 内 訳 は ヅ ビ ェ = 釣 虫 感 
染 者 46 名 アメ リカ 釣 虫 感染 者 39 名 , 混合 感染 者 31 
名 で いづ れ も る 軽 感染 者 が 主 で ある 。 

臨床 症状 の 概観 は 符 血 ( 碧 色素 量 75 以下 ) 27 ダ , 好 
酸 球 増加 (10 以上 )53 , 釣 虫 性 皮膚 央 約 32 疲れ 旬 
い 及 び 胃 痛 腹痛 各 26 , 岐 量 21 , 動 違 , 異常 醸 机 , 
心 失 第 一 音 不純 , 耳鳴 等 約 20 用 宛 で ある 。 重 感 染 者 は 
アメ リカ 狗 虫 3 名 , ヅ ビ = 釣 虫 5 名 で 貧血 , 循環 器 及び 
消化 器 の 症状 が ある 。 

この 人 達 の 臨床 症状 の 内 寄生 虫 数 と 正 相関 の ある の は 
両 種 を 通じ て 消化 器 症 状 で 釣 昌 性 皮膚 疾 は アメ リカ 釣 下 
に , 循環 器 は ダビ ェ = 銘 虫 に 正 相関 を 示 し た 。 即 ち 感染 種 
に より 了 共 床 症状 に 差 が ある 。 

血色 素 量 を みる と ヅ ビ ニ = 釣 虫 30 隻 以内 で 虫 数 と 各 血 
の 相関 な し , アメ リカ 銘 虫 約 150 隻 以 内 で 同様 の 関係 あ 
り 軽 感染 者 で は 筆 箇 は 起り 難い 。 し か し 詳細 に 見 る と 軽 
鍵 者 が か ある, そこ で 和 企画 の 起 ら な い 原 因 を 造血 器官 の 
半 抗 力 と 考え て アメ リカ 銘 虫 感染 者 で 綱 状 赤血球 数 を 
る と , 140 隻 以下 の 感染 者 で 各 血 を 起 さ な い 者 で は 貼 数 
と 網状 赤血球 間 に 正 相関 が 証明 され た (危険 率 2.5 ) 。 
次 に 虫 数 を 一 定 範囲 に し て 筆 血 と 網状 赤血球 数 の 関係 を 
みる と 10 和食 以下 で は 相関 が な い 。 即ち 造血 器官 の 半 撤 
力 が 働か な く て る 筆 析 が 起 ら な い 。 1050 隻 で は 正 相 
関 あ り ( 誠 険 率 5 ) 捕 抗 力 の 弱い 者 に 貧血 が 起 る 。 以 上 
の 所 見 か ら 軽 感染 者 の 各 血 は 造 碧 器官 の 拓 抗 力 と 虫 数 と 
の 相互 関係 の 上 に 生じ て 来る も る の で ある と 考え る 。 

好 酸 球 数 は ゲ ビ = 釣 虫 で は 節 血 を 起 さ な い 者 (75 以 
上 ) で は 最高 30 用 まで 広く 分 布 す る が 貧血 者 で は 10 
以下 で あつ た 。 虫 数 と の 間 に は 相関 が な い 。 ア メリ カ 釣 
東 で は 節 血 と の 間 に 相 関 が か な く , 下 数 と の 間 に 約 10 隻 
以下 の 場合 に 相関 の ある よ うな 結果 で あつ た が 検定 し て 
有意 に な ら な か つた 。 好 酸 球 の 反応 を ど う 解 生 す る か は 
保留 する 。 

混合 感染 者 を グ ビ = 釣 虫 1 隻 アメ リカ 釣 虫 5 隻 の 比率 
で 換算 し て 貝 数 と 血色 素 量 , 綱 状 赤血球 等 と 相関 求め 
て みる と 大 体 単 独 寄 生 者 の 場合 と 似 た 状況 に な つた 。 
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134. 多 是 carrier に 関す る 研究 
(7 ) 五 井 保健 所 受診 者 に 於 ける 
血液 所 見 に つい て 


千葉 県 五井 保険 所 
山田 義雄 ・ 五 十 嵐 和子 
千葉 大 学 公衆 衛生 学 教室 
柳沢 利 喜 雄 ・ 矢 島 ふ き ・ 町 田 坪 一 


The studies on the hookworrm-CarrierS, 
(7 ) On blood pictures of outpatients 
at Goi Health Center. 
Yoshio Yamada, 氏 Kazuko Igarashi 
Rikio Yanagisawa, 革 uki Yajima 
氏 iichi Machida 

千葉 県 五井 保健 所 管内 は 銘 虫 の 淫 浸 率 (44.6 多 ) 極め 
て 高く 従 つ て 釣 虫 寄生 に よる 訴え を も つて 保健 所 を 訪 づ 
れる 受診 者 は 少く な い 。 私 達 は 保健 所 へ の 多 虫 症 の 受診 . 
頻度 を 調べ 血液 所 見 に つい て 銘 虫 症 釣 虫 キャ リヤ 東洋 毛 
様 線 虫 寄生 者 の 各 群 を 虫 卵 陰性 者 を 対照 に 比較 検討 し 更 
に 寄生 種 界 寄生 数 別に 観察 し た 。 

被 検 者 は 19 一 60 歳 千 の 男子 を 診察 日 ( 隔 日 ) に 2 一 3 人 
無 作為 に 抽出 し 下記 に よ り 検 査 を 行 つた 。 
検査 項目 1. 血液 検査 1) 赤血球 白血球 2) 血色 素 量 , 
3) 綱 状 赤血球 (プリ ラン トク レジ ー ル ブラ ウツ ウ 染色 , 赤血球 
と の 千 分 比 ) 4) 好 酸 球 ( ほ モン クレ マン 菜 色 , フッ クス ロー 
ゼン ター ル 計 算 板 に て 算定 9s.s を 乗じ 1mmm3 中 の 数 と 
し だ ) 

II. 検便 , 硫 苦 加 食塩 水 浮 渡 2 本 値 , 藩 抹 3 枚 値 

III. 上 養 検査 義 便 0.5g 瓦 培 養 法 

IV. 排 虫 数 検査 釣 虫 寄生 者 24 時 間 便 江 便 


被 検 者 寄生 虫 別 感染 率 











呈 別 記 溢 区 和束 | 綴 中 | 妹 | 上 | 病 目 | 区 他 
陽 企 率 | 47. |35 | 6 |5 | 本 す 拉 
| 1|53.9| 9.1|7.5| 4.5| 0.5| 15.2 


1 


被 検 者 66 名 に つい て 上 床 症状 及び 寄生 昌 検査 培養 成績 

に より 下記 各 群 に 分 けた 。 

1. 釣 虫 症 群 2. 釣 虫 キャ リヤ 群 3. 軽 寄生 者 大 
15(22.7 ) 20(30.3 多 ) 15(22.7 ) 

4. 貝 卵 陰性 群 

10(15.2 ) 
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年 6 月 (955)} 


各 群 別 血 液 所 見 





っ | 正 色 脆 天 
症例 自 
還 』 aa 1 本 義 | 4 ュ に 








! 


多 中 症 | 15 060. 91. 0 3 0633966 15.2 
釣 キ ャ リ ャ | 20 | 405. 5 97 .70. Ce -66675947 |14*1 
束 卵 陰 性 10| 431.881.00.9315.1I6600511.6| 7.7 


| 
| 
東毛 寄生 15 402.0 ! | 





1. 21. 01I14 . 95926419.0 0 6.9 


寄生 種別 血液 所 見 





症例 下旬 人 箇 間 本 

種 別 雪 | 寂 血 珠 rar 球 | 球 | 久 
= |z| ssg w .1.01 24.06,700025h5.8 
混合 |19| 331.568.40.9525.6|5.340| 89216.2 
アメ リ ヵ | 3| 448 |77.70.8519.3|7,400134817.8 
(一 ) 10 | 431 |81*00.9315.1|6,600| 511| 7.7 


| 
東 毛 |15| 402 81.21.0114.8 5,926, 419| 6.9 























排 虫 数 別 血 液 所 見 


排 星 例 
数 別 | 





還 全 | 狂 折 生 | 。 | 半 状 
ES 素 則 球 4 な es 陸上 








陰 人 尾 |10|431 II. 00. 93 6,600| 511.6| 7.7I15.1 

1 一 10 | 10 | 403 BO. 21. ol, 400 804 H3.0 .019.8 
1 30 | 9 | 361.672. 51. 76. 000 688 12. 1 0 
31>100 | 4 | 295 |56. 70.98 7, 2001, 065 hs. 630.5 


101 一 340 | 5 | 298 |52. 80. 84 6001, 106 h6. 237.2 











1. 五井 保健 所 の 受診 者 に 於 て 銘 虫 症 は 4.4 の 頻度 に 
て 績 現し た 。 

2. 釣 虫 症 群 に 於 て は 赤血球 血色 素 量 の 著 明 な 減少 好 
酸 球 綱 状 赤血球 の 明らか な 増加 を 見 た 。 

3. 釣 虫 キャ リヤ 和 群 に 於 て 赤血球 血色 素 量 に 差 は な く 
好 酸 球 の 増加 網状 赤血球 に 増加 の 傾向 を 見 た 。 

4. 東洋 毛 様 線 虫 群 に 於 いて は 殆 ん と ど 差 を 見 な い 。 

5. 寄生 種別 に 於 いて は ヅ ビ ニ = 種 及 び 混合 種 に 閉 明 な 
差 を 見 , アメ リカ 種 に 於 いて は 症例 数 が 少 い が 好 酸 球 の 
増加 以外 に は 差 が みとめ られ な か つた 。 

6. 排 虫 数 と の 間 に は 明らか な 相関 が 見 られ た 。 

7. 排 虫 数 30 隻 を 界 と し て 血液 所 見 及び 臨床 症状 の 
発現 に 相 上 暴 が ある 様 に 思わ れる 。 


( 107 ) 





135. 群馬 騒 地 方 に 於 ける 多 四 
分 布 状 況 (3 ) 
千葉 大 学 公衆 衛生 学 教室 
柳沢 利 喜 雄 ・ 水 野 哲 夫 


The distribution of the hookworm in 
Gurnrn prefecture. (3 ) 


Rikio Yanagizawa, Tethuo Mizuno 


(1) 群馬 県 に 於 て は 釣 昌 卵 陽 性 系 と その 土地 の 標高 と 
の 間 に は 相関 関係 あり 。 故 に 群馬 県 の 如き 地方 に 於 て は 
標高 を 以 て 層 化 の 基 浴 と する も 大 過 な か らん 。 

2) 釣 虫 卵 陽 性 率 と その 土地 の 田 率 畑 率 樹 園 率 と の 間 
に は 分 の 関係 ある も の の 如 し 。 

(3③) 釣 昌 卵 陽性 系 と pH と の 間 に は 関係 な きも の の 如 
も ょ 

(4) 銘 虫 卵 陽性 率 と 年 平均 気温 と は 
も の の 如 し 。 


, 半 分 の 関係 ある 


136. 大 釣 虫 雌 躍 草 独 短 生 例 に 
於 ける 下 卵 の 概 索 に 就 て 
千葉 大 学 公衆 衛生 学 教室 
柳沢 利 喜 雄 ・ 水 野 哲夫 ・ 矢 島 ふ き 
町 田 喜 一 ・ 伊 佐 博夫 


Examination of ova in feces of the dog infe- 
cted only with female 47cy/os/ の 72 の C の 7477472 
Rikio Yanagizawa, Tetsuo Mizuno, 
Fuki Yajirna, Kiichi Machida, Hiroo Isa 


割 検 に 依り 寄生 有無 の 確認 が 比較 的 容 抑 で ある 犬 を 用 
いて 犬 銘 虫 卵 の 不 受精 卵 の 存在 を , 受精 の 機会 が な いと 
認め られ る 雌 虫 の み の 単 独 寄生 例 に 於 ける 場合 に 就 いて 
検索 を 行 つ た 。 装 便 検査 は 排 洪 便 , 直腸 便 に つい て , 硫 
昔 加 飽和 食塩 水 法 6 一 12 本 , 並 に 瓦 塔 養 法 1 一 4 枚 を 行 
う 。 被 検 大 40 例 の 内 , 義 便 検査 で 犬 釣 昌 卵 陰性 の 19 例 
は 割 検 に より , 両性 寄生 1 例 , 雌 虫 単独 寄生 7 例 , 雄 虫 
単独 寄生 2 例 , 無 寄生 9 例 で あつ た 。 犬 狗 昌 卵 陽性 の 21 
例 は , 全 例 , 両性 寄生 で あつ た 。 

雌 虫 単独 寄生 の 場合 に は , 今回 は 工 便 中 に 虫 卵 を 確認 
し 得 な か つた が , 此 虫 虫 体 検査 の 結果 , 子宮 膝 内 に 下 卵 
を 認め た 。 由 卵 の 形態 に 就 い て は 次 の 機会 に 発表 する 予 
定 で ある 。 











137. 特殊 環境 下 に ある 釣 昌 
キヤ ャ リマ ヤー の 調査 


峰 之 沢 鉱山 
石 坦 達 


nvestigation of hookworrm-carrierS 
in specific enviroment。 


Toru Ishizuka 


余 は 昭和 29 年 5 月 , 静岡 県 峰 之 沢 鉱山 に 於 て 鍋 虫 Ca- 
rrier の 身体 計測 並 に 身体 機能 検査 に 関し て 調査 を 行い 
以下 の 如き 成績 を 得 た 。 

検査 は 身長 , 体重 , 胸囲 , 胸囲 拡 縮 差 , 上 腫 囲 , 握力 
筋 力 , 肺活量 , 比 胸囲 , 比 体重 , ロー レル 指数 に つい 
て 各々 平均 値 及び 平均 誤差 を 求め , 狗 虫 Carrier 群 と 
釣 虫 陰性 者 群 と の 間 の 差 を 検討 し た 。 双 最高 血圧 , 最低 
功 圧 , 血 沈 値 の 分 布 状 態 に つい て も 2 群 の 間 の 差 を 比較 
検討 し た 。 

男 予 592 名 に つい て , 身長 は 釣 昌 陰性 者 群 (陰性 群 と 
略す ) 161.22 土 0.29, 釣 虫 Carrier 群 (陽性 群 と 略す ) 
159.74 土 0.28 で 陽性 群 が 劣 つ て 居り この 差 は 有意 で あ 
る 。 体重 , 陰性 群 54.86 土 0.29, 陽性 群 53.85 土 0.39, 
で あつ て この 差 は 有意 で は な い 。 脚 囲 , 陰性 群 85.61 
0.20, 陽性 群 85.65 土 0.28, 之 は 有意 の 差 で は な い 。 胸 
差 拡 縮 差 , 陰性 群 5.79 十 0.06, 陽性 群 5.39 土 0.09, 之 
は 有意 の 差 で 後者 が 劣る 。 上 有 囲 , 陰性 群 25.26 土 0.09 
腸 性 群 25.21 土 0.13, 之 は 有意 の 差 は な い 。 握力 , 陰性 
群 28.85 土 0.33, 陽性 群 27.69 十 0.53 で 辛 じ て 有意 の 差 
と は 言 を な い 。 痛 筋 力 , 陰性 群 142.16 土 1.17, 陽性 群 
140.54 土 1.56, 有意 の 差 は な い 。 肺活量 , 陰性 群 37.21 
キ 0.33, 陽 隆 群 36.16 土 0.34, 有意 の 差 は な い 。 比 胸囲 
陰性 群 52.55 土 0.13, 陽性 群 52.89 土 0.19, 有意 の 差 は 
な い 。 比 体重 , 陰性 群 33.30 土 0.14, 陽性 群 33.61 土 0.21 
有意 の 差 は な い 。 ュー レル 指数 , 陰性 群 130.91 土 0.60, 
賜 性 群 132.33 土 0.36, 有意 の 差 は な い 。 

更に 女子 64 名 の 調査 の 結果 は 次 の 如く で あつ た 。 

身長 , 陰性 群 149.37 土 0.66, 陽性 群 149.08 土 1.45, 
体重 , 陰 粒 群 48.38 士 0.77, 陽性 群 45.58 士 1.60, 胸囲 , 
陰性 79.27 土 0.73, 陽性 群 77.42 土 1.13, 拡 縮 差 , 陰性 
群 4.89 二 0.13, 陽性 群 5.14 二 0.24 上 騰 囲 , 陰性 著 
23.09 土 0.29, 陽性 群 22.73 土 0.38, 握力 , 陰性 群 13.91 
主 0.69, 陽性 群 11.81 土 1.04, 背筋 力 , 陰性 群 78.72 圭 


--38, 陽性 群 77.30 土 4.80, 肺活量 , 陰性 群 23.85 土 0.65 
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陽性 群 25.04 土 1.63, 比 胸囲 , 陰性 群 53.00 二 0.57, 陽 
性 群 52.07 圭 0.60, 比 体重 , 陰性 群 32.22 土 0.45, 陽性 
群 31.14 土 0.88, ロー レル 指数 , 陰性 群 145.73 土 2.92, 

陽性 群 142.39 土 4.33 で ある が 何れ も 相互 の 間 に 有意 の 
差 を 認め られ な い 。 更に 最高 血圧 , 最低 血圧 , の 分 布 状 
態 に つい て は , 共に 釣 虫 Carrier 群 の 方 が 高値 に 傾き , 
碧 沈 値 は 極 く 軽 度 の 促進 の 傾向 が 見 られ た 。 


138. 実 駿 的 多 虫 症 , 特に 雌性 
性 器 と の 関係 


熊本 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
寺尾 知 造 ・ 市 村 王 


Pathological studies on the female sexual 
organS with experimental anchylostommiasiS. 


Tomomichi Terao, Taira Ichirnura 


我々 は 多 虫 症 に 於 ける 雌 仁 々 器 の 機能 的 器質 的 変化 を 
究め よう と し て 次 の 様 な 実験 的 研究 を 行 つ て 居る 。 

急 虫 は 犬 釣 昌 を 用 いそ の 乳剤 を 製 し , 家 各 友 下 に 毎日 
10, 50, 100 隻 分 含有 液 を 注射 し , 注射 日 数 は 10, 30, 
60 日 と し て , 子宮 , 卵巣 其他 雌性 々 器 の 組織 学 的 検索 を 
行 つ た 。 被 検索 束 は 仔 兎 , 成 部 の 両 群 に 分 ち , 更に 成 吉 
家 更正 常 家 束 , 妊娠 家 各 , 産 得 家 束 , 更に は 釣 虫 乳剤 
注射 中 に 妊娠 せしめ た も の , 或 は 注射 終了 後 妊娠 せ し め 
た も の 等 を 組合 せ て 居る 。 これ 等 実験 成績 は 現在 共 お 整 
理 中 で ある か 今回 は 第 1 回 報告 と し て 其 の 一 部 を 報告 3 
る 。 

成熟 正常 家 各 の 子宮 は 乳剤 注射 に よ つ で て 非常 に 高度 の 
変化 は 起り 難い 。 長期 注射 群 の 少数 例 に 管 長 の 膨 化 
血管 周囲 の 水腫 , 少数 の 円 形 細胞 浸潤 を 認め る に すぎ な 
い 。 広範 な 出血 , 斑 死 等 の 高度 な 変化 は 起 ら な い , 症 膜 
管 は 拡張 し , 粘膜 結合 織 の 水腫 は 筋 層 よ り 高度 で あ 
る 。 子宮 動脈 内 に 耳 注 射す る こと に より 胃 , 肝 等 に 起 し 
得 た Allergie 性 組織 変化 の 出現 を 期待 し た が 未だ 認め 


る こと は 出来 な い 。 


盤 に 於 ける 壊死 偽 の 瀬 発 で も ある, 殊 に 子宮 動脈 内 再 注射 
に より 更に 容 邊 と な る , 注射 家 更 の 約 48 に 胎盤 苦 死 
籠 の 出現 を 来 す , 子宮 側 胎盤 に 認め られ , 胎児 胎盤 に は 
認め られ な い , 壊死 は 出血 性 震 死 , 貧血 性 震 死 を 交え る 
面 し て , 胎盤 血管 の Fibrin 血栓 形成 , 碧 行 停止 は これ 
等 変化 の 主因 の 如く 思わ れ , 子宮 体 血 管 に 認め られ た 血 
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管 歴 の 変性 変化 は 子宮 胎盤 血管 に 強く 表現 せら れる , 
か ょ る 見 地 よ りす れ ば 同一 乳剤 の 韻 起 する 血管 変化 に 
る 臓器 組織 に ょ り 其 の 反応 性 に 差 暴 の 存 春 す る こと に な 
る 。 こ れ が 血管 自己 の 反応 性 に ある の か , 臓器 に 因 を 有 
する の か 検討 の 要 を 知り この 方 法 も 臓器 組織 の 素因 解明 
の 一 助 か ら ん か と 推察 する 。 


139. 者 種 化学 薬品 の 釣 下 感 
染 仔 是 の 運動 に 及ぼ す 影 導 


予防 衛生 研究 所 寄生 虫 学部 
安 誕 岡 一 男 ・ 小 宮 義 考 


Effect of anthelmintics on behavior 


of hookworm larvae。 


氏 Kazuo Yasuraoka, Yoshitaka 氏 omiya 


犬 釣 虫 仔 昌 の 遇 化 後 7 一 14 日 間 の も の を 用 い , 仔 虫 の 
運動 に 対す る 各種 の 釣 虫 及び 頭 虫 駆 虫 剤 の 影響 を 観察 し 
1) 水溶 性 に な し 得る 駆虫 剤 

楽 剤 の 0.1g を 20cc の Propylene glycol に 完全 に 
融解 , 更に 80cc の 蒸溜 水 を 加え て 各々 1,000 倍 稀 釈 の 
濃度 と し た 。 楽 剤 作用 後 の 仔 虫 の 運動 の 観察 は , 主 と し 
て 仔 虫 頭 端 の 揚 動 10 回 に 要 す る 時 間 を 測定 し て 正常 運 
動 を (演題 102 参照 ), 運動 が 消失 し た 後に 熱 , 機械 的 刺 
戦 を 与え て の 反応 の 有無 を 調べ た 。 





| 下 常 運動 | 自発 運 動 | 放電 反応 


hymnol 


5 一 7 分 | 60 一 80 分 180 一 240 分 
1B2KN 3 一 5 分 | 40 一 50 分 | 60 一 80 分 


4B1RN 3 >5 分 | 30 一 40 分 | 60 一 70 分 
7 >10 分 | 50<60 分 | 90 一 110 分 

0R 30 10>15 分 | 40 一 50 分 | 80<90 分 
Kainic acid 3 時 間 16 ン 18 時 間 24ー26 時 間 
Piperazine | 和 分 | 1 一 2 時 間 | 6 一 8 時 間 


Hexyjresorcinol 











2) 水溶 性 に な し 得 な い 又 虫 剤 

四 塩 化 エ チレ ン , 四 塩 化 炭 素 , ヘ へ ノボ ヂ 油 は 原液 の ま 
ヽ , 解剖 針 で 釣 つた 仔 昌 を 速やか に 投入 , 投入 後 の 運動 
の 変化 , 又 常 水 に も ど し て か ら の 運動 の 愉 復 状態 に つい 
て 観察 し た 。 四 作 化 エチ レン は 作用 後 1 分 以内 に 既に 正 
常 運動 が 失わ れる が , 作用 後 20 分 迄 は 常 水 に もど し て 
30 分 以内 に 正常 運動 に 眉 復 し , 作用 後 35 分 迄 は 3 時 間 
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以内 に 快復 , 45 分 迄 は 24 時 間 以 内 に 信 復 し , 作用 60 分 
に な る と 遂に 正常 に 快復 し な いこ と を 認め た 。 四 塩化 炭 
素 も 作用 後 直ちに 正常 運動 が 消失 し , 作用 後 1 分 迄 は 常 
水 に も ど し て 3 時 間 以 内 に 正常 に 候 復 し , 作用 20 分 迄 
は 24 時 間 以 内 に 眉 復 , 作用 後 50 分 に な る と 正常 に 信 復 
し な い 。 へ ノボ ポチ ヂ 油 (85 多 ) は 作用 1 分 で , 常 水 に も ど し 
て も 全く 正常 に 惨 復 し な い の を 認め た 。 

鈴虫 仔 虫 の 運動 に 対す る 影響 が , 釣 虫 駆虫 剤 と 顕 昌 の 
それ と の 間 で 上 表 の よう な 大 き な 開 き が 認め られ , 刺 埋 
反応 が 消失 し た 後 の 仔 虫 体 に 見 られ る 変化 が , 駆虫 に よ 
つて 排出 され た 成体 の それ と 同一 で ある こと 等 か らし て 
仔 虫 に 対す る 駆虫 剤 の 作用 機 序 が 成虫 に お ける 場合 と 同 
ーー の も の で は な いか と 考え られ , し た が つて 多 虫 駆虫 剤 
の in vitro test が 仔 を 用 いて も な し 得る 可能 性 の あ 
る こと を 示唆 する と 思わ れる 。 こ の 点 に 関し て は 更に 他 
の 面 か ら の 実験 を 続け て ゆく 予定 で ある 。 


140. 物 是 寄 生 に よる 容 勝 間 膜 
リン ぷ 委 炎 
長野 県 佐久 病院 
伯 島 貞 司 


Mesenterial lymphadenitiS of jejunurm 
due to 4zcy/9s7 の 22 の 2 の 76 の /6。 
Teiji Hijima 


演者 は , 釣 虫 寄生 患者 の 上 腹部 手術 例 約 30 に お いて , 
常に 空腸 上 部 の 腸 フ レグ モー ネ 及 び 高 度 の 所 属 空腸 聞 膜 
リン ボ 節 災 を 見 出し , これ ら の 局所 的 稀 見 と 臨床 症状 と 
の 間 に , 甚だ 重要 な 関係 の ある こと を 認め た の で 報告 す 
る 。 
即ち , 開腹 時 女 見 と し て 釣 虫 寄生 部 の 腸 フ レグ モー ネ 
と 共に , 腸 聞 有 節 の 秋 症 性 変化 と し て , ⑨① 果 々 た る 腫 用 
(tabes mesaraica), ② 時 に 融合 し て の Paket の 形成 , 
③ 又 それ ら の 圧迫 刺 戦 , 感染 に よる 腸 間 膜 の 療 吾 化 , ④ 
更に 節 の 化 騰 軟 化 に よる 臓 瘍 の 形成 な ど が 特徴 的 で あ 
る 。 

これ ら の 処 見 と 関 悲 し て , ① 全 手術 例 に 認め られ る 上 
腹部 圧痛 , 食後 痛 , 便秘 な どの 障害 は , 胃 ・ 十 二 指 腸 沖 
瘍 症状 を 呈し , ② 双 いわ ゆる 療 門 性 腸 聞 膜 災 を 起す た め 
腸 狭 字 症 状 を も た らし , ③ 腸 瘍 の 形成 に より , いわ ゆる 
特発 性 小腸 間 膜 臓 瘍 , 或 は 急性 化 騰 性 腹膜 炎 を 起す こと 
な どの 事実 が 注目 され ね ば な ら な いと 思わ れる 。 
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間 膜 り ン ベ 節 を 検索 する に , ① 腸 壁 に お いて は , 粘膜 層 
間 質 に お ける 網状 細胞 組織 球 の 増殖 , エ オ ジン 嗜好 球 の 
浸潤 , 粘膜 下層 に お ける 浮腫 , 組織 球 , 白血球 の 浸潤 を 
認め , リン バ 節 に お いて も る, 一般に 網状 細胞 , プラ ス 
マ 細 胞 の 増殖 , エ オ ジン 嗜好 球 の 浸潤 が 認め られ る 。 
従来 , 腸 聞 膜 リン バ 節 実に つい て は , 結核 性 ・ 非 特 暴 
性 の も の を 通じ て , 廻 盲 部 に 関す る 以外 に は , 殆ど 検討 
され て お ら ず , まし て 魚 虫 寄生 に よる 腸 間 膜 り ン メ 節 の 
各 様 の 秋 症 変化 及び その 臨床 症状 と の 関 汰 性 に つい て は 
全く か えり み ら れ な か つた の で ある 。 

演者 は , 開腹 手術 時 に 確認 せる 銘 虫 症 に つい て , 外科 
的 領域 より , 自己 経験 例 を 示説 し , 検討 を 加え , 識者 の 
注意 を 喚起 する 次 第 で ある 。 


141. 宮城 騒 一 農村 に 於 ける 移 了 
の 疫学 的 調査 と その 考 祭 
宮城 県 衛生 研究 所 
青木 大 輔 ・ 白 取 購 彦 ・ 鈴 木 了 司 


Epidemiological studies on ancylostorniasis 
in a village of IMiyagi Prefecture. 
Daisuke Aoki, Takehiko Shiratori 


Noriji Suzuki 


宮城 県 南部 地方 の 柴田 郡 金 ヶ 瀬 村 に お いて 銘 虫 の 感染 
状況 を 飽和 食塩 水 浮 渡 法 及び 直接 塗 抹 法 に よ つ て 964 名 
に つい て 調査 し た 。 

その 結果 , 平均 感染 率 は 50.21 で 県 内 の 他 町 村 に 較 
べ て か な り 高 率 で あつ た 。 

これ を 年 齢 別に みる と , 4 歳 ま で , 16 歳 まで , 59 歳 
まで 及び 60 歳 以 上 の 4 群 に わか れ , 中 学校 を 卒業 し て 
直接 農 耕 に 従事 し ,。 釣 虫 仔 虫 に よる 汚染 の 場 に 接する 機 
会 の 多い 第 3 群 が 最 も 感染 率 が 高く , 行動 半径 の 少く 汚 
抹 の 場 に 殆 ん ど 接 する こと の な い 第 1 群 が 最 も 低く , 第 
2 群 は その 中 間 に 存 在 する 。 

性 別 で は 各 年 齢 層 共 感染 率 に 有意 差 を 認め る こと は 紅 
来 な か つた 。 

更に 昔 業 に 感染 率 を 考察 する と , 直接 農耕 に 従事 する 
階層 は 高い が , 農家 内 に お いて も 留守 番 そ の 他 農 耕 に 従 
事 し な い 階 層 は 有意 に 少 い 。 学童 及び 乳幼児 は 更に 少く 
感染 率 が 生活 型 と 直接 関係 し て いる こと が 分 る 。 

又 地 域 別 に みる と , 丘陵 地 の 多い 地 如 は 高い が , 平坦 


更に 病理 組織 学 的 に , 試験 切除 せる 空腸 壁 及 び 所 属 腸 
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地 で は 感染 率 は 低い 。 
又 5 一 14 歳 と 20 一 59 歳 の 感 肖 率 の 比 を ん と る と 1:2.6 
と な り 本 調査 地 が 濃厚 感染 地帯 で ちる こと が 分 る 。 
テト レン に よる 務 虫 薬 服用 後 8 時 間 の 排 虫 数 調査 で は 
調査 人 員 216 名 で 平均 プ ビ = 釣 虫 3.7 食 , アメリカ 多 虫 
20.7 隻 で その 比 は 1 : 5.6 で あり , この 割合 は 地区 に よ 
つて 相 異 し , 本 調査 地 の よ うぅ な 小 地域 の 中 で も アメ リカ 
釣 昌 と ヅ ビ = 銘 昌 の 分 布 が 一 様 で な いこ と を 示す 。 及 ア 
メリ カ 多 虫 の み を 寄生 する も の 42.5 , ヅ ビ = 鋼 虫 の 
み を 寄生 する も の 12.3 多 , 両者 の 混合 寄生 し て いる も 
の 45.2 で 両 種 の 寄生 者 の 割合 は 1.52 : 1 で あつ た 。 
以上 の こと より , 直接 農耕 に 従事 する , し な いと いう ぅ 5 
農民 の 生活 系 を 考え る と , 鍋 昌 に よる 汚染 環境 の 場 に 入 
る 頻度 の 多い も の 程 , 濃厚 感染 を 5 うけ て お り , 同一 汚染 
環境 内 で は 生活 系 が 大 きた 役割 を 果して いて , 農民 の 生 
活 と 汚染 環境 の 場 と の 相互 作用 が その 感染 率 と 審 接 な つ 
な が り を 有 し て いる と 考え られ る 。 


142. 愛知 区 下 の 学童 に よる 多 東 
の 分 類 調査 に つい て 


中 部 日 本 寄生 虫 予防 協会 
武 田 正 義 


The classification of hookworrm carrierS 
of school-cbildren in Aichi Prefecture。 


Masayoshi Takeda 


近年 各種 寄生 虫 の 感染 状況 は 逐 年 低下 し て いる が 狗 昌 
に お いて は な お 高度 の 感染 が 見 られ る 。 

今回 私 は 銘 虫 感染 状況 を 調査 する と 共に 如何 な る 種類 
の 多 虫 が 本 県 に 分 布 し て いる か を 知る 目的 を 以 つて 学 音 
を 対照 に 藩 抹 法 ( モ ロフ ァ ン 紙 法 ) と 原田 氏 法 に よる 培養 
を 併用 し 野 化 仔 昌 に つき 分 類 を 行 つ た 。 

これ は 昭和 29 年 4 月 より 7 月 の 4 ヵ月 間 の も の で 釣 
虫 卵 の 検出 率 は 北 油 楽 郡 の 15 を 最高 に 又 最 低 は 刈谷 
市 の 0.3 と 衝 郡 市 共に 検 紅 を 見 て いる 。 

分 類 は 各地 区 の 銘 昌 保有 の 学童 900 名 に つき 行 つ た 。 
その 千 果 額 田 郡 幸田 地区 に 訟 いて は ecg/97 の 7677- 
cg2eS 21.54 , 4zcy7os79222 zo の eZg7e 63.08 で 両 
者 の 混合 感染 は 15.38 で あり 双 名 古屋 市 に お ける 調査 
(に お いて も Acecg/9z 72677cg22S 15.79 め 4zcy/os72- 
2 gz の 9ezg7/e 81.05 め , 両者 混合 感染 は 3.16 多 と 前 
者 に 次 く ぐ Aecg7oz ge77c22S が 多く これ 等 は 工場 地 
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帯 と 大 都市 へ の ecgoz ge が cgzS の 感染 度 が 割合 高 
い 九州 北陸 等 の 地方 か ら の 転入 こよ る も の と 考え られ 
る 。 そ の 他 の 農 漁 村 に お いて は 殆 ん ど が 4zc/y/9s/g2 
gzoe%g7e で 人 ecg/o ァ , 267ZC622S は 僅か に 発見 し た 
に 過ぎ な か つた 。 


結論 

1) 愛知 県 に は 4zc/ の 7gs79zZ の zezg7e が 多 - く (We- 
cg79 ヶ 2@72C の 2S) は 少 い 。 

2) 人 ecgzoz ge77cgS の 検出 され た 地区 は 同 虫 の 
感染 の 割合 に 高い 地方 の 人 々 が 移住 し て 来 た も の と 考え 
られ る 。 

和 何 お 此 の 調査 に 当 つて 名 古屋 市 立 大 学 医学 部 医 動物 学 
教室 戸谷 教授 に 御 指導 を 賜 つ た 事 を 感謝 致し ます 。 


143. 馬 の キ 甲 腫 の 成因 に 関す る 考 祭 


北海 道 帯 広 審 産 大 学 
市 岡 朝 裕 ・ 三 浦田 治 ・ 賠 部 正夫 


On the cause of the swelling 
of withers (horse) 
T. Ichioka, Y. Miura, M. Abe 


馬 の キ 甲 誕 と 称す る 疾病 は キ 甲 部 の 秋 症 に より 腫 妥 す 
る 病名 で ある 。 こ の 原因 に つい て 現在 判明 し て 居る も の 
は 主として 綱 菌 性 馬 ( パ ラチ フス 症 ) と 寄生 虫 性 (Ozco- 
ce7cg ce7 の 7cg7zs Railliet et Henry, 1910) で 其他 外傷 
性 ( 鞍 傷 等 ) で ある 。 北海 道 十勝 地区 に 発生 する この キ 甲 
腫 の 原因 に つい て は 詳らか で な い の で 研究 に 閉 手 し た の 
で ある 。 

研究 方 法 は キ 甲 腫 患 馬 に つい て 血清 診断 ( 馬 バ ラチ フ 
ス 凝 集 反応 ) と 病理 組織 学 的 検査 を 試み た 。 血清 診断 は 
昭和 23 年 以降 5 ヵ年 間 に 集め た キ 甲 腫 患 馬 110 例 に つ 
いて 行い 陽性 を 示し た も の は 馬 ペ ラチ フス と し 陰性 を 示 

た も の を 他 の 原因 に よる も の と し て 病理 組織 学 的 検査 
に より 診断 する こと と し た 。 然し 病理 組織 は 陰性 例 全部 
を 採取 する こと が 実際 上 不可 能 で ある の で 血清 診断 陰性 
例 中 採取 可能 材料 を 無 選択 に 8 例 を と つて 試み た 。 其 成 
績 は 110 例 中 馬 ベ ラチ フス と 認め た も の 37 例 (33.64 多 ) 
で ある 。 馬 ペラ チ フ ス 陰 性 と 認め た キ 甲 腫 8 例 の 局所 病 
理 組織 学 的 所 見 は 8 例 全 例 寄生 昌 性 と 診断 し た 。 こ の 少 
数 例 か ら キ 甲 必 の 原因 を 時 バ ラチ フス 血清 診断 に より 陽 
性 を 示し た も の は 馬 パ ラチ フ ぇ 症 と し 陰性 例 は 惹く 寄生 
虫 症 と 断定 する こと は 過 早 で は ある が 実験 例 8 例 は 偶然 
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で な い 又 110 例 の 中 馬 バ ラチ ファ 症 と 認め た 37 例 以 外 
即ち 陰性 例 73 例 の キ 甲 腫 発生 の 最盛 期 は 7 月 か ら 9 月 
で この 時 期 は 成 上 の 活動 の 最盛 期 に 当り 病変 藻 起 の 容 昌 
に うな づけ る 時 期 に 該当 する も の で ある 。 

この 見 地 か ら 本 研究 の 結論 を 求め ある な ら ば キ 甲 腫 患 馬 
110 例 中 馬 バ ラチ フス に よる も の 37 例 (33.64 ) 及び 
Ozc ん 2cezcg ce7 の 2c の 7 が S に よる も の 73 例 (66.36 ) と 
推 断 す る こと が 出来 る 。 そ し て 従来 外傷 ( 遂 傷 ) か ら キ 甲 
腫 と な る と 到 5 説 も 治癒 困難 な 悪性 の も の は 寧ろ 外傷 が 
誘引 と な つて 寄生 虫 性 の キ 甲 用 に 転じ し た も の と 判断 する 
こと が 当 と 認め る も の で ある 。 条 お 北海 道 特に 十勝 は 
馬 流 産 黄 に ょ る 流産 及び 司 ベ ラチ フス 症 ( キ 甲 腫 , 関節 
秋 , 回 丸 炎 ) が 比較 的 多い 土地 で ある こと を 附 記す る 。 


144. 集 園 太 是 と 疾患 に 就 い て 


日 本 医科 大 学 赤木 内 科 
詩 井 太 


Studies on mass-treatmmnent and disease。 


Taro Tamai 


私 は 寄生 虫 撲滅 の 高 に 過去 数 年 間 徴 力 を 捧げ て 来 た 。 
釣 虫 の 体格 体力 に 及ぼ す 影 響 に つい て は 28 年 総会 に 報 
告 し た が , 今回 寄生 虫 を 集団 駆除 する 事 に より 全体 の 健 
康 は 上 昇 す る か , 即ち 疾病 は 減少 する か を 山形 県 西田 川 
郡 袖 浦村 大 字 坂 野辺 部 落 866 人 及び 同 郡 温海 町 田川 炭鉱 
社宅 部 落 3916 人 に 就 い て 検 し 興味 ある 成績 を 得 た の で 
こ ヽ に 報告 する 。 

1) 坂野 辺 部 落 の 場合 : 昭和 24 年 8 月 よ り 実 施 。 大 
部 分 は 曳 虫 卵 で 釣 虫 卵 は 3 以下 , この 部 落 を 5 月 と 
11 月 に 検便 駆虫 を 繰り か えす と 初 に 55.2 あ つた の が 
25.5 多 , 20.7 め , 11.7 名, 8.2 易 , 13.5 用 と 芯 う 様 に 
検便 毎 に 寄生 率 は 低下 する 。 そ こ で 部 落 民 の 疾病 を 分 類 
し 縦 軸 に 対数 を 取 つ た 表 に 記入 し て 見 る と 疾病 は 減少 せ 
ず , 母 集 団 で ある 袖 浦村 と 同様 の 傾向 を 示す 。 大いに 顕 
虫 に 起因 する と 予想 され る 腹痛 症 も 寄生 率 と は 関係 な く 
むし ろ る 気候 的 に 関連 し て 9 月 に 多い 。 顕 虫 に よる 色々 の 
疾病 は 過 発 症 と 球 え る 。 

2) 田川 鉱山 社宅 部 落 の 場合 : 昭和 27 年 7 月 よ り 実 
施 , 魚 虫 , 釣 虫 共に 寄生 率 は 非常 に 高い 。 27 年 7 月 映 
虫 47.6 名 , 釣 虫 13.5 , 東洋 毛 様 毛虫 15.4 , 時 昌 
7.3 , 鞭 虫 22.8 の 保有 率 で , この 様 に 高い 寄生 率 
を 有する 団体 で は 集団 駆 昌 を 実施 し な いと , 入院 件 数 の 
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60.2 , 外来 件 数 の 9.9 用 , 診療 費 の 18.6 が 寄生 
の 為 に 使用 され て 居る 。 この 部 落 を 27 年 8 月 末 に 顕 虫 
卵 保有 者 1 回 駆虫 , 10 月 より 28 年 2 月 迄 釣 虫 卵 保有 者 
167 名 を 駆虫 し 88 名 陰 転 , 残り 全部 虫 卵 減少 , 28 年 10 
月 総 検便 し 顕 虫 卵 保有 者 を 11 月 駆虫 , 11 月 より 29 年 2 
月 迄 に 106 名 に 付き 劉 虫 駆除 を 行い , 62 名 陰 転 , 残り 全 
部 が 虫 卵 減少 , 然し 29 年 6 月 総 検便 を する と , 顕 虫 , 釣 
昌 共 初回 宿 生 率 と 大 差 な い 。 そ こ で この 部 落 民 の 疾病 を 
分 類 し 対数 ダグ ラフ に 記入 し て 見 る と , 集団 駆虫 開始 迄 月 
毎 に 上 昇 の 傾向 を 示し た 総 診療 費 , 総 診療 件 数 , 総 寄生 
虫 症 が 上 昇 を 中 止 し , 釣 虫 症 で は 下降 の 傾向 を 示す 。 駐 
銘 虫 症 1 件 当り の 治療 日 数 を 減少 し 釣 虫 症 と し て も 軽く 
な つて 居る 事 を 示す と 共に 28 年 夏 の 釣 虫 症 が 例年 より 
少く , 釣 虫 卵 保有 者 の 間 に 差 の 無い 事 は 多 東 卵 保有 者 全 
体 の 体力 が 増加 し た 事 を 示す 。 田川 炭鉱 の 母 集団 で ある 
山形 県 社会 保険 全体 を 見 る と 月 毎 に 診療 件 数 及び 点数 は 
上 昇 し て 居り , 田川 炭鉱 部 落 で 上 昇 を 中 止 し た の は 母 集 
団 よ り 見 て 集団 駆虫 に よ り 総 疾病 は 減少 し た 事 に な る 。 


145. 群馬 騒 下 一 小学 校 に 於 ける 
運 続 3 年 間 の 集 園 太 虫 成績 


群馬 大 学 医学 部 


鈴木 未 南 ・ 佐 野 基 人 


Result by the treatments of the 
Students of the prirmary school in 
Gunma District for 3 yearS。 


Ineo Suzuki, IMotohito Sano 


群馬 県 下 佐波 郡 一 小学 児童 を 昭和 27 年 春 か ら 3 ヵ年 
間 年 2 回 づつ グリ セリ ン 塗 抹 に より 検査 を 実施 し て その 
郡 度 集 団 駆虫 を 行 つた 。 駆虫 に は エキ サン ト , マク ニン 
S, 新 ベ テラ ト ー ル , 及び テト レン の 4 種 楽 品 を 使用 し た 。 
早朝 使用 法 に よ つ て 投薬 を し た 。 先 づ 当 初 27 年 6 月 第 
1 回 の 検便 で 寄生 虫 卵 を 認め た 者 , 男女 平均 48.3 で 
あつ た , 之 等 の 虫 卵 陽性 者 に 対し て 駆虫 を 行 つ た 。 次 い 
で 4 ヵ月 後 の 10 月 に 第 2 回 目 の 検便 を 行 つ た 所 虫 卵 陽 
性 者 は 36.88 ダ で あつ た , 同じ 方 法 に よ つ て 28 年 6 月 
に 第 3 回 の 検便 を 行 つ た 所 45.53 の 陽性 者 を 出 し た 。 
同年 10 月 の 検便 で は 陽性 者 は 21.24 ダ で あつ た , 29 年 
6 月 に 於 て は 陽性 者 37.01 を , 10 月 に 於 て は 陽性 者 14.9 
で あつ た 。 

上 述 の 結果 を 怠 虫 保持 者 と 釣 虫 保持 者 に 分 け て みる と 
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第 1 回 検査 (27 年 6 月 ) で は 顕 虫 陽性 者 45.37 多 , 釣 虫 
陽性 者 25.4 ダ で あつ た の が , 3 ヵ年 に 耳 る 6 回 の 検査 
及び 駆虫 に よ つ て , 顕 虫 陽性 者 14.2 , 釣 虫 陽性 者 0.4 
に 激減 し た 。 

以上 を 要約 する と 年 2 回 目 の 秋 に は 春 よ り 減 少し , 翌 
年 の 春 に は 若干 の 増加 を みた が , 年 春秋 2 回 3 ヵ年 に 耳 
る 連続 駆虫 に よ つ て 著 し い 減少 を みた 。 

従 つ て 顕 虫 駆虫 の 場合 , 年 2 回, 少な く と も 3 年 以上 
持続 的 駆 昌 を すれ ば 相当 顕著 な 効果 を 挙げ る こと が 出来 
る , 条 お 多 虫 の 場合 , 各 年 の 成績 は 増減 な あつ た 。 双 釣 
虫 駆虫 時 洗 便 に より 成虫 を 観 別 し た 所 , ネ カ ト ー ル と ヴ 〆 ゃ 
ビ = の 比 が 。38 年 10 月 に は 65 : 55, 29 年 9 月 は 251 : 
186 で あつ た 。 即ち この 地方 で は ネ カ ト ー ル の 方 が 多く 
見 られ た 。 

( 計 ) 毎回 の 検便 数 は 1,000 名 前 後 で あつ た 。 


146. ビ ペ ラ デ ヂ デン, ハイ ドレ イト 
の 度 是 効果 に つい て 
大 阪 市 立 医科 大 学 公衆 衛生 学 教室 
吉田 貞雄 ・ 守 屋 価 二 ・ 佐 野 滝 蔵 
編 島 河 仔 ・ 訪 田 正道 
On the anthehmintic activity of 
Piperazine hexahyrate. 
Sadao Yoshida, Shooji Moriya, Takizo Sano 
Jyunii Fukushirma, Masamichi Fukuda 


1) Piperazine hexahydrate は 4s カ cz/zz7s 77g- 
ezg の コハク 酸 脱 水素 能 , 酸素 消費 に 影響 を 与え な 
い , 

2) マッ ウス 4s7czZS 7e7 の 77e7g 有 虫 性 は genti- 
ana violet, terramycin 等 より すぐ れ て いる 。 

3) 1「 タ ー ル 」 の 期間 を 1 一 7 日 と し て 皮 虫 陽性 者 
813 例 に 種々 の 時 の Piperazine hexahydrate を 投与 
し た 結果 , 総 投与 量 350mg/kg で , 85 め 前 後 の 推定 完 
全 服 虫 率 が 得 ら れ た 。 butolan で は 完全 駆虫 は 期待 出来 
ず , 29 多 程 度 の 虫 体 減少 率 を 得 た に 過ぎ な い 。 

何 お Graham-Jacob 氏 の cellulose tape 法 に よる 
暁 昌久 検出 率 の 推定 値 は 42.5 で あつ た 。 検出 率 が 比 
較 的 低い 原因 の 殆ど は , 虫 体 の 側 に ある 。 

4) Piperazine hexahydrate の 鯛 虫 駆除 作用 を 285 


例 に つい て 実験 し た が , 50mg/kg 1 回 投 手 で も , san- 
tonin, 海 人 草 ュ キス 或 は digenic acid (kainic acid) 
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併用 (普通 用 量 ) 以 上 の , 総 投与 量 300 mg/kg で 殆ど 100 
の 卵 陰 転 率 を 得 た 。 

5) Piperazine hexahydrate は 釣 虫 , 鞭 虫 , 姜 小 条 
虫 , 無 釣 条 虫 に は 余り 効果 が な い 。 

6) Piperazine hexahydrate の 副作用 を 512 例 に つ 
いて 調査 し た 結果 , 延べ 57 例 (11.1 ) に 頭痛 , 修 介 , 
悪心 , 嘱 吐 , 腹痛 , 軟便 , 下痢 を 認め た 。 こ れ ら の 大 多 
数 は 軽症 是 一 過 性 で , 肉 床 に 至 つ た も の は 150mg/kg/ 
day と いう 大 量 を 投与 し た 38 例 中 7 例 ( 被 調査 者 の 1.4 
め ) の み で あつ た 。 santonin, 海 人 草 等 を 投与 し た 
に 比較 し て 副作用 の 程度 及び 頻度 は 著しく 小さ い 。 血球 
数 . 血色 素 量 , 尿 所 見 (蛋白 , 尿 沈 溶 , ウロ ビリ ノー ゲ 


ン に 影響 を 与え ヵ な い 。 


147. 二 s 三 の 駆 申 薄 に よ 


肛 除 に つい て 
東京 寄生 忠 予 防 協会 京橋 診療 所 
山 岩 芳 雄 ・ 山 田 英幸 ・ 問 川 錠 典 

岩井 党 雄 ・ 鈴 木 舟 見 


る 負 下 


Treatment of hookworm with several 
kinds of anthelmintics. 
Hideyuki Yamada 


Michisuke Toikawa, Sumio Iwai, Reizi Suzuki 


Yoshio Yarmnagishi, 


余 等 は 昭和 29 年 10 月 より 昭和 30 年 2 月 ま で 東京 京 
橋 診療 所 に 於 て 140 例 の 釣 虫 患者 を 四 塩 化 テ エチレン, ア 
スカ リド ー ル に て 脈 虫 し た 。 

削 多 置 と し て 虫 前 日 の 夕食 は 軽食 と し て 特に 下剤 は 

= 例 に 使用 せ ず , 駆虫 当 日 は 朝食 を 禁じ た 。 四 塩化 エチ 
アス カリ ドー ル ( 新 ネ マ トー ル ) の 肛 虫 

2 時 間 後 下剤 と し て 硫 て (30g) を 服用 し , 
ざる 時 は 更に 下剤 の 追加 , 準 腸 を 実施 し た 。 
抹 法 に より 検 し た 20 歳 以上 の 大 人 の 患者 140 名 を 次 の 
5 群 に 分 け て それ ぞ れ の 群 に 別々 に 有 虫 薬 を 用 いて 販 虫 
効果 を 検討 , 比較 し た 。 

下剤 投与 後 当 日 の 下痢 便 を 採取 し , 便 中 の 釣 虫 を 検 し 


レン (テト レン )。, 
楽 を 服用 9 


ーー ビィ ュ 
り 引 ダ 中 
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た 。 後 検便 は 駆虫 後 2 週間 より 4 週間 の 間 に 浮 渡 法 に 依 
り 実施 し た 。 そ の 駆虫 成績 は 次 の 通り で ある 。 

原虫 成績 

第 1 群 , 取 ち テト レン 4.5g と 新 ネ マト ー ル 0,3g の 
併用 は 最も 良く , 忠 卵 陰 転 系 74 第 2 群 , 即ち テト 
レン 単独 4.5g が 65 め , 第 3 群 , 取 も テト レン 3.0g 
と 新 ネ マト ー ル 0.45g の 例 は それ に 近く 62 , 第 4 群 
即ち テト レン 単独 6.0g は 54 狐 , 第 5 群 , 即ち も 新 ネ マ 
トー ル 単 独 0.45g は 44.1 あと な つて いる 。 副作用 は 軽 
徴 に て 1 群 と 2 群 に 各々 1 例 の み で 頭痛 を 訴え て いる 。 
駆虫 し た 釣 虫 で は 第 2 表 で 示す 様 に 平均 排 虫 数 は 8.0 で 
その 中 で は アメ リサ カ 釣 虫 の 方 が 多い 様 で ある 。 以 上 の 成 
績 に より 四 塩 化 テ チレ ン は アス カリ ドー ル よ り 優れ , 両 
者 の 併用 が 最も 優れ て いる 様 に 考え を られ る 。 


148. 四 塩 化 テ エチ レン に 依る 小 見 
の 釣 皿 集 園 肛 除 例 に つい て 
大 阪 市 教育 委員 会 
出射 三陸 
大 阪 寄生 虫 研 究 所 
藤井 正男 ・ 吉 矢 佑 
Studies on mass extermination of Ancylostoma 
in schoo1 children by tetra-chlor-ethylen. 
Saburo Idei, Masao Fujii, Tasuku Yoshiya 


昭和 26 年 以来 香 々 は 大 阪 市 内 学 寺 の 集団 検便 時 に 検 
靖夫 = 銘 虫 卵 保有 者 の 集団 駆除 を 行 つ て 来 た 。 学 園 に 
et 
1 回 或いは 1 週間 間 隔 で 2 回 服薬 せしめ る より も 2 日 連 
ae の ーー 
際 第 2 日 は 第 1 日 に 比 し 四 塩 化 エ チレ ン (以下 〒. と す ) 
服用 時 に 発現 する 銘 釘 感 , 悪心 等 の 自覚 が 軽微 に 経過 す 
る 事実 を 認め た の で 第 2 日 は より 高い 効果 を 期待 し て 満 
年 齢 メ 1.5 一 1.6 球 に 増量 し た 。 此 の 方 法 で 昭和 27 年 よ 
り 小 中 学生 約 1.500 名 に 服薬 せ し め た 成績 は 次 の 様 で あ 
ろ 


| 


還 手 人 エ テ レ ン 続 江藤 F る 駆 険 成績 











だ 験 群 用 量 及び 用 法 例 数 際 転 者 ( 下 半 
1 すす 本 っ に 就 緒 前 服用 309 276 (89 ) 硫酸 マグ ネ シ ウ ム 
B 筑 1 日 Mx 球 し に 早 朝 服用 679 541 (80) 硫酸 ナトリウム 
第 2 日 5 球 / 夫 


( 113 ) 
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〔 庄 〕 (1)T. は テト レン を 使用 し , カプ セル 叶 下 困難 
な 者 に は テト レン 原液 を 相当 量 服用 せ し め た 。 (2②) 用 法 
は A の 場合 午後 8 時 T. 9 時 下痢 , B は 午前 5 時 半 T.7 
時 8 時 下剤 を 服用 せ し め た 。 (3③) 下剤 は 硫酸 マグ ネ シ 
ウゥ ム よ り 硫 酸 ナ トリ ウム の 方 が 服用 容易 で 効果 は 殆 ん ど 
変 ち ない 。 

後 検査 は 阪 大 微 研 に 其 の 大 半 を 依頼 し た が 効果 判定 の 
基準 を 等 し くす る 為 全て 服薬 後 3 4 週 の 間 に 浮 渡 法 に 
より 集 卵 鏡 検 し た も の の み を 集計 し た 。 又 上 記 の 中 46 
例 に つい て 服薬 後 40 時 間 内 の 排 虫 を 調査 せる 結果 8 271 
(42.8 多 ) ? 362(57.2 ) 合 計 633 匹 の 排 虫 を 認め た 。 此 
の 際 小 学生 41 名 の 平均 排 虫 匹 数 7.2 匹 で 排 虫 率 92.6 
中 学生 5 名 で は 平均 51.6 匹 で 100 を 示 し た 。 

上 記 の 如く 大 阪 市 内 小学 生 の 場合 平均 寄生 匹 数 は か な 
り 少 いと 思わ れる 。 和 何 お 一 見 無 症 状 で 主訴 な き 時 も や は 
り 血 液 検査 上 の 変化 が 認め られ た 。 

追記] . 北 里 研究 所 に よる T,3g 二 へ キシ ー ル レゾ ヅル 
シン 0.6g の 併用 2 日 連用 法 は 香 々 の 2 日 連続 増量 法 よ 
り 高 い 駆除 率 を 示す よ う で ある か が 小学生 の 場合 ヘ へ キシ ー 
ルレ ゾル ジン の 投与 時 に 難 が ある の が 残念 で ある 。 何 お 
上 記 の 割合 で 満年齢 に 応じ て 1 日 の み 小 学生 に 服用 せ し 
eiPtVew Yi 近 90 


149. 治療 に よる 釣 量 絶滅 の 実例 


北里 研究 所 
長 野 寛 治 


Exterrnination of hookworm in Hatsushima 


Island by means of therapy. 


Kanji Nagano 


若 し 下剤 を 用 いな いで 耳 つ 副作用 の な いそ し て 双 虫 率 
は 百 多め 或 は 之 に 近い (以下 優秀 と 記す ) 駆虫 法 が あれ ば 殿 
尿 の 処理 や 族 芝 運動 に は 触れ ず に 釣 虫 の 根絶 が 可能 で は 
な いか と の 考え で 府 海 市 初島 で 吾 等 の 1 人 稲垣 は 全島 民 
268 名 中 の 多 虫 卵 陽性 者 93 名 を 10 数 群 に 分 ち 19 種 の 
検討 的 駆 下 法 を 試み 下記 の 方 法 の 優秀 性 を 発表 し た 。 
(1952 年 10 月 寄生 貝 学会 関東 部 会 , 成 医 会 総会 ) 。 

方 法 : 夕食 を 平生 の 半量 と し 平生 の 2 倍 の 時 間 で 唱 只 
する 。 食後 4 時 間 に 四 塩化 テ チ レン (以下 T)12 球 (0.3g 
(以下 H) 7 球 
し て 直ちに 就 床 。 こ れ を 2 日 連 


入 ) 更に 1 時 間 後 ヘ キ シ ー 
(0.1g 入 ) を 水 で 丸 呑 に 
用 。 下 剤 は 全然 用 いな い 。 


ルレ ゾル シン 


( 114 ) 
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1952 年 5 月 以来 毎 3 ヵ月 総 検便 を 行い 新 或 は 再 感染 
者 が あれ ば 其 都 度 前 記 の 方 法 で 駆虫 し た 荷 お 其 間 臨機 に 
検討 的 検便 及び 駆虫 を 行 つ た も の も ある 。 か くし て 1953 
年 5 月 に は 陽性 者 9 名 と な り 12 月 に は 1 名 と な つた 。 
この 1 名 は 度 虫 せ ず に 谷 察 する こと ヽ し た 。 2 月 の 臨時 
検便 で は 此 1 名 の 他 に 新 陽 転 者 が 1 名 発生 し た の で 之 は 
直ちに 駆虫 し た 。 3 月 の 総 検便 で は 更に 又 新 陽性 者 が 1 
名 発生 し た の で 観察 中 の も の と 共に 2 名 と な つた 。 但し 
この 2 名 中 の 1 名 は 観察 中 の 郵便 夫 で 毎日 島 外 で 外食 す 
る の で 島 外 感染 の 疑 が 濃厚 で 他 の 1 名 は 3 月 新 来 の 小学 
校 教員 で あつ た 。 7 月 又 新 陽 粒 者 1 名 出 た が それ は 前 記 
教師 の 妻 で あつ た 。 その 後 9 月 及び 12 月 の 総 検便 に は 
陽性 者 は 1 名 も な い 。 即 ち 初 島 の 多 虫 は 絶滅 し た と 考え 
られ る 。 

附 記 : (1) 和栗 屋 は 変 法 と し て 服薬 中 の 食事 を 茶 食 と し 
エ 10 十 6 の 同時 投与 2 日 連用 の 優秀 性 を 発表 し た 
(1954 年 東 女医 大 総会 ) (2) 最 近 風 等 は T 6 +H 6 同時 投 
日 連用 の 優秀 性 を 確認 し た (埼玉 県 蓮田 町 城 部 落 ) (3) 
最近 召 等 は クラ ル マ ル ・ ブ チル ・ ク ロラ イド を 初め て 人 体 
に 試み その 1.8cc 十 H 6 同時 投与 3 日 連用 の 優秀 性 を 確 
認 し た 。(3④) 初島 で も 抜 部 落 で も 1 月 中 に 陽 転 者 が 現 わ 
れ た の で 集団 駆虫 の 検便 は 2 月 上 旬 が 最適 で ちあ る と の 結 
諭 に 達し た 。(5) 他所 か ら の 転入 者 に 展 * 陽 性 者 が ある 
の で 作業 地 で は 貝 卵 検 商 (仮称 ) の 実施 が 必要 で ある 。 
(6) 家族 感染 及び 親族 間 感 泉 の 防止 を 重視 すべ き で あ 


る 。 


150. 移 下 の 集 園 脳 是 法 に つい て 


鹿児島 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
阿部 康男 ・ 山 下 博 ・ 堀 栄 太郎 


Studies on the mass extermination 


of the human hookworrn。 


Yasuo Abe, Hiroshi Yamashita, Ejtaro Hori 


鹿児島 県 に 於 け る 銘 虫 の 保有 状況 は 昭和 28, 29 年 の 
両 年 度 に 渉 り 5 市 15 町 8 村 の 47,352 名 を 調査 し た 結果 
都市 も 農村 も 相 等 高度 の 保有 率 を 示し , 之 を 年 齢 別に み 
る と 2 歳 頃 より 30 歳 台 に 至る 迄 直 株 的 に 60 多 以 上 の 線 
に まで 達し , その 後 大 体 同等 の 率 で 平行 線 を 示す 。 か く 
多数 の 釣 虫 保有 者 対策 と し て 集団 駆虫 に よる 徹底 対策 を 
講ず る 必要 が 早急 の 問題 と な つて いる 。 我々 は 1 回 服用 
に よる 最高 駆虫 有効 率 を 得 ん が 為 に , 小 中 学 校生 徒 並 に 


















昭和 30 年 6 月 (1955)〕 
一 般 住 民 の 3.287 名 に つい て 1 Brom- 2 Naphthol を 主 
剤 と し た 場合 , 並 に テス カリ ドー ル 併 用 又は 単独 使用 に 
よる 比較 検討 を 試み た 。 服用 は 午前 10 時 に 1 回 , 更に 
2 時 間 経 過 後 第 2 軸 , と いう よう に 頓服 せ し め , 食事 は 共 
に 2 時 間 の 聞 了 を と らし て 夫々 半減 食 を 摂 取 す る よう に 
し た 。 1 B- 2N の 場合 は 副作用 を 減免 する 為 に 乳糖 を 等 
量 に 与え た 場合 平均 44.06 ダ , 又 カ マグ を 附 加 し た 場合 
平均 63.11 多 , 又 輝 に 重曹 を 以 て 前 処置 し た 場合 は 平均 
65.08 の 完全 陰 転 系 が 得 ら れ た 。 更に アス カリ ドー ル 
製剤 併用 の 場合 は 量 的 に 夫々 半量 ずつ 与え る 事 に よ つ て 
平均 75.00 を, アス キス 液剤 と 併用 し た 場合 は 68.75 
の 陰 転 地 が 得 ら れ た 。 又 ネ マ シン の み を 小学 生 に 5 錠 与 
えた 場合 に 米 て は 89.65 の 陰 転 率 が 得 ら れ た 。 
以上 の 試験 に 於 て 1 B- 2 N 単独 の 場合 に 於 て の みろ 多少 
の 刺 埋 隔 を 訴え る 者 が あつ た が , その 他 は 全く 副作用 と 
し て 見 る べき も の が な か つた 。 

小学 校 児童 の 銘 虫 保有 者 133 名 に つい て 完全 有 虫 の 推 
移 を 検討 し た が , 4 回 の 投薬 に より 之 を 4 名 に まで 低下 
せしめ , その 後 何 お 追 末 中 で ある が 毎回 80 を 以上 の 陰 
転 幸 を 得る 事 が 出来 た 。 之 は 学校 保健 の 数 育 的 実践 と 平 
行 し て 行 つ た が 為 に 得 られ た 結果 で ある と 考え られ る 。 
県 内 の 釣 虫 の 種別 比 は A.d. : N.a.=2.2 : 1 で ある が 
前 記 駆虫 薬 使用 後 の 種別 比 も 同様 で ある 事 より , 以上 の 
楽 剤 は 釣 虫 の 種 に 対し て は 何ら 特 暴 的 の 作用 を 及ぼ す も 
の で は な いも の と 考え られ る 。 

な お , 釣 虫 卵 検出 に 関し て は 常に 傘 抹 , 浮 渡 併 用 法 に 


よ つ た 結果 で ある 事 を 附 記 する 。 


151. 四 塩 化 エ チレ ン を 下剤 ぬき 
で 投 穫 する 釣 是 駆 除法 (2 ) 
都 府 立 医 科大 学 医 動物 教室 
吉田 幸雄 ・ 藤 田 裕 ・ 川 和 共 直 
Anthelmintic treatmment of hookorrm by 


tetrachlor ethylen without purgation. 
Y. Yoshida, H. Fujita, Y. Kawahira 


従来 釣 虫 駆除 の 目的 に 四 塩 化 エ チレ ン (以下 四 エ と 略 
す ) を 使用 する に 際 し て , 之 が 副作用 の 防止 及び 虫 体 流 
出 等 の 目的 の 為 に 多量 の 下剤 を 併用 し て きた 。 所 が 1954 
年 Henry P. Carr et al. は 四 エ を 下剤 ぬき で 与え 好 
成績 を 収め た 事 を 報告 し た 。 一 方 我々 も 現在 迄 に 総計 
455 名 の 釣 虫 保有 者 に 下剤 き で 四 エ (テト レン 球 ) を 与 


《 115 ) 
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え , 種々 な 角度 か ら 検 討 し 従来 の 下剤 併用 法 に 劣ら ぬ 成 
績 を 得 た の で 報告 する 。 

(1) 最初 に 特 志 家 5 名 に 四 エ 4.5g を 下剤 ぬき で 投与 
し その 前 後に 5 種 の 肝 機能 検査 を 行 つ た が 殆ど 認 む べき 
障害 を 生じ な い 事 を 知 つ た 。 

(2) 9 例 に つき 下剤 ぬき で 四 エ を 投与 し , 以後 4 日間 
に 耳 つて 全便 を 検査 し た 所 , 負 虫 排出 虫 体 の 殆ど 全部 が 
時 間 後 , 即ち 翌朝 の 凍 中 に 排出 され た 。 

3⑬) 欠 虫 の 他 小 顕 虫 , 鞭 虫 , 暁 虫 も 排出 され る 。 

(4) 下剤 ぬき 四 ェ 投与 に よる 銘 東 卵 陰 転 率 : 現在 送 に 
検査 し た 163 名 に つい て の 成績 は , 4.5g 1 回 で は 40.0 
多め , 5.4g1 回 で は 61.5 多 , 4.5g2 日 連続 2 同 で は 73.0 
多 で あつ た 。 

(5) 下剤 ぬき 投与 と 下剤 併用 投 与 と の 陰 転 率 の 優劣 を 
比較 する 為 , 同一 部 落 の 釣 虫 保有 者 102 名 を 無 作為 に 4 
群 に 分 け 次 の 4 通り の 投薬 法 を 試み た 結果 , その 邪険 転 
幸 は 4.5g1 回 で は 下剤 併用 41.6 , 下剤 ぬき 45.9 名, 
4.5g2 回 連続 投与 で は 下剤 併用 69.0 , 下剤 ぬき 75.7 
を 示し , いづ れ も 下剤 ぬき の 方 が 陰 転 率 が 良好 で あつ 
宏 。 

(6) 副作用 に 就 て : 総数 384 名 に つい て 調査 し た 。 下 
剤 併用 , 下剤 ぬき 共同 じ カ ー ド に より 訴え を 記入 せしめ 
その 多 宴 を 比較 し た 所 , いづ れ の 項目 も 下剤 ぬき の 方 が 
許 え が 少な く 且 , 下剤 併用 , 下剤 ぬき 方 法 を 経験 し た 者 
の 大 半 は 下剤 ね き の 方 が 総体 的 に みて 体 が 楽 で あつ た と 
答え た 。 又 現在 迄 本 投与 法 で 医療 を 求め た 患者 は 1 例 も 
生じ な か つた 。 

(?) 投薬 時 間 の 検討 : 我々 は 多忙 な 農村 に ある 和 無自覚 
性 釣 虫 保有 者 の 駆虫 を 保 進 せしめ る 人為, 就寝 前 に 下剤 ぬ 
き で 四 エ を 投与 し て いる 。 こ の 方 法 に 依 れ ば 服薬 後 寝 て 
了 う の で 自覚 的 副作用 も 少な く 翌 朝 に は 消 退 し て いる の 
で 重労働 で な い 限り 仕事 を 休む 必要 も る なく 服 楽 出来 て 負 
虫 脳 虫 の 普及 に 役立つ の で は な いか と 考え て いる 。 


152. 新 駆 虫 剤 nematolyt に よ 
る 上 購 上 是 , 釣 昌 訴 除 成績 に つい て 
群馬 大 学 医学 部 
岡 常 晴 ・ 佐 野 基 人 


Treatment of enterobiasis by nematolyt. 
T. Oka, M. Sano 


最新 駆虫 剤 nematolyt を 使用 し て 明 虫 , 釣 虫 の 駆除 
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を 行い 次 の 成績 を 得 た 。 
暁 虫 : 暁 昌 卵 陽性 の 少年 幼児 に 6.25 一 18.75g の Ne- 
matolyt を 朝食 前 の 空腹 時 に 投 へ 連続 7 週間 の 検便 の 結 
果 最 高 44 の 東 卵 陰 転 率 を 得 た 。 
鍋 虫 : 4 名 の 釣 虫 卵 陽 作 の 患者 に 6.25g 宛 2 時 間 毎 
に 3 回 計 18.75g を 投与 し た 所 その 中 2 名 は 昌 卵 陰性 と 
た 。 


153. F 2022 の 釣 虫 に 及ぼ す 影 故 


W 


名 古屋 市 立 大 学 医 動物 学 教室 
徹 造 


戸 谷 


Studies on the effect of hookworm 
treatment by F 2022 [2-(5-nitro) 
furylacryIylI-p-chloroanilid] 


Tetuzo Totani 


作 は 先 に 1-Brom-7-Nathol の 釣 虫 有 激 虫 に 就 い て 述べ 
た が , 今 困 は E-2022(2- (5-Nitro)-furyjacrylyl-p-chloro- 
anilid) に つい て 釣 虫 に 及ぼ す 影 響 を 検討 し た の で その 成 
績 を 報告 する 。 

本 剤 は 金沢 大 学 の 三浦 孝治 教授 に よ つ て 合成 せら れ た 
Furan 誘導 体 で が ま 線 虫 に 対し 極め て 強力 な 排 虫 作 用 
を 示す と い 5 。 

余 は 1.0 多 F-2022. 1.0 1Brom--Naphthol, 1.0 
久 4Brom-g-Naphthol, 1.0 を Naphtholene, 1.0 
Thymol に つき 欧 虫 仔 虫 の 殺虫 効果 を 観察 し た 。 
結果 1-Brom-8-Naphthol 4-18 分 , 1.0 と 4 Brom-c-Na- 
phthol 3 一 20 分 , 1.0 用 Naphthalene 12<80 分 , 1.0 
久 Thymol 4 一 12 分 を 殺虫 効果 を 示す が F 2022 は 殺虫 
効果 を 示さ な か つた 

丈 に 8 一 10g の マウ > を 用 い 本 剤 の 毒性 試験 を 行い 
40mg 宛 4 軸 に わけ て 投与 し 49 時 間 観 察し た が 死 亡 し 
た も の は な か つた 。 こ れ 等 マウ ス の 解 割 所 見 で は 小腸 及 
び 腸 管 膜 に 軽度 の 充 面 を 認め た の みみ で あつ た 。 

以上 の 基礎 的 検査 の 後 16 例 に つき 銘 虫 駆虫 を 行 つた 
成人 1 日 の 服薬 量 を 1.0 こ 2.0g と し 3 日 間 連 用 し た 。 
その 結果 後 検便 に お いて も 銘 昌 卵 を 認め な く な つた も の 
13 例 81.3 を で, ぎ 例 は 1-Brom--Naphthol に て 名 陰 転 


ー 
て の 


を 見 た 。 
以上 の 間 に お いて 副作用 と し て 胃痛 腹痛 を 許 を た も の 
が 各 1 例 あ つた 。 


叉 多 虫 駆虫 に 際 し 甘 虫 の 排出 例 が 4 例 あつ た 。 顕 虫 に 
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は 本 剤 は 無効 で あつ た 。 
この よう に だ 殆 ん と 副作用 な く 狗 虫 駆 虫 の 可能 な 事 は 今 
後 釣 虫 の 集団 駆虫 に お いて も 用 いう る も の と 考え る 。 


154. 釣 是 症 の 1-Bromo-Naphthol 


(2) 療法 に つい て 


横浜 医科 大 学 寄生 虫 病 学 教室 
山 崎 俗 幸 


1-Bromo-naphthol- (2) therapy of 
hookworm diseaSe. 


Toshiyuki Yamazaki 


40 例 の 釣 昌 症 入院 患者 (A.D 釣 虫 症 18 例 , AJD+N. 

A 釣 虫 症 1 例 及 び 肺 結核 . 肝炎, 肝硬変 , 胃潰瘍 , 妊 
娠 , 産 , ロイ マチス ム ス , 慢性 腎炎 に 合併 せる 19 例 
の A.D 釣 虫 症 . 2 例 の N.A 釣 虫 症 ) に 早朝 空 用 時 1- 
Br-Naph-(2) を 1 回 4.0gm 1, 2. 3, 4 日 連続 投与 の 
竹 群 に つい て 夫々 陰 転 幸 , 自覚 的 副作用 , 肝 機 能 へ の 影 
響 を 観察 する と 共に , 39 例 の 多 虫 症 外来 患 者 に つい て も 
投与 方 法 , 陰 転 率 の 検討 を し た 。 虫 効果 の 判定 は 最終 
度 虫 施行 後 3 週 よ り 1 週 毎 3 回 の 浮 洪 法 及び 培養 法 に よ 
. 入院 例 の 陰 転 率 は 1 日 法 1 例 (16.7 多 ), 2 日 法 
5 例 (41.6 め ), 3 日 法 7 例 (63.6 ), 4 日 法 7 例 (63.6 
) で , N.A 釣 虫 は 全部 消失 し た 。 自 覚 的 副作用 は 悪心 
腹痛 を 主 と し, 16 例 (40.0 を ) に 認め られ た が , 大 量 連 
用 し て も 特に 強い 障害 は 訴え を られ な か つた 。 

最終 肛 虫 薬 授 与 の 翌日 , 硝 和 蛋白 , 尿 糖 反応 , 尿 ウ ロビ 

リン 体 , 尿 ミ ロン 反応 , 尿 イ ン デ ィ メ カン 反応 , ブロ ー ム 
サル ファ レン 試験 , 血清 高田 反応 , 血清 黄 症 指 数 の 検査 
を 失 々 駆虫 前 後 と 比較 検討 し た 結果 , 40 例 中 尿 糖 反応 3 
例 尿 ツ ロ ビリ ノー ゲン 暴 常 値 2 例 , ミロ ン 反 応 2 例 . イ 
ン デ ィ カ ン 反 応 3 例 及び 腎 秋 例 に 一 過 性 の 尿 邊 白 増加 を 
見 た 他 , 他 の 諸 検 査 に 何等 の 異常 を 認め な か つた 。 又 測 
現し た 之 等 の 諸 反 応 は 何れ も 1 一 2 週 内 に 消失 し た 。 

脳 虫 方 法 と し て 硫 苦 使用 群 と 非 使用 群 の 間 で は 駆虫 効 
果 , 自 他 覚 的 副作用 共に 差異 は な いよ 5 で あつ た 。 

令 外 来 に 於 て 就寝 前 投与 し た 39 例 の 陰 転 率 は A.D 釣 
虫 よ り N.A 釣 虫 の 方 が 高い よ 5 で あり 副作用 は 殆 ん ど 
な か つた 模様 で ある 。 

[結語 」 1) 79 例 の 釣 虫 症 に 使用 し た 結果 駆虫 効果 を 
良く する に は 少く 共 1 日 4.0 gm, 3 日 連用 総計 12 gm 必 
要 と 思わ れる 。2) N.A 鍋 中 より A.D 釣 昌 に 良く 奏 交 


つた か 
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し た 。3) 下剤 と し て の 硫酸 マグ ネシア の 投与 は 必ず し 
も 必要 と し な い 様 で ある 。4) 自覚 的 副作用 は 何れ も る 軽 
度 で , 大 量 連 用 し て も 特に 強く な ら な か つた 。5) 駆虫 
剤 投与 後 の 諸 種 肝 機能 検査 の 障害 は 殆 ん ど 見 られ な い 様 
で ある 。6) 諸 種 疾患 に 合併 せる 21 例 に 於 て も あま り 問 
題 と すべ き 障 害 は 認め あら れ な か つた 。 従 つて 他 疾 患 を 有 

する 釣 貝 了 和 人 eiasea 
様 で ある 。7) 外来 に 於 て も 恐る る 事 な く 連用 出来 る 様 
で あり , 就寝 前 の 投与 が 適当 と 思わ れる 。(A.D 銘 虫 = 
ヅ ビ ニ 釣 虫 , N.A 釣 昌 = アメ リカ 銘 虫 を 示す ) 


155. 上 是 駆除 の 理論 と 実際 に 就 て 
広島 市 開業 
楠 殿 順 

Theory and practis of expelling ascariSs。 


Jun Makidono 


レ 線 消化 管 診断 法 を 適用 し て 人 体内 顕 足 の 生態 維 察 を 
試み , 之 を 基準 と し て 各種 駆虫 薬 適 用 後 の 動態 を 観察 し , 
その 結果 より 双 虫 薬 の 作用 機 序 , 駆虫 の 実 華 並 に 楽 効 を 
凡 定 し た 。 結 論 と し て , サン トニ = ン と 海 人 草 製 剤 の 併用 
が 最も よく , その 作用 機 友 は 全く 同様 で も ある 。 そ の 駆虫 
実態 より この 再 剤 は 毎食 前 + 乃至 時間 前 に 休学 し て 
食事 を 与え 適時 下剤 適用 と 球 5 方 式 が 最も 合理 的 で ある 
事 が 明か と な つた の で ある 。 
食前 投与 の 理由 は 楽 効 が 現われ る の は 後 1 乃至 2 時 間 
だ ある 理由 に より , 食物 抽 与 の 理由 は 腸 内 容 並 に 映 動 運 
動 に より て 虫 体 が 下降 する 事実 に よる 。 下 剤 の 必要 は 絶 
対 的 で あつ て 排便 な た き と こ ろ 排 昌 は 見 な い 。 


156. 海 人 酸 投 軸 に よる 名 是 駆除 成績 
岐阜 県 立 医科 大 学 病理 学 教室 
高林 條 光 ・ 大 東 康幸 ・ 安 藤 幸 子 
Result of the ascaris treatment 
with kainic acid. 
Yoshimitsu Takabayashi, Yasuyuki Daito, 
Sachiko Ando 


海 人 章 の 有効 成分 と し て 抽出 され た カイ ニン 酸 の 虫 
恥 除 効力 を 批判 する た め , 次 の 実験 を 行 つ た 。 


実験 の 対象 は 鯛 虫 保有 学童 146 名 で ある 。 投 楽 は カイ 
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= ン 酸 5mg (Ds) , 10mg (Dio) , の 単独 授与 と カイ = テン 
酸 5mg と サン トニ = ニン 50mg の 併用 投与 (D: 十 Ss), カ 
ィ ニ ン 酸 10mmg と サン トニ ン 50mg の 併用 投与 (Dje 圭 
Ss) と , 対照 と し て サント ニン 50mg (Sso) , 100 mg 
(Soo) の 単独 投与 の 6 群 に 分 け て 行 つた 。 

後 検便 は 服薬 1 週 後 と 2 週 後 の 2 回 行い , 顕 昌 卵 検出 
は アン チ フ ォ ル ミン ・ エ ー テ ル に よる 集 卵 法 を 行い , ス 
トー ル 氏 法 に ょ り 虫 卵 を 算定 し た 

1. 排 虫 者 率 は Dio 十 Ss5 一 78.3 , Sio 一 75.0 , 
Di 一 66.6 , D: 土 Ss 一 65 .4 め , Ss 一 57.1 , D。 一 
47.8 の 順 で あつ た 。 

2. 排 虫 状況 は 服薬 後 3 日 以内 に 排 虫 を 確認 する も の 
が 大 多数 で あり , 第 2 日 に 初回 排 中 を 認め た も の が 各 和 群 
と も 最も 多い 。 同 一 人 の 排 虫 持続 は 13 回 まで が 多く, 
5 回 以上 の 排 虫 持続 は カ ィ ニン 酸 単 独 接 手 で は みとめ な 
か つた 。 

3. 2 週 俊 の 虫 卵 陰 転 率 は Dio 十 Sso 一 69.6 ダダ , Ds 十 
Sa。 一 51.9 Srioo 一 33.3 ダ ,。 Dj 一 33.3 , Ss 一 31 ..8 
, Ds-21 .7 を の 順 で あつ た 。 

4. 卵 険 転 者 を 除い た 2 遂 後 の 政 数 の 潤 少 事 は Dio 
十 Sso と Ds 十 Sse が 共に 81.0 2 で 高く , 次 いで Ds 一 


68.0 , Sioo 一 65.0 , Dj 一 46.0 , Ss 一 28.0 の 
順 で あつ た 。 
5. 副作用 人 


の 中 等 度 の も ゃ の が 著 干 あつ た が , 他 は 全て 軽度 で , 副 作 
PO 
ント ニン 併用 投与 例 で は 副作用 と し て 莉 干 数 に 嘱 気 , 嘱 


吐 等 を みた 


157. 概 実 に よる 條 昌 駆 除 の 
臨床 的 研究 (3 ) 
国立 千葉 病院 内 科 
三輪 清 三 
千葉 大 学 石川 内 科 
長 島 雅晴 


Clinical studies of the extermination of 
tapeworm by torreya.( 3 ) 
Seizo Miwa, toyoharu Nagashirna 


概 実 (Semen Torreya) は 強力 な 條 昌 駆 除 作用 を 有 
し その 了 臨床 的 価値 大 た な る は 既に 第 1 及び 第 2 報 に 於 て 有明 
か に し た 通り で ある 。 そ の 後 , 有効 成分 を 確か むべ く 分 
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析 実 験 を 進め る と 共に 之 を 條 虫 症例 に 投与 し た 結果 と 対 
比 し つ ヽ ある が , 今回 は その 後に 得 た 成績 の 概要 を 簡単 
に 述べ て お きた いと 思 ぅ 。 

従来 の 諸家 の 報告 に は 杉 実 の 有効 成分 は Ather に は 
移行 せ ず Benzol に 移行 する 旨 の 記載 も ある が , 私 共 が 
3 例 の 無 釣 條 虫 症 患者 に 順次 抽出 せる 各 分 宮 を 投与 し て 
完全 駆虫 を 得 た 結果 より 帰納 すれ ば , 夫 は 明か に Ather 
に 移行 する 油性 分 で ある 

近く 最終 的 な 有効 成分 の 抽出 及び 夫 の 確認 成績 が 得 ら 
れる の で その 際 一 括 し て 実験 成績 を 発表 す る 予定 で あ 
る 


の 


158. ペラ ヂ デン に よる 貝 下 駆 除 


日 本 医科 大 学 赤木 内 科 
岩城 保 人 ニ ・ 小 竹 恵美 子 ・ 鐘 田 居 夫 
桜井 啓介 ・ 小 松 周作 
伊藤 享 ・ 草 間 寛 二 


Anthelhminthic effects on threadworrms 
with piperazine. 
Yasuhito Iwaki. Eniko Odake, 
Tameo Kamata 氏 eishuke Sakurai, 


Shusaku Komatsu Toru Ito。 Kanji Kusarma 


暁 虫 駅 除 に 対し て 従来 種々 の 楽 剤 が 使用 せら れ た が , 
確実 な 効果 が 認め られ る 楽 剤 は な か つた 。 吾 々 は 最近 市 
販 さ れ た 日 本 衛 材 の "ベラ ヂ ン る と 使用 し 臨床 実験 及び マ 
ッ ス を 使用 し て の 動物 実験 を 行 つた 。 

I. 臨床 実験 : 3 歳 よ り 15 歳 迄 の 小児 軽症 入院 患者 
70 
ラ ヂ ン ハイ ドレ ー ト と し て 50mg/kg, 100 mg/kg, 150 
mg/kg を 1 週 博 寺 拓 と 間 2 re し 服薬 せしめ た 。 
検 肛 方 法 は Graham 氏 法 に 従い 早朝 排便 前 に 行 つた 





Wave 間 生 了 翌 日 よ り 検 ) で moe っ 3 行 
, 久 例 に よ は 下剤 投与 に より 瞬 虫 虫 体 の 排出 の 有 


Se ーー # 洗 腸 を 行い 下 
体 排 出 の 有無 を 検 し た 。 駆 虫 効果 は 駆虫 終了 後 検 肛 陽 性 
に 至る 迄 の 日 数 , 洗 腸 を 行 つ た 者 は 洗 腸 時 の 虫 体 の 大 き 
さよ ょ より 検 肛 陽 性 自 を 推定 し て 判定 し た 。 

検 肛 陰性 を 49 日 以上 続け る 例 を 有効 と すれ ば , 50mg 
/kg 使用 例 で は 全 例 無効 , 100mg/kg 1 週 及 び 隔 週 に 2 
週 使用 で は 有効 は 夫々 3 人 中 2 人 , 150mg/kg 1 週 合 
用 例 で は 有効 例 は 6 人 中 5 人, 150mg/kg 隔週 に 2 周 使 
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用 例 で は 全 例 有効 で も あつ た 。 検 肛 陰 性 を 63 日 以上 続け 
る 例 を 有効 と すれ ば 有効 例 は 150 mg/kg 1 週 使用 例 及 
び 隔 週 に 2 週 使用 例 で は 夫々 6 人 中 4 人 , 17 人 中 11 人 
と 減少 し た 。 

II. 動物 実験 : 装 中 に 4sZzcz/zzzs 7/72 カ 7eZ2 及び 
S?y の gc7Z の の ze/272 の 上 虫 卵 を 認め る 
ン ・ ハ イド レー ト 水 溶液 200 mg/kg, 300nig/kg, 400 


マウ ス に ピ ビ ペ ラ ヂ 


mg/kg, 700mg/kg を ビニ ー ル 管 に て 1 日 1 回 連続 5 日 
間 胃 内 に 注入 し た , 2 日 目 以後 は 昌 卵 の 有無 に か ヽ わ ら 


すず 薬剤 の 注入 を 実施 し た 。 尼 体 解剖 は 治療 開始 より 6 日 
目 に 行 つ た 。 4s ヵ cg7z7s 7e が ZZ の /eZ2 . は 主として 結腸 に 
答 生 し , SyZ/Z2c72 9 の ze7272 は 主として 盲腸 に 寄生 する 
が 故に 各 マ ウス の 盲腸 及び 結腸 を 解剖 時 に 分 離し , 各部 
位 の 蜂 虫 の 寄生 数 及び 体長 を し ら べ た 。 検便 は 連日 薬 
剤 注入 前 に 開 塊 23 ュ に つい て , 忠 卵 及び 虫 体 を し ら 
べた 。 盲腸 部 に 虫 体 を 認め ぬ マウ ス は 200mg/kg 使用 
例 で は 7 匹 中 2 匹 , 300mg/kg 使用 例 で は 10 現 中 8 現 
400mg/kg 使用 例 で は 5 匹 中 2 匹 , 700mg/kg 使用 例 で 
は 5 匹 中 4 匹 で あつ た 。 結腸 部 に 虫 体 を 認め ぬ マ ウス は 
200 mg/kg 使用 例 で は 7 匹 中 5 匹 300 mg/kg 使用 例 で 
は 10 匹 中 10 匹 , dg 
700mg/kg 使用 例 で は 5 匹 中 5 匹 で あつ た 。 

臨床 実験 及び 動 ほ 験 に 於 て "ベラ ヂ ン は 従来 の 薬剤 
に 比 し 比較 的 有効 で あつ た 。 


159. 東洋 毛 様 線 是 症 と その 治療 法 
門司 市 開業 
財 津 吉 写 
Studies on ひ %ez727 77 ァ /cos77 の 77gy/7S 
disease and its treatment. 


Yoshinori Zaitsu 


便 塗 抹 標本 1 枚 法 に よる 東洋 毛 様 線 虫 卵 発見 率 は 
2903 例 中 0.73 , 飽和 食塩 水 浮 済 法 に よる 場合 は 1418 
いっ 性 別に よる 有意 の 差 は 認め られ な 
か つた 。 ま た 1 年 間 を 通じ て , 9, 10 月 , 即ち 秋 に 本 虫 
SS 多発 し て いる 。 次 に 臨床 的 所 見 と し て 
+, 主訴 に は 腹痛 , 咽頭 部 異常 感 , 全身 修 介 感 , 食 思 不 
こ 自覚 症状 に は 腹痛 , 人 思 不振 財 最 全員 間 記 
悪寒 , 疲労 し 易い こと , 咽頭 部 暴 常 感 等 , 他 覚 的 所 見 に 
は 腹部 圧痛 , 稀 に 微熱 , 速 脈 , 肝 腫 が 見 られ た 。 併 し 年 
ら 他 覚 的 所 見 の 全く な いも の が 45.6 多 ふ あつ た こと は 
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3 特 暴 的 で ある 。 
その 治療 法 は 諸家 も 認め て いる 様 に 全く 手 を 焼く こと 


ル シ ン (1g) は 球 の ま ょ で 投与 し た ら 無効 に お わ つ た 。 
へ キシ ー ル レゾ ヅル シン 未 オ ブラ テート 包 ( 1 回 法 ) に し て 投 
与 す れ ば , 12 例 中 卵 陰 転 8 例 (66.7 ), 卵 減少 3 例 , 
無効 1 例 を 示 し た 。 四 塩化 エチ レン (3.9g) 投与 の 場合 
は , 1 回 法 で は 16 例 中 卵 陰 転 4 例 (25.0 ), 卵 減少 8 
例 , 無効 4 例 , 2 回 法 で は 3 例 中 卵 陰 転 1 例 , 罰 減 少 2 
例 , 無効 な し と 球 ぅ 成績 で あつ た 。 ネ マト ー ル (3 球 三 
ヘ ノ ボ ヂ 油 0.9g) 投 与 の 場合 は 1 回 法 で は 6 例 中 卵 陰 転 
は た なく, 卵 減少 3 例 , 無効 3 例 , 2 回 法 で は 1 例 で は あ 
る が 卵 減少 に お わ つ た 。 次 に オー ミン (1 一 プロ ム ・2 
| ー ナ フト ー ル ) を 後 療法 と し て 硫 苦 を 使用 する 場合 は 一 
1 律 に 4.0g 頓 用 させ , 後 療法 を せ ぬ 場合 は オー ミン を 体 

電球 当り 50mg の 割 に 頓 用 させ た 。 先 づ オ ー ミ ン を 早 
朝 空腹 時 に 投与 , 2 時 間 後 に 硫 苦 氷 を 用 いる 場合 , 1 回 
法 で は 8 例 中 入 陰 転 4 例 (50.0 ), 弁 減 少 3 例 , 無効 1 
例 で あつ た 。 旭 性 マグ ネシア と オー ミン を よく 研 麻 し た 
も の を 頻 用 後 硫 苦 水 を 用 いた 例 が 1 例 あ つた が これ は 卵 
険 転 し た 。 ま た オー ミン を 就寝 前 に 頓 用 する 場合 , 1 回 
法 で は 3 例 中 罰 陰 転 1 例 , 卵 減少 な く , 無効 2 例 , 2 日 
連用 法 で は 実験 例 が 1 例 あ つた が 無効 , 3 日 連用 法 の 場 
合 も 1 例 あ つた が 卵 減少 に お わ つ た 。 ま た 旭 性 マグ ネ シ 
ア と オー ミン を よく 研磨 し て 就 寝 前 に 頓 用 し た 場合 , 2 
日 連用 法 で は 5 例 中 弁 陰 転 1 例 , 卵 減少 3 例 , 無効 1 例 
3 日 連用 法 で は 19 例 中 卵 陰 転 9 例 (47.4 ), 卵 減 少 7 
例 , 無効 3 例 。、 体 重 キ ロ 当 り 50mg の オー ミン を 0.8 一 
1.0g の 昌 性 マグ ネシア と よく 研 座 し て , 200cc の 冷水 
に 混和 し て 就寝 前 に 頓 用 し た 場合 , "2 日 連用 法 で は 4 例 
中 卵 陰 転 2 例 , 卵 減少 1 例 , 無効 1 例 , 3 日 連用 法 で は 
9 例 中 卵 陰 転 5 例 (55.6 ), 卵 減少 4 例 , 無効 な し と 
云 5 成績 を 示し て 利用 価値 が ある も の と 思う 。 















が 多い 。 私 の 経験 で は 1 例 で は ある が , へ ヘ キ シ ー ル レゾ 


( 119 ) 






160. 殺 卵 剤 の 研究 


群馬 大 学 医学 部 小児 科 
松村 竜 雄 ・ 寺 尾 宏一 邸 ・ 友 松 新 五 
大 沢 正夫 ・ 織 田 敏 度 


Studies on the ovocides of parasite 


eggs with chemicalS。 


Tatsuo Matsumura, Koichiro Terao, 
Shingo Tomomatsu, Masao Osawa, 
Toshiro Oda. 


殺 卵 剤 の 作用 効果 は , 作用 条件 に より , か な り の 差違 
が ある と 思わ れる 。 私 達 は 次 の 2 一 3 の 作用 条件 に つい 
て 実験 し た 。 

(1) 作用 温度 に ょ る 影響 

20“C 及び 5?C に つい て 鈴 察 し た 。 水 中 で , 人 顕 虫 卵 
に 楽 剤 を 作用 させ た 。 臭 化 メ チル , 泊 化 メチ ル , 泊 化 = 
チル , 臭 化 エ チル , 二 硫 化 炭 素 , ベラ チオ クレ ゾー ル , 
へ キシ ジ シー ルレ ゾル シン , グロ ロビ ピグ ク グリン, ペン タク ロロ 
フェ ノー ルク グ クレゾール, 三 塩化 エチ レン , クロ ロホ ルム 
キシ レノ ー ル , 石 大 酸 等 の 殖 ど すべ て に 訟 いて 明か に , 
殺 卵 効果 は 作用 温度 の 低下 と 共に 減弱 し た 。 

(2) 殿 尿 の 存在 に よる 影響 

尿 尿 中 及び 水中 で , 楽 剤 を 人 顕 虫 卵 に , 15"C で 作用 
させ た 。 活化 メチ ル , 活化 = エチル, 臭 化 エ チル , 二 臭 化 
ェ エチル , DD, 二 塩 化 ア ロバ ベン, 二 覆 化 ア ロビ レン ,。 三 
硫化 炭素 , クレゾール, 石炭 酸 , = トロ メタ ン を 便 用 し 
た 。 そ の 結果 , 殿 尿 の 存在 に より , 楽 品 の 殺 罰 作 用 は 減 


0 人 パ 


{「Y 


弱 す 


と を 認め た 

(③) 薬品 の 作用 の させ か た 

二 硫 化 炭 素 を 乳剤 と し た も の と , 普通 の 二 硫化 炭素 と 
を , 肥 溜 内 に 入れ , その 殺 卵 作用 を 比較 し た 。 そ の 結果 
乳剤 の 方 が 作用 効果 が 早く 現れ , 且つ 殺 罰 効 果 の 場所 に 
よる 差違 が 少な か つた 

(4) 人 顕 虫 卵 と 豚 虫 子宮 内 卵 と の 比較 

水中 で 薬剤 を , 人 顕 虫 洗 汐 罰 及 び 豚 顕 虫 子宮 内 卵 に 作 
用 させ た 。 作用 温度 は 155C と し た 。 実験 (2) と 同じ 薬 
剤 を 用 いた 。 そ の 結果 人 顕 虫 卵 の 方 が , 子宮 内 雅 よ り 抵 
抗力 が 稽 ょ 強 か つ た 。 

(5) 顕 虫 卵 及び 釣 虫 卵 に 対す る 殺 罰 作 用 の 比較 

尿 尿 中 に 於 いて 15?C で , 薬剤 を 作用 させ た 。 実験 (② 
と 同じ 楽 剤 を 用 いた 。 そ の 結果 , 殺 罰 作 用 は , 顕 昌 卵 及 
び 銘 虫 卵 で は , 大 体 平行 し て いた 。 
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(6⑥) その 他 の 殺 罪 剤 

塩化 アリ ル , 自 化 プ ブチル, 塩化 メチ レン の 人 顕 虫 卵 に 
対す る 殺 卵 作用 を 殿 尿 中 , 15"C, で 行 つ た 。 ア リル カラ 
シ 油 , 塩化 メチ レン , 塩化 チオ ニル ,- エ ピク ロ ル ヒ ドリ 
ン の 銘 虫 卵 に 対す る 殺 卵 作用 を , 殿 尿 中 , 15“C で て 実験 
た た だ た 。 

以上 , 総括 する と , 殺 罰 剤 の 作用 は , 種々 の 作用 条件 
に よ つ て 支配 され る 。 実験 に 殺 卵 剤 を 虫 卵 に 用 いる 場 
合 に は , 殿 尿 中 の 人 顕 虫 卵 が 対象 と な り , し か も 冬 の 寒 
い ぃ 季節 に も 実施 し な けれ ば な ら ぬ の で , 殺 弁 剤 の 効果 判 
ほ は , 展 尿 中 , 貧 虫 卵 , 低温 と い ぅ 作用 条件 で 行う べ 
き で ある と 思う 。 


161. 草子 油 の 殺 卵 機 作 


農業 技術 研究 所 
国井 坪 章 ・ 池 内 マキ 子 


Ovicidal action of mustard oil. 
Yoshiaki 氏 unii, Makiko Ikeuchi 


弁 子 油 は 怠 虫 卵 に 対 し て 直接 接 角 法 に よれ ば 高度 の 殺 
卵 性 を 有する が , 殿 尿 を 加え た 場合 に は 殺 罰 性 が 甚だ し 
く 低 下す る 。 し た が つて , 草子 油 を 実用 に 供する た め に 
も , その 殺 罰 機 作 を 考察 する こと か 必要 と 考え られ た 。 

そこ で 草子 油 の 主 成分 allylisothiocyanat (CHs CH 
CHs N=C=S) に 化学 構造 上 関連 の ある 化合 物 に つい 
て , 顕 虫 卵 に 対す る 殺 卵 性 の 有無 を 検討 し た 。 

実験 方 法 と し て は , すべ て 薬剤 の 直接 接触 法 に よ ょ つ 
た 。 ま た 作用 濃度 , 筑 養 温度 と も に 28?C と し , 生死 の 
判定 は 上 養 1 ヵ月 後に 於 いて 決定 し た 。 

その 結果 , 一 N= ニ C=S (isothiocyan) を 有する all- 
Y1 草子 油 及び Pheny1 草子 油 は に, と も に 5 メ 10? の 濃 
度 で 100 の 殺 卵 力 を 有する が , 一 S 一 C 三 N (thiocy- 
an) を 有する ロダ ン ソ と ダ , ロダ ンカ リ は , と も に 103 
の 濃度 で も 殺 卵 力 は 全く な いこ と が 認め られ た 。 

次 に >C=S 結 合 の ある も の に つい て , 二 三 の 検討 を 
試み た 。 ま づ , 松村 氏 そ の 他 に よ つ て 尊 罰 剤 と し て 提唱 
され て いる 二 硫 化 炭 素 (CS な ) は S = ニ C=S の 結合 と 考え 
られ , その 5 10.3 の 濃度 で 100 の 殺 卵 力 を 有する 。 
(HzN- C -NHz) し か し >C=S 結 合 を 持つ と 考え 

1 られ る Thio 尿素 は 2 10-3 の 濃 
度 で も 殺 卵 力 が な く ethylenthio 


S 
CH。ーNH 


CHs--NH- ビ デニ ) 過 素 も 2 x10・ の 漂 放 で 殺 還 カ は 
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認め られ な い 。 

また , nematocide と し て の thjadiazine 系 の 薬剤 
で 次 の よう な 構造 を も つも の が , 濃度 2 
10* で 玉 虫 卵 に 対し て 100 の 殺 力 Can ノヽ NNcg。 
を 有する こと が 認め られ た 。 これ は 構 | 
造 式 に み ら れ る よう に , >C=S 結 合 GRG 
を も つて いる 点 で きわ め て 興味 が あ 
「 

以上 , 一 N= ニ C=S (isothiocyan) を 有する 化合 物 は 
一 般 に 殺 卵 力 が あり , 化学 構造 エト >C=S 結 合 の ある も 
の に は , 殺 卵 力 の ある も る の と な いも の が 考え られ る が , 
ーS=C 三 N (thiocyan) を 有する 化合 物 に は 殺 卵 力 が 


認め られ な いよ うに 思わ れる 。 


162. 京都 府 療 病 院 教師 革 . B. 
Scheube の 和 寄 生 息 研究 (3) マ ン 
ッ ン 民 裂 頭 條 昌 
京都 府立 医科 大 学 川井 内 科 
横 田 欄 
Coptributions of Dr. 耳 . B. Schebe in Kyoto 
(Director of Kyoto Hospital) on Parasitology. 
(3) on の / ヵ /y779 の og が 22 274674S0727 
Minoru Yokota 
明治 10 年 (1877) 8 月 か ら 同 14 年 (1881) 11 月 まで 京 
都 府 療 病院 に 教師 で あつ た Heinrich Botho Scheube 
の 京都 に 於 て 行 つ た 寄生 虫 に 関す る 業績 の 中 で , 最も 世 


に 知ら れ て いる も の は マン ソ ツン 氏 裂 頭 条 虫 の 発見 で あ 
る 。 


九州 出身 の 馬 丁 , 28 歳男 , 5 年 来 京都 監獄 に 入 獄 中 の 
囚人 の 尿道 よ り 本 虫 の Plerocercoid を 発見 し た も の で 
ある 。 面 し て それ は 1881 年 。 即ち 京都 在職 最後 の 年 の 
こと で あり , Manson の 履 門 に 訟 る 発見 の 前 年 に 当る 。 
私 は , この 発見 の 経緯 を 詳細 に 知 ろ 5 と 思 つ て , 現在 
私 共 の 手 の 及ぶ か ぎり の 京都 療 病院 関係 の 資料 を 博 捜し 
た の で あつ た が , 全く 徒労 に 終 つ た 。 即ち 明治 14 年 入 
院 患 者 の 病 屯 別 統 計 に 本 症例 に 該当 する 病名 を 見 出し 得 
ず , 駐 当 時 , 彼 の 新知 見 を 紹介 し た 療 病 院 雑 誌 に も , 何 
ら の 記載 か な い 。 彼 の 万 余 に 上 る 病床 日 誌 は , 残存 すれ 
ば 重要 な 手 掛 り を 与え る だ ろう が , 明治 17, 8 年 頃 途 存 
在 し た 記録 が ある の み で ある 。 

従 つて , 在 来 紹 介さ れ て 来 た Leuckart の Die Par- 
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asiten des Menschen の 記述 が 殆 ん ど 唯 一 の も の で あ 
り , Scheube 自身 の Die Krankheiten der Warmen 
Lander か 参考 さる べき 程度 で ,。 これ 以上 一 歩も 出 な い 
も の で ある こと が 有明 と な つた 。 こ の こと を は つき りさ せ 
て お く の も ゃ 強 ち 無 意 義 で も な か ろ 5。 

Manson の 発見 が Cobbold に よ つ て 7zgz/2 725- 
27 と し て 記載 され た の が , 発見 の 翌年 1883 年 で あり, 
Scheube の 発見 が Leuckart に よ つ て の gzoce カ - 
427zS geS と し て 記載 され た の が , 発見 後 5 年 の 
1886 年 で も る の は , 従来 か ら Scheube は 標本 を 送 つ て 
Leuckart の 示 教 を 休 い で いた の で あつ た が , 本 虫 の 場 
合 は , 恐らく 1881 年 も 終り 頃 (Scheube の 退職 は 8 月 
以後 に 於 て 定 つた ) の 事例 で 帰国 に 際 し 自ら 携行 し た た 
めで あろ う 5。 面 し て 彼 は 南方 諸国 を 熱帯 病 研究 旅行 し , 
1882 年 8, 9 月 に は バタ ビア で 脚気 選 解 剖 を * 行 つて いる 
か ら , 族 独 は 恐らく 1883 年 に な つた で あろ う 。 こ うい 
5 事情 で Lenckart が 本 虫 の アル ュー ル 漬 標本 を 検査 し 
た の は ずつ と 後 の こ と ヽ 相 像 され る 。 

さて , 今日 迄 の 本 症 発見 例 の 大 半 が 京都 及び その 附近 
で 行わ れ , 彼 の 流れ を 肖 む 京都 府 医学 校 の 人 々 に よ ょ つて 
本 症 の 多数 が 発見 され て 来 た 。 彼 が 京都 に 於 る 寄生 虫 研 
完 大 き な 力 を 誰 も 鍵 5 う も の は な いで あろ 25。 


163. 動物 園 に 信 ける 路 乳 動物 
の 帳 正 感 菜 状況 
浪速 大 学 虹 学 部 験 医学 教室 
ー 色 於 鞍 四 了 ・ 野 田高 二 
日 本 動物 園 
富 岡 長 吉 


Investigation of helmninthes infestation 
of mammals in a zoological garden. 
Otoshiro Isshiki, Ryoji Noda, 
Chokichi Tomioka 


1954 年 1 月 , 移動 式 動 物 園 が 来 阪 し た 機会 に , 各種 哨 
乳 動物 の 糞便 検査 (主として Bass の 浮 漠 法 , 佐々 ・ 三 
浦 の グリ セリ ン 寒 天 沙 抹 法 に より, 一 部 分 石原 の 潤 紙 菩 
養 法 参照 ) を 行 つ て, 証明 し 得 た 虫 卵 並 びに 感染 状況 は 
次 の 通り で ある 。 

検査 頭数 110 頭 , 陽性 79 頭 (71.8 を ), 陰性 31 頭 (28.2 


を ) Oo 
霊長 目 (サル 類 , 34 頭 ) : S/zozgy/o2es sp.(64.7 ), 
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zzc/z77S SD. (33.3 ) , Oeso ヵ 2gos7 の 22 SD。 (26.5 
), 7Zc ん os か ogy/zs SD.(5.9 め ), 4zcy/gs7922 SD., 
万 7ezo の zeS SD.( 各 2.9 め )。 

食肉 目 (13 種 , 33 頭 ) : 7ox2scgzzs /eoz22Z( ラ イオ ン 
・ ト ラ ), 4zcy/gs7 の 22 SD.( トラ), 272gO777274S 2 の 6SZ の - 
7 の 277 (トラ ), Trematoda >tYDe (ライ オン ・ ト ラ ), 
の の /y7795o 訪 777 6 の Ce の 7 (ブチ ハイ エナ ), Sgy7 の 7- 
ges SD., 772c/477S SD., 了 の Oc の 72 SD., 4zc7/Os7 の 7 の 
SD., の zc2227%6 SD.( タ ヌキ ), 7ozocg7g SD.( チ ー タ )。 
S が ogy7zS SD.( オ ッ ト セ イ ), 7oocg7Z2 SD.( ツ キノ ワ グ 
マ ・ シ ロク グマ )。 

偶 踏 目 (14 種 , 19 頭 ) : Szgzgy/o7Zes Sp.( キ リン ・ バ 
ン ビ ・ ハ ニ エ ル ・ ヒ ツジ ), ア zZcZ の Ss77ggy/zS SD. (キリ 
ン ・ エ ゾ ヅ ゾ シ カ ・ バ ベン ビ ), 7zZc/ze7S SD.( キ リン ), 万 2e- 
7202Cz4S SD、( キ リン ), Oeso ヵ gos797272 type( キ リン ) 
Os7ez/zgzo type (バン ビ ), 4sc7ZS SD.( ヤ ギ ), 27277- 
Ss が 42472 SD. (ヒツジ ), 4 の ez72 SD. (ヒト コブ ラグ 
ダ )。 その他 ブ タ よ り 44scgzZs 7 の 72c の 7 の es 〇 eso の 7g- 
の S7 の 472 SD.。 

奇 踏 目 ( 4 種 , 10 頭 ) : ア 2zZsc27/S 6924072474。 7 72 の - 
2 の 224 SD., S77 の gy7S SDD.( シ マウ マ )。 

長 鼻 目 (ゾウ , 8 頭 ) : Szozgy/o7Zes sp., ルル 7s/7Z 
sp., Nematoda * type, Nematoda y type, 2727 か - 
2s7 の 4 SD., sc の 72 SD。 74977ez22 SD.。 

有 袋 目 ( カ ン ガ ルー, 4 頭 ) : Szgzgy/o72es SD.。 

商 歯 目 ( ヤ マ ア ラテ シ , 2 頭 ) : Sozgy7o9es sp. その 
他 Nematoda a,b,c type 3 種 。 何 等 虫 卵 を 証明 し 得 な 
か つた 湯 種 は イノ シシ ・ サ イ ・ バ クタ ・ カ バ 等 で ある 。 

注目 すべ きこ と に S み な ozgy7o77es spp. が 全 動 物 の 10 
め (宿主 9 種 ), Ascaroidea の も の が 17.3 (7 種 ) 
zzc/zzszs spp. が 12.7 (3 種 ) に 見 出さ れ た 。 

トラ か ら ア . wesc72777。 42cy/9s7 の 72 SD., ゾウ か 
ら 7zsczg7g sp., ozzezz2 Sp., ブチ ハイ エナ か ら の . 
e72ce7, チン パン ジー か ら 万 7e7o の zes SD. が 見 出さ れ 
た の が 興味 深い 。 
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(6) その 他 の 殺 罪 剤 

塩化 アリ ル , 臭 化 プ チル , 塩化 メチ レン の 人 昭 虫 卵 に 
対す る 殺 罪 作用 を 殿 尿 中 , 15?C, で 行 つ た 。 ア リル カラ 
シ 油 , 塩化 メチ レン , 塩化 チオ ニル ,- エ ビ ピク ロ ル ヒ ドリ 
ン の 鋼 虫 卵 に 対す る 殺 卵 作用 を , 殿 尿 中 , 15^C で 実験 
の 

以上 , 総括 する と , 殺 卵 剤 の 作用 は , 種々 の 作用 条件 
に よ ょ つて 支配 され る 。 実験 に 殺 卵 剤 を 顕 虫 卵 に 用 いる 場 


合 に は , 殿 尿 中 の 人 顕 虫 卵 が 対象 と な り , し か も る 科 の 寒 
上 SMA 


, 殿 尿 中 , 島 虫 卵 , 低温 と いう ぅ 御用 条件 で 行う べ 
9 旨 ま あう 


161. 弁 子 油 の 殺 卵 機 作 


農業 技術 研究 所 
国井 坪 章 ・ 池 内 マキ 子 


Ovicidal action of mustard oil. 
Yoshiaki KKunii, Makiko Ikeuchi 


弁 子 油 は 玉 虫 卵 に 対 し て 直接 接触 法 に よれ ば 高度 の 殺 
卵 性 を 有する が , 0 
く 低下 する 。 し た が つて , 弁 子 油 を 実用 に 供する た め に 
も 。 その 殺 罰 作 を 考察 する こと が 必要 と 考え られ た 

そこ で 草子 油 の 主 成分 allylisothiocyanat (CHs CH 
CHs N=C=S) に 化学 構造 上 関連 の ある 化合 物 に つい 
て , 顕 昌 卵 に 対す る 殺 卵 性 の 有無 を 検討 し た 。 

突 験 方 法 と し て は あの 
が また 作用 潤 短 人 温度 と も に 28?C と し , 生死 の 
判定 は 共 養 1 ヵ月 後に 於 いて 決定 し た 。 

その 結果 , 一 N= ニ C=S (isothiocyan) を 有する all- 
Y1 電子 油 及び Pheny1 草子 油 は , と も に 5※10? の 濃 
度 で 100 の 殺 卵 力 を 有する が , 一 S 一 C 三 N (thiocy- 


an) を 有する ロダ ソー ダ , ロダ ンカ リ は , と も に 103 
の 測度 で も 殺 力 は 全く な いこ と が 認め られ た 。 
次 に >C=S 結 合 の ある も の に つい て , 二 三 の 検討 を 


試み た 。 ま づ , 松村 氏 そ の 他 に よ つ て 殺 卵 剤 と し て 提出 
され て いる 二 硫 化 炭 素 (CS な ) は S = ニ C=S の 結合 と 考え 
られ , その 5 ※103 の 濃度 で 100 の 殺 卵 力 を 有する 。 


(HzN- C -NHz。) し か し >C=S 結 合 を 持つ と 考え 

3 られ る Thio 尿素 は 2 X10-3 の 濃 
CH 度 で も 殺 卵 力 が な く < ethylenthio 
CHe- NH デー ) 所 素 2 x10・ の 党 放 で 殺 卵 は 
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認め られ な い 。 

また , nematocide と し て の thiadiazine 系 の 薬剤 
で 次 の よぅ な 構造 を も つも の が , 濃度 CH。 
10-* で 普 虫 卵 に 対 し て 100 の 殺 卵 力 CHsN/ NR 
を 有する こ こと が 認め られ た 。 これ は 構 | 

造 基 に みみ られ る よう に , >C=S 結 合 chc 
0 て いる 点 で きわ め て 興味 が あ 
る 。 

以上 , 一 NN= ニ C= テ SGt(isothiocyan) を 有する 化合 物 は 
一 般 に 殺 卵 力 が あり , 化学 構造 ト >C=S 結 合 の ある も 
の に は , 殺 久 力 の ある も の と な いも の が 考え られ る が , 
ーS =C 三 N (thiocyan) を 有する 化合 物 に は 殺 罰 力 が 


癌 め ら れ な いよ うに 思わ れる 。 


162. 京都 府 療 病院 教師 革 . B. 
Scheube の 和 生 下 研 究 (3) マ ン 
ッ ン 民 裂 頭 條 是 


京都 府 r 医 科大 学 川井 内 科 
横 田 欄 


Contributions of Dr. 耳 . B. Schebe in IKyoto 
(Director of 氏 yoto Hospital) on Parasitology. 
(3) on の の 7 の o777 が 6 24672S0727 


JMinoru Yokota 


明治 10 年 (1877) 8 月 か ら 同 14 年 (1881) 11 月 まで 京 
都 府 療 病院 に 教師 で あつ た Heinrich Botho Scheube 
の 京都 に 於 て 行 つ た 寄生 虫 に 関す る 業績 の 中 で , 最も 世 
に 知ら れ て いる も の は マン ツン 氏 笛 頭 条 虫 の 発見 で あ 
る 。 

九州 出身 の 馬 了 , 25 蔵 男 5 年 来 京 都 監 氏 に 入 狭 中 の 
囚人 の 尿道 より 本 虫 の Plerocercoid を 発見 し た も の で 
ある 。 面 し て それ は 1881 年 , 即ち 京都 在職 最後 の 年 の 
こと で あり , Manson の 履 門 に 於 る 発見 の 前 年 に 当る 
私 は , この 発見 の 経緯 を 詳細 に 知 ろ 5 と 思 つ て , 現在 
私 共 の 手 の 及 ぶ か ぎり の 京都 療 病院 関係 の 資料 を 博 捜し 
た の で あつ た が , 全く 徒労 に 終 つ た 。 即ち 明治 14 年 入 
院 患 者 の 病 類 別 統計 に 本 症例 に 該当 する 病名 を 見 出し 得 
ず , 又 当 時 , 彼 の 新知 見 を 紹介 し た 療 病院 雑誌 に も , 何 
ら の 記載 が な い 。 彼 の 万 余 に 上 る 病床 日 誌 は , 残存 すれ 
ば 重要 な 手 掛 り を 与え る だ ろう が , 明治 17, 8 年 頃 迄 存 
在 し た 記録 が ある の み で ある 。 

従 つて , 在 来 紹介 され て 来 た Leuckart の Die Par- 
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asiten des Menschen の 記述 が 殆 ん ど 唯 一 の も の で あ 
り , Scheube 自身 の Die Krankheiten der Warrnen 
Lander が 参考 さる べき 程度 で , これ 以上 一 歩も 出 な い 
も の で ある こと が 明 と な つた 。 こ の こと を は つき りさ せ 
て お く の も ゃ も 強 ち 無 意 義 で も な か ろ 5。 

Manson の 発見 が Cobbold に よ つ て 7 ア zgzz/2 7 が 5- 
の 27 と し て 記載 され た の が , 発見 の 翌年 1883 年 で あ り , 
Scheube の 発見 が Leuckart に こよ つて の ooce か - 
427zs gz4797es と し て 記載 され た の が , 発見 後 5 年 の 
1886 年 で ある の は , 従来 か ら Scheube は 標本 を 送 つ て 
Leuckart の 示 教 を 伽 い で いた の で あつ た が , 本 虫 の 場 
合 は , 恐らく 1881 年 も 終り 頃 (Scheube の 退職 は 8 月 
以後 に 於 て 定 つた ) の 事例 で 米国 に 際 し 自ら 携行 し た た 
めで あろ ぅ 5。 面 し て 彼 は 南方 諸国 を 熱帯 病 研究 旅行 し , 
1882 年 8, 9 月 に は バタ ビア て で 脚気 曳 解 剖 を 行っ て いる 
か ら , 族 独 は 恐らく 1883 年 に な つた で あろ う 。 こ うい 
5 事情 で Lenckart が 本 虫 の アル ュー ル 清 標本 を 検査 し 
た の は ずつ と 後 の こ と ヽ 和 想像 され る 。 

さて , 今日 廷 の 本 症 発見 例 の 大 半 が 京都 及び その 附近 
で 行わ れ , 彼 の 流れ を 淫 む 京都 府 医学 校 の 人 * に よ つ て 
本 症 の 多数 が 発見 され て 来 た 。 彼 が 京都 に 於 る 寄生 虫 研 
完 大 き な 力 を 誰 も う も の は な いで あろ 2 。 


163. 動物 園 に 及 け る 路 乳 動物 
の 幅 下 威 菜 状 況 
浪速 大 学 農学 部 験 医学 教室 
ー 色 訳 芝 四 了 ・ 野 田高 
日 本 動物 園 
富 岡 長 吉 


Investigation of hehminthes infestation 
of mmammals in a zoological garden. 
Otoshiro Isshiki, Ryoji Noda, 
Chokichi Tomioka 


1954 年 1 月 , 移動 式 動物 園 が 来 阪 し た 機会 に , 各種 哨 
乳 動物 の 糞便 検査 (主として Bass の 浮 渡 法 , 佐々 ・ 三 
浦 の グリ セリ ン 突 天 沙 抹 法 に より , 一 部 分 石原 の 濾紙 菩 
槍 法 参照 ) を 行 つ て , 証明 し 得 た 虫 卵 並び に 感染 状況 は 
次 の 通り で ある 。 

検査 頭数 110 頭 , 陽性 79 頭 (71.8 ), 陰性 31 頭 (28.2 
多 )。 


霊長 目 (サル 類 , 34 頭 ) : S み ozgy/oZes sp.(64.7 め ), 
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zzc/z77S SD. (33.3 め ), Oeso ヵ 2gos7o72 SD. (26.5 
), 7Zcos な ogy/zs SD.(5.9 め ), 4zcy/os7g722 SD., 
万 z7ezo の zeS SD.( 各 2.9 め )。 

食肉 目 (13 種 , 33 頭 ) : 7ozscgzzs 7eogz222( ラ イオ ン 
・ ト ラ ), 4zcy/gs79222 SD.( ト ラ ), ア 272go777224S 206S7 の - 
262727 (トラ ), Trematoda >tyDe (ライ オン ・ ト ラ ), 
の め /y77959 太 7 @7726C の 7 (ブチ ハイ エナ), S ぐ が の gy7Oz- 
es SD., 772c/72S SD., 了 の Oc の 72 SD., 47cy/9s7 の 2 の 
SD., cz22776 SD.( タ ヌキ ), 7ozocg7g SD.( チ ー タ )。 
S が ogy7S SD.( オ ッ ト セ イ ), 7oocg72 SD.( ツ キノ ワ グ 
マ ・ シ ロク グマ) 。 

偶 踏 目 (14 種 , 19 頭 ) : SZzgzgy7o7Zes Sp.( キ リン ・ バ 
ン ビ ・ ハ ニ エ ル ・ ヒ ツジ ), アァ cos か ggy/S SD. (キリ 
ン ・ エ ゾ シ カ ・ バ ベン ビ ), 7zc/z77s SD.( キ リン ), 万 ge- 
7 の CS SD.( キ リン ), Oeso カ 2gos77z72 tYDe( キ リン ) 
Os/ez/ggz2 type (バン ビ ), 4scg7Zs Sp.( ヤ ギ ), アア 2727 が - 
Ss727272 SD. (ヒツジ ), 4 の ez2 SD. (ヒト コブ ラグ 
ダ )。 そ の 他 ブ タ よ り 4scgz7s 7 の ZZco7 の es Oeso ヵ /g- 
0S7 の 24772 SD.。 

奇 踏 目 (4 種 , 10 頭 ) : 27Zsc277S 6924 の ZZ4224, 7 72C0- 
6 SD., ゞ 7 の gy7S SDD.( シ マウ マ )。 

長 鼻 目 (ゾウ , 8 頭 ) : SZzozgy/oz2es sp., 7 が Sg 
sp., Nernatoda ヶ type, Nematoda y type, 772 の - 
Zs79722472 SD., Sc の 72 SD。 7 の ezz2 SD.。 

有 袋 目 ( カ ン ガ ルー, 4 頭 ) : Szgzgy/o72es SD.。 

敵 歯 目 ( ヤ マ ア ラテ ラ シ , 2 頭 ) : Sgzgy/o7des sp. その 
他 Nematoda a,b,c type 3 種 。 何等 虫 卵 を 証明 し 得 な 
か つた 湯 種 は キノ シシ ・ サ イ ・ バ ク ・ カ バ 等 で ある 。 

注目 すべ きこ と に SZozgy/o72es spp. が 全 動 物 の 10 
め (宿主 9 種 ), Ascaroidea の も の が 17.3 (7 種 ) 
ア 7zczs7s spp. が 12.7 (3 種 ) に 見 出さ れ た 。 

トラ か どど ア . zwesZeZ24777。 447cy/9s79722 SD.,, ゾウ か 
ら 7zsczo72 sp., ozzezi2 Sp.,. ブチ ハイ エナ か ら の か. 
e7zgce7, チン ペン ジー か ら 万 7e7o62zS SD. が 見 出さ れ 
た の が 興味 深い 。 













164. 屋内 渦 の 答 生 昌 


熊本 大 学 寄生 虫 病 学 教室 
三浦 守 ・ 松 山 滋 
寺本 昭三 ・ 中 島 典 雄 


Parasites of house-rat in Kumamoto Prefecture。 
Mamoru Miura, Sigeru Matsuyama, 


Syozo Teramoto, Norio Nakashima 


昭和 29 年 9 月 か ら 30 年 3 月 衝 に 主として 熊本 市 及び 
水俣 市 で 捕獲 し た 屋内 上 厳 に 就 て 内 部 寄生 昌 及 び 外 部 寄生 
虫 を 調査 し た 。 内 部 寄生 虫 は P, 7. 2/ezgzg77zzs 32 頭 
だ . . 07 の eg2czS 102 頭 を 検 し , 第 1 表 の 如き 成績 を 
得 た 。 #. z. zozgegzczs (に 就 て 個体 寄生 内 部 寄生 虫 の 
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種類 と 体重 と の 関係 は , 100 g 以下 は 平均 1.90 種 , 150 
g 以下 は 3.57 種 , 150g 以上 は 4.5 種 で , 大 な る も の 程 
種類 も 多い 。 双 比較 的 寄生 率 大 な る Cysz. Zsczo7, Cg- 
77. 4e の g7。 W め の os が og. が 27S (に 就 て みる と 第 3 表 の 
如く で ある 。 外部 寄生 虫 は P. ヶ . 27ezgz. 36 頭 , 

z. 0Z の 6g 68 頭 を 検 し 第 2 表 の 如く で ある が 其他 に 未 
同定 の ダ =3 種 が あり , 有 双 史 . z. zo72eg. 1 頭 の 耳 条 
に Ao7oegzzs o7e ヵ Zs の 知生 が あつ た 。 









7. Zzzszs (Rothschild) 6 16.67 | 


WW. 72scz2Zzxs (Bosc d' Antic) 6 16.67 | 
. segzz7S (Schonherr) 18 50.00 

. 52co が *(Hirst | 14 38.89 | 
万 c/77207 ec/2Z72S (Berlese) 1 2.78 | 
ge/2 の S 2 が 72777 (Hirst 3 8.33 | 
ア . szzz/osZ (Curmeister) | 10 27.78 | 
. geo の 7S (Ferris ) | 9 25.00 | 


第 1 表 
了 7. 7. 0Z の 6 の. 

内 部 寄 生 中 感染 数 の 感染 数 の 

区 
万 cz の s7 の 222 c22e7o7c7s (Ando et Ozaki) | 1 | 。 重い ・ 0 
ア /2gzo7cZ2S 772S (Tanabe) | 2 | 6.25 4 | 6.86 
ye の 7 の ZS 2727272 (Rudolphi | 5 | 15.63 22 21 .57 
万 yze70/e カ ZS 26 (V. Siebord) | 2 6.25 
Cys/zcezczzs sc の 727S (Batsch ) | 11 34.38 77 | 75.49 

| | 
Cg カ 777Z77Z 7e カ の 22co (Bancroft | 2 21 .88 56 | 54.90 
CgZ27/Z7zg の gc777272 (Eberth) | 5 15.63 23 」 22.55 
Cg747e/e72 を ZS S カ 2 の Sc (Schneider ) | 3 9.38 35 34.31 
Sy カ gc7Z の の ye/27Z (Rudolphi) | 3 9.38 1 0.98 
4s ヵ cz7z77S 7e77g の 7e7 の 2 (Nitsch | ィ ィ 6.25 6 | 5.88 
ん 7 の の os/Z の gy724S 27277S (Yokogawa) | 13 40.63 66 | 64.71 
S77 の 7g9/ の 7 の es Zg777 (Sandground | 1 | 3.13 21 20.59 
7 77c ん の s の 70 の eS て 7 の SS7CG247 (Bellingharmn ) | 1 3.13 24 | . 23.53 

1 1 | 

2 で 2 2 表 
* 最 種 類 及 び 要 項 R. r. alexandrinus 36 頭 R. n. norvegicuS 68 頭 
附 着 寄 生 忠 頭数 | | 附 殴 数 | index | 頭数 | 多 | 附 着 数 | index 


28 | 0.78 10 14.56| 7?0 | 1.03 
20 | 0.56 14 20.59 23 | 0.34 


143 | 3.97 24 50.00| 83 | 1.22 


178 4.94 5 7.35| 43 
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| 0.63 
2 | 0.06 | 34 50.00| 80 | 1.18 
5 | 0.14 | 25 36.76 | 135 | 1.99 
65 | 1.81 37 54.42 | 1248 | 18.35 
90 | 2.50 | 3 4.42| 13 | 0.19 
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表 





_ 野 の 体重 100g 以下 30 頭 


es 


150g 以下 35 豆 SS 150g 以上 37 頭 





RE 「 [| 


寄生 点 の 機 類 "ーー-、、| 感染 刺 | 時 
Cys/zceS Sc の 7277S 12 | 40.00 
C477772772 7/e カ 72C の | 8 26.67 
2 カ Os77 の gy/4S 72224773 | 15 | 50.00 


165. 京都 府下 一 糞 村 に 於 け 
る 符 生 忠 問 是 

京都 府立 医科 大 学 医 動 物 学 教室 
藤 井 満 


On the intestinal hehminthes in a 
village of Kyoto Prefecture 
Mithuru Fujii 


京都 府 船井 郡 西 本 梅村 字 天 引 に 於 ける 顕 虫 感染 の 問題 
に つい て の | 則 和 29 年 内 の 成績 

(1) 駐 虫 の 感染 率 は 8 月 に 於 て 最高 (48.7 あ ) で ある 
が , 12 月 に は 1 月 の 約 4(33.1 用 ) と な つた 。 

(2) 陽 転 率 は 8 月 か ら 12 月 に か け て 高く (33.3 一 32.2 
タ ) 同年 1 月 に 於 て も 同じ 位 (32.7) で ある 。 

3) 陰 転 率 は 6 月 (51.9 ) 及 び 12 月 (54.3 ) に 高く 
8 月 に 訟 て 最も 低い が (30.4 ) 1 年 を 通じ て 概ね 上 昇 
の 和 あめ 8 月 以外 は 常に 陽 転 率 よ り 高 い 。 之 は 
(1) の 事実 と 共に 駆虫 及び 予防 策 の 成果 と 思わ れる 

(4 we 8 月 に 最も 低く 再 陽性 者 = は 8 月 に 
最も 高く (何れ も 34 4 ら 対 称 的 で ある 。 之 は ①) の 成績 と 

ょ く 一 致す る 。 茶 お 8 月 以外 は 再 陰 性 の 方 が 常に 再 陽性 
より 高く , 之 は 予防 策 の 成果 と 思わ れる 。 

(5) 土壌 中 顕 虫 卵 の 総数 は 10 月 か ら 次 第 に 上 昇 し 早 
春の 頃 ま で 高値 を 示す (400 ュ 以 上 ) 之 は (2) の 成績 と よ 
く 一 致し , 仔 虫 包 蔵 卵 の 示す 曲線 も 略 ょ は 之 に 平行 し て 
居る 。 祭 お 土壌 検査 は 操 20 ヵ所 道路 7 ヵ所 を 選び 毎月 
同一 箇所 より 各 40cm3 の 士 を 採り , 重 ク ロー ム 酸 ツー 
ダ 液 で 浮 漠 法 を 行 つた 。 

(6) 総 発育 率 は 6 月 及び 秋 よ り 冬 に 高く ( 約 250 以上 ) 
夏 は 低い ( 約 150 王 200) 

(?) 仔 昌 包 蔵 卵 の 示す は 7 月 か ら 9 月 迄 低く (40 
以下 )10 月 より 再び 上 昇 し 始め 6 月 に は 最高 (65.6 用 ) に 





規 す る 。 面 し て 変成 卵 の 多 は 7ー9 月 に 於 て 高く (50 中 
以上 ) 10 月 より 再び 下降 し 始め る , 之 は (②) の 成績 と 害 
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| に 
| 加 数 | 際 


感 染 数 め 
29 | 82.86 34 91 .89 
| 全 62.86 23 62.16 
20。 | 本:30 | 、 競 78.38 


| 
合 に 一 致し て 居る 。 

(⑧) 土壌 検査 の 対象 で ある 畠 の 所 有 者 20 戸 の 内 改 廊 
便所 は . 28 年 末 以 前 に 設置 さん た も の 4 戸 ( 既 設置 群 ) 5 
月 完成 群 3 戸 , 9 月 完成 群 3 戸 , 未 設 置 群 29 は 年 末 で 
10 戸 で ある 。 

(9⑨) 上 記 各 群 の 土壌 中 顕 虫 卵 の 1 戸 当 平均 生 卵 数 は 
設置 群 は 常に 未 設置 群 に 比 し 造 か に 低く ( 既 ,8.50.25) 
cre 0 } 完 成 後 次 第 に 低下 し 遂に 

置 群 と 殆ど 差 を 認め な く な つた の で 10 月 より 既設 
ceri 然し 9 月 完成 群 は 29 年 来 に 至る ゃ 条 
お 既設 置 群 と の 間 に か な り の 差 が 認め られ る (10 月 和 群 
1.3 一 23,0), 之 に より 改良 便所 は 相当 有効 で ある と 思わ 
し る が , その 設置 の 時 期 に より 効果 の 発現 に 相当 の 差 が 
る と 思わ れる 。 


遇 下 卵生 死 天 別 に 


岡山 大 学 医 学部 寄生 虫 学 教室 


答 臣 成一 ・ 木 村 道 也 


に この 


た 
の 


166. 


つい て 


Test for vijability of 4sc4zzs /247 の 7 の es eggS。 


Seiiti Inatomi, IMitiya Kimura 


我が国 に 於 ける 寄生 虫 の 募 延 は 誠に 欧 る べき も の が あ 
り , この 防止 の 一 手 授 と し て 殿 尿 中 の 寄生 虫 卵 の 殺 減 処 
理 が 北 多 研究 者 に より 行わ れ , ww 案 出 され て い 
る 。 これ ら 人 各種 殺 滅 多 理 の 効果 は , 作用 を うけ た 卵 の 培 
二 こよ り , これ が 発育 する か どう か MS 

し て この 攻 養 の 方 法 は 全く 各 人 各 様 に 実施 され て お り 
革 液 に 於 て 鉱 培養 温度 に 於 て も 相当 な 開き が 認め られ 
る 。 即 ちこ ん な に 種々 異 つた 条件 の 下 で 培養 する と 則 罰 
の 発育 に 大 き < く 影響 す る も の の よう で , 我々 の これ まで 
に 得 た 断片 的 な 諸 種 成 績 か ら み て も , 諸 種 薬品 及び 普通 
尿 , 魚粉 或 は 過 稀 酸 石 灰 等 を 加え た 選 尿 又は 尿 中 に 顕 
東 卵 を 一 定 日 時 漬け て 作用 を うけ させ , 後 水洗 し て フォ 
ル マ リ ン 水 中 に 移し 培養 し た も の が 死滅 し , 一 方 原液 中 
に その まま 浸漬 され て いた も の に 何等 変化 が 認め られ な 


Y 
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か つた り , 或 は 水 で 塔 養 し て 仔 虫 に な つた り し て , 結果 
に 非常 に 大 き な 差 が あら われ , 時 に は 正反対 の 結果 さえ 
出 た 。 よ つて 一 般 に よく 使わ れる フォ ル マ リ ン 水 及び 水 
その 他 諸 種 楽 品 の 溶液 を 培養 液 と し て , これ に DD, C 
Ss, NOs,。 ネ オデ クロン , 三共 DN 選 剤 , 石 灰 酸 , ミケ 
ゾ ゲール , クレ ゾー ル 等 に 予め 1 一 7 日 浸漬 し た 顕 虫 卵 を 
水洗 し て 投入 , 培養 温度 も 15 一 30"C 位 の 間 で 3 投 階 位 
に わけ て 実施 し た と ころ , 諸 種 楽 品類 を 菩 養 液 に 使う こ 

と は 全く 無理 で あり , フォ ル マ リ ン 水 も 又 水 で 正常 発育 

を 示す も の を 朋 滅 する こと 多く 不適 当 と 考え を られ た 。 更 

に 温度 の 上 で は 24*C 或 は それ 以下 の 守 温 に 於 て 徐々 に 
Pa も の が 28"C の 菩 養 で は 大 部 分 か 死滅 す 

こと が みみ られ た 。 

の 寄生 虫 卵 は 雨水 或 は 霞 に 洗わ れ 
て , それ ぞ れ 適当 な 温度 を うけ て 発育 する 和 で ある 。 即 
ち フ ォ ル マリ ン 水 が , 自然 界 に 訟 いて 申 卵 の 発育 Medi 
um と な る こと も 先 な く , 又 温 度 も 自然 界 ほぼ で は 発育 に 最 
も 好適 な 温度 程 高温 な 時 期 は 1 年 の 中 で も ご く 短 期間 で 

一 般 に は 更に 低い 温度 の 期間 が 大 部 分 で あり , 事実 叫 昌 
卵 は か ヽ る 温度 で 十分 発育 する も る の で ある 。 

以上 より 少く と も 移 理 を うけ た 虫 卵 の 培養 に 当 つ て ! 
EN - 詞 較 に 於 て は 勿論 
平均 気温 28"C に 達する こと も ある が , 更に それ より 低 
温 の 期間 が 大 郭 分 で ある の で て , 生死 夫 基 試 験 に 於 て 
は , 水 で 20 一 25"C 位 で 行う の が 最も 適当 で は な いか と 
考え られ る 。 


167. 犬 遇 是 の 胎盤 威 染 に つい て 
日 獣 大 寄生 虫 
清水 重 矢 ・ 堀 見 利 昌 
抄録 な し 
168. 名 虫 の 精子 形成 
予防 衛生 研究 所 寄生 忠 部 
柳沢 士 四 男 
On the spermatogenesis of 4sc2Zzs sz772. 
esToshio Yanagisawa 


従来 占 虫 精 子 に 関し て は 其 の 菜 色 体 の 形 交 数 を 主 と せ 
る 細胞 学 的 研究 は 行わ ん て いる が 其 の 特 暴 な 形態 を 有 す 
る 精子 の 形成 過程 全般 に 関す る 報告 は 殆ど 見 受け な い 。 
紫 の 点 に 関し 筆者 は 其 の 雄性 生殖 器 各 部 の 切片 沙 抹 標本 
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に 就 て 観察 を 行 つ た 。 観 察 の 結果 は 下記 の 通り で ある 。 

(1) 精 原 細胞 と 其 の 成長 : 精巣 上 部 の 精 原 細胞 は ほ ゞ 
円 形 ( 径 約 6 一 7 ) で 少量 の 細胞 間 物 質 を 介 し て 精巣 中 に 
並ぶ (精巣 断面 に 60 こ 90 ュ )。 核 は 著しく 大 形 で ( 径 約 
4ー5 み ) 従 つ て 其 の 細胞 質 は 極め て 少量 で 且つ 薬 色 性 の 
な い 透 明 質 で ある 。 精 原 綱 胞 は 精巣 内 を 下降 し つつ 細胞 
質 増殖 し 精巣 下部 に 於 て 本 円 形 と な る ( 長 軸 15 み 短 軸 
10 ) 。 此 の 成長 初期 に 於 て 不定 形 の 小 体 が 細胞 質 中 に 
認め られ る (数 10<20 ュ )。 売 分 成長 せる 精 原 細胞 即ち 
第 一 次 精 母 細胞 は 殆ど 円 形 ( 径 約 20 一 30 ヵ ) と な り 増 殖 せ 
る 上 記 小 体 が 多数 其 の 絹 胞 質 中 に 観 ら れる 。 

(2) 第 一 次 精 母 胞 の 分 裂 : 充分 成長 せる 精 母 細胞 は 
連続 2 回 の 分 裂 の 結果 小形 の 4 ュ の 精細 胞 ( 径 約 10) を 
形成 する 。 此 の 分 裂 時 に 見 られ る 菜 色 体 の 形態 数 等 の 詳 
綱 は 未だ 不明 な る も 性 染色 体 の 一 団 が 存在 する 様 な 像 を 
認め 得 た 。 

(3) 精細 胞 と 其 の 変態 : 1 コ の 精 母 細胞 より 形成 され 
た 4 ュ の 精細 胞 は 当初 4 一 団 と し て 結合 し て いる 。 答 
精細 胞 の 中 央 に 少量 の 核 物質 と 其 の 周囲 に 薬 色 性 の な い 
汗 胞 質 の 少量 が あり 大 半 の 他 の 繝 胞 質 に は 前 記 の 増殖 し 
た 小 体 が 多数 存在 する 。 精 細胞 は 輸 精 管内 下降 に 従い 互 
に 分 離し 各 細 胞 の 周縁 部 に 好 塩 基 性 物質 が 滞 次 集合 し 遂 
に 周縁 の 一 部 より 細胞 外 に 放出 され る 。 其 の 後 , 前 記 小 
体 は 互 に 融合 し 大 型 の 粒 と な り 輸 精 管 末端 に 於 て 3 一 
2 み 者 かる だ S: 更に 下降 し つ ヽ 上 粒 は 融合 し て 精 
細胞 の 周縁 に 環状 体 を 形成 し 内 部 の 核 物 質 を 含む 細胞 質 
は 環状 体 の 一 端 より 環状 体 の 外 に 出 て 半球 状 と な り 環 状 
MAME air 

円 釧 形 の 所 詩 輝 体 と な り ,. 核 物質 を 含む 半球 状 の 部 
共に 精子 の 特 虹 た 形態 の 基本 が 形成 され る 。 多 類 粒 の 
RE 合 に 伴う 菜 色 性 の 変化 も 見 られ た 。 


169. 玉虫 の 成人 , 学童 , 乳幼児 月 別 威 
上 府 推移 並 に 乳 幼 見 新 感 菜 年 齢 に つい て 
千葉 大 学 公衆 衛生 学 教室 
内 田 昭 夫 
On monthly ascaris infection of 
adult, school year children and infant 


and on the new infection of infants. 
Akio Uchida 


群馬 県 吾妻 郡 名 久田 村 の 一 純 農 村 部 落 23 戸 170 人 に 
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を 示し 率 を 出 し た 。 

同 部 落 に 於 け る 乳幼児 の 陰性 者 を みる に 1953 年 7 月 
の 成績 で は 全 際 性 者 中 15 人 (26.8 ) 8 月 46 人 中 12 人 
(26.1 ) で ある 。 12 人 の うぅ も 継続 陰性 者 の 4 人 を 除き 


8 人 に つい て 検便 陽 転 月 よ り 約 2 一 3 ヵ月 前 の 月 を 新 感 
染 年 月 と し て 生年 月 日 より 計算 し て 乳幼児 感 菜 年 齢 と し 
た 。 生後 7 ヵ月 か ら 10 ヵ月 迄 に 2 人 
年 半 迄 に 2 人 , 


生後 1 年 か ら 1 
1 年 半 か ら 2 年 迄 に 2 入 , 即ち 8 人 中 6 
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表 


ら | 1953 _ 1954 1955 
検査 年 月 7 8 9 2 2 3 4 5 お 7 4: 人 
陽性 者 数 34 頃 和 4 直 疹 抽 末 用 - 友 揮 各 
同上 多 67.0 26.5 17.6 27.1 26.5 11.2 20.0 18.8 20.6 19.4 18.2 15.9 20.6 38.8 30.6 
第 2 表 
| 1953 -: (人 8 交 細 本 人 
検便 年 月 を 2 5 お 計 
成人 (84 人 ) | 65 22 9 12 17 6 20.、18 14 12 13 8 17 29 24 | 286/1296 
め | 77.3 26 2 10.7 14.3 20.2 7.1 23.8 21.4 16.7 13.3 14.4 8.9 18.9 32.2 26.7 22.1 
学徒 (47 人 ) 2 を 9 の 時 広間 條 9 衣 時 4,。 欧 38. 310 16/705 
ダ | 51.1 12.8 19.1 27.7 23.4 6.4 17.0 10.6 19.0 23.4 23.4 21.3 21.3 42.6 21.3 22.7 
乳幼児 (39 人 人 符 、3 提 - 全 紗 を まま: 綾音 = 細 重 189/549 
? | 64.1 41.0 28.2 51.3 43.6 25.6 15.4 22.1 30.8 24.2 21.2 24.2 18.2 48.5 54.5 34.4 
第 3 表 
| 1953 1954 Wi て 、 1955 で 
検便 年 月 10 11 12 1 2 3 4 5 6 : 10 1 計 め 
成 (人 の 再 感染 数 9 15 「 5 人 | 126/1044 12.1 
義光 4 村 SN 230 洛 e 導 培っ WO は いし. 10 2 | 68/564 12.1 
乳幼児 ヶ 9 5 1 1 E 9 4 5 7 6 | 61/432 14.1 
つい て 昭和 28 年 7 月 より 39 年 1 月 迄 , 硫 茸 加 食 塩水 法 人 迄 が 2 年 未満 に 感染 を 受け て いる 。 他 の 2 人 は 3 年 8 
1 本 値 , 倫 抹 法 2 枚 3 枚 値 で 検便 を 実施 し た 。 成績 は ー9 カ ヵ月 , 5 年 12 ヵ 月 で あつ た 。 初 検便 時 1.1 農村 
第 1 表 の 如く で ある 部 落 に 於 て 1 年 半 に つ て 継続 検便 を する こと と の 出来 た 
対象 者 全員 170 人 を 生活 環境 , 生活 態度 より 成人 , 学 170 人 に つい て 成人 , 学徒 , 乳幼児 別に 陽性 率 及び 感染 
徒 (小学 生 一 高校 生 ), 乳幼児 に 分 けれ ば 第 2 表 の 如く 陽 率 を みた と ころ 乳幼児 が 最も 高 率 で あつ た 。 
作者 率 , 新 再 当 率 と も 成人 と 学徒 と の 間 に は 差 が 殆ど 2. 同 秀 落 に 於 ける 乃 効 児 の 新 感 柴 年 齢 は 生後 7 ヵ月 
8g め られ な い 。 乳幼児 と 成人 及び 学徒 と の 間 に 於 て は 陽 より 2 歳 未 満 75 タ で あつ た 
作者 寺 ( 15 回 検便 成績 の 月 平坦 任 率 ) に は XR 検定 に 
よれ ば 5 多 以 下 の 危険 率 で 有意 で あつ た が 新 再 感 率 は 170. 市 販 ミ キサ ー に 依る 
有意 の 差 が 認め られ な か つた 。 第 2 表 は 各 月 の 陽性 者 
人 ir8e 2 遇 中 卵 撲滅 度合 
( 率 ) を 示す 。 第 3 表 は 毎月 の 検便 で 絢 続 いて 二 度 陰 性 の 
も の の 陽 転 し た 場合 始め て 新 , 再 感染 者 と 見 人 敬 し て 月 別 九州 大 学 第 三 内 科 
の 推移 を 出 し た 。 計 は 全 検 便 人 員 に つい て の 再 感 菜 者 数 森 移 夫 


Study on the ovicidal effects of ascariS 


eggS treated with a mmixer。. 


Yoshio Mori 


吾 国 に 於 ける ハウ ザ 氏 食餌 療法 の 普及 と 共に 一 般 家庭 
の ミキ サー 使用 が 非常 に 盛ん と な つた 。 著 し 生野 茶 を ミ 
キサ ー に か ける 事 に 依っ つて 生 時 茶 に 附 対 せる 頭 虫 卵 を 殺 
すこ と が 出来 る と すれ ば 顕 虫 感染 の 心配 な く 生野 茶 ジ ュ 
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ー ス を る こと が 出来 る 。 そ こ で 市 販 ミ キサ ー の 顕 虫 卵 
引 及 ぼ す 影響 を 衝 る た め に 次 の 実験 を 行 つた 。 

実験 方 法 

顕 虫 卵 を 含む 人 開 を 瓦 片 に 乗せ , 4 用 フォ ル マ リ ン 水 
入り シャ ー レ に 浮 か せ , 再 に 之 の シャ ー レ を 27"C の 遇 
卵 器 の 中 に 入れ 約 2 週間 培養 し , 仔 虫 包 蔵 卵 と な し , 再 
こ 一 補 日 数 経過 させ る 。 之 の 昭 仔 虫 包 蔵 卵 を 人 工 的 に 生 
野 楽 (白楽 ) に 附 着 さ せ , 之 の 生野 楽 200g 瓦 を 適当 の 大 
さ に 切り , 市 販 せ る ミキ サー に 入れ , 之 に 水 200cc を 加 
える 。 高速 5 分 間 ミ キサ ー を 回 転 さ せ , 山 来 た 生野 楽 ど 
ュー ス を 2 枚 重 ね の が ガーゼ で 光 し , その 濱 液 を 遠心 沈 肖 
( 毎 分 1000 回 転 5 分 間 ) し , 顕 虫 卵 を 集め , その 顕 虫 卵 
を 2 匹 の マウ ス に ビニ ー ル の 管 を 通し て 飲ま せ 約 1 日 経 
過 後 マッ ゥ ス を 殺し , 胸 腹 腔 を 開き 胸 腹 腔 を 生理 的 食 癌 水 
に て 良く 洗 准 し , 再 に 心 気 管 , 肺 , 肝 を 乳鉢 に 取出 し 
食塩 水 を 加え つ ヽ 磨 砕 し 前 記 洗 浴 し た 食塩 水 並 に 磨 砕 せ 
る 臓器 を 2 枚 重ね の ガー ゼ て で 渡し , 浅 液 を 遠心 沈 油 ( 毎 
分 1000 回 転 5 分間) し 沈 溶 物 を 鏡 検 し 台 幼 虫 の 存 存 を し 
ら べ 幼虫 数 を 数 え , マウ ス に 飲ま せ た 顕 虫 卵 数 で 補正 し 
対照 と 比較 し た 。 対照 と し て は 培養 し た 同じ 上 仔 虫 包 蔵 
卵 を ミキ サー に か けず に マウ ス に 飲ま せる 。 

成績 

実験 の 結果 , 顕 虫 卵 感染 率 は ミキ サー に か けた も の は 
対 司 と 比較 し て 者 干 劣 ち も る の が ある が , 大 多数 の も の は 


対照 と 殆 ん ど 変 ちら ぬか 或 は それ 以上 の 感 菜 率 を 示す 。 
結論 

① ミ キサ ー に 生野 楽 を か ける 事 に 依 つ て 生野 楽に 附 閉 
せる 魚 虫 卵 を 殺す こと は 出来 ぬ 

⑧ 野 楽 を ミキ サー に か ける 事 に 依 つ て 顕 虫 卵 に 刺 埋 を 
与え , 顕 虫 卵 の 映 化 を 促進 し , 顕 虫 の 人 体感 染 を 高め る 
も の と 思う 。 
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171. nn 
圏 肛 除 を 行 つ た 場合 の 陰 身 春の 変 
化 (サン トニ ン の 抵抗 性 の 問題 ) 


予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
小宮 義 考 ・ 石 崎 達 ・ 近 藤 末 男 
The rate of the negative for Ascaris 
ova among those positive for ova after 
SucceSSive admninistration of santonin. 
(The problem of santonin resistance 
of Ascg77s 7z272 の ZZC0776S.) 
Yoshitaka Komiya, Tatsushi Ishizaki 
Sueo Kondo 


一 定 の 駆虫 剤 , と り わ け サ ント ニン を 以 て くり 返し 務 
昌 を する と , 顕 虫 は それ に 対 し て 駆虫 され に くく な る , 
それ は お そら く 顕 昌 が サン トニ ン に 対し て 抵抗 性 を 獲得 
する た めで は ある まい か と いう 考え が , 漠然 と 考え られ 
て いる が , これ に 対す る 検証 は な い 。 私 た ち は サ ント = 
ン 抵抗 性 に 関す る 研究 の 手 は じ め と し て 繰返し サン トニ = 
ン を 用 いて 集団 肛 虫 を 行う と き , 果して サン トニ ン の 駆 
中 効果 が 異 つ て 来る か どう か と いう こと を , 集団 衣 虫 時 
に お ける その 陰 転 系 を 手がかり と し て 調べ て みた 。 
即ち 今 ま で サン トニ ン 充 虫 を 行 つ た こと の な い 上 虫 陽 
性 者 群 (小学 生 群 232 名 お よび 高校 生 群 164 名 ) に つき , 
サン トニ ン を 用 いて まつ び 駆 虫 を 行い , 下 卵 非 陰 転 者 に ふ 
た た び 同 剤 を 投与 する 。 谷 お 存在 する 忠 卵 非 際 転 者 に は 
更に くり 返し て 同 剤 を 投与 する と い 5 操作 を くり 返し 
その 各回 の 由 卵 陰 転 率 を 検 し た と ころ , 小学 生 で は 初め 
47 めで あつ た 陰 転 率 は 逐 回 低下 し , 第 4 回 目 の それ は 
和 0 あな か の っ 本 訟 St: 仙人 れ 諸 
3 回 目 に は 27 に 低下 し た 。 な お 数 次 の 駆虫 に も 拘 わ 
ら ず 現有 性 を 示さ な いも の の 家族 66 名 (4 郡 ) と , 引 
きつ づき 申 罰 陰 性 者 の 家族 36 名 (B 群 ) お よび 最初 虫 卵 
喝 性 で 駆虫 後 陰性 と な つた も の の 家族 97 名 (C 群 ) を 儲 
意 に 抽出 , その 各 群 の 照 虫 保有 率 と , サン トニ ン 駆 虫 に 
よる 陰 転 率 と を 調べ た 。 そ の 結果 は , A 群 は 保有 幸 63.7 
多 , 陰 転 率 27.3 用 、B 群 は 保有 率 33.3 多 , 際 転 幸 72.8 
め , C 群 は 保有 率 37.1 , 陰 転 率 47 あと な つた 。 

以上 の 事実 は ,。 サン トニ ン を 以 て する 顕 虫 駆 虫 の 難 見 
性 に は , 単に 虫 体 の 抵抗 性 の 問題 の 外 に , 両 虫 に よる 和 宿 
主 へ の 有害 作用 の 影響 , 体質 的 な いし 遺伝 的 な 何等 か の 
要素 の 関与 等 が 存在 する の で は な いか と 疑わ し め る と 同 
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昭和 30 年 6 月 (1955)} 


時 に , サン トニ ン ッ 含 有 駆 虫 剤 の 駆虫 効果 判定 試験 に 当 つ 173. 物 是 体 内 に 於 ける コリ ン 
て は , 被 検 対象 の 特に サン トニ ン 駆 虫 の 経験 の 有無 に 関 題 粒 の 分 布 に 就 て 
し て 慎重 な 調査 を 要する こと を 示 明 す る 。 

大 阪 弘 済 院 病院 

様 谷 電 


172. 再び 物 是 の 種類 と 異 味 症 に 就 て 


Distribution of choline granule in hookworm 


日 本 寄生 東 病 研究 所 Kaoru Tsuchiya 
浅田 順一 ・ 大 田 垣 博 雅 ・ 梶 房子 
土肥 幸枝 ・ 越 智香 一 ・ 青 景 金 吾 第 II 篇 電撃 に よる 広瀬 氏 コ リン 頼 粒 の 分 布 の 変動 


電気 衝撃 に ょ る 必殺 直後 の 犬 の 腸管 内 より 採取 し た 大 
の か 0 銘 虫 を 広瀬 氏 法 に より 組 織 化学 的 に 検索 し た 。 
of anchylostorniaS1S. 忠 体 の 消化 管 の う ち 腸 壁 の 上 皮 層 に は 認め られ な い が 


ichi Asada, Hi 2 = 
Junichi Asada iromasa Otagaki 基底 膜 に は 特に 多量 の ュ リ ン 時 粒 が 存在 し , 食道 克 に は 
Fusako Kaji, Sachie Dohi と 


な い 。 
か " 0 
eS 角 化 層 . 角 友 下層 に は 認め られ ず 。 筋 板 層 そ の 他 生 交 


余 等 は 先 年 来 釣 虫 肉感 者 に 於 て , 屋 ょ 証明 する 釣 下 性 器 系 統 に は 目下 の と ころ 殆 ん ど 認 め ら れ な い 。 
異 味 症 に 就 て は , 其 の 後 条 お 引 続 い て 多く の 資料 を 集め 
攻 究 中 で ある 。 本 症 の 成因 に は , 釣 下 の 排 注 す る 一 種 の 174. 瀬戸 内 海 の 一 孤島 直島 住民 に 於 


毒素 が 吸収 され , 発症 を 醸成 する に , 重要 な る 因子 を 与 2 か 3 P が 
ける 和 申 の ょ 用 の 萬 延 舌 能 に 就 
える も の な らん と の 作 等 の 見 解 は 。 瀬 次 確信 を 深め つ ゝ ける 多 虫 の 種類 と その 墓 延 伏 態 に 就 て 


Again on the abnorrnal appetite 


ある の で ある 。 釣 虫 保有 者 中 , 自覚 症 を 相当 に 放 え る 入 日 本 寄生 虫 病 研究 所 
院 患 者 1291 名 に 就き , 釣 虫 の 種類 と 性 別 及び 異 味 開 の 浅田 順一 ・ 青 景 金 吾 ・ 越 智香 一 
関係 を 考察 せ る に , ヅ ビ ニー 多 虫 は 1107 名 中 男子 539 梶 房 子 ・ 土 肥 幸 枝 ・ 大 田 垣 博 台 


名 , 女子 568 名 に し て 感染 者 数 に は 大 差 を 見 ざる も , 異 
味 症 を 発症 せる 者 , 男子 32 名 5.9 多 , 女子 69 名 12.1 
で あつ た 。 ア メリ カ 多 虫 保有 者 は , 145 名 中 男子 47 名 
女子 98 名 に し て , 容 患 率 は 女子 が 優位 で あつ た , 面 し 


On the species and prevalency of 
anchylostomiasis in the Hashiri- 


Zima island of Setonaikai。 


て 之 等 の う ち , 暴 味 症 発 現 者 は 僅 に 男子 1 名 2.1 , 女 Junichi Asada, 人 Kingo Aokage 
子 3 名 3.1 で あり , これ を ヅ ビ ニ ー 多 虫 と 比較 する に Goichi Ochi, Fusako 氏 aji, 
和泊 か に 低位 で ある 。 次 に 混合 感染 者 は 39 名 中 男子 17 名 Sachie Dohi, Hiromasa Otagaki 


女子 22 名 に し て , 異 味 症 発現 者 は 男子 皆無 , 女子 に 於 本 島 走 島 は 瀬戸 内 海 に 於 ける 一 孤島 に し て , 未 子 の 産 
て は , 侍 に 1 名 に 過ぎ な か つた が 例 数 が 少 い の で 今後 の 。 地 と し て 知ら れ 住民 の 男子 は 凡 て 漁業 を 営み 女子 は 概ね 
研究 に 侯 つ 。 之 を 要約 する に 狂 虫 の 種類 と 異 味 記 発 定 の 。 家 に あり て 農耕 に 従事 し 成年 男女 の 生活 環境 に 判然 と 暴 
関 作 は ダビ = ニー 銘 虫 最も 甚 し く , ア ぇ リカ 魚 虫 に 於 て は た る も の ある を 認 む 。 か ヽ る 状況 下 に 生活 する 住民 の 寄 
造 か に 代 率 で あつ た 。 異 味 定 の 嗜好 物 種別 関係 は , 極め 生息 の 浸 光 状態 を 探 完 する 事 は 予防 対策 上 興味 ある 問題 . 
て 異 味 ある 材料 を 得 て い る 。 然し 狗 虫 の 異 味 症 は 釣 虫 自 。 > 信じ 観察 を 遂げ た 。 昭 和 29 年 以降 の 調査 に 於 て 走 島 
体 を 完全 販 除 を 行事 に より , 秋 然 と 暴 味 的 噌 好 が 消失 小学校 児 童 286 名 の 寄生 中 検査 に 於 て は 有 尋 者 163 名 
し 最も 早 き は 数 日 に し て 平常 に 復 する 事実 を 認め た 。 57 , 無 卵 者 123 名 , 43 内 映 虫 は 113 名 , 39.5 多 釣 虫 
25 名 8.7 名 凌 虫 56 名 19.6 多 晩 虫 7 名 2.5 多 , 次 に 半 漁 
半 農 に 従事 せる 成人 住民 118 名 (男子 54 名 女子 64 名 ) に 
就 て 寄生 貝 検査 を 遂げ 有 卵 者 86 名 72.9 , 無 卵 者 32 名 
27.1 で あつ た 。 顕 虫 は 72 名 61 用 に し て , 男子 16 名 
29.6 多 女子 56 名 87.5 , 多 虫 45 名 38.1 多 , 男子 7 名 


と コ 
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12.8 多 女 子 88 名 59.4 , 鞭 虫 57 名 48.3 男子 12 名 

2 女子 45 名 70.3 め , 明 虫 6 名 5.1 用 で あつ た 。 此 
の 事実 より 見 て 本 島 住 民 中 に は 銘 虫 の 比較 的 濃厚 に 浸 淫 


せる 事 が 狼 知 せら る 。 面 し て 男子 より ゃ 農業 に 従事 せる 
女子 に 濃厚 な る を 認め た 。 銘 虫 に 於 て は 農 閑 期 を 利用 し 
訴 虫 を 実施 する 予定 で ある が 種別 関係 及び 性 別 濃度 に 就 
て は 後日 報告 せん と する も の で ある 。 


175. 爆 村 地域 に 於 ける 学童 の 釣 下 
並び に 遇 遇 の 浸 洲 状況 に つい て 


千葉 大 学 公衆 衛生 学 教室 
柳沢 利 喜 雄 ・ 磯 田 好 康 


On tbe hookworm and ascaris incidence 
of school children in rural area. 


Rikio Yanagizawa, Yoshiyasu Tsoda 


千葉 県 君津 郡 下 の 小学 校 学童 6 年 生 を 対象 に し て 昭 衝 
29 年 12 月 よ り 昭和 30 年 3 月 ま で 検便 を 硫 苦 en 
に よる 浮 流 法 1 本 信 で 行い, 併せ て 銘 虫 卵 保有 者 に 対し 
て 瓦 其 養 法 に ょ り 種別 を 明か に し た 。 対象 校 の 自然 環境 
に 従 つ て 山村 部 (金田 , 長浦 , 根 形 , 馬 来 田 , 三島 , 関 
豊 , 小原 以上 の 7 校 ) 魚 村 部 (富津 , 湊 , 大 貫 , 以上 の 
3 校 ) 市 部 (木更津 第 一 小 校 ) 町 部 (久留 里 第 一 小 校 ) 
の 4 つ に 分 類 し その 結果 を 報告 する 。 

成績 は 第 1 表 に 示す が 如く 釣 虫 感 菜 率 に 於 て は 山村 部 
が 市 部 及び 漁村 部 より 高 率 で %* 検 定 に より 5 め の 人 危険 率 
で 有意 差 が 認め られ , 山村 に 次 いで は 町 部 が 高 率 で あり 
市 部 と の 間 に 有 意 差 は 認め られ た が 漁村 部 と の 間 に は 有 


第 2 表 は 農家 及び 非 農家 に 分 類 し た 成績 で 釣 虫 卵 保有 
者 に つい て は 有意 の 差 を も つて 農家 に 高 率 で ある が 虫 


に 於 て は 差 は 認め られ な か つた 。 


第 2 表 農家 及び 非 農家 の 検便 成績 
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対象 検査 多 虫 卵 虫 卵 東洋 毛 様 鞭 昌 卵 
人 員 ( 多 ) () 線 昌 ( 多 ) (%) 





農 家 621 126(203) 117(18*8) 171(27.5) 41(6.6) 
非 農 家 690 55(8.0) 107(15.5) 111 (T6.1) 41(5.9) 


第 3 表 は 培養 成績 を 示し た も の で ある 。 山村 , 魚 村 , 


市 町 部 何れ も ヅ ビ ニニ 種 が 高 率 に 認め られ 次 いで 両 種 の 


混合 が 多く 認め られ た 。 








筑 3 表 
IN robt7. 本 和 結 4 「 ツ 」 種 二 
本 馬 の ド 本 の 種 の み 「 ネ 」 種 . 





山村 47/108 43.5 ダ 14/108 13.02 34/108 31.5 め 
漁村 1834 52.9 6/834 17.6 ダ め 
町 7/12 58.3 め 0/12 0 


市 6/13 46.2 め 9/13 23.1 ダ め 


4/12 33.5 多 


176. 土壌 内 釣 虫 仔 忠 の 季節 的 
消長 (4) 
京都 府立 医科 大 学 医 動 物 学 教室 
三谷 和合 
The seasonal prevalence of hookworm 


larvae in the soil (4) 


Wago Mitani 





意 差 は 認め られ な か つた 。 顕 虫 感染 率 に つい て は 漁村 部 私 は 1952 年 か ら 富 山県 中 新川 郡 に 於 て , 土壌 内 に 訟 
に 最も 多く 他 の 三 者 と の 間 に %* 検 定 に より 有意 差 が 認め ナ る 銘 虫 仔 虫 の 季節 的 消長 を 調べ て 来 た が , 1954 年 3 月 
られ 次 いで 高 率 の 山村 部 に 於 て は 市 部 , 町 部 と の 間 に 有 まで は 既に 前 回 に 報告 が ある の で 4 月 以後 に つい て 報告 
意 差 が 認め られ た 。 . する 。 
第 1 ンコ 

oe BORN Eee 

検査 的 。 昌久 燥 東 名 株 上 放 還 虫 

対 旬 ミ /F 4 基 上 = っ WC の 同 4 ヨル に さ 人 
人 貞昌 作 率 信頼 限 昇 者 数 。 信頼 限界 数 率 _ 風 火 率 


山 村 583 122 20.9 22.8>m>16.0 101 
強 村 392 34 8.7 11.5>m> 6.0 絢 
町 95 12 12.6 20.5>m> 6.5 7 
市 243 138 54 85 テ mm シテ 2 る 8 5 


計 1311 181 13.8 14.5>m>11.0 224 
( 庄 ) 図 計算 (推計 紙 ) に ょ り 信 頼 度 (95 
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17.3 20.4>m>14.0 ・171 (29.3) 40 (6.9) 
23.2 27.3>m ッ >18.8 28 (7.1) 16 (4.1) 
7.4 14.0>m> 3.0 50 (52.6) 5 (5.3) 
10.4 14.5>m> 5.7 33 (13.7) 15 (6.2) 
17.1 21.0>m>16.5 282 (21.5) 726 (5.8) 


多 ) を 算定 


9/34 26.5 狐 


313 23.1 
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昭和 30 年 6 月 (1955)} 


検査 方 法 は 前 回 と 同様 で ある 。 検査 成績 は 次 の 如 し 。 


1954 月 日 全 査 土壌 是 品 を AaqNa 計 PA 


( 約 3 合 ) 双 
IV 30 役 抽 SR 56 羽 必 S 
V 33 10 30.3 24 18 42 4.2 
VI 324 19 55.8 36 19 55 2.9 
VII 30 8 26.6 19 0O 19 2.4 
VIII 30 了 ま 3 論 誠 3⑲ 2 ] 二 きま 
IX 30 お 人 @- きま 導 
X 35 13 37.1 34 10 44 3.3 
XI 35 潜 和 中 Mb 科 S 計 0 


之 に よ つ て 次 の 如く 球 え る 。 

1) 以前 は 富山 県 の 此 地 方 で は N.a が 隻数 に 於 て A.d 
より 大 で あつ た 。 (即ち 1952 年 で は 1 年 の 検出 隻数 が 
A.d は 197 隻 に 対し , N.a は 273 隻 ), 然るに 1953 年 
で は A.q は 252 隻 に 対し , N-a は 58 隻 , 更に 1954 年 
で は A.d は 159 袋 に 対し, N.a は 49 隻 と N.a が 減じ 
た 。 

2) 土壌 内 釣 虫 仔 虫 数 及び 検出 率 は 1952 年 及び 1953 
年 同様 に 5 月 , 6 月 及び 10 月 に 特に 多い 。 


177. オー ミン 服用 に よる 心電図 
の 変化 に つい て 


南大 阪 病 院 
編 本 款 士 ・ 緒 方 一 保 


The study on the changes in electro- 
cardiogramm caused by wormin. 


Keishi Fukumoto, Kazuyasu Ogata 


学童 集団 駆虫 に 際 し オー ミン の 心電図 上 に 及ぼ す 影 響 
に つい て 検討 し た 。 対 照 は すべ て 7 歳 一 15 歳 の 学童 で , 
男 10 名 , 女 7 名 。 

オー ミン 投与 法 は 一 般 に 用 いら れ て いる 如く , 1 日 3 
gr 宛 を 3 日 間 に わ た り 6 回 に 服用 せしめ 心電図 は 標準 
肢 誘 導 法 に より , 撮影 時 期 は 投与 前 全 例 に つい て 撮影 し 
て お き , 第 1 回 3.0gr 投与 後 1 時 間 , 12 時 間 に 撮影 し 
次 いで 第 2 回 3.0gr 投与 後 5 時 間 . 第 3 回 3.0gr 投与 
後 5 時 間 の 5 回 に わた り 撮 影 し , 答 球 波 , PQ, Q- 了 , 
心筋 障害 , 刺 埋 生成 障害 , 伝導 障害 等 に つき 観察 し た 。 
半 高 は 厳重 に 1mm volt/cm と し P-Q, Q-T の 計算 は 
各々 高階 並 に Hegglin Holzrnann の 公式 に よ つ た 。 

実績 成績 





⑪) 素 波 

東 波 に つい て は 特に 華 波 に 可 成り の 変化 が 認め られ , 
9 例 に 降下 を 認め た 。 此 変化 は 第 1 回 投与 後 1 時間 で 上 
に 現われ , 最終 回 迄 に 復旧 を 見 た も の は 7 例 で あつ た 。 


(2) 時 間 的 関係 

実測 値 に つい て は R-R, P-Q, Q-S, Q-T に つい て 第 二 
誘導 を 以 て 各々 5 個所 を 計測 し , その 平均 値 を と つた 。 
Q-T は 第 1 回 投与 後 1 時 間 で 4 例 に 延長 を 認め , 最終 回 
撮影 で は 11 例 に 延長 を 認め た 。 病 的 延長 誤差 も 之 と ほ 
ゞ 同様 に 出現 し た 。 P-Q, Q-S に つい て は 余り 著 明 の 延 
長 は 認め られ な か つた 。 

(3 心筋 障 審 所 見 

左 脚 ブロック の 存する 1 例 で は , 第 3 回 投与 5 時 間 で 
低 電位 差 を 認め た が , 之 は その 後 24 時 間 で 復旧 じ た 。 及 
エ 波 に 2 相性 を 認め た も の 8 例 あ り 何れ も 病 的 延長 誤差 
を 伴 つ た 。 

(4) 刺 戦 生成 障害 

殆 ん ど 全 例 に 於 て 徐 脈 と な り 甚 だ し き は 洞 性 不整脈 の 
存在 を 思わ せる 所 見 あり , 又 1 例 で は 第 1 回 投与 12 時 
間 で 右 室 期 外 政 縮 を 示 し た 。 此 変化 も 最終 回 撮影 で は 洪 
和 失 し て いた 。 

結語 

以上 余 等 は 釣 虫 寄生 小学 児童 の 集団 駆虫 に 際 し , オー 
ミン 1 日 3gr を 3 日 間 に わ た り 計 9gr を 6 回 に 分 服 せ 
し め , その 前 後に 心電図 を 撮影 し その 変化 を 検討 し た 。 
千 果 は 9 例 に 低下 を 認め , 此 変 化 は 第 1 回 投与 後 1 時 
間 で 現われ 退院 時 に は 7 例 復旧 し た 。 其 の 他 左 脚 ブ ロッ 
ク の 1 例 に は 低 電 差 を 認め , 又 1 例 に は 期 外 収 縮 を 認め 
た が 何れ も 退院 時 に は 復旧 し て いた 。 


178. オー ミン と テト レン に よる 
鈴 是 の 集 園 有 駆除 に つい て 


大 阪 医 科大 学内 科学 教室 
岩田 繁 雄 ・ 島 田 浩 ・ 緒 方 一 保 
向井 凌 ・ 宮 村 友 生 
On the mass treatrmnent of hookworm 
disease by worrmnin and tetren。 
Shigeo Iwata, Hiroshi Shirmada 
Kazuyasu Ogata, Ryo Mukai 


Tomoo Miyarmura 


我々 は 狗 虫 卵 陽性 の "小学 児童 35 名 を 3 日間 病 院 こ 入 
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院 さ せ , 下記 の 楽 剤 組合 せ で , 鍋 曳 駆除 を 行 つ た の で そ 
の 結果 に つき 報告 する 。 何 お その 際 各 種 自 覚 症状 , 他 覚 
的 症状 , 尿 ( 重 自 , ウロ ビリ ノ ゲ ー ン , ミロ ン 反 応 ) 血 
球 数 (赤血球 , 白血球 ), 血色 素 量 , 血液 比重 ( 全 血 , 血 
清 ) 血液 父 , 血圧 等 を 調査 し , 之 に 及ぼ す 治 療 の 影響 を 
観察 し た 。 

治療 は 早朝 空腹 時 に 行 つ た 。 検便 は 6 ュ の 標本 を 作成 
し , 後 検便 その 他 の 検査 を 3 週 後 再び 行 つ た 。 

A 群 12 名 , テト レン 球 初め 6 ュ , 30 分 後に 4 球 を 与 
え , 2 時 間 後 硫 苦 (15 一 20 g) 水 を 服用 させ た 。 

B 群 11 名 オー ミン 1.5g を 30 分 間隔 で 2 回 与え , 
2 時 間 後 A 群 と 同様 に 下剤 硫 昔 を の ませ た 。 

C 群 12 名 オー ミン 1.0g ヵ マ 0.3g を 混 じ 30 分 間 
了 則 で 3 回 同 量 を 与え た 。 

成績 

卵 陰 転 率 A91.7 B91.1%% C 83.3 多 
卵 減少 率 A98 多 B89.7 多 C 93.2 狐 

排 虫 平均 1 人 当 A 3.7 隻 B 3.4 隻 

排 虫 者 率 A 75 多 B 81 め 


型 作 用 A 3.2 B 1.5 C 0.4 
血色 素 量 肛 虫 前 肛 虫 後 
A 75 多 71 
B 77 狐 80 
は 1 73.5 
駆虫 前 駆虫 後 好 酸 球 減少 率 
好 酸 球 A 12% 4.3 63.9 
B 9 2.9 69.2 め め 
て し 9 3.2 73.3 多 


尿 , 赤血球 数 , 白血球 数 , 琉 比重 , 血圧 に は 著 明 な 
差 は 認め られ な か つた 。 唯 自覚 症 は 著しく 軽快 し た 。 
以上 を 要約 すれ ば 本 実験 で は テト レン 下剤 群 の 険 転 幸 
は 最高 で , 次 で オー ミン 下剤 群 , オー ミン 群 の 順 で , 釣 
東 慌 除 率 は いづ れ も 80 以上 で あつ た 。 (下剤 使用 は や 
ヽ 険 転 率 を 高め る よ う で ある が , 臨床 症状 の 軽快 は 下剤 
を 使用 し な か つた 群 が 最も よい 。 副 作用 も テト レン より 
オー ミン , 下剤 併用 より 下剤 な し の 方 が 少な い 。 

即ち 銘 虫 の 集団 駆 昌 で は オー ミン の 1.0>1.5 を 1 日 
に 23 回 , 更に 出来 れ ば 2 一 3 日 連用 すれ ば , その 効果 
は か な り 高 く , 副 人 人 晶 も 少な く , 狐 に 入院 する 必要 を 認 
め な い の で , よい 方 法 と 考え る 。 

販 虫 の 効果 判定 に は 卵 の 陰 転 率 , 罰 減 少 率 , 排 虫 数 , 
排 虫 者 率 の 外 に , 血色 素 量 の 増加 , 特に 好 酸 球 の 減少 率 
が 一 定 の 目標 を 与え る 。 
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179. 有 束 社 口 虫 分 布地 の 住民 に 
対す る 皮 内 反 應 実施 成績 に つい て 


九州 大 学 寄生 呈 学 教室 
礎 部 親 旭 


The intercutaneous reaction among the 
people of the districts where zos7 の 07 
S の 222ge7Z622 〇 2oe, are found. 
Chikanori Tsobe 


顕 口 虫 症 の 診断 に 皮 内 反応 が 充分 利用 で きる こと は 江 
頭 (1950), 山口 (1950) に ょ つて 報告 され た が , 本 反応 が 
流行 地 の 住民 に どの 程度 陽性 に あら われ る か と い 5 問題 
に 就 いて は 未 調 査 で あつ た 。 こ と に その 幼虫 が 人 体 に 審 
生 し て も 主要 症状 で ある 移動 性 皮膚 用 肛 の あら われ な い 
場合 も いわ ゆる 無 定 状 一 一 あろ ぅ し , 又 毒 素 に 対す 
ら 反 応 と いう 問題 も 考え られ る か ら で あ る 。 

そこ で 今回 , 私 は 本 症 の 流行 地 で ある 熊本 県 の 菊池 川 
お よび 緑川 両 下流 地帯 の 住民 に 就 い て 皮 内 反応 を 実施 し 
た と ころ , みる べき 成果 を 得 た の で こ ヽ に 報告 する 。 

調査 の 方 法 は Gnathostoma doloresi Tubangui, 
1925 (ドロ レス 顎 口 虫 ) の 成 上 を 抗原 と し て つく つた 5 万 
倍 の 診断 液 0.05cc を 皮 内 に 注射 し 15 分 後に 判定 し た 。 
判定 基準 は 陽性 , 診断 液 の 丘疹 直径 10.0mm 以上 で 発 
赤 を 伴う もの, 凝 陽性 は 診断 液 の 丘疹 直径 9.0mm 以下 
で 発赤 を 伴う も の , 陰性 は 診断 液 の 丘疹 直径 8.0 mm 以 
下 で 発赤 を 伴わ な いも の で ある 。 








流 行 地 実施 人 員数 陽性 者 数 百分率 


菊池 川下 流 地 葵 12 2 16.6 
線 川 下流 地帯 103 11 10.6 


表 に 就 いて , 緑川 下流 地帯 の 陽性 者 11 中 の 5 名 は 過 
去 1 年 内 に 本 症 を 経験 し た も の で あり , 1 名 は 注射 時 , 
症状 が 現われ ん て いた 。 残り の 5 名 と 菊池 川下 流 地帯 の 2 
計 7 名 は その 主要 症状 で ある 移動 性 皮膚 腫 肛 の 経験 な く 
し て 陽性 に あら われ た も の で ある が , 但し 7 名 と も 同 地 
の 淡水 負 こ と に カム ル チ イ ィ , ナマ ズ な どの 生食 経験 は 充 
分 に も つて いる 。 

な お 陰性 者 で 本 主要 錠 状 を 経験 し た も の は 1 名 も な か 
つた 。 

[結語] : 今回 , 顎 口 虫 症 の 流行 地 で ある 熊本 県 の 菊池 
川 お よび 緑川 両 下流 地帯 の 住民 に 就 い て 皮 内 反応 を 実施 
し , 前 者 の 12 中 の 2, 後者 の 108 中 の 11 名 に 同 反応 腸 
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さ 柱 に あら われ た こと を 報告 する 。 総括 
1. ょ ふ べ の 果実 の 煎 剤 投与 で は 顕 虫 駆除 効果 は 全然 認 
180 . 度 虫 生 の 研究 ( 5 ) ょ さ の め ら れ な か つた 。 この 点 米 山 雅雄 氏 の 成績 と 大 い に 暴 な 
6 は る 。 
果実 の 度 下 作用 の 有無 に 就 いて 


2. 対照 実験 の ジ ゲ サン 錠 ( 武 田楽 品 ) 投 与 で は 顕著 な 


犬 阪 大 学 薬学 教室 顕 虫 有 販 除 効果 が 認め られ た 。 
竹本 常松 ・ 卿 然 昌 
醍醐 周二 ・ 冒 達 英 に PR 
181. 購 是 の 感 肖 並 びに 集 園 
Studies on the hu drugS。 ⑮・ Tre- 駆 昌 に 関す る 観察 
atments of ascariasis with the fruits of 
S/Zzz7ozzZ ey の ん y/72 Decne。 京都 府立 医科 犬 学 医 動物 学 教室 
Tsunematsu Takemoto, eusho Tei, 川 本科 三 


Koji Daigo, Tatsuei Sai An observation of infection of 万 ヶ 7ezg0zz4s 


』 米山 雅雄 氏 ほ は ふ ぇ べ Stauntonia hexaphylla Decne の 267772C27277S amd its mass-treatment with 
果皮 , 果肉 , 種子 を 曳 虫 卵 保有 者 に 生食 又は 弄 用 させ , Piperazine hydrate. 
何れ も 相当 顕著 な 排 虫 が 認め られ た と 報告 し て いる 。 Shuji Kawamoto 
介し , 排 虫 観察 方 法 及び 投薬 一 定期 間 後 の 卵 陰 転 状況 に 私 は 京都 府 字 治 市 概 島 小学 校 及 び 同 幼稚 園 に 於 て Sc- 
就 い て は 何等 記載 し て いな い [日 本 楽 理学 雑誌 49, 153 otch-tape 法 に よ る 時 作 査 法 を 行い , その 感染 率 の 消 
(1953) ]。 長 を 見 る と 共に , 予防 並 に 集団 駆虫 に 就 て 基 干 の 実験 鈴 


著者 等 は 1954 年 10 月 中 旬 , 鹿児島 県 西 桜島 の 山中 で 察 を 行っ た 。 小 学生 に お け る 過 和 27 年 1 回 昭和 29 年 3 
採集 し た 本 植物 の 果実 を , 果 友 , 果肉 , 種子 に 分 か ち , 回 の 成績 (連続 3 回 検査 法 ) は 84.8 一 88.9 を で , その 間 
夫々 の 重 剤 を 製 し 大阪 市 及び 吹田 市 所 在 の 茶々 児童 福 。 、 半 長 ぶ 少 い 事 は , 感 頻度 普 に 表 度 が 大 な る 為 で は た 
祉 施設 下 容 児童 中 の 顕 虫 卵 保 有 者 に 正確 に 投与 し , 引 続 か ろう か , 男女 聞 の 感染 系 の 差 は 多少 の 差 は あれ 常に 女 
き 5 日 間 当該 児童 と 起床 を 共に し て 全 排 便 を 採取 し , 綿 子 に 多い 。 之 は 用 便 時 手指 が 汚染 され る 機会 が 女子 に 多 
需 な 排 虫 観 察 を 実施 し , な お 投 楽 3 週間 後 の 再 検便 に 人 いと 区 う 事 の 他 に 便通 回 数 を 全 児 音 266 名 に つき 1 ヵ月 
り 卵 陰 転 状況 を 調査 し た 。 以上 調査 し た 所 , 有意 差 を 以 て , 女子 の 方 が 少な か つた 

ー 方 対 上 と し て ジ ゲ サン 錠 (カイ ニン 酸 5mg, サン ト 。 寺 。 理 由 の 一 つか と 考え られ る 。 人 園 時 貝 卵 険 位 の 園 上 
に つき 日 を 追 つ て 検査 する と 女子 は 153 日 男 子 は 202 日 
で 全員 陽 転 し , 園児 全般 の 感染 系 は 7 月 中 旬 よ り 9 月 中 


第 1 表 ふ ム べ の 果実 に ょ る 顕 虫 駆除 実験 成績 














4 例 数 マー に ィ 人 人 旬 に 至り 61.4 より 81.4 史 に 激増 し た 。 之 に つき 園児 
SS と 同一 学区 内 未 就 学 急 児 と の 感 率 の 比較 を する と 瞳 旧 
旨 人 2 の 感 菜 の 増加 は 園児 に 多く , 幼稚 園内 感染 も 重要 捉 し な 
種子 8 4-13 310 0 0 く て は な ら た な い 。 暁 虫 の 感染 と 手洗 い の 効 果 と の 関係 を 
見 る 為 , モデ 学級 を 作り , 用 便 後 は 勿論 登校 時 昼食 前 

第 2 表 ジ ゲ サン 錠 に ょ る 顕 虫 駆除 実験 成績 廊 拉 前 に 教師 の 指導 の 下 に 手洗 い を 実施 し た 所 感 菜 率 は 

の 生野 者 生 ( 角 ) 扶 者 者 3 回 検査 で 83.6 より 5.6 に 小 少 し 。 有 意 基 は 認め 

( 歳 ) 実数 多 実数 多 られ ぬ が , 1 回 検査 で は 70.3 を より 48.0 多 に 減少 し , 

17 4ー16 1 一 3 12 70.6 10 59.0 明 な 有意 差 を 認め る 。 之 は 手洗 い に よ り 感 染 率 に 差 は 少 

9 5 一 14 1x2>2x2* 8 88.8 8 88.8 な く と も る , 感染 数 は 減少 する 事 を 示す も の と 思わ れる 。 

* 1ー2 錠 を 夕食 前 と 翌朝 食前 の 2 回 連用 次 に Piperazine hydrate を 以 て 集団 凡 虫 薬 と し て の 

| ュ ン 25mg 含有 ) を 接 飼 し た 者 に つい て も 同様 な 観察 を 。 効果 を 検討 し た 。 服薬 終 了 後 毎週 1 回 3 週 検査 し , 更に 
行っ た 。 そ の 成績 を まとめ て 次 に 表示 する 。 1 月 後 3 回 連続 検査 し , 全 回 際 性 の 場合 陰 転 と し た 。 体 


(131 ) 
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重 1kg 当り 50mg 3 日 間 服 用 1 週間 休止 し , 更に 3 日 
間 服 用 で 1 月 後 の 陰 転 率 61.1 , 1 週間 連用 で は 73.9 
ー91 .1 で あつ た 。 この 際 未 成熟 虫 排 注 の 目的 で 一 部 に 
ビ サ チ ン を 併用 し た が 期待 し た 効果 の 増加 は 認め られ な 
か つた 。 1 日 量 を 3 回 分 服 せ ず , 分 2 又は 頓 用 し て も 副 
作用 は 認め られ ず , 服用 期間 が 一 定 で あれ ば 効果 も 著 明 
な 差 は 認め られ な い 。 体重 1 kg 当り 75mg 4 日 間 服 用 
ーー 
更に 3 日 間 服用 で は 75 め , 1 週間 連用 で は 85 で あつ 
析 ぃ 


182. 夏 閣 に 関す る 研究 , (1 ) 
OzcZocezc の ceZ の cg7Zs ( Railliet 
and Henry 1910) Microfilaria 
分布 に つい て 
家畜 衛生 試験 所 
石原 忠雄 ・ 上 野 計 ・ 尾 形 藤 治 


Studies on the summer mange (Kasen 

disease) of horse in Japan. (1) . Survey 

on the skin microfilaria of Ozcoce7cg 
c@792cg72S、 Railliet 和 & Henry 1910. 


Takao Ishikara, Hakaru Ueno, Togi Ogata 


馬 の 皮 膚 病 で ある 夏 格 の 原因 は , 久 部 糸状 虫 Ozc/o- 
ce7C の C@Z の 2c の 79S の ミク ロフ ィ ラ リア (以下 Mf. と 略す ) 
で ある と 考え られ て いる が , 非常 に 欠 問 の 点 が 多い 。 そ 
こ で 夏 藻 と Mf. と の 関係 を 知る 目的 で , 皮膚 Mf. の 
分 布 を 調査 し た 。 

Mf. の 検査 方 法 
Mi. を 食塩 水中 に 遊 出 
は , 直径 8mmm の コル ク ホ ー 
査 単位 と し た 。 。 

Mf. の 衝 生 率 1) 本 病 の 常 在 地 で ある 青森 県 上 北郡 で 
生産 育成 され た , 外観 上 健康 な 馬 ( 当 場 東 北 支場 試験 馬 ) 
12 頭 を 6, 7 月 の 2 回 検査 し た 結果 , 10 頭 が 陽性 で あり 
他 の 2 頭 も 前 年 度 の 検査 で 陽性 で あつ た 。 此 の 成績 か ら 
同 地方 の 夏 攻 ! 司 は 当然 陽性 率 が 高い こ こと と な る 。2) 発生 

の 少 \ 東京 本 場 の 馬 36 頭 を 検査 し た 結果 , 夏 閣 馬 は 1 
頸 で あつ た が , Mf. は 紫 の 1 頭 と 他 の 9 頭 に 認め られ 
た 。 之 等 の 陽性 馬 は 大 部 分 が 東北 ・ 北 海道 か ら 購入 し た 
も の で , 当 場 に 於 け る 飼育 期間 は 1 一 5 年 で あつ た 。 之 
等 の も の が 何 包 で 感染 し た か に つい て は 更に 検討 する 必 


馬 体 か ら 皮 膚 を 採取 し , 銚 器 内 で 
させ て 検査 し た 。 寄生 数 の 比較 に 
ル で 友 膚 を 打 抜 き 目 れ を 検 
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要 が ある 。3) 冬期 に は 一 般 に 寄生 幸 は 低下 する が 馬 に よ 
つて は 検 出 され る 。 

外観 健康 な 馬 の 皮 膚 に 於 ける Mf. の 分 布 

1) Mf. 陽 性 馬 の 16 ヵ所 か ら , 1cm 間 了 で 5 個 の 皮 
膚 円 柱 を 検査 し た 結果 , 5 個 の 間 に は 大 き な 差 異 が あり 
1 例 を 示す と 12, 32, 44, 102, 55 匹 で あつ て 8mm 程 
度 の 単位 で は 均等 で な いこ と が 判明 し た 。 し か し 部 位 に 

よる 差異 は 有意 義 な も の と 認め られ た 。2) 馬 体 2 3 ヵ 
mobuoe ーー 
頸 部 等 は 多く 最高 約 9.900 匹 寄生 し て た 。 他 方 背 , 尻 , 
後肢 管 部 は 少く 同一 馬 で 最少 9 匹 で あり 他 の 馬 は 0 匹 で 
あつ た 。 此 の 分 布 と 明 ・ 灯 到 の 好 製 部 位 と は 一 致し て い 
た が , 青 の そ れ と は 相 異 し て いた 。 

夏 閣 馬 の Mt. 寄生 状況 3 例 の 夏 医 馬 に つい て , 10 
数 回 に 写 つ て 数 10 ヵ所 の 皮膚 を 検査 し た 結果 , 2 例 で 
は 約 半数 に Mf. を 検出 (最高 32 現 ) し を が 陰性 の 場合 も 
多 か つ た 。 他 の 1 例 で は , 症状 が 重い に も 拘ら ず , 2 年 
間 に 奄 つて 常に 陰性 で あつ た 。 

結論 夏 癖 馬 の 皮 膚 に 認め られ る Mf. は 健康 馬 で も 
タ 寄 生 数 と Or 
く , Mf. 強 陽性 馬 で も 夏 閣 馬 に 認め られ る よ 5 な た 友 膚 病 
変 は , 臨床 的 に も 組織 学 的 に ゃ ( 後 報 ) なく, RE の みみ に 
hi ペン も の で な い 。Mf. が 間接 的 に 関係 する か 

又は 全く 関係 な いも の と 考え られ る 。 本 病 は 種々 の 条件 
か ら , 寄生 昌 性 疾患 と し て より か アレ ルギー 性 友 膚 炎 と 
し て 検討 する 必要 が ある 。 


高 率 に 検出 され る 。 


183. 肺 吸 忠 虹 腫 内 容 の 化学 成分 
3) 脂質 及び 糖 質 に つい て 
元 州 大 学 寄生 虫 学 教室 
著 本 策 一 駆 
Chemical ingredient of substance in the 
cySt of lungfHuke. (3) fat and sugar 
Sakuichiro Ogimoto 
ベー パー クロ マト グラ フラ 法 で 由 朋 腫 内 容 の 脂質 と 糖 質 


の 検出 を 行い , 次 の よ ぅ な 結果 を 得 た 。 実験 材料 は ダイ 
ュ ク ネズ ミ に 大 平 肺 吸 虫 を 感染 させ , 約 60 乃至 90 日 後 


に 解 苔 し , 肺 に 形成 され た 虫 三 よ り 虫 体 と 内 容 液 を 採 
X し て 使用 し た 。 
1. 脂質 に つい て 


脂質 は 特に 脂 酸 を 対称 と し て 実験 し た 。 試料 は 内 容 及 























昭和 30 年 6 月 (1955)〕 


び 忠 体 の 沙 ア ル ュ ー ル , 溶 テ エーテル 部 分 を 抽出 し , それ 
等 の 混合 物 よ り 得 た も の を 使用 し た 。 ア ル ュ ー ル は 温浴 
上 で 蒸 去 し, エー テル 藻 去 に は 吸引 と 同時 に 乾燥 空気 を 
エー テル 面 に 送 つ て 行 つ た 。 内容 液 1cc か ら は スピ ッ ゥ 
ッ グ ラス の 和 端 に 微量 に 附 着 する 程度 に , 貝 体 100 個体 


より は 約 0.1cc の 黄 掲 色 油 状 の 物質 を 得 た 。 これ 等 を 
試料 と し て 含ま れ た 脂 酸 を ヒド ロキ サム 酸 に 導き , ベー 
ペー クロ マト グラ フ 法 を 行 つ た 。 東洋 ロ シ No.50(3cm 
x40 cm), 水 飽和 プ ブタノール を 展開 剤 と し , 下降 法 で 和 風 
温 の も と に 展開 し た 。 発色 に は 10 の 塩化 第 二 鉄 ア ル 
ュー ル 溶 液 を 使用 し た 。 その 結果 RE 0.97 に 赤褐色 の 
呈 色 斑 を 示 し た 。 既知 の 脂 湯 を 同様 に 展開 し て 得 た 成績 
と 比較 し , 前 記 呈 色 斑 は ステ アリ ン 酸 に よる も の と 同定 
し た 。 内容 液 , 虫 体 共 に 同様 の 結果 を 得 た 。 更 に E. R. 
Hiscox N. ]. Berridge (1950) の 方 法 も 併用 し た が 他 の 
脂 琶 は 発見 出来 な か つた 。 

2。 糖 質 に つい て 

内 容 液 , 虫 体 知 の 落 ア ル ュ ー ル 部 分 より アル コー ル を 
蒸 去 し, その 残 溶 よ り 溶 テ ー テ メ 部 分 を 除き , 残留 物 を 
数 滴 の アル ュー ル に 溶かし , 遠心 沈 滅 し て 上 澄 液 を 試料 
と し た 。 東洋 ロ シ No. 50(3cmx40cm), プ ブタノール ・ 
醒 酸 ・ 水 (4:1:2) を 展開 剤 と し , 上 昇 法 で 20 時間 室 
温 で 展開 し た 。 発色 は トレ ンス 試薬 を 使用 し た 。 結 果 は 
Rf 0.28 に 揚 名 の 呈 色 斑 を 示し , 対 編 と し て 同様 に 展 靖 
し た ブドウ 糖 と Rf 値 が 一 致し た 。 依 つて この 呈 色 葉 を 
プ ブドウ糖 と 同定 し た 。 帳 体 の 場合 も 同様 の 結果 を 得 た 。 

総括 

肺 吸虫 虫 紅 腫 の 内 容 液 及 び 東 体 の エキ エーテル, アル ュー 
抽出 物 より 脂 酸 と し て ステ テリ ン 酸 を 検出 し た 。 

また アル ュー ル 抽 出 物 よ り ブ ドウ ッ 糖 を 検出 し た 。 依 つ 
て 虫 凌 腹 の 内 容 物 に は 以上 の 物質 が 含ま れ て いる こと が 


掛 つ た 。 
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184. 肺 吸虫 是 状 腫 内 容 の 化学 的 
成分 (4 ) 串 体 に 由来 する 和 蛋白質 
分 解 酵素 に つい て 
九州 大 学 寄生 虫 学 教室 
荻 本 人 策 一 朗 
Chemical ingredient of substance in the cyst 
of jungfiuke (4) Proteinase from the fluke 


Sakuichjirs Ogimoto 


虫 状 腫 に 満 さ れ た 液体 の アミ ノ 酸 に つい て 実験 し た 結 
果 , この 液体 は 良く アミ ノ 酸 に 人 迄 分 解 さ ん て いる こと が 
判 つ た 。 こ れ は 上 体 の 酵素 に 佐 る も の か , 又 自 然 の 分 解 
が 原因 する も の で ある か の 句 問 を いだき , 次 の ょ うな 実 
験 を 大 平 肺 吸 虫 を 使用 し て 行 つ た 。 

1. 由 体 排出 液 の ゲラ チン 膜 融解 作用 

新 に 虫 凌 竹 か ら 得 た 成熟 虫 体 を 泥 し た フィ ルム の 膜 面 
に 載せ , 1 昼夜 氷室 内 に 保つ た と ころ , 虫 体 の 周囲 は 虫 
体 より 排 山 さ れ た 液体 ま れ て いた が , フォ ルム を 現 
像 し た 結果 , 口 吸盤 部 を 頂点 と し て 昌 体 前 半 部 に 副 つた 
山形 の 完全 な デラ チン 膜 藤 解 の 像 が 見 られ た 。 

2. 忠 体 排出 液 の 組織 融解 作用 

虫 体 排出 液 は ダ 1 ィ コク ネズ ミ に 感染 後 80 日 目前 後 の 
東 体 約 50 個体 を 取り 出し , シャ ー レ に 入れ て 3 日間 水 
室 に 保つ と 黒 福 色 の 液体 約 0.3cc を 得る こと が 出来 る 。 
これ を 遠心 沈 滅 し て その 上 浴 を 使用 し た 。 組 織 に は 新鮮 
な ナン キン ネズ ミ の 肺 及び 肝 の 小片 を 使用 し , これ 等 を 
排出 液 に 浸し , 寄 隔 し て 2 日間 水 室内 に 放置 し た 。 そ の 
結果 肝 は 軽い 振 痩 に ょ り 原 形 を 消失 し た 。 肺 は 残存 し た 
が 腕 く な り 組 織 急 片 の 作製 が 不 和 人 で あつ た 。 

3. 忠 舞 腫 内 容 液 に 佐 る 組織 匠 解 作用 
新鮮 な 虫 工 腫 内 容 液 の 上 澄 約 0.2cc を 得 て 排出 液 と 
同様 の 実験 を 行 つ た 。 そ し て 組織 の 融解 は 認め られ ず , 
組織 急 片 に 於 て 辺 緑 部 が 少し ェ オ ジン 抹 色 性 が 不良 な だ 
け で , その 他 の 変化 は 認め られ な か つた 。 
以上 の 組織 融解 作用 の 実験 に 於 て は , 対 了 と し て ダ ィ 
ュ ク ネズ ミ の 血清 を 使用 し て 同様 の 実験 を 行 つ た が , 肉 
妥 的 に も 組織 学 的 に も 変化 は 認め られ な か つた 。 
総括 
肺 吸 虫 の 口 吸 盤 よ り 排 出さ 
か すこ と を 認め た 。 

昌 体 の 排出 液 は ナン キン ネズ ミ の 組織 こと に 肝 を よく 
豆 か し た 。 


れ た 液体 は ゲラ チン 膜 を 融 
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貝 府 腫 内 容 液 の 組織 触 解 作用 は 殆 ど 認 め ら れ な か つ 
ここ 
以上 の 結果 と 虫 豚 腫 内 容 液 が アミ ノ 酸 迄 分 解 さ れん てい 
る こと に より , その 作用 は 虫 体 より の 蛋白質 分 解 酵素 に 
依る も の と 考え られ る 。 


185. 愛知 , 岐阜 , 三重 頻 下 ( 渡 尾 
座 野 ) に 於 ける マメ タニ ー シ と に つい て 


京都 府立 医科 大 学 医 動物 学 教室 
艇 原 弘 人 ・ 佐 藤 淳 夫 ・ 松 尾 富久 男 
アァ げ の SSg7%4724S 227 と ozS2CS Bourguigant 
in Aichi, Gifu and Mie Prefectures。 


Hirohito Sugihara, Atsuo Sato, Kikuo Matsuo 


1954 年 10 月 , 愛知 県 海部 郡市 江村 , 同 郡 立 田村 , 酸 
皇 県 養老 郡 池辺 村 , 同 県 海津 郡 今尾 町 , 同 郡 高須 町 , 三 
重 県 桑名 郡 長 島村 に お いて 相当 数 の マメ タニ シ を 採集 し 
た の で , これ 等 の 外部 形態 , 歯 箇 を 他 の 日 本 産 の も の と 
比較 し つ ヽ 報告 する 。 こ の 地域 の マメ タニ シ は 上 螺 脈 は す 
べ て 非常 に 明瞭 で あり , 螺 脈 隆起 の 状態 は 滋賀 , 秋田 産 
に よく 類似 する 。 今 まで 測定 し た 日 本 産 と 同様 に 肝 也 は 
無い も ふ の が 多く , 殻 の 角度 は 15" の も の , 殻 の 角度 は 角 
度 A, 角度 B 共 に 50'" の も の が 多い 。 今 ま で 測定 し た 日 
本 産 マ メタ ニシ の 中 で は 滋賀 産 が 最も 小型 で あつ た が , 
今尾 , 高須 , 市 江 産 は 滋賀 導 よ り 更 に 小型 で ある 。 鼓 径 
と 帝 長 の 比 を えみ る と , 0.6 以 下 の も の は 長島 , 市 江 産 に 
は 全然 認め ず , 立田 産 に 18 , 今尾 , 池辺 産 に 30 を 
認め , この 地域 の も の は 日 本 産 で は 大 短 型 に 属す る 。 帝 
口 の 横 径 と 縦 径 の 比 は 0.8 以下 の も の が 立田 産 を 除い て 。 
他 の も の で は 60 一 82 を 占め , 日 本 産 の 中 で 最も 多い 
岡山 産 よ り 更 に 4 一 22 多 多 い の で , この 地域 の 殻 口 は 卵 
型 に 近い も の が 多い と に な る 。 歴 を 測定 する に , 日 本 
産 の 中 で 最も 小さ い 滋 賀 産 よ り , 今尾 , 高須 産 は 更に 小 
さい 。 歴 の 横 径 と 縦 笠 の 比 は この 地域 の も の ヽ 間 で は 殆 
ど 大 差 を 認め ず , 広島 , 宮城 , 遠賀 産 と 大 略 等 し く , 日 
本 産 で は 中 位 に 位 する 。 条 の 前 縁 よ り 核 に 至る 長 さ と 稀 
の 縦 径 の 比 , 即ち 歴 の 核 の 位置 は 日 本 産 で は 1:3 一 1: 
3.4 の も ふ の が 多い が この 地域 の も の は 市 江 産 を 除い て す 
べ て 1 : 3.5 以上 で あり , 今 まで 測定 し た も の ゝ 中 で 最 
も 大 きい 久留 米 産 の 1 : 3.5 土 0.08 より も 更に 大 きく <, 
日 本 産 の 中 で 最も 条 の 前 緑 より 遠い 位置 に 核 が か ある こと 
に た る 。 中 歯 失 頭 型 は 2 士 3 十 1 士 4 十 3 型 の 多い 今尾 
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産 を 除い て 他 の も の は 2 十 38 十 1 十 3 十 2 型 が 多い 。 有 駐 
雌雄 両者 と も に 2 十 3 十 1 十 3 十 2 型 が 多い 。 側 歯 失 頭 
型 は 3 十 1 十 3 型 の 多い 市 江 産 を 除い て 4 十 1 十 4 型 が 
多い 。 内 縁 歯 失 頭数 は 17 個 の も の ヽ 多 い 市 江 産 を 除い 
て , 他 の も の は 18 個 が 多い 。 外縁 歯 失 頭数 は 10 一 14 個 
の も の が 多い 。 内縁 歯 , 外縁 共 に 和 失 頭 数 が 他 の 日 本 産 
に 比較 し て 多い 。 


186. Trivalent sodium antimonyl 
gluconate に よる 日 本 住 血 吸 是 病 の 
治療 に つい て (2) 
山梨 県 医学 研究 所 
穫 浦 三 郭 ・ 大 田 秀 涯 


Treatment of schistosomiasis japonca with 


trivalent sodium antimony1 gluconate (II) 


Saburo Sugiura, Shujo Ota 


第 14 回 日 本 寄生 虫 学会 東日本 支部 大 会 に て 三 価 グ ゲル 
ュ ン 酸 ア ンチ モン ソー ダ (以下 T.S.A.G. 略 ) が 日 本 住 
血 吸 虫 病 の 治療 に 効果 あり し こと を 動物 及び 人 体 実験 に 
より 報告 し た が , 更に 数 例 を 治験 し た の で 報告 す る 。 

人 体 に 6 多 溶 液 の T.S.A.G. に て 14 名 に 表 1 の 如く 
per kg3mg 一 4mg を 注射 し , (No. 6 の み は per kg 
5mg) 1 ヵ月 か ら 2 ヵ 月 (No.4, No.6 は 4 て 5 ヵ月 ) 
後 の 検便 は 全 例 際 性 の 成績 を 得 た 。( 各 れ も 薄 抹 法 及び 

第 1 表 


ie Se T.S.A.G. 治療 後 観察 時 
体重 注 身 の 全量 観察 期 の 検便 





年 





(134 ) 


Ne. 倫 妖 (kg) 回 数 (gr) 間 ( 月 ) 成績 
1 38 * 53.0 連日 6 回 0.97 1 ー 
2 30 ? 46.0 ヶ 0.8 1 ー 
3 20 ? 49.5 隔 日 6 回 0.9 1 ー 
4 38 $ 51.0 連日 8 回 1.69 4 ー 
5 41 8 ぉ 50.0 連日 9 回 1.73 1 ー 
6 27 ? 42.2 連日 12 回 2.55 5 ー 
7 32 e 45.0 隔 日 12 回 1.91 2 ー 
8 24 。 48.0 ヶ 1.91 3 ー 
9 39 % 52.0 ヶ 1.87 1 ー 
10 12 8 32.0 ヶ 1.44 。 11。 一 
11 9 25.0 ヶ 113 。 14 一 
12 12- e 29.0 ヶ 1.08 1 ー 
13 12: ぉ 8 30.5 ヶ 1.08 17。 一 
14 12 8 34.0 ヶ 1.22 1 ー 









で 











昭和 30 年 6 月 (1955)〕 




































第 2 表 187. 日 本 住 血 吸 忠 卵 の 温度 に 

No 注射 全身 食 知 忠 忠 下 頭 頭 耳 宮 発 対す る 抵抗 カ 

・ 回 数 修 怠 不振 気 吐 痢 重 痛 鳴 を 疹 5 

の て こ 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 

2 ヶ ② Q 〇 O 〇 O 〇 伊 際 二郎 

3 隔 日 6 回 7 GO The effects of temperatures on the hatch- 

4 連日 8 回 〇 O 〇 〇 の O 〇 abilities of Scs/osoy2 7 の の 7C が 4 OVa 

5 連日 9 回 の の 〇 〇 Tiro tto 

6 連日 12 回 〇 O 〇 〇 〇 

7 隔 日 12 回 〇 つ 〇 〇 OO 〇 実験 的 に 日 本 住 血 明 虫 を 感染 せ し め た ウサ ギ の 殿 便 内 
8 ヶ 〇 O O 〇 O の 同 虫 卵 を 用 いて 温度 に 対す る 抵抗 力 を 観察 し た 。 す な 
Gy の ん O わ ち 本 虫 卵 の 身 化 限界 温度 外 の 高温 た い し 低 温 で 一 定期 
2 間 負 理 し , その 後 朋 化 至 適 温度 の 28?C に 復元 し て 東 弁 
0 の 負 化 状況 を 観察 し つぎ の 如き 結果 を 得 た 。 
k O 1. 高温 に お いて 全 昌 卵 が まつ た く 解 化 人 能力 を 失 ぅ に 
14 に O 要する 期間 は , 387C で 19 日間, 457C で 8 時 間 , 50*C 

で 1 時 間 , 55*C で 3 分 間 , 60*C で 1 秒間 で あつ た 。 

計 人 2. 結 水 し な い 低温 に お いて 全 昌 卵 が まつ た く 瞬 化 能 


AMS III 法 に よる ) 注 射 前 後 の 肝 機能 検査 に 著 変 は 認め 81 日 間 , 3^C に お いて 370 日 間 経過 し て も な お 朋 化 し 


られ な か つた 。 


副作用 は 第 2 表 の 如く 食欲 不振 , 全身 供 意 を 訴え る 者 3. 氷点 以下 の 低温 に お いて は 一 107C に お いて 4 時 
が 最も 多く , 嘱 気 , 頭痛 が これ に 次 ぎ , 発疹 は 1 例 に 注 
射 2 回 目 , 他 の 1 例 は 3 回 目 に 顔 部 に 麻 疹 様 発疹 を ろ 全 昌 卵 が 角 化 人 能力 を 失 つ た 。 

た 。No. 7 は 前 回 宜 串 時 に stibnal の 注射 を 受け , 副 作 4. 上 述 の 移 理 期間 後 の 幣 化し な い 残 存 虫 卵 は 形態 的 
用 強度 の 為 に 中 止 し た 患者 で あつ た 。 連日 注 射 は 隔 日 注 に まつ た く 死 卵 と し て 認め 得る る の で あり , 高温 多 理 に 
射 よ り 副 作用 の 発現 が 強度 で あつ た 。No.4, 5 は 副 作 よる 死 卵 と 低温 委 理 に ょ る 死 卵 を 記述 し て 参考 と し た 。 
用 の 為 に 注射 を 中 止 し た が , 他 は 各 れ も 日 常 生活 に 多少 何 お 詳細 は 日 新 医学 41 巻 2 号 に 損 載 し た 。 

の 苦痛 を 訴え る 程度 で あつ た 。 

動物 は 前 回 よ り 注 射 量 を 減じ , per kg8mg を 6 日 間 188. ヒメ モノ アラ デ ガイ アッ?y26 の 
連日 注射 を 家 各 1 例 及 び 山羊 の 1 例 に 実施 し , 共に 注射 
開始 68 日 目 よ り , 12 日 間 連 日 注射 の 家 悪 + 例 は 9 日 
目 よ り 死 卵 の 排 注 を 認め , 前 回 と 同様 の 成績 を 得 た り 。 

和 何 お , 山羊 の 1 例 は 感染 後 8 ヵ月 間 虫 卵 を 多数 排 洪 せ る 
も の を 治療 し 好 結 果 を 得 た り 。 

以上 より 6 め %% 溶 液 の T.S.A.G. の per kg 3 mg 一 4 “ 
mg 隅 日 12 回 注射 法 に よれ ば 副作用 も 著 明 で な く , 日 
本 住 碧 吸虫 病 の 治療 に は 好適 の 薬剤 と 思わ れる 。 


( 〇 印 は 副作用 発現 ) 





















力 を 失 5 に 要する 期間 は きわ め て 長く , 0?C に お いて 


削 , 一 207C に お いて 30 分 な いし それ 以上 移 理 す れ ば 


の 772 の 加 性 (2) 温 感 性 
浪速 大 学 農学 部 獣医 学 教室 
東 出 弘 ・ 植 村 嘉 昭 
辻村 暗 ・ 氷 剛司 
Studies on the habit of yzgeg o//z/Z 
(2) . Resitibility ot the ternperature。. 
Tanehiro Higashi, Y. Uemura 
耳 。 Tujimura, T. So 


肝 蜂 の 中 間 宿 主として の ヒメ モノ アラ ガ ィ Lym. oll- 
ule (pervia) の 行動 は 肝 蜂 の 慕 延 の 上 に 重要 た 意味 を も 
つて いる 。 そ の 行動 は 環境 その 他 の 条件 の 如何 に よ ょ つて 





(135 ) 
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変化 する が , な か で も る 温度 に よる 影響 は 特に 著しい よぅ 5 
で ある 。 よ つて 温度 に 対す る ヒメ モノ アラ ガ ィ の 態度 を 
知 燕 する こと は 肝 蜂 の 慕 延 を 制 昌 する 上 に 極め て 重要 な 
こと で ある 。 

告 者 等 は 1953 年 以降 , 室内 飼育 の 具 に つい て の 鈴 
察 を 中 心 に , 肢 外 に お ける 自然 状態 を 比較 し た 。 了 臨界 高 
温 入 囲 及び それ 以上 の 高温 , 又 臨 界 低温 範囲 及び それ 以 
下 の 低 温度 に お ける 観察 は , 夫々 特殊 装置 内 で 実験 的 に 
計測 し た 。 ま た 測定 時 期 に つい て は 高温 は 夏季 (9 月 ) に 
低温 は 父 季 (2 一 3 月 ) を 選び 可 及 的 自然 状態 に 近づけ る 
よう に 考慮 し た 。 ま た 実験 室 内 飼育 に 当 つ て は , この 上 内 
が 水陸 両 棲 で も る こと 及び 其 の 他 を 考 庵 し て 温 詩 以外 の 
他 の 条件 に 影響 され ん な いよ 5 に 奉 め た 。 

成績 は 次 の 表 に 示す と お り で ある 。 
ヒメ モノ アラ ガイ の 活動 と 温度 範囲 

に 

トー 5“- 一 一 - 
ーー 69 = 
ー 50 一 一 」 
ー 人 ーー 
し _ 30 つま [ 除 衝 高温 範囲 
ー 27 一 才 


し ) 致死 最高 温度 
致死 温 男 囲 


適温 範囲 





敬具 低 温 温 藝 囲 


ーー 


に 才 ゴ ) 


本 
| 


) 到 死 低温 範囲 


| 致死 最低 温度 


今回 は 温 範 囲 の 各 境 界 を 明確 に 測定 する こと が 出来 な 
か つた 。 致 死 低温 入 囲 及び 致死 最低 温度 を 知る た め に は 
ー20“C まで 観察 し た が 一 20?C で 5 一 10 分 まで は 人 告 お 生 
存 し て お り , 30 分 で 約 20 生存 し て いる と ころ か ら 致 
死 最低 温度 を ー ヌ ?C と し た が 一 20“C に 近い 温度 で ある 
こと が 考え られ る 。・* 

自然 界 に お いて は 常に 適温 範囲 の 環境 に 移動 する 趣向 
性 を 示し , 多く の 場合 致死 範囲 か ら 脱し て 生命 を 保持 し 
て いる と 考え られ る 。 そ の こと は 日 本 内 地 に 広く 分 布 し 
最近 の 調査 で は 北海 道 各地 に も 見 出さ れ , また 深雪 に 税 
れる 高山 に も 発見 され て いる こと に よ つ て も 明か で あ 
る 。 
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189. ミヤ イリ ガイ の 行田 
(2) 走 光 性 に つい て 


予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
安 弘 岡 一 男 


Studies on the behaviour of Ozcozze/27 の 
の S の の /oZ2. (2) PhototaxiS。 
Kazuo Yasuraoka 


ミヤ イリ ガ ィ が 明る い 所 に 集 る 性 質 を も つて いる こと 
は よく 知ら れ て いる が , その 機構 に つい て は 現在 迄 全く 
不明 で ある 。 筆 者 は 次 の ょ うな 実験 を 行い , 具 の 陽性 走 
光 性 定位 に つい て 落 干 の 知見 を 得 た の で 報告 する 。 

Li 及び Ls の 2 つの 平行 光線 が 直角 に 交わ る 光束 5 
cm* の 刺 戦 野 に お いて , 先 づ 2 光源 を 等 光度 (1 :1) と 
し て 光源 に 対す る 具 の 定位 前 進 運動 を 観察 し た 。 こ の 場 
合 , 具 は その 触角 の 基部 に ある 一 対 の 眼 が 等 し く 光 を 受 
容 す る よう ぅ に, 2 光線 の ほ ゞ 合力 線上 に その 体 軸 を 定位 
させ て 前 進 す る の を 認め た 。 次 いで Ls を 一 定 と し , 
の 光度 を ニ = ュー トラ ルチン ト フ ォ ィ ル ター で 渡 光 する こと 
に よ つ て 減少 させ , 2 光源 の 光度 の 比 が 2 :1,4:1, 或 
は 10: 1 と な る よう に する と , 具 の 定位 方 向 が 次第 に 強 
光度 の Ls 側 に ひき よせ られ る の を 観察 し た 。 光線 Lz と 
具 の 定位 方 向 と の な す 角 度々 の 価 を 各々 の 光度 比 に お い 
て 測定 し た の が 次 表 で ある 。 

表 2 光源 の 光度 の 差 た と ミヤ イリ ガイ の 
陽性 走 光 性 的 定位 方 向 と の 関係 
2 光源 の 光度 の 比 の 
差 に 対す る 角 く の 価 
6 例 。 4 も 19.: ユ 1 





2 光源 の 光度 の 比 





37.7 29.1 
12.49 


g 価 44.3 40.1 
標準 : 信 差 7.95 7.98 5.55 
ミヤ イリ ガ ィ の 光 受 容器 で ある 妥 に つい て の 形態 学 的 
記載 が か な い の で , 筆者 は この 組織 切片 を 作 つ て その 構造 
を 調べ た が , これ が 網膜 及び 硝子 様 液 を 有する いわ ゆる 


胞 眼 と よ ば れる よぅ な 形態 を 有する こと を 知 つ た 。 す な 


わ ち 光 の 明暗 は 勿論 , 光線 方 向 の 識別 は 容易 に な され 得 
る も の と 考え られ お 。 

これ だ け の 実験 で , 具 の 走 光 性 定位 が その 刺 戦 相称 性 
(こよ る も の と の 断定 は 出来 な い 。 更 に 具 の 片側 の 光 受 容 
器 を 世 除 し て , その 定位 の 変化 に つい て 調べ る 予定 で あ 
る 。 
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ヒキ ガエル w 


190. 熊本 双 に な ける マン ッ ン 
裂 頭 條 虫 の 第 二 中 間 和 宿主 調査 
熊本 県 御船 保健 所 
磯部 親 則 ・ 吉 本 昭二 
本 郷 何 史 ・ 佐 川 敏明 
Surveys on the second intemediate host 
of の / ヵ 7y/79 の og77224 22SO7 (Cobbold. 1882) 
in Kumarmnoto Prefecture. 
Chikanori Isobe, Shoji Yoshimoto 
Naobumi Hongo, Toshiaki Sagawa 


マン ツン 贅 頭 条 虫 和 2 の 24SO27 (Cob- 
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bold 1882) Joyeux 1928 の 第 二 中 間 宿 主 に お ける 幼虫 は 
マン ツン 孤 虫 S22Zg22472 7 の 7S0 の 27 と 呼ば れ 人 類 の 外 に 
貴 乳 類 , 両 楼 天 , 腸 虫 類 な ど 自 然 界 に ひろ く 分 布 し て い 
る こと は 衆 包 の 通り で ある が , 熊本 県 の に 就 い て は 岡村 
(1945), 村上 ・ 磯 部 (1952) に よ つ て ウシ ガエル XXgz@ 
cg の es が 222 俗 に いう 食用 時 と トノ サマ ガエル 7g6 
2g7 の 22C277272 72g7Z の 7 の C27272 の 2 種 が 報告 され て いる 
に すぎ な い 。 

そこ で 今回 , 我々 は 熊本 県 に 楼 む 両 接 類 , 処 昌 類 , 路 
乳 類 , 鳥類 に 就 いて 調査 し た の で こ ょ に 報告 する 。 

調査 の 方 法 は これ ら 和 宿主 の 皮 を 負 ぎ 筋肉 と 内 臓 と を 別 
々 に し て 直接 寄生 有無 を 明らか に し し た 。 寄生 部 位 は , す 
陽性 数 、 寄 生 数 
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べ て 筋肉 内 で あつ た 。 宿 主 名 , 捕 徐 地 , 調査 数 , 陽性 数 
寄生 数 は 現在 まで 表 の 通り で ある 。 こ れ ら の な か で イタ 
チ の は 皮 を 鍋 い で 外部 か ら 透 視 し 得る 範囲 まで の 表 在 性 
の も の だ け で ある の て で 深部 まで 調査 すれ ば さら に 陽性 数 
は 多く な る と 考え て いる 。 

〔 結 語 〕 : 熊本 県 に 棲む 両 棲 類 トノ サマ ガエル , ツチ が ガ 
エル , ヒキ ガエル , 及 虫 天 シ マ へ ヘビ , ヤマ カ ガ シ , ヂ デム 
グリ り , アオ ダイ ショ ウ , マム シ , 喘 乳 類 ィ タチ , 鳥類 モ 
ズ の 計 10 種 に マン ツン 孤 虫 の 自然 感染 を 証明 し た こと 
を 報告 する 。 い 


191. 熊 本 皮 の イヌ, ネ ュ に 於 ( 
る マン ッ ン 像 頭 條 虫 の 寄生 調査 


熊本 県 御船 保健 所 
左 部 箱 則 ・ 吉 本 昭二 
本 郷 向 史 ・ 佐 川 敏明 
熊本 県 本 渡 保 健 所 
松下 精 一 諸 
Surveys on の yo の 7 72 の 72S0777 
(Cobbold. 1882) Joyeux 1928 in dogs and 
cats in Kumamoto Prefecture. 
Chikanori Isobe, Shozi Yoshirnoto 
Naobmin Hongo, Toshiaki Sagawa 
Seiichiro Matsushita 


熊本 県 の 両 和 類 , 往 虫 類 , 貴 乳 類 , 鳥 馬 に ひろ く マ ン 
ッ ツン 孤 虫 S22zggz272 75 の 77 が 寄生 し て いる こと は 前 
題 (第 190 番 ) に お いて 述べ た が , その 成 昌 で ちあ る マン ツ 
ン 移 頭 条 虫 777o の 9 娘 7 2225 の (Cobbold 1882) 
Joyeux-1928 に 就 い て は 未 調 査 で あつ た 。 元 来 , 本 条 
虫 は 肉食 獣 普 通 の 寄生 虫 で も る が , その な か で 我々 の 日 
常 生 活 に 最も 関係 の 深い の は イヌ , ネ ュ で あろ う 。 そ こ 
で 今回 , 我々 は ぞ の 両者 に 就 いて 調査 し た の で こ ヽ に 報 


第 1 表 イヌ の 調査 





捕 獲 地 調査 数 陽性 数 寄生 数 


訪 尾 市 40 トレ タン 
態 本 。 市 38 1, 1 
上 益城 郡 御 船町 10 
下益城 郡 城南 町 38 

ヶ 松橋 町 31 

ヶ 益 南 町 43 お まま だ み 
7 1 
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第 2 表 ネ ュ の 調査 
捕 獲 地 調査 数 陽性 数 


に 二村 1 1 1 

玉名 郡 横島 村 3 2 1, 1 
ヶ 天水 村 18 

字 土 郡 字 土 町 7 





寄生 数 





告 する 。 

調査 の 方 法 は ィ イヌ, ネ ュ を 撲殺 ある い は 死亡 後 , その 
小腸 を と り 出 し 直接 割 検 し た 。 

現在 まで の 陽性 成績 は 表 の 通り で ある 。 成虫 は 帯 黄 灰 
白色 で 長 さ 50.0 一 100.0 cm で , 長い の は イヌ の で 170.0 
cm に 及ぶ の も あつ た 。 頸 部 , 体 節 等 の 形態 的 特徴 か ら 
本 裂 頭 条 虫 と 同定 し た 。 表 の 外 に ィ イヌ で は 天草 郡 偽 北町 
の 4, 同 郡 五 和 町 の 5 . 同 郡 御所 浦村 の 7, ネ ュ で は 上 
益城 郡 御船 町 , 下益城 郡 松橋 町 の 夫々 1 匹 か ら は 見 つか 
ら な か つた 。 

[結語 〕 : 熊本 県 の イヌ, ネ ュ に マン ツン 裂 頭 条 虫 の 自 
然 感染 を 証明 し た こと を 報告 する 。 現在 まで の 陽性 成績 
は 表 の 通り で ある 。 


192. 導 根 市 の マラ リア と 血液 
原 是 の 状態 に つい て 
彦根 マラ リア 研究 所 
小 林 引 4 


Survey of malaria and plasmodium 
in Hikone City. 


Hiromu Kobayashi 


我国 に 於 ゆる マラ リア は 昔 よ り 全国 的 に 分 布 し て いた 
も の と 考え ん られ る が , 正確 な 数 字 は 不明 で あつ た 。 昭和 
21 年 に 屈 出 制 が と られ る よ うに な つて 同年 に は 全国 で 
28210 名 , 22 年 に は 11825 名 と な つた 。 従来 我国 の マラ 
リア 多発 県 と 云わ れ て いる の は 滋賀 , 福井 , 飼 知 , 富山 
右 川 の 諸 県 で ある が , これ ら は 昭和 21 年 以前 と 以後 と 
で は その マラ リア 事情 が 異な り 滋賀 県 を 除い た 4 県 で は 
激減 し た が 滋賀 県 の み は 条 お 多発 し , 昭和 23 年 に は 上 
記 5 県 の 48.6 の うぅ も 45.5 を , 24 年 に は 63.6 の 
うち 59.8 多 を し め た 。 県 下 に 於 て は 彦根 市 が 最も 多く 
2224 年 間 の 合計 6425 名 中 27.8 を 占め て 人 万 人 
対 の 槍 患 率 は 夫々 99.1, 186.5, 98.8 で 最高 で あり 県 下 
平均 維 患 率 の 7 倍 と な つて いる 。 


( 138 ) 
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こ ヽ に 於 て 本 市 の 保健 衛生 上 マラ リア の 問題 は 重要 視 
され る に 至り , その 防 過 が 計画 せら れ た が , その うぅ ちの 
原虫 の 状態 に つい て 主 と し て 防 過 事 業 と し て 記述 する こ 
と に する 。 

防 過 の 方 針 を 決定 する に 先 だ つ て , 本 市 の マラ リア の 
流行 状態 を 知る こと が 必要 と な る の で 昭和 24 年 に 各 小 
学 半 学童 に つい て マラ リア 怒 住 者 に 対 し て 原 東 検索 と 腫 
腫 検査 を 実施 し た と ころ , 原虫 率 は 5.6 多 , 有 腫 系 は 
4.9 多 で あり , それ ら の 全学 童 に 対す る 比率 は 夫々 0.96 
及び 0.76 で あつ た 。 

これ ら よ り し て , マラ 9 リア 既往 者 の 多く の 者 は 原虫 保 
有 者 と し て 残 つ て お り そ れ が , 再発 する こと に よ ょ つて 新 
し い 感 染 の 源泉 と な る も の で ある こと は 明らか で あり , 
その 原虫 保有 者 は , は じ め 又 は 再発 時 の 治療 が 不 完全 に 
よ つ て お こる も の と 考え られ る の で , 彦根 市 に 於 ける マ 
ラリ ア 防 過 の 対 原虫 的 女 置 と し て は これ ら に 対す る 徹底 
的 な 処置 に よら な けれ ば な ら な い 。 こ ヽ で 昭和 25 年 に 
は 本 市 の 防 過 計 画 と し て 次 の よ ぅ に 決定 し た 。 

対象 は 一 般 の 人 と 集団 と を 区 別 し , 集団 は その 責任 者 
に 於 て , 一 般 市 民 は 本 人 又は 町 衛生 斑 よ り の 屈 出 に より 
登録 し, 流行 初期 と 流行 末期 に 於 て 毎年 定期 的 に 原虫 検 
索 を な す 。 

これ ら マ ラリ ア 既 住 者 以外 で , 発病 者 又は マラ リア の 
発 わ し い 者 は 年 間 を 通じ て 原 昌 検 索 し , 夫々 末 栓 面 液 原 
昌 の 調査 を な し その 成績 に よ つ て , 治療 を する 事 と し 
た 。 こ の 場合 すべ て 肢 外 実施 と し て で ある の で 実験 室 的 
研究 は 除い た 。 

その 結果 , 昭和 23 年 873 名 (186.5), 24 年 464 名 
99.4), 25 年 111 名 (22.5), 26 年 43 名 (8.7), 27 年 20 
名 (3.8), 28 年 1 (0.02) 一 括弧 内 数 字 は 人 口 1 万 人 に 対 
する 容 患 率 ー と な り , 次 で 昭和 29 年 に は 患者 数 0 を 記 
録 し た 。 何 お 上 記 患 者 数 は すべ て 原虫 証明 を も つて 診 定 
し た も の で ある 。 


193. ア /2szzogz2z72 の eZg7ez の 
細胞 化学 的 研究 
福井 県 衛生 研究 所 
大 瀬 走 光 ・ 多 田 打 夫 ・ 鈴 木 康之 


194. サジ ガメ より 分 離し た 
Trypanosoma cruz1 に 就 て 


大 阪 大 学 微生物 研究 所 
高 田 季 久 


Thg biological observaton ef 7 アカ 7- 
の s の 7 C72Z7 Obtained fromm Triatorma。 
Suehisa Takada 


本 原虫 に 関す る 研究 は 吾 が 国 に 於 て も 二 , 三 の 研 究 者 
に 依り 報告 され て いる が , 幸 に 香 々 は , 伝 研 佐々 助教 授 
の 御 厚 意 に 偽り 原虫 を 感染 せ し め た 「 サ シ ガ メ 」 の 分 与 を 
受け た の で 其 れ より 7. czxzz を 分 離し , 先 人 の 業績 の 
追試 を 行 3 と 共に , 今後 研究 を 進め る 上 の 基礎 資料 と も 
する た め , 其 の 生物 学 的 態度 の 観察 を 行 つ た 。 

1) 動物 感染 実験 (マウ ス 及 び モ ル モ ッ ト に 佐 る )「 サ 
シ ガ メ 」 畑 便 中 の 原虫 を マウ ス に 接種 し た 場合 : 流血 中 
に 原虫 の 出現 する 迄 の 期間 は 非常 に 区 々 で あり , 早い 場 
合 は 7 日 目 , 遅い 場合 は 15 日 前 後 で ちあ つた , その 上 感 
染 し な か つた 例 も 相当 見 られ た 。 之 は 接種 材料 中 の トリ 
パ ノ ソ ー マ 型 の 数 に 佐 る も の と 思わ れる 。 

塔 養 原虫 を 接種 し た 場合 : マッ ウス に 於 て は , 全 例 7 日 
目 刀 至 10 日 目 に 原虫 が 見 られ た が , モル モッ ト (250 gr 
前 後 ) の 場合 感染 の 見 られ ぬ 例 も あり , 感染 状況 は 全く 
不定 で , 流血 中 に 原虫 の 出現 する の は 2 週間 乃至 20 日 
目 後 の 様 で ある 。 

マッ ス 流 血 中 の 原虫 を 接種 し た 場合 : マッ ス に 於 て は 
平均 8 日 乃至 9 日 目 に 原 昌 出 現し , 未だ 流血 中 に 出現 し 
な い ぃ い 5 日 目前 後に 於 て も すべ て の 心筋 内 に リー ヌ マ ニ ア 
9 原 虫 が 見 られ た 。 

以上 の 結果 より モル モッ ゥ ッ ト よ り マ ウス の 方 が より 正確 
に 感染 が 行わ れ , 感染 後 流血 中 に 出現 する 原虫 数 は 日 に 
信 っ て 多少 は ある が 常に 発見 され , 平均 20 日 乃至 30 日 
前 後 で 多く は 死に 至る 様 で ある 。 

2) 顕微 鏡 所 見 

特に 核 及 び 運 動 核 質 に 特長 が あり , 後者 は ギ ム ザ ー 朱 
色 に 偽 り 特 に 濃 朱 する 。 又 両者 共に D.N.A の 存在 を 示 
す フ ォ イ ル ゲ ン 反 応 が 陽性 で あり , 其 の 部 は 電子 線 の 透 
過度 が 細胞 貿 よ り も 高い 様 で ある 。 又 クル チ ヂ ア 了 型 原虫 
に 訟 て は 鞭毛 の 73 が 虫 体 の 辺 縁 に 過 つ て 虫 体内 に 入 つ 
て 居り 遊離 鞭毛 は 3 程度 で ある 。 

3) 凍 養 所 見 

N.N.N. 培地 は じ め 各 種 の 培地 及び 其 の 改良 培地 に 就 
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で 


て 検討 を 加え た が , 其 の 生存 期間 及び 増殖 度 の 最も 良い 
の は NL.N.N. 培地 に 酵母 エキス 液 を 加え た 二 層 培地 で 

), 最高 増殖 時 は 普通 1cc 中 に 500 万 以上 の 原虫 が 
見 られ , 耳 つ 此 の 液体 部 を 追加 する 事 に より 5 ヵ月 以上 
の 保存 が 可能 で ある 。 血液 成分 を 除去 し た 培地 で は 培養 
不能 で あり , 清 等 が 不可 欠 の 要素 と 考 
えら れる 。 又 glaucose を 加え た 場合 , むし ろ 菩 養成 績 


が 悪 か つ た 。 


へ モグ ロビ ン , 


195. ラン デブ ァ ル 鞭 毛 是 の 病原 性 に 関す 
る 研究 , 主 と し て 中 体側 條 件 の 検討 


京都 府立 医科 大 学 医 動 物 学 教室 


ト 部 昭 


Studies on the pathogenicity of 
Cz27772 727 の 77Z Stiles 1915. 
Akira Urabe 


集団 検査 に よ り 検出 し た ラン プル 鞭毛 虫 感染 者 82 名 
より 相当 な 頻度 で , その 殆 ん ど は 軽微 で は ある が 何等 か 
の 訴え を 有する も の を 見 出し , 然 も 之 等 が 虫 体 駆 除 後 一 
定期 間 を お いて の 調査 に より , その 症状 中 可 成り の 数 に 
の ぼる も の か ラン ブル 鞭毛 昌 の 寄生 と 関 肌 あ る こと を 箇 
り そ の 一 部 は 既に 報告 し た 。 基 様 に 本 虫 感染 者 に し て , 
通常 思 者 と し て の 範 瞳 に 属さ な い 人 々 に も ゃ 所 見 が 見 出さ 
れる こと は 病原 性 の 究明 上 注目 せ ね ば な ら な い 。 

サポ の TARef 

, 一 次 的 に も た ら さ れ た も の か , 二 次 的 に も た ら さ れ 
Ad 績 の か 追 完 せ ね ば な ら な い 。 

私 は 昭和 26 年 来 , 主 と し て 中 体側 人 
を 行い , 次 の 様 な 結果 を 得 た 
「 ラ ンプ ブル 革 毛 虫 」 の 寄生 は , 他 の 腸管 原虫 に 比べ 一 般 
に 稚 ょ 不安 定 で ある 。 私 は 4 例 の 状 子 保有 者 及び 人 体感 
染 実験 の 観察 より , 人 体 腸管 内 で 虫 体 の 一 時 感染 乃至 は 
通過 が 行わ れる こと の ある の を 経験 し た 。 

これ に 関 潜 し て , 本 虫 が その 兵 息 環境 の 状態 に 依っ て 
種々 影響 を 被る こと に よ つ て , 先 人 に 引続き , 若干 の 点 
で 形 租 的 に も 変化 する こと を 観察 し た 。 
更に 未だ 本 時 の 組織 内 侵入 が 認め られ て いな いこ と 及 
び 私 が 発症 株 を 以 つ て 行 つ た 自身 の 感染 実験 の 結果 より 
株 に よる 強弱 を も 区 別 し 得 な か つた 。 

如 上 の 事実 より 私 は ラン ブル 鞭毛 虫 の 寄生 又は 虫 体 排 
提 及 び 発 症 の 成否 の 決定 の 主要 な 役割 を 虫 体側 に 求め る 


件 に つい て 検討 
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こと は 困難 と 思う 。 即ち 寧ろ 之 は 宿主 側 に 求め な けれ ば 
な ら た な いと 思考 する 。 


196. 長崎 騨 の 肺 奴 息 分 布 (2 ) 


長崎 大 学 風土 病 研究 所 
田 中 徳 了 
Distribution of ZZg の 7274S 2 の 6S727772 の 7777 


in Nagasaki Prefecture. (2) 
Tokuro Tanaka 


昨年 度 に 引続き 長崎 県 下 各地 区 の モク ズ が = 体内 ウェ 
ステ ルマン 肺 吸虫 メタ セル カリ ア 保 有 率 に 就 い て 調査 し 
た が , 調査 出来 た 地区 は 8 地区 で あつ た 。 

南高来 郡 大 正 村 の モク ズ ガ = ニ で は 2 匹 中 1 匹 に 陽性 に 


し て , 1 個 の メタ セル カリ ア を 認め , 北松浦 郡 志 佐 町 2 
匹 中 1 匹 24 個 , 田平 町 (平戸 口 ) 3 匹 す べ て 陰性 , 佐々 


町 16 匹 中 12 匹 (75.0 ) 陽性 に し て , 1 匹 の 保有 数 38 
個 , 平均 8.5 個 , 佐世保 市 柚木 14 匹 中 2 匹 (14.2 め ), 
最高 222 個 平均 112 個 , 西彼杵 郡 式 見 村 35 欧 中 20 匹 
(57.1 め ), 最高 56 個 , 平均 12.2 個 , 神 浦村 30 匹 すべ 
て 机 E 釜 村 34 匹 すべ て 陰性 で あつ た 。 PT 計 136 
匹 (870, 66) 中 36 匹 ($18, ?18), 26.4 に 陽性 に 
し て , 1 匹 の 最高 保有 数 222 個 , 1 17.2 個 で 
あつ た 。 但 し 上 記 は すべ て 負 の み の 保有 率 並 びに 保有 数 
で ある が , 鯉 別に 見 た 成績 で は 左右 と も 第 3 葉 が 最も 保 
有 率 高く 又 保 有数 も 多 か つ た 。 

式 見 村 20 匹 , 七 釜 村 10 匹 , 佐 * 町 10 匹 , 計 40 現 に 
就 いて は , 側 , 内 臓 , 脚 部 筋肉, 3 を の まお 
検索 し た が , 何れ か の 部 に メタ セル カリ ア を 認め た 
式 見 村 13 匹 , 佐々 町 8 匹 , 計 21 匹 で あつ た 。 SO 
21 匹 の 中 , 欠 の み に 認 め 他 の 部 に 認め な か つた も の 2 匹 
脚 部 の 筋 内 の み に 認 め 他 の 部 に 認め な か つた も の 1 匹 で 
あつ た が , 内 臓 の み 或 は 体 部 の 筋 内 の み に 認 め 他 の 部 に 
認め な か つた も の は な か つた 。 何 お メタ セル カリ ア 数 は 
脚 部 の 筋肉 に 最も 多く し て , 21 匹 の 総計 284 個 , 次 いで 
鯉 213 個 , 体 部 の 筋肉 67 個 , 内 臓 (主として 肝 ) 26 個 の 
順 と な つて お り , 負 に 少数 の メタ セル カリ ア し か 認め な 
か つた カニ = で は 。 内 臓 及 び 体 部 の 筋肉 に は 1 個 の メタ セ 
ルカ リア ふも 認め な いも の が 多 か つ た 。 
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昭和 30 年 6 月 (1955) } 


「 肛 昌 薬 に つい て | の シン ポッ ジッ ウ 
ム に お ける 司会 者 の 挨拶 


東京 大 学名 准 教 授 
宮 川 米 次 


今日 各位 に 駆虫 薬 に つい て , 藩 著 を 傾け て 頂く こと は 
極め て 適切 な 譲 題 で 有り , 多年 に 互 る 各位 の 御 経 験 を も 
つて , この 重要 問題 を 組 上 に 縦横 に 論 断 せら れる こと は 
本 会 々 員 諸君 の た えら れる 所 大 な る も の の ある こと を 確信 
致し ます し , また この 司会 を させ て 頂く こと は 光栄 の 至 
り で あり ます 。 販 虫 薬 に つい て 私 の 平素 考え ん て お り ま す 
こと の 二 , 三 を まつ 述べ きせ て 頂き まし て , シン ポジ ツウ 
ム の 緒 口 と いた し た いと 思い ます 。 

1. 法 生 虫 の 種類 に よ ょ つて 薬剤 を 選択 する こと 。 

2. 相似 た 働き を 有する 薬剤 の 同時 併用 継 用 その 方 法 
3. 楽 剤 の 授与 の 時 期 , 使用 法 , 使用 量 等 。 

4. 使用 量 の 決定 法 , ヤン グ 法 より も , ピル ケ ヶ の 腸 の 

人 る の が よく は な い 
5. 薬剤 の 形態 は , 散剤 特に 粉末 状 の コロ ィ ド 状 が よ 
く は な いか 。 

5. 駆虫 薬 の 腸 より の 吸 必 防止 方 法 , 下剤 配 用 の 要 否 

・ 中 毒 防止 女 置 , 特 暴 体 質 の 予知 法 
8. 完全 駆虫 の 決定 法 


太 上 薬 の 薬理 


岡山 大 学 医学 部 薬理 学 教 室 
山 崎 英 正 


駆虫 薬 を 作用 の 面 か ら , (1) 主として 寄生 虫 の 運動 機 
能 に 作用 する も の と , (2②) 主として 生化 学 的 作用 態度 に 
よる も の と に 分 類 し た 。 前 者 は 第 一 義 的 に 虫 体 の 神経 
は 筋 機能 の 障 問 を よぶ も の で , 後者 に は クチ クラ 弁解 酵 
素 及 び 代 謝 阻 害 薬 が 含ま れる 。 代謝 の 著 明 な 生化 学 的 相 
違 は 寄生 虫 と 宿主 の 間 に 存 する に 止 ら ず 映 貝類 の 種類 や 
生活 環 の 段階 の 間 に も 存在 し , それ が 薬物 に 対す る 反応 
に 相違 を 生ずる 原因 に な る も の と みみ られ る 。 ミ ミズ 筋 と 
馴 虫 筋 と の 楽 物 に 対す る 反応 の 相違 も る これ に よ つ て 説明 
で きい DS 

腸 内 寄生 虫 体内 へ の 楽 物 の 侵入 は 主として クチ クラ を 
通ずる も の で ある が , 内 服 後 虫 体 に 到達 し 更に クチ クラ 
透 入 に 及ぶ 過程 に 影響 する 要因 の 分 析 は 駆虫 効果 を 論 ず 


' 推 考 さ せる 。 か ヽ 
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る 上 に 重要 で ある 。 駆虫 薬 の 効果 に 関係 する 用 量 は 虫 の 
体 表 面 当 り が 問題 で ある 。 駆虫 楽 の 多く は 優れ た 分 配 係 
数 を も つが , 水 に 不溶 で は な い 。 演 者 ら の 経験 に 於 て 顕 
虫 に 有効 で あつ た alkylresorcinols の 溶解 謀 は 1 : 450 
56000 の 範囲 で あつ た 。 こ の 系 列 の 化合 物 の in vitro 
効果 が 非 極性 部 の 一 定 以上 の 増大 に 際 し て 低下 する に 到 
る の は 溶解 度 の 減少 の た めで ある 。 し か し , 難 沙 性 の 
alkylresorcinol で も これ を 徴 細 懸 濁 液 と し て 充分 に 分 
散 せ し め た 場合 , 飽和 温度 を こえ て も な お 効果 の 増加 が 
ス ら れ た 。 融点 の 下降 も 駆虫 薬 の 腸管 内 分 散 に 有利 な 条 
件 で ある 。 alkylresorcinol の 一 定 濃度 液 に 界面 活性 曹 
を 装 増 し つ ゝ 深 加 し た 場合 , 活性 剤 の 一 定 濃度 入 囲 内 で 
は in vitro 線 昌 (Sizzcgz の 2 7 の o27c6 Wilkie を 使用 ) 
殺 減 効果 が 増加 し た が , その 濃度 限界 を こえ る と 逆 に 薬 
物 の 効力 が 強く 抑制 され た 。 こ の 際 , 薬物 と 活性 剤 と の 
色 合 物 の 対流 動 パ テラ フィ ン 界 面 張力 は Ring- 法 (da No- 
uy- 法 ) 測 定 値 で は 殺虫 力 最大 の 活性 剤 濃 度 に 於 て 最低 に 
達し た が , 効果 の 増大 し は じ め の 活性 剤 濃度 附近 の 張力 
の 変化 は 動 的 な 界面 張力 の 変化 を 示す Drop- 法 (Hillyer 
- 法 ) 測定 値 の 減少 傾向 と よく 一 致し た 。 前 者 は 静止 界面 
の 最大 吸 若 を , Fe 界面 へ の 吸着 の 増加 の 開始 を 
は 諸 種 の 界面 活性 剤 で 略 ょ 同様 
に 認め られ た が , が tween 系 活性 剤 (水溶 性 型 非 オ 
ン 化石 鹸 ) で は 低 濾 度 か ら alkylresorcinol の 効果 を 抑 
制 し た 。 

融点 と 界面 張力 に , 駆虫 効果 に 対し て 有利 な 変化 を 与 
える 意図 で 2 種 の alkylresorcinol の 配合 を 試み た と こ 
ろ , 一 定 比率 の 配合 で は 晒 乳 動物 に 対す る 毒性 を 増す こ 
と な く 著 明 な 駆虫 効果 の 相乗 の お きる こと が in vitoro 
並 に 臨床 効果 に つい て 認め られ た 。 こ の 相乗 効果 を 融点 
及び 界面 張力 の 変化 で 単純 に 説明 し ぅ る 充分 の 証 把 ま え 
られ 難 か つ た が , 作用 点 の 同様 と み ら れ る か ょ ヽ る 薬物 間 
の 相 果 が 物理 学 的 性 所 変化 に 基く こと を 推 考 で きる 。 
これ ら の 配合 物 の うち 4-z-octy1l-6-chlororesorcinol と 
4 生 -z-octyl-resorcinol の 70 : 30 配合 物 は hexylrescrc- 
ine に 比 ら べ て 毒性 及び 刺 戦 性 が 弱 し か も ゃ 顕 虫 駆除 
効果 の 強力 た 点 で 優れ て いた 。 こ の 本 + 物 の 0.2 一 0.3g 
空腹 時 2 朝 の 投与 で 73 名 の 学童 に 81 一 97 の 丹 虫 卵 陰 
転 系 が 認め られ た 。 

以上 楽 物 に 関す る 条件 の ほか , 消化 管内 容 物 の 物理 化 
学 的 性 質 が 効果 に 影響 を 手 え る 。 

alkylresorcinol は 貴 乳 動物 の 腸管 筋 麻痺 作用 を も つ 
が , 腸管 腔 内 へ の 適用 で は その 粘膜 刺 寺 が 腸管 筋 層 反 射 











を 介し て 腸 著 動 の 元 進 を まね く 。 こ れ が 江 下 作用 発現 の 
機 序 で あろ うぅ う 。 hetrazan は 神経 節 麻 痺 作 用 を も つが , 
それ に 先行 し て nicotine 様 の 一 過 性 の 節 興 礁 効果 が みろ 
られ , 又 神 経 骨 艇 筋 間 の ブロ ッ ク を きた す 作 用 が ある 。 
papain 製 駆虫 楽 vermizym の 顕 虫 消化 の 至 適 pH は 
5 附近 で , 80"C 5 分 の 加熱 又は pH 2.1 時間 學 理 に よ 
り 非 可逆 的 に 不 活性 化 さ れる 。 し か し , この 製剤 は 無 花 
果汁 液 (Lamson, Brown & Ward) と ち が つ て , hex<- 
ylresorcinol で 起 し た 犬 の 胃 粘 膜 の 傷 守 を 増大 し な い 。 

alkyljresorcinol の 連用 に よ つ て 顕 忠 の 抵抗 性 増加 は 
an vitro 並び に 動物 生体 内 及び 臨床 実験 に 於 て 認め られ 
な か つた 。 し か し , 他 の 寄生 虫 及び 他 の 薬物 に つい て は 
この 耐性 問題 は 何 お 不明 で ある 。 

( 問 ) (大 阪 医 科大 学内 科 ) 岩 田 往 居 

山崎 教授 に 

1. 普 虫 の 駆虫 機転 に 虫 体 の 運動 障害 を 1 因 と され た 
が 之 は 結果 で あつ て 一 時 的 に 昌 体 の 代謝 系 の 障害 が ある 
の で は な いか 。 私 は 遅れ て いる と 考え られ る 駆虫 剤 の 進 
上 間 の た め 駆 虫 機転 の 解明 が 必要 と 考え ます 。 

2. 楽 理 作用 に 瓦 新 体 と な つて 作用 する も の が な いで 
し よう か 。 

3. 狗 虫 に 注射 療法 の 可能 性 は な いで し よう ぅ か 。 

( 加 ) (藤沢 薬品 ) 田 村 三郎 

カ ィ ニン 酸 の 双 虫 機 詩 と し て 運動 元 礁 性 病 交 及 び 呼 吸 
抑制 が 考え られ る 。 呼 吸 抑制 の 機 時 に つい て は 実験 の 結 
果 で は 顕 虫 完 中 の 脱水 素 酵素 抑制 作用 が ある 事 と 顕 虫 消 
化 管 周 囲 上 皮 細 胞 中 に 含 鉄 呼吸 酵素 が 分 解せ られ 鉄 を 遊 
離す る 組織 像 を 見 る 事 が 出来 る の で ヵ カ ィ = ニン 酸 は 顕 虫 の 
宿主 腸 内 に 於 ける 無 酸 素 呼 吸 に 阻害 を 与え る も の と 考え 
られ る 事 を 追加 致し ます 。 

( 加 (順天堂 大 学 薬理 学 教室 ) 板 東 丈夫 

私 共 は ロッ ラク 液 を 充 し た が ガラ ス 管 内 で 顕 虫 が 一 定 の 運 
動 を 繰 返 す こと に より 秩序 正しい 前 進 を 行う? こと, 並び 
(に サン トニ ン 沙 液 中 で 特異 の 反応 を 示す こと 等 を 16 ミ 
9 喘 画 に より 供覧 する 。 私 共 の 見 解 に よれ ば , ガラ ス 管 
内 は 小腸 内 腔 に 模 し た も の で あり , 小腸 安静 時 に は 久 昌 
が この ょ うな 前 進 運 動 を 行う こと が 出来 , この 運動 能力 
が 虫 の 小腸 内 生活 を 可能 な らし め る も の と 考え る 。 婦 
この 実験 法 に より 顕 虫 が 温度 の 変化 に 甚だ 敏感 で あるこ 
と を 知 つ た 。 


サン トニ ン に より , 顕 虫 は 一 時 的 な 運動 停止 期 を 経て 


は 一 
替 異な 体 を 推 く 運動 を 生じ 遂に は 貝 体 が 糸 球 状 に な る こ 
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と を 知 つ た 。 こ の 事実 は 少く と も サン トニ ン そ れ 自 体 が 
腸 内 で も 駆 中 の た め に 有効 に は た らく こと を 信 ぜ しめる 
根拠 と な る も の で ある 。 こ の 場合 の サン トニ ン は 神経 毒 
で あつ て , 顕 虫 頭 部 神経 中 枢 に 作用 する も の と 考え られ 
る 実験 的 証 拭 が ある 。 


銅 虫 治療 剤 


大 阪 大 学 教授 
森 下 地 


戦後 我国 に 於 ける 顕 虫 治療 剤 の 研究 は 非常 な 進歩 を 見 
せ 又 その 生産 方 面 で も 著しい 飛躍 を 来 た し た 。 多く の 合 
成 剤 の 出現 , 原 草 よ りす る santonin の 増産 と 国内 自 答 
及び その 合成 の 成功 , 海 人 草 有 効 成分 カ ィ = ニン 酸 の 発見 
の 如き それ で ある 。 一 方 選 虫 剤 効力 発現 に 関す る 理論 及 
び 効 果 判 定 方 法 に つい て の 研究 も 著しい 進歩 を 来たし 
た 。 

今日 迄 日 本 で 提供 され た 楽 品 は 多数 に 上 る が , それ ら 
に は 了 臨床 的 実験 遂 も ぁ つ て 行か れ た も の も 少な か ら ず , そ 
の 結果 殆ど 無効 と 判断 され た も の も ある が , 又 著 し い 効 
果 の 認め られ た も の も 少な く な い 。 併 し 駆虫 剤 と し て は 
効力 の 他 副 作用 , 生産 状況 , 価格 等 が 考慮 せら れ ね ば な 
ら な い の で , 実際 化 さ れ た も の は 必 ら ず し も 多く は な 
い 。 即 ち chlorcarbacrol, alkylresorcinols, santo- 
nin, ascaridol, phenyl]thiocarbamic acid の エステ 
ル , benzaldehyde, phenothiazine, 本 素 類 (Ficin papa- 
in), カイ = ニン 酸 , 生薬 と し て 海 人 草 , ウミ トラ ノ オ , 
ヘ へ ノボ ポ デ 油 等 が それ で ある 。 これ ら の うち 現在 迄 研究 及 
び 実際 面 に 取り 上 げ ら れ た も の と し て 4 つの 主流 か あ 
る 。 (1) alkylresorcinol 系 の も の , (2) santoniru, (3) 
海 人 草 及び その 有効 成分 カ ィ ニン 酸 , 


それ で ある 。 


(4) ascaridol か 


alkylresorcinol の も ふ の は hexyjresorcinol を 代表 
と し て 良く 知ら れ て 居る が , 実際 化 さ れ た の は Lexy 
の 他 amylresorcinol が あり , その 効力 の 極め て 優 ぐ 
れ て 居る こと は 皆 の 認め た 所 で ある 。 そ の 他 多 数 の も の 
が 合成 され , いち いち 効力 試験 が 行わ れ た が , アル キー 
ル 基 の C 数 4-8 の も の は cyclohexyl を 除い て , いづ れ 
る 優秀 な 効力 を 有する こと が 知ら れ た 。 具 この 系 列 の も 
の に は 強い 刺 戦 性 か あつ て 服用 に 厳重 な 注意 を 払 5 必要 
が ある の で , この 性 質 を 無く する た め の 研 究 が 行わ れ 
mono-chlor を 導入 する こと に 依 つ て 効力 を 低下 せしめ 
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な いで 大 体 そ の 目的 を 達し 得る こと が 判明 し た 。 そ の うぅ 
ち cyclohexylchlororesorcinol と octylchlororesor- 
cinol と が 原料 や 製造 の 上 か ら 最も 注目 せら れる も の で 
ある 。 但 し 未だ 実際 化 さ れ て 居 な い 。 

santonin は 古い 駆虫 剤 で ある が , その 適正 用 量 ・ 耐 
性 の 問題 な ど 再 検討 が な され た 。 又 日 本 産 の も の と 外国 
産 の も の と の 効力 に 云う べき 差 の な いこ と が 明らか に さ 
れ た 。 海 人 草 の 有 効 成 分 カイ = ニン 酸 の 発見 は 近 来 の 一 大 
ヒット で ある 。 こ れ に 依り 効力 上 と か く 動 揺 人 性 の あつ た 
海 人 草 そ の も の 及び それ より する 製剤 の 規格 が は つき り 
させ る こと が 出来 る よう に な つた 。 カ イィ ニン 酸 は 5mg 
の 小 量 で も 一 定 の 効力 を 発揮 する こと は 驚く べき こと で 
ある 。 こ れ を 手 次 増量 し て 行く と どの 様 な 結果 に な る か 
は 人 お 結論 を 得 た い が , 量 に 比例 し て 効力 が 無限 に 増強 
され る も の で は な いも の の 如く 一 定 の 限界 線 が 考え られ 
る 様 で ある 。 

ascaridol は ヘ へ ノ ポ ヂ 油 と し て 用 いら れる より 純 燈 に 
取り 出し て その 正確 な 量 を 用 いる こと の 良い の は 蓋 5 和 
$ る な い 。 具 その 適正 用 量 は 未だ 明らか に 球 え な い が 0.4 
g 以上 を 用 いる 場合 , 優秀 な 結果 が 出る よ う で ある 。 市 
販 品 で は 実際 の 含量 が 少な く , 従 つて 効果 が 余り 著しく 
な い の が 普通 で ある 。 但 し 画 作 用 の 点 を 考え る と 実際 量 
を 何 の 辺 に 止め る か は 残さ れ た 問題 で ある 。 

近 来 2 種 楽 品 の 作用 が 広く 行わ れ て 来 た 。 そ し て 甚だ 
優秀 た 効果 を あげ て 居る も の も ある 。 santonin と カイ 
ニン 酸 の 併用 santonin と ascaridol の 併用 の 如き そ 
の 代表 的 の も の で ある と 蓋 え る 。 双 alkylresorcinol で 
は ORso( 山 崎 ) が ある 。 併用 楽 剤 の 効力 増強 の Mecha- 
nism を 良く 研究 する こと に 偽 り , この 方 向 に 於 て 優秀 
な 駆虫 剤 発見 へ の 期待 が も た れる 。 要 する に 上 虫 体 に 作用 
する の に 都合 の 良い 物理 化学 的 な 性 状 が 与え られ た り , 
侵 製 点 を 異 に する か , 腸 内 に 於 ける 作用 部 位 を 異 に する 
ゃ の の 併用 の 如き が この 目的 に 適合 する も の で あろ う 5。 

衣 虫 剤 の 耐 性 に つい て は , 特に santonin に つい て で て 従 
来 民 * 革 われ て 居る が , 今日 計 こ れ を 否定 し 得 な た いと し 
て も る 積極 的 に これ を 実証 し た 例 も な い 。 実際 上 反復 投与 
に 依 り 排 虫 が 特に 阻害 され る こと は な いと 芯 5 実験 結果 
が 出 て 居る 。 alkylresorcinol に つい て も 同様 で ある 。 

駆虫 剤 に 下剤 を 併用 する 問題 に つい て は 硫 マ の 如き 海 
下剤 の 有効 な こと は 芯 5 千 も な い が , 単なる 緩 下剤 の 場 
合 が 問題 と な つて 来る 。 併 し これ と し て も 併用 し た 方 が 
良い こと は 革 う 迄 も な い 所 で ある が , 具 俳 用 し な い 場 合 
と 結果 に 於 て 大 差 が な いこ と が 多い と すれ ば 手数 を 省き 
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又 時 に 見 られ る 下剤 に 依る 副作用 を 避け る 上 か ら ゃ 省略 
し 得 れ ば 好都合 で ある 。 但し 省略 し た 方 が 良い と 革 う の 
で は な い 。 下剤 を 与え る 時 間 と な る が , これ に つい て は 
未だ 確信 を 以 つ て 云 5 こと が 出来 な い 。 

( 加 ) (広島 市 ) 概 藤 順 
表 内 訓 虫 は 常に 胃 に 居る と は 限ら ず 腸 より 一 度 に 口 よ 
り 出 る こと も あり ます 。 一旦 中 で も 正常 寄生 部 位 ( 空 腸 , 
麺 腸 上 部 ) より 胃 へ 上 つた り 又 下降 し た り 致 し ます の で 
胃 ょ より 直接 効果 の ある 水溶 性 の カ ィ ニン 酸 , マク ニン に 
サン トニ = ン を 加え て 所 詩 普通 駆除 法 で よい と 考え ます , 
飲め ぬ 時 は サン ト ゾ ー ル の 注射 に て も 可 と 考え られ ます 
要 は 胃 内 顕 串 は ectopic infestation ( 異 所 的 寄生 ) の 現 
れ に 過ぎ な いと 考 ん えら れれ ば よい と 考え ます 。 


釣 昌 駆 旦 剤 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 長 
小 宮 義 孝 


1. 各種 駆虫 剤 の 種類 と 化学 成分 : 釣 虫 駆虫 剤 と し て 
は 古く は 四 塩 化 談 素 が 用 いら れ た が , 副作用 が 著しい た 
め 終 戦後 は 殆ど 用 いら れ な く な り , これ に 代 つ て 四 人 塩 化 
ェ チ レン (CaClL) が 従来 の チモール (CHs・C。H。・CH(CH。 
・OH), アス カリ ドー ル (CHs・CeH。O。・CH (CH。)s) と 並 
ん で 用 いら れ て いる 。 又 へ キシ ー ル ・ レ ゾル ジン C。H* 
(OH)s・(CH。)』・CH。) も 釣 虫 駆 昌 作用 が あり , さい きん 
は 1 ブロ ー ム ・ ナ フト ー ル (2②) (CioHsB。 (OH), OR-30 
(Octyl-Cl.resorcinol 70 多 と octylresorcino1l 30 多 と 
の 混合 物 ) な ど が 新 に 登場 し て き て いる 。 以 上 の うぅ う ちこ 
ゝ で は 四 塩 化 炭素 を 除い た 6 種 に つき の べ る 。 

2. 駆虫 剤 の 釣 虫 に 及ぼ す 影 響 : 油 製 駆虫 剤 に 釣 虫 仔 
虫 を 一 定時 間接 触 さ せ 後生 理 的 食塩 水 に 移し て 正常 運動 
の 居 復 し な く な る 時 間 を みる と , へ ヘ ノボ ポジ 油 が 最も 短く 
四 塩 化 エ チレ ン は 長い , 又 水 溶剤 は 1,000 倍 接触 で 刺 戦 
に 反応 し な く な る 時 間 は 1 プロ ー ム ・ ナ フト ー ル (②) 最 
も 短く , OR 30 へ ヘ キ シ ー ル と な り , チモール が 最も 長 
い 。 駆虫 に よる 排出 由 体 は 四 塩 化 エ テ エチレン, アス カリ ド 
ー ル 投与 時 の それ は 概ね 生き て お る が , へ キシ ー ル , D 
R-30 等 で は 変色 死亡 し , 時 日 を 経過 し た も の で は 講 炊 
され か か つて いる 。 

3. 充 虫 剤 投 与 時 の 排 虫 状況 : 各種 有 虫 剤 を 投与 後 , 
渡 便 に より 排 虫 状況 を 見 る と , 顕 虫 駆虫 剤 投与 時 に お け 
る 顕 虫 の 排出 状況 と 異 り , 虫 体 の 排出 は 概ね 駆虫 剤 投与 
24 時 間 内 に 行わ れ , 最長 を -5 日 まで の 間 に 完 全 に 排 昌 
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され 終る 。 こ の 点 か ら 見 る と 務 虫 効果 判定 の た め の 後 検 
便 は 駆虫 剤 投与 後 2ー4 週 の 間 に 行う の を 可 と する 。 

4. 務 虫 剤 の 駆虫 効果 の 判定 : 虫 体 の 排出 の 確認 と 虫 
卵 陰 転 率 と に 依る の が 長い 。 た ゞ し 銘 虫 駆虫 剤 の 駆虫 効 
果 判 定 の 目的 で 陰 転 率 を 検 する 場合 に は , いわ ゆる 「 見 
か け の 陰 転 」 の 影響 を 除去 する 必要 が ある 。 釣 虫 寄生 数 
が 少 い 場合 , 換言 すれ ば 殿中 含有 昌 卵 密度 が 稀 薄 な 場合 
に は , 検査 法 の 検出 力 の 程度 に より 生ずる 検出 洩れ が 多 
か れ 少 な か れ 見 か け の 陰 転 と し て 陰 転 率 を 実際 の それ よ 
りゃ も 大 きく する 。 真 の 陰 転 の 見 か け の 陰 転 に よる 揚 乱 を 
除去 する た め に は , 適切 な 手技 に よる 錠 和 食 閣 水 浮 漠 法 
を くり 返し 3 回 以上 行う こと が 良い 。 菩 養 法 で 含有 是 卵 
が 必ず 仔 虫 に な る と は 限ら ちな い 。 区 に 冬期 に お いて 然 
。 

5. 務 虫 効果 と 副作用 : 各種 有 虫 剤 を 頓 用 1 回 投与 後 
下剤 を 与え た 場合 の 補正 際 転 率 (見 か け の それ を 除い た 
も の ) は 次 の 如く で あつ た 。 

四 疾 化 エ チレ ン 製 剤 : テト レン 3.0g 頓 用 時 , 110 人 
中 44 め , アス カリ ドー メル 製剤 : 新 ネ マト ー ル 0.9g 地 
用 時 42 名 中 39 ダ ,。 アス キス 同 45 名 中 16 ダ , チモール 
3g 頓 用 時 14 名 中 43 , へ ヘ キシ ー ル 1 g 頓 用 時 15 名 
中 12 多 。 

また 前 後 下剤 と も 使用 し な い 場 合 に は 次 の 如く で あつ 
た 

四 孝 化 エ チレ ン ( テ トレ ン ) : 3g 頓 用 時 39 名 中 50 
同 分 服 29 名 中 31 用. 1 プロ ー ム ・ ナ フト ー ル (2②) (ウォ 
ー ミ ン ) : 8g, 成年 に 2 日 に 2 回 に 分 服 45 名 中 41 め , 
6g 高校 生 に 2 日 に 6 回 に 分 服 50 名 中 24 を , OR-30 : 
2g. 2 日 に 4 回 に 分 服 22 名 中 27 , 以上 は 主 と し て 
アメ リカ 銘 虫 の 多い 場合 の 成績 で ある が , 四 人 塩 化 エ チレ 
ンジ , 1 プロ ー ム ・ ナ フト ー ル (2) は アメ リカ 鉛 虫 に 比 し 
ヅ ビ ニ = 多 虫 の 駆虫 率 は 劣ら よう で ある 。 

副作用 と し て は 四 塩 化 エ チレ ン は 「 酔 い 」, 頭重 頭痛, 
めまい が , アス カリ ドー ル は 悪心 , めまい , 頭痛 が , へ キ 
シー ル 及 び OR-30 は 腹痛 が ! そ の 重 な も の で あつ た が , 
いづ れ も 軽 定 一 過 性 の も ゃ の が 大 多数 で あつ た , 1 ブ ョ ー 
ふ ・ ナ フト ー ル (②) は 副作用 は も つと も 軽微 で あつ た 。 
な お , 四 塩 化 エ チレ ン の 場合 下剤 を 与え た 場合 と 下剤 ぬ 
き の 場 合 と で は , 排 虫 状態 , 陰 転 率 , 副作用 と も に 大 差 
は な か つた 。 ま た 四 人 塩化 エチ レン 及び 1 プロ ー ム ・ ナ フ 
トー ル (②) の 何れ の 場合 で も , 分 服 の 方 が 副作用 は 著 し 
く 少 な か つた 。 但 し 前 述 の よ 5 に 分 服 時 に は 駆虫 効果 は 
や ょ 劣る よう で ある 。 
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6. 集団 レ 江 虫 と 駆虫 剤 : 従来 は 鍋 虫 の 集団 刻 躍 は その 
手 つ づき が 複雑 で 副作用 の 懸念 る あつ て 実際 に は 広く 行 
われ 難 か つ た 。 し か し 下剤 ぬき の 脳 虫 方 式 で 行え ば , こ 
れ は 途 か に 簡略 化 さ れ て 実用 価値 が 大 きく な る 。 い ま 各 
種 駆 虫 剤 を 集団 虫 の た め の 諸 条件 に つい て 検討 し て み 
る と 菊 の 如く な る 。 
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成人 服用 量 3g0 ひ 10g1g 2g す 4g 6-8g 
駆虫 効果 ( 陰 転 率 ) 二 症 二 十 十 二 
玉 作 用 十 十 十 十 十 主 
調 剤 形 式 膨 球 肥 球 丸 剤 粉剤 粉剤 粉剤 
頓服 の 可能 性 十 十 十 一 ーー 十 
竹 量 分 包 の 必要 一 一 一 圭 二 二 
後 下剤 の 必要 一 十 一 一 寺 一 
1 回 量 の 価格 (円 )35 100 70 ? 15 100-140 





7. 簡易 な 集団 豚 虫 の 実施 方 式 : 四 閣 化 エ チレ ン お よ 
ぴ び 1 プ ブロ ー ム ・ ナ フト ー ル (2②) な ど を 用 いて 下剤 ぬき の 
簡易 な 集団 泊 虫 を 行う こと が で きる 。 演者 た ちの 行 つ て 
いる 方 式 を 記せ ば 次 の 如く で ある 。 

1) 楽 品 : 四 塩 化 エ チレ ン ,1 プロ ー ム ・ デ ナフトール (②) 

2) 実施 場所 : 学校 , 公会 堂 , 集会 所 , 神社 , 寺院 , 

個人 の 家 な ど , 

3) 施行 者 : 医師 1 名, ほか 1 そそ 2 名 

4) 1 回 の 被 駆虫 者 数 : 50<150 人 位 

5) 施行 順序 : 

a) か ん た ん な 間 , 検診 ( 心 , 腎 , 肝 の 疾患 者 の 除 
外 ) 

b) 服薬 : 頓 用 また は 分 服 (1 一 2 日 に ) 

c) 副作用 の 注意 , 米 宅 

6) 必要 に 応じ 排 虫 調査 (24 時 間 の に つき ) 

7) 陰 転 率 の 検査 : 服薬 後 2 一 4 週 の 間 , 

検便 方 法 は 飽和 食塩 水 浮 渡 法 3 回 (又は 1 回 で 補正 ) 


( 加 ) (公立 御津 病院 ) 西 大 条 義久 
。 吉 村 博 
西 大 条 昭久 


吾 々 は 姫路 近郊 の 茶 工 場 に て 45 名 に 対し 作業 能率 を 
減 さ ず , 服用 し や すい 方 法 と し て , テト ラ , クロ ー ル エ 
チレ ン の 少量 , 連続 投与 (下剤 ぬき ) に よる 集団 駆虫 法 に 
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就き 検討 し て 見 た 。 即 ち 1 日 量 1.5g を 24 時 間 毎 (毎朝 
朝食 は 楽 剤 服用 後 1 ユー2 時 間 に と る ) 5 日 間 連 続投 与 し 下 
剤 は 全く 用 いな か つた 。 祭 お 投与 前 後に 総 検 血 , 肝 機 能 
並び に 一 般 症状 の 有無 を 検討 し , 又 鍋 虫 の 感染 程度 に 対 

し て は E.P.G. 集 卵 , 更に 差 紙 塔 養 を 行 つ た 。 

其 の 結果 香 々 は 一 般 に 云わ れる 様 な 副作用 を 殆 ん ど 認 
め な か つた 。 即ち 全く 副作用 の な いも の が 53 , わずか 
に 酒 に 酔 つ た 感じ の も の が 30 で 之 れ も 30 分 か ら 1 時 
間 程 度 で あつ た 。 由 卵 の 陰 転 率 は 35 (培養 陰性 の 者 ) 
で 全 卵 減 率 は 56 , 個人 別 卵 減 率 平均 は 73 ダ で あつ た 
次 に Hb は 薬剤 投与 後に 於 て 45 多 著 明 と 増量 し た が 特 
に 二 養 陰性 に な つ た も の で は 63 が 著 明 増量 し た 。 勾 
好 酸 球 は 62 に 於 て 増加 し て いた が , 本 実験 後 は 47 
に な つた , 特に 二 養 陰性 と な つた 者 で は 好 酸 球 は 殆 ん ど 
正常 に 惨 復 し た 。 次 に 肝 機 能 検 査 で は 投与 前 , 投与 後に 
於 て 殆 ん ど 著 明 な 変化 は 認め られ な か つた 。 条 お 香 々 は 
碧 清 蛋 白 の 変遷 に 就 て も 検討 し て 見 た が 大 し た 変化 は 認 
め ら れ な か つた 。 

以上 要する に 釣 虫 の 集団 駆虫 に 就き 上 記 の 方 法 を 行 つ 
た 結果 殆 ん ど 副 作用 な く 作 業 能率 低下 せしめ ず 可 成 の 成 
績 を 得る 事 が 出来 た 。 

( 加 ) (門司 市 ) 財 津 召 憲 

四 了 交 化 エチ レン を 用 いて 釣 虫 駆除 を 行 つ て いる と 2 週 

削 の 後 検便 で 虫 卵 減少 を みた も の 約 40 例 の 釣 虫 患者 の 

うぅ ち 約 80 は 3 ヵ月 以内 に 卵 除 転 を みた 。 従 つ て 駆虫 
2 週間 後 の 効 果 判定 で 不 完全 駆虫 で あつ て も , 臨床 的 に 
は 自覚 症状 が 軽快 また は 消失 し て お れ ば 卵 陰 転 に 至る ま 
で , 徹底 的 に 太 虫 を 行う 必要 は な いも の と 思う 。 人 和 仙 お こ 
の 実験 は 松林 教授 の 実験 成績 の 追試 で ある 。 

( 加 ) ( 慶 大 寄 生 虫 ) 松 林 久 吉 

1. 私 も 四 塩 化 エ チレ ン を 与え て , 駆 除 さ れず し て 残 
つた 場合 2. 3 ヵ月 後に は 自然 に 卵 陰 転 する も の 数 例 を 経 
験 し 報 斉 し た 。 

2. 症状 の な い 釣 虫 寄生 者 は 朝来 院 せ し め て 四 塩 化 ェ 
チレ ン を 与え 塩類 下剤 を 与え て , 下痢 し た こと を 確認 し 
て 秘 宅 せしめ る 方 法 で な る 可 く 多く の 人 の 販 虫 を 行 5 こ 
と を 試み て いる 。 治 療 前 後 の 食 事 等 に つい て は 予め 充分 
注意 する 。 こ の 方 法 で 多数 の 人 * に つい て 行 つて 未だ 事 
敵 を 見 な い 。 

( 問 ) (九州 大 学内 科学 教室 ) 沢田 鹿 一 郎 

釣 虫 の 駆除 に 下剤 か いら な いと いう こと は 甚だ 有難 い 


こと で あり ます が , 知 々 臨床 家 と し て は 非常 に 不安 を 感 


241 


じ ま す 。 こ ょ で そう ゆう こと に な つた と いう と 誰 で ぁ 之 
を 実行 する と 思い ます 。 そ の 際 間 違 が あつ た ら , 裁判 沙 
汰 に な る な ら 一 体 誰が 責任 を 取る の で あり まし よう か 。 
若 し も 下剤 を 用 いな いで よい と いう な らい ば , 双 虫 剤 の 種 
類 或 は 老人 , 幼児 等 は 如何 に すべ きか を , こ ゝ で 考え て 
見 る 必要 が ある の で な いで し よ ょ うか 。 

( 答 ) 小 宮 義孝 
私 た ち が 下 剤 ぬき で 釣 昌 駆除 試験 を 行 つ た の は , 四 振 
化 エ チレ ン ( テ トレ ン ), 1 プロ ー ム ・ ナ フト ー ル (⑫②) 
び OR-30 の 3 者 だ け で す , 後 2 者 は 既に 初め か ら 下 剤 
を 用 いな いで 使用 し て いる も の で す 。 四 塩化 エチ レン に 
関し て は , 四 閣 化 炭 素 と 異 り , すでに ラム ツン も その 肝 
臓 障害 の な い 事 を 証明 し て お り ま すし , 又 カ ー 等 が 昨年 
アメ リカ で 約 3 万 人 の 人 に 之 で 下剤 ぬき 駆 昌 を 行 つて お 
り ま す 。 本邦 で は 京都 府立 医大 医 動物 教室 の 吉田 氏 等 が 
さき に 之 を テス ト し て お る の で , 氏 等 と も る 連絡 の 下 に 行 
つて みた 結果 は , むし ろ 下 剤 の ぬき の 方 が 副作用 が 少な 
い 感 じ を 持ち ま し た 。 勿 論 私 た ち が 行 つた の は 集団 駆虫 
の 場合 な の で , この 場合 は 検診 に より , 肝 , 腎 , 心 等 に 
障害 ある も の は 除き ます 。 又 幼児 , 満 60 歳 以上 の 老人 
は 原則 的 に 除外 いた し て お り ま す 。 

( 間 ) 千 大 公衆 衛生 ) 内 、 田 昭夫 
小宮 先生 に 

下剤 ぬき で 四 塩 化 エ チレ ン を 使用 し て 集団 駆虫 を 行わ 
れ た 際 , 

1) 食事 と の 関係 は どの よう に な され まし た か 

2) 駆虫 当日 , 駆虫 楽 服用 者 の 仕事 と の 関係 は 如何 御 
指示 な され まし た か 。 
\) 小宮 義 才 
1) 食事 は ふつ う の 通 り に 与え まし た 。 

2) 販 虫 楽 服 用 者 に は , 自覚 症状 の な いも の は , 軽い 
仕事 は 行 つ て も 良い と 指示 と し まし た 。 

( 加 ) (北里 研究 所 ) 長野 寛治 
1) 私 が 数 年 来 足 の 完全 駆虫 法 と し て 用 いて お り ま 
す 方 法 は サン トニ ン 0.08, 海 人 草 エ キス 0.6, アス カリ 
ドー ル 0.6 を 成人 1 回 量 と し て 次 の 内 服 法 で 投与 する の 
で あり ます 。 投 与 の 方 法 は 内 服 当日 の 夕食 を 平生 の 半量 
と し 食事 に 費やす 時 間 を 平生 の 2 倍 と し 水 で の み 直 ち に 
就 床 する 。 下 剤 は 全然 用 いな い 。 

2) 多 虫 の 場合 は 前 記 の 内 服 方 法 に より 四 塩 化 エ チレ 
ン 10 球 (0.3 入 ),、 ヘ キ シ ー ル レゾ ル シ ン 6 球 (0.1 入 ) を 
同時 に 水 で 丸呑み させ 直ちに 就 床 させ る 。 或 は 各 6 球 宛 
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を 3 日 間 連 用 すれ ば 更に よろ し く , 副作用 は 殆ど な い 
今日 まで の 所 , 妊婦 (3 名) に も 障害 な し に 完全 駆虫 が 出 
来 た 。 (詳細 は 日 本 医師 会 発行 の 医学 時 間 第 7 集 参照 ) 

3) ノル マル , プチ ー ル , グロ ライ ド は 人 体 に も 有効 
に 使用 出来 る 。 

( 加 ) (日 本 医科 大 学 酒田 病院 ) 昌 田 座 

長野 氏 に 対し 

銘 虫 駆除 の 場合 は 1 人 で も 重大 な る 副作用 を 防止 する 
目的 で 特に 集団 駆虫 の 時 は 下剤 を 使用 すべ き で ある と 思 
記 

( 加 ) (北里 研究 所 ) 稲 王 元 博 

下剤 は 長期 絶食 さ せ た 場 合 と か , 高度 の 疲労 時 な ど に 
は 或 程 度 必 要 か も 知れ な い が , 吾 々 が 初島 で 3 年 間 顕 虫 
多 虫 の 駆虫 経験 で は 夕食 を 半減 し , 2 倍 の 時 間 を か け て 
明 し や くし て 4 時 間 後に 服薬 せ し め る 方 法 で は 副作用 と 
し て 愛 う べき も の は 全く な いか ら 顕 虫 の 場合 サン ト = 
。 シン, マク ニン , アス カリ ドー ル 併 用 , 銘 虫 の 場合 テト と 
ン 12 球 ,。 ホモ トニ ン 7 球 と いう? 大 量 を 用 いて も 下剤 の 
必要 は 認め な いと 考え る 。 

( 加 ) (大 阪 医 科大 内 科 ) 岩 田 繁雄 

1. 御 説 に は 殆ど 全面 的 に 同感 で も あり ます 。 唄 効 果 判 
定 基準 に 臨床 的 効果 判定 基準 と し て 血色 素 量 , 好 酸 球 の 
減少 率 が か な り の 指針 を 与え ます 。 出 来れ ば 皮 内 反応 に 
用 いら れる よい 撤 原 が あつ た ろう と 思い ます 。 

2. 下剤 の 問題 で す が , 副作用 を さけ る と 云 5 意味 以 
外 に , 狗 虫 有 泊 除 剤 の 機転 か ら も 下剤 を 考え ん な けれ ば な ら 
ぬ と 思い ます 。 

答 ) 小 宮 義孝 

1. 私 の 話し まし た の は 「 駆 虫 剤 」 の 駆虫 効果 判定 基準 
と し て で あり ます の で , 臨床 的 に は 特に その 症状 人 復 の 
面 か ら の その 判定 方 法 $ も ある と 思い ます 。 

2. 御 説 の 通り と 思い ます 。 で, 私 た ちゃ 四 人 塩化 エチ 
レン の 下剤 ぬき の 場合 に も 排 虫 状 況 を 調べ て みた の で あ 
り ま す が , その 結果 は 下剤 を 与え た 場合 に 比べ て , 駆虫 
効果 が 劣る と いう こと は 認め られ ませ ん で し た 。 


購 の 肛 除 薬 


日 本 医科 大 学 教授 
赤 森勝 雄 
暁 虫 は 他 の 腸管 寄生 虫 と 其 生活 喝 が 異な る た め 理 想 的 
の 駆虫 剤 の な い 限 り 短 期間 で の 完全 駆除 は 望み 難い 。 即 
ち 明 虫 は 本 能 と し て 産卵 に 当り 寄生 部 位 の 大 腸 上 部 を 下 
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降 し 肛門 附近 で 待機 し 産卵 の 機 が 熟す れ ば 肛門 外 に 遣い 
出 で 短 時 間 で 子宮 内 全部 の 卵 を 産出 し 一 生 を 終る の で あ 
る 。 此 為 め 由 卵 の 検 肛 発見 は 其 母 虫 が 最早 腸 内 寄生 虫 で 
な い 事 を 意味 する 。 

其 逆 検 肛 成 績 が 寄生 数 の 多 宴 に よ つ て 毎日 か 断続 か 令 
は 20 日 以上 時 に は 40 日 近く の 間 隔 を お いて 申 弁 陽性 で 
ある 事 も 当然 で ある 。 従 つて 駆虫 剤 の 効果 判定 に は 多量 
の 液 で 洗 腸 し 直接 虫 体 を 調べ る か , 又は 経口 感染 し た 虫 
卵 は 約 7ー9 週 後 成熟 し て 肛門 に 現われ る 故 駆虫 後 少く 
と も 7 っ 8 週 迄 虫 卵 の 検 肛 成績 に よ つ て 決定 し な けれ ば 
な ら た な い 。 猫 お SchGdffner の 所 語 retrograde infecti- 
on で は 76 日 と 球 5。 

現在 まで 使用 され て いる 暁 虫 駆虫 剤 は 種々 ある が 既に 
前 総会 で 述べ て いる 。 更 に 追 完 する と , 

サン トニ ン , へ キシ ー ル レゾ ル シ ン は 共に 効果 な く マ 
ッ ス 暁 虫 に 対す る Standen 及び 余 の 教室 の 実験 で も プ 
ロ kg 20mg 5 日 間 で よい 効果 が な い 。 

エグ レッ ゥ シン 3 一 6.0, 2 日 間 で 良 効果 な く , ブ ト ラン 
も 1 日 1.5, 6 日 後 下剤 で 思わ し く な い の は 既に 報告 し 
て いる 。 

ゲン チア 紫 は Standen の マウ ス 時 虫 の 実験 に よれ ば 
デ ェ kg 50 一 100mg 5 日 間 で 有効 , 25mg で は 効果 は 
不良 で ある 。White 及び Standen は 毎年 齢 11mg を 
毎日 1 週間 隔 で 2 週 使用 し て 70 の 治療 率 を みて いる 。 
余 の 教室 で は プ p kg 20 一 50mg を マウ ス に 5 日 間 使 用 
し て 効果 が な い , 小児 え 毎日 0.1 を 5 日 間 服用 させ て 効 
果 が な か つた 。 そ れ 以 上 の 量 で は 副作用 の た め 連 用 不能 
で ある 。 

クリ スタ ル 紫 も マツ ウ ス 皮 虫 に 対し ゲロ kg 20mg, 5 
日 間 で よい 効果 を 得 ず だ , アト モニ ュー ル 毎日 40 て 180 mg 
を 7 日 間 使 用 で も よい 効果 が 得 ら れ な い 。 

フェ ノ チ アデ ヂ デン は 前 回 多少 の 効果 (4.2 を 2 日間 に 使 
用 し て 43 ) あ り と 報告 し た が , 此 度 精製 され た 製剤 を 
プロ kg100 一 400mg を マウ > に 5 日 間 使 用 し た が St- 
anden の 報告 の 様 に 無効 で あつ た 。 此 製剤 を 小児 え 毎日 
0.9 を 3 日 間 . 0.6 を 5 日 間 , 0.3 を 10 日 間 連 続 し た が 
治療 後 37 一 44 日 後 の 成績 で は 充分 の 効果 あり と は 球 え 


の まや か 


ビ ベ ペラ ジン を 購 虫 に 使用 し た の は Mouriqnand 及び 
Roman 等 で 20 一 70mg を 年 齢 に 応じ 8 日 間 小 児 に 使用 
し 肛門 の 挿 准 感 其 他 の 症状 が 昼 復 する と 云 い , White 
及び Standen 等 は 毎年 齢 250mg を 毎日 1 週間 昌 で 2 
週 使用 83 の 双 除 率 を あげ 単に 軟便 の 副作用 見 た の み 


( 146 ) 
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で ある 。Standen は マウ ス 暁 虫 に 対し プ ョ kg 400 mg 
5 日 間 で 完全 治療 を 見 , 余 の 教室 で は プ ョ kg 200mg 
で 相当 , 300mg 以上 で 充分 の 効果 を 見 て いる 。 副作用 
と し て Cross, David 等 は "ベラ ヂ ン ハイド レー ト の ラ 
ッ テ の 上.D, は 7.9gr で 中 毒 症 と し て 嗜虐, 下痢 を 認 
め て いる 。 教室 で ラッ テ , マウ ス に 於 ける 各 プ ョ kg 1 
g, 700 mg 服用 24 時 間 後 の 割 見 で は 肝 , 腎 に 軽度 の 混 
滴 腫 張 , 脂肪 変性 を 見 た 。 小児 え プ p kg 150mg 1 週 
間隔 で 2 週 服用 の も の 17 名 の 内 初め 2, 3 日 の み に 嘱 気 
2 名 , 嘱 吐 1 名 , 軽度 の 腹痛 3 名, 下痢 3 名 が あつ た 。 
( 服 楽 中 下剤 の ある も の 1 名 ) 。 其他 臨床 所 見 で 心 , 忠 , 
肝 に 於 て 所 見 の ある も の は な い 。 

治療 成績 と し て プ pkg 1 日 4550mg を 1 週 服用 
の も の , 1 週間 隔 で 2 週 服用 の も の は 治療 後 8 週 以前 に 
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東 卵 陽性 , アロ kg 100mg を 1 週 服用 の も の , 1 週間 
隔 で 2 週 服用 の も の は 治療 後 9 週 猫 お 虫 卵 陰性 の も の 各 
3 例 中 2 例 ,。 プロ kg 150mg 1 週 の も の は 6 例 中 4 例 
で ある 。 デ プ ョ kg 150mg を 1 週 の 間隔 を お いて 2 週 服 
用 の 17 例 で は 全部 が 53 日 以上 陰性 , 9 週 以上 陰性 の も 
の は 11 例 で ある 。 

要する に ビ ベ ラ ヂ ン ハイ ドレ ー ト は 比較 的 副作用 な く 
小児 も よく 服用 し う る 点 で 殺虫 的 に 作用 する も の で は な 
い が , よい 駆除 剤 で 駆虫 至難 の 時 昌 弁 際 剤 と し て 推 賞 す 
る に 価 す る 。 た ゞ 完全 治療 の た め に は 連日 の 服用 を 要 し 
服薬 中 も 産卵 母 忠 が 出現 する た め 余 の 主張 する 治療 と 同 
時 に 一 定期 間 ( 洗 腸 液 中 母 虫 の 発見 出来 ぬ ま で ) 毎日 の 
流 腸 に ょ り 産 罰 母 昌 の 排除 に つと め 再 感染 の 機会 を 防止 
する 事 が 望ま れる 。 





投 稿 規 定 


抽 稿 は 原著 , 投稿 者 は 会 員 に 限る 。 著者 及び 題名 は 
日 本 女 の 下 に 了 欧文 訳 を 附 す る 事 。 
原稿 は 新 か な づか い に よ る 國語 常 体 (で ある , あつ 
…・ 式 ) の 柄 組 みみ と し , 当 用 漢字 を 用 いる の を 原 
則 と する 。 促音 ・ 揚 音 は 「 あ っ た , ハン ショ ツウ ッ 」 の 
ょ うに 小さ く 記 す 。 動 征 物 の 和 名 や か な 書 を 普通 と 
する 化合 物 , 薬品 名 は か た か な で 書く 。 
句読点 に は ュ ン マ と 志 ( 。 ) を 主として 用 い , その 
他 必 要 に 鷹 じ て コロ ン , セミ ュ ロ ン , ダッ シュ を 使 
つて も いい 。 
数 字 , 文字 , 名 詞 な ど を 並 記す る に は ュ ン マ ま た は 
黒丸 (・) を 適当 に 用 いる 。 例 : 第 5, 8 図 4s- 
cg77S$。 2772767 へ マト キシ リン , アセ トカ カー ミン, ポ 
ンプ ・ ュ ッ ク , 用 語 ・ 交 体 
数 字 , 卓 位 
ィ ) 25cm 5.3 kg 23.5?C pH6.0 

( 量 位 に は 点 を 打 た ぬ ) 
=) 5 個 9 人 第 5 表 昭和 28 年 7 月 
へ ) 一 見 し て 二 硫 化 旭 素 数 十 人 
ィ ) 図 , 図版 , . 表 に は 必ず 番号 , 説明 を 付け る 。 
=) 図 , 図版 , 表 の 番号 に は アラ ビア 数 字 (1, 2, 
3。 ・……) を 用 いる 。 図版 は 赤 イ ィ イン キ で 縮小 牽 を 
指定 する こと 。 
へ ) 1 つの 番号 は 原則 と し て a. b. c. な ど と こま 
か く 分 け ぬ こ 0 
=) 図版 中 の 図 の 番号 は 本 女 内 の 図 か ら の 続き 番 
号 に する こと 。 
脚 生 に は 通し 番号 を 「・‥・ で ある 。 25. 3」 の よう に 
付け る 。 
本 文中 の 文献 著者 名 に は 必ず 年 号 を 括弧 に 入れ て 附 
記す る こと , 引用 文献 は 著者 , (年 号 ) : 標題 . 雑 誌 , 
北 ( 号 ), 頁 一 頁 . の 順序 に 文末 に まとめ て ABC 順 
に 並べ , 各 娘 献 に は 必ず 表題 を る 附 記す る こと 。 
。 小 活字 や 特殊 活字 (ゴマ シック, イタ リッ ク な ど ) を 

使う べき 所 は 忘れ ず に 赤 イ ン キ で 明記 する こと , 文 
中 お よび 文献 表題 中 の 学名 は イタ リッ ク で 組む か 
ら , 原稿 に は その 語 の 下 に 横線 を 1 本 ・ 赤 イィ インキ で 
引い て お く , た だ し , 各種 の 見 出し の 体 毅 ・ 活 字 に 
関す る こと は 編集 係 に 一 任 の こと 。 
原稿 の 本 文 ・ 図 ・ 図 説明 ・ 表 ・ 脚 二 は それ ぞ れ 別々 
に まとめ , 図 ・ 表 ・ 脚 証 を 入れ る べき 本 文中 の 場所 
に は 左側 義 外 に 赤 ィ ン キ で 第 3 図 , 脚 三 5 の よう に 
示し , また 図 ・ 表 ・ 脚 庄 の それ ぞ れ に は 「p. 25 に 
入れ る 」 の よう に 上 失 書 する 。 


10. 表 の 形式 は 原則 と し て 下 表 の 如く する こと 。 
策 5 表 和 玩 本 棒 寺 た よる 導 結 
検査 枚数 附 修 陽性 陽性 率 () 同 信頼 限界 5 多 





1 枚 43 104 70.7 76. 4>m ン 64. .2 
3 枚 合 計 22 125 85.0 89.0>m ッ >78.4 
6 枚 合計 12 ad 89.7 93.1>m>83.6 





11. 原稿 は 400 字 詰 原稿 用 紙 20 枚 以内 と し , 掲載 料 1000 
円 と する 。 但し , 表 は 5 枚 以 内 と し て 右 の 制限 内 に 
含ま せる こと 。 図版 及び 超過 分 は 著者 負担 と する 。 
同一 号 に 同一 人 が 2 篇 を 同時 に 掲載 する 場合 に は 1 
篇 を 除い て 他 は 超過 真 と 見 人 す 。 

。 投 稿 は 必ず 欧文 抄録 を 附け る こと 。 克 文 抄録 は タイ 
デラ ィ タ ー 用 紙 (28x21 cm 位 ) に 一 行 お き に 打ち 1 
枚 以 内 と する 。 但し 都合 に よ つ て は 和文 で 400 字 以 
内 の 欧文 抄録 用 原稿 を 送 府 され て も 良い 。 此 の 場合 
は 別に 棒 訳 料 500 円 を 添え て 申し こむ こと 。 

. 別 期 は 100 部 を 是 位 と し て 別に 実費 を 申 受け る 

・ 原稿 は 原則 と し て 到着 順に 掲載 する も , その 探 否 掲 
載 順序 , 体 喜 等 は 編集 者 に 一 任 さ れ た い 。 

原稿 の 送り 先 は 東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 國 立 予防 
衛生 研究 所 内 日 本 寄生 虫 学会 事務 所 と する こと 。 
な お 論文 の 書き 方 に つい て は 浅田 軍 二 著 ( 朝 倉 書店 ) 
「 科 学 論 女 の まとめ 方 と 書き 方 」 を 参照 の こと 。 

お し ら せ 

御 投稿 の 際 別 刷 の 必要 部 数 を 明記 し て 下さ い 。 何 別 御 

は 通常 白紙 の 表紙 を つけ た ゞ さけ に し て あり ます が , 表紙 

に 標題 著者 名 雑誌 名 等 印 制御 希望 の 方 は 実費 で 申 受け ま 

す 。 
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